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研
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次

目

次

第

一
部

研

第
二
早

『
詞

つ
か
ひ
』
と
柴
田
常
昭

第

一
節
　
『
詞

つ
か
ひ
』

一　

体
裁
と
書
名

０
装
丁

②
題
名

・
巻
序

・
丁
数

二三

第
二
節一二

著
者

書
目
の
掲
載

柴
田
常
昭

宣
長
と
常
昭

常
昭
の
学
問

3  13  10  9



四  三

芝
原
春
房

年

譜

第
一
一章

『詞

つ
か
ひ
』
の
成
立

第

一
節
　
『
詞

つ
か
ひ
』
の
構
成
と
成
立

一　

各
巻
の
内
容
と
巻
序

０
各
巻
の
概
要
　
　
　
　
②
排
列
の
規
準

一
一

『
詞

つ
か
ひ
』
と

『
活
用
言
の
冊
子
』

０

『活
用
言
の
冊
子
』
と
の
対
照
　
　
　
　
②
巻
序
数
の
訂
正

０

『詞

つ
か
ひ
』
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
先
後
関
係

０
第
十
六
巻
の
下
　
　
　
　
０
第
廿

〔三
〕
四
巻

（２
）

各
巷
の
成
立

三

第
二
節一二

「常
補
巷
」
後
期
挿
入

異
巷
同
名
の
問
題

「
常
補
巷
」
の
成
立

田

「第
廿
六
巻
」
表
紙
書
入
　
　
　
　
②

「常
補
巻
」
と
廿
五
の
巻

０

『活
用
言
の
冊
子
』
元
第
廿
二
会
と
第
廿

〔六
〕
五
会

０
第
廿

〔三
〕
四
巻

（１
）

０
廿
五
の
巻

０
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』

27  27 21  1965  60  60  56



次

第
二
章
　
『
詞

つ
か
ひ
』
の
内
容

春
房
書
入

「穀
」
と

「輻
」

０

「第
十
六
巻
」
春
房
書
入

②
牛
車
と
活
用
型
名
目
と
の
関
連

第

一
節
　
活
用
論

一　

研
究
分
野

一
一　
首
、
車
、
足
掻
・

田
首

０
辞
と
言

０
車
と
足
掻

０
宣
長
書
入

０
車
以
外
の
辞

〓
一　
活
用
形
と
そ
の
名
称

四

『詞
つ
か
ひ
』
廿
五
の
巻
と

『活
用
言
の
冊
子
』
第
廿

固

「常
補
巻
」
と

『活
用
言
の
冊
子
』
元
第
廿
三
会

田
活
用
形
の
体

・
切

・
用

・
続
　
　
　
　
０
体

（体
語
）

Ｄ
続
、
続
語
　
　
　
　
　
０
活
用
型

・
活
用
形
の
種
類

③
派
生
形
の
活
用
形
の
名
称

０
用

（用
言
）
　

　

　

０
切

０
活
用
形
の
名
称

活
用
型
の
分
類

田

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
語
分
類

②
天
語

。
地
語
、
春
語

・
秋
語

〔六
〕
五
会

０
春
房
の
参
加

80  79  79



語
形
と
意
義
の
問
題

田
所
語
、
有
語
、
令
語

②
不
語
、
将
語

エハ
　
常
昭
の
文
法
観

第
二
節
　
所
語

。
有
語

。
令
語
の
論

一　

活
用
表

０
縦

・
横
の
活
用
表

一
一　
所
語

。
有
語

・
令
語
の
成
立

０
所
語
、
有
語
、
令
語

０
常
昭
の
処
理

②
例
語
の
列
挙

②
所
語

。
有
語

。
令
語
の
設
定
―

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
欄
外
注
記

〓
一　
所
語
と
令
語

０
所
語

・
令
語
と
自

・
他

０
所
語

。
令
語
と
膿
の
自
他

所
語

。
有
語

。
令
語
と
活
用
表

②
所
語

・
令
語
と
本
語

０
所
語

・
令
語
と
春
庭
の
自
他

田
動
詞
の
命
令
形
　
　
　
　
②
派
生
形
の
所
語
、
有
語
、
令
語
　
　
　
　
０
単
純
形
の
所
語
、
令
語

語
形
と
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４‐

０
柴
田
常
昭
　
　
　
　
０
鈴
木
膿
　
　
　
　
０
本
居
春
庭

天
語

・
地
語
、
春
語

・
秋
語
の
論

四五

第
二
節

107 107 105



「天
語

。
地
語

。
春
語

・
秋
語
」
の
用
法

０
活
用
型
の
二
分
類
　
　
　
　
②
使
用
例

一
一　
凡
例
の
巻

０
六

つ
の
空
白
　
　
　
　
②
凡
例
の
巻
と
形
容
詞
の
巻

〓
一　
天
語

。
地
語
と
春
語

。
秋
語

０
二
つ
の
割
注
　
　
　
　
②

「天

・
地
」
か
ら

「春

・
秋
」
へ

四
　
問
題
点
の
解
釈

田
問
題
点
Ａ

〓
一　
形
容
詞
の
用
法

②
問
題
点
Ｂ

②
形
容
詞
の
場
合

五
　
「左
」
と

「債
」

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
１６７

第
四
節
　
形
容
詞
の
論
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
１７０

一　
本
語
…
…
…
…
…
…
・…
…
…
…
・…
…
・…
…
…
…
…
・…
…
…
・…
…
…
…
。…
…
・…
…
…
・…
…
。１７０

０
動
詞
の
場
合

一
一　
形
容
詞

の
語
構
成

次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
体
語
十

「し
」

②

「し
」
の
機
能

０
宣
長
書
入

田
所
語

。
有
語

・
令
語

０

「
さ
」
下
接
の
用
法

②
語
幹
の
単
独
用
法

０

「
て
」
「
で
」
の
接
続

０

「
み
」
下
接
の
用
法

０
い
わ
ゆ
る

「
ク
語
法
」

０
用
法

183



第
四
章

『
詞

つ
か
ひ
』

の
例
語
と
証
例

第

一
節
　
『活
用
言
の
冊
子
』
と
の
関
係

一　

動
詞

の
例
語

０
追
加
例
語
　
　
　
　
②
常
昭

・
春
房
の
書
入
語
　
　
　
　
０
第
二
次
例
語
と
常
昭
書
入
語

０
第

一
次
例
語
と
常
昭
書
入
語
　
　
　
　
Ｄ
春
房
の
書
入

一
一

『
詞

つ
か
ひ
』
不
採
用
の

『
活
用
言
の
冊
子
』
書
入
語

。
抹
消
語

〓
一　
形
容
詞
の
例
語

０

『活
用
言
の
冊
子
』
と
の
対
照

０
宣
長
書
入
語
と
道
麿
書
入
語

②
第

一
次
例
語
と
第
二
次
例
語

四

第

二
節一

例
語
の
排
列

第

一
次
例
語
成
立
の
時
期

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「車
」
と
初
稿
本

『
詞
八
衝
』
の
例
語
排
列

０
語
尾

「し
」
の
清
濁
　
　
　
　
０
シ
ク
活
用
語
尾

「―
し
し
」

０

「同
じ
＋
体
言
」
と

「同
じ
き
十
体
言
」

田

『活
用
言
の
冊
子
』
系
と
刊
本

『詞
八
衝
』
の
例
語
排
列

②
初
稿
本

『詞
八
衝
』
の
例
語
排
列

227 227 224 217 211 195 195



次

一
一

「車
」
と
の
関
係

田

「車
」
論
と
語
末
形
式
　
　
　
　
②

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「附
録
」

③

『詞

つ
か
ひ
』
と
初
稿
本
の
例
語
排
列

第
二
節一二三

例
語
と
証
例

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
の
認
定

『
詞
八
衝
』
の
証
例

０
例
語
認
定

②

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
証
例

『
詞

つ
か
ひ
』
の
証
例

０
証
例
の
存
在

第

一
節
　
一旦
長
と

『
詞

つ
か
ひ
』

第
五
章

『
詞

つ
か
ひ
』
と
国
語
学
史

一　

宣
長
書
入

一
一　
宣
長
の
語
学
と
常
昭

０
　
認
定
の
規
準
　
　
　
　
②
認
定
規
準
の
適
用

②
証
例
の
出
典

０

「体

・
用
」
と

「首

・
車

・
足
掻
」

０

「本
」
「末
」
　
　
　
⑤
表
記

・
表
現

②

「本
語
」
　
　
　
０
自

・
他

⑥

『詞
玉
緒
』
の
草
稿

０
証
例
の
採
取

０
万
葉
集
の
証
例

237244 244261 261283



第
二
節
　
『
詞

つ
か
ひ
』
の
国
語
学
史
上
の
位
置

一　

宣
長
か
ら
春
庭

ヘ

０
定
説

一
一

『
詞

つ
か
ひ
』

②
二
つ
の
経
路

０

『詞
つ
か
ひ
』
研
究
小
史

第
二
部

翻
刻
と
注
記

０

『詞
つ
か
ひ
』
の
位
置

０
宣
長
門
下
の
常
昭

翻
刻

注
記

お
わ
り
に

関
係
既
発
表
著
書
論
文

索
引

286 286683 3113



第
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第
二
早

『詞

つ
か
ひ
』
と
柴
田
常
昭

第

一
節

『
詞

つ
か
ひ
』

一　
体
裁
と
書
名

０
　
装
丁

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
準
貴
重
書
、
函
架
番
号

「
Ｗ
Ｂ
７
１
１
」。
柴
田
常
昭
著

芝
原
春
房
補
筆

『詞
つ
か
ひ
』
全
三
十
巻
、
改

装
現
十
冊
、
美
濃
本
、
袋
綴
。
現
在
、
第

一
冊
～
第
五
冊
、
第
六
冊
～
第
十
冊
別
に
二
つ
の
峡
に
収
ま
る
。
各
巻
、
青
表
紙
。
第

一
冊

の
表
紙
左
上
部
に
題
簸
、
そ
れ
に

「柴
田
常
昭
著
詞
つ
か
比
　
凡
例
」、
そ
の
右
肩
に

「本
居
宣
長
書
入
井
書
翰
附
」
と
記
す
。
以
下
、

第
二
冊
に

「詞
つ
か
ひ
　
一
こ
、
第
二
冊
に

「
詞
つ
か
ひ
　
一置
、
…
…
…
第
十
冊
に

「詞
つ
か
ひ
　
十
止
」
。

な
お
、
比
較
的
最
近
ま
で
峡
は
な
く
、
装
丁
も
十
冊
す
べ
て
が
青
表
紙
の
上
に
更
に
浮
文
字

「帝
国
図
書
館
蔵
」
の
あ
る
、
各
冊
に

題
簸

「詞
つ
か
ひ
　
凡
例
」
「詞
つ
か
ひ
　
一
ご

・…
…
‥

「詞

つ
か
ひ
　
十
止
」
と
記
す
厚
手
の
茶
表
紙
が
付
い
て
い
た
。
以
前

『
詞

つ
か
ひ
』
は
他
の

一
般
書
と
同
じ
く
閲
覧
も
自
由
で
あ
っ
た
し
大
学
を
通
し
て
の
館
外
借
り
受
け
も
出
来
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
二
月

準
貴
重
書
に
指
定
さ
（れ

、
茶
表
紙
が
除
か
れ
峡
に
収
め
ら
れ
た
。

青
表
紙
の
次
に
各
巻
ご
と
に
表
紙
が
付
く
。
三
十
巻
す
べ
て
無
罫
の
料
紙
。
こ
の
表
紙
に
は
題
号
の
ほ
か
、
巻
序
数
、
活
用
型
、
そ



第一章 『詞つかひ』と柴日常昭

の
例
語
、
巻
に
よ

っ
て
は
証
例

。
注
記
が
書
入
れ
ら
れ
、
次
の
料
紙
か
ら
本
文
が
始
ま
る
。
た
だ
し
第

一
冊

（凡
例
の
巻
）
に
限
り
、

青
表
紙
の
次
に
自
紙

一
枚
を
挟
ん
で

「東
京
図
書
館
」
名
入
り
の
用
箋
を
用
い
て

「帝
国
図
書
館
司
書

中
根
粛
治
」

の
添
書
、
次
に

巻
別
の
表
紙
が
あ
り
、
次
に

「
十

一
月
九
日
」
付
の

「柴
田
四
郎
右
衛
門
様
」
宛
宣
長
書
簡
が
付
く
。
こ
の
書
簡
の
冒
頭
に
墨
色
薄
く

「
壬
子
十

一
月
十

一
日
夕
届
」
、
並
記
し
て

「本
居
翁
」
と
あ
る
。
「壬
子
」
は
寛
政
四
年
に
当
る
。

各
冊
最
初
の
巻
に
限

っ
て
本
文
第

一
丁
表
の
欄
外
上
部
に
大
き
く
二
つ
の
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
右
上
に

「東
京
教
育
博
物
館

印
」

（
一
辺

七
衆
ン
）
ヽ
そ
の
左
も
し
く
は
下
に

「東
京
図
書
館
蔵
」
（
一
辺

五
我
ン
弱
）
が
並
ぶ
。
更
に

「
明
治
十
六
年
二
月
二
十
二
日

購
求
」

の
縦
印

（六
菱
ン
）
が
欄
外
右
上
も
し
く
は
内
題
の
左
に
、
「文
交
　
明
治
三
二

・
七

・
一
」
の
丸
印

（中
央
に

「
国
」
、
「
国
」

の
周
り
に
左
横
書
き

「
文
交

明
治

一
言
一
七
　
一
」
、
直
径
二
費
ン
）
が
右
下
に
押
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
国
立
国
会
図
書
館
の
前
身
に
つ
い
て

一
言
す
る
と
、　
帝
国
議
会
両
議
院
図
書
館
の
継
承
の
ほ
か
に
、

「
明
治
五
年
の
書
籍
館

に
端
を
発
し
、
東
京
書
籍
館

（明
治
八
年
）
～
東
京
府
書
籍
館

（明
治
十
年
）
～
東
京
図
書
館

（明
治
十
三
年
）
～
帝
国
図
書
館

（明

治
三
十
年
）
～
国
立
図
書
館

（昭
和
二
十
二
年
）
と
継
承
、
昭
和
二
十
四
年
国
立
国
会
図
書
館
統
合
に
至

っ
た
系
列
」
が
あ
る
。　
一
方
、

国
立
科
学
博
物
館
の
前
身
、
教
育
博
物
館
は
明
治
十
年
に
設
立
さ
れ
、
明
治
十
四
年
に
東
京
教
育
博
物
館
と
改
称
、
東
京
図
書
館
と
合

併
し
た
の
は
明
治
十
八
年
の
こ
と
（一

、
明
治
二
十
二
年
に
は
東
京
図
書
館
と
分
離
し
赳
。

『
詞

つ
か
ひ
』
が
図
書
館
の
所
有
と
な

っ
た
の
は
縦
印
に
よ

っ
て
明
治
十
六
年
二
月
二
十
二
日
。
東
京
教
育
博
物
館
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
縦
印
が

（他
の
印
も
そ
う
だ
が
）
各
冊
最
初
の
巻
に
の
み
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
こ
の
時
、
十
冊
本

へ
の
改
装
が
行
わ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
も
う

一
つ
の
日
付
印
の
明
治
二
十
二
年
七
月

一
日
は
、
東
京
教
育
博
物
館
と
分
離
し
た
東
京
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
確
認
さ

れ
た
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
は
な
い
茶
表
紙
に
よ
る
改
装
は
、
そ
の
浮
文
字

「
帝
国
図
書
館
蔵
」
に
よ

っ
て
明
治
三
十
年
四

月
以
降

の
こ
と
と
な
る
。
帝
国
図
書
館
司
書

中
根
市
治
の
添
書

「
三
十
九
年
二
月
新
館

二
移
転
之
際
抽
出
よ
り
右
之
書
簡
を
発
見



第一節 『詞つかひ』

…
…
…
今
復
更
に
本
書
に
帖
附
し
て
陳
列
書
と
な
す
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
治
三
十
九
年
頃
の
こ
と
で
、
閲
覧
用
に
補
強
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

『国
語
学
書
目
解
題
』
、
赤
堀
又
次
郎
の
緒
言
に

「去
る
明
治
廿
三
年
十
月
九
日
、
…
…
…
博
言
学
取
調
上
に
関
す
る
図
書
、
器
具
、

金
員
寄
付
の
こ
と
を
帝
国
大
学
に
願
ひ
出
て
、
同
月
廿
二
日
に
聴
許
せ
ら
れ
き
、
こ
の
解
題
の
初
稿
も
其
寄
付
の
中
の

一
に
属
す
、
」

「
翌
廿
四
年
の
春
、　
一
旦
稿
を
成
し
て
、
…
…
・・圭
（後
増
訂
す
る
こ
と
再
三
、
廿
七
年
に
も
出
版
の
こ
と
に
至
ら
ん
と
し
て
、
又
成
ら

ざ
り
き
、
」
「
廿
年
九
月
文
科
大
学
に
国
語
研
究
室
を
お
か
れ
し
の
ち
、
…
…
…
こ
の
書
も
更
に
校
訂
し
て
公
に
す
る
を
得
る
に
至
れ
り
、

」
と
あ
る
。
そ
の
日
付
け
、
「
明
治
二
十
三
年
九
月
十
日
」
。
「
こ
と
ば
づ
か
ひ
」
の
項
の
執
筆
が
何
時
の
こ
と
か
不
明
だ
が
、
解
題
執

筆
の
頃
に
は
中
根
粛
治
の
添
書
は
未
だ
な
く
解
題
に

「本
書
撰
者
の
名
を
記
さ
ず
」
と
も
あ

っ
て
、
し
た
が

っ
て
赤
堀
が
実
際
に

『
詞

つ
か
ひ
』
を
見
た
と
す
れ
ば
、
題
簸

「本
居
宣
長
書
入
井
書
簡
附
　
柴
田
常
昭
著
詞

つ
か
比
」
を
有
す
る
現
在
の
青
表
紙
に
よ
る
改
装

以
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
お
そ
ら
く
十
冊
本

へ
の
改
装
の
際
、
製
本
の
た
め
天
地
が
幾
分
裁
断
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
し
た

が

っ
て
現
在
の
大
き
さ
、
タ
テ
二
四

・
一
考
、

ョ
コ
王
ハ
。
九
費
ン
で
あ
る
。

中
根
市
治
の
添
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
余
明
治
二
十
年
頃
東
京
教
育
博
物
館
図
書
掛
在
職
中
同
僚
青
木
君
よ
り
本
居
宣
長
之
書
簡
な
り
と
て

一
通
を
預
け
ら
る
然
る
に
三

十
九
年
二
月
新
館

二
移
転
之
際
抽
出
よ
り
右
之
書
簡
を
発
見
し
た
れ

ハ
一
読
す
る
に
柴
田
常
昭
著
詞

つ
か
ひ
を
宣
長

一
見
の
後
贈

り
た
る
書
状
な
る
に
よ
り
詞
遣
て
ふ
書
籍
を
取
出
し
て
之
を
右
書
簡
と
対
照
す
る
に
蓋
し
此
詞
遣
の
中
に
著
者

ハ
宣
長
の
書
籍
を

は
さ
み
を
き
其
侭
譲
り
し
も
の
に
て
東
京
教
育
博
物
館
に
て
購
入
し
際
も
依
然
書
物
の
中
に
在
り
し
を
青
木
氏

ハ
発
見
し
書
物
よ

り
除
き
て
余
に
預
け
し
も
の
と
知
ら
る
今
復
更
に
本
書
に
帖
附
し
て
陳
列
書
と
な
す
に
よ
り
此
事
を
記
し
詑
ぬ

帝
国
図
書
館
司
書
　
中
根
市
治
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②
　
題
名

・
巻
序

・
丁
数

現
十
冊
改
装
本

『
詞

つ
か
ひ
』
三
十
巻
各
巻
の
題
名

・
巻
序
数
、
内
題
と
巻
序
数
、
本
文
丁
数

。
罫
に
つ
い
て
記
す
。

第

一
冊

詞

つ
か
ひ

第
二
冊

辞

つ
か
ひ

詞

つ
か
ひ

語
之
小
車

第
二
冊

詞

つ
か
ひ

詞
づ
か
ひ

第
四
冊

詞
の
小
車

詞

つ
か
ひ

第
五
冊

詞
の
小
車

詞

つ
か
ひ

詞

つ
か
ひ

凡
例
の
第

一
巻

第
壱
の
巻

第
一
あ

巻

第
二
巻

第
四
ノ
巻

第
五
巻

第
六
の
巻

七
の
巻

第
八
の
巻

第
九
の
巻

第
十
巻

詞

つ
か
ひ
　
第
四
の
巻

詞
づ
か
ひ
　
第
五
の
巻

詞
の
小
車
　
第
六
ノ
巻

詞
の
小
車
　
第
七
ノ
巻

語
の
を
く
る
ま
　
第
八
巻

言
葉
の
小
車
　
第
九
の
巻

詞

つ
か
ひ
　
第
十
巻

詞

つ
か
ひ
　
　
　
　
五
〇
丁
　
十
四
行
罫

（十
五
丁
ま
で
）
と
九
行
罫

（十
六
丁
か
ら
）

詞

つ
か
ひ
　
第

一
の
巻
　
　
　
一
二
一丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

無
罫

詞

つ
か
ひ
　
第
二
　
　
　
　
　
一
〓
一丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

無
罫

詞
の
を
く
る
ま
　
第
二
の
ま
き
　
　
　
四
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

九
行
罫

二
三
丁
　
十
四
行
罫

（
二
丁
ま
で
）
と
九
行
罫

（三
丁
か
ら
）

一
二
丁
　
十
四
行
罫

二
五
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

無
罫

八
丁
　
十
四
行
罫

四
丁
　
十
四
行
罫

五
丁
　
九
行
罫

二
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

十
四
行
罫
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詞

つ
か
ひ
　
十

一
の
ま
き

第
六
冊

詞

つ
か
ひ
　
第
十

〔四
〕
〈弐
〉

詞
の
を
く
る
ま
　
第
十
三
巻

詞

つ
か
ひ
　
十
四
の
巻

第
七
冊

詞
の
小
車
　
第
十
五
巻

詞
づ
か
ひ
　
第
十
六
巻

詞

つ
か
ひ
　
第
十
六
巻
の
下

詞
づ
か
ひ
　
第
十
七
巻

詞

つ
か
ひ
　
十
八
の
巻

詞

つ
か
ひ
の
抄
　
第
十
九
巻

第
八
冊

詞
の
を
く
る
ま
　
第
廿
巻

詞
の
を
く
る
ま
　
第
廿

一
巻

詞

つ
か
ひ
真
櫛
砂
　
第
廿
二
巻

常
補
巻

（表
紙
の
み
）

語
之
小
車
　
第
廿
三
巻

詞

つ
か
ひ
真
櫛
抄
　
巻
第
十

一　
　
　
七
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

十
四
行
罫

巻
　
　
語
遣
　
第
十

〔四
〕
〈弐
〉
　

　

一
〇
丁
　
十
四
行
罫

語
小
車
　
巻
第
十
二
　
　
　
　
五
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

十
四
行
罫

詞
の
小
車
　
第
十
四
巻
　
　
　
九
丁
　
十
四
行
罫

詞
の
小
車
　
十
五
巻
　
　
　
　
一
一丁
　
十
四
行
罫

詞

つ
か
ひ
真
櫛
抄
　
第
十
六
巻
　
　
　
四
丁
　
九
行
罫

語

つ
か
ひ
　
第
十
六
巻
下
　
　
　
一
丁
　
十
四
行
罫

詞
づ
か
ひ
真
櫛
抄
　
第
十

［七
］
〈八
〉
巻
　
　
　
四
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

九
行
罫

詞

つ
か
ひ
　
十
八
の
ま
き
　
　
　
一
丁
　
十
四
行
罫

語
遣
　
第
十
九
巻
　
　
　
　
　
一
一丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

十
四
行
罫

語
之
小
車
　
巻
二
十
　
　
　
　
一
一丁
　
十
四
行
罫

詞
づ
か
ひ
　
第
二
十

一
の
ま
き
　
　
　
　
一
丁
　
十
四
行
罫

詞

つ
か
ひ
真
櫛
妙
　
第
廿
二
巻
　
　
　
一
一丁
　
十
四
行
罫

語
小
車
　
第
二
十
三
巻
　
　
　
一二
丁
　
九
行
罫
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語
の
小
車
　
第
廿

〔三
〕
〈
四
〉

詞

つ
か
ひ
の
抄
　
廿
五
の
巻

第
九
冊

詞

つ
か
ひ
　
第
廿
六
巻

第
十
冊

詞

つ
か
ひ
　
第
廿
七
巻
　
　
　
　
詞
づ
か
ひ
　
第
廿
七
巻
　
　
　
四
四
丁
　
無
罫

『詞

つ
か
ひ
』
は
別
に

『
詞
の
小
車
』
と
呼
ば
れ
る
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
表
紙
に
宣
長
書
入

「言
葉
の
小
車
　
題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如

ク
被
成
候
而

ハ
イ
カ
ヾ
」
と
あ
る
。
こ
の

「詞

つ
か
ひ
」
が
全
巻
通
じ
て

「車
」
の
論
を
中
心
と
す
る
内
容
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
宣

長
が
他
の
著
書

『
詞
の
玉
緒
』
『
玉
の
小
櫛
』
な
ど
に
類
す
る
雅
名
、
『
詞
の
小
車
』
に
改
題
を
奨
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
宣
長
は

『
玉
あ

ら
れ
』
に

「
車
を
小
車
と
い
ふ
は
歌
詞
也
、
文
に
は
た
ゞ
車
と
い
ふ
べ
し
」
と
い
う
。
常
昭
も
師
の
意
を
容
れ
て
全
二
十
巻
中
の
か
な

り
の
巻
に
そ
の
名
称
を
使
う
。
な
お
、
全
巻
丁
付
は
な
い
。

「常
補
巻
」
を
除
く
二
十
九
巻
各
巻
の
表
紙
に
大
別
し
て
四
種
の
書
名
を
使
う

（括
弧
内
、
内
題
に
お
け
る
使
用
数
）
。

詞

つ
か
ひ
　
　
十
七

（十
三
）
例

詞

つ
か
ひ
の
抄
　
　
一
一
（○
）
例

詞

つ
か
ひ
真
櫛
妙

　

一

（五
）
例

詞
の
小
車
　
　
　
九

（十

一
）
例

巻
　
　
語
之
小
車
　
第
廿
四
巻
　
　
　
一二
丁
　
九
行
罫

詞

つ
か
ひ
真
櫛
抄
　
第
廿
五
巻
　
　
　
一二
丁

（末
尾
に
自
紙

一
丁
）

十
四
行
罫

詞
づ
か
ひ
　
第
廿
六
巻
　
　
　
一
一八
丁
　
無
罫
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一
一　
著

　

者

赤
堀
又
次
郎

『国
語
学
書
目
解
題
』
で
は
、
著
者
は
鶴
峯
戊
申
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が

（↓
引
用
③
）
、
こ
の
執
筆
の
時
点
で
は

『
詞

つ
か
ひ
』
と
宣
長
書
簡

（↓
②
）
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た

（↓
①
）。

十
冊
改
装
本
第

一
冊
表
紙
に
「本
居
宣
長
書
入
井
書
翰
附

柴
田
常
昭
著
詞
つ
か
比
」
と
あ
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
中
に
は
例
語
や
証
例
に

対
し
て
「常
昭
追
考
、
常
追
考
、
常
昭
追
加
、
常
昭
追
補
、
常
追
補
」
な
ど
を
付
す
こ
と
が
多
い
。
筆
跡
は
本
文
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
る
。

鈴
木
腹

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
」
の
宣
長
添
書
に

「柴
田
四
郎

ヱ
門
常
昭
卜
云
シ
男
ア
リ
鈴
屋
門
人
也
…
…
活
語
ノ
事
ヲ
考
ヘ

テ
詞
ノ
小
車
卜
名
ケ
テ
」
と
あ
る
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」
表
紙
の
宣
長
書
入

「言
葉
の
小
車
　
題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如
ク
被
成
候
而

ハ
イ

カ
ヾ
」
と
符
合
す
る
。

『
詞
つ
か
ひ
』

添
付
の
十

一
月
九
日
付
柴
田
四
郎
右
衛
門
宛
宣
長
書
簡
に

「詞
つ
か
ひ
の
御
書
存
じ
寄
り
書
加

へ
返
進
申
候
御
考
共

柳
々
細
密
之
至
致
感
心
候
猶
追
々
御
勘
考
被
成
必
々

一
部
ノ
書

二
御
仕
立
可
被
成
候
」
と
あ
る
。
こ
の

「詞
つ
か
ひ
」
が
書
名
を
表
す

固
有
名
詞
か
、
語
法
の
意
の
普
通
名
詞
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
常
昭
が

「詞

つ
か
ひ
」
Ｏ
ｍ法
）
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
れ
が

「
一

部
ノ
書
」
と
成
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
と
す
れ
ば
現
在
の

『詞
つ
か
ひ
』
が
そ
れ
に
相
当
し
、
し
た
が
っ
て
常
昭

自
身
が
題
名
を

『詞
つ
か
ひ
』
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『詞
つ
か
ひ
』
の
著
者
が
柴
田
常
昭
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

『詞
つ
か
ひ
』
添
付
十

一
月
九
日
付
柴
田
四
郎
右
衛
門
宛
宣
長
書
簡

（全
文
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

②
去
月
七
日
之
御
返
書
相
達
し
致
拝
見
候
被
入
御
念
候
義
二
奉
存
候
其
後
愈
御
安
全
御
座
被
成
候
哉
承
度
奉
存
候
此
元
無
事
二
罷
在

候
然
て
詞

つ
か
ひ
の
御
書
存
し
寄
り
書
加
へ
返
進
申
候
御
考
共
靭
々
細
密
之
至
致
感
心
候
猶
追
々
御
勘
考
被
成
必
々
一
部
ノ
書
ニ

御
仕
立
可
被
成
候
此
詞

つ
か
ひ
之
義
ハ
兼
々
愚
老
も
心
さ
し
御
座
候
へ
共
も
は
や
生
涯
そ
の
い
と
ま
な
く
甚
残
念
二
存
候
処
貴
君
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之
御
考
甚
以
く
は
し
く
允
当

二
而
い
か
計
か
大
慶

二
存
じ
候
事
返
々
無
御
憚
怠

一
部
ノ
書

二
御
仕
立
可
被
成
候
か
や
う
二
詞

つ
か

ひ
之
妙

二
符
節
を
合
せ
た
る
如
く
千
言
万
語
其
例
格
ノ
違

ハ
ザ
ル
コ
ト
誠

二
皇
国
言
霊
ノ
奇
妙
ナ
ル
所
也
然
ル
ニ
世
ノ
人
か
ば
か

り
妙
ナ
ル
意
味
を
よ
く
辮

へ
知
ル
人
な
く
み
だ
リ

ニ
用
ヒ
候
事
返
々
残
念
也
此
意
味
を
よ
く
辮

ヘ
タ
ル
人
世

二
お
そ
ら
く
覚
え
不

申
候
必
々
御
出
精
可
被
成
候
近
頃
遠
江
国
石
塚
龍
麻
呂
卜
云
人
古
言
清
濁
考
卜
一本
書

ヲ
あ
ら
ハ
し
て
古
言
ノ
清
濁
ヲ
考

ヘ
タ
リ
是

又
愚
老
年
来
心
が
け
候

へ
共
い
と
ま
な
く
候
処
右
ノ
龍
ま
ろ
考

二
而
古
言
ノ
清
濁
ハ
明
ラ
カ
ニ
成
申
候
此
う

へ
詞

つ
か
ひ
ノ
事
貴

君
ノ
御
考
ノ
成
就
ヲ
待

ツ
モ
ノ
也
　
尚
期
後
信
恐
性
謹
言

宣
長

十

一
月
九
日

柴
田
四
郎
右
衛
門
様

〓
一　
書
目

の
掲
載

『詞

つ
か
ひ
』
が
書
目
録
に
載
る
こ
と
は
少
な
く
、
次
の
二
書
に
そ
の
名
が
見
え
る
程
度
で
あ
る

（便
宜
、
括
弧
内
に

ａ
～

ｅ
を
付
す
）
。

③

『
国
語
学
書
目
解
題
』
（明
治
三
十
五
年
刊
）

ｏ
こ
と
ば
づ
か
ひ
　
　
詞
遣
　
十
巻
　
一
名

詞
遣
真
櫛
抄
、
又

詞
の
小
車

鶴
峯
戊
申
撰
　
写
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ａ
）

こ
の
書
は
、

用
言
の
考
を
記
し
た
る
も
の
に
て
、　
は
た
ら
き
の
種
類
に
よ
り
て
詞
を
あ

つ
め
、

「
か
う
べ
」

釜

根̈
）
、
「あ
が

き
」
釜
中尾
）
、
「
く
る
ま
」
翁
り
き
む
」

の

「
む
」

の
如
く
、
体
言
に
そ
へ
た
る
語
）
の
事
な
ど
を
い
へ
り
、
本
書
撰
者
の
名

を
記
さ
ず
、
蓋
鶴
峯
戊
申
の
撰
。
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『
国
語
学
書
目
解
題
』

の
著
者
赤
堀
又
次
郎
が
そ
の
緒
言
に

「
み
な
余
が
見
間
に
入
り
た
る
を
主
と
し
た
る
」

と
い
う
よ
う
に
右
の

解
題
は
、
今
と
な

っ
て
は
誤
り
も
あ
る
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
で
実
際
に
見
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
著
者
を
鶴
峯
戊
申

と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。

（１０
）

④

『国
書
総
目
録
』
第
二
巻

（昭
和
四
十
年
刊
）

ｏ
詞

つ
か
ひ
　

一
〇
冊
　
語
学
　
柴
田
常
昭
　
写
本
　
国
立
国
会
図
書
館

（自
筆
、
宣
長
書
簡
を
付
す
）

（
ｂ

）

ｏ
詞

つ
か
ひ
　
　
一
冊
　
語
学
　
写
本
　
一示
都
大
学

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
（
ｃ
）

ｏ
詞
遣
　
　
　
一
〇
巻

一
〇
冊
　
詞
遣
真
櫛
抄

・
詞
の
小
車
　
語
学
　
鶴
峯
戊
申
　
写
本
　
国
立
国
会
図
書
館

‥
・
（ｄ
）

ｏ
詞
の
小
車

　

↓

詞
遣

（
ｅ
）

こ
こ
に
も
誤
り
が
あ
る
。

行
末
に
付
し
た

ａ
～

ｅ

で
い
う
と
、
　
ｅ

が

ｄ

と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

ｄ

は
お
そ
ら
く

ｄ^
を
転
写
し
た
だ
け
の
も
の
で
、　
ａ

の

「十
巻
」
を

「
一
〇
巻

一
〇
冊
」
と
し
た
の
は
寧
ろ
誤
り
と
な

っ
た
。
ｂ

は
お
そ
ら
く
実
物
を
見
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
最
初
の

一
冊
を
読
ん
だ
だ
け
で

ｂ

が

こ^
と

一
致
す
る
こ
と
に
気
付
い
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る

ｂ

と

ｄ

を
別
の
も
の
と
し
て
掲
載
す
る
過
ち
を
犯
す
こ
と
も
な
か

っ
た
し
、　
ａ

の
著
者
の
誤
り
を
指
摘
す
る
こ
と
も
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
結
局
、
『
国
書
総
目
録
』
で
は

ｂ

が
不
十
分
な
が
ら
正
し
く
、
ｄ

は
不

要
と
な
る
。

Ｃ

の
京
都
大
学
所
蔵
の

一
冊
本

『
詞

つ
か
ひ
』

は
、
外
題

「
詞

つ
か
ひ
　
全
」
、
扉
オ
モ
テ
左
上
部
に

「音
訓
通
客
」
、
同
ウ
ラ
右

上
に

「
詞

つ
か
ひ
」
と
あ

っ
て
、
本
文
十
二
丁
の
本
で
あ
る
。
第

一
丁
オ
モ
テ
、
「
お
ほ
御
国
ふ
り
の
詞

つ
か
ひ
神
の
み
よ
の
む
か
し

の
ま
ゝ
に
た
ゝ
へ
き
た
れ
る
と
又
あ
た
し
国
文
学
の
義
を
と
り
て
こ
ゝ
の
言
と
な
し
た
る
と
の
二
つ
有
と
お
ほ
ゆ
」
に
始
ま
る
。
内
容

は
多
く
の
例
を
挙
げ
て
音
と
訓
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
常
昭
の

『
詞

つ
か
ひ
』
と
は
何
の
関
係
も
な
い
別
種
の
語
学
書
で
あ
る
。
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な
お
、　
一
九
九
〇
年

一
月
刊

補
訂
版
第

一
刷

『
国
書
総
目
録
』

に
お

い
て
も
記
述
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

Ｔ
圧
〕

１
　
平
成
六
年
十

一
月
二
十
二
日
付
問
合
せ
に
対
す
る
二
十
五
日
付
国
立
国
会
図
書
館
回
答

「昭
和
五
三
年
二
月
二
七
日
、
当
館
貴
重
書
指
定
委

員
会
に
て
、
準
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
峡
に
納
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」。

２
　
国
立
国
会
図
書
館

『国
立
国
会
図
書
館
三
十
年
史
』
昭
和
五
十
年
二
月
　
日
本
図
書
館
協
会
。

３
　
国
立
科
学
博
物
館

『国
立
科
学
博
物
館
百
年
史
』
昭
和
五
十
二
年
十

一
月
　
第

一
法
規
出
版
株
式
会
社
。

４
　
注
２
。

５
　
赤
堀
又
次
郎

『国
語
学
書
目
解
題
』
明
治
三
十
五
年
六
月
　
士
口川
半
七
印
刷
発
行

（複
製
　
昭
和
五
十

一
年
九
月
　
勉
誠
社
）
。
『国
語
学
書

目
解
題
』
緒
言
に

「初
、
言
語
取
調
所
に
て
、
語
学
書
の
目
録
の
編
纂
に
着
手
し
」
と
あ
る
言
語
取
調
所
は
明
治
二
十

一
年
十
二
月
に
開
設
、

同
二
十
三
年
十
月
に
解
散

（『国
語
学
大
辞
典
』
大
石
初
太
郎
執
筆

「国
語
問
題
し
。
赤
堀
が
原
稿
執
筆
の
頃
、
既
に

『詞
つ
か
ひ
』
は
東
京

教
育
博
物
館
↓
東
京
図
書
館
↓
帝
国
図
書
館
の
所
蔵
で
あ

っ
た
。

６
　
「第
廿
七
巻
」
最
末
尾
の
宣
長
書
入

「此
巻
ノ
多
ク
ハ
…
…
」
の
一
行
日
の
挿
入

「又
二
重
ノ
車
ヲ
体
ニ
シ
テ
ニ
重
ノ
車
ナ
ル
」
翁
ル
」
は

文
意
に
よ
っ
て
補
う
）
の
行
末
の

「
ル
」
が
な
く
、
二
行
日
の
行
末

「
二
重

二
」
の

「
一こ

の
第
二
画
も
な
い
。
小
□

（地
）
に
裁
断
し
た
形

跡
が
あ
る
。

７
　
筑
摩
書
一房
刊

『本
居
宣
長
全
集
』
（以
下
、
『宣
長
全
集
』
と
略
）
第
五
巻
五

一
四
ぺ
。

８
　
岡
田
稔

「『活
語
断
続
譜
』
の
成
立
と
そ
の
国
語
学
史
上
に
於
け
る
地
位
」
「
鈴
木
膿
』
昭
和
四
十
二
年
　
鈴
木
膿
顕
彰
会
）
よ
り
引
用
。

９
　
『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
二

一
九
。

１０
　
山石
波
書
店
刊
。
昭
和
五
十
二
年
五
月
第
二
刷
に
よ
る
。

１１
　
一示
都
大
学
付
属
図
書
館
に
依
頼
し
た
写
真
に
よ
る
。
表
紙
貼
付
の
ラ
ベ
ル
に
横
書
き
三
段

「国
文
学
／
６
Ｂ
／
４
」
と
あ
る
。

○
第

一
節
は
、
「
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『
詞
つ
か
ひ
Ｌ

（『野
田
教
授
退
官
記
念
　
日
本
文
学
新
見

・
研
究
と
資
料
』
昭
和
五
十

一
年
二
月

笠
間
書
院
）
、
コ
詞
つ
か
ひ
』

の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十

一
年
四
月
号
　
東
京
大
学

国
語
国
文
学
会
）
の
注
に
加
筆
し
大
幅
に
書
き
換
え
た
。
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塞

一節

柴

田

常

昭

一　

宣
長
と
常
昭

柴
田
常
昭
は
四
郎
右
衛
門
と
い
う
。
宣
長
の

『授
業
門
人
姓
名
録
』、
自
筆
本

・
追
加
本
と
も
安
永
三
年

〈
一
七
七
四
〉
甲
午
の
条

に
、

こ
の
年
た
だ

一
人
、
「津
　
柴
田
四
郎
右
衛
門
　
常
昭
」
と
あ
る
。
没
年
月
日
は
寛
政
八
年
五
月
十
二
日
。
寛
政
八
年
と
さ
れ
る

六
月
四
日
付
中
衛

（宣
長
）
書
簡
は
、
当
時
、
失
明
確
定
し
京
都
に
在
っ
て
針
医
修
業
中
の
健
亭

（春
庭
）
に
宛
て
た
も
の
だ
が
、
そ

の
末
尾
に

「津
柴
田
四
郎
右
衛
門
、
先
達
而
よ
り
病
気

二
而
、
よ
ほ
と
久
々
相
煩
、
五
月
十
二
日
死
去
い
た
し
申
候
、
扱
々
残
念
成
事

二
御
座
候
、
去
冬
家
業
筋
二
付
大
ナ
ル
心
労
有
レ之
、
夫
故
ノ
病
気
之
由
承
り
申
候
」
と
あ
る
。
「家
業
筋
二
付
大
ナ
ル
心
労
有
レ之
、

夫
故
ノ
病
気
」
が
何
の
病
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
家
業
が
何
で
あ
る
か
も
不
明
で
あ
る
。

宣
長
の
著
作
に
し
ば
し
ば
柴
田
常
昭
の
名
が
見
え
る
。

『美
濃
の
家
づ
と
折
添
』
翁
新
古
今
集
美
濃
の
家
づ
と
』
に
加
え
て
、
寛
政
三
年
四
月
成
、
九
年
七
月
（世

）
に
、

①
今
よ
り
の
荻
の
下
葉
も
い
か
な
ら
む
ま
づ
い
ね
が
て
の
秋
風
ぞ
ふ
く

此
歌
は
、
柴
田
ノ
常
昭
が
云
ク
、
古
今
に
、
「
秋
萩
の
下
葉
色
づ
く
今
よ
り
や
独
あ
る
人
の
い
ね
が
て
に
す
る
、
是
を
本
歌

に
て
よ
め
る
な
れ
ば
、
荻
は
萩
を
誤
れ
る
也
と
い
へ
る
、
ま
こ
と
に
然
る
べ
し
、
本
歌
と
、
か
へ
さ
ま
に
と
り
な
し
た
る
、

め
づ
ら
し
、
ま
づ
と
い
へ
る
に
、
心
を
つ
く
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三

・
五
〇
八
）

関
連
し
て
常
昭
に

『新
古
今
美
濃
の
家
つ
と
の
疑
問
』
（常
昭
が
、
宣
長
の

『新
古
今
集
美
濃
の
家
づ
と
』
の
稿
本
を
読
ん
で
寛
政
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三
年
正
月
に
執
筆
）
と

『
美
濃
の
家

つ
と
折
そ
へ
疑
問
』

含
旦
長
の

『美
濃
の
家
づ
と
折
添
』
の
稿
本
を
読
ん
で
、
寛
政
六
年
四
月
に

執
筆
）
が
あ
る
。
後
者
に
、

②
今
よ
り
の
荻
の
下
葉
も
い
か
な
ら
む
ま

つ
い
ね
か
て
の
秋
風
そ
ふ
く

師
説
、
い
ね
か
て
に
稲

［ま
］
〈を
〉
も
た
せ
た
り
、
秋
く
れ
は
ま

つ
稲
葉
を
吹
く
風
の
身
に
し
み
て
い
ね
か
て
に
す
る
を
、

今
よ
り
後
荻
に
吹
風
も
又
い
か
に
あ
ら
ん
と
也

今
案
、
此
歌
荻
は
萩
の
誤
な
る
べ
し
、
萩
の
下
葉
は
常
に
云
事
、
荻
の
下
葉
穏
や
か
な
ら
ず
、
上
葉
は
常
也
、
さ
て
猶
萩
な

る
へ
し
と
い
ふ
論
は
、
此
歌
は
、
秋
萩
の
下
葉
色

つ
く
今
よ
り
や
独
あ
る
人
の
い
ね
か
て
に
す
る
と
い
ふ
古
今
集
を
と
り
て

よ
み
た
る
に
て
、
意
は
今
よ
り
は
萩
の
下
葉
も
い
か
に
色
付
ら
ん
、
ま

つ
い
ね
か
て
な
る
秋
風
の
吹
初
た
る
と
云
る
也
、
師

は
あ
し
く
意
得
ら
れ
た
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
丁

六

一
三
）

と
あ
る
。
こ
の
常
昭
の
説
が
宣
長
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
①
と
な

っ
た
。
常
昭
は
語
法
の
み
な
ら
ず
歌
の
道
に
も
精
通
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
が
、
い
ま
詳
し
く
右
の
二
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
。
た
だ
、
『美
濃
の
家

つ
と
の
疑
問
』
の
冒
頭
を
挙
げ
て
お
く
。

③
こ
れ
は
ゆ
め
師
の
説
を
も
ど
き
て
、
み
つ
か
ら
の
言
を
た
て
ん
と
に
は
あ
ら
す
、
近
き
比
上
田
秋
成
な
ど
い
ふ
も
の
、
師
の
説
を

破
ら
ん
と
ひ
ま
を
う
か
ゞ
へ
は
、
も
し
百
に
ひ
と

つ
も
ふ
か
く
心
を
も
ち
ひ
給
は
ぬ
か
た
は
し
も
あ
ら
ば
、
と
が
め
出

つ
ゝ
い
ひ

ほ
こ
ら
ん
事
の
に
く
け
れ
ば
、　
つ
た
な
き
を
わ
す
れ
て
お
と
ろ
か
し
奉
る
な
り
、
し
か
は
あ
れ
ど
や
つ
か
れ
か
か
く
お
も
ふ
は
、

は
ふ
虫
の
大
空
を
か
け
る
鳥
を
見
て
、

つ
ば
さ
あ
る
を
も
え
し
ら
ぬ
は
か
な
き
心
か
ら
、
い
と
あ
や
ふ
か
り
居
た
ら
ん
な
と
に
や

ひ
と
し
か
る
べ
き
、
あ
な
か
し
こ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
Ｔ

五
八
九
）

『手
向
州
』
（天
明
元
年

〈
一
七
八

一
〉
十

一
月
九
日
、
賀
茂
真
淵
十
三
回
忌
の
追
慕
会
を
催
し
た
の
を
機
縁
に
集
め
た
真
淵
追
悼
歌

（５
）

文
集
）
に
、
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阿
濃
津
人
　
柴
田
常
昭

④
歌
は
そ
の
み
な
も
と
、
い
は
ま
く
も
か
し
こ
き
神
の
御
代
ゆ
お
こ
り
て
、
天
津
日
嗣
し
ろ
し
を
す
な
る
す
め
ら
み
こ
と
の
、

つ
が

の
木
の
い
や

つ
ぎ
／
ヽ
に
し
ろ
し
め
し
く
る
御
代
の
ま
に
／
ヽ
、
玉
か
づ
ら
絶
る
時
な
く
、
後
の
世
に
な
が
れ
ひ
ろ
ご
り
に
た
り
、

し
か
は
あ
れ
ど
も
そ
の
水
上
の
深
き
を
は
か
る
人
は
な
く
て
、
た
ゞ
末
の
流
れ
に
の
み
ぞ
あ
そ
ば
ひ
を
る
な
る
、
こ
ゝ
に
賀
茂
大

人
は
、
そ
の
み
な
も
と
に
な
も
さ
か
の
ぼ
ら
ひ
て
、
石
上
ふ
る
き
大
御
代
の
ふ
み
と
ふ
書
ゆ
は
じ
め
て
、
流
れ
て
の
よ
の
く
さ

´
ヽ
の
ふ
み
に
い
た
る
ま
で
、
残
る
く
ま
な
く
あ
さ
ぢ
は
ら

つ
ば
ら
に
な
も
わ
い
だ
め
給
ひ
け
れ
ば
、
い
さ
よ
ふ
浪
の
よ
る
べ
な

き
後
の
世
の
人
の
、
上

つ
代
の
く
し
く
あ
や
し
き
言
霊
の
ふ
か
き
そ
こ
ひ
を
し
る
事
も
、
も
は
ら
此
う
し
の
教
に
な
も
よ
れ
り
け

る
、
し
か
あ
る
物
を
、
う

つ
そ
み
の
よ
を
そ
む
き
し
え
ね
ば
、
百
た
ら
ず
七
十
あ
ま
り
三
の
よ
は
ひ
に
し
て
、
あ
し
引
の
い
は
ね

し
ま
き
て
も
み
ぢ
葉
の
過
給
ひ
に
し
は
、
か
な
し
き
こ
と
の
き
は
み
に
ざ
り
け
る
、
こ
と
し
手
を
を
り
て
か
ぞ
ふ
れ
ば
、
あ
ら
玉

の
年
は
、
と
ぶ
鳥
の
早
く
も
う

つ
り
き
て
、
十
あ
ま
り
三
と
せ
に
な
も
あ
た
り
け
れ
ば
、
思
ふ
こ
ゝ
ろ
を
か
い
つ
ら
ね
て
、
わ
が

も
と
を
り
の
を
ぢ
の
み
も
と
に
お
く
る
、
時
は
天
明
の
は
じ
め
の
年
の
霜
月
の
や
う
か
の
日
、

ゆ
く
川
の
過
に
し
人
を
む
ざ
し
あ
ぶ
み
か
け
て
ぞ
忍
ぶ
年
は
へ
ぬ
れ
ど

十
あ
ま
り
三
と
せ
経
に
け
り
袖
の
う
へ
に
か
ゝ
る
な
み
だ
も
い
ま
だ
ひ
な
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
八

・
二
九
六
）

『
結
び
す
て
た
る
枕
の
草
葉
』

（寛
政
五
年

〈
一
七
九
三
〉
、
宣
長
六
十
四
歳
、
眼
病
の
春
庭
、
大
平
ほ
か
門
人
数
人
を
同
道
し
て
上

（６
）

京
し
た
際
の
紀
行
歌
文
集
）
に
、

⑤
　
　
　
浦
五
月
雨
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
常
昭
　
字
四
郎
右
衛
門

は
れ
ま
な
み
あ
こ
き
か
浦
に
あ
ひ
き
せ
ぬ
日
数
か
さ
な
る
五
月
雨
の
比
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
八

・
三
九
七
）

『松
の
落
葉
　
附
言
彦
砂
』
（宝
暦
年
間
か
ら
天
明
五
年
ご
ろ
ま
で
の
雑
録
）
に
、



６
　
　
　
⑥
。
柴
田
常
昭
云
、
藪

ハ
弥
生
ナ
ル
ヘ
シ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
八

・
六
七

一
）

１
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（８
）

な
お
、
『
歌
合
評
』
『
歌
合
評
補
遺
』
に
よ
れ
ば
、
天
明
七
年
か
ら
寛
政
五
年
に
わ
た
っ
て
歌
合
せ
に
三
十
回
余
も
参
加
し
て
い
る
。

常
昭
の
死
に
際
し
て
、
そ
の
死
を
悼
む
宣
長
の
心
情
は
露
で
あ
る
。
寛
政
八
年
九
月
十
八
日
付
春
庭
宛
書
簡
に

「津
柴
田
常
昭
死
去

（９
）

之
事

ハ
、
先
達
而
申
進
候
欺
と
覚
え
申
候
、

み
の
大
垣
重
門
も
死
去
、
名
古
屋
横
井
千
秋
の
内
方
も
死
去

二
而
御
座
候
」
、
同
年
九
月

廿
日
付
川
村
正
雄
宛
書
簡
に

「
大
垣
重
門
死
去
之
事
御
知
ら
せ
被
レ
下
、
恭
奉
レ
存
候
、
如
レ
仰
靭
々
残
念
成
義

二
存
候
事

二
御
座
候
、

其
外
横
井
内
方
、
真
実
老
母
な
と
も
死
去
之
由
、
此
方

二
而
も
社
中
柴
田
四
郎
右
衛
門
、
林
久
左
衛
門
と
申
両
人
死
去
い
た
し
申
候
、

靭
々
近
来
は
死
去
人
多
く
、
老
体
殊

二
心
細
ク
相
成
候
事

二
御
座
候
」
と
、
再
び
三
た
び
、
そ
の
死
を
報
じ
故
人
を
悼
む
。

常
昭
の
没
後
、
宣
長
は
追
悼
の
歌
を
詠
む
。
『
鈴
屋
歌
集
』
三
之
巻
に
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑦
　
　
柴
田
常
昭
か
夏
の
こ
ろ
み
ま
か
り
に
け
る
に
寄
夢
無
常

さ
め
ぬ
る
か
か
け
し
頼
み
の
い
ふ
か
ひ
も
な
き
た
ま
の
を
の
み
し
か
夜
の
夢

此
人
は
か
く
も
む
に
心
を
い
れ
て
さ
と
り
も
深
か
り
け
れ
は
ゆ
く
さ
き
た
の
も
し
く
お
ほ
え
け
る
に
四
十
は
か
り
に
て

う
せ
ぬ
れ
は
な
む
か
く
は
よ
め
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
五

・
五
九
）

③
　
　
そ
の
と
し
の
ふ
み
月
に
物

へ
ゆ
き
け
る
か
へ
る
さ
に
あ
の
の
津
に
や
と
り
け
る
夜
芝
原
春
房
か
と
ふ
ら
ひ
き
て
物
語
な
と
し

け
る
に
常
昭
も
世
に
あ
ら
ま
し
か
は
か
な
ら
す
こ
よ
ひ
は
来
ま
し
も
の
を
と
か
な
し
く
思
ひ
出
て
ね
け
る
つ
と
め
て

な
き
た
ま
も
通
ふ
夢
路
は
あ
る
物
を
な
と
て
こ
よ
ひ
も
見
え
こ
さ
り
け
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
五

・
六
〇
）

こ
の
二
首
、
『
石
上
稿
』
翁
石
上
稿
補
遺
』
寛
政
八
年
丙
辰
）
に

「夏
　
柴
田
常
昭
か
身
ま
か
り
け
る
に
寄
夢
無
常
　
追
善
勧
進

さ
め
ぬ
る
か
か
け
し
頼
み
の
い
ふ
か
ひ
も
な
き
玉
の
を
の
み
し
か
夜
の
夢
」

（十
五

・
五
二
七
）
、

「
か

へ
さ
に
春
村
か
家
に
津
に
や
と

第一章 『詞つかひ』と柴日常昭
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り
け
る
夜
芝
原
春
房
と
ふ
ら
ひ
き
て
物
語
し
け
る
に
柴
田
常
昭
も
よ
に
あ
ら
ま
し
か
は
必
こ
よ
ひ
は
き
な
ま
し
物
を
と
か
な
し
く
思
ひ

出
ら
れ
て
ね
け
る
つ
と
め
て
　
　
な
き
た
ま
も
通
ふ
夢
路
は
有
も
の
を
な
と
て
こ
よ
ひ
も
見
え
こ
さ
り
け
む
」

（十
五

・
五
二
八
）

と

あ
る
。
こ
の
年
を
遡
る
こ
と
四
年
、
寛
政
四
年
十

一
月
九
日
付
常
昭
宛
書
簡

（第

一
節
引
用
②
）
で

「詞

つ
か
ひ
」
の
成
就
を
期
待
し

た
宣
長
に
と
っ
て
、
常
昭
の
死
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

な
お
、
右

（引
用
⑦
）

の
左
注

「
四
十
は
か
り
に
て
う
せ
ぬ
れ
ば
」

に
よ
れ
ば
、
常
昭
の
生
年
は
宝
歴
六
、
七
年

〈
一
七
五
六
、

七
〉
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

一
一　
常
昭

の
学
問

常
昭
は
宣
長
門
下
の

一
人
と
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
。
寛
政
五
年
十

一
月
九
日
付
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡

に

「門
人
姓
名
記
し
上
候
様

二
被
二仰
聞
一候

へ
共
、
殊
外
数
多
候

二
付
、
悉
く
ハ
得
記
し
不
レ申
、
格
別
出
精
厚
志
ノ
分
少
々
相
認
、

上
ケ
申
候
」
と
し
て
、
稲
掛
大
平
以
下
三
十
二
名
の
姓
名
を
挙
げ
る
。
三
井
高
蔭
、
横
井
千
秋
、
鈴
木
膿
、
川
村
正
雄
、
石
塚
龍
麻
呂
、

大
矢
重
門
ら
と
と
も
に
柴
田
常
昭
の
名
も
見
え
、
「格
別
出
精
厚
志
」
の
門
人
と
し
て
宣
長
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
『授
業
門
人
姓
名

録
』
に
も
自
筆
本
に
は
氏
名
の
上
に
ｏ
が

一
つ
、
追
加
本
に
は
三
つ
付
さ
紀
、
優
秀
な
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

宣
長
書
簡

（第

一
節
引
用
②
）
に

「龍
ま
ろ
考
二
而
古
言
ノ
清
濁

ハ
明
ラ
カ
ニ
成
申
候
此
う
へ
詞
つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ
御
考
ノ
成
就

ヲ
待
ツ
モ
ノ
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
昭
は
語
法

（「詞
つ
か
ひ
し

に
関
し
て
音
韻
研
究
の
石
塚
龍
麻
呂
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

語
法
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
、
万
葉
集
に
関
す
る
諸
々
の
疑
間
を
宣
長
に
質
し
、
そ
れ
に
答
え
た
問
答
の
書

『万

葉
集
疑
問
』
の
処
々
に
窺
わ
れ
る
。
そ
の
語
法
に
関
す
る
も
の
を
幾

つ
か
挙
げ
て
み
る

（宣
長
の

「答
」
は
省
略
）
。

⑨
常
昭
云
、
見
卜
云
言
ハ
、
此
歌
井
反
歌
ナ
ル
モ
、
心
ヲ
痛
メ
テ
ゥ
ラ
哭
、
或
ハ
、
風
力
常
二
吹
カ
ヨ
フ
故
、
ヌ
ル
夜
オ
チ
ズ
ト
下
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へ
続
ク
時
、
必
見
卜
云
也
、
先
心
ヲ
イ
タ
メ
テ
ウ
ラ
ナ
ク
ト
云
ン
時
、
心
痛
キ
ウ
ラ
哭
ト
イ
ハ
レ
ス
…
…
何
故
二
何
何
卜
下
へ
言

ヒ
続
ク
ル
時
、
皆
ミ
ト
云
也
、
故
ミ
ト
云
時

ハ
、
右
ノ
心
、
風
、
草
木
等
二
乎
ノ
言
ヲ
附
ケ
テ
イ
ハ
ル
ヽ
也
、
是
下

へ
心
ノ
及
ブ

証
ナ
リ
、
「
列
刊
、
引
列
シー
ヽ
川
刊
、
月
シー
ナ
ド
、
切
ル
ヽ
辞
ノ
時
ハ
、
乎
ヲ
付
玄
ア
イ
ハ
レ
ズ
、
心
乎
痛
キ
、
心
乎
痛
シ
ナ
ド
、

ア
ラ
ヌ
詞
ト
ナ
ル
也
、
痛

無

茂
等
ノ
字
、
竪
ハ
、
イ
タ
ヽヽ

イ
タ
ム
、
イ
タ
メ
、
横

ハ
、
イ
タ
イ
、
イ
タ
キ
、
イ
タ
シ
ト
通
フ
、

如
此
竪
横

二
通
フ
詞

ニ
ノ
、、

見
ノ
言

ハ
有
ル
ナ
リ
、
降
リ
ミ
降
ラ
ス
ミ
ハ
、
降
り
、
降
ル
、
降
レ
ト
賢
ニ
ノ
ミ
カ
ョ
ヒ
テ
、
降

イ
、
降
キ
ト
横

二
通
フ
事
ナ
シ
、
カ
ク
横

ニ
カ
ヨ
ハ
ヌ
詞
ノ
下

二
有
ル
ハ
、
皆
助
辞
ノ
見
ニ
テ
、
上
ト
ハ
別
也
…
…

（十
四

。
二

一
五
）

（
マ
マ
）

⑩

コ
ヒ
ハ
コ
ヒ
ト
ノ
ミ
云

ヘ
ハ
体
語
也
、　
コ‐
洲
剰
釧
コ
御

‐刊
Ч
冽
列
引
「ナ
ド
連
ク
時

ハ
用

ニ
ナ
ル
也
、
今

コ
ヽ
ナ
ル
モ
、
吾
恋
卜
暫

訓
切
リ
テ
、
益
卜
云

ヘ
ハ
、
恋
卜
云
言
体
、
吾
恋
益
ト
ヨ
ミ
ツ
ヽ
ク
ル
時

ハ
、　
コ
ヒ
ト
云
言
、
上
声
ノ
ャ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
用

ニ
ナ
ル

也
、

コ
レ
ラ
イ
ツ
レ
ニ
テ
モ
可
キ

ニ
欺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
四

・
三
〇
五
）

⑪
ト
コ
シ
ク
、
ト
コ
シ
キ
ト
モ
ヨ
マ
ル
、
イ
ツ
レ
ヨ
キ
ニ
カ
、
ロ

コ‐

シー
引
ト
ヨ
メ
バ
、

コ
ノ
シ‐
「

ハ
刊
嘲

シー
引
ヽ
列

レー
シー
刊
ナ
ド
ノ

シ
キ

ニ
テ
辞
也
、
ト
コ
シ
ク
ハ
体
ノ
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
四

・
三
二

一
）

な
ど
、
多
い
。

『
万
葉
集
疑
問
』

の
常
昭
と
宣
長
の
問
答
は
、　
明
記
さ
れ
た
年
月
に
よ
れ
ば
第

一
冊
か
ら
第
六
冊
ま
で
が
天
明
元
年
秋
八
月
か
ら
五

年
二
月
二
十
二
日
ま
で
の
四
年
間
ほ
ど
の
こ
と
、
第
七
冊
以
下
第
十
冊
ま
で
に
は
年
月
の
明
記
が
な
く
て
何
時
ま
で
続
い
た
か
不
明
だ

（‐３
）

が
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が

一
応
成
る
寛
政
四
年
近
く
ま
で
続
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
間
、
常
昭
は
万
葉
集
に
関
心
を
持
ち
親
し

み
、
そ
こ
か
ら
多
く
の

『
詞
つ
か
ひ
』
の
証
例
を
得
た
。
全
八
七
三
証
例
中
、
万
葉
集
か
ら
の
証
例
が
二
五
〇
例
で
凡
そ
三
割
は
ど
を

占
め
て
最
も
多
い
。
次
に
多
い
源
氏
物
語
の

一
一
四
例
と
比
べ
て
い
か
に
も
こ
の
差
は
大
き
い

（↓
第
四
章
第
二
節
三
０
）
。
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常
昭
は
和
歌
の
道
に
も
並
々
な
ら
ぬ
造
詣
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は

『新
古
今
美
濃
の
家

つ
と
の
疑
問
』
『美
濃
の
家

つ
と
折
そ
へ
疑
問
』

（
‐４
）

の
証
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

常
昭
は
ま
た
蔵
書
家
で
も
あ

っ
た
ら
し
く
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
奥
書

「正
三
位
物
か
た
り
　
柴
田
常
昭
か
本
を
か
り
て
う
つ
さ
せ

（‐５
）

た
る

一
か
へ
り
よ
み
あ
は
せ
た
ゝ
し
つ
　
寛
政
六
年
八
月
十

一
日
　
本
居
宣
長
」
を
も

つ

『正
三
位
物
か
た
り
』
上
下
が
あ
る
。

な
お
、
「金
銀
入
帳
」
翌
日
信
到
来
帳
」
「借
書
簿
」
に
も
し
ば
し
ば
柴
田
常
昭
の
名
が
見
え
る
。

〓
一　
芝
原
春
房

『
詞

つ
か
ひ
』
に

「春
房
云
、
春
房
追
考
、
春
房
日
、
春
房
、
春
」
か
ら
書
き
出
す
例
語

。
証
例
の
書
入
が
あ
る
。
常
昭
と
同
郷
同

門
の
芝
原
春
房
の
こ
と
で
、
宣
長
の

『授
業
門
人
姓
名
録
』

の
寛
政
二
年

〈
一
七
九
〇
〉
庚
成
の
条
に

「津
　
芝
原
武
次
郎
　
春
房

初
房
（即

」
と
あ
る
。

鈴
木
腹

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
」
宣
長
添
書
の

「芝
原
六
郎
ヱ
門
春
房
…
…
詞
ノ
小
車
ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
…
…
今
最
中
考
へ
居
ル

（倒
」
に
よ
れ
ば
常
昭
の
没
後
、
春
房
は
確
か
に

『詞

つ
か
ひ
』
に
関
与
し
て
い
た
。
寛
政
十

一
年
十
二
月
十
二
日
付
春
房
宛
宣
長
書
簡

に

「只
今

ハ
御
多
用
二
御
成
候
由
、
御
尤
奉
レ
存
候
、
乍
レ去
御
閑
隙
之
節
、
不
レ絶
御
詠
出
奉
レ待
候
、
且
又
兼
々
御
心
掛
之
詞
の
小
車

も
、
何
と
そ
御
成
業
被
レ成
候
様
致
度
奉
レ存
候
」
と
も
あ
る
。

春
房
が
常
昭
と
親
交
の
あ

っ
た
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
宣
長
の
常
昭
追
悼
の
歌
の
詞
書

「あ
の
の
津
に
や
と
り
け
る
夜
芝
原
春
房
か

と
ふ
ら
ひ
き
て
物
語
な
と
し
け
る
に
常
昭
も
世
に
あ
ら
ま
し
か
は
か
な
ら
す
こ
よ
ひ
は
来
ま
し
も
の
を
」、
寛
政
四
年
八
月
十
三
日
付

川
北
夏
蔭

・
芝
原
春
房
宛
宣
長
書
簡

「去
月
当
境
洪
水
之
節
ハ
、
為
二御
尋
一御
状
被
レ下
、
尚
又
昨
日
柴
田
氏
入
来
之
節
ハ
、
各
様
よ

り
右
御
見
廻
之
品
、
毎
々
御
懇
情
不
レ浅
泰
奉
レ
存
候
」
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
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春
房
の
名
は

『
玉
勝
間
』
に
も
見
え
る
。
「十
二
の
巻
」
に
、

⑫
わ
れ
か
ら
　
は
ま
ゆ
ふ

を
し

へ
子
な
る
、
安
濃
ノ
津
の
芝
原
ノ
春
房
が
語
り
け
る
は
、
あ
る
と
き
、
二
重
ノ
郡
四
日
市
の
浦
の
船
人
共
の
、
お
の
が
ど
ち
、

は
か
な
し
ご
と
ど
も
い
ひ
あ

へ
る
中
に
、　
一
人
が
、
わ
れ
か
ら
く
は
ぬ
僧
も
な
や
と
い
ふ
こ
と
を
、
回
ず
さ
び
た
る
に
、
ふ
と
耳

と
ま
り
て
、
わ
れ
か
ら
と
い
ふ
は
、
い
か
な
る
も
の
ぞ
と
と
ひ
し
か
ば
、
う
ち
わ
ら
ひ
て
、
わ
れ
か
ら
を
し
ら
ぬ
人
も
あ
り
け
り
、

海
の
藻
の
中
に
ま
じ
り
て
、
も
は
ら
藻
の
さ
ま
し
た
る
虫
也
、
海
菜
の
中
に
ま
じ
り
た
る
を
ば
、
さ
な
が
ら
乾
た
る
を
、
色
も
形

も
、
わ
き
が
た
け
れ
ば
、
え
し
ら
で
、
ほ
う
し
も
皆
く
ふ
な
り
と
い
ふ
、
な
ほ
と
ひ
き
く
に
、
春
の
末
ご
ろ
と
る
、
雑
魚
と
い
ふ
、

こ
ま
か
な
る
魚
の
中
に
も
ま
じ
り
て
、
長
さ
多
く
は
三
寸
四
寸
ば
か
り
有
て
、
色
青
く
、
ま
れ
に
は
黄
ば
み
た
る
も
有
て
、
藻
の

ご
と
く
に
見
え
て
、
動
く
物
あ
る
、
そ
れ
也
と
ぞ
い
ひ
け
る
、
と
か
た
り
き
、
そ
も
／
ヽ
此
物
は
、
今
も
か
く
、
た
し
か
に
て
あ

る
物
な
る
を
、
も
の
し
り
人
た
ち
、
く
さ
ハ
ヽ

の
説
有
て
、
さ
だ
か
な
ら
ざ
る
や
う
な
る
は
、
た
ゞ
書
の
う
へ
に
の
み
か
ゝ
づ
ら

ひ
て
、
そ
の
ま
こ
と
の
物
の
う

へ
を
、
尋
ぬ
る
こ
と
な
き
が
故
也
、
又
同
じ
人
の
か
た
り
け
る
は
、
浜
木
綿
は
、
…
…

２

・
三
七
四
）

と
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
寛
政
十
二
年
六
月
廿
日
付
春
房
宛
宣
長
書
簡
に

「先
日
は
御
尋
被
レ
下
辱
、
久
々
二
而
得
二
貴
意

一、

致
二
大
慶
・候
、
其
節
御
見
せ
被
レ
下
候
御
考
之

一
冊
致
二
熟
覧
一、
存
寄
書
入
致
二
返
進
・候
、
わ
れ
か
ら
浜
ゆ
ふ
の
事
、
甚
面
白
候

二
付
玉

勝
間

へ
記
し
申
候
」
と
あ
る
。

『結
び
す
て
た
る
枕
の
草
葉
』
に
も
、

⑬
　
　
　
軒
慮
橘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
原
春
房
　
字
武
次
郎

思
ひ
い
て
て
と
ほ
き
む
か
し
を
し
の
ふ
れ
は
軒
端
に
ち
か
く
に
ほ
ふ
た
ち
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
八

・
三
九
七
）



第二節 柴田常昭

『
鈴
屋
翁
七
十
賀
会
集
』
に
も
、

⑭
　
　
　
橋
辺
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
房

さ
く
ら
さ
く
峯
の
か
け
橋
あ
や
ふ
さ
も
花
に
わ
す
れ
て
立
そ
や
す
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（別
巻
二

・
四
二
五
）

と
あ
る
。
『
歌
合
評
補
遺
』
に
は
寛
政
五
年
か
ら
十

一
年
に
わ
た

っ
て
十
回
ほ
ど
の
参
加
が
見
ら
れ
、
「
寛
政
五
年
八
月
六
十
番
歌
合
」

に
は
そ
の
末
尾
の
参
加
者
中
に

「柴
田
四
郎
右
衛
門

常
昭
」
「柴
原
武
治
郎

春
房
」
の
名
が
見
え
る
。
他
に

『
美
濃
の
家
づ
と
折
添
』

（２４
）

と

『美
濃
の
家
づ
と
』
に
つ
い
て
の
春
房
の
疑
間
と
そ
れ
に
対
す
る
宣
長
の
評
を
載
せ
る

『
芝
原
春
房
が
疑
間
評
』
が
あ
る
。

春
房
は
常
昭
に
遅
れ
る
こ
と
十
六
年
ほ
ど
の
入
門
。
同
郷
で
も
あ
り
親
交
も
あ
っ
て
、
そ
の
仕
事
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
現
在
見
ら
れ
る

『詞
つ
か
ひ
』
の
春
房
補
筆
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く

（↓
第
四
章
第

一
節

一
Ｄ
）
、
理
論
の
発
展
と
い
う
よ
う
な

も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
活
用
型
の
名
目
に
お
い
て
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
常
昭
の
名
目
に
対
し
て
春
房
が
改

め
て
別
の
名
目
を
施
す
こ
と
が
あ
る
点
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る

（↓
第
二
章
第
二
節

一
。
三
）
。

な
お
、
「金
銀
入
帳
」
「音
信
到
来
帳
」
「借
書
簿
」
に
も
芝
原
春
房
の
名
が
見
え
、
宣
長
宛
書
簡
二
通
が
知
ら
れ
て
い
る
。

四
　
年

金

（
２７
）

柴
田
常
昭

『詞

つ
か
ひ
』
に
関
係
す
る
事
項
を
年
譜
と
す
る
。

西
暦
　
　
　
　
年
号

七
三
〇
　
一早
保

一
五

七
五
二
　
宝
暦
　
一
一

事
項

本
居
宣
長
、
五
月
七
日
松
阪
本
町
に
生
。

二
月
五
日
、
宣
長

（
二
十
三
歳
）
、
遊
学

の
た
め
上
京
。
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一
七
五
六
　
宝
歴
　
エハ

一
七
五
七
　
宝
暦
　
七

一
七
五
八
　
宝
暦
　
八

一
七
六
三
　
宝
暦

一
三

一
七
六
四
　
明
和
　
一九

一
七
七

一　

明
和
　
八

一
七
七
三
　
安
永
　
一
一

一
七
七
四
　
安
永
　
一二

一
七
七
九
　
安
永
　
八

一
七
八
〇
　
安
永
　
九

一
七
八

一　

天
明
　
一九

一
七
八
二
　
天
明
　
一
一

一
七
八
四
　
天
明

一
七
八
五
　
天
明

一
七
八
六
　
天
明

一
七
八
七
　
天
明

七 六 五 四

柴
田
常
昭
、
こ
の
頃
生
ま
れ
る
か
。

十
月
六
日
、
宣
長

（
二
十
八
歳
）
、
松
阪
に
帰
る
。
医
を
開
業
。

宣
長

『排
慮
小
舟
』
成
る
か
。

二
月
二
日
、
宣
長
の
長
子
春
庭
生
。
宣
長

『
石
上
私
淑
言
』
成
る
か
。

宣
長
、
『
古
事
記
』
研
究
に
着
手
。

宣
長

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
刊
。
宣
長
四
十
二
歳
。

富
士
谷
成
章

『
あ
ゆ
ひ
抄
』
成
る
。
安
永
七
年
刊
。

常
昭
、
鈴
屋

（宣
長
）
に
入
門
。

宣
長

『
詞
玉
緒
』
序
成
る
。

田
中
道
麿
、
鈴
屋
に
入
門
。

常
昭
と
宣
長
の
間
答
の
書

『
万
葉
集
疑
問
』
、　
こ
の
年
の
八
月
か
ら
五
年
二
月
二
十
二
日
ま
で
第

一

冊
～
第
六
冊
。
第
七
冊
～
第
十
冊
に
は
年
月
の
記
載
が
な
い
。

春
庭
、
宣
長
の

『
活
用
言
の
冊
子
』
翁
御
国
詞
活
用
抄
』
の
原
本
）
を
筆
稿
。

こ
の
頃
、
道
麿
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
に
手
を
加
え
る
。

十
月
四
日
、
道
麿
没
。

宣
長

『
詞
玉
緒
』
刊
。
宣
長
五
十
六
歳
。

春
庭
、
『
古
事
記
伝
』
の
版
下
を
書
き
始
め
る
。
寛
成
二
年
十
月
ま
で
。

十
二
月
、
宣
長
、
『
秘
本
玉
く
し
げ
』
清
書
。
こ
の
年
、
『
玉
く
し
げ
別
巻
』
再
稿
成
る
。



一
七
八
九

一
七
九
〇

一
七
九

一

一
七
九
二
　
寛
政
　
四

一
七
九
四
　
寛
政
　
エハ

一
七
九
五

一
七
九
六

一
七
九
七

一
七
九
八

一
八
〇
〇

一
八
〇

一　

一早
和
　
一九

寛 寛 寛
政 政 政

二  _ 7E
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寛 寛 寛 寛 寛
政 政 政 政 政

二 〇 九 八 七

石
塚
龍
麿
、
鈴
屋
に
入
門
。

芝
原
春
房
、
鈴
屋
に
入
門
。

正
月
、
常
昭

『
新
古
今
美
濃
の
家

つ
と
の
疑
問
』
成
る
。

春
庭

（二
十
九
歳
）
、
眼
病
起
こ
る
。

宣
長

『玉
あ
ら
れ
』
成
る
、
同
刊
。

石
塚
龍
麿

『古
言
清
濁
考
』
成
る
。
享
和
元
年
刊
。

常
昭

『詞

つ
か
ひ
』
Ｇ
詞
の
小
車
し
、
こ
の
頃
成
る
。

四
月
、
常
昭

『美
濃
の
家

つ
と
折
そ
へ
疑
問
』
成
る
。

春
庭

（二
十
二
歳
）
、
六
月
以
後
失
明
。

春
房

『美
濃
の
家
づ
と
折
添
疑
間
、
美
濃
の
家
づ
と
疑
問
』
成
る
か
。

四
月
二
十
二
日
、
春
庭
、
針
医
修
業
の
た
め
上
京
。

五
月
十
二
日
、
常
昭
没
。
歳
、
「
四
十
ば
か
り
」
。

八
月
六
日
、
春
庭
、
松
阪
帰
着
。

六
月
十
三
日
、
宣
長

『古
事
記
伝
』
完
成
。

七
月
、
宣
長
、
春
庭

。
春
村
宛
て
に
遺
言
書
。
春
庭

（三
十
八
歳
）
、
宣
長
の
遺
言
書
を
契
機
に
語

学
の
研
究
に
着
手
。

春
房
、
こ
の
頃

『詞
つ
か
ひ
』
に
補
筆
か
。

九
月
二
十
九
日
、
宣
長
没
。
七
十
二
歳
。
山
室
山
に
葬
る
。
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一
八
〇
三
　
一早
和
　
一二

一
八
〇
四
　
文
化
　
一九

一
八
〇
六
　
文
化
　
一二

一
八

一
四
　
文
化

一
一

一
八
三
二
　
文
政
　
五

一
八
二
八
　
文
政

一
一

Ｔ
圧
〕

１
　
『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
。

２
　
『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
四
三

一
。

３
　
”旦
長
の

『新
古
今
集
美
濃
の
家

つ
と
』
『美
濃
の
家
づ
と
折
添
』
、
常
昭
の

『新
古
今
美
濃
の
家

つ
と
の
疑
間
』
『美
濃
の
家

つ
と
折
そ
へ
疑

問
』
、
春
房
の

『美
濃
の
家
づ
と
折
添
疑
問
』
『美
濃
の
家
づ
と
疑
問
』
に
つ
い
て
は

『宣
長
全
集
』
第
三
巻
の
大
久
保
正

「解
題
」
。

４
　
『宣
長
全
集
』
の
巻
と
ペ
ー
ジ
。

５
　
『宣
長
全
集
』
第
十
八
巻
、
大
久
保
正

「解
題
」
か
ら
摘
記
。

６
　
注
５
。

７
　
注
５
。

８
　
『宣
長
全
集
』
別
巻
二

・
別
巻
三
。

９
　
注
２
、
書
簡
番
号
四
五
七
。

１０
　
注
２
、
書
簡
番
号
四
五
八
。 六

月
、
鈴
木
膿

『活
語
断
続
譜
』
コ
一呈
ｍ
四
種
論
』
冨
塁
ｍ音
声
考
』
既
に
成
り
、
本
居
家
に
送
り
、

叱
正
を
乞
う
。

こ
の
年
、
春
庭

（
四
十
二
歳
）
、
『
詞
八
衝
』
起
稿
か
。

二
月
、
『詞
八
衝
』
成
る
。
文
化
五
年
刊
。

こ
の
頃
、
春
庭
、
『
詞
通
路
』
起
稿
か
。

こ
の
年
、
『古
事
記
伝
』
の
出
版
完
了
。

二
月
、
『
詞
通
路
』
成
る
。
翌
文
政
十
二
年
刊
。

十

一
月
七
日
、
春
庭
没
。
六
十
六
歳
。
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１１
　
注
２
、
書
簡
番
号
二
五
〇
。

‐２
　
『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
。
『授
業
門
人
姓
名
録
』
記
念
館
本
見
返
し
の
本
居
清
造
の
付
箋
に

「氏
名
ノ
上

二
一
乃
至
三
ノ
圏
点
ヲ
付
シ
タ
リ
、

此
ハ
学
業
詠
歌
等
ノ
優
秀
ヲ
示
シ
タ
ル
記
号
ニ
シ
テ
、
三
ッ
ア
ル
ハ
尤
モ
勝
レ
タ
ル
門
人
ナ
リ
ト
伝
聞
セ
リ
、
宣
長
ノ
門
人
録

ニ
ハ
ニ
∠
一万

ナ
ル
ハ
ナ
ク
、
総
ベ
テ
一
ッ
ナ
リ
」
。
↓

『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
、
大
久
保
正

「解
題
」。

‐３
　
『宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
　
大
久
保
正

「解
題
」。

‐４
　
『宣
長
全
集
』
第
二
巻
　
大
久
保
正

「解
題
」
。

‐５
　
本
居
宣
長
記
念
館

『蔵
書
目
録
口
』
昭
和
五
十
二
年
二
月
　
松
阪
市
教
育
委
員
会
。

‐６
　
『宣
長
全
集
』
第
十
九
巻
。

‐７

『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
。

‐８
　
『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
。
「借
書
簿
」
寛
政
七
年
六
月
五
日
に

「土
佐
日
記
　
一
一冊
」
の
記
録
が
あ
る
。

‐９
　
追
加
本
。
「春
房
　
初
房
氏
」
は
、
自
筆
本

「一房
氏
」
に
よ
れ
ば
初
め
房
氏
の
意
。

２０
　
岡
田
稔

「『活
語
断
続
譜
』
の
成
立
と
そ
の
国
語
学
史
上
に
於
け
る
地
位
」
翁
鈴
木
膿
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
膿
顕
彰
会
）。

２‐
　
注
２
、
書
簡
番
号
七

一
三
。

２２
　
注
２
、
書
簡
番
号
二

一
四
。

２３
　
注
２
、
書
簡
番
号
七
六
六
。

２４
　
『宣
長
全
集
』
第
二
巻
。

２５
　
『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
、
「借
書
簿
」
寛
政
七
年
三
月
十
七
日
に

「家
つ
と
草
稿
本
　
一　
一
一
〓
直

「梁
塵
愚
按
抄
　
一
一冊
」
「
さ
い
は
ら
古

本
」、
寛
政
八
年
八
月
十
九
日
に

「記
伝
　
十
四

十
五

十
六

十
七
　
一
一番
摺
」
の
記
録
が
あ
る
。

２６

『宣
長
全
集
』
別
巻
三
、
「来
簡
集
」
書
簡
番
号
二

一
六

・
二

一
七
。

２７
　
年
譜
は
岩
田
隆
編

「本
居
宣
長
年
譜
」
翁
宣
長
全
集
』
別
巻
三
）、
『宣
長
全
集
』
各
巻
解
題
、
山
田
勘
蔵

『本
居
春
庭
』
、
足
立
巻

一
『
や

ち
ま
た
』、
『本
居
宣
長
記
念
館
　
名
品
図
録
』
等
に
よ
る
。

○
第
二
節
は
、
「
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『詞
つ
か
ひ
ヒ

（『野
田
教
授
退
官
記
念
　
日
本
文
学
新
見

。
研
究
と
資
料
』
昭
和
五
十

一
年
二
月

笠
間
書
院
）
、
「
詞
つ
か
ひ
』

の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」
（
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十

一
年
四
月
号
　
東
京
大
学

国
語
国
文
学
会
）
の
注
に
多
く
を
加
筆
し
全
面
的
に
書
き
換
え
た
。



第
一
三
早

『
詞

つ
か
ひ
』
の
成
立

第
一
節

『詞

つ
か
ひ
』
の
構
成
と
成
立

一　

各
巻

の
内
容
と
巻
序

０
　
各
巻
の
概
要

『
詞

つ
か
ひ
』
全
二
十
巻
の
各
巻
表
紙
に
は
、
書
名
と
巻
序
数
を
記
し
そ
の
右
に
そ
の
巻
の
活
用
型
と
例
語
二
、
三
語
を
書
き
記
す
。

左
に

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
除
く
二
十
九
巻
の
す
べ
て
に
小
紙
片

（
タ
テ
四

・
五
～
五

・
五
費
ン、

ヨ
コ
ニ

・
五
～
三

・
五
売
ン
）
を
貼
付

し
、
後
期
挿
入
の
巻
を
含
む
通
し
番
号

（巻
序
数
）
と
活
用
型
別
に
与
え
ら
れ
た
車

（牛
車
）
に
関
す
る
名
目
が
記
入
さ
れ
る

（↓
二

０
）
。ａ

　
凡
例
の
第

一
巻

首
巻
は
、
表
紙
に

「
凡
例
の
第

一
巻
」
と
あ
る
。

こ
の
書
き
方
は
他
に
第
二
巻
第
二
巻
の
存
在
を
予
想
さ
せ
、
事
実
、
常
昭
に
は

「
凡
例
」

の
巻
を
二
巻
も
し
く
は
二
巻
以
上
に
す
る
意
図
が
あ

っ
た
ら
し
い
形
跡
が
あ
る
が
、
結
局
こ
の

「第

一
巻
」

の
み
で
終
わ

っ

た

（↓
第
二
章
第
二
節
二
）
。
こ
の
巻
は
、
以
下
の
各
巻
に
対
す
る

「
凡
例
」
と
し
て
そ
の
内
容
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

『
詞

つ
か
ひ
』
が
範
と
し
た
師
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』

の

「
凡
例
」
が
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
る

（↓
引
用
⑥
）
の
に
対
し
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て
、
こ
の

「
凡
例
」
は
全
巻
中
最
も
長
い

一
巻
で
あ
り
常
昭
の
活
用
理
論
が
展
開
さ
れ
る
重
要
な
巻
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
宣
長

の
書
入
れ
に
は
、
断
片
的
な
が
ら
宣
長
の
活
用
観
が
窺
え
る
。
国
語
学
史
上
、
活
用
現
象
を
理
論
と
し
て
説
い
た
最
も
早
い
も
の
の

一

つ
で
、
注
目
す
べ
き

一
巻
で
あ
る
。

ｂ
　
第
壱
の
巻
―
第
六
の
巻

こ
の
六
巻
は

「
右
輪
」
（各
巻
表
紙
上
の
貼
紙
）
と
し
て
ま
と
め
る
。
「第
壱
の
巻
」
表
紙
に
春
房
筆
に
よ
る

「
伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯

に
行
も
の
を
右
輪
語
と
い
ふ

七
の
巻
ま
で
皆
し
か
也
」
が
あ
り
、
「
第
二
の
巻
」
表
紙
に
も

「春
云
　
伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の

を
右
輪
語
と
い
ふ

七
巻
ま
で
皆
右
輪
語
也
」
と
あ
る
。
活
用
型
は

「繭
］

囲
留

（第
壱
の
巻
）
、
品
凹

［□
」
（第
二
の
巻
）
な
ど
と

表
示
す
る
。
右
輪
と
は
四
段
活
用
の
こ
と
で
あ
る
。

活
用
型
を

「
イ

・
ウ
」
二
語
形
で
示
す
立
場
で
は
、
四
段
活
と
上
二
段
活
、
ラ
行
四
段
活
と
ラ
行
変
格
活
と
の
区
別
は
つ
か
な
い
。

ラ
変
動
詞
も
右
輪
語
の
ラ
行
の
巻

「
第
六
の
巻
」
に
載
る
が
、
両
者
の
違
い
は
認
識
さ
れ
て
い
て
、
同
巻
末
尾
に
ラ
変
活
用
語
を

一
括

し
て
挙
げ
る
の
は

『活
用
言
の
冊
子
』
と
同
様
で
あ
る
。
各
巻
の
例
語
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
、
と

い
う
よ
り

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
に
拠

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
表
紙
の
春
房
書
入

「七
の
巻
ま
で
皆
し
か
也
」
「七
巻
ま
で
皆
右
輪
語
也
」
の

「
七
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

「六
」
が
正

し
い
。

な
ぜ
誤

っ
た
か
不
明
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
含
め
て
の
こ
と
か
、
或
い
は
ラ
変
活
用
動
詞
を

一
括
別
巻
と
す
る
意
図
の
現
れ

か
、
そ
れ
を
決
め
得
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

ｃ
　
七
の
巻
―
第
十
五
巻

こ
の
九
巻
、
「左
輪
」
と
し
て
ま
と
め
る
。
「七
の
巻
」
表
紙
に
、
春
房
書
入

「此
巻
左
輪
の
首
巻
也

十
五
巻
ま
で
左
輪
也

衣
緯
よ

り
発
て
宇
緯
に
旋
り

る
の
詞
そ
ふ
」
が
あ
る
。
活
用
型
は

品
Ш

［国

口
関
留

（七
の
巻
）、
品
□

［□
　
囲
園
留

（第
八
の
巻
）
な
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ど
と
表
示
す
る
。
左
輪
と
は
下
二
段
活
用
の
こ
と
で
あ
る
。

活
用
型
を

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
三
語
形

（連
用
形
と
終
止
形
と
連
体
形
）
で
示
す
立
場
で
は
、
使
役
の
助
動
詞
の
下
接
形

（例
え
ば

「
く
は
す
」
食
）
、
受
身
の
助
動
詞
の
下
接
形

（例
え
ば

「某
ら
る
」
所
某
）
を
区
別
す
る
こ
と
が
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
左
輪
サ
行
活
の

「第
八
の
巻
」
、
左
輪
ラ
行
活
の

「十
四
の
巻
」
に
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
が
あ
る
。

ｄ
　
第
十
六
巻
―
第
廿
二
巻

こ
の
八
巻
、
「牛
語
」
と
し
て
ま
と
め
る
。
「
第
十
六
巻
」
表
紙
に

「乗
語
　
春
云

此
巻
よ
り
廿
三
巻
ま
で
乗
語
也

右
輪
左
輪
の
旋

ざ
ま
に
か
は
り
て
又

一
つ
の
旋
也
」

（春
房
貼
紙
）

と
あ
る
。

活
用
型
は

品
□

［□

囲
囲
Ｔ

（第
十
六
巻
）
、

吊
図

［□

囲
園
留

（第
十
六
巻
の
下
）
な
ど
と
表
示
す
る
。
牛
語
と
は
上
二
段
活
用
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
活
用
型
を
常
昭
は

「牛
語
」
と
し
、
春
房
は

「乗
語
」
と
す
る
。

「
イ

。
ウ

・
ウ
る
」

〓
一語
形
、　
い
わ
ゆ
る
連
用
形

・
終
止
形

・
連
体
形
の
三
語
形
で
は
、　
ナ
変
活
用
の
語
を
特
立
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
「十
八
の
巻
」
に
例
語
と
し
て
載
る
。

ｅ
　
常
補
巻

こ
の

一
巻
は
料
紙

一
枚
、
表

一
ペ
ー
ジ
の
短
い

一
巻
で
あ
る
。
表
紙
に
書
名
な
く

「
常
補
巻
」
と
あ
る
の
み
。
活
用
型
は

「
イ

。

ウ
」
と
表
示
し

「戟
語
」
と
称
す
る
。
例
語
は

「
沃

【
イ
ウ
】
、
乾

【
ヒ
フ
】
、
居

【
ヰ
ウ
ピ

の
三
語
。
連
用
形
と
終
止
形
の
二
語
形

で
示
す
。

「
常
補
巻
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

「常
昭
が
補

っ
た
巻
」

の
意
。
「補
」
と
は
、

こ
の
場
合
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
に
無
い
巻
を

新
し
く
加
え
た
意
。
後
期
挿
入
の

一
巻
で
あ
る
。
春
房
は
こ
の
巻
を

「輻
語
」
と
称
す
る
。

ｆ
　
第
廿
三
巻
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表
紙
に
春
房
付
箋

「
穀
　
衣
緯
に
発
り
て
宇
緯
に
転
り
又
る
も
じ
そ
は
る
は
全
く
左
輪
に
ひ
と
し
け
れ
ど
も
是

ハ
語
の
首
う

つ
る
故

に
穀
と
名

つ
く
」
が
あ
る
。
活
用
型
は

「
え

。
う

。
う
る
」
な
ど
と
表
示
し

「轄
語
」
と
称
す
る
。
轄
語
と
は
、
語
幹

。
語
尾
の
区
別

な
く
活
用
す
る
単
音
節
語
で
、
下
二
段
活
用
の
こ
と
。
例
語
は

「
得
、
寝
、
経
」
の
三
語
で
あ
る
。

こ
の
活
用
型
を
常
昭
は

「轄
語
」
と
し
、
春
房
は

「
穀

（語
と

と
す
る
。
こ
の
巻
も
後
期
挿
入
の

一
巻
で
あ
る
。

ｇ
　
第
廿

〔三
〕
四
巻

こ
の
巻
は

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
巻
で
、
「轄
語
」
と
称
す
る
。
例
語
は

「為
、
来
」

の
二
語
。
活
用
型
は

品
図

［□

一団

日
留
、
呂
固

口
］

囲
関
留

と
表
示
す
る
。
轄
語
と
は
、
単
音
節

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
語
で
あ
る
が
、
現
行
文
法
で
は
サ
変
活

用

・
力
変
活
用
の
語
を
収
め
る
巻
と
な
る
。

こ
の
巻
、
巻
序
数
に
訂
正
の
あ
る
こ
と
、
多
く
の
書
入
れ
の
あ
る
こ
と
な
ど
で

『活
用
言
の
冊
子
』
と
複
雑
な
関
係
が
あ
り
問
題
を

含
む
。

ｈ
　
廿
五
の
巻

活
用
型
は

「
イ
　
イ
る
」
と
表
示
し

「轍
語
」
と
称
す
る
。
轍
語
と
は
、
単
音
節
語

。
上

一
段
活
用
の
こ
と
で
あ
る
。
例
語
と
し
て

「鋳
、
射
、
着
、
似
、
煮
、
千
、
簸
、
見
、
居
、
率
」
と

「
ヘ
　
ヘ
ル
　
糸
ノ
事

二
云
詞
」
、
及
び

「
こ
ゝ
ろ
み
る

（試
）
、
ひ
き
ゐ
る

（率
と

を
挙
げ
る
。

多
音
節
語
が
あ
る
こ
と
、
下

一
段
活
用
の
語
が
あ
る
こ
と
、
書
入
れ
語
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
問
題
を
含
む
巻
で
あ
る
。

１
　
第
廿
六
巻

・
第
廿
七
巻

第
廿
六
巻
は

「輻
語
」
と
す
る
。
表
紙
に

「
ア
ヲ
シ
、
ア
カ
シ
」
と
あ
る
。
ク
活
用
形
容
詞
の
巻
で
あ
る
。
例
語
は

「
あ
を
、
あ
を

し
、
あ
を
く
、
あ
を
き
」
の
ご
と
く
語
幹
、
終
止
形
、
連
用
形
、
連
体
形
の
四
語
形
を
も

っ
て
示
す
が
、
列
挙
す
る
場
合
は
終
止
形
を
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も

っ
て
す
る
。
表
紙
に
多
く
の
書
入
れ
が
あ

っ
て

「常
補
巻
」
の
成
立
と
深
く
関
わ
る
。

第
廿
七
巻
は

「穀
語
」
と
す
る
。
表
紙
に

「
ア
シ
、
ア
ツ
シ
」
と
あ
る
。
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
巻
で
あ
る
。
例
語
は

「
あ
し
、
あ
し

く
、
あ
し
き
」
の
ご
と
く
終
止
形
、
連
用
形
、
連
体
形
の
三
語
形
を
も

っ
て
示
す
。
ク
活
用
に
比
べ

一
つ
少
な
い
の
は
語
幹
が
終
止
形

と
同
形
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
る
。
た
だ
し
列
挙
の
場
合
は
終
止
形
の

一
語
形
で
あ
る
。

形
容
詞
の
二
巻
に
は
、

形
容
詞
に
関
す
る
重
要
な
問
題
は
す
べ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。

『
詞

つ
か
ひ
』

は
形
容
詞
論

と
し
て
も
重
要
な
文
献
で
あ
る

（↓
第
一二
早
第
四
節
）
。

②
　
排
列
の
規
準

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
全
二
十
巻
の
冒
頭
に
置
い
て
、
以
下
二
十
九
巻
は
次
の
よ
う
な
規
準
に
依

っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。

１
　
動
詞
と
形
容
詞
と
に
三
分
す
る
。

動
詞
　
　
　
　
　
　
第

一
巻
～
第
廿
五
巻

形
容
詞
　
　
　
　
　
第
廿
六
巻

。
第
廿
七
巻

２
　
動
詞
を
多
音
節
語
と
単
音
節
語
に
三
分
す
る
。

多
音
節
語
　
　
　
　
第

一
巻
～
第
廿
二
巻

単
音
節
語
　
　
　
　
常
補
巻
～
第
廿
五
巻

３
　
多
音
節
語
を
活
用
型
別
に
三
分
し
、
所
属
例
語
の
多
い
順
に
配
置
す
る
。

「
イ

・
ウ
」
活
用

。
四
段
活

‐
―
―
第

一
巻
～
第
六
巻

（例
語
数
、　
〓

一〇
四
語
）

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用

・
下
二
段
活

‐
―
‐
第
七
巻
～
第
十
五
巻

（例
語
数
、
四

一
六
語
）
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「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用

。
上
二
段
活

‐
―
‐
第
十
六
巻
～
第
廿
二
巻

（例
語
数
、
五
〇
語
）

４
　
「
イ

・
ウ
」
活
用
語
の
活
用
語
尾
を
五
十
音
順
に
各

一
巻
と
し
て
排
列
す
る
。

第

一
↓

二

↓

三

↓

四

↓

五

↓

六
巻

５
　
「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
語
の
活
用
語
尾
を
五
十
音
順
に
各

一
巻
と
し
て
排
列
す
る
。

第
七

↓

八

↓

九

↓

十

↓

十

一　
↓

十
二

↓

十
三

↓

十
四

↓

十
五
巻

６
　
「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
語
の
活
用
語
尾
を
五
十
音
順
に
各

一
巻
と
し
て
排
列
す
る
。

第
十
六

↓

十
六
巻
の
下

↓

十
七

↓

十
八

↓

十
九

↓

廿

↓

廿

一　
↓

廿
二
巻

７
　
単
音
節
語
を
、
多
音
節
語
の
活
用
型
別
排
列
順
と
同
じ
順
に
排
列
す
る
。

常
補
巻

（「
イ

・
ウ
」
活
用
）
↓

第
廿
三
巻

（「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
）
↓

第
廿

〔三
〕
四
巻

（「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
）

８
　
単
音
節
語
の
う
ち
多
音
節
語
に
な
い
活
用
型
の
語
を
単
音
節
語
の
末
尾
に
配
置
す
る
。

第
廿
五
巻

（「
イ

・
イ
る
」
活
用
）

９
　
形
容
詞
を
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
に
三
分
し
そ
の
順
に
排
列
す
る
。

第
廿
六

↓

廿
七
巻

右
は
全
巻
の
構
成

。
巻
序
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
排
列
規
準
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
基
本
的
に
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
排
列
規
準

で
も
あ
る
し
、
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
四
十
三
段
の
構
成
か
ら
の
発
展
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（↓
第
二
章
第
二
節
二
０
）
。

一
一

『
詞

つ
か

ひ
』
と

『
活
用
言

の
冊
子
』

０
　
『
活
用
言
の
冊
子
』
と
の
対
照
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『
詞

つ
か
ひ
』
全
巻
の
構
成

。
巻
序
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
と
を

す
る
。
併
せ
て
参
考
ま
で
に
大
平
本

『
御
国
詞
活
用
抄
』
を
下
段
に
示
す

○
詞

つ
か
ひ

・
活
用
言
の
冊
子

。
大
平
本
御
国
詞
活
用
抄
の
巻
序
対
照

『
詞

つ
か
ひ
』
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら
適
宜
摘
記
し
対
照

（
（　
　
）
内
、
渡
辺
）
。

大
平
本
御
国
詞
活
用
抄

凡
例

第

一
会

カ

キ

ク

ヶ

第
二
会

サ

シ

ス

セ

第
二
会

タ

　

チ

　

ツ

　

テ

第
二
会
下

□

□

図

困

イ
ヌ

（往
）

シ
ヌ

（死
）

第
四
会

ハ

ヒ

フ

ヘ

2   1

詞

つ
か
ひ

凡
例
の
第

一
巻

第
壱
の
巻

□

□

右
輪
第

一

第
一
あ

巻

□

□

右
輪
第
二

第
二
巻

□

□

右
輪
第
二

（な
し
）

第
四
ノ
巻

□

□

右
輪
第
四

活
用
言
の
冊
子

凡
例

第

一
会

□

□

□

日

第
二
会

日

□

□

□

第
三
会

□

□

日

□

（な
し
）

第
四
会

日

□

□

日



第二章 『詞つかひ」の成立  34

第
五
巻

□

日

右
輪
第
五

第
六
の
巻

□

日

右
輪
第
六

七
の
巻

日

□

□

左
輪
第
七

第
八
の
巻

□

□

□

左
輪
第
八

第
九
の
巻

□

日

□

左
輪
第
九

第
十
巻

□

□

□

左
輪
第
十

十

一
の
ま
き

日

□

□

左
輪
第
十

一

第
十

〔四
〕
弐
巻

第
五
会

日

□

日

□

″弟
上
ハ
〈
ム

日

□

日

日

第
七
会

日

□

□

第
八
会

□

□

□

第
九
会

□

日

□

第
十
会

□

□

□

第
十

一
会

日

□

□

第
十
二
会

第
五
会

マ
　
　
ミヽ
　
　
ム

塗弟
エハ
〈
ム

ラ
　
リ
　
ル

第
七
会

ケ
　
ク
　
ク
ル

第
八
会

セ
　
　
ス
　
　
ス
ル

第
九
会

テ
　
ツ
　
ツ
ル

第
十
会

不ヽ
　
ヌ
　
ヌ
ル

第
十

一
会

ヘ
　
　
フ
　
　
フ
ル

第
十
二
会
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□

日

□

左
輪
第
十
二

第
十
三
巻

□

□

□

左
輪
第
十
三

十
四
の
巻

日

日

日

左
輪
第
十
四

第
十
五
巻

□

日

□

左
輪
第
十
五

第
十
六
巻

□

□

□

牛
語
第
十
六

（な
し
）

第
十
六
巻
の
下

□

□

□

牛
語
第
十
七

お
は
す
　
座

在

□

日

□

第
十
三
会

□

□

□

第
十
四
会

日

日

日

第
十
五
会

□

日

□

第
十
六
会

□

□

□

〔第
十
六
会
ノ
下
〕

〔
０
シ
　
ス

ス
ル
ハ
ナ
シ

ｏ

ホ

リ

ス

ｏ

ヨ

ミ

ス

ｏ

ナ

ミ

ス

０

ク

ミ

ス

ｏ

ツ

ミ

乙

第
十
六
下

オ
ハ
ス
　
マ
ヰ
ラ
ス

メ

　

ム

　

ム

ル

第
十
二
会

エ
　
　
ユ
　
　
ユ

ル

第

十

四

会

レ
　
　
ル
　
　
ル

ヽ

第
十
五
会

ヱ
　
ウ
　
ウ
ル

第
十
六
会

キ
　
ク
　
ク
ル

第
十
六
会
下

シ
　
　
ス
　
　
ス
ル

ホ

リ

ス

　

ヨ

ミ

ス

　

ナ

ミ

ス

”て

ミ

ス

　

ツ

ミ

ス

（な
し
）
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ま
ゐ
ら
す
　
進

第
十
七
巻

□

日

□

牛
語
第
十
八

十
八
の
巻

□

□

□

牛
語
第
十
九

い
ぬ
　
去

し
ぬ
　
死

第
十
九
巻

日

□

□

牛
語
第
二
十

第
廿
巻

□

日

□

牛
語
第
二
十

一

第
廿

一
巻

□

□

□

牛
語
第
二
十
二

第
廿
二
巻

□

日

日

牛
語
第
二
十
三

（な
し
）

第
十
七
会

□

日

□

第
十
八
会

□

□

□

イ

ヌ

　

シ

ヌ

第
十
九
会

日

□

□

第
廿
会

□

日

□

第
甘

一
会

□

□

□

第
廿
二
会

□

日

日

〔第
廿
二
会
〕

第
十
七
会

チ
　
ツ
　
ツ
ル

第
十
八
会

ニ
　
　
ヌ
　
ヌ
ル

イ

ヌ

　

シ

ヌ

第
十
九
会

ヒ
　
　
フ
　
フ
ル

第
二
十
会

ミヽ
　
　
ム
　
　
ム
ル

第
廿

一
会

イ
　
ユ
　
ユ
ル

第
甘
二
会

リ
　
ル
　
ル
ヽ

（な
し
）
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常
補
巻

日

日

戟
語
第
二
十
四

沃

【
イ

ウ
】

乾

【
ヒ

フ
】

居

【
ヰ

ウ
】

第
廿
三
巻

轄
語
第
二
十
五

□

日

□

□

□

□

日

□

□

第
廿

〔三
〕
四
巻

轄
語
第
廿
六

□

□

□

冒

廿
四
巻

体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
也
　
ソ
ハ
歌
ヨ

ミ
ス

物
忌
ス

或
ハ
欲
ス
な
ど
の

す
也

□

□

□

冨

廿
五
巻

仮
目
也

□

日

□

〔
ｏ

幹

ウ

〕

（
な

し

）

第
廿

〔五
〕

三
会ウ

ル

ヌ

ル

フ

ル

四
会

ス

ル

第
ヘ ネ エ 廿

フ ヌ ウ 四

経 寝 得

ス ホ
ノ  リ
類 ス

ナ

ミ

ス

　

ク

ミ

ス

　

ツ

ク

ル

（な
し
）

第
廿
三
会

エ
　
ウ
　
ウ
ル

不ヽ

　

ヌ

　

ヌ

ル

ヘ
　
　
フ

　

フ

ル

ヰ
　
ウ
　
ウ
ル

第
廿
四
会

シ
　
　
ス
　
　
ス

ル

キ
　
ク
　
ク
ル
　
来 居 経 寝 得
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是
ハ
別
巻
ヲ
建
ベ
シ

第
十
六
巻

ノ
巻
首

二
置
ン
欺

廿
五
の
巻

日

□

轍
語
第
二
十

霊
〇

七

い
　
い
る
　
鋳

い
　
い
る
　
射

き
　
き
る
　
著

に
　
に
る
　
似

に
　
に
る
　
煮

ひ
　
ひ
る
　
干

ひ
　
ひ
る
　
簸

み
　
み
る
　
見

ゐ
　
ゐ
る
　
居

ゐ
　
ゐ
る
　
率

ヘ
　

ヘ
る
　
糸
ノ
事

二
云
詞

こ
ゝ
ろ
み
　
こ
ゝ
ろ
み
る

試

ひ
き
ゐ
　
ひ
き
ゐ
る
　
率

（以
下
、
欄
外
）

〈蹴

【
ケ
　
ケ
ル
》

宍
沃

【
イ
　
イ
ル
》
〕

〈顧

【
カ
ヘ
リ
ミ
　
カ
ヘ
リ
ミ
ル
》

五

居ウ簸  煮 著 沃 鋳 会

第
廿

〔六
〕

イ
　
イ
ル

イ
　
イ
ル

キ
　
キ

ル

ニ
　
　
ニ
ル

ヒ
　
ヒ
ル

ヰ
　
キ
ル

イ
　
イ
ル
　
射

一一　

二
ル
　
似

ヒ
　
ヒ
ル
　
〔静
３
　
一十

一一　

二
ル
　
煮

ミヽ
　
ミ
ル
　
見

居

　

ヰ
　
ヰ
ル
　
率

〔
ヒ
キ
ヰ
　
同
〕

▲
ヒ
キ
ヰ
ル

▲

コ

ヽ

ロ

ミ

ル

〈
ヘ
ル
　
糸
〉

第
廿
五
会

イ
　
イ
ル
　
鋳

イ
　
イ
ル
　
射

キ
　
キ
ル
　
着

一一　

二
ル
　
似

ヒ
　
ヒ
ル
　
デ十

ヒ
　
ヒ
ル
　
一嬢

ミ
　ヽ
ミ
ル
　
見

ヰ
　
ヰ
ル
　
居

ヰ
　
ヰ
ル
　
率

コ
ヽ
口
ミヽ
ル

ヒ
キ
ヰ
ル

（付
箋
）

ケ
ル
　
蹴

ヌ

ル

ヌ  ケ

考
ニ
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
ハ
誤
ナ
ル
ベ
シ
、

コ

ヽ

ロ

ミ

コ

ヽ

ロ

ム

コ

ヽ

ロ

ム

ル

ト
ハ
タ
ラ
ク
ナ
ル
ベ
シ
、

ヒ
キ
ヰ

ヒ
キ
ウ

ヒ
キ
ウ
ル

ナ
ル

ベ

シ
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第
廿
六
巻

輻
語
第
二
十

〔七
〕

□
第
廿
七
巻

穀
語
第
二
十

〔八
〕

第
甘
六
会

□

□

□

□

日

第
廿
七
会□

□
囲
□

第
廿
六
会

シ

カ

キ

ク

ケ

第
廿
七
会

シ

カ

シ

　

シ

キ

　

　

　

　

シ

ク

シ

ケ

し
ば
し
ば
述
べ
る
よ
う
に

『
詞

つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
て
成

っ
た
こ
と
は
、
右
の
全
巻
の
構
成

・
巻
序
に
よ
っ
て

も
、
後
で
述
べ
る
各
巻
所
属
の
例
語

（↓
第
四
章
第

一
節
）
に
よ

っ
て
も
疑
い
が
な
い
。
今
、
両
者
の
構
成

。
巻
序
に
お
け
る
そ
の
相

違
点
を
挙
げ
る
と
、

Ｉ

『
活
用
言
の
冊
子
』
抹
消
の

「第
十
六
会
ノ
下
」
に
相
当
す
る
巻
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
な
い
。

Ⅱ

『活
用
言
の
冊
子
』
抹
消
の

「第
廿
二
会
」
に
相
当
す
る
巻
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
な
い
。

Ⅲ

『詞

つ
か
ひ
』
の

「常
補
巻
」
に
相
当
す
る
巻
が

『活
用
言
の
冊
子
』
に
な
い
。

の
三
点
。
ほ
か
に
、

Ⅳ
　
両
者
と
も
巻
序
数
訂
正
の
巻
が
あ
る
。

が
問
題
と
な
る
。

仮
に

『
詞

つ
か
ひ
』
が
現
在
見
ら
れ
る
形
の

『活
用
言
の
冊
子
』
に
従

っ
て
成

っ
た
と
す
れ
ば
、
右
の
Ｉ

・
Ⅱ

・
Ⅳ
は
特
に
問
題
と
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す
る
こ
と
で
は
な
く
、
Ⅲ
の

「
常
補
巻
」

一
巻
の
存
在
の
み
が
両
者
唯

一
の
相
違
点
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
と
は
そ
れ
で
は
解
決
し

な
い
幾

つ
か
の
疑
問
点
が
あ
る
。
後
で
詳
述
す
る
例
語
の
対
照

・
異
同
に
お
い
て

（↓
第
四
章
第

一
節
）
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が
そ
の
時
推

敲
過
程
に
あ

っ
た

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
た
、
そ
れ
を
書
き
写
し
た
、
と
し
な
く
て
は
理
解
し
難
い
こ
と
が
あ

っ
て
、
そ
れ
を
前

提
と
す
る
と
、
右
の
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
と
関
連
す
る
巻
々
と
が
検
討
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

②
　
巻
序
数
の
訂
正

『
詞

つ
か
ひ
』

の
巻
序
数
の
訂
正
は

「第
十
二
巻
」
と

「第
廿
四
巻
」
の
表
紙
、
及
び

「第
十
二
巻
」
と

「第
十
七
巻
」
の
内
題
に

あ
る
。

ａ

「第
十
二
巻
」
の
訂
正

初
め

「十
四
」
と
書
き

「
四
」
を
消
し
て

「弐
」
に
直
し
た
も
の
で
、
「第
十
二
巻
」
と
書
く
べ
き
も
の
を
誤

っ
て

「第
十
四
巻
」

と
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
題
名
の
右
に
書
く
活
用
型

「
あ
れ
　
あ
る
　
あ
る
ゝ
」
も
貼
紙
に
よ

っ
て

「
め
　
む
　
む
る
」
と
訂
正

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
単
純
な
誤
り
か
、
あ
る
い
は
書
き
始
め
た
十
四
巻
を
十
二
巻
に
転
用
し
た
か
、
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
内
題
の
訂
正
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

ｂ
　
「第
廿
四
巻
」
の
訂
正

こ
れ
は
朱
筆
に
よ

っ
て
丁
寧
に

「
三
」
が
消
さ
れ

「
四
」
を
書
き
加
え
て
い
る
。
単
な
る
書
き
誤
り
の
訂
正
で
は
な
く
、
こ
の
巻
は

も
と

「第
廿
三
巻
」
で
あ

っ
た
。
と
す
る
と
、
こ
の

コ
冗
第
廿
三
巻
」
の
直
前
の
巻
は
多
音
節
語

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
最
終
巻

「
第
廿
二
巻
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
こ
の
二
巻
の
間
に
挟
ま
る

「常
補
巻
」
と

「第
廿
三
巻
」
は
後
の
挿
入
と
な
る
。
た
だ
し

「
第
廿
三
巻
」
に
は
巻
序
数
の
訂
正
が
な
く
、
し
た
が

っ
て

「常
補
巻
」

の
挿
入
は
こ
の

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
巻
序
数
訂
正
後
の
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こ
と
と
な
る
。
こ
の
訂
正
は
、
現
在
の

「第
廿
三
巻
」
が
そ
の
直
前
に
挿
入
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
で
は

「
第
廿

〔四
〕
二
会
」
「第
廿

〔五
〕
四
会
」
「第
廿

〔六
〕
五
会
」
の
二
巻
に
あ
り
、
こ
れ
は

「第
廿
三

会
」
が
抹
消
さ
れ
て

一
巻
繰
り
上
が

っ
た
た
め
の
訂
正
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

「
第
廿
二
会
」
が
抹
消
さ
れ
た
と
き
既
に

「
元
第
廿
四

会
」
「
元
第
廿
五
会
」
「
元
第
廿
六
会
」
の
三
巻
は
成
立
し
て
い
た
し
、
巻
序
数
に
訂
正
の
な
い
形
容
詞
の
二
巻

「
第
廿
六
会
」
「第
廿

七
会
」
は
そ
の
訂
正
後
に
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
な
る
と
、
「第
廿
三
巻
」
が
後
で
挿
入
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
で

「
第
廿
二
会
」
が
抹
消
さ
れ
た
こ
と
の
意
味

が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
一
百
〔に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る

（↓
０
０
０
）
。

ｃ

「
第
十
七
巻
」
の
訂
正

表
紙
に

「第
十
七
巻
」
、

内
題
に

「詞
づ
か
ひ
真
櫛
抄

第
十

〔七
〕

〈
八
〉

巻
」

と
あ
る
。

「七
」

を
見
せ
消
ち
に
し
て
右
傍
に

「
八
」
を
書
く
訂
正
で
あ
る
。

こ
の
内
題
の
巻
序
数
訂
正
は

「第
十
六
巻
の
下
」
挿
入
に
伴
う
巻
序
整
理
に
よ
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ

Ｚつ
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

「第
十
六
巻
の
下
」
が
挿
入
さ
れ
た
巻
と
す
る
と
、
そ
の
時
期
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
の
過
程
に
お
い
て
、
１

「
第
十
六
会
ノ

下
」
が
抹
消
さ
れ
る
前
か
、
２

「第
十
六
会
ノ
下
」
が
抹
消
さ
れ

「
第
十
六
下
」
が
ま
だ
加
え
ら
れ
て
い
な
い
段
階
か
、
３

「第
十
六

会
ノ
下
」
が
抹
消
さ
れ
て
い
て

「第
十
六
下
」
が
加
え
ら
れ
た
後
か
、
が
考
え
ら
れ
る
。
１

・
２
の
場
合

「第
十
六
巻
の
下
」
は
全
く

常
昭
独
自
の
巻
と
な
り
、
本
居
清
造
が
述
べ
る
よ
う
に

「第
十
六
会
ノ
下
」

の
抹
消

。
「第
十
六
下
」

の
追
加
が
田
中
道
麿
生
存
中
の

こ
と
と
な
れ
ば

（引
用
③
④
）
、
『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
と
の
例
語
の
対
照
に
よ

っ
て

（↓
第
四
章
第

一
節
二

・
三
）
、

こ
れ
は
全
く
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
３
の
場
合

『活
用
言
の
冊
子
』
に
た
だ
倣

っ
て

「第
十
六
巻
の
下
」
と
し
た
こ
と
に
な
り
、

し
た
が

っ
て
内
題
の
巻
序
数
訂
正
は
単
な
る
書
き
誤
り
の
訂
正
と
な
る
が
、
実
は
そ
う
だ
と
し
て
も
、

『活
用
言
の
冊
子
』
抹
消
の
巻



第二章 『詞つかひ』の成立

「
第
十
六
会

ノ
下
」
と
挿
入
の
巻

「第
十
六
下
」
と
は
複
雑
な
関
係
が
あ

っ
て
、
し
た
が

っ
て
対
す
る

『詞

つ
か
ひ
』

の

「第
十
六
巻

の
下
」
に
つ
い
て
は

一
応
考
え
て
み
る
要
が
あ
る

（↓
０
０
）
。

０
　
第
廿

〔三
〕
四
巻

（１
）

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
は
サ
変
活
用
動
詞
と
力
変
活
用
動
詞
を
収
め
る
。
「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
語
と
し
て
は
牛
語
と
し
て

一
括

す
る

「第
十
六
巻
」
～

「第
廿
二
巻
」
と
同
じ
活
用
型
で
あ
る
。
当
然
、
力
変

「来
」
は

「第
十
六
巻
」
に
含
め
、
サ
変

「
為
」
は

「
第
十
六
巻
」
の
直
後
に
別
に

一
巻
を
設
け
そ
の
例
語
と
し
て
少
し
も
お
か
し
く
な
い
。
右
輪
語

（「
イ

・
ウ
」
活
用
語
）
↓

左
輪
語

翁
工
。
ウ

。
ウ
る
」
活
用
語
）
↓

牛
語

（「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
語
）

の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
を
五
十
音
順
に
並
べ
て
き
て
、

そ
の
後
で

「来
」
と

「為
」
を
と
も
に
例
語
と
す
る

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の

一
巻
を
設
け
た
の
は
何
故
か
、
こ
れ
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
直
前
の

一
巻

「
第
廿
三
巻
」
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
巻
は
下
二
段
活
用
動

詞

「
得
、
寝
、
経
」
三
語
を
例
語
と
す
る
。
左
輪
の
ア
行
、
ナ
行
、
及
び

ハ
行
の
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
語
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
少

し
も
お
か
し
く
な
い
語
で
あ
る
の
に
、
活
用
す
る
行
を
異
に
す
る
三
語
を
収
め
る

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の

一
巻
を
設
け
る
。
併
せ

て
こ
の
こ
と
も
問
題
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は

「第
廿
三
巻
」
表
紙
の
芝
原
春
房
書
入

「穀
　
衣
緯
に
発
り
て
宇
緯
に
転
り
又
る
も
じ
そ
は
る
は
全
く
左
輪
に
ひ

と
し
け
れ
ど
も
是

ハ
語
の
首
う

つ
る
故
に
穀
と
名

つ
く
」

が
解
決
の
示
唆
と
な
る
。
「首
う

つ
る
」
語
で
あ
る
か
ら
活
用
型
は
左
輪
と

同
じ
だ
け
れ
ど
も
別
の
巻
と
す
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
『
詞

つ
か
ひ
』

に
は
語
幹
と
活
用
語
尾
を
区
別
し
得
な
い
単
音
節
語
を
特
立

す
る
分
類
規
準
が
あ

っ
た
。
確
か
に

「第
廿
三
巻
」
は
単
音
節
語
三
語
を
収
め
る

一
巻
で
あ

っ
て
、
他
の
多
く
の
巻
々
が
五
十
音
別
に

一
巻
と
す
る
の
に
対
し
て
こ
こ
で
は
五
十
音
の
行
を
異
に
す
る
語
を

一
括
す
る
こ
と
の
不
自
然
さ
よ
り
も
単
音
節
語
を
活
用
型
別
に

一
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括
す
る
こ
と
が
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

「
現
第
廿
四
巻
」
（元
第
廿
三
巻
）
に

「右
ノ
詞
卜
廿
三
巻
ノ
語
卜
同
ジ
カ
ヨ
ヒ
ザ
マ
ニ
聞

ユ
レ
ド
廿
三
な
る
は
得
物
ト
ヤ
ウ
ニ
え
緯

ニ
テ
体
と
な
る
此

ハ
為
業
ト
ヤ
ウ
ニ
い
緯
ニ
テ
体
ト
ナ
ル
也
」
と
あ
る
。
「第
廿
三
巻
」
と

「
現
第
廿
四
巻
」

の
違
い
は
工
段
活
を
も

つ
か
イ
段
活
を
も

つ
か
、
と
い
う
だ
け
に
あ
る
。
し
た
が

っ
て
両
巻
は
隣
接
し
各
巻
排
列
規
準

（↓

一
②
）
に
よ

っ
て
現
在
の
巻
序
に

落
ち
着
い
た
。
「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
は
書
入
語

「
歌

ヨ
ミ
ス
、
物
忌
ス
、
欲
ス
」
の
サ
変
複
合
動
詞
を
含
む
が
、
「
元
第
廿
三
巻
」
が

成

っ
た
時
点
で
は
、
そ
れ
は
サ
変
動
詞

「為
」
と
力
変
動
詞

「来
」
を
と
も
に
収
め
る
単
音
節
語

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の

一
巻
で

あ

っ
た
。

次
に
位
置
す
る

「廿
五
の
巻
」
も
単
音
節
語

「
イ

。
イ
る
」

活
用
の

一
巻
で
あ
る
。

「
こ
ゝ
ろ
み
る

（試
）
、　
ひ
き
ゐ
る

（率
ど

「
カ

ヘ
リ
ミ
ル

（顧
と

の
多
音
節
語
も
載
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
後
の
書
入
語
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
後
の
挿
入
と
考
え
ら

れ
る
、
巻
序
数
の
記
入
が
な
い

「
第
廿
三
巻
」
の
直
前
に
位
置
す
る

「
常
補
巻
」
も
単
音
節
語
の

一
巻
で
あ
る
。
活
用
語
の
語
構
成
を

「首

（か
う
べ
）
十
車

（く
る
ま
と

と
す
る
柴
田
常
昭
に
と

っ
て

「首
う

つ
る
」
語
が
全
く
異
な
る
も
の
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ

っ
た
。

こ
の
単
音
節
語
と
多
音
節
語
を
峻
別
す
る
分
類
が

『
詞

つ
か
ひ
』
独
自
の
も
の
か
、
速
断
は
出
来
な
い
。
既
に
富
士
谷
成
章
は

『
あ

ゆ
ひ
抄
』

に
お
い
て

「無
末
」

「
有
末
」
と
し
て
そ
れ
を
区
別
し
、

直
接
的
に
は
宣
長
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』

に
お
い
て
単
音
節
語

「
す

為
、
く

来
、
う

得
、

ぬ

寝
、
ふ

経
」
を

一
括
特
立
し

「第
廿

一
段
」

に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
し
て

『
活
用
言
の
冊
子
』
が

『詞

つ
か
ひ
』
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
詞

つ
か
ひ
』
の
巻
序
は
、
結
局

『活
用
言

の
冊
子
』

の
巻
序
で
あ
り
、
『
詞

つ
か
ひ
』
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
よ
っ
て
巻
序
を
定
め
、

そ
れ
に
い
わ
ば
理
論
的
裏
付
け
を
与
え

た
だ
け
の
こ
と
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
と
し
て
も
、
し
か
し
、
両
書
の
い
く

つ
か
の
巻
の
抹
消

。
挿
入
に
は
解
せ
な
い
こ
と
が
多

い
。
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「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
に
つ
い
て
は
再
び
述
べ
る

（↓
０
）

０
　
『
詞
つ
か
ひ
』
と

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
先
後
関
係

『
詞

つ
か
ひ
』

に
お
い
て
、
多
音
節
語

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
最
終
巻

「第
廿
二
巻
」
の
後
に
同
じ

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用

の
、
た
だ
し
単
音
節
語
の

「
元
第
廿
三
巻
」
が
成
り
、
そ
の
後
で
同
じ
単
音
節
語
の

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の

「第
廿
三
巻
」
が
直

前
に
挿
入
さ
れ
、
「
元
第
廿
三
巻
」
は

「
現
第
廿
四
巻
」
と
な

っ
た
。

単
音
節
語
の

一
巻
と
し
て

「
元
第
廿
三
巻
」
が
成
立
し
た
と
き
、
内
容
上
対
応
す
る

『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「
第
廿

〔五
〕
四
会
」

は
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
巻
序
数
に
訂
正
の
あ
る

「
第
廿

〔四
〕
二
会
」
も

「
第
廿

〔六
〕

五
会
」

も
存
在
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『活
用
言
の
冊
子
』

で
は
巻
序
数
の
と
お
り

「
第
廿
二
会
」

↓

「
元
第
廿
四
会
」

↓

「
元
第
廿
五
会
」
↓

「
元
第
廿
六
会
」
の
順
で
成
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
巻
序
数
訂
正
は

「第
廿
三
会
」
が
抹
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
元
第
廿
四
、
廿
五
、
廿
六
会
」
が
現
在
の

「
第
廿
三
、
廿
四
、
廿
五
会
」
と
な

っ
た
。
『
詞

つ
か
ひ
』
「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
巻
序
数
訂
正
は
、
現
在
そ
の
直
前
に
あ
る

「第
廿

三
巻
」
が
後
で
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
と
き

『活
用
言
の
冊
子
』
に
既
に
単
音
節
語

「
工
。
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
巻
が
存
在

し
て
い
た
ら
、
『
詞

つ
か
ひ
』

に
お
い
て
同
じ
単
音
節
語

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
巻

「第
廿
三
巻
」
を
殊
更
に
後
か
ら
挿
入
す
る

必
要
は
な
い
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
に
倣
い
、
そ
れ
を
書
き
写
し
、
巻
序
数
も
順
に

「第
廿
三
巻
」
「
第
廿
四
巻
」
と
書
い
て
お
け
ば
よ

い
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
『
詞

つ
か
ひ
』
で

「第
廿
三
巻
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
き

『活
用
言
の
冊
子
』
に

「
元
第
廿
四
会
」
は
な
く
、

し
た
が

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
元
第
廿
三
巻
」
が
成
立
し
た
と
き
当
然

『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「
元
第
廿
五
会
」
は
な
か

っ
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
な
れ
ば
、
『
詞

つ
か
ひ
』

の
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
は

『活
用
言
の
冊
子
』

の
影
響
を
受
け
ず
に
成
立
し
た
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と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
あ
る
い
は
逆
に

『
活
用
言
の
冊
子
』
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
影
響
を
受
け
て
巻
序
を
整
え
た
の
で
は
な
い
か
と

の
疑
い
も
湧
く
。
し
か
し

一
義
的
に
そ
う
な
る
と
言
う
の
で
は
な
い
。
『
詞

つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』

の
排
列
に
依
り
な
が
ら

も
盲
目
的
に
従

っ
た
の
で
は
な
く
、
常
昭
は
常
昭
と
し
て
独
自
の
理
論
を
も

っ
て
巻
序
を
整
え
て
い
っ
た
、
そ
の
結
果
が
こ
の
よ
う
な

形
で
現
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

Ｄ
　
廿
五
の
巻

単
音
節
語

「
イ

。
イ
る
」
活
用
の
巻
は
動
詞
の
最
終
巻
と
し
て
位
置
し
、
『
詞

つ
か
ひ
』

で
は

「廿
五
の
巻
」
、
『
活
用
言
の
冊
子
』

で
は

「第
廿

〔六
〕
五
会
」

で
あ
る
。
「廿
五
の
巻
」
は

「
イ

・
イ
る
」
活
用
の
語
を
五
十
音
順
に
並
べ
、
そ
の
後
に

「
工
。
工
る
」

活
用
の

「糸
ノ
事

二
云
詞
　
ヘ
　
ヘ
る
」
を
置
き
、
多
音
節
語

「
こ
ゝ
ろ
み
る
　
試
、
ひ
き
ゐ
る
　
率
」
を
加
え
る
。
「試
、
率
」
は
と

も
に
後
期
書
入
語
で
、
「
へ
　
へ
る
」
の
次
に

「
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
」
を
書
き
、
そ
れ
を
貼
紙
で
消
し
そ
の
上
に

「
こ
ゝ
ろ
み

こ
ゝ
ろ

み
る
」
を
書
き
、
続
い
て

「
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
」
を
書
く
。
例
語
と
し
て
は
他
に
欄
外
に

「蹴

【
ケ

ケ
ル
】

此
格
ナ
ル
ベ
シ
」
と

「
顧

【
カ
ヘ
リ
ミ

カ
ヘ
リ
ミ
ル
と

が
あ
り
、
貼
紙
で
消
す

「
沃

【
イ

イ
ル
ピ

の
書
入
れ
が
あ
る
。

『活
用
言
の
冊
子
』

の

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
も
ほ
ぼ
右
と
同
じ
で
、
単
音
節
語

「
イ

・
イ
る
」
活
用
の
語
を
五
十
音
順
に
並
べ
、

そ
の
後
に
多
音
節
語
の

「
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
、
ヒ
キ
ヰ
ル
」
を
書
入
れ
追
加
す
る
。
「
ヘ
ル
　
糸
」
は
欄
外

へ
の
書
入
れ
で
あ
る
。
『
詞

つ
か

ひ
』
の
欄
外
書
入
抹
消
の

「沃

【
イ

イ
ル
ピ

は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
で
は

「
イ

イ
ル
　
射
」
の
次
に
位
置
し
こ
れ
も
書
入
れ
で
あ

る
。
ほ
か
に

「
ヒ

ヒ
ル
」
に
抹
消

「乾
」
、
「
ヰ

ヰ
ル
」
に
同
じ
く
抹
消

「
居
」
が
あ
り
、
「
ヰ

ヰ
ル
」
の
左
傍
に

「
ヒ
キ
ヰ
　
同
」

が
書
き
込
ま
れ
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

「
イ

イ
ル

（沃
と

は

『
活
用
言
の
冊
子
』
が
春
庭
筆
の
書
入
語
、
『
詞

つ
か
ひ
』
で
も
書
入
語
で
あ
る
が
貼
紙
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
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て
い
る
。
春
庭
筆
稿
に
な
る

『
活
用
言
の
冊
子
』
は

一
ペ
ー
ジ
に
十
行
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
の

「
イ

イ
ル
」
は
十

一
行
日
に
書
か

れ
、
筆
跡
は
他
の
例
語
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、
字
形
は
い
さ
さ
か
小
さ
く
墨
色
も
い
さ
さ
か
薄
い
。
後
の
書
入
語
で
あ
る
こ
と
は

お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
と
す
る
と
当
初
、
常
昭
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
と
き
例
語
と
し
て
載

っ
て
い
た
か
疑
わ
し
い
。

後
に
再
び

『
活
用
言
の
冊
子
』

を
見
た
と
き
、

そ
こ
に

「
イ
ル
」

が
書
込
ま
れ
て
い
て
、　
そ
れ
を
書
き
写
し
欄
外
に
書
入
れ
た
の
が

『
詞

つ
か
ひ
』

の

「
イ
ル
」

で
な
か

っ
た
か
。
始
め
に
見
た
と
き
、
そ
こ
に

「
イ
ル
」
が
あ

っ
た
ら
後
で
追
加
し
た
か
の
よ
う
な
欄
外

へ
の
書
入
語
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
後
に
貼
紙
に
よ

っ
て
抹
消
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
巻
の
例
語
を
列
挙
し
た
後
の
、

①
Ｏ
源
氏
真
木
柱
ノ
巻

【十
五
丁
オ
】
ひ
と
り
を
取
よ
せ
て
殿
の
う
し
ろ
に
よ
り
て
さ
と
い
か
け
給
ふ
ほ
ど
云
々
と
あ
る
細
流
ノ
注

に
沃
懸
ト
ア
リ

此
ノ
沃
も
今
此
巻
の
詞
な
る
か

さ
ら
ば
沃

【
イ

イ
ル
】

卜
云
ベ
シ

活
ゴ
ア
ハ
ウ
ト
モ
い
ふ
べ
し

居
を
ウ
と
い

ふ
例
に
同
じ
…
…
但
し
沃

居
は
う
と
通
ふ
処
別
チ
ナ
レ
バ
此
部
ノ
詞
に
は
あ
ら
ぬ
に
や

猶
よ
く
考
ふ
べ
し
　
　
　
　
（２
オ
）

と
い
う
、
そ
の

「
よ
く
考
」
え
た
結
果
で
あ
ろ
う

（↓
第
二
節
二
②
）
。

「
ヘ
　
ヘ
ル
」
は
、
『
活
用
言

の
冊
子
』
で
は
細
字

で
欄
外

に

「
ｏ
ヘ
ル
　
糸
」
と
書
入
れ
る
。
『
詞

つ
か
ひ
』
で
は

「
ゐ

ゐ
る

（率
と

の
次
に
極
く
自
然
に
並
ん
で
書
か
れ
、
『活
用
言
の
冊
子
』

の
頭
書

「
ヘ
ル
　
糸
」
を
取
り
込
ん
で
書
く
べ
き
位
置
に
例
語
と

し
て
書
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し

「
イ

・
イ
る
」
活
の
語
の
中
に

「
工
・
工
る
」
活
の
語
が
混
在
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

②
Ｏ
糸
ノ
コ
ト
ニ
就

テ
ヘ
　
ヘ
ル
ト
云
詞
姑
ク
此
部
ノ
詞
ト
シ
テ
挙
タ
レ
ド
モ
猶
考
ふ

へ
き
事
也

そ
は
此
部
の
詞

鋳

射

著

似

煮
等
皆
い
緯
ノ
語
な
る
を
此

ヘ
　
ヘ
ル
ノ
ミ
え
緯
ノ
詞
な
る
は
心
ゆ
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
ウ
）

と
疑
念
を
表
す
が
、
結
局

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
す
こ
と
で
終

っ
た
。

範
と
し
た

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
除
く
に
し
て
も
残
す
に
し
て
も
、
①
や
②
の
よ
う
な
例
語
に
証
例
を
挙
げ
て
の
考
察

。
検

討
が
常
昭
の
活
用
語
分
類
を
よ
り
確
実
に
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

（「
ヒ
ル

（乾
と

「
ヰ
ル

（居
と

は
別
に
述
べ
る
。
↓
第
二
節
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一
一）
。

（
３
）

『
活
用
言
の
冊
子
』
で
書
入
語
の

「
イ
ル
」
「
ヘ
ル
」
二
語
は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
系
の
諸
本
、
例
え
ば
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』

『活
語
活
用
格
』
岩
崎
文
庫
本
（東
洋
文
庫
蔵
）
『御
国
詞
活
用
抄
』
『御
国
辞
活
用
鏡
』
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
本
が
直
接
的

に
で
も
間
接
的
に
で
も

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
と
き
、
未
だ
そ
こ
に
右
の
二
語
は
な
か

っ
た
か
。
と
い
っ
て
、
『
活
用
言

の
冊
子
』

に
あ
る
語

（
一
五
二
九
語
）
が
す
べ
て
こ
れ
ら
の
諸
本
に
例
語
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「大
平

本
活
用
抄
」

（
王
全
壬

≡
じ

で
い
う
と

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
三
六
語
を
捨
て
新
た
に

一
二
九
語
を
加
え
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

右
の

「
イ
ル
」
「
ヘ
ル
」
も
そ
の
類
だ
と
す
る
こ
と
は
出
来
る
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ヘ
ル
」
は
筆
者
未
詳
で
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
書
入
れ
を
宣
長

・
道
麿

・
筆
者
未
詳
の
三
種
と
す
る
、
そ

（７
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ル

の
筆
者
未
詳
の

「他
筆
３
」
と
さ
れ
る
書
入
れ
で
あ
る
。
他
筆
３
の
書
入
れ
は
他
に
証
例
二
例
が
あ
っ
て
、
俗
言

「
フ
ツ
」
（第
九
会
）

に
対
す
る

「大
和
物
語

二
湯
フ
テ
ツ
」
（朱
筆
）
と

「
ス
グ
」
（第
七
会
）
に
対
す
る

「
ス
ゲ
　
波
の
ヲ
ス
ゲ
テ
ノ
類
也
」
（付
箋
）
で

あ
る
。
『詞
つ
か
ひ
』

で
は
例
語
と
と
も
に

「大
和
物
語
御
湯
フ
テ
ツ
」
「波
ノ
緒
ス
ゲ
テ
ノ
類
」
と
あ
る
。
「大
平
本
活
用
抄
」
で
は

「
フ
テ
ツ
」
は
証
例
が
な
く
、
「波
の
フ
ス
ゲ
テ
ノ
類
也
」
は
例
語
と
と
も
に
朱
筆

「
ク
ツ
ノ
ヲ
ナ
ド
ス
ゲ
」
が
載
る
。
「大
平
本
活
用

抄
」
の
朱
筆
は
後
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
朱
筆
語

（証
例
）
は
前
記

一
二
九
語
に
含
ま
れ
る
。
こ
の

「
ス
グ
」

一
例
だ
け
が
追
加
語
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
唯

一
の
例
外
で
あ
る
が
、
「大
平
本
活
用
抄
」
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
時
、
そ
こ
に
は
ま
だ

「
ス
グ
」
と
他
筆
３
の
証
例
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
く
他
筆
３
の

「
ヘ
ル
」
も
ま
だ

『活
用
言
の
冊
子
』
に
な
か

っ
た
可
能

性
が
高
い
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
お
け
る
追
加
書
入

「
イ
ル
」
も
他
筆
３
の

「
ヘ
ル
」
も

『活
用
言
の
冊
子
』
系
の
諸
本

（
こ
こ
で
は
極
く
限

ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
が
）
に
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
語
の

『活
用
言
の
冊
子
』
へ
の
書
入
れ
は
後
の
こ
と
で
、
他
筆
３
の
書
入
れ
が
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行
わ
れ
た
後
に
も

『
詞

つ
か
ひ
』
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
見
る
機
会
が
あ

っ
て
、
し
た
が

っ
て

『詞

つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊

子
』
を
見
て
写
し
た
の
は

一
度
限
り
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

０
　
第
十
六
巻
の
下

「
シ

・
ス

・
ス
ル
」
活
用
の

「
お
は
す
、
ま
ゐ
ら
す
」
二
語
を
例
語
と
す
る

「第
十
六
巻
の
下
」
に
対
応
す
る

『活
用
言
の
冊
子
』

の

一
巻
は

「第
十
六
下
」

で
あ
る
。

こ
の
巻
は

「第
十
六
会
」
と

「第
十
七
会
」

の
間
に
書
入
れ
抹
消
さ
れ
て
い
る

「第
十
六
会
ノ

下
」
の
下
部
余
白
に
書
入
れ
ら
れ
た

「第
十
六
下
　
オ
ハ
ス
　
マ
ヰ
ラ
ス
」
だ
け
の
巻
で
活
用
型
の
表
示
は
な
い
。
こ
の
書
入
挿
入
の

「
第
十
六
下
」
が
、
こ
れ
ま
た
書
入
挿
入
の

「第
十
六
会
ノ
下
」
の
抹
消
と
関
係
が
あ
る
。
「第
十
六
会
ノ
下
」
は
、

ｏ
シ

ス

ス
ル
　
ハ
ナ
シ
　
ｏ
ホ
リ
ス
　
ｏ
ヨ
ミ
ス
　
ｏ
ナ
ミ
ス
　
ｏ
ク
ミ
ス
　
ｏ
ツ
ミ
ス

と
例
語
を
挙
げ
る

一
巻
で
あ
る
。

「第
十
六
会
ノ
下
」

の
書
入
抹
消
、
及
び

「
第
十
六
下
」

の
書
入
れ
に
つ
い
て
、
本
居
清
造
は
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活

（８
）

用
抄
の
研
究
』
に
お
い
て
、

③
第
十
六
第
十
七
両
会
の
間
に

「
ｏ
シ

ス

ス
ル
　
ｏ
ホ
リ
ス

ｏ
ョ
ミ
ス

ｏ
ナ
ミ
ス

０
ク
ミ
ス

０
ツ
ミ
ス
」

と
の
書
入
れ
を
し

て
、
道
麿
の
意
見
を
求
め
た
。
道
麿
は
、
こ
れ
ら

一
類
の
語
の
活
用
は
確
か
に

「
シ
」
「
ス
」
「
ス
ル
」
だ
と
認
め
た
の
で
、
新
に
、

品
囲
田
旧
日
〓
図
口□
□
開
り
の
一会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
が
、
本
文
を
修
正
す
る
の
は
と
遠
慮
し
て
、
仮
り
に
開
田

因
関
図
□

と
朱
筆
を
加

へ
て
宣
長
に
答
え
た
。
宣
長
は
、

そ
の
後
再
考
し
た
結
果
、

「
ホ
リ
ス
」
「
ヨ
ミ
ス
」
な
ど
の

一
類
の
語

は
、
第
廿
四
会
に
収
め
て
同
会
の
動
詞

「為
」

と
同

一
に
取
扱
ふ
べ
き
だ
と
断
定
し
た
。

よ
っ
て
、
「
Ａ
図

目
□
園
団
冒

の
下

に

「
ハ
ナ
シ
」
↑
」
の
活
用
は
な
し
の
意
）
と
註
し
、
更
に

「
ｏ
シ

ス

ス
ル
」
以
下

「
ｏ
ホ
リ
ス

ｏ
ヨ
ミ
ス

ｏ
ナ
ミ
ス

ｏ
ク
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ミ
ス

ｏ
ツ
ミ
ス
」
ま
で
の
自
記
、
お
よ
び
道
麿
の
朱
筆
に
墨
線
を
引
い
て
、
全
部
を
残
な
く
消
し
て
し
ま
っ
た
。
（１４
～
・５
ぺ
）

と

し

、
④

呂
□
Ш
四
Ш

オ
ハ
ス

マ
ヰ
ラ
ス
」
の
書
入
れ
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
と
云
ふ
と
、
宣
長
は
、
「
シ
」
「
ス
」
「
ス
ル
」
の
活
用
形

は
無
し
と
定
め
て
、
以
上
の
如
く
抹
消
し
た
が
、
そ
の
後

「
オ
ハ
ス
」
「
マ
ヰ
ラ
ス
」
の
二
語
が
、
或
は

「
シ
」
「
ス
」
「
ス
ル
」

と
活
用
す
る
詞
で
は
な
い
か
と
の
疑
間
が
起

っ
た
。

そ
こ
で

一
旦
消
し
た
道
麿
の
朱
筆

（
口
口
田
側
日
口
Ш

）

を
生
し
て

「白
四

Ｈ
関
Ｈ
］
オ
ハ
ス
　
マ
ヰ
ラ
ス
」
と
新
に
記
入
し
、
更
に
道
麿
と
相
談
し
よ
う
と
思

っ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
其
の
う
ち
に
道
麿
が

死
去
し
、
記
入
は
そ
の
ま
ゝ
に
な

っ
て
を
る
も
の
か
と
解
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１６
～
‐７
ぺ
）

と

言

う

。

お
そ
ら
く
事
情
は
ほ
ぼ
右
の
と
お
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
こ
こ
に
は
納
得
し
難
い
点
が
あ
る
。
「
ｏ
シ

ス

ス
ル
』
の
下

に

『
ハ
ナ
シ
』

と
註
し
」

と
言
う
が
、
抹
消
す
べ
き
文
字
に
わ
ざ
わ
ざ

「
ハ
ナ
シ
」

を
書
き
加
え
て
か
ら
消
す
の
も
頷
け
な
い
し
、

「
ｏ
シ

ス

ス
ル
ハ
ナ
シ
」
以
下
の
文
字
の
配
置
で
は

「
ハ
ナ
シ
」
が
後
で
書
き
込
ま
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
書
き
方
で
あ
る
。

「
ハ
ナ
シ
」
は
無
理
な
く
書
か
れ
、
充
分
書
き
得
べ
く
か
な
り
上
か
ら
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。　
こ
れ
ら
は

一
度
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の

に
違
い
な
い
。
と
す
る
と
、
何
故
こ
と
さ
ら

「
シ

ス

ス
ル
ハ
ナ
シ
」
と
断
っ
た
の
か
。
こ
の

「第
十
六
会
の
下
」
の
書
入
れ
が
あ
っ

た
と
き
、
既
に

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
は
あ

っ
た
。
そ
こ
で
は
単
音
節
語
の

「
シ

ス

ス
ル
　
為
」
と

「
キ

ク

ク
ル
　
来
」
の
二
語

が
例
語
で
あ
る
。

そ
の
単
音
節
語

「
シ
・
ス
・
ス
ル
」
活
用
の

「為
」

に
対
し
て
、

そ
れ

（「
シ
・
ス
・
ス
ル
」
活
用
の
単
音
節
語

「為
し

は
こ
の

「第
十
六
会
の
下
」
に
は
な
い
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
複
合
動
詞
の

「
ホ
リ
ス
、　
ヨ
ミ
ス
、
ナ
ミ
ス
、
ク
ミ
ス
、　
ツ
ミ

ス
」
で
あ
る
、
こ
の
巻
は
多
音
節
語
の
巻
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
の
断
り
の

「
シ
ス
ス
ル
ハ
ナ
シ
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
若
し
こ
れ

が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
「第
十
六
会
の
下
」
と

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
と
は
同
じ
活
用
型
な
が
ら
多
音
節
語
の
巻
と
単
音
節
語
の
巻
と
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を
別
の
巻
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
や
が
て
、
語
の
音
節
数
の
単

・
多
の
違
い
よ
り
も
活
用
型
を
優
先

す
る
考
え
が
確
立
し
た
と
き
、
「第
十
六
会
ノ
下
」
全
体
が
抹
消
さ
れ
、
同
じ

「
イ

。
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
に

「
ヽ
ホ
リ
ス

亀
ナ
ミ
ス

亀
ク
ミ
ス

亀
ツ
ミ
ス
ノ
類
」
の
書
入
れ
と
な
り
、
か
く
て

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
は
単
音
節
語

。
多
音
節
語

の
如
何
を
問
わ
ず

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の

一
巻
、
力
変

・
サ
変
の
語
を
例
語
と
す
る
変
格
動
詞
の
巻
と
な

っ
た
。
そ
の
後

「
オ
ハ

ス
、

マ
ヰ
ラ
ス
」
が
問
題
と
な

っ
て
多
音
節
語

「
シ

・
ス
・
ス
ル
」
活
用
の

「第
十
六
下
」
が

一
巻
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
。

こ
の
段
階
の

『活
用
言
の
冊
子
』
を
写
し
た
の
が

『
詞

つ
か
ひ
』
で
、
し
た
が

っ
て

「第
十
六
会
ノ
下
」
に
対
応
す
る
巻
が
な
く
、

挿
入
の

「
第
十
六
下
」
に
対
応
し
て
同
じ
く

「
お
は
す
、
ま
ゐ
ら
す
」
を
例
語
と
す
る
多
音
節
語

「
し

。
す

。
す
る
」
活
用
の

「第
十

六
巻
の
下
」

一
巻
が
あ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
、
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』

は

「第
十
六
会
下
」
が

「
シ

ス

ス
ル
　
ホ
リ
ス

ヨ
ミ
ス

ナ
ミ
ス

ク
ミ
ス

ツ
ミ
ス
」
と

あ

っ
て

「
シ

ス

ス
ル
」
に
続
く

「
ハ
ナ
シ
」
が
な
く
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
オ
ハ
ス
、　
マ
ヰ
ラ
ス
」
を
例
語
と
す
る

「第
十
六

下
」
に
対
応
す
る
巻
が
な
い
。
と
な
る
と
、
「大
平
本
活
用
抄
」
の
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
の
成
立
は

『活
用
言
の
冊
子
』
成
立
過

程
に
お
け
る
道
麿
生
前
中
の
こ
と
と
な
る
し
、
「
ハ
ナ
シ
」

は

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
後
の

書
入
れ
と
な
る

（↓
③
④
）
。
し
か
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

こ
れ
は
認
め
難
い
。
む
し
ろ
大
平
が
、
例
え
ば

「第
三
会
下
」
を
設
け

た
よ
う
に
大
平
自
身
の
考
え
で
整
理
し
て
多
音
節
語

「
キ

・
ク

・
ク
ル
」

活
用

（第
十
六
巻
）

の
次
に
同
じ
く
多
音
節
語
と
し
て
の

「
シ
・
ス

・
ス
ル
」

を
置
い
た
と
考
え
る
方
が
納
得
が
い
く
。

と
す
れ
ば
、

「
第
十
六
下
」

に
対
応
す
る
巻
が
な
い
こ
と
も

「第
廿
四

会
」
が
単
音
節
語
の

「
シ

ス

ス
ル
　
為
、
キ

ク

ク
ル
　
来
」
だ
け
の
巻
で
あ
る
こ
と
も
了
解
で
き
る
。

０
　
第
廿

〔三
〕
四
巻

（２
）
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改
め
て

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
第
廿

〔三
〕
四
巻
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
巻
に
は
多
く
の
書
入
れ
が
あ
る
。
表
紙

の

「為
　
シ

ス

ス
ル
」
に

「
廿
四
巻
」
、
「来
　
キ

ク

ク
ル
」
に

「廿
五
巻
　
仮
目
也
」
と
あ
る
。
本
文
の
活
用
型
表
示

「
キ
　
ク

ク
ル
」
に
は

「是

ハ
別
巻
ヲ
建
ベ
シ
　
第
十
六
巻
ノ
巻
首
に
置
ン
欺
」
と
も
あ
る
。
更
に

「
シ

ス

ス
ル
」
の
下
に
は

「
体
語
ヲ
ウ
ク

ル
シ
也
　
ソ
ハ
歌
ヨ
ミ
ス
　
物
忌
ス
　
或

ハ
欲
ス
な
ど
の
す
也
」
の
書
入
れ
も
あ
る
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「第
十
六
会
ノ
下
」
に
相
当
す
る
巻
は

『詞

つ
か
ひ
』
に
な
く
、
内
容
上
こ
の

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
が
対

応
し
、

こ
の
巻
は
ま
た

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
に
も
対
応
す
る
。
「第
十
六
会
ノ
下
」
に
相
当
す
る
巻
が

『
詞

つ
か
ひ
』

に
な
い
の
は

『活
用
言
の
冊
子
』

に
倣

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』

の
巻
々
が
成
立
し
て
い
っ
た
と
き
既
に

「第
十
六
会
ノ
下
」
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ

っ
て
、
「第
十
六
会

ノ
下
」
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
同
時

に

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
に

「
ヽ
ホ
リ
ス

ヽ
ナ
ミ
ス

亀
ク
ミ
ス

亀
ツ
ミ
ス
ノ
類
」
の
宣
長
書
入
が
既
に
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』

の
書
入

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
也
　
ソ
ハ
歌
ヨ
ミ
ス

物
忌
ス

或

ハ
欲
ス
な
ど
の
す
也
」
は
何
を
意
味
す
る
か
。

こ
の

書
入
れ
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
推
敲
加
筆
の
過
程
に
あ

っ
た

『活
用
言
の
冊
子
』
に
影
響
を
与
え
、
「第
十
六
会
ノ
下
」
の
抹
消
、
「第
十

六
下
」
の
挿
入
と
な
っ
た
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
う
断
ず
る
に
は
充
分
な
根
拠
を
探
し
得
な
い
。
こ
の
書
入
れ
は
関
係

す
る

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
宣
長
書
入

「
シ

ス

ス
ル
　

ハ
ナ
シ
」
∩
〔第
十
六
会

ノ
下
〕
し
、
「
ヽ
ホ
リ
ス

亀
ナ
ミ
ス

亀
ク
ミ
ス

ヽ
ツ
ミ
ス
ノ
類
」
翁
第
廿

〔五
〕
四
会
し

に
対
す
る
常
昭
の
理
論
的
確
認
の
言
で
あ

っ
た
と
す
る
の
が
穏
当

で
あ
る
。
単
音
節
語

「為
」
と
サ
変
複
合
動
詞
と
を
区
別
す
る
の
は
、
語
構
成
を

「首
＋
車
」
と
す
る
常
昭
の
活
用
語
論
か
ら
自
然
に
導
か
れ
る
こ
と
で

あ

っ
て
、
書
入

「体
語
を
ウ
ク
ル
シ
也
　
ソ
ハ
歌

ヨ
ミ
ス

物
忌
ス

或

ハ
欲
ス
な
ど
の
す
也
」
は

「
シ
・
ス
・
ス
ル
」
と
活
用
す
る
車

の

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
」
文
法
的
特
性
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
認
識
が
あ

っ
た
か
ら
、
単
音
節
語
と
多
音
節
語
と

の
区
別
を
納
得
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
単
音
節
語
と
多
音
節
語
の
別
は
あ

っ
て
も
そ
れ
を
同
じ
活
用
型
の
も
と
に

一
括
す
る
分
類
も
生
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ま
れ
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
「為
」
に
対
し
て

「廿
四
巻
」
、
「来
」
に
対
し
て

「廿
五
巻
　
仮
目
也
」
と
書
入
れ
、

さ
ら
に

「
来
」
に
対
し
て

「是

ハ
別
巻
ヲ
建
ベ
シ
　
第
十
六
巻
ノ
巻
首

二
置

ン
欺
」
と
書
入
れ
て
活
用
型
別
に
五
十
音
の
行
別
に
別
巻

と
す
る
考
え
も
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
書
入
れ
は
、
語
の
音
節
数
の
単

。
多
如
何
に
よ

っ
て
大
別
す
る
分
類
か
ら
活
用
型

を
第

一
に
優
先
す
る
分
類
に
移
る
、
そ
の
分
類
規
準
の
変
更
を
招
来
す
る
発
言
と
理
解
で
き
る
。

結
果
と
し
て
は
、

『
詞

つ
か
ひ
』

も

「為
」

と

「来
」

は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
巻
に
併
合
さ
れ
る
こ
と
も
別
巻
を
特
立
す
る
こ
と
も
な

か

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
末
尾
の
注
記
の
、

⑤
ｌ
　
所
語
は
し
ら
れ
と
い
ふ
を
皆
せ
ら
れ
と
い
ひ
て
し
ら
れ
と
い
へ
る
は
見
あ
た
ら
す
…

‥
俗
語
に
は
じ
ら
れ
と
い
ふ

雅
語
は

必
せ
ら
れ
と
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

２
　
令
語
も
せ
し
む
と
や
う
に
云
ご
と
く
所
語
も
せ
ら
れ

せ
ら
る
と
は
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
オ
）

３
　
利

ハ
不
膳

隅
庸
を
い
ふ
と
き
ｕ
に
よ
び
う

つ
せ
り

刺
は
司
に
呼
う

つ
し
て
司
司

司
到
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
（３
オ
）

な
ど
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
語
な
が
ら
他
の
同
活
用
の
語
と
異
な
る
点
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
未
然
形
が
共

に
他
の
語
と
異
な
る
形
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
は
初
め
、
多
音
節
語

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
最
終
巻

「第
廿
二
巻
」
に
続
く
単
音
節
語

「
イ

・
ウ

。
ウ

る
」
活
用
の
巻
と
し
て
成
立
し
、
の
ち
単
音
節
語
の
巻
々
が
隣
接
す
る
こ
と
に
な

っ
て
巻
序
数
の
訂
正
が
行
わ
れ
、
内
容
の
変
更
が

あ

っ
て
複
合
動
詞
を
含
む
サ
変
力
変
の
変
格
動
詞
の

一
巻
と
し
て
落
ち
着
い
た
。
こ
こ
に
は
、
も
は
や
単
音
節
語
と
多
音
節
語
を
三
分

す
る
分
類
規
準
が
崩
れ
活
用
型
の
類
同
を
優
先
し
て
、
こ
の
巻
が
他
の
多
く
の
多
音
節
語
の
分
類
に
倣

っ
て
サ
変
活
と
力
変
活
の
二
巻

に
分
離
特
立
す
る
こ
と
は
時
間
の
問
題
で
あ

っ
た
。

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
書
入
れ

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
也
」
は
又
、
「第
十
六
巻
の
下
」
を
多
音
節
語

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
巻
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と
し
て
特
立
す
る
こ
と
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
た
。

「第
十
六
巻
の
下
」

が

『活
用
言
の
冊
子
』

の

「第
十
六
下
」

に
倣
い
、　
そ
の

「第
十
六
下
」
が
、
「第
十
六
会
ノ
下
」
抹
消
の
後

「
『
オ
ハ
ス
』
『
マ
ヰ
ラ
ス
』
の
二
語
が
、
或
は

『
シ
』
『
ス
』
『
ス
ル
』
と
活
用
す
る

詞
で
は
な
い
か
と
の
疑
間
が
起

っ
た
」
（引
用
④
、
本
居
清
造
）
結
果
、
設
け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
常
昭
の
場
合
、
同
じ

「
シ
・
ス
・
ス
ル
」
活
用
な
が
ら

「
オ
ハ
ス
、
マ
ヰ
ラ
ス
」
の

一
巻

「第
十
六
巻
の
下
」
を
特
立

し
た
の
は
、
単
に

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
た
、
あ
る
い
は
単
に
語
の
音
節
数
の
単

・
多
の
違
い
に
依
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
巻
が

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
」
と
は
異
な
る
と
い
う
明
確
な
認
識
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

０
　
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』

『
詞
つ
か
ひ
』
。
『活
用
言
の
冊
子
』
・
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
三
本
の
対
照

（↓
Ｄ
）
に
よ
れ
ば
、
各
巻
各
会
の
有
り
様
に
よ
っ

て

『活
用
言
の
冊
子
』
が
初
め
に
あ
っ
て
次
に

『
詞
つ
か
ひ
』
。
「大
平
本
活
用
抄
」
が
位
置
し
、
『
詞
つ
か
ひ
』
と

「大
平
本
活
用
抄
」

と
は
直
接
的
な
影
響
関
係
は
な
い
。
「大
平
本
活
用
抄
」
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
抹
消
の

「第
廿
二
会
」
が
存
在
せ
ず
巻
序
数
に
も
訂

正
の
変
更
が
な
く
整
理
さ
れ
た
段
階
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
整
理
は
単
音
節
語

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の

「第
廿
三
会
」
に

「
ヰ

・
ウ

・
ウ
ル
」
活
用
の

「居
」
が
混
在
し
て
い
て
、
そ
の
諾
否
は
今
問
わ
な
い
と
し
て
も
そ
れ
な
ら

「第
廿
三
会
」
と

「第
廿
四

会
」
を

一
つ
に
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
、

『詞
つ
か
ひ
』

が

「
常
補
巻
」
を
挿
入

（↓
第
二
節
）

し
た
の
に
比
べ
て

『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら
離
れ
た
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、　
こ
の
段
階
で
は
既
に
サ
変
活
力
変
活
の
未
然
形
が
他
の

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」

活
用
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
連
用
形

・
終
止
形

・
連
体
形
で
活
用
型
を
定

め
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
論
理
性
を
欠
く
。

各
会
の
排
列
に
関
連
し
て
つ
い
て
一
言
付
け
加
え
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
系
統
に
属
す
る
諸
本
の
う
ち
、
『詞

つ
か
ひ
』
を
別
と
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す
れ
ば

「大
平
本
活
用
抄
」
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
近
い
。
「
凡
例
」
を
対
照
す
る
と

『
活
用
言
の
冊
子
』
は
、

⑥

一
、
仮
字
シ
リ
ガ
タ
キ
詞
、
心

ニ
モ
思
ヒ
定
メ
ガ
タ
キ
モ
、
ヤ
ム
事

エ
ズ
、
イ
サ
ヽ
力
心
ノ
ョ
ル
方
ヲ
、
シ
バ
ラ
ク
用
フ
、
ソ
ハ

ノ
リ
ト
ハ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、

一
、
合

ス
が
、
合
ス
″
万

ト
ャ
ウ
ニ
、
ニ
ヤ
ウ
ニ
イ

ハ
レ
テ
、
イ
ヅ
レ
ト
モ
定
メ
ガ
タ
キ
ァ
リ
、
凡
テ
令
ノ
意
ノ
詞

二
此
格
多

シ
、
又

ヽ
オ
ハ
ス

ヽ
オ
ハ
ス
ル
、

一
、
同
シ
詞
ヲ
、

コ
ヽ
ニ
モ
カ
シ
ヨ
ニ
モ
ア
グ
ル
事

ア
リ
、

ソ
ハ
自
他
ノ
意

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ハ
リ
、
又
自
他
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

イ
ク
ヤ
ウ
ニ
モ
ハ
タ
ラ
ク
詞
多
シ
、

コ
レ
ラ
、

ソ
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
、

コ
ヽ
ニ
モ
カ
シ
ヨ
ニ
モ
イ
ダ
ス
、

一
、
雅
言
力
俗
言
力
、
サ
タ
カ

ニ
ワ
カ
リ
カ
タ
キ
多
シ
、
ソ
ハ
大
低

ニ
ワ
カ
チ
オ
ク
、
又
俗
言

ハ
ナ
ホ
カ
キ
リ
ナ
ク
多
カ
ル
ヘ
ケ

レ
ド
、
モ
レ
タ
ル
コ
ト
バ
多
カ
ル
ベ
シ
、
国
々
ノ
方
言
ナ
ド
ハ
、

コ
ト
ニ
カ
ギ
リ
ナ
カ
ル
ベ
シ
、
サ
テ
俗
言
モ
、　
ハ
タ
ラ
キ

ハ

一誉
百
ノ
カ
ク
ヲ
以
テ
シ
ル
ス
、
タ
ト
ヘ
ハ
、
帯
ナ
ド
ヲ
ヽ
ク
ケ
ル
ト
云
ケ
ル
ハ
、
俗
言
ノ
カ
ク
也
、

コ
レ
ヲ
ク

ヽ
ト
シ
ル
シ
、

ヽ
タ
フ
ル
ヽ
ヲ

ヽ
コ
ケ
ル
ト
云
ケ
ル
モ
、
俗
言
ノ
格
也
、

コ
レ
ヲ

亀
コ
ク
ト
シ
ル
ス
類
ナ
リ
、

一
、
第
五
ノ
音

ハ
、

ス
ベ
テ
万
ノ
詞

二
活
用
ナ
シ
、
第
五
ノ
音

ニ
ハ
タ
ラ
カ
シ
言
フ
モ
ノ
ハ
、

コ
ト
´
ヽ
ク
転
訛
ノ
俗
言
ナ
リ
、

此
事
ナ
ホ
ベ
ツ
ニ
イ
フ
ベ
シ
、

一
、
ク
ル
、
ル
ヽ
ナ
ド
ヲ
、
ケ
ル
、
レ
ル
ト
云
タ
グ
ヒ
、
皆
俗
言
ノ
カ
ク
ナ
リ
、
タ
ト
ヘ
ハ
、
カ
ク
ル
ヲ
カ
ケ
ル
ト
云
ヒ
、
ナ
ガ

ル
ヽ
ヲ
ナ
ガ

レ
ル
ト
云
、
皆
此
例
ヲ
以
テ
シ
ル
ベ
シ
、

一
、
モ
レ
タ
ル
詞
、
猶
多
カ
ル
ベ
シ
、
思
ヒ
出
ル
マ
ヽ
二
、
追
々
書
加

フ
ベ
シ
、

一
、　
一
ノ
詞

ニ
テ
、
活
用
二
様
三
様
ナ
ル
多
シ
、
是

ハ
一
言

ニ
テ
モ
、
其
活
用
活
用
ノ
所

二
各
別

二
挙
、　
一
所
ヲ
見
テ
、
容
易

ニ

疑

フ
事
ナ
カ
レ
、
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で
、
「大
平
本
活
用
抄
」
は
、

⑦
Ｏ
仮
字
し
り
か
た
き
詞
、
心
に
も
思
ひ
定
か
た
き
も
、
や
む
事
え
す
、
い
さ
さ
か
心
の
よ
る
方
を
、
【
・
の
印
を
つ
く
】
し
は
ら

く
用
ふ
、
そ
は
の
り
と
は
す
へ
か
ら
す

○
合
す
・ムく

合
す
る
一ガ
と
や
う
に
、
二
や
う
に
い
は
れ
て
、
い
つ
れ
と
も
定
か
た
き
あ
り
、
凡
て
令
の
意
の
詞
に
此
格
多
し
、

○
雅
言
か
俗
言
か
、
さ
た
か
に
わ
か
り
か
た
き
多
し
、
そ
は
大
抵
に
わ
か
ち
お
く
、
又
俗
言
は
猶
限
り
な
く
多
か
る
へ
け
れ
と
、

も
れ
た
る
詞
多
か
る
べ
し
、
国
々
の
方
言
な
と
は
、
殊
に
限
り
な
か
る
へ
し
、
さ
て
俗
言
も
、
は
た
ら
き
は
雅
言
の
格
を
も
て
し

る
す
、
た
と
へ
は
、
帯
な
と
を

ヽ
く
け
る
と
い
ふ
け
る
は
、
俗
言
の
格
也
、
是
を
く
ゝ
と
し
る
し
、
ヽ
た
ふ
る
を

ヽ
こ
け
る
と

い
ふ
け
る
も
、
俗
言
の
格
也
、
是
を
こ
く
と
し
る
す
類
也

○
第
五
の
音
は
、
す
へ
て
よ
ろ
つ
の
詞
に
活
用
な
し
、
第
五
の
音
に
は
た
ら
か
し
い
ふ
も
の
は
、
悉
く
転
訛
の
俗
言
也
、
此
事
猶

別
に
い
ふ
へ
し

○
く
る
、
る
ゝ
な
と
を
、
け
る
、
れ
る
と
い
ふ
た
く
ひ
、
皆
俗
言
の
格
也
、
た
と
へ
は
、
ヽ
か
く
る
を

ヽ
か
け
る
と
い
ひ
、

ヽ
な
か
る
ゝ
を

な
か
れ
る
と
い
ふ
、
皆
此
例
を
も
て
し
る
へ
し

で
あ
る
。
両
者
の
著
し
い
相
違
は

「大
平
本
活
用
抄
」
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
第
二
項
、
活
用
と
自
他
の
関
係
を
述
べ
た

「同
シ
詞

ヲ
、
コ
ヽ
ニ
モ
カ
シ
コ
ニ
モ
ア
グ
ル
事
ア
リ
、
ソ
ハ
自
他
ノ
意

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ハ
リ
、
又
自
他
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
イ
ク
ヤ
ウ
ニ
モ

（‐２
）

ハ
タ
ラ
ク
詞
多
シ
、　
コ
レ
ラ
、　
ソ
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
、　
コ
ヽ
ニ
モ
カ
シ
コ
ニ
モ
イ
ダ
ス
、
」
を
欠
く
点
で
、
実
は
こ
れ
は
重
大
な

こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
除
け
ば
さ
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
。
同
じ
系
統
の
鈴
木
娘
補
訂
本

『活
語
活
用
格
』
、
岩
崎
文
庫
本

『御
国
詞

活
用
抄
』
で
は
、
「大
平
本
活
用
抄
」
の

「凡
例
」
（引
用
⑦
）
に
継
い
で

「腹
云
　
右
四
条
ハ
旧
稿
本
ノ
マ
ヽ
ナ
リ
　
今
数
条
ヲ
左
ニ

（‐３
）

補
フ
」
∩
活
語
活
用
格
」
に
よ
る
）
と
し
、
か
な
り
詳
し
い
総
論
と
い
っ
て
も
よ
い
七
条
を
加
え
る

（「活
語
活
用
格
」
と
岩
崎
文
庫
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本

「
御
国
詞
活
用
抄
」
は
殆
ど
同
じ
）
。
『
御
国
辞
活
用
鏡
』
に
こ
の
追
加
七
条
は
な
い
。

『
活
用
言
の
冊
子
』

に
近
い

「
大
平
本
活
用
抄
」

の
各
会
排
列
は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』

の
排
列
に
倣
い
な
が
ら
も

「
シ

・
ス

・
ス

ル
」
活
用
の
多
音
節
語
が

「第
十
六
会
下
」
に
、
単
音
節
語
が

「来
」
と
と
も
に

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の

「
第
廿
四
会
」
に
そ
れ

ぞ
れ
納
ま
る
。

そ
の
他
の

「御
国
詞
活
用
抄
」

は
、

「第
十
六
会
下
」

が

「第
十
七
会
」

と
変
更
に
な
り
、

以
下
巻
序
数
が
繰
り
下

が

っ
て

「第
二
十
八
会
」
が
最
終
巻
と
な
る

（鈴
木
腹
補
訂
本

「
活
語
活
用
格
」
、
岩
崎
文
庫
本

「御
国
詞
活
用
抄
し
。

〓
一　
各
巻

の
成
立

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
含
む

『
詞

つ
か
ひ
』
全
二
十
巻
は
如
何
な
る
順
序
で
成
立
し
、
ど
の
よ
う
に
巻
序
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
。

大
枠
が

『
活
用
言
の
冊
子
』

に
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
た
だ
従

っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
『詞

つ
か
ひ
』

の
か
な
り
多

く
の
巻
々
、
特
に
後
半
に

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
は
な
い
、
若
し
く
は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
巻
序
数
の
訂
正
な
ど
、
そ
れ
ら
の
巻

の
成
立
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
興
味
あ
る
形
跡
が
幾

つ
か
目
に
付
く
。

「
凡
例
の
第

一
巻
」
が
形
容
詞

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
の
二
巻
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
三
巻
が

『
詞

つ
か
ひ
』

執
筆
の
極
く
最
初
の
時
点
で
成

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
関
連
し
て

「
第
十
六
巻
」
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
述

べ
る

（↓
第
二
章
第
二
節
二
～
四
）
。
こ
こ
で
は
単
音
節
語
の

「
第
廿
三
巻
、
第
廿

〔三
〕
四
巻
、
廿
五
の
巻
」
三
巻
を
中
心
に
そ
れ
と
関
係

す
る
幾

つ
か
の
巻
が
対
象
と
な
る
。

今
、
対
象
と
な
る
の
は
次
の
ｏ
を
付
し
た
巻
々
で
あ
る

（傍
線
は
原
文
に
付
さ
れ
て
い
る
と
お
り
。

（　
　
）
内
は
表
紙
の
貼
紙
に

よ
る
活
用
型
の
名
目
と
巻
序
数
。

ｏ
は
渡
辺
）
。

第
十
五
巻

（左
輪
　
第
十
五
）
　

　

第
十
六
巻

（牛
輪
　
第
十
六
）
　

　

ｏ
第
十
六
巻
の
下

（牛
語
　
第
十
七
）



第一節 『詞つかひ』の構成と成立

第
十
七
巻

（牛
語
　
第
十
八
）
　

　

十
八
の
巻

（牛
語
　
第
十
九
）
　

　

第
十
九
巻

（牛
語
　
第
二
十
）

第
廿
巻

（牛
語
　
第
二
十

一
）
　

　

第
廿

一
巻

（牛
語
　
第
二
十
二
）
　

　

第
廿
二
巻

（牛
語
　
第
二
十
三
）

ｏ
常
補
巻

（就
語
　
第
二
十
四
）
　

　

第
廿
三
巻

（轄
語
　
第
二
十
五
）
　

　

ｏ
第
廿

〔三
〕
四
巻

（轄
語
　
第
廿
六
）

廿
五
の
巻

（轍
語
　
第
二
十

〔六
〕
七
）
　

　

第
廿
六
巻

（輻
語
　
第
二
十

〔七
〕
八
）

第
廿
七
巻

（穀
語
　
第
二
十

〔八
〕
九
）

０
　
「第
十
六
巻
の
下
」

以
降
に
巻
序
数
の
右
傍
に
墨
線
を
引
く
巻
が
あ
る
。
傍
ら
に
墨
線
を
引
く
場
合
、
普
通
そ
れ
は
抹
消
の
意

か
、
確
認
の
意
か
で
あ
る
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」
か
ら

「第
十
六
巻
」
ま
で
墨
線
を
引
く
こ
と
が
な
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
巻
々
が
墨
線

を
引
く
か
否
か
が
問
題
と
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『詞

つ
か
ひ
』
執
筆
の
初
期
の
段
階
で
成
立
し
た
形
容
詞
の

「第
廿
六
巻
」

「第
廿
七
巻
」

も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『活
用
言
の
冊
子
』

に
倣

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』

の
巻
々
が
書
写
成
立
し
て

い
っ
た
と
き
、
両
者
の
関
係
に
お
い
て
、
又
そ
の
内
容
に
お
い
て
右
の
巻
々
は
問
題
の
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
「第
十
六
巻
の
下
」

に

至

っ
た
と
き
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
簡
単
に
問
題
な
し
と
済
ま
す
こ
と
の
出
来
な
い
巻
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
検
討
を
加
え
推
敲
を
重
ね
た

結
果
、
こ
れ
で
よ
し
と
し
て
確
認
完
了
の
意
味
で
付
し
た
の
が
巻
序
数
右
傍
の
墨
線
で
な
か

っ
た
か
。
墨
線
の
存
在
を
こ
の
よ
う
に
解

す
る
と
、
最
後
ま
で
問
題
の
あ
る
巻
と
し
て
残

っ
た
の
が
墨
線
の
な
い

「常
補
巻
」
と

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
二
巻
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

Ｕ
　
「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
訂
正
が
、
直
前
に

「第
廿
三
巻
」
挿
入
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

（↓
二
〇
０
）
。

ｕ
　
全
巻
の
表
紙
の
左
下
に
貼
紙
に
よ
っ
て
同
じ
活
用
型
を

一
括
す
る
名
日
と
通
し
番
号
が
付
く
。
こ
の
通
し
番
号
は
全
巻
成
立
の

最
終
段
階
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

「常
補
巻
」
挿
入
後
に
活
用
型
別
の
名
目
と
通
し
番
号
が
記
さ
れ
た
小
紙
片
が
各
巻
表
紙
に
貼
付
さ
れ

改
め
て
整
序
さ
れ
た
巻
序
数
で
あ
る
。
「廿
五
の
巻
、
第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
三
巻
に
は
そ
の
巻
序
数
に
訂
正
が
あ

っ
て
、
こ
の
訂
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正
は
こ
の
三
巻
が

「第
廿
三
巻

（貼
紙
上
の
通
し
番
号
、
第
二
十
五
と

に
直
接
後
続
す
る
巻
々
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
貼
紙

に
よ
る
通
し
番
号
が
施
さ
れ
た
と
き
、
「第
廿

〔三
〕

四
巻
」

は
除
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
な
る
書
き
忘
れ
ミ
ス
に
よ

る
訂
正
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｕ
　
巻
序
数
の
数
字
表
記
に
は

「十
」
「廿
」
を
用
い
、
貼
紙
上
の
通
し
番
号
に
は

「十
」
「
一十
」
を
使
う
。
そ
の
貼
紙
上
の
巻
序

数
の
う
ち

「
第
廿

〔三
〕
四
巻
」
だ
け
が

「廿
」
を
用
い
て

「第
廿
六
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
は
貼
紙
巻
序
数
記
入
の
時
期
の
違
い
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
０
～
０
に
常
に
関
わ
る

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
巻
で
あ

っ
た
。
初
め
単
音
節
語

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の

一
巻
と
し
て
成
り
、

や
が
て
多
音
節
語

（
サ
変
複
合
動
詞
）
を
含
む
巻
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
力
変
活
と

サ
変
活
と
を
そ
れ
ぞ
れ
他
の
同
活
用

（「
イ

・
ウ

・
ウ
ル
」
活
用
）

の
巻
に
合
併
す
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
巻
と
し
て
特
立
さ
せ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
最
終
段
階
で
は

「
シ

・
ス

・
ス
ル
」
活
用
、
或
い
は

「
キ

・
ク

・
ク
ル
」
活
用
と
し
て
も
変
格
活
用
の

特
殊
性

（未
然
形
の
違
い
）
に
も
気
付
き
、
そ
の
扱
い
は
大
い
に
検
討
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
頃
、
各
巻
表
紙
に
小
紙
片
が
貼
ら
れ
改
め
て
通
し
番
号

（巻
序
数
）
が
記
入
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の

一
時
期
、
あ
る
い
は
こ

の

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
を
解
消
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
れ
は
充
分
に
有
り
得
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

結
局
、
現
在
の
形
で
落
ち
着
き
、
貼
紙
上
の
巻
序
数
に
唯

一
「
廿
」
を
使
う

「第
廿
六
」
が
記
入
貼
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
最

も
長
く
推
敲
検
討
さ
れ
内
容
の
決
し
難
か

っ
た
の
は

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
で
あ

っ
た

（↓
三
０
）
。

「常
補
巻
」

に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
が
、

こ
の
常
補
巻
も

「
イ

。
イ
る
」
活
用
の

「廿
五
の
巻
」
及
び
ク
活
用
形
容
詞
の

「
第
廿

六
巻
」
、
さ
ら
に
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
及
び
抹
消
の
巻

「第
廿
二
会
」
な
ど
が
関
わ

っ
て
、
そ
の
成
立
の

過
程
は
極
め
て
複
雑
で
、
成
立
は
か
な
り
後
、
『
詞

つ
か
ひ
』
全
巻
の
巻
序
整
理
が
最
終
段
階
に
至

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
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〔注
〕

１
　
補
筆
者
芝
原
春
房
自
身
の
こ
と
。

２
　
『活
用
言
の
冊
子
』
の

「第
六
会
」
末
尾
に
ラ
変
活
用
語
を

一
括
列
挙
し

「此
類
ハ
オ
ナ
ジ
ラ
リ
ル
レ
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ナ
ガ
ラ
リ
ト
ス
ワ
ル
コ

ト
バ
ナ
ル
ユ
エ
ニ
ベ
ツ
ニ
コ
ヽ
二
出
セ
リ
」
と
注
す
る
。

３
　
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
。
翻
刻
、
『宣
長
全
集
』
別
巻

一
。

４
　
『文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
　
鈴
木
腹
学
会
。

５
　
注
４
。

６
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

７
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
大
野
晋

「翻
刻
」
の
凡
例
に
よ
る
。

８
　
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
。

９
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
「翻
刻
」
に
よ
る
。

１０
　
『宣
長
全
集
』
別
巻

一
、
「翻
刻
」
に
よ
る
。

１１
　
渡
辺
英
二

『春
庭
の
語
学
研
究
―
日
本
近
世
文
法
研
究
史
―
』

（平
成
七
年
二
月
　
和
泉
書
院
）

に
お
い
て
述
べ
た
活
用
と
自
他
の
関
わ
り

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

‐２
　
「大
平
本
活
用
抄
」
は
、
活
用
が
自
他
と
深
く
関
わ
る
と
す
る
宣
長
の
真
意
を
お
そ
ら
く
理
解
し
て
い
な
い
。
↓
注
１１
。

‐３
　
第
二
章
第
二
節
三
０
に

一
部
を
挙
げ
る
。

○
第

一
節
は
、
主
と
し
て

「『
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『
詞
つ
か
ひ
ヒ

（『野
田
教
授
退
官
記
念
　
日
本
文
学
新
見

・
研
究
と
資
料
』
昭
和
五
十

一
年
二
月
　
笠
間
書
院
）
に
加
筆
訂
正
し
書
き
換
え
た
。
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塞

一節

「
常
補
巻
」
後
期
挿
入

一　
異
巻
同
名
の
問
題

『詞

つ
か
ひ
』
全
二
十
巻
中
、
冒
頭
の

一
巻

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
除
く
二
十
九
巻
の
各
表
紙
の
題
号
の
左
に
小
紙
片
が
貼
ら
れ
、

そ
れ
に
牛
車
に
関
す
る
活
用
型
の
名
目
と
通
し
番
号

（巻
序
数
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
節
に
述
べ
た
が
、
い
ま
改
め
て

簡
単
に
列
挙
す
る
。

巻
序
数

（第

一
節
三
に
述
べ
た
傍
線
を
付
す
）
・
貼
紙
上
の
活
用
型
に
与
え
ら
れ
た
車
に
関
す
る
名
目

。
貼
紙
上

の
巻
序
数

。
各
巻
表
紙
左
上
活
用
型
の
傍
ら
に
書
か
れ
る
名
目
の
順
に
列
記
す
る

（下
段
の

［　
　
］
内
は
春
房
書
入
の
活
用
型
名
目
。

（　
　
）
内
は
渡
辺
）
。

○
巻
序
数

・
活
用
型
名
目

第
壱
の
巻
　

　

　

　

右
輪
　
第

一　
　
　
　
　
　
左

第
二
の
巻
　
　
　
　
　
右
輪
　
第
二
　

　

　

　

　

（な
し
）

第
二
巻
　
　
　
　
　
　
右
輪
　
第
三
　
　
　
　
　
　
左

第
四
ノ
巻
　
　
　
　
　
右
輪
　
第
四
　
　
　
　
　
　
左

第
五
巻
　
　
　
　
　
　
右
輪
　
第
五
　
　
　
　
　
　
（な
し
）

第
六
の
巻
　
　
　
　
　
右
輪
　
第
六
　
　
　
　
　
　
左

七
の
巻
　
　
　
　
　
　
左
輪
　
第
七
　
　
　
　
　
　
（な
し
）



第
八
の
巻

第
九
の
巻

第
十
巻

十

一
の
ま
き

第
十

〔四
〕
弐
巻

第
十
三
巻

十
四
の
巻

第
十
五
巻

第
十
六
巻

第
十
六
巻
の
下

第
十
七
巻

十
八
の
巻

第
十
九
巻

第
廿
巻

第
廿

一
巻

第
廿
二
巻

常
補
巻

第
廿
三
巻

61  第二節 「常補巻J後期挿入

憤 T憤 憤 憤 憤 憤 憤 慣 憤 憤 憤 TT憤 憤 憤 llF

し                              し  し

左
輪
　
第
八

左
輪
　
第
九

左
輪
　
第
十

左
輪
　
第
十

一

左
輪
　
第
十
二

左
輪
　
第
十
三

左
輪
　
第
十
四

左
輪
　
第
十
五

牛
語
　
第
十
六

牛
語
　
第
十
七

牛
語
　
第
十
八

牛
語
　
第
十
九

牛
語
　
第
二
十

牛
語
　
第
二
十

一

牛
語
　
第
二
十
二

牛
語
　
第
二
十
三

戟
語
　
第
二
十
四

轄
語
　
第
二
十
五

［轟
木
五
ｍ
］

（
な

し

）

（
な

し

）

（
な

し

）

（
な

し

）

（
な

し

）

（
な

し

）

（
な

し

）

［縞
抑
五
中］

［穀
］



第二章 『詞つかひ』の成立

第
廿

〔三
〕
四
巻
　
　
轄
語
　
第
廿
六
　
　
　
　
　
憤

廿
五
の
巻
　
　
　
　
　
轍
語
　
第
二
十

〔六
〕
七
　
憤

第
廿
六
巻
　
　
　
　
　
輻
語
　
第
二
十

〔七
〕
八
　
（な
し
）

第
廿
七
巻
　
　
　
　
　
穀
語
　
第
二
十

〔八
〕
九
　
（な
し
）

貼
紙
上
の
通
し
番
号
は
後
半

「
第
十
六
巻
の
下
」
以
降
、
当
初
の
巻
序
数
と
異
な
る
。
こ
れ
は
、
述
べ
た
よ
う
に
全
三
十
巻
の
巻
序

が

一
応
整

っ
た
後
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
同
じ
貼
紙
上
の
活
用
型
別
名
目
も
同
様
で
あ
る
。

貼
紙
上
の
名
目
は
動
詞
が
七
種
、
形
容
詞
が
二
種
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
幾

つ
か
の
巻
の
表
紙
右
上
隅
に
同
様
の
活
用
型
別
名
目
が
芝

原
春
房
に
よ

っ
て
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
牛
語
の
初
巻

「第
十
六
巻
」
に

「乗
語
」
翁
廿
三
巻
」
ま
で
）
、
戟
語
の
巻

「常
補
巻
」
に

「輻
語
」
、
轄
語
の
巻

「第
廿
三
巻
」
に

「穀
」
を
書
く
。
こ
の
三
巻
は
同
じ
活
用
型
に
対
し
て
常
昭
及
び
春
房
に
よ

っ
て
異
な
る
二
つ

の
名
目
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

春
房
の
名
目
の
規
定
と
し
て

「乗
語
」
に
、

①
春
云

此
巻
よ
り
廿
三
巻
ま
で
乗
語
也

右
輪
左
輪
の
旋
ざ
ま
に
か
は
り
て
又

一
つ
の
旋
也
　
　
（第
十
六
巻
表
紙
　
付
箋
書
入
）

「穀
」
に
、

②
衣
緯
に
発
り
て
宇
緯
に
転
り
又
る
も
じ
そ
は
る
ハ
全
く
左
輪
に
ひ
と
し
け
れ
ど
も
是

ハ
語
の
首
う
つ
る
故
に
穀
と
名

つ
く

（第
廿
三
巻
表
紙
　
付
箋
書
入
）

が
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
養
房
の
名
目

「輻
語
」
に
は
そ
れ
が
な
い
。

同
様
の
規
定
は
右
輪
の

「
第
壱
の
巻
」
に
、

③
伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の
を
右
輪
語
と
い
ふ

七
の
巻
ま
で
皆
し
か
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
壱
の
巻
表
紙
　
書
入
）



第二節 「常補巻J後期挿入

同
じ
く
右
輪
の

「第
二
の
巻
」
に
、

④
春
云

伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の
を
右
輪
語
と
い
ふ

七
巻
ま
で
皆
右
輪
語
也
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
の
巻
表
紙
　
書
入
）

左
輪
の

「
七
の
巻
」
に
、

⑤
此
巻
左
輪
の
首
巻
也

十
五
巻
ま
で
左
輪
也

衣
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
旋
り
る
の
詞
そ
ふ
　
　
　
　
　
　
（七
の
巻
表
紙
　
書
入
）

と
あ
る
。

右
の
春
房
書
入
が
何
時
の
段
階
で
行
わ
れ
た
か
。
「乗
語
」
規
定
中
の

「此
巻
よ
り
廿
三
巻
ま
で
」
を

「巻
序
数

・
活
用
型
名
目
」

一
覧
に

「第
十
六
巻

（貼
紙
、
牛
語

第
十
六
）
～
第
廿
二
巻

（貼
紙
、
牛
語

第
二
十
三
こ

と
し
た
が
、
こ
の

「廿
三
」
が

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
巻
序
数
訂
正
前
の

「第
廿
三
巻
」
の
こ
と
か
、
貼
紙
上
の

「第
二
十
三
」
を
指
す
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
そ
の
解
答
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
前
者
と
す
る
と

「現
第
廿
三
巻
」
は
ま
だ
位
置
が
定
ま
ら
ず

「常
補
巻
」
も
ま
だ
挿
入

さ
れ
て
い
な
い
段
階
の
こ
と
と
な
る
し
、
後
者
と
す
る
と

「現
第
廿
三
巻
」
が
現
在
の
位
置
に
定
ま
り

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
巻
序

数
も
訂
正
さ
れ

「常
補
巻
」
も
挿
入
さ
れ
小
紙
片
を
貼

っ
て
通
し
巻
序
数
を
記
し
た
後
の

『詞
つ
か
ひ
』
成
立
過
程
に
お
け
る
最
終
段

階
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
再
び
述
べ
る

（↓
三
０
）
。

鈴
木
膿

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
」
の
宣
長
添
書
の
、

⑥
ア
ノ
ノ
津

二
柴
田
四
郎

ヱ
門
常
昭
卜
云
シ
男
ア
リ
鈴
屋
門
人
也
甚
才
子
ニ
テ
物
ヲ
ヨ
ク
考
ル
男
ナ
リ
キ
ハ
ヤ
ク
古
人
ニ
ナ
レ
リ
此

男
ノ
思
ヒ
ツ
キ
ニ
テ
活
語
ノ
事
ヲ
考
ヘ
テ
詞
ノ
小
車
卜
名
ケ
テ
予
ガ
許

ヘ
モ
タ
ビ
タ
ビ
見
セ
テ
殊
ノ
外
ク
ハ
シ
キ
事
ナ
リ
シ
ニ
惜

哉
惜
哉
物
故
セ
リ
其
書
イ
マ
ダ
落
成
セ
ズ
コ
レ
ニ
依
テ
同
邑
二
芝
原
六
郎
ヱ
門
春
房
卜
云
男
ソ
ノ
詞
ノ
小
車
ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
考
ヘ

（２
）

成
サ
ン
ト
テ
今
最
中
考

へ
居
ル
也
此
両
人
共
二
云
ク
サ
テ
サ
テ
ム
ツ
カ
シ
キ
物
ニ
テ
尽
シ
ガ
タ
キ
モ
ノ
也
卜
云
り
　
（八
二
ぺ
）

に
よ
れ
ば
、
春
房
の
活
用
型
名
目
は
常
昭
没
後
に
そ
の
研
究
を
継
い
だ
後
の
書
入
れ
と
な
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
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と
す
る
と
、
常
昭
の
与
え
た
名
目
が
既
に
あ
る
の
に
何
故
そ
れ
と
異
な
る
名
目
を
書
き
込
ん
だ
か
が
問
題
と
な
る
。
活
用
型
に
対
す

る
規
定
は
、
常
昭
没
後
、
春
房
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
何
の
不
審
も
な
い
が
、
同

一
活
用
型
に
対
し
て
異
な
る
二
つ
の
名
目

が
存
在
す
る
こ
と
は
何
と
も
理
解
し
難
い
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
六
巻
～
第
廿
二
巻

（多
音
節
語

「
イ

ウ

ウ
る
」
活
用
）
　

常
昭

「牛
五
巴

―
―
春
房
書
入

「乗
〓
躍

常
補
巻

（単
音
節
語

「
イ

ウ
」
活
用
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
昭

「戟
〓
巴

―
―
春
房
書
入

「輻
語
」

第
廿
三
巻

（単
音
節
語

「
エ

ウ

ウ
る
」
活
用
）
　
　
　
　
　
　
常
昭

「轄
〓
巴

―
―
春
房
書
入

「穀
」

右
の
う
ち
、
「
牛
語
」
に
対
し
て

「乗
語
」
と
し
た
の
は
単
な
る
春
房
の
変
更
案
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
も
出
来
る
。
「右
輪
語
」
↓

「
左
輪
語
」
と
し
て
次
に
位
置
す
る
活
用
型
の
名
目
に

「
牛
語
」
「乗
語
」
の
い
ず
れ
を
適
当
と
す
る
か
、
こ
れ
は
も
う
見
解
の
相
違
と

い
う
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
付
度
す
れ
ば

『
詞

つ
か
ひ
』
が

「
牛
車
」
に
関
わ
っ
て
名
目
と
し
た
用
語
に
お
い
て

「車
」
に

関
わ
る

「
右
輪
」
「左
輪
」
に
よ
り
近
い
の
は

「牛
」

で
は
な
く

「乗
」
だ
と
春
房
は
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と

は
今
さ
ほ
ど
問
題
と
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

問
題
は
他
の
二

つ
が
既
に
常
昭
に
よ

っ
て
他
の
巻
に
使
わ
れ
て
い
る
名
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「常
補
巻
」

春
房
書
入
の

「輻
語
」
は
ク
活
用
形
容
詞

「
第
廿
六
巻
」
に
常
昭
の

「
輻
語
」
が
存
在
し
、
「第
廿
三
巻
」
春
房
書
入
の

「穀
」
は
シ
ク
活
用
形
容
詞

「第
廿
七
巻
」

に
常
昭
の

「穀
語
」
が
存
在
す
る
。
同

一
名
目
が
常
昭
、
春
房
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
巻
に
使
わ
れ
、
し
か
も
そ
の

一
方
の
巻
が
と
も
に
形
容
詞
の
巻
で
あ
る
と
な
る
と
、
単
な
る
名
目
変
更
と
は
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
な
い
何
か
が
あ
る
と
思
い
た
く
な

る
。
春
房
は
何
故
、
既
に
常
昭
が
使
用
し
た
名
目
を
敢
え
て
別
の
巻
に
使

っ
た
の
か
。
関
係
分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

常
昭

「
輻
語
」
（
ク
活
用
形
容
詞

第
廿
六
巻
）
　

―
―
　
春
房

「輻
語
」
（単
音
節
語

「
イ

ウ
」
活
用

常
補
巻
）

常
昭

「
穀
語
」
（
シ
ク
活
用
形
容
詞

第
廿
七
巻
）
―
―
　
春
房

「穀
」
（単
音
節
語

「
エ

ウ

ウ
る
」
活
用

第
廿
三
巻
）
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こ
の
同

一
の
名
目
が
異
な
る
巻
に
使
わ
れ
た
り
同

一
の
巻
に
異
な
る
名
目
が
使
わ
れ
た
り
す
る
巻
々
が
、

「常
補
巻
」

後
期
挿
入
の

問
題
と
関
連
し
て
問
題
と
な
る
。

な
お
、
こ
の
項
の
冒
頭
、
「巻
序
数

・
活
用
型
名
目
」

一
覧
の
下
段

「左
」
と

「慣

（憤
と

に
つ
い
て
言
う
と
、
左
と
慣

（憤
）
は

活
用
型
を
二
分
す
る
名
目
で
、
「
左
」
は

「左
輪

（語
と

と
は
違

っ
て
、
い
わ
ゆ
る

「
母
音
活
用
」
（無
靡
）
、
「憤

（慣
と

は

「
る
れ

活
用
」

（有
靡
）
を
い
う
。
常
昭
に
動
詞
活
用
を
二
分
す
る
無
靡

。
有
靡
対
立
の
考
え
が
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、　
こ
れ

が

『
あ
ゆ
ひ
抄
』
の
流
れ
を
汲
む
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
が
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で

再
び
述
べ
る

（↓
第
二
章
第
二
節
五
）
。

一
一

「
常
補
巻
」

の
成
立

０
　
「
第
廿
六
巻
」
表
紙
書
入

「
輻
語
」
を
巡
る
異
巻
同
名
の
問
題
は

「常
補
巻
」

の
成
立
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。
「常
補
巻
」
は

「沃

【
イ

ウ
】

乾

【
ヒ

フ
】

居

【
ヰ

ウ
ピ

の
三
語
を
例
語
と
す
る
単
音
節
語

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
、
表
紙

一
枚
の
巻
で
あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
対
す

る
巻
は

「
ヒ
キ
ウ
　
率
」

一
語
を
例
語
と
す
る
多
音
節
語

「
ヰ

・
ウ

・
ウ
ル
」
活
用
の

「第
廿
三
会
」
で
、
こ
れ
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

「常
補
巻
」

の
名
目
が

『活
用
言
の
冊
子
』

に
な
い
巻
を
常
昭
が
新
た
に
補

っ
た
巻
と
い
う
意
味
だ
と
す
る
と
名
目
か
ら
も
活
用
型
か

ら
も
確
か
に

「常
補
巻
」
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
た
巻
で
は
な
い
が
、
『活
用
言
の
冊
子
』
「第
廿

〔六
〕
〈
五
〉
会
」
に
田
中

道
麿
書
入

。
抹
消
の

「乾
」
「居
」
が
あ

っ
て
、
そ
れ
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る

（↓
０
）
。

形
容
詞

（
ク
活
用
）
の

「第
廿
六
巻
」
の
表
紙
に
は
動
詞
に
関
す
る
多
く
の
書
入
れ
が
あ
る
。

⑦
（イ
）
万
葉
十
八
ノ
廿
丁
　
末
為
之
和
我
世
乎
　
マ
ヰ
　
マ
ウ
ト
云
詞
也
　
コ
レ
又

一
巻
ノ
語
ト
ス
ベ
シ
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（
口
）
廿
ノ
十

一
丁
　
安ァ
ネＬレ
婆′、
麻マ
為ヰ
許コ
牟ム

参
　
来

（
ハ
）
廿

ノ
廿
二
丁
　
麻
為
三
根
麻
之
乎

↑
こ
居
　
発
　
此
又
一巻
ト
ス
ベ
キ
か

（ホ
）率
モ　
」
書
舛
　
ナ
ル
ベ
シ　
（朱
筆
）

（
へ
）
沃
　
書
紀
皇
極
十
八
丁
　
流

漉

淵
フ身

．

な
ど
で
あ
る
。

常
昭
の
文
法
論
で
は
ク
活
用
形
容
詞
は

「
し

。
く

。
き
」
で
示
さ
れ
る
が
、
形
容
詞
の
い
わ
ゆ
る
終
止
形
語
尾

「―
―
し
」
は
陳
述

の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
、
車
の
足
掻
い
た
活
用
形
の

一
つ
で
は
な
い

（↓
第
二
章
第
四
節
二
）
。
連
用

・
終
止

・
連
体
の
三
活
用
形

で
活
用
現
象
を
考
え
る
常
昭
に
と

っ
て
形
容
詞
の
活
用
は

「
キ

（イ
韻
、
連
体
形
）
、
ク

（
ウ
韻
、
連
用
形
と

と
語
形
変
化
し
、

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語
と
な
り
、
右
輪
語
の
活
用
と
同
じ
で

「
居
、
沃
」
な
ど
の
活
用
型
と
も
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
カ

行
四
段
活

「第
壱
の
巻
」
に

「
か
な
し
き
　
か
な
し
く
」
（春
房
書
入
。
証
例

「廿
ノ
三
十
三
丁

可
奈
之
久
波
し

が
あ
り
、
上
欄
に

「常
云
　
梅
か
え
十
六
丁
オ

な
ご
う
な

つ
か
し
き

ナ
ゴ
ク
ナ
ル
ベ
シ
」
「
同
　
真
木
柱
廿
六
丁

な
め
く

な
め
き
」
「宣
命

不
従
奈
売

久
在
牟
人

【
乎
方
ピ

が
あ
る

（↓
第
四
章
第
二
節

一
②
）
。

右
輪
語

・
左
輪
語

。
牛
語
の
成
立
後
、
単
音
節
語
の
巻
々

（第
廿
三
巻
～
廿
五
の
巻
）
を
執
筆
し
て
い
る
頃
、
「
イ

・
ウ
」
活
用
語

の
用
例
の
幾

つ
か
に
気
付
き
、
既
に
成
立
し
て
い
た
形
容
詞
の

「第
廿
六
巻
」
の
表
紙
に
、
そ
れ
が
同
じ

「
イ

。
ウ
」
活
用
の
巻
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
書
入
れ
て
お
い
た
の
が
引
用
⑦
の
書
入
れ
で
な
か

っ
た
か
。　
し
か
し
共
通
の
語
形
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、

「―
し
」

の
語
形
を
も
た
ぬ

「
居
、
沃
」
な
ど
は
明
ら
か
に
形
容
詞
と
は
違
う
。
連
用
形
の
語
形
と
連
体
形
の
語
形
と
が
形
容
詞
と
は
逆
で
あ
る

こ
と
に
も
気
付
い
た
に
違
い
な
い
。
両
者
は
区
別
を
要
し
、
「
イ

・
ウ
」
活
用
と
し
て
の

「
沃
、
乾
、
居
」
を
例
語
と
す
る

一
巻
が
成
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立
し
て
、
そ
れ
が

「
常
補
巻
」

で
あ
る
。
そ
し
て

「常
補
巻
」

に
春
房
書
入

「輻
語
」
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
輻
語
の
巻

「
第
廿
六

巻
」
と
活
用
型
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
共
通
性
の
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
「
常
補
巻
」
と
廿
五
の
巻

「
常
補
巻
」
の
例
語
三
語
の
う
ち

「乾
、
居
」
は

「廿
五
の
巻
」
に
も
載
る
。
当
然
、
「
イ

・
イ
る
」
活
用
の
語
と
し
て
で
あ
る
。
こ

の
巻
に
は
、

③
源
氏
真
木
柱
ノ
巻

【
十
五
丁
オ
】
ひ
と
り
を
取
よ
せ
て
殿
の
う
し
ろ
に
よ
り
て
さ
と
い
か
け
給
ふ
ほ
ど
云
々
と
あ
る
細
流
ノ
注
に

沃
懸
ト
ア
リ

此
ノ
沃
も
今
此
巻
の
詞
な
る
か

さ
ら
ば
沃

【
イ

イ
ル
】
卜
云
ベ
シ

活
■
ア
ハ
ウ
ト
モ
い
ふ
べ
し

居
を
ウ
と
い
ふ

例
に
同
じ

【
居
ヲ
ウ
ト
云
フ
ハ
日
本
紀

二
急
居
ヲ
ツ
キ
ウ
ト
ョ
メ
リ
】
…
…
沃

居
は
う
と
通
ふ
処
別
チ
ナ
レ
バ
此
部
ノ
詞
に
は

あ
ら
ぬ
に
や

猶
よ
く
考
ふ
べ
し

但
シ

千
ヲ
フ
ト
云
シ
例

ハ
日
本
紀

ニ
イ
チ
フ
カ
ヤ
ト
云
フ
ニ
乾
ト
カ
ケ
リ

コ
レ
ハ
上

二
云
ル

沃
居
ヲ
ウ
ト
モ
云
ル
例

二
同
ジ
ク
聞
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
オ
～
２
ウ
）

が
あ

っ
て
、
結
局

「沃
、
居
」
は

「
う
と
通
」
い
、
「乾
」
は

「
フ
」
と
言
う
こ
と
が
あ

っ
て
活
用
が

「
別
チ
ナ
レ
バ
此
部
ノ
詞
に
は

あ
ら
ぬ
」
と
し
て
、　
一
方
で
は

「
イ

。
イ
る
」
活
用
の
語
と
し
て
こ
の

「廿
五
の
巻
」
に
収
め
、
他
方
で
は

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語
と

し
て
新
た
に

「
常
補
巻
」
を
設
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
い

い
る

（沃
と

は

「廿
五
の
巻
」
欄
外
に

「沃

【
イ

イ
ル
ピ

と
書
入
れ
、
貼
紙
を
も

っ
て
抹
消
す
る
。
同
巻
末
尾
の
注
記
解

説
に
も

「沃

【
イ

イ
ル
】
卜
云
ベ
シ

活
ｉ
ア
ハ
ウ
ト
モ
い
ふ
べ
し
」
と
あ
る
し

（⑧
）
、
「第
廿
三
巻
」
表
紙
に
、

⑨
常
追

沃
モ
此
部
欺

引

引

ノレ‐
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ

引

引
卜
云
ベ
キ
欺

万
葉
沃
チ
フ
如
ク
ノ
例
ア
リ

の
書
入
れ
も
あ
る
。

単
音
節
語

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」

活
用
の

「第
廿
三
巻
」

に
こ
の
書
入
れ
が
あ
る
の
は
解
せ
な
い
が
、

「沃
」

が
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「
イ

ｏ
イ
る
」
活
用
か

「
イ

・
ウ
」
活
用
か
、
か
な
り
迷

っ
た
形
跡
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「常
補
巻
」
は
、
活
用
型
の
類
似
に
よ
っ

て

「
第
廿
六
巻
」
か
ら
、
直
接
的
に
は
例
語
の
活
用
の
相
違
に
よ

っ
て

「廿
五
の
巻
」
か
ら
生
成
独
立
し
た
巻
で
あ
る
。

右
の
語

「乾
、
居
」
が
活
用
型
を
異
に
し
て
二
つ
の
巻
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
に
な
い
語
、
正
し
く
は
書

入
抹
消
の
語

（↓
０
）
を
も

っ
て
活
用
型
の

一
巻

「常
補
巻
」
を
設
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
「
イ

・
イ
る
」
活
用
は
上
代
中
古
の

多
く
の
用
例
に
拠
り
、

「
イ

・
ウ
」
活
用
は
僅
少
な
が
ら
上
代
の
用
例
を
無
視
で
き
な
か

っ
た
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
常
昭
に
は
用
例
尊

重
主
義
と
で
も
言
う
べ
き
態
度
が
著
し
く
、
そ
れ
故
に
整
合
性
を
欠
く
記
述
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
同
じ
く
用
例
主
義
な
が
ら

大
き
く
規
範

。
法
則
を
尊
重
し
、
時
に
は
少
数
例
を
指
摘
し
な
が
ら
も
敢
え
て
措
く
、
い
わ
ば
体
系
と
し
て
把
握
す
る
宣
長
の
態
度
と

は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

０
　
『
活
用
言
の
冊
子
』
元
第
廿
二
会
と
第
廿

〔六
〕
五
会

「常
補
巻
」
と
相
対
す
る

『活
用
言
の
冊
子
』
の
巻
は
抹
消
の
巻

「
元
第
廿
二
会
」
で
あ
る
。
「
ヒ
キ
ウ
　
率
」

一
語
を
例
語
と
す
る

「
ヰ

・
ウ

・
ウ
ル
」
活
用
の
巻
で
、
そ
の
抹
消
は

「率
」
が

「
イ

・
イ
る
」
活
用
と
認
め
ら
れ

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
に
収
め
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
居
清
造
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

⑩
こ
の
冊
子
の
草
案
を
春
庭
に
清
書
さ
せ
る
さ
い
ち
ゆ
う
に
行

っ
た
修
正
が

一
つ
あ
る
の
を
附
記
す
る
。
草
案
に
は
、
動
詞

「率
ヰ

ル
」
の
活
用
を
「ヰ
」
「ウ
」
「ウ
ル
」
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
口
幽
円
日
因
口
〓
□
口Ⅲ
幽
の
一活
用
形
を
設
け
て
あ
っ
た
。

所
が
清
書
が
進
ん
で
第
二
十
六
会
に
及
ん
だ
際
、
「率
ヰ
ル
」
の
活
用
は

「
ヰ
」
「
ヰ
ル
」
で
あ

っ
て
、
第
二
十
六
会
に
併
せ
る
べ

き
こ
と
を
知

っ
た
。
よ
っ
て
第
二
十
二
会
を
ば
全
部
取
消
し
て
、
第
二
十
四
会
を
第
二
十
二
会
、
第
二
十
五
会
を
第
二
十
四
会
、

第
二
十
六
会
を
第
二
十
五
会
と
修
正
し
た
。
こ
れ
か
ら
推
す
と
、
清
書
前
の
草
案
の
活
用
種
類
は
、
第

一
会
か
ら
第
二
十
八
会
に
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至
る
二
十
八
類
で
あ

っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１７
～
‐８
ぺ
）

『
活
用
言
の
冊
子
』

の

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
は
初
め
単
音
節
語

「
イ

・
イ
る
」
活
用
を
収
め
る
巻
で
あ

っ
た
。
多
音
節
語
は
右
の

「
元
第
廿
二
会
」
か
ら
移
る

「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
と
他
に

「
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
」

の
二
語
だ
け
で
、
と
も
に
後
期
書
入
の
形
跡
が
あ
る
。
春
庭
筆

稿
本
の
そ
の
書
き
ぶ
り
は
、
普
通
例
語
の
上
に
墨
筆
で
白
丸
を
付
す
の
に
対
し
て
こ
の
二
語
は
墨
筆

で
小
さ
く
黒
丸
を
付
し
更
に
墨
で

塗
り

つ
ぶ
し
黒
三
角
▲
印
を
付
け
て
い
る
点
、
及
び
他
の
例
語
と
の
文
字
の
配
置
、
墨
の
濃
淡
の
違
い
な
ど
、
あ
き
ら
か
に
別
時
期
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
書
入
れ
の
時
期
は
二
語
に
お
い
て
も
異
に
し
て
い
て
、
「
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
」

の
文
字
は
墨
薄
く
、

い
さ

さ
か
小
さ
い
。
上
に
位
置
す
る

「
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
」
の
ほ
う
が
先
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

「
第
廿

〔六
〕
五
会
」
に
は
抹
消
語

「乾
」
「居
」
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
ｏ
イ
　
イ
ル
　
鋳
」
「
ｏ
イ
　
イ
ル
　
射
」
な
ど
計
十
四
語

列
記
の
う
ち
、

ｏ
ヒ
　
ヒ
ル
　
乾
〕

干
　
　
　
ｏ
ヰ
　
ヰ
ル

〔Ｅ
　
居

の
よ
う
に
小
文
字
で
書
か
れ
抹
消
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。　
こ
れ
は
、
「
干
」

「居
」
を
初
め

「
イ

。
イ
る
」
活
用
と
し
、
や
が
て

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
疑
い
が
あ

っ
て

「乾
」
「
居
」
と
書
入
れ
、
更
に

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
否
定
し
た
と
い
う

意
味
に
考
え
ら
れ
る
。
「
ヰ

ヰ
ル
　
率
」
の
左
傍
に

「
ヒ
キ
ヰ
　
同
」
と
あ

っ
て
こ
れ
も
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
の
事
情

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
抹
消
の
時
期
は
多
分

「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
書
入
れ
の
時
期
と

一
致
し
、
当
然

「第
廿
三
会
」
抹
消
の
時
期
と
も

一
致

す
る
。

宣
長
は

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語
の
存
在
、
厳
密
に
い
う
と

「
イ

。
ウ
」
活
用
の

一
巻
を
特
立
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
勿

論
、
宣
長
が
こ
の
活
用
を
す
る
語
の
存
在
に
気
付
か
ぬ
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
結
局
、
「乾
、
居
」
が
抹
消
の
ま
ま
終
わ

っ
た
の
は

用
例
が
上
代
に
限
ら
れ
僅
少
で
あ

っ
た
た
め
、
規
範
と
し
て
の
分
類
で
は
特
立
す
る
に
及
ば
な
い
と
の
意
味
で
あ

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
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０
　
『
詞
つ
か
ひ
』
廿
五
の
巻
と

『
活
用
言
の
冊
子
』
第
廿

〔六
〕
五
会

『
活
用
言
の
冊
子
』

の

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
に
相
対
す
る

『
詞

つ
か
ひ
』
の
巻
は

「廿
五
の
巻
」

で
あ
る
。
こ
の
巻
で
も

「
こ
ゝ

ろ
み
る
」
「
ひ
き
ゐ
る
」
は
後
で
書
き
加
え
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
「
イ

・
イ
る
」
活
用
の
単
音
節
語

一
〇
語
を
列
記
し
、
次
に

「糸
ノ

事

二
云
詞
」
と
注
記
す
る

「
へ
　
へ
る
」
を
置
き
、
更
に

「
率
　
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
」
と
書
い
て
貼
紙
で
消
し
そ
の
上
に

「試
　
こ
ゝ

ろ
み

こ
ゝ
ろ
み
る
」
と
書
き
、
並
べ
て
改
め
て

「率
　
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
」
と
五
十
音
順
に
書
く
。

こ
の
貼
紙
で
の
訂
正
は
、
五
十
音
順
に
書
く
べ
き
例
語
を

つ
い
ウ
ッ
カ
リ
書
き
誤

っ
て
書
き
直
し
た
、
あ
る
い
は

『
活
用
言
の
冊

子
』
の
語
順
に
倣

っ
て
書
き
直
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

つ
い
ウ
ッ
カ
リ
書
き
誤

っ
た
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
紙
を
貼

っ
て
書
き
直
す
こ
と
は
な

い
。
若
し
不
注
意
な
書
き
誤
り
で
な
い
と
し
た
ら
、
又
そ
の
位
置
に
当
然
書
く
べ
き
も
の
と
し
て

「率
ゐ
る
」
を
先
に
書
い
て
い
た
と

し
た
ら
、
そ
の
時
点
で
既
に

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
お
い
て

「第
廿
三
会
」
が
抹
消
さ
れ

「
ヒ
キ
ウ
」
が

「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
と
し
て

「第

廿

〔六
〕
五
会
」

に
移
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
『活
用
言
の
冊
子
』
が
そ
の
現
在
の
形
に
落
着
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
常
昭

は
そ
れ
に
従

っ
て

「
こ
ゝ
ろ
み
る
」
を
先
に
書
か
な
か

っ
た
の
か
。

時
間
的
に

『
活
用
言
の
冊
子
』
で
は

「
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
」
が
先
で

「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
が
後
で
あ
る
。
貼
紙
に
よ
る
訂
正
に
注
目
す
る
な
ら

『
詞

つ
か
ひ
』
で
は

「
ひ
き
ゐ
る
」
が
先
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
と
は
無
関
係
に

『
詞

つ
か
ひ
』
に
先
ず

「
ひ
き

ゐ
る
」
が
書
か
れ
た
と
す
れ
ば

一
応
了
解
で
き
る
。
そ
の
後
は

『
活
用
言
の
冊
子
』

に
依

っ
て
書
き
直
し
た
か
、
「
こ
ゝ
ろ
み
る
」
を

書
入
れ
る
時
点
で
五
十
音
順
に
書
き
直
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
貼
紙
に
よ
る
訂
正
を
重
視
す
る
か
ぎ
り
少
な
く
と
も

『
活
用
言

の
冊
子
』
に

「
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
」
が
あ

っ
て

「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
が
ま
だ
な
い
段
階
で
、
あ
る
い
は
二
語
と
も
に
例
語
と
し
て
存
在
す
る
段
階

で

『
詞

つ
か
ひ
』
が
そ
れ
に
倣

っ
て
書
い
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

「
ヘ
　
ヘ
る
」
「
い

い
る

（沃
と

を
巡
る
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た

（↓
第

一
節
二
Ｕ
）
。



71  第二節 「常補巻」後期挿入

Ｑ
　
「常
補
巻
」
と

『
活
用
言
の
冊
子
』
元
第
廿
二
会

巻
序
に
お
い
て

「常
補
巻
」
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
抹
消
の
巻

「
元
第
廿
三
会
」
に
相
当
し
、
活
用
型
に
お
い
て
両
者
は
異
な
る
。

「
常
補
巻
」
は
単
音
節
語

「
イ

・
ウ
」
活
用
、
「
元
第
廿
二
会
」
は

「
ヰ

。
ウ

・
ウ
ル
」
活
用
で
あ
る
。
「
元
第
廿
二
会
」
の
唯

一
の
例

語

「
ヒ
キ
ウ
　
率
」
が

「
イ

・
イ
る
」
活
用
の
語
と
認
め
ら
れ

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
に
加
え
ら
れ
て
、
こ
の
巻
が
抹
消
さ
れ
た
こ
と

は
先
に
述
べ
た
。
問
題
は

「常
補
巻
」
成
立
補
入
の
時
点
で

「
元
第
廿
二
会
」
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
か
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
言
え
ば
、

お
そ
ら
く
抹
消
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の

「廿
五
の
巻
」
に
相
当
す
る

「第
廿

〔一〇

五
会
」
に
は
書
入
抹
消
語

「
乾
、
居
」
が
あ
る
が

「廿
五
の
巻
」
に
は
そ
れ
が
な

い
。

こ
の

「乾
、
居
」
を
復
活
し
て

（「沃
」
を
加
え
て
）

一
巻
と
な
し
た
の
が

「常
補
巻
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
同
じ
書
入

抹
消
語

「
ヒ
キ
ヰ
」
も
既
に
そ
の
形
で

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に

「
元
第
廿
二
会
」
の

「
ヒ
キ

ウ
」
は
抹
消
さ
れ
、
こ
の
巻
は
解
消
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〓
一　
春
房
書
入

「
穀
」
と

「
輻
」

０
　
「
第
十
六
巻
」
春
房
書
入

ａ
　
書
入
の

「
廿
三
巻
」

『
詞

つ
か
ひ
』

の
第
廿
三
巻
は
単
音
節
語

「
得
、
寝
、
経
」

三
語
を
収
め
る

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
巻
で
、
常
昭
は
こ
れ
に

「
轄
語
」
と
い
う
名
目
を
与
え
た
が
、

こ
の
巻
の
表
紙
に
は
春
房
書
入

「穀
」
が
あ
り
、
そ
の

「穀
」
は
常
昭
に
よ
っ
て
シ
ク
活
用
形

容
詞
の
巻

「第
廿
七
巻
」
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
常
昭

・
春
房
の
別
は
あ
る
が
活
用
型
を
異
に
す
る
二
つ
の
巻

「第
廿
三
巻
」
と

「第

廿
七
巻
」
に
同

一
の
名
目
が
存
在
す
る
と
い
う
複
雑
な
関
係
が
あ
る
。



第二章 『詞つかひ』の成立

春
房
書
入

「
穀
」
に
続
い
て
同
じ
く
春
房
に
よ

っ
て
そ
の
活
用
型
に
つ
い
て
書
入

「衣
緯
に
発
り
て
宇
緯
に
転
り
又
る
も
じ
そ
は
る

ハ
全
く
左
輪
に
ひ
と
し
け
れ
ど
も
是

ハ
語
の
首
う

つ
る
故
に
穀
と
名

つ
く
」
（②
）
が
あ
る
。
同
じ
名
目
な
が
ら
常
昭
が

「穀
語
」
と

す
る
形
容
詞
シ
ク
活
用
の
活
用
は

「
る
も
じ
そ
は
る
」
こ
と
も

「
語
の
首
う

つ
る
」
こ
と
も
な
い
。
多
分
間
違
い
な
く
、
春
房
は
常
昭

に
よ

っ
て
既
に
使
わ
れ
て
い
た

「穀

（語
と

を
見
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
全
く
活
用
型
を
異
に
す
る

「第
廿
三
巻
」

に

同
じ

「穀
」
を
書
入
れ
た
。

「第
十
六
巻
」

表
紙
の
春
房
書
入

「乗
語
　
春
云

此
巻
よ
り
廿
三
巻
ま
で
乗
語
也

右
輪
左
輪
の
旋
ざ
ま
に
か
は
り
て
又

一
つ
の
旋

也
」
（①
）
に
い
う

「
廿
三
巻
」
と
は
、

０
現

「
第
廿
三
巻
」
の
こ
と
か
。

０

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の

「
元
第
廿
三
巻
」
の
こ
と
か
。

０
表
紙
貼
紙
上
の

「第
二
十
三
」
、
即
ち

「
第
廿
二
巻
」
を
指
す
の
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
を
残
し
て
き
た
が

（↓

一
）
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の

「廿
三
」
は
現
在
の

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
、
即

ち

「
元
第
廿
三
巻
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

０
現

「
第
廿
三
巻
」
は
こ
の
場
合
、
第

一
に
除
外
さ
れ
る
。
「第
十
六
巻
」
春
房
書
入
に
い
う

「乗
語
」
と
は

「
イ

。
ウ

。
ウ
る
」

活
用
語
の
こ
と
で
、
「
第
廿
三
巻
」
は

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
で
あ
る
。
「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
初
巻

「第
十
六
巻
」
と
は
活
用

型
が
違
う
。
０

「第
廿
二
巻
」
（貼
紙
上

「
第
二
十
二
し

の
こ
と
と
す
る
と
、
そ
れ
は

「第
十
六
巻
」
と
同
じ
牛
語

（多
音
節

「
イ

・

ウ

・
ウ
る
」
活
用
語
）
の
巻
々
の

一
巻
で
あ

っ
て
春
房
書
入
に
い
う

「廿
三
巻
」
に
適
合
し
、
時
間
的
に
も

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ

説
」
宣
長
添
書
の

「春
房
卜
云
男
ソ
ノ
詞
ノ
小
車
ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
」
に
素
直
に
合
致
す
る
。
春
房
書
入
の

「廿
三
巻
」
と
は
貼
紙
上
に

「
第
二
十
三
」
と
す
る

「
第
廿
二
巻
」

の
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
す
べ
て
が
明
快
に
な
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
未
だ
検
討
す
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べ
き
問
題
が
残
る
。

ｂ
　
関
係
巻
々
の
排
列
順

し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
巻
序
数
の
訂
正
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
『詞

つ
か
ひ
』
表
紙
の
巻
序
数
、
及
び
表
紙
貼
紙

上
の
巻
序
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る

（関
係
分
）
。

表
紙
巻
序
数
　
　
　
　
　
　
貼
紙
巻
序
数

第
廿
二
巻
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三

常
補
巻
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
四

第
廿
三
巻
　
　
　
　
　
　
第
二
十
五

第
廿

〔三
〕
四
巻
　
　
　
第
廿
六

廿
五
の
巻
　
　
　
　
　
　
第
二
十

〔六
〕
七

第
廿
六
巻
　
　
　
　
　
　
第
二
十

〔七
〕
八

第
廿
七
巻
　
　
　
　
　
　
第
二
十

〔八
〕
九

こ
の
異
同

・
訂
正
に
注
目
す
る
と
、
『
詞
つ
か
ひ
』
の
巻
々
が
整
序
さ
れ
て
い
く
過
程
は
、
凡
そ
、

１
　
或
る
時
期
、
第
廿
二
巻
に
第
廿

〔三
〕
四
巻

（元
第
廿
三
巻
）
が
直
接
後
続
し
て
い
た
。

２
　
現
在
の
第
廿
三
巻
が
第
廿

〔一こ

四
巻
の
直
前
に
置
か
れ
、
第
廿

〔三
〕
四
巻
に
訂
正
が
施
さ
れ
第
廿
四
巻
と
な

っ
た
。

３
　
常
補
巻
が
各
巻
排
列
規
準
に
よ
っ
て
第
廿
二
巻
の
直
後
、
第
廿
三
巻
の
直
前
に
置
か
れ
た
。

４
　
全
巻
の
巻
序
が
決
ま
り
貼
紙
上
の
巻
序
数
が
記
入
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
第
廿

〔三
〕
四
巻
の
分
巻
が
検
討
さ
れ
存
続
の
可
否

が
推
敲
さ
れ
て
い
て
貼
紙
上
の
巻
序
数
記
入
が
保
留
さ
れ
て
い
た
。
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５
　
第
廿

〔三
〕
四
巻
の
排
列
位
置
が
最
終
的
に
定
ま
り
貼
紙
上
の
巻
序
数

（第
廿
六
）
が
記
入
さ
れ
、
後
続
三
巻
の
巻
序
数
が

訂
正
さ
れ
た
。

で
あ
る
。　
こ
の
１
か
ら
５
ま
で
、　
ど
れ
ほ
ど
の
時
間

（年
月
）

を
経
た
か
は
不
明
だ
が
、

排
列
決
定
の
順
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
で

あ

っ
た
。

「常
補
巻
」
と

「第
廿
三
巻
」

は
時
期
が
異
な

っ
て
も
共
に
か
な
り
後
の
挿
入
の
巻
で
あ
る
。

こ
の
二
巻
が
ま
だ
現
在
の
位
置
に
置

か
れ
て
い
な
か

っ
た
と
き
、
「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
は
単
音
節
語
の
巻
で
は
あ
る
が

「第
十
六
巻
」
以
降
の

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用

の
巻
々
と
同
じ
活
用
で
春
房
書
入

「
右
輪
左
輪
の
旋
ざ
ま
に
か
は
り
て
又

一
つ
の
旋
也
」
に
少
し
も
反
し
な
い
。
そ
れ
が
単
音
節
語
の

巻
で
あ
る
が
ゆ
え
に
後
回
し
と
な

っ
て
、
多
音
節
語
の
終
巻

「第
廿
二
巻
」
の
次
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
後
に

「第
廿
三
巻
」

が
補
入
さ
れ
春
房
が

「
る
も
し
そ
は
る
ハ
全
く
左
輪
に
ひ
と
し
け
れ
ど
も
是

ハ
語
の
首
う

つ
る
」

（②
）

と
書
入
れ
る
が
、

「首
う
つ

る
」
語
、
即
ち
単
音
節
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
特
立
し
、
同
類
の
巻
々
が
各
巻
排
列
規
準

（↓
第

一
節

一
②
）
に
よ

っ
て
現
存
の
巻
序
に

な

っ
た
。

ｃ
　
春
房
書
入

の
巻
序
数
表
記

活
用
型
に
関
す
る
春
房
の
書
入
れ
が
五
か
所
あ
る
こ
と
は
述
べ
た
。
今
、
そ
の
書
入
れ
中
の

「七
の
巻
」
「七
巻
」
「十
五
巻
」
及
び

「廿
三
巻
」
（引
用
③
④
⑤
①
）
の
表
記
の
仕
方
に
注
目
す
る
。
各
巻
表
紙
の
巻
序
数
に
は
す
べ
て

「―
―
巻
」
の
よ
う
に

「巻
」
を
付

け
る
が
、
貼
紙
上
の
通
し
番
号

（巻
序
数
）
に
は
す
べ
て

「巻
」
が
な
い
。
し
か
も

「廿
」
を
使
う
の
は
た
だ

一
例

「第
廿

〔三
〕
四

巻
」
の

「第
廿
六
」
だ
け
で
他
は
す
べ
て

「
二
十
」
を
書
く
。
ま
た

「七
の
巻
」
の
よ
う
に

「
の
」
を
介
す
る
書
き
方
も
貼
紙
に
は

一

例
も
な
い
。
右
の

「七
の
巻
」
が
整
序
さ
れ
た
貼
紙
上
の

「第
七
」
の
こ
と
で
な
く
巻
序
数
の

「七
の
巻
」
の
こ
と
だ
と
し
た
ら

（と

し
て
も

「七
」
は

「六
」
が
正
し
い
）
、
「巻
」
を
伴
い

「廿
」
を
書
く
春
房
書
入
中
の

「此
巻
よ
り
廿
三
巻
ま
で
」
の

「廿
三
」
は
貼
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紙
上
巻
序
数

「
二
十
三
」
（第
廿
二
巻
）
の
こ
と
で
は
な
く
０

「元
第
廿
三
巻
」
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
活
用
の
仕
方

か
ら
も
納
得
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
春
房
書
入
の
時
期
は
常
昭
生
存
中
の

『詞

つ
か
ひ
』
成
立
の
お
そ
ら
く
か
な
り
後
の
段
階
に
行
わ

れ
た
各
巻
表
紙
の
貼
紙
以
前
、
更
に
現
在
の

「第
廿
三
巻
」
「常
補
巻
」

の
挿
入
以
前
、
単
音
節
語
の
巻
々
が
整
序
さ
れ
る
前
の
こ
と

と
な
る
。

「
第
廿
三
巻
」
表
紙
の
活
用
型
に
関
す
る
春
房
書
入

（②
）
は
単
音
節
語
の
三
巻
が
並
ぶ
二
番
目
の
巻

へ
の
書
入
れ
で
あ
る
。　
一
番

目
の
後
期
挿
入
の

「常
補
巻
」
に
は

「
輻
語
」
と
書
入
れ
る
だ
け
で
活
用
型
に
関
す
る
記
事
は
な
い
。
書
入

「語
の
首
う

つ
る
」
と
は

単
音
節
語
の
活
用
に
対
す
る
も
の
で
、
と
す
れ
ば
当
然
、
そ
の
初
巻

「常
補
巻
」
に
書
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書

入
れ
は

「常
補
巻
」
挿
入
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
単
音
節
語
の
巻
々
が
整
え
ら
れ
る
以
前
に
春
房
は
何
ら
か
の
形
で

「
詞

つ
か
ひ
」
の

研
究
に
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
「第
廿
三
巻
」
が
挿
入
さ
れ

「常
補
巻
」
が
補
入
さ
れ
、
そ
れ
に
春
房
に
よ

っ
て
前
者
に

「穀
」
、
後
者
に

「輻
語
」
が
書
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
常
昭
に
よ
っ
て
貼
紙
に
よ
る
整
理
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

②
　
牛
車
と
活
用
型
名
目
と
の
関
連

常
昭
が
第
廿
七
巻
に
、
春
房
が
第
廿
三
巻
に
使
う

「穀
」
に
つ
い
て
、
春
房
は

「
語
の
首
う

つ
る
故
に
穀
と
名

つ
く
」
と
い
う
。
車

に
関
す
る
活
用
型
別
名
目
は
何
の
理
由
も
な
く
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
、
お
そ
ら
く
な
い
。

「穀
」
は
辞
書
に
よ
る
と

「
こ
し
き
。
車
輻
の
中
心
と
な

っ
て
輻
を
集
め
、
軸
を
貫
い
て
を
る
も
の
」
と
い
う
。
翌
山
の
首
う

つ
る
」

現
象
に
は
、
車
の
構
造
上

「
穀
」
が
最
も
適
す
る
名
目
の
よ
う
で
あ
る
。
常
昭
は
こ
の

「第
廿
三
巻
」
に

「轄
語
」
を
与
え
た
。
「轄
」

は

「○
車
の
穀
と
軸
が
す
れ
あ
ふ
お
と
。
○
車
軸
の
末
端
に
さ
し
入
れ
て
穀
が
脱
け
出
る
の
を
防
ぐ
く
さ
び
。
」

と
あ
る
。

「轄
」

は

「首
う
つ
る
」
現
象
を
い
う
語
と
し
て
関
係
は
あ
る
が
い
さ
さ
か
遠
い
。
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「常
補
巻
」
の
春
房
書
人

「輻
語
」
は
常
昭
に
よ
っ
て
ク
活
用
形
容
詞

「第
廿
六
巻
」
貼
紙
上
に
記
さ
れ
る
。
「輻
」
は

「車
の
や
。

穀
と
牙
園
と
を
支
え
る
材
。
古
制
は
三
十
本
を
用
い
て

一
輪
を
作
る
。
」
と
あ
る
。　
一
つ
の
車
輪
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て

「輻
」
は

「
穀
」
と
関
連
が
あ
る
。
同
じ
形
容
詞
の
二
つ
の
巻
に
与
え
ら
れ
る
名
目
と
し
て
は
、
車
の
構
造
上
、

よ
り
関
係
の
深
い
名
目
が
ふ
さ

わ
し
い
。
常
昭
は
各
巻
の
巻
序
数
を
整
理
し
活
用
型
別
名
目
を
付
す
に
当

っ
て
、
既
に
春
房
に
よ
っ
て
他
の
巻
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
た

「輻
」
と

「
穀
」
と
を
形
容
詞
の
二
巻
に
使
う
こ
と
に
し
た
。
ク
活
用
形
容
詞

「第
廿
六
巻
」
に

「輻
語
」
、
シ
ク
活
用
形
容
詞

「第
廿

七
巻
」
に

「
穀
語
」
を
与
え
た
の
は
、
そ
の
用
語
の
意
味
す
る
車
に
お
け
る
関
連
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

春
房
書
入

「
輻
語
」
の

「常
補
巻
」
と
春
房
書
入

「穀
」
の

「第
廿
三
巻
」
と
は
活
用
型
に
お
い
て
共
通
点
が
な
い
。
し
た
が

っ
て

車
の
構
造
上
関
連
性
の
薄
い

「拭

（語
と

と

「轄

（語
と

が
常
昭
に
よ

っ
て
使
わ
れ
た
。
既
に
他
の
巻
に
使

っ
た

「穀

（語
と

の

替
わ
り
に

「
第
廿
三
巻
」

に
は

「轄
語
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「車
輿
の
床
の
前
方
か
ら
両
労
、
車
輿
の
深
さ
の
三
分
の

一

の
と
こ
ろ
で
折
り
曲
げ
て
、
三
尺
三
寸
の
高
さ
に
さ
し
わ
た
し
て
あ
る
横
木
」
と
い
う

「拭

（語
と

が

「常
補
巻
」
に
与
え
ら
れ
た
。

活
用
型
の
異
な
る
巻
の
名
日
と
し
て

「轄
」
も

「戟
」
も
特
に
繋
り
は
な
い
。

０
　
春
房
の
参
加

鈴
木
腹

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
」

の
宣
長
添
書

「
常
昭
…
…
ハ
ヤ
ク
古
人

ニ
ナ
レ
リ
…
…
惜
哉
惜
哉
物
故
セ
リ
」
「春
房
卜
云

男

ソ
ノ
詞
ノ
小
車
ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
」
（引
用
⑥
）
に
よ
れ
ば
、
春
房
の

『
詞

つ
か
ひ
』

へ
の
関
与
は
常
昭
没
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

述
べ
て
き
た
よ
う
に
常
昭
存
命
中
に
春
房
が

『
詞

つ
か
ひ
』
成
立
に
関
与
し
て
い
た
形
跡
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
は
あ
る
。
常
昭
が
各
巻

整
序
の
最
終
段
階
で

「常
補
巻
」

を
補

っ
て
各
巻
の
表
紙
に
小
紙
片
を
貼
付
し
通
し
番
号
と
活
用
型
別
の
名
目

「右
輪
、
左
輪
、

牛

語
」
な
ど
を
記
し
た
時
、
そ
の
時
点
で
既
に
春
房
書
入

「乗
語
、
輻
語
、
穀
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
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こ
の
考
え
は
引
用
⑥
に
反
す
る
か
の
よ
う
だ
が
、
⑥
に
は
春
房
が

「詞
ノ
小
車
ノ
後
ヲ
」
継
い
だ
こ
と
は
確
か
で
も
何
時
の
時
点
で

「
詞

つ
か
ひ
」

に
参
加
し
た
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
⑥
の
文
面
は
、
春
房
が
常
昭
生
存
中
に
参
加

・
協
力
し
た
こ
と
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
宣
長

一
門
が
語
法
に
関
し
て
は
師
の
期
待
を
受
け
て
柴
田
常
昭
が
中
心
と
な

っ
て
研
究
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
春
房
の
入
門
が
寛
政
二
年
、
『
詞

つ
か
ひ
』

が

一
応
成

っ
て
宣
長
が
そ
れ
に
多
く
を
書
入
れ
た
の
が
寛
政
四
年
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
十
分
に
可
能
で
あ

っ
た
。

こ
の
可
能
性
を
支
持
す
る
今

一
つ
の
拠
り
所
を
挙
げ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』

の
追
加
書
入
れ
中
、
常
昭
追
加
書
入
が
そ
の
冒
頭
に

「常

昭
追
考
」
「常
追
考
」
「常
補
」
な
ど
の
よ
う
に
書
入
者
を
記
す
こ
と
が
多
い
が
、
春
房
書
入
も

「春
房
追
考
」
「春
房
云
」
「春
云
」
な

ど
と
記
し
て
そ
れ
が
春
房
の
追
加
で
あ
る
こ
と
を
断
る
書
入
れ
が
多
い

（↓
第
四
章
第

一
節

一
働
）
。
と
こ
ろ
が
、
な
か
に

「常
」
か

「春
」
（春
房
の
可
能
性
が
高
い
）
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
他
か
判
読
し
が
た
い
文
字
が
十
五
箇
所
に
存
在
す
る

（本
書
末
尾
に
難
読
文
字

と
し
て
列
挙
）
。
こ
の
文
字
が

「常
」
な
ら
問
題
は
な
い
。
「春
」
な
ら
、
筆
跡
は
他
の
文
字
と
同

一
な
の
で
、
春
房
が
思
い
付
い
た
、

あ
る
い
は
捜
し
出
し
た
証
例

。
例
語
を
常
昭
に
伝
え
、
常
昭
が
そ
れ
を
書
入
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
、
こ
の
場
合
春
房
の

『
詞

つ
か
ひ
』

へ
の
参
加
は
常
昭
存
命
中
と
な
る
。
「常

（昭
と

「春

（一房
と

以
外
の
第
二
者
な
ら
、
『
詞

つ
か
ひ
』

の
成
立
に
関
与
し
た
人
物
を
他

に
求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
不
明
で
あ
る

（↓

「
注
記
」
凡
例
の
第

一
巻
注
２３
）
０

Ｔ
圧
〕

１
　
本
居
宣
長

・
大
平
の
両
説
が
あ
る
。
尾
崎
知
光

「鈴
木
腹

『活
語
ト
マ
リ
文
字
ノ
説
』
考
」
（
郷
土
文
化
』
第
二
九
巻
第

一
号
　
昭
和
四
十

九
年
九
月
）
に
よ
る
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。

２
　
『鈴
木
膿
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
膿
顕
彰
会
。

３
　
松
村
明

「言
語
の
変
遷
」
（東
京
大
学
公
開
講
座

『言
語
』

昭
和
四
十
二
年
八
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）
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４
　
本
居
清
造
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』

本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
。

５
　
諸
橋
轍
次

『大
漢
和
辞
典
』
縮
刷
版

（昭
和
五
十
五
年
八
月
第
六
版
）
大
修
館
書
店
。

６
　
第

一
章
第

一
節
引
用
②
。
『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
二

一
九
。

○
第
二
節
は
、
「
詞

つ
か
ひ
』
成
立
試
論
―
主
と
し
て

『常
補
巻
』
後
期
挿
入
の
問
題
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
五
六
号

月
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
多
く
を
加
筆
し
た
。

昭
和
五
十

一
年
八
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『
詞

つ
か
ひ
』
の
内
容

笙

節

活

用

論

研
究
分
野

常
昭
が
意
図
し
た
活
用
語
の
分
類
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
根
底
に
常
昭
の
理
論
が
あ
り
、
常
昭
の
用
語
で
い
え
ば

「車
、

足
掻
」
の
語
形
変
化
の
考
察
が
あ
り
、
対
し
て
無
変
化
部
分

「首
」
の
考
察
が
あ
る
。
併
せ
て
そ
れ
は

「車
」
の
変
化
形
、
即
ち
活
用

形
の
は
た
ら
き
に
関
す
る

「体
、
用
、
切
、
続
」
の
考
察
と
も
な

っ
た
。

語
の
活
用
型
の
如
何
に
関
わ

っ
て
連
体
形
に

「
る
」
を
伴
う
か
否
か
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
は

「
天
語

。
地
語
、
春
語

。
秋
語
」
の

論
と
な

っ
た
。

常
昭
に
は
ま
た
、
活
用
語
に
下
接
添
加
す
る
、
い
わ
ば
複
語
尾

「
る

。
ら
る
、
す

。
さ
す

。
し
む
」
と
そ
の
意
義
と
の
関
係
に
関
す

る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
或
る

一
定
の
言
語
形
式
は
そ
れ
に
対
応
し
て
或
る

一
定
の
具
体
的
な
意
義
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え

に
基
づ
く
も
の
で
、
春
庭
の
こ
と
ば
を
借
り
る
な
ら

「
語
を
な
す
」
言
語
形
式
を

一
つ
の
単
位
と
す
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は

「所
語
、

有
語
、
令
語
」
の
論
と
な

っ
た
。

彼
の
研
究
が
単
に
活
用
変
化
の
考
察
に
止
ま
ら
ず
、
複
語
尾
下
接
の
変
化
形
の
考
察
に
、
或
は
自

。
他
の
考
察
に
ま
で
発
展
し
て
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い
っ
た
の
は

「語
を
な
す
」
言
語
形
式
を

一
つ
の
単
位
と
す
る
基
本
的
な
考
え
に
拠
る
。

常
昭
の
研
究
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る

（括
弧
内
は
そ
れ
に
関
わ
る
常
昭
の
用
語
）。

Ｉ
　
活
用
語
の
語
構
成
と
活
用

（首
、
車
、
足
掻
、
体
語
、
本
語
。
体
、
用
、
切
、
続
）

Ⅱ
　
活
用
型
の
分
類

（天
語

。
地
語
、
春
語

。
秋
語
）

Ⅲ
　
複
語
尾
下
接
の
語
形
と
意
義

（所
語
、
有
語
、
令
語
）

Ⅳ
　
自

。
他

（所

。
令
、
自

・
故
、
然
格

・
為
格
）

Ｖ
　
未
然
形
の
語
形

（不
語
、
将
語
）

Ⅵ
　
形
容
詞
の
語
構
成
と
用
法

一
一　
首
、
車
、
足
掻

０

首

常
昭
は
活
用
語

（動
詞

・
形
容
詞
）
及
び
活
用
現
象
を

「首

」
「車
」
「足
掻
」
と
い
う
彼
独
自
の
名
目
に
よ
っ
て
論
ず
る

（巻
名

を
明
記
し
な
い
本
節
の
引
用
は

「
凡
例
の
第

一
巻
し
。

①
ｌ

首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の
為
に
も
頭
に
し
て
足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く
働
キ
動
′
」
と
無
ク
し
て
も
と
よ

（
２
）

り
其
語
の
本
主

〈
ナ
ル
ヲ
云
〉
也

（３
）

２

【
〈上

ニ
ア
リ
テ
〉
動
ヵ
藝
百
を
首
と
い
ひ
…
…
・占

‐
明

‐

‐
飽

‐

　

　

　

　

‐―

ヽ
。
　

　

　

　

　

　

　

　

。

　

。

３

あ
き

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど

の
ご
と
き
あ
き
の
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下

の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て

に
い
ひ
て
も
唯
彼

ノ
あ
の
言

の
み
は
易
る

〈事
〉
な
し

是

レ
を
首
と
は
い
ふ
な
り

（
１

オ

）

（
１

オ

）

さ

ま

ノ
ヽ

（
１

オ

）
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４

【潮
な
ど
の
干
た
る
を
そ
こ
る
と
い
ふ
も
底
と
い
ふ
に
り
の
車
を
附
ヶ
て
い
ふ
也

股
と
い
ふ
に
ぐ
の
車
を
そ
へ
て
ま
た
ぐ
と

い
ひ
力
と
い
ふ
字
音
に
さ
へ
む
の
車
辞
を
そ
へ
て
り
き
む
な
と
い
へ
り

此
類
か
ぞ
へ
尽
く
す
べ
か
ら
ず

底

股

力
な
ど
皆
物

の
名
に
て
動
ク
ベ
き
所
以
な
き
言
な
る
を
如
此
は
た
ら
か
す
こ
そ
車
語
の
妙
用
に
は
有
け
れ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

に
よ
れ
ば
、
首
と
は

「
語
の
本
主
」
で
あ
っ
て
語
の
上
部
に
位
置
す
る

「働
キ
動
′
」
と
」
「易
る
事
」
の
な
い

「
言
」
を
い
う
。
例
え

ば

「
ま
た
ぐ
」
の

「
ま
た

（股
と
、
「
り
き
む
」
の

「
り
き

（力
と

な
ど
の

「物
の
名
」
、
い
わ
ば
体
言
性
の
語
構
成
要
素
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
で
、
「
あ
く
」
の

「
あ

（明
と

も
そ
う
扱
わ
れ
る
。

右
の
引
用
①
の
１
～
４
に
よ
る
と
、
首
は
い
わ
ゆ
る
活
用
語
尾
に
対
す
る
語
幹
と
同
じ
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
常
昭
は
ま
た

「
二
言
或
は
三
言
を
そ
へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り

是
も
車
と
い
ふ
べ
し
」
（１６
オ
）
と
し
て
、
例
え
ば
、

０

「
あ
ま
き
る
、
さ

へ
き
る
」
な
ど
の

「
き
る
」

ｏ

「
う
や
ま
ふ
、
ふ
る
ま
ふ
」
な
ど
の

「
ま
ふ
」

０

「
あ
け
つ
ら
ふ
、
か
ゝ
つ
ら
ふ
」
な
ど
の

「
つ
ら
ふ
」

ｏ

「
あ
さ
ら
け
し
、
お
ほ
け
し
」
な
ど
の

「
け
し
」

ｏ

「
か
し
か
ま
し
、
か
こ
と
か
ま
し
」
な
ど
の

「
か
ま
し
」

な
ど
を
車
の
例
と
し
て
挙
げ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
首
は
必
ず
し
も
語
幹
と
同

一
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
語
基
も
し
く
は
語
根
と
で
も

一言
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
首
は

「飽
く
」
の

「
あ
」
の
ご
と
く
そ
の
概
念
に
言
及
し
な
い
も
の
、
「す
ゝ
む
」
の

「
す
ゝ
」
の
ご
と
く

何
の
説
明
も
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
何
ら
か
の
意
味
概
念
を
表
現
す
る
も
の
を
い
う
。
例
え
ば
、

ｏ
ゑ
ら
く
―
―
歯
心良
恵
良
か
と
よ
め
る
ご
と
く
笑
ふ
声
を
恵
良
と
い
ふ
…
…

０
つ
ら
ぬ
―
―

つ
ら
は
物
の
列
を
い
ふ

雁
の

一
行
な
ど
是
也
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ｏ
い
な
む
―
―
否
を
伊
奈
と
よ
め
り

０
と
る
　
―
―
手
る
の
意
　
た
と
と
は
音
通

へ
り
…
…

な
ど
と
い
う

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
再
び
述
べ
る
。
↓
り
）
。

②
　
車

②
ｌ

【
下
に
在
り
て
活
ク
辞
を
足
掻
ま
た
車
と
い
ふ
と
知
ル
ベ
し
…
…
…

】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（①
２
か
ら
続
く
。
１
オ
）

に
よ
る
と
、
車
は
語
の
下
部
に
位
置
す
る
用
言
性
の
語
構
成
要
素
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
前
項
で
見
て
き
た
よ
う
に

「
二
言

或
は
三
言
」
の
車
語
も
あ
る
。
用
言
の
活
用
語
尾
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
車
は
用
言
性
接
尾
辞
と
で
も
言
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

常
昭
に
よ
る
と
、
活
用
語

（動
詞

・
形
容
詞
）
は
、

首

‐Ｔ
車
　
＝
　
語
基

‐Ｔ
用
言
性
接
尾
辞

で
あ

っ
て
、
製
中幹
十
活
用
語
尾
」
で
は
な
い
。
ヨ
ｍを
な
す
」
言
語
形
式
を
対
象
と
す
る
常
昭
の
立
場
で
は
、
例
え
ば

「寒
が
る
」
は

「寒

（首
）
十
が
る

（車
と

で
あ

っ
て

「寒
が
＋
る
」
と
は
な
ら
な
い
。
意
味
概
念
の
ま
と
ま
り
を
無
視
し
て
単
に
形
の
上
か
ら
活
用

し
な
い
部
分
と
活
用
す
る
部
分
と
に
分
け
る
よ
う
な
割
り
切
り
方
は
し
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

っ
て
、

常
昭
の
研
究
は
車
の
研
究
が
中
心
で
車
語
を
集
め
整
理
し
同
語
形
の
も
の
同
活
用
の
も
の
を
分
類
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ

っ
た
。
し
た

が

っ
て
例
え
ば

「
あ
さ
ら
け
し
、
あ
ら
け
し
」
な
ど
で
は
同
語
形
の

「
け
し
」
が
先
ず

一
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
例
え
ば

「
あ
ら
け
し
」
で
は

「荒
気

（
＋
じ
と

の
意
味
概
念
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

車
と
い
う
名
目
は
、

２

車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動
か
す
辞
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）
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３

圭目
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
は
皆
其
色
の
名
に
し
て
松
竹
と
い
ふ
に
ひ
と
し
き
を
或

ハ
青
む
草
葉
な
ど
い
ふ
ご
と
く
は
た
ら
か
せ

初
る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ
也

車
の
重
キ
を
載
セ
て
行
に
同
じ
け
れ
ば
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

に
い
う
よ
う
に

「動
ヵ
ぬ
言
」
の

「下
に
在
り
て
」
そ
の

「言
を
動
か
す
」
こ
と
、
あ
た
か
も
車
の
ご
と
く

「重
キ
を
載
セ
て
行
」
ゆ
え

に
そ
う
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

０
　
車
と
足
掻

③
ｌ
　
活
ク
辞
を
足
掻
ま
た
車
と
い
ふ

（前
出
②
ｌ
）

２
　
惣
て
車
辞
は
皆
足
掻
ク
な
れ
ば
車
語
を
即
足
掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
と
知
ル
ベ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（‐５
ウ
）

に
よ
る
と
、
車

（語
）
と
足
掻

（語
）
と
は
同

一
の
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
ま
た
、

３
　
【車
語
を
や
が
て
足
掻
語
と
い
は
ゞ
足
掻
語
を
も
亦
車
語
と
い
は
ん
に
妨
な
き
に
似
た
れ
ど
も
然
は
名
づ
け
か
た
し
】（‐５

ウ
）

と
も
い
う
。
常
昭
に
は
、
車
語
は
足
掻
語
と
言
え
る
が
足
掻
語
は
車
語
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。

④
ｌ
　
車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動
か
す
辞

（前
出
②
２
）

２
　
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ
也

（前
出
②
３
）

３
　
【青
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
皆
物
の
名
な
る
を
あ
を
み

あ
を
む

あ
か
み

あ
か
む
と
や
う
に
初
て
う
ご
か
し
そ
む
る
も
の
は
車

語
也
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
）

４
　
動
ク
ベ
き
所
以
な
き
言
な
る
を
如
此
は
た
ら
か
す
こ
そ
車
語
の
妙
用
に
は
有
け
れ

（前
出
①
４
）

に
よ
る
と
、
車
語
と
は

「本
卜
動
ヵ
り
一一二

を

「動
か
す
辞
」
「
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
」
「
う
ご
か
し
そ
む
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、
「動
ク
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べ
き
所
以
な
き
言
な
る
を
…
…
は
た
ら
か
す
」
役
割
を
担

っ
て
い
る
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

⑤
ｌ
　
【
そ
の
み
と
は
た
ら
き
む
と
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
あ
が
き
と
は
い
ふ
な
り
】
　

　

　

　

（１５
ウ
）

２
　
【
う
ご
く
と
い
ふ
う
ご
は
首
に
て
…
…
そ
を
う
ご
く
と
や
う
に
は
た
ら
か
せ
た
る
は
車
と
い
ふ
べ
し

そ
の
車
の
く
ま
た
き
と

は
た
ら
き
て
う
ご
き
と
い
ふ

か
く
は
た
ら
く
も
の
ハ
あ
が
き
と
い
ふ
べ
し
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
～
‐６
オ
）

に
よ
れ
ば
、

車
は

「
は
た
ら
か
せ
た
る

（も
の
と

で
あ
る
の
に
対
し
て
、

足
掻
は

「
は
た
ら
く
も
の

（個
々
の
語
形
と

と
い
う
違
い
が
あ
る
。
「
う
ご
く
」
で
い
う
と
、
語
の
下
部
に
位
置
す
る

「
く
」
は
車

釜
じ

で
あ
る
が
、
個
々
の
活
用
形

「
う
ご
き
、

う
ご
く
」
の
活
用
部
分

「
き
、
く
」
は
足
掻
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
常
昭
は
、

⑥

【
車
と
い
ひ
足
掻
と
い
は
ん
は
無
用
に
名
の
重
ナ
リ
た
る
ご
と
く
聞
ゆ
れ
と
そ
の
け
じ
め
あ
る
を
知
べ
し
】
　
　
　
　
（１５
ウ
）

と
言

っ
て
明
確
に
両
者
を
区
別
す
る
。

確
か
に
、
車
と
足
掻
と
は
同

一
の
語
形
変
化
部
を
指
し
て
の
用
語
で
あ
る
が
、
車
は
い
わ
ば
静
的
観
点
か
ら
の
名
目
、
足
掻
は
動
的

観
点
か
ら
の
名
目
と
で
も
い
う
べ
き
次
元
の
差
が
認
め
ら
れ
、
車
が
語
形
変
化

（活
用
）
し
て
そ
れ
が
足
掻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑦
す
べ
て
活
用
語
の
足
掻
は
本
卜
皆
車
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
オ
）

と
い
う
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。
両
者
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

車
…
…
…
…
用
言
の
構
成
要
素
、
用
言
性
接
尾
語

足
掻
…
…
…
用
言
の
活
用
現
象
、
各
活
用
部
分
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足
掻
と
い
う
名
日
は
、

③
然
動
ク
辞
は
物
の
足
掻
て
用
を
成
ス
に
似
た
れ
ば
足
掻
辞
と
は
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

⑨

【
み
と
は
た
ら
き
む
と
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
あ
が
き
と
は
い
ふ
な
り
】
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
）

に
よ
れ
ば
、

「動
ク
辞
は
物
の
足
掻

て
用
を
成
ス
に
似
た
れ
ば
」
、

「
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
」
、　
そ
う
名
付
け
ら

れ
た
の
で
あ
り
、
「足
掻
て
用
を
成
こ

と
は

〃各
活
用
形
の
そ
れ
ぞ
れ
の
は
た
ら
き

（用
を
成
す
Ｘ

を
意
味
し
、
活
用
と
は
単
な
る

語
形
変
化
で
は
な
い
、
と
理
解
さ
れ
る
。

０
　
［旦
長
書
入

『
詞

つ
か
ひ
』
の
官
一長
書
入
は

「
凡
例
の
第

一
巻
」
と
形
容
詞
の

「
第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
と
に
あ
る
。
そ
の
多
く
は
例
語
に
対

す
る
注
記
で
あ
る
が
、
宣
長
の
活
用
論
が
窺
わ
れ
る
書
入
れ
も
あ
る
。
車
と
足
掻
に
関
し
て

「
凡
例
の
第

一
巻
」
に
次
の
頭
書
が
あ
る
。

⑩
右
ノ
車
語
ト
テ
挙
玉

ヘ
ル
中

ニ
マ
サ
シ
ク
車
ナ
ル
ア
リ

又
足
ガ
キ
カ
車
カ
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ

ソ
ノ
ヮ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ハ
足

ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ヽ
ゾ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
　
頭
童
じ

こ
の
宣
長
書
入
は
車
と
足
掻
と
を
異
な
る
も
の
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
違
う
け
ど
よ
く
似
て
い
る
も
の
、
よ
く
似
て
い
る
け
ど
違
う

も
の
と
い
う
両
者
の
関
係
に
あ
る
。
書
入
冒
頭
の

「
右
ノ
車
語
」
を

「
凡
例
の
第

一
巻
」
か
ら
抜
き
出
す
と
、
宣
長
書
入
の
付
く
本
文

（⑮
）
の
前
に

「加
経
の
車
辞
に
は
」
「
奈
経
の
車
語
」
な
ど
と
見
出
し
を
付
け
五
十
音
の
行
別
に

（＊
印
、
渡
辺
）、

①
ｌ
う
ご
く
　
２
ゑ
ら
く
　
３
く
だ
く
　
４
さ
わ
ぐ
　
５
＊
さ
や
ぐ
　
６
そ
よ
く
　
７
つ
な
ぐ
　
８
と
ゝ
ろ
く
　
９
ひ
し
ぐ

１０
ゆ
る
ぐ
　
１１
ゆ
ら
ぐ
　
１２
と
ぐ
　
‐３
ふ
た
ぐ
　
‐４
あ
ら
け
　
１５
し
ら
け
　
１６
た
ひ
ら
け
　
１７
は
る
け
　
１８
た
づ
ぬ
　
１９
つ
か
ぬ

２０

っ
ら
ぬ
　
２‐
ふ
さ
ぬ
　
２２
う
た
ふ
　
２３
お
よ
ぶ
　
２４
く
る
ふ
　
２５
も
ち
ふ
　
２６
の
ろ
ふ
　
２７
こ
ろ
ぶ
　
２８
か
ぞ

へ
　
２９
あ
を
む
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３０
ぁ
か
む
　
３‐
ぁ
た
む
　
３２
あ
は
れ
む
　
３３
い
た
む
　
３４
い
な
む
　
３５
か
ろ
む
　
３６
き
ざ
む

３９
く
ら
む
　
４０
し

っ
む
　
４‐
し
ら
む
　
４２
＊
す

ゝ
む
　
４３
は
ら
む
　
４４
た
ゆ
む
　
４５
た
わ
む

４８
に
く
む
　
４９
に
か
む
　
５０
ひ
が
む
　
５‐
ょ
ど
む
　
５２
あ
ら
た
む
　
５３
さ
だ
む
　
５４
を
さ
む

５７
し
づ
む
　
５８
と
が
む
　
５９

の
ど
む
　
６０
は
ゃ
む
　
６‐
ひ
ろ
む
　
６２
ま
ろ
む
　
６３
ひ
が
む

６７
お
と
る
　
６８
ま
が
る
　
６９
な
ほ
る
　
７０
く
さ
る
　
７‐
く
も
る
　
７２
く
び
る
　
７３
し
げ
る

７７
は
か
る
　
７８
ひ
か
る
　
７９
た
ど
る
　
８０
ふ
と
る
　
８‐
ほ
そ
る
　
８２
や
ど
る
　
８３
よ
ぎ
る

８６
＊
ふ
く
る
　
８７
や

つ
る
　
（
５０
と
６３
ヽ

５‐
と
６４
ヽ
重
出
）

ｏ
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
な
ど
常
に
い
ひ
又
闇
に
ゆ
け
は
み
ち
た
づ
／
ヽ
し
な
ど
よ
め
る
た
づ
也

ｏ
歌
と
い
ふ
に
ふ
を
そ
へ
た
り

ｏ
長
者
を
乎
佐
と
い
ふ

Ｏ
壼
本

３７
く
ぼ
む
　
３８
く
ろ
む

４６

つ
ま
む
　
４７
な
ご
む

５５
か
た
む
　
５６
き
は
む

６４
よ
ど
む
　
６５
あ
か
る
　
６６
い
か
る

７４
と
る
　
７５
も
と
る
　
７６
に
ご
る

８４
よ
わ
る
　
８５
な
が
る

（２
オ
～
１４
ウ
）

の
語
が
挙
げ
ら
れ
、
＊
を
付
し
た

「
さ
や
ぐ
、
す
ゝ
む
、
ふ
く
る
」
を
除
く
す
べ
て
に
、

⑫
ｌ
　
ｏ
壼
を
う
ご
め
く

墳
を
う
ご
も

つ
な
と
よ
め
る
う
ご
み
な
同
じ
　
俗
に
虫
な
ど
の
あ
り
く
員
を
う
ご
／
ヽ
な
ど
い
へ
る
も

是
レ
也

そ
れ
に
加
経
の
車
を
そ
へ
て
い
ふ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
オ

「
う
ご
く
し

ｏ
物
語
書
と
も
に
く
だ
／
ヽ
し
な
ど
い
へ
る
く
だ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
ウ

「
く
だ
く
し

ｏ
春
房
云
　
古
言
に
ゆ
ら
又
も
ゆ
ら
な
ど
あ
る
ゆ
ら
に
く
の
車
を
そ
へ
た
る
也

但
し
ゆ
ら
く
の
く

ハ
清
音
也

（３
ウ

「
ゆ
ら
ぐ
し

（５
オ
　
「
た
づ
ぬ
し

（６
オ
　
「
う
た
ふ
し

（１０
ウ

「
を
さ
む
し

（‐３
オ
　
「
く
も
る
し
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な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
首
に
何
ら
か
の
具
体
的
な
意
味
概
念
を
想
定
し
得
る
、
そ
の
車
語
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
に
よ

っ
て
車
と

足
掻
の
違
い
を
、

（４
）

⑬
ｌ
　
語
源
の
比
較
的
明
瞭
な
体
言
な
ど
に
つ
い
た
語
尾
は

「車
」
だ
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
み
な

「足
掻
」
と
し
て
い
る
。

と
し
、
引
用
⑩
の
宣
長
書
入
に
対
し
て
は
、

２
　
語
幹

へ
語
尾
が
つ
い
て
も
、
そ
の
区
別
の
語
源
的
に
判
然
と
し
な
い
も
の
は
足
掻
き
の
方

へ
入
れ
た
方
が
よ
い
と
い
っ
て
い

（
５
）

ス
や
。

と
す
る
考
え
が
あ
り
、

⑭

「あ
が
き
」
は
広
く
活
用
接
辞
を
さ
し
、
「車
語
」
は
、
活
用
接
辞
の
う
ち
、
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ

・
概
念
を
連
想
さ
せ
る
語
幹

（６
）

に
つ
く
も
の
。

と
す
る
説
が
あ
る
。

た
し
か
に
、
引
用
⑫
ｌ
～
７
に
よ
れ
ば
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
も
の
は

「
語
源
の
比
較
的
明
瞭
な
」

「何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ

・
概
念
を

連
想
さ
せ
る
」
も
の
に
付
く
の
が
車
で
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
足
掻
で
あ
る
、
と
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
車
と
足
掻
の
違
い
を

こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
で
は
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

宣
長
書
入

（引
用
⑩
）
は
、
次
の
本
文
の
欄
外
に
あ
る
。

ハ
タ
ラ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ロロ
円

‐

　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ｏ
　

ｏ

⑮
す

べ
て
活
用
語
の
足
掻
は
本

卜
皆
車
語
也

あ
き
と
い
ふ
あ
は
首

き
は
足
掻

に
て
元
卜
は
是
ら
も
あ
と
い
ふ
に
く
き

の
車
語
を
そ

（マ
マ）　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ　
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
解
　
　
　
　
。　
　
　
。

へ
て
た
る
も
の
と
見
ゆ

然
レ
ば
あ
は
物
の
あ
き
ら
け
き
を
い
ふ
言
と
見
え
或
は
と
く
と
い
ふ
と
は
首

く
は
足
掻
に
て
や
が
て
車

語
と
お
も
は
る

こ
れ
も
し
か
見
る
と
き
は
と
は
物
の
と
く
る
を
い
ふ
言
と
み
ゆ

如
此
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
惣
て
の
語
皆
此
趣
キ
な

ら
ぬ
は
あ
ら
ざ
ン
め
れ
ど
こ
と
／
ヽ
く
は
わ
き
ま
へ
知
ル
ヘ
か
ら
ず

は
た
必
し
か
り
と
も
定
メ
が
た
け
れ
ば
今
は
そ
の
意
得
や
す
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き
も
の
を
撰
り
て
さ
と
せ
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
オ
～
‐５
ウ
）

こ
の

「
此
趣
キ
」
（引
用
三
行
日
）
と
は
、
語
の
構
成
要
素
で
あ
る
首
と
車
と
の
関
係
、
右
を
例
と
し
て
言
え
ば
語
は
、
「
あ
く
」
の

首

「
あ
は
物
の
あ
き
ら
け
き
を
い
ふ
言
」
、
「
と
く
」
の
首

「
と
は
物
の
と
く
る
を
い
ふ
言
」
と
い
う

「
あ
」
あ
る
い
は

「
と
」
（首
）

と

「
く
」
（車
）
か
ら
成
り
、
首
は

「物
の
あ
き
ら
け
き
」
「物
の
と
く
る
」
と
い
う
具
体
的
な
意
味
概
念
を
表
す
こ
と
を
言
う
。
と
こ

ろ
が
、
語
の
中
に
は
首
の
意
味
概
念
が
明
瞭
で
な
い
も
の
、
「
こ
と
ハ
ヽ
く
は
わ
き
ま
へ
知
ル
ヘ
か
ら
」
ぎ
る
も
の
、
「
必
し
か
り
と
も

定
メ
が
た
」

い
も
の
が
あ

っ
て
、
首
と
車
と
を
形
の
上
で
明
確
に
区
別
し
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
引
用
⑪
中
、
意
味
概
念
を
記
す
こ
と

の
な
い
＊
を
付
し
た
語

「
さ
や
ぐ
、
す
ゝ
む
、
ふ
く
る
」
が
お
そ
ら
く
そ
れ
に
相
当
し
、
こ
の
場
合
、
そ
の
語
は
或
る

一
定
の
意
味
概

念
を
含
む
語
形
の
首
に
或
る

一
定
の
語
形
の
車
が
下
接
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
に
な
る
。

宣
長
の
言
う

「
マ
サ
シ
ク
車
ナ
ル

（も
の
と

と

「
足
ガ
キ
カ
車
カ
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ

（も
の
と

が
、
首
が
明
確
な

一
定
の
意
味
概

念
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に

「
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ハ
足
ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ヽ
ゾ
宜
シ
カ
ル

ベ
キ
」
と
は
な
ら
な
い
。
「車
の
方

へ
入
る
ゝ
ぞ
よ
ろ
し
か
る
べ
き
」
と
も
言
い
得
る
。
と
す
れ
ば
、
車
と
足
掻
に
は
そ
の
概
念
に
広

狭
の
違
い
が
あ
る
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た

「車
語
を
や
が
て
足
掻
語
と
い
は
ゞ
足
掻
語
を
も
亦
車
語
と
い
は
ん

に
妨
な
き
に
似
た
れ
ど
も
然
は
名
づ
け
が
た
し

（③
３
と

（車
語
は
足
掻
語
と
言
え
る
が
、
足
掻
語
は
車
語
と
は
言
え
な
い
）
は
そ
れ

を
意
味
す
る
。

車
語
と
足
掻
語
の
違
い
は
、

・
惣
て
車
辞
は
皆
足
掻
ク
な
れ
ば
車
語
を
即
足
掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
と
知
ル
ベ
し

（③
２
）

（車
語
は
足
掻
く
＝
は
た
ら
く

ｏ
活
用

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
足
掻
語
と
言
う
）

。
う
ご
く
と
い
ふ
う
ご
は
首
に
て

そ
を
う
ご
く
と
や
う
に
は
た
ら
か
せ
た
る
は
車
と
い
ふ
べ
し

そ
の
車
の
く
ま
た
き
と
は
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た
ら
き
て
う
ご
き
と
い
ふ

か
く
は
た
ら
く
も
の
ハ
あ
が
き
と
い
ふ
べ
し

（⑤
２
）

に
い
う

「
あ
が
く
＝
は
た
ら
く
」
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
車
語
が
語
形
変
化
し
た
各
活
用
形
は
足
掻
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
そ
の

「足
掻
く
」
現
象
を
含
め
て
い
う
と
き
車
語
は
足
掻
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

常
昭
の
、
車
と
足
掻
と
の
区
別
は
、

ｏ
そ
の
語
が
成
立
す
る
過
程
を
考
え
る
か
―
―
語
構
成
の
問
題
―
車

ｏ
一
語
と
し
て
成
立
し
た
後
を
考
え
る
か
―
―
活
用
変
化
の
問
題
―
足
掻

の
違
い
に
あ
る
。
首
が
語
源
あ
る
い
は
概
念
の
比
較
的
明
瞭
な
体
言
か
否
か
を
、
車
と
足
掻
と
の
区
別
の
規
準
と
す
る
の
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
言

っ
た
の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。

宣
長
書
入
は
、
車
と
足
掻
を
同
次
元
で
理
解
し
て
い
る
か
の
観
が
あ
る
。
し
か
し
宣
長
が

「
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ
ソ
ノ
ヮ
キ
マ
ヘ

ガ
タ
キ

ハ
足
ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ヽ
ゾ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ
」
と
い
う
と
き
、
お
そ
ら
く
常
昭
の
真
意
は
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
活
用

語
を
意
味
概
念
を
も

っ
て
首
と
車
と
に
画
然
と
区
別
し
得
る
に
し
て
も
、
し
得
な
い
に
し
て
も
、
語
形
変
化

（活
用
）
を
考
え
る
場
合
、

足
掻
と
い
う
概
念
は
と
も
に
有
効
だ
か
ら
で
あ
る
。
常
昭
が
車
と
足
掻
両
者
の
違
い
を
次
元
の
差
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は

「
あ
き

と
い
ふ
あ
は
首
き
は
足
掻
に
て
元
卜
は
是
ら
も
あ
と
い
ふ
に
く
き
の
車
語
を
そ
へ
て
た
る
も
の
と
見
ゆ
」
（⑮
）
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

０
　
車
以
外
の
辞

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
末
尾
、
活
用
語
を
車
の
語
形
に
よ

っ
て
類
別
し
そ
れ
に
属
す
る
語
を
列
挙
し
た
後
、

⑮
ｌ
　
語
の
下
に
そ
へ
て
い
ふ
辞
く
さ
／
ヽ
あ
リ

ン」
れ
は
上
に
い
へ
る

〈辞
な
ど
の
〉

ご
と
く
は
た
ら
く
辞
に
あ
ら
ね
バ
こ
れ
も

え
う
な
き
に
似
た
れ
ど
雅
語
の
う
へ

［に
］
〈
な
〉
れ
ば
事
の
序
に
例
を
あ

つ
め
て
さ
と
す
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（４０
ゥ
）
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と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
語
幹
構
成
の
接
尾
辞

「
か
　
げ
　
は
か
　
や
か
　
よ
か
　

り́
か
　
ろ
か
」
を
例
語
を
付
し
て
類
別
列
挙

・‐）、
２
　
右
の
外
古
キ
歌
ど
も
に
ゑ

い

ろ

ら
或
は
し

も
な
ど
の
辞
を
そ
へ
た
る
多
し

【
や
す
め
語
と
い
ふ
】
是
も
は
た
ら
か
ぬ
辞

な
る
ゆ
ゑ
こ
ゝ
に
え
う
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（４９
オ
）

と
間
投
助
詞
や
終
助
詞
の
類
を
挙
げ
、
辞
と
し
て
列
記
す
る
。

こ
れ
ら
は
簡
単
に
述
べ
る
だ
け
で
、
結
局
は

「是
も
は
た
ら
か
ぬ
辞
な
る
ゆ
ゑ
こ
ゝ
に
え
う
な
し
」
で
終
る
。
こ
こ
に
い
う

「
は
た

ら
く
辞
に
あ
ら
ね
バ
こ
れ
も
え
う
な
き
」
、
「
は
た
ら
か
ぬ
辞
な
る
ゆ
ゑ
こ
ゝ
に
え
う
な
し
」
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
常
昭
が

『
詞

つ
か
ひ
』

で
問
題
に
し
た
の
は

「
は
た
ら
く
コ
ト
」
「
は
た
ら
く
モ
ノ
」
、
即
ち

「足
掻
」
（活
用
）

で
あ
り

「車
」
（活
用
語
）
で

あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
て
成
立
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
例
語
を
忠
実
に
書
き
写
し
た
よ

う
に
は
そ
の
末
尾
の

「
附
録
」
を
書
き
写
す
必
要
は
全
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

０
　
辞
と
言

車
は
、

ア
、
あ
き

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど
の
ご
と
き

［あ
き
の
］
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
…
…
さ
ま
／
ヽ

に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ
の
言
の
み
は
易
る

〈事
〉
な
し

日疋
レ
を
首
と
は
い
ふ
な
り

（①
３
）

イ
、
〈上

ニ
ア
リ
テ
〉
動
ヵ
り
言
を
首
と
い
ひ

（①
２
）

ウ
、
下
に
在
り
て
活
ク
辞
を
足
掻
ま
た
車
と
い
ふ
と
知
ル
ベ
し

（②
ｌ
）

工
、
車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動
か
す
辞
な
り

（②
２
）
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オ
、
【
し

［を
］
〈
は
〉
物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
な
る
事
は
廿
七
巻

二
委
ヱ
ム
ベ
し
】
ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ
を
き
と
い

ふ
也

（第
廿
六
巻
１
オ
）

力
、
詞
―ま―
引
司
刻
な
ど
い
ふ
詞
も

け
と
の
み
い
へ
り

目
ｑ
は
そ
へ
て
い
ふ
辞

（２３
オ
）

な
ど
の
よ
う
に
活
用
語
の
末
尾
に
あ

っ
て

「
は
た
ら
く

（活
用
す
る
と

「辞
」
と
い
わ
れ
る
が
、
辞
は
、

キ
、
語
の
下
に
そ
へ
て
い
ふ
辞
く
さ
／
ヽ
あ
り

こ
れ
は
上
に
い
へ
る

〈辞
な
ど
の
〉
ご
と
く
は
た
ら
く
辞
に
あ
ら
ね

（⑩
ｌ
）

ク
、
古
キ
歌
ど
も
に
ゑ

い

ろ

ら
或
は
し

も
な
ど
の
辞
を
そ
へ
た
る
多
し

【
や
す
め
語
と
い
ふ
】
是
も
は
た
ら
か
ぬ
辞

（⑮
２
）

の
よ
う
に

「
は
た
ら
く
」
辞
の
み
を
い
う
の
で
は
な
い
。
辞
は
ま
た
、

ケ
、
俗
に
阿
良
と
も
阿
々
良
と
も
い
へ
る
皆
物
に
感
て
い
ふ
辞
也

（７
ウ
）

の
よ
う
に
感
動
詞
に
も
い
う
。
結
局
、
常
昭
の
い
う
辞
に
は
用
言
の
活
用
語
尾

・
用
言
性
接
尾
語

。
助
動
詞

・
助
詞

・
感
動
詞
の
類
が

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

対
し
て
し
ば
し
ば
辞
と
併
せ
て
用
い
る

「言
」
は
ア
・
イ

・
工
に
よ
る
と
、
多
く
は
体
言
を
言
う
よ
う
で
あ
る
が
、

コ
、
州
剖
引
引

引
引
と
の
み
い
ひ
て
は

じ
の
言
た
ら
は
ぬ
ご
と
く
お
も
ふ
は
わ
ろ
し

（２３
オ
）

に
よ
れ
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
限
定
は
な
い
。
な
お
、
引
用
力
に
い
う

「詞
」
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る

（↓
第
四
節
三
０
）
。

〓
一　
活
用
形
と
そ
の
名
称

０
　
活
用
形
の
体

・
切

・
用

。
続

『詞
つ
か
ひ
』
の
各
巻

（「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
除
く
）
は
各
活
用
型
別
に

一
巻
を
成
し
、
『活
用
言
の
冊
子
』
同
様
そ
の
活
用
の
例

語
を
列
挙
す
る
。
例
語
は

『活
用
言
の
冊
子
』
が
終
止
形

一
語
形
で
示
す
の
に
対
し
て
こ
れ
は
連
用

・
終
止

・
連
体
の
三
語
形
、
終
止



連
体
同
形
の
場
合
は
二
語
形
を
横
に
並
べ
て
書
き
、

の
各
語
形
の
上
部
に
活
用
形
の
名
称
と
も
言
え
る

形
容
詞
で
は
そ
れ
に
語
幹
が
加
わ
る
。
そ
の
場
合
、

「体
、
切
、
用
、
続
」
の
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

活
用
表
と
で
も
言
う
べ
き
表

次
の
よ
う
で
あ
る
。

第二章 『詞つかひ』の内容

続 用切 体   続 用切 体

圏忠な
あ

け

あ

く

あ

く

る

あ
を

あ
を
し

あ
を
く

あ
を
き

d

用 用   体
続 続 切

C

続用 体

ヽヽ  い

る

（第
五
巻
１２
オ
）

（七
の
巻
１
オ
）

（廿
五
の
巻
１
オ
）

（第
廿
六
巻
１
オ
）
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ｅ
　
体
切
　
あ
し

用
続
　
あ
し
く

用
続
　
あ
し
き

②
　
体

（体
語
）

①
体
と
は
津
奈
と
い
ひ
宇
多
と
い
ふ
を
い
ふ

用
と
は
津
奈
具
と
い
ひ
宇
多
布
と
い
ふ
を
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（７
ウ
）

に
よ
る
と
、
活
用
し
な
い
語
が

「体
」

で
、
活
用
す
る
語
が

「
用
」

と
な
る
が
、　
ａ
・
ｂ

。
ｃ
に
示
し
た
よ
う
に
動
詞
の
連
用
形
も

「
体
」
と
い
う
。
「体
」
は
ま
た

「体
語
」
と
も
い
い
、

⑬
ｌ
　
笑
ふ
声
を
恵
良
と
い
ふ
…
…
是
に
車
の
く
を
添
て
恵
良
具
卜
い
ひ
恵
良
伎
と
足
掻
キ
て
体
語
と
な
り
笑
楽
の
名
と
す

（２
オ
）

２
　
こ
の
巻
な
る
は
え
緯
を
も
て
体
語
と
な
れ
り

そ
は
獲
を
え
も
の
と
よ
め
る
は
得
物
の
意
う
た
ゝ
ね

ひ
と
り
ね
と
い
ひ
経

ハ

年
月
日
ノ
行
ク
事
を
来
経
と
ふ
る
く
い
へ
る
こ
れ
ら
皆
体
也

し
か
る
を
廿
四
巻
の
語
は
所
為
を
し
わ
ざ
と
い
ひ
往
来
を
ゆ

き
ゝ
な
と
い
ひ
て
い
緯
を
も
て
体
と
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
三
巻
２
オ
～
２
ウ
）

に
よ
る
と
、
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
、
体
言
に
上
接
し
て
複
合
名
詞
を
作
る
構
成
要
素
と
し
て
の
連
用
形
も

「体

（体
語
と

で
あ

２つ
。形

容
詞
で
は
、
ｄ

・
ｅ
に
示
し
た
よ
う
に
、
ま
た
、

⑩
ｌ
　
あ
を
は
体
に
て
あ
を
某
と
物

へ
つ
ゞ
け
て
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
ウ
）

２
　
あ
じ
と
い
ふ
体
語
に
加
経
の
車

語
を
添
へ
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
１
ウ
）

（第
廿
七
巻
１
ウ
）
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な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
語
幹

（
シ
ク
活
用
形
容
詞
で
は
終
止
形
と
同
形
）
を

「体

（体
語
と

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
次
の
よ
う

に
名
詞
も

「体

（体
語
と

と
言
う
。

３
　
あ
を
き
は
体
語
へ
つ
ゞ
く

【体
と
は

ヽ
青
き
色

ヽ
青
き
空

亀
青
き
草
葉
な
ど
の
類
な
り
】
　

　

　

（第
廿
六
巻
２
オ
）

０
　
用

（用
語
）

「
用
」
は
活
用
す
る
語
の
こ
と
で

「用
語
」
と
も
い
う
。

⑩
ｌ
　
あ
は
れ
む
を
以
て
い
ふ
と
き
は
体
を
先
キ
と
し
用
を
後
と
す
べ
し

体
と
は
津
奈
と
い
ひ
宇
多
と
い
ふ
を
い
ふ

用
と
は
津
奈

具
と
い
ひ
宇
多
布
と
い
ふ
を
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（７
ウ
）

２
　
あ
を
く
は
用
語
へ
つ
ゞ
く

【
用
語
と
は

ヽ
青
く
な
る

ヽ
青
く
染
ム
る

或
は

ヽ
青
く
み
ゆ
な
ど
の
ご
と
し
】

（第
廿
六
巻
２
オ
）

―
―
　
　
　
　
　
　
カ
タ
テ
　
ク
掌
７
バ
　
　
　
ー
ー
ー

州
引
剖
と
は
い
ふ
也

さ
れ
ば
州
引
ｑ
も
州
ｕ
剖
も
用
語
な
る
事
は

３
　
あ
し
と
い
ふ
体
語
に
加
経
の
車

語
を
添
へ
て
あ
し
く

ヽ

論
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
１
ウ
）

に
よ
れ
ば
、
動
詞
、
形
容
詞
が

「用

（用
語
と

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
形
容
詞
そ
の
も
の
を
指
す
確
実
な
用
例
は
な
い
。
右

の
引
用
⑩
３
は
品
詞
と
し
て
の
形
容
詞
を
指
す
の
で
は
な
く
、

「
は
た
ら
く
」

「
つ
ご
く
」

と
き
の
語
形
、　
個
々
の
活
用
形
を
指
し
て

「
用
語
」
と
言

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
活
用
形
は

「
用

・
用
語
」
の
語
形
変
化
し
た
個
々
の
形
で
あ
る
と
の
考
え
に
よ
る
の
で
あ
ろ

，ｎノ。「
あ
を
く
は
用
語
へ
つ
ゞ
く
」
（⑩
２
）
、
「
あ
を
き
は
体
語
へ
つ
ゞ
く
」
（⑩
３
）
の
よ
う
に

「
用
語
」
と

「体
語
」
を
対
立
し
て
使

い
、
続
け
て

「用
語
と
は

ヽ
青
く
な
る

ヽ
青
く
染
ム

る

或
は

ヽ
青
く
み
ゆ
の
ご
と
し
」
（⑩
２
）
と
い
い
、
「体
と
は

ヽ
青
き
色
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「
青
き
空

ヽ
青
き
草
葉
な
ど
の
類
な
り
」

（⑩
３
）

と
い
う
と
き
、

両
者
の
分
別
は
明
快
で
あ
る
。

田
の
ｄ

・
ｅ
の
よ
う
に

「
あ
を

く
」
に

「
用
続
」
、
「
あ
を
き
」
に
同
じ
く

「
用
続
」
が
付
き
、　
ａ
。
ｂ

・
ｃ
に
お
い
て
終
止
形
、
連
体
形
に

「
用
」
が
付
く
と
き
の
用

は

「
あ
し
く
も
あ
し
き
も
用
語
」
（⑩
３
）
の

「
用
語
」
と
同
じ
く
、
用
語
の
個
々
の
語
形
変
化

・
活
用
形
、
即
ち
用

（
＝
は
た
ら
き
、

は
た
ら
い
た
形
）
を
指
す
。

右
の
名
目

「体

（体
語
と

「
用

（用
語
と

が
宣
長
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る

（↓
第
五

章
第

一
節

一
０
）
。

０
　
切

「
切
」
は
、

ａ
。
ｂ

。
ｃ
。
ｄ

・
ｅ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
動
詞

・
形
容
詞
の
終
止
形
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
各
語
形
に
付
さ
れ
た

「体
、
切
、
用
、
続
」
が
、
そ
の
語
形
の
職
能
の
う
ち
代
表
的
な
は
た
ら
き
、
或
は
用
法
を
示
す
も
の
と
す
る
な
ら
、
切
は
文
を
終
止

す
る
事
、
ま
た
そ
の
語
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④
ｌ
　
あ
を
し
は
物
を
い
ひ
定
メ
て
切
る
ゝ
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２
オ
）

と
い
う
。
形
容
詞
の
二
巻
に
は

「切
る
ゝ
」
、
即
ち
文
を
終
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
多
い
。

２
　
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
オ
）

３
　
【
し

［を
］
〈
は
〉
物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
…
…
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
オ
）

４
　
廿
六
巻
の
し
は
事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば

へ
あ
り
て
よ
わ
と
い
へ
ば
本
語
よ
わ
し
と
い
へ
ば
そ
を
い
ひ
伏
セ
た
る
な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４２
オ
）

に
よ
れ
ば
、
形
容
詞
の
終
止
形
語
尾

「
し
」

は

「事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば

へ
」
が
あ

っ
て
、
「物
を
い
ひ
定
む
る
」

は
た
ら
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き
、

い
わ
ば
陳
述
と
も
い
う
べ
き
機
能
を
担
う
。
「
し
」
あ
る
が
ゆ
え
に
、
陳
述
の
機
能
が
働
い
て
文
が
終
止
す
る
。
終
止
形
と
は
文

を
終
止
す
る
陳
述
の
機
能
を
担

っ
た
活
用
形
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
切
」

は
単
に
車
の
足
掻
い
た
語
形

（活
用
形
）

の

一
つ
に
与
え
ら
れ
た
名
目
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
文
を
終
止
す
る
機
能
を

有
す
る
語
形
に
与
え
ら
れ
た
名
目
で
あ
る
。
動
詞
の
場
合
、
そ
れ
が
活
用
形
の

一
つ
で
あ
る
所
謂

「
終
止
形
」
と

一
致
し
、
形
容
詞
の

場
合
、

ク
活
用
で
は

「
語
幹
＋
し
」
、

シ
ク
活
用
で
は

「
語
幹
」
と
そ
れ
ぞ
れ

一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
を
短
絡
し

て

「
切
＝
終
止
形
」
と
す
る
と
、
異
質
な
も
の
と
把
握
し
た
二
つ
の
も
の
、
い
わ
ば
足
掻

（
い
た
語
形
）
と
陳
述

（を
担
う
語
形
）
を

同

一
の
も
の
と
す
る
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

５
　
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ

【
し

［を
］

〈
は
〉

物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
な
る
事
は
廿

七
巻

二
委
ヱ
ム
ベ
し
】
ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ
を
き
と
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
オ
～
１
ウ
）

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
形
容
詞
の
終
止
形
は
陳
述
の
機
能
を
担
う

「
し
」
の
下
接
形
で
あ

っ
て
、
車
の
下
接
形
で
は
な
い
。
し
か
し

動
詞
の
終
止
形
は
車
の
変
化
形

（足
掻
）
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
違
い
を
、
動
詞
の
終
止
形
は
足
掻
の

一
語
形
で
あ
り
な
が
ら
陳
述
の

機
能
を
担
う
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
切
」
は
統

一
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（第
四
節

一
。
二
で
再
び
述
べ
る
）
。

働
　
続
、
続
語

②
ｌ
　
あ
を
は
体
に
て
あ
を
某
と
物

へ
つ
ゞ
け
て
い
へ
り
…
…
あ
を
く
は
用
語

へ
つ
ゝ
く
…
…
あ
を
き
は
体
語

へ
つ
ゝ
く

（第
廿
六
巻
１
ウ
～
２
オ
）

２
　
下
に
受
ル
処
の
語
に
も
亦
体
用
の
定
ま
り
有
て
く
は
用
語
を
受
て
あ
し
く
な
る

あ
し
く
い
ふ

あ
し
く
思
ふ

あ
し
く
す
る

な
ど
い
ひ
…
…
き
は
体

［に
つ
ゝ
き
て
］
金
ｍ
ヲ
受
テ
〉
あ
し
き
人

あ
し
き
物

［と
］
〈
ナ
ト
〉
や
う
に

［各
］

つ
ゞ
く
語
の
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う
へ
に
も
定
ま
り
あ
る
事
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
１
ウ
～
２
オ
）

右
に
よ
れ
ば

「
つ
ゞ
く
」
と
は
下
位
の
語
に
続
く
こ
と
を
言
う
。
先
に
挙
げ
た
表

ａ
。
ｂ

。
ｃ
の

「続
」
、
ｄ

。
ｅ
の

「続
」
は
、

前
者
が
連
体
形
、
後
者
が
連
用
形
と
連
体
形
で
、
と
も
に
下
位
の
体
言
及
び
用
言
に
続
く
形
で
あ
る
。
結
局
、
「
つ
ゞ
く

（続
く
と

と

動
詞
で
使
え
ば

″下
位
の
語
に
続
く
こ
と
″、
活
用
形
に
い
わ
ば
記
号
と
し
て

「続
」
と
使
え
ば

〃下
位
の
語
に
続
く
活
用
形
″
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

用
は
用
語
と
、
体
は
体
語
と
そ
れ
ぞ
れ
同
内
容

で
用
い
ら
れ
、

３
　
初
学
の
人
の
語
に
年
ふ
り

日
を
ふ
り
な
ど
い
ふ
を
た
ゞ
此
経

下
の
続
語
な
る
ふ
る
と
同
じ
や
う
に
お
も
ひ
あ
や
ま
り
て
年

を
経
し
事

日
を
経
し
事
の
ご
と
く
お
も
ふ
は
誤
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
三
巻
２
ウ
）

に
よ
る
と
、
続
語
と
は
、
何
か
が
続
い
て
い
く
、
そ
の
上
位
の
語
を
指
す
の
が
そ
の
用
法
で
、
続
も
続
語
と
同
内
容
で
用
い
ら
れ
る
。

０
　
活
用
型

・
活
用
形
の
種
類

『詞

つ
か
ひ
』

で
は
動
詞
の
場
合
、
車
の
語
形
変
化
、
足
掻
の
諸
語
形
と
し
て
連
用
形

。
終
止
形

・
連
体
形
の
三
活
用
形
を
示
す
。

終
止
形
と
連
体
形
が
同
形
の
場
合
、
二
活
用
形
で
示
す
が
、
同
形
で
あ
る
が
ゆ
え
に
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
三
活
用
形
で
示
す
の
が

原
則
で
あ
る
。
対
し
て
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
で
は
例
語
は
終
止
形
の

一
語
形
で
示
す
が
、
活
用
型
は
上
下
三
段
活
用
の
場
合
に

三
活
用
形
で
、
四
段
活
用
の
場
合
に

「
力
、
キ
、
ク
、
ケ
」
の
四
活
用
形
で
示
す
。
『詞
つ
か
ひ
』
で
も

「第
二
巻
」
表
紙
に

「②
Ｏ

②
Ｏ
」、
内
題
に
続
い
て

「ｍ
〓
日
〓
□

口
〕

と
あ
る
が
、
四
活
用
形
を
示
す
の
は
こ
の

一
か
所
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て

「き
、
く
」

「
し
、
す
」
の
よ
う
に
二
活
用
形
で
あ
る
。
二
活
用
形
と
い
っ
て
も
実
は
連
用

・
終
止

・
連
体
の
三
活
用
形
で
、
複
数
の
同
じ
語
形
の

活
用
形
を

一
つ
で
示
す
の
は
宣
長

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
も
春
庭
の

『詞
八
衝
』
も
そ
う
で
あ
る
。
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宣
長
は
既
に

『
紐
鏡
』
に
お
い
て
己
然
形
を
示
す
が
常
昭
は

「第
廿
六
巻
」
表
紙
に

「栞
廿

一
丁
　
ゾ

第
二
音
　
コ
ソ

第
四
音
」

（朱
筆
）
と

『和
訓
栞
』
の
記
述
を
借
り
て
書
入
れ
る
だ
け
で
他
に
已
然
形
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
『活
用
言
の
冊
子
』
も

『
詞

つ
か

ひ
』
も
已
然
形
を
示
す
こ
と
は
な
い
が
、
既
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
已
然
形
を
挙
げ
な
か

っ
た
の
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
『
詞

つ
か

ひ
』
が
活
用
型
の
相
異
に
よ
る
活
用
語
の
整
理
分
類
に
そ
の
研
究
の
主
眼
が
あ

っ
て
、
活
用
語
の
活
用
現
象
の
す
べ
て
の
語
形
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
己
然
形
を
挙
げ
る
こ
と
は
特
に
必
要
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。

動
詞
は
連
用

・
終
止

・
連
体
の
三
活
用
形
の
異
同
に
よ
っ
て
四
段
活

。
上
二
段
活

・
下
三
段
活

。
上

一
段
活
を
分
類
し
得
る
。
四
段

活
と
ラ
変
活
の
違
い
は
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
常
昭
は
上
二
段
活
と
サ
変
活

・
力
変
活
と
の
相
違
点
に
も
言
及
し
て
い
る
し
、
下

一

段
活
に
も
触
れ
て
い
る
。
常
昭
が
意
識
し
て
い
な
か

っ
た
の
は
ナ
変
活
だ
け
で
あ
る
。

常
昭
の
活
用
語
の
活
用
型
分
類
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
分
類
を
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
未
然
形
に
注
目
し

た
こ
と
、
活
用
型
の
分
類
に
根
拠
を
示
し
理
論
を
与
え
た
こ
と
に
違
い
が
あ
る
。

０
　
活
用
形
の
名
称

三
語
形
ま
た
は
二
語
形
の
い
わ
ゆ
る
活
用
形
を
横
に
並
べ
て
例
語
を
挙
げ
、
そ
れ
に

「体
、
切
、
用
、
続
」
を
付
す
と
き
、
そ
れ
は

一
つ
の

〈活
用
表
〉
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
と
な
り

（０
の
ａ
～

ｅ
）
、
「
体
、
切
、
用
、
続
」
は
活
用
形
の
名
称
と
な
る
。

動
詞
の
連
用
形
、
及
び
形
容
詞
の
語
幹

（
シ
ク
活
用
で
は
終
止
形
と
同
形
）
に
付
く

「体
」
は
、
そ
れ
ら
が
体
言
と
し
て
の
用
法
が

あ
る
た
め
の
名
称
で
あ
る
。
動
詞
の
終
止
形

（
ａ
。
ｂ
）
に
付
く

「切

用
」
は
活
用
形
の

一
つ

（用
）
で
文
が
終
止
す
る

（切
）
語

形
の
意
で
あ
り
、
動
詞
の
連
体
形

（
ａ
・
ｂ
）
に

「続
」
が
付
く
の
は
そ
の
語
形
が
何
か
に
続
く

（
こ
の
場
合
、
体
言
）
語
形
と
い
う

意
で
あ
る
。

同
じ
続
く
語
形
で
も

ｃ
・
ｄ

・
ｅ
に
は

「
用

続
」

と
あ
る
が
、　
こ
れ
は
は
た
ら
く
語

（用
言
）

の

一
つ
の
は
た
ら
き



（活
用
形
）
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め

「
用
」
が
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は

ａ
・
ｂ
も

「
用

続
」
と
あ
り
た
い
。

ａ
の

「続
」
が
空
白
に
な

っ
て
い
る
の
は
隣
の

「切

用
」
と
同
形
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、　
ｃ
に

「切
」
及
び
そ
の
語
形
が
な

い
の
は
隣
の

「
用

続
」
と
同
形
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
語
形
は
な
く
と
も

「切
」
或
は

「切

用
」
が
記
入
さ
れ
て
い
て

よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
形
容
詞
シ
ク
活
用
の
終
止
形
の
語
形
に

「体

切
」
と
あ
る
の
は
、
「体
」
の
語
形
も

「切
」
の
語
形
も
同
じ
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ク
活
用

（ｄ
）
で
二
つ
に
別
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
形
容
詞
の
終
止
形
に

「切
」

だ
け
が
あ

っ
て

「
用
」
が
な
い
の
は
車
の
足
掻
い
た

一
つ
の
語
形
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

０
　
派
生
形
の
活
用
形
の
名
称

派
生
形
の
活
用
形
を
縦
に
組
み
込
み
、
活
用
形
の
名
称
を
記
入
す
る
次
の
よ
う
な
表
が
あ
る
。

ｆ
　
う
ゑ
　
　
　
殖

う
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

う

ゝ

るお
き
　
起

お
く

お
く
る

ヽ
う
ゑ
た
り

有

だ
う
ゑ
た
る

切

有
語

続

ヽ
う
ゑ
さ
せ

令
　
う
ゑ
さ
す

だ
う
ゑ
さ
す
る

令
語

第一節 活用論

g

続 用切 体

続 用切 体

続 続用 体切

所

語

（第
十
五
巻
）

（第
十
六
巻
）
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h

続 用切 体

〆
令

ヽ

続 続用 体切

所

（語
）
に
付
く

「体
、
切

用
、
続
」
は
前
項
０
に
述
べ
た
と
同
じ
な
の
で
措
く
。

有

（語
）
の

「切
、
続
」
は
ラ
変
型
活
用
語
の

「―
―
り
」
が
終
止
の
用
法
を
も

つ
終
止
形
に
相
当
し
、
そ
の
語
形
を

「切
」
と
す

る
。
「―
―
る
」
（連
体
形
）
は
体
言
に
続
く
の
で
そ
れ
を

「続
」
と
す
る
こ
と
も
了
解
で
き
る
。
令

（語
）
の

「続
」
が

「―
―
さ
す

る
」
（連
体
形
）
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

令

（語
）
の
連
用
形

（ｆ

「
う
ゑ
さ
せ
し

に

「切

体
」
を
付
す
る
の
は
、
こ
の
活
用
形
が
お
そ
ら
く
中
止
の
用
法
を
も

つ
が
ゆ
え

に

「切
」
と
し
、
ま
た

「体
」
と
も
す
る
の
は
、

・１
　

い
え
　
　
癒

い
ゆ

い
ゆ
る

の
よ
う
に
令
語
に
サ
行
四
段
活
の
他
動
詞
を
書
く
、
そ
の
連
用
形
、
ｉ
で
い
え
ば

「
い
や
し
」
を
考
え
て
の
こ
と
で
、
と
す
れ
ば
ｆ

・

ｇ
・
ｈ
は
先
に
挙
げ
た

ａ
・
ｂ

。
ｃ
と

一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
な
れ
ば

ａ
。
ｂ

。
ｃ
の
、
い
わ
ば
連
用
形
に
も

「
切
」
が
あ

っ
て

も
よ
い
こ
と
に
は
な
る
。
令
語
の
場
合
、
終
止
形
に

「切
」
の
代
わ
り
に

「続
」
が
あ
る
の
は
ｉ
の
終
止
形

（「
い
や
す
し

が
連
体
形

お
ち
　
落

お

つ

お

つ
る

ヽ
体

所
　胸

〆
続

ヽ
切

有
〆

続

所

有

い
や
し

令

　
い
や
す

〔
い
や
す
る
〕

（第
十
七
巻
）

（第
十
三
巻
）



と
同
形
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
左
端
の

「続
」
は
下
三
段
活
の
連
体
形

（ｆ

「
う
ゑ
さ
す
る
し

に
対
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

一
つ
の
表
に
お
い
て
令
語
に
対
し
て
異
な
る
活
用
形
の
名
称
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
令
語
と
し
て
単
純
形
の
令
語
と
派
生
形
の

令
語
と
を
共
に
認
め
る
常
昭
に
と

っ
て
こ
れ
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
横
に
活
用
形
の

系
列
、
縦
に
派
生
形
の
系
列
を
同
時
に
書
込
む
活
用
表
の
限
界
で
も
あ
り
、
常
昭
独
自
の
活
用
体
系
に
矛
盾
を
来
す
こ
と
に
も
な

っ
た

（↓
第
二
節
四
）
。

四
　
活
用
型

の
分
類

０
　
『
詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
語
分
類

『
詞

つ
か
ひ
』
の
活
用
語
分
類
に
つ
い
て
は
先
に
も
述
べ
た
が

（↓
第
二
章
第

一
節

一
②
）
、
端
的
に
い
う
と
、
動
詞
の
場
合
、
語
の

音
節
数
の
単

。
多
と
現
行
文
法
に
い
う
連
用
形

。
終
止
形

・
連
体
形
の
異
同
に
よ
る
活
用
型
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

語
の
音
節
数
は
、

単
音
節
語

活
用
型
は
、

101 第一節 活用論

b  a

「
イ

・
ウ

。
（
ウ
と

活
用

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用

「
工
・
ウ

ｏ
ウ
る
」
活
用

B A
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「
イ

・
イ
る

。
（
イ
る
と

活
用

‥
‥
ｄ

に
分
け
、　
そ
れ
を
便
宜
付
し
た
Ａ
Ｂ

・
ａ
ｂ

ｃ
ｄ
で
い
う
と
、

Ａ
と

ａ

（右
輪
）
、

Ａ
と
ｂ

（牛
語
）
、

Ａ
と

ｃ

（左
輪
）
、

Ｂ
と

ａ

（戟
語
）
、
Ｂ
と
ｂ

（轄
語
）
、
Ｂ
と

ｃ

（轄
語
）
、
そ
し
て
Ｂ
と
ｄ

（轍
語
）
に
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

（　
　
）
内
の
よ
う
な
牛

車
に
関
す
る
名
目
を
付
け
る
と
い
う
分
類
で
あ
る

（↓
第
四
章
第
二
節

一
０
）
。
し
か
し
こ
の
分
類
は
、
実
は
、
『詞

つ
か
ひ
』
が
研
究

の
出
発
点
と
し
た

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
分
類
で
あ
る
と
言
う
ほ
う
が
寧
ろ
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
『詞

つ
か
ひ
』

は
多
く
を
語

る
の
で
、
規
準
や
理
論
が
確
か
に
あ

っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

常
昭
に
は
、
こ
の
分
類
の
ほ
か
に
、
右
の
活
用
型
の
ｂ

。
Ｃ
が
共
に
も

つ

「
ウ
る
」
の

「
る
」
に
注
目
し
、
そ
の
有
無
に
よ
る
分
類
、

い
わ
ば
富
士
谷
成
章
の
い
う

「靡
」
の
有
無
に
よ
る
分
類
と
同
様
の
分
類
が
あ
る
。
次
ぎ
に
述
べ
る

「
天
語

。
地
語
、
春
語

。
秋
語
」

が
そ
れ
で
あ
る
。

な
お
、
形
容
詞
は
現
行
文
法
と
同
じ
で
、
ク
活
用

（輻
語
）
と
シ
ク
活
用

（穀
語
）
の
三
分
類
で
あ
る

（↓
第
四
節
）
。

②
　
天
語

。
地
語
、
春
語

。
秋
語

動
詞
を
活
用
型
別
に
分
類
す
る
に
当

っ
て
は
、

Ｉ
　
車
語
が
母
音
交
替
の
み
に
よ
る
語
形
変
化
か
。

Ⅱ
　
連
体
形
に

「
る
」
が
下
接
す
る
語
形
変
化
か
。

こ
れ
が
問
題
と
な
る
。
後
は
、
連
用
形
が
イ
段
か

工
段
か
、

こ
れ
に
よ
っ
て
下
位
分
類
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
母
音
交
替
か
、
「
る
」
下

接
か
の
識
別
が
天
語

。
地
語

。
春
語

・
秋
語
の
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
る

。
ら
る
、
す

ｏ
さ
す

。
し
む
」
下
接
形
と
の
関
係
で
論
じ

ら
れ
る
と
き
、
所
語

。
有
語

・
令
語
の
問
題
と
も
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
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天
語

。
春
語
は

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
右
輪
語
、
地
語

・
秋
語
は

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
左
輪
語

。
轄
語
、
「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」

活
用
の
牛
語

。
轄
語
を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
内
容
の
用
語
と
解
さ
れ
る
。
同
内
容
の
も
の
に
何
故

「天
、
春
」
、
「地
、
秋
」
の
よ

う
に
別
の
名
称
を
用
い
る
か
。
こ
れ
に
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の
巻
々
の
成
立
の
先
後
関
係
も
関
わ

っ
て
問
題
は
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る

（↓
第
二
節
二

・
三

・
四
）
。

五
　
語
形
と
意
義

の
問
題

０
　
所
語
、
有
語
、
令
語

『詞
つ
か
ひ
』
中
、
所
語

。
有
語

。
令
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
多
い
。
所
語
は
受
身
自
発
の
意
を
担
う
語
形
で
主
と
し
て

「
る
、

ら
る
」
下
接
形
、
有
語
は
状
態
存
在
の
意
を
担
う
語
形
で

「
あ
り
」
下
接
の
熟
合
形
、
令
語
は
使
役
命
令
の
意
を
担
う
語
形
で
主
と
し

て

「す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
形
で
あ
る
。
す
べ
て
語

（動
詞
）
に
い
わ
ゆ
る
複
語
尾

・
存
在
詞
の
下
接
し
た
語
形
で
、
下
接
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
元
の
語
の
意
義
に
自
発

・
状
態

・
使
役
等
の
意
義
が
加
わ
っ
た
派
生
形
で
あ
る
。

所
語
、
有
語
、
令
語
は

『詞
つ
か
ひ
』
∩
活
用
言
の
冊
子
し

が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
見
る
と
き
、
「各
巻

（各
会
と

の
い
ず
れ
に
も
取
込
ま
れ
な
い

『
紐
鏡
』
の
欄
外
注
記
が
形
を
変
え
て

『
詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「体
　
あ
せ
」
「切

用
　
あ
す
」
「続
　
あ
す
る
」
の
活
用
形
三
語
形
が
横
に
並
べ
ら
れ
た
も
の
に
加
え
て
縦
に

「所

（語
）

有

（語
）

令

（語
と

と
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
横
は
語
の
活
用
の
系
列
、
縦
は
派
生
形
の
意
義
の
系
列
で
あ
る
。

こ
れ
が

一
つ
の
表
に
書
込
ま
れ
、　
一
つ
の
体
系
を
成
し
、
常
昭
独
自
の
活
用
観
を
示
す
。
縦
の
系
列
は
語

（語
形
）
と
意
義
の
問
題
を

論
ず
る
こ
と
に
な
り
、
関
連
し
て

「自

。
自
語
、
故

・
故
語
、
然
格

・
為
格
」
な
ど
の
名
目
を
用
い
て
動
詞
の
自
他
に
言
及
す
る
こ
と
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が
あ
る
。

所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
、
関
連
し
て
自
他
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
節
を
設
け
詳
述
す
る

（↓
第
二
節
）
。

０
　
不
語
、
将
語

『
詞

つ
か
ひ
』

に
お
い
て
活
用
形
は
連
用
形

・
終
止
形

・
連
体
形
の
三
活
用
形
が
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、

命
令
形
は
語
の
活
用
形

の
系
列
と
は
別
体
系
の
も
の
と
し
て
で
は
あ
る
が
令
語
と
と
も
に
説
か
れ
る

「半
令
」
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
已
然
形
に
つ
い
て
は
、

活
用
型
の
分
類
に
お
い
て
こ
の
語
形
が
特
に
有
効
で
は
な
い
か
ら
か
、
述
べ
る
こ
と
が
な
い
。
未
然
形
に
つ
い
て
は
、

⑬
ｌ
　
為

ハ
不
語

将
語
を
い
ふ
と
き
せ
に
よ
び
う
つ
せ
り

来
は
こ
に
呼
う

つ
し
て
こ
む

こ
ず
と
い
ふ
　

　

（第
廿
四
巻
３
オ
）

２
　
将
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ン
不
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
１
オ
、
宣
長
頭
書
）

と
あ
る
。
「
不
語
」
は
動
詞
に
打
消
の
助
動
詞

「
ず
」
の
、
「将
語
」
は
推
量
の
助
動
詞

「
む
」
の
下
接
し
た
形
を
言
う
。
い
わ
ゆ
る
未

然
形
に
対
す
る
名
目
で
は
な
い
。
不
語

。
将
語
は
そ
の
語
形
が
表
す
意
義
に
関
わ
る
名
目
で
、
こ
れ
に
言
及
し
た
こ
と
が
未
然
形
を
活

用
形
の

一
つ
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
名
目

「
不
語
、
将
語
」
は
サ
変
活

・
力
変
活
の
車
の
語
形
変
化
が
他
の

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
語

（牛
語
）
と
異
な
る
こ
と
、
未
然
形
の
語
形
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
は
な

っ
た
。

④
２
の
宣
長
頭
書
を
加
え
る
と
そ
の
前
後
は

「下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ

〈将
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ン

不
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ズ
〉
所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転

有
語
に
い
へ
ば
あ
け
り
と
け
に
転

〈
墨
中
に
て
は
あ
か
し

あ
か

す
と
や
う
に
…
…
」
（凡
例
１
オ
し

と
な

っ
て
、
あ
た
か
も
所
語

。
有
語

・
令
語
と
同

一
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
な
る
。
た
し

か
に
所
語

。
有
語

・
令
語
は
主
と
し
て
単
純
形
の
動
詞
に

「
る

。
ら
る
、
り

。
た
り
、
す

。
さ
す

。
し
む
」
の
下
接
し
た
語
形
で
、
そ

の
語
形
は
原
則
と
し
て
各
巻
の
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
は
な
く

（↓
第
二
節
四
）
、
そ
の
点
で

「む
」
下
接
の
将
語
も

「ず
」
下
接
の
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不
語
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
所
語

・
有
語

。
令
語
が

一
つ
の
活
用
表
に
そ
の
単
純
形
と
と
も
に
載
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
将

語

。
不
語
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
し
、
所
語

。
有
語

・
令
語
の
設
定
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
併
せ

考
え
る
と

（↓
第
二
節
二
）
、
「む
、
ず
」
下
接
の
将
語

・
不
語
は
所
語

。
有
語

。
令
語
と
峻
別
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
⑬
ｌ
の
将
語

。

不
語
も
所
語

。
有
語

。
令
語
の
使
わ
れ
る
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
下
接

「
て
に
を
は
」
と
の
接
続
時
の
語
形
変
化
に
つ
い

て
述
べ
る
の
み
で
あ
る

（↓
第
二
節

一
②
引
用
①
ｌ４
）０
宣
長
頭
書

（④
２
）
は
接
続
の
際
の
語
形
の
変
化
に
注
目
し
て
の
こ
と
で

あ

っ
て
、
所
語

。
有
語

・
令
語
と
同
列
に
扱
う
こ
の
頭
書
は
、
常
昭
の
所
語

・
有
語

。
令
語
の
論
を
理
解
し
て
い
た
か
、
疑
間
は
あ
る
。

エハ
　
常
昭

の
文
法
観

常
昭
の
文
法
研
究
の
根
底
に
は

「語
を
な
す
」
言
語
形
式
を
研
究
対
象
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
活
用
の
考
察
に
し
て
も
変
化
部
分
、

即
ち
活
用
語
尾
だ
け
を
そ
れ
が
表
す
意
味
と
無
関
係
に
取
り
出
し
て
車
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
派
生
形

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
の
考

察
に
お
い
て
も
動
詞
下
接
の
車
は
い
わ
ゆ
る
複
語
尾
の
よ
う
に
扱
わ
れ

「動
詞
十
助
動
詞
」
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
な
い
。
「
不
語
、

将
語
」
の
名
称
も
同
様
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

車
の
研
究
は

『詞
つ
か
ひ
』
全
二
十
巻
の
整
然
と
し
た
構
成

。
巻
序
と
な
り
、
そ
の
理
論
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に

「語
を
な

す
」
語
形
式
の
相
異
に
よ
る
意
義
の
相
異
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
り
、
動
詞
の
自

。
他
の
問
題
に
ま
で
論
が
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
形

容
詞
の
活
用
に
お
い
て
も
本
語
を
中
心
に
据
え
て
車

「
く
、
き
」
を
考
え
る
な
ど
、
常
に

「語
を
な
す
」
語
形
が
根
底
に
あ
る
。
形
容

詞
の
場
合

「動
か
ぬ
」
本
語
に
下
接
の

「し
」
が
終
止
の
陳
述
作
用
を
担
う
も
の
と
さ
れ
、
車
の
足
掻
い
た
も
の
と
は
し
な
い

（↓
第

四
節

一
。
二
）。

こ
の
よ
う
に
常
昭
の
文
法
観
は
、　
一
定
の
語
形
と
そ
れ
が
有
す
る
意
味
内
容
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
理
解
す
る
こ
と
は
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出
来
な
い
。

「
車
」

論

の
車

の
よ
う
に
同

一
の
形
を

一
括
し
、

し
た
が

っ
て
首

の
意
味
概
念
を
分
割
す
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、

言
語

を
形

の
上

で
割
切
る
形
式
主
義

で
な
く
、
言
語

の
意
味
内
容
を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
機
能
と
形
式
を
併
せ
考
え
る
文
法
と

一言

っ
て
よ
い
。

〔注
〕

１
　
『
詞
八
衝
』
に

「未
夕
語
を
な
さ
ず
」
璽
“を
な
さ
ゞ
る
な
り
」
「
て
に
を
は
の
ん

ず

じ
に
て
語
を
な
す
な
り
」
（上
巻
五
丁
ウ
）
、
ヨ
“を
な

さ
ゞ
る
活
な
し
」
（上
巻
六
丁
オ
）
と
あ
る
。

２
　
一旦
長
筆
。

３
　
注
２
。

４
　
後
藤

一
日

「
『詞
の
小
車
』
国
語
学
史
上
の
地
位
―
柴
田
常
昭
の
大
著
―
」
「
国
学
院
雑
誌
』
通
巻
七
六
九
号
　
昭
和
四
十
六
年
五
月
　
国

学
院
大
学
）
。

５
　
後
藤

一
日

「『
詞
の
小
車
と
用
言
研
究
史
上
に
お
け
る
柴
田
常
昭
の
功
績
」
翁
国
学
院
雑
誌
』
通
巻
七
八
五
号
　
昭
和
四
十
七
年
十
月
　
国

学
院
大
学
）
。

６
　
水
野
清

「鈴
木
膿
に
よ
る
宣
長

・
成
章

。
両
学
派
の
合
流
」
「
文
莫
』
第

一
号
　
昭
和
五
十

一
年
八
月
　
鈴
木
膿
学
会
）
。

○
第

一
節
は
、
弓
詞
つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
第
六
二
六
号
　
昭
和
五
十

一
年
四
月
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
に
訂
正
加
筆
し
た
。
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塞

一節

所
語

ｏ
有
語

・
令
語

の
論

一　
活
用
表

０
　
縦

・
横
の
活
用
表

常
昭
の
活
用
研
究
に
は
活
用
語
の
語
構
成
、
活
用
型
の
類
別
の
ほ
か
、

語
形
と
意
義
の
関
わ
り
の
研
究
が
あ
る
。

「所
語

。
有
語

。

令
語
」
の
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
昭
の
活
用
体
系
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。

『
詞

つ
か
ひ
』

に
は
活
用
表
と
も
い
う
べ
き
表
が
あ
る
。

各
巻
所
属
例
語
の
掲
出
が
そ
の
ま
ま

一
つ
の
活
用
表
と
も
見
倣
し
う
る
表

に
な

っ
た
の
だ
が
、　
そ
こ
に
は
常
昭
の
活
用
体
系
中
に
占
め
る
所
語

。
有
語

・
令
語
の
位
置
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

『
詞

つ
か

ひ
』
の
各
巻
所
属
の
例
語
は
常
昭
が
範
と
し
た
師
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
が
終
止
形

一
語
形
を
も

っ
て
列
挙
す
る
の
に
対
し
て
、

こ
れ
は
連
用
形

。
終
止
形

・
連
体
形
の
三
語
形
を
横
に
並
記
す
る
。
四
段
活

・
一
段
活
動
詞
は
終
止
形
と
連
体
形
が
同
形
で
あ
る
が
ゆ

え
に
二
語
形
と
な
る
が
原
則
と
し
て
は
三
語
形
で
あ
る
。

第
五
巻
の
末
尾
、
そ
の
巻
の
全
例
語
列
挙
の
後
、
料
紙
を
改
め
て
活
用
形
の
名
称
と
も
い
う
べ
き

「体
、
切

・
用
、
続
」
の
付
く
活

用
形
が
横
に
並
ぶ
。

（料
紙
の

一
行
日
に

「
詞
づ
か
ひ
　
第
五
の
巻
」
と
あ
る
。

こ
の
活
用
表
掲
出
は
右
輪
語
の
巻
々
で
は
こ
の

一
か

所
）
。（

ａ
）

体
　
　
あ
み
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続 用切 体
続 用切

（
ｂ

）,な 体
続 用切 体

ハ

所

有

続圏あ

く

る

（第
八
の
巻
）

圏急

（第
五
巻
）

終
止
形

・
連
体
形
と
が
異
な
る
第
七
巻
で
は
、

あ
け
　
明

あ
く

あ
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（七
の
巻
）

と
な
る
。
い
ま
仮
に
こ
れ
を
縦
に
書
き
換
え
て
、

切

・
用

あ
む

あ
く

あ
せ
　
○

あ
す

あ
す
る

と
す
る
と
、
よ
く
見
慣
れ
た
活
用
表
と
な
る
。
こ
れ
を
甲
型
活
用
表
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

第
八
巻
に
は
こ
の
活
用
表
に

「所
、
有
、
令
」
が
縦
に
付
け
加
わ
る
次
の
よ
う
な
表
が
あ
る
。

（
Ｃ
）



以
下
、
多
く
の
巻
が
こ
の
形
式
で
例
語
を
掲
出
す
る
。
こ
れ
を
乙
型
活
用
表
と
呼
ぶ
。

（
ｄ

）

あ

て
　
富

あ

つ

あ

つ
る

殖

（
ｅ
）

う
ゑ

う

う

う

ゝ

る

う
ゑ
た
り

う
ゑ
た
る切

（第
九
の
巻
）

う
ゑ
さ
せ

う
ゑ
さ
す

う
ゑ
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
五
巻
）
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続  用切

所
五

続  用切

続  続用 体切

続 用切 体

所

だ
所

ヽ

続 用切 体

だ
有

ヽ

△

〆
T3ヽ

〆
有

ヽ

続   切

令

（ｆ
）

体

お
き
　
起

お
く

お
く

る

な
ど
で
あ
る
。
活
用
形
の
名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
の
語
形
も
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
基
本
的
に

は
同
じ
で
あ
る
。

甲
型
活
用
表
が
単
な
る
語
の
活
用
形
の
変
化
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
乙
型
活
用
表
は
文
法
上
異
な
る
二
つ
の
概
念
が
横
の
系
列

と
縦
の
系
列
と
に
分
か
れ
、
か

つ
一
つ
の
表
に
書
込
ま
れ
る
複
雑
な
活
用
表
と
な

っ
た
。
横
の
系
列
は
同

一
語
内
で
の
語
形
交
替
即
ち

活
用
形
の
系
列
で
あ
り
、
縦
の
系
列
は
意
義
に
応
ず
る
語
尾
添
加
に
よ
る
派
生
形
の
系
列
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
現
行
の
活
用
表
と
は

有
語

令
語

続

（第
十
六
巻
）
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違
う
。

二
つ
の
系
列
を
縦

・
横

一
つ
に
組
合
わ
せ
る
考
え
が
何
に
由
来
す
る
か
不
明
だ
が
、
常
昭
と
宣
長
の
問
答
の
記
録
、

『
万
葉
集

疑
問
』
に

「
竪

ハ
、
イ
タ
ミ
、
イ
タ
ム
、
イ
タ
メ
、
横

ハ
、
イ
タ
イ
、
イ
タ
キ
、
イ
タ
シ
ト
通
フ
、
如
此
賢
横

二
通
フ
詞

ニ
ノ
ミ
、
見

ノ
言

ハ
有
ル
ナ
リ
、
降
リ
ミ
降
ラ
ス
ミ
ハ
、
降
り
、
降
ル
、
降
レ
ト
竪

ニ
ノ
ミ
カ
ョ
ヒ
テ
、
降
イ
、
降
キ
ト
横

二
通

フ
事
ナ
シ
」
と
あ

る
。
勿
論
、
こ
こ
に
い
う
賢
は
五
十
音
図
の
行
の
系
列
、
横
は
段
の
系
列
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
同

一
語
基
に
よ
る
動
詞
と
形
容
詞
の
関

係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』

の
乙
型
活
用
表
に
お
け
る
縦

・
横
の
系
列
と
は
別
で
あ
る
が
、

あ
る
い
は
こ
れ
が

常
昭
に
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
活
用
形
の
系
列
を
横
に
並
べ
る
例
語
掲
出
の
仕
方
は
、
田
中
道
麿
と
宣
長
の

問
答
の
記
録

『
万
葉
集
問
答
』
に
も
、

①
陰

下
知

（
六

。
四

四

八

）

と

あ

る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
常
昭
が
各
活
用
形
を
横
に
並
べ
る
直
接
の
範
は
、
所
語
有
語
令
語
の
設
定

（↓
二
②
）
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の

欄
外
注
記
に
あ
る
と
同
じ
く

『
紐
鏡
』

の
例
語
排
列
に
あ

っ
た
。
縦
長
の
表
の
右
に

「
は

。
も

。
徒
」

の
結
び
、
中
に

「
ぞ

。
の

。

や

。
何
」

の
結
び
、
左
に

「
こ
そ
」

の
結
び
の
そ
れ
ぞ
れ
を
列
記
す
る

『紐
鏡
』

は
、
い
わ
ゆ
る
終
止

・
連
体

・
已
然
と
連
用

・
終

止

・
連
体
の
違
い
は
あ
る
が

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
の
書
き
方
に
極
め
て
近
い
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
て
始
ま

っ
た

『
詞

つ
か
ひ
』
で
は
動
詞
の
活
用
が
問
題
と
な
る
。
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
に
よ

っ
て
所
語

・

カ
ク

ラ
バ

カ
ク
リ

カ

ク

ル

カ
ク

レ

古
事
記

カ
ク
ル

カ
ク
ル
ゝ

陰

カ

ク

レ
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有
語

。
令
語
を
設
け
た
常
昭
は
動
詞
の
活
用
の
問
題
と
し
て
そ
れ
を
捉
え
た
。
そ
し
て
横
の
活
用
形
の
系
列
に
、
縦
の
系
列
と
し
て
そ

れ
を
加
え
て
成

っ
た
の
が
乙
型
活
用
表
で
あ
る
。

０
　
例
語
の
列
挙

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
各
会
所
属
例
語
の
活
用
型
は
、
例
え
ば

「
カ

キ

ク

ケ
」
（第

一
巻
、
力
行
四
段
活
）
、
「
ケ

ク

ク
ル
」
（第

七
会
、
力
行
下
二
段
活
）
の
よ
う
に
各
会
の
冒
頭
に
示
さ
れ
る
。
例
語
の
活
用
変
化
を

一
つ
の
型
と
し
て
示
す
に
は
こ
れ
で
充
分
で
、

そ
の
所
属
例
語
は
終
止
形
の

一
語
形
を
挙
げ
る
だ
け
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず

『
詞

つ
か
ひ
』
で
は
そ
の
よ
う
に
は
書
き
写
さ
な
か

っ
た
。

各
巻
の
冒
頭
に

「
キ

ク
」

「
ケ

ク

ク
ル
」

の
よ
う
に
活
用
型
が
連
用
形

・
終
止
形

（連
体
形
同
形
）

の
二
語
形
、
若
し
く
は
連
用

形

・
終
止
形

・
連
体
形
の
三
語
形
で
示
さ
れ
て
お
り
、
各
例
語
も
連
用

。
終
止

（連
体
形
同
形
）
の
二
語
形
、
連
用

。
終
止

・
連
体
の

三
語
形
が
書
か
れ
て
い
る
。
例
語
の

一
語

一
語
に
わ
ざ
わ
ざ
二
語
形
、
三
語
形
を
、
し
か
も
紙
幅
を
要
す
る
の
に
横
に
並
べ
て
書
く
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
常
昭
に
各
例
語
の
活
用
型
を
決
定
す
る
活
用
の
種
々
相
に
関
心
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
結
果
的
に
は
や

が
て
所

（語
）
。
有

（語
）
。
令

（語
）
を
縦
に
並
べ
て
書
き
込
む
こ
と
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
あ
る
い
は
常
昭
に
は
、

研
究
の
当
初
か
ら

「所
語

。
有
語

。
令
語
」
を
も
含
め
て
活
用
体
系
を
考
え
る
活
用
観
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、

第
五
巻
に
な

っ
て
乙
型
活
用
表
が
現
れ
る
点
に
そ
う
言
い
切
れ
な
い
も
の
は
あ
る
が
、
敢
え
て
わ
ざ
わ
ざ
各
活
用
形
を
横
に
並
べ
て
例

語
を
書
く
こ
と
の
意
味
も
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
一　

所
語

。
有
語

。
令
語

の
成
立

０
　
所
語
、
有
語
、
令
語

ａ
　
　
証冽
五
ｍ

所
語
の
所
は

「所
見
」
（第
十
三
巻
）

の
所
で
、
「物
の
お
の
づ
か
ら
に
」
（凡
例
の
第

一
巻
）

の
意
で
あ
る
。
自
発
の
意
義
を
担
う

語
形
を
所
語
と
い
う
。

第
十
三
巻
の
例
語

「
き
え

き
ゆ

き
ゆ
る
　
消
」
「
こ
え

こ
ゆ

こ
ゆ
る
　
越
」
「
タ
エ

た
ゆ

た
ゆ
る
　
絶
」
の
欄
外
に
そ
れ
ぞ
れ

「
消
ノ
所
語
か
」
「越
ノ
所
語
か
」
「
断
ノ
所
語
か
」
と
あ
る
。
「
か
」
を
伴

っ
て
確
言
は
し
て
い
な
い
が
、
「消

つ
」
「越
す
」
「断

つ
」

に
対
し
て

「消
ゆ
、
越
ゆ
、
絶
ゆ
」
が
所
語
に
当
た
る
と
い
う
。
ヤ
行
下
三
段
活
の
こ
れ
ら
の
語
が
自
発
の
意
義
を
担
う
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

②
ｌ
　
下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ
所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転

　

（凡
例
の
第

一
巻
１
オ
）

２
　
横
た
は
る
と
も
い
へ
れ
ど
こ
れ
は
横
た
ふ
と
い
ふ
語
の
所
語
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２５
オ
）

３
　
牧
語
は
ら
れ

ら
る

ら
る
ゝ
と
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻
５
オ
）

４
　
所
語
は
ら
れ
と
い
ひ
て
う
ゑ
ら
れ

う
ゑ
ら
る

う
ゑ
ら
る
ゝ
と
や
う
に
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
五
巻
１
ウ
）

５
　
所
語
は
ら
れ
と
い
ふ
べ
し

【
お
き
ら
れ

お
き
ら
る

お
き
ら
る
ゝ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
４
オ
）

６
　
お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
…
…
に
え
は
煮
ノ
所
語
み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど
也
　
（第
十
三
巻
５
オ
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
所
語
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。

「
る
、
ら
る
」
下
接
形

―
―

（所
語
ア
）
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単
純
形

（自
動
詞
）
―
―

（所
語
イ
）

の
二
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
所
語
イ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
自
動
詞
の
す
べ
て
が
所
語
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
自
発
の
意
を
担
う
語
が
そ

れ
に
当
る
。

第
十
巻
に
、

③
一二
ム
　
カ
サ
ネ
ノ
所
語
ヲ
カ
サ
ナ
ル
ト
モ

ツ
ラ
ネ
ノ
所
語
ヲ
ツ
ラ
ナ
ル
ト
モ
イ
フ
ガ
如
ク
ナ
レ
ト
モ
ソ
ハ
非
也

コ
レ
ハ
マ
タ
ギ

（４
）

ヲ
マ
タ
ガ
リ
ト
云
ガ
リ
ニ
同
シ

師
ノ
所
備
ヲ
ソ
ナ
ハ
ル
ト
ヨ
マ
レ
シ
モ
イ
カ

　ヽ
コ
レ
モ
上
卜
同
格

ニ
テ
実
ノ
所
語

ハ
ソ
ナ
ヘ
ラ

ル
ト
云
ベ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
巻
１
オ
～
１
ウ
　
頭
書
）

と
あ

っ
て
、
師
を
批
判
し
て
ま
で
も
常
昭
に
は

「
る
、
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
を
も

っ
て

「実
の
所
語
」
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
記
述

中
に
は
あ

っ
て
も
乙
型
活
用
表
の
所
語
の
欄
に
自
発
の
意
を
有
す
る
ヤ
行
下
二
段
活
語
が
書
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
、
先
に
挙

げ
た

「
消
ゆ
る
」
が

「消

つ
」
の

「
所
語
か
」
と

「
か
」
を
伴
う
こ
と
の
意
味
も
こ
れ
に
よ

っ
て
了
解
さ
れ
る
。

語
の
表
す
意
味
か
ら
言
う
と
、
た
し
か
に
所
語
ア
も
所
語
イ
も
所
語
と
言
え
る
が
、
常
昭
が
言
う
所
語
と
は

「
る
、
ら
る
」
下
接
形

の
所
語
が

「実
の
所
語
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ｂ
　
有
語

有
語
の
有
は
、
い
わ
ゆ
る
存
在
詞

「
あ
り

（有
と

の
有
で
、
状
態

・
存
続
の
意
義
を
担
う
語
形
を
有
語
と
い
う
。

④
ｌ
　
有
語
に
い
へ
ば
あ
け
り
と
け
に
転

２
　
有
語
は
た
り
を
そ
へ
て
う
ゑ
た
り

う
ゑ
た
る
と
い
ふ
べ
く

３
　
有
語
は
川
引
と
い
ふ
べ
し

【
お
き
た
り

お
き
た
る
】

な
ど
に
よ
れ
ば
、
有
語
は
存
在
詞

「
あ
り
」
を
含
む
語
形
で
、
上
位
の
動
詞
に

「あ
り
」
が
下
接
し
た
、

（凡
例
の
第

一
巻
１
オ
）

（第
十
五
巻
１
ウ
）

（第
十
六
巻
４
オ
）

あ
る
い
は
そ
れ
が
熟
合
し
た
、
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「
り
、
た
り
」
下
接
形

で
あ
る
。

Ｃ
　
　
〈
「
五
¨

令
語
の
令
は
漢
文
助
辞

「令
」
の
令
で
あ
り
、
「命
令
」
の
令
で
あ
る
。
使
役

・
命
令
の
意
義
を
担
う
語
形
を
令
語
と
い
う
。

⑤
ｌ
　
令
語
に
て
は
あ
か
し

あ
か
す
と
や
う
に
か
く
さ
ま
／
ヽ
に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ
の
言
の
み
は
易
る

〈事
〉
な
し

（凡
例
の
第

一
巻
１
オ
）

２
　
令
語
は
半
令
は
も
と
よ
り
あ
が
て

あ
や
ま
て
と
い
ひ
本
令
は
あ
が
た
し
む

あ
や
ま
た
し
む
と
い
ふ
　
　
（第
二
巻
３
ウ
）

３
　
令
語
は
う
ゑ
さ
せ

う
ゑ
さ
す

う
ゑ
さ
す
る
と
や
う
に
い
ふ
べ
し

半
令
は
よ
を
そ
へ
て
う
ゑ
よ
と
や
う
に
い
ふ
也

（第
十
五
巻
１
ウ
）

４
　
令
語
は
…
…
得
じ
め

得
じ
む

得
じ
む
る
と
も
い
ふ
べ
く
ま
た
さ
せ
を
そ
へ
て
得
さ
せ

得
さ
す

得
さ
す
る
と
も
い
ふ
べ
し

（第
廿
三
巻
２
オ
）

５
　
令
語
は
じ
と
い
ふ
べ
し

【
お
こ
し

お
こ
す
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
４
オ
）

６
　
令

ハ
セ
ト
イ
ハ
ン
欺

ソ
ハ
」
が
ら
せ

い
つ
は
ら
せ

い
ろ
と
ら
せ
の
類
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
六
の
巻
表
ウ
）

７
　
半
令

ハ
為
或
は
為

ヨ

来
或
は
こ
よ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
四
巻
３
オ
）

に
よ
れ
ば
、
令
語
は

「令
」
と
も
い
い
、
三

つ
に
分
か
れ
る
。

「
す
、
さ
す
、
じ
む
」
下
接
形

―
―

（令
語
ア
）

単
純
形

（他
動
詞
）
―
―

（令
語
イ
）

命
令
形

―
―

（令
語
ウ
）
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の
三
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
令
語
イ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
他
動
詞
が
す
べ
て
令
語
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
令
の
意
を
含
む
語
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
な
お
、
令
語
ウ
を
特
に

「半
令
」
と
い
う

（⑤
２
３
７
）。
令
語
ア
の
場
合
、
「し
む
」
下
接
形
を

「本
令
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
る
が

（⑤
２
）
、
「す
、
さ
す
」
下
接
形
も

「本
令
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
、
そ
の
用
例
は
な
い
。

０
　
所
語

。
有
語

。
令
語
の
設
定

―

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
欄
外
注
記

ａ

『
紐
鏡
』
の
分
類

「
所
語
、
有
語
、
令
語
」
は
宣
長
の
、
直
接
的
に
は

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
紐
鏡
』
全
四
十
三

段
の
構
成
に
つ
い
て
宣
長
自
身
が
二
重
線
を
も

っ
て
画
し
た
六
区
分
、
即
ち
、

Ｉ
　
第

一
段
～
第
五
段

Ⅱ
　
第
六
段

Ⅲ
　
第
七
段
～
第
十
八
段

Ⅳ
　
第
十
九
段
～
第
三
十
二
段

ｖ
　
第
二
十
二
段
～
第
二
十
八
段

Ⅵ
　
第
二
十
九
段
～
第
四
十
三
段

は

「意
味
上
の
も
の
で
も
な
く
語
性
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
て
、
外
形
の
類
同
に
よ
る
区
分
で
あ
る
」
。
今
、

こ
の

「外
形
の
類
同
」

と
い
う
観
点
で

『
紐
鏡
』
四
十
三
段
を
見
る
と
き
、
大
き
く
四

つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、

０
　
第

一
段
～
第
六
段

‐
―
‐
五
十
音
図
の
二
行
に
わ
た

っ
て
活
用
す
る
語

口
　
第
七
段
～
第
十
八
段

‐
―
‐
五
十
音
図
の

一
行
内
で
、
「
り

。
る

ｏ
れ
」
と
活
用
す
る
語
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ｍ
　
第
十
九
段
～
第
二
十
二
段

‐
―
‐
五
十
音
図
の

一
行
内
で
、
「
ウ

。
ウ
る

・
ウ
れ
」
と
活
用
す
る
語

回
　
第
二
十
三
段
～
第
四
十
二
段

‐
―
‐
五
十
音
図
の

一
行
内
で
、
「
ウ

。
（
ウ
）
。
工
」
と
活
用
す
る
語

の
四
区
分
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
Ｇ
詞

つ
か
ひ
』
と
し
て
も
同
じ
）
の
構
成

。
巻
序
に
展
開
し
て
い
く
の
は
、
い
わ

ば
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

ｂ
　
『
紐
鏡
』
か
ら

『
活
用
言
の
冊
子
』
翁
詞

つ
か
ひ
し

ヘ

右
に
次
の
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
の
三
点
が
加
え
て
考
慮
さ
れ
れ
ば
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
に
至
る
。

Ａ
　
助
動
詞
下
接
形
を
除
く
。

こ
の
結
果
、
三
段
～
六
段

（過
去
の

「
き
」
、
完
了
＋
過
去
の

「
に
き
」
「
て
き
」
、
打
消
の

「
ず
」
の
下
接
形
）
、
十
九
段

。
二
十
段

（完
了
の

「
ぬ
」
「
つ
」

の
下
接
形
）
、
三
十
九
段
～
四
十
三
段

（推
量
の

「
む
」
の
下
接
形
）
が
除
か
れ
る
。
こ
こ
で
は

「
き
、
ず
、

ぬ
、　
つ
、

む
」

に
限
ら
れ
る
が
、　
こ
こ
に
は
助
動
詞
を
動
詞
か
ら
分
離
し
別
扱
い
す
る
考
え
が
見
ら
れ
、　
且
つ
こ
れ
ら
の
助
動
詞
が

「
る
、
ら
る
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
及
び

「
り
、
た
り
」
と
は
別
な
も
の
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
因
み
に
こ
れ
は
山
田
孝
雄
が
複
語
尾

を
二
分
し
て

「統
覚
の
運
用
を
助
く
る
複
語
尾
」
と

「
属
性
の
作
用
を
助
く
る
複
語
尾
」
と
し
た
そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
凡
そ
対
応
す
る
。

Ｂ
　
単
音
節
語
と
多
音
節
語
を
分
立
す
る
。

こ
の
結
果
、
二
十

一
段

（
サ
変
活
、
力
変
活
、
下
二
段
活
の

「得
、
寝
、
経
し

が
特
立
し
、
三
十
八
段
か
ら
上

一
段
活
動
詞
が
分

立
し
て
、
と
も
に
単
音
節
動
詞
と
し
て

一
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
。

こ
れ
を
常
昭
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
単
音
節
語
と
多
音
節
語
を
大
き
く
二
分
す
る
の
は
活
用
語
の
語
構
成
を

「首
十
車
」
と
捉
え
る

常
昭
に
と

っ
て
納
得
の
い
く
は
ず
の
こ
と
で
、
コ
巾
の
本
主
」

で
あ
る

「首
」
が
動
く

（
＝
活
用
す
る
）
か
否
か
は
語
の
類
別
に
お
い

て
重
要
な
基
準
と
な
る
。
春
房
書
入
で
は
あ
る
が
、
単
音
節
下
三
段
活
語

「得
、
寝
、
経
」
は

「語
の
首
う

つ
る
故
に
」
特
立
す
る
と



言
う

（第
廿
三
巻
表
紙
）
。

右
の
Ａ

・
Ｂ
に
よ
っ
て
０
～
回
は
、

（
Ｉ
）

一
段

。
二
段

‐
―
‐
多
音
節

「
し

・
き

。
け
れ
」
「
し

。
し
き

。
し
け
れ
」
活
用
の
語

（
Ⅱ
）
七
段
～
十
八
段

‐
―
‐
多
音
節

「
り

。
る

・
れ
」
活
用
の
語

（
Ⅲ
）
二
十
二
段
～
二
十
二
段

‐
―
‐
多
音
節

「
ウ

・
ウ
る

。
ウ
れ
」
活
用
の
語

（
Ⅳ
）
二
十
三
段
～
二
十
八
段

‐
―
‐
多
音
節

「
ウ

。
工
」
活
用
の
語

（
Ｖ
）
二
十

一
段

‐
―
‐
単
音
節

「
ウ

・
ウ
る

。
ウ
れ
」
活
用
の
語

（
Ⅵ
）
三
十
八
段
の

一
部

‐
―
‐
単
音
節

「
ウ

・
工
」
活
用
の
語

と

な

る
。

さ

ら

に
、

Ｃ
　
連
用
形
を
活
用
型
分
類
の
基
準
と
す
る
。

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
結
果
、
い
ま
、
（
Ｉ
）
の
形
容
詞
の
段
を
除
く
と
、
動
詞
は
、

（
Ⅱ
）
が

「
イ

（り
）
・
ウ

（る
と

活
用
の
語

（『
詞

つ
か
ひ
』
＝
右
輪
語
、
ラ
変
活
。
ラ
変
活
は
第
六
巻
末
尾
に

一
括
）

（
Ⅲ
）
が

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
語

（『
詞

つ
か
ひ
』
＝
牛
語
、
上
二
段
活
）
と

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
語

（左
輪
語
、

下
二
段
活
）

が

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語

（『詞

つ
か
ひ
』
＝
右
輪
語
、
四
段
活
）

が

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
語

（『
詞

つ
か
ひ
』
＝
轄
語
、
サ
変
活

・
力
変
活
）
と

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
語

（轄

語
、
下
二
段
活
）
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（
Ⅵ
）
が

「
イ

・
イ
る
」
活
用
の
語

（『
詞

つ
か
ひ
』
＝
轍
語
、
上

一
段
活
）

と
な
る
。

こ
の
う
ち
同
活
用
型
の

（
Ⅱ
）
（
Ⅳ
）
を

一
括
し
、
所
属
例
語
の
多
↓
少
の
順
に
よ

っ
て
整
理
す
る
と

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
分
類

。
巻
序
と
な
る
。
な
お
、
『
詞

つ
か
ひ
』

に
は
他
に
戟
語

（「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語
、
単
音
節
語
の

「常
補
巻
し

が
あ
る
が
、

こ
れ
は
後
期
挿
入
の
巻
で
あ
る
。
後
期
挿
入
の
巻
で
は
あ
る
が
、
そ
の
位
置
は
各
巻
排
列
の
規
準
に
反
し
な
い

（↓
第
二
章
第

一
節

一

②
）
。

連
用
形
を
活
用
型
に
よ
る
動
詞
分
類
の
規
準
の

一
つ
と
し
た
こ
と
は

一
方
で
ラ
変
活
を
四
段
活
と
と
も
に

一
括
せ
ざ
る
を
得
な
い
弱

点
を
持

つ
こ
と
に
な
り
、

「第
六
会
」
末
尾
に
ラ
変
活
語
を
列
挙
し

「此
類

ハ
、
オ
ナ
ジ
ラ
リ
ル
レ
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ナ
ガ
ラ
、
リ
ト
ス
ワ

ル
コ
ト
バ
ナ
ル
ユ
エ
ニ
、　
コ
ヽ
二
出
セ
リ
」
と
記
し
下
接

「
て
に
を
は
」
の
承
接
を
考
慮
し
な
く
て
は
両
者
を
区
別
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
が
、
し
か
し
活
用
型
に
よ
る
動
詞
の
分
類
を
よ
り
細
分
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

『紐
鏡
』
か
ら

『
活
用
言
の
冊
子
』

へ
の
流
れ
は
宣
長
の
問
題
で
あ

っ
て
、
直
ち
に
こ
こ
に
常
昭
の

「車
論
」
を
持
ち
込
む
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
常
昭
に
は
活
用
語
の
語
構
成
を

「首
＋
車
」
と
し
て
捉
え
、
活
く
車
に
対
し
て
動
か
ぬ
首
は

「
語
の
本
主
」
で
、
連
用

形
は
体
語
と
な
り
そ
の
体
語
は
首
と
同
等
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ば

〃連
用
形
＝
語
の
本
主
〃
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
連
用
形
は
活
用

語
の

（動
詞
）
の
基
本
語
形
で
あ

っ
た
。
こ
の
語
形
が
特
に
注
目
さ
れ
語
の
活
用
型
分
類
の
規
準
の

一
つ
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に

な

っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
、
早
く
か
ら
連
用
形

（
の
転
成
名
詞
）
を

「
体

・
体
語
」
と
し
て
捉
え
、
例
え
ば

「歌

ふ
」

に
お
い
て

「
う
た
」
と

「
う
た
ふ
」
と
の
先
後
関
係
を
考
え
る
宣
長
に
と

っ
て
も
、
「
首

・
車
」
の
用
語
を
使
う
こ
と
は
な
い
が

お
そ
ら
く
同
様
の
こ
と
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い

（↓
第
五
章
第

一
節

一
）
。

常
昭
は
語
を
挙
げ
る
と
き
、
連
用
形
を
も

っ
て
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

⑥
ｌ
　
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語

【
所
聞
を
キ

コ
エ
ト
ヨ
メ
ル
万
葉
の
常
也
】
に
え
は
煮
ノ
所
語

み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど

［の
如
し
］
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〈也
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻
５
オ
）

２
　
く
き
と
い
ふ
よ
り
く
ゝ
と
は
は
た
ら
け
ど
も
く
ゞ
る
は
く
ゞ
り
と
い
ふ
よ
り
し
て
は
た
ら
か
せ
た
る
也

（第
十
六
巻
３
オ
）

３
　
ひ
ぢ

よ
ぢ

と
ぢ
の
類
は
さ
す
と
い
ひ
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
巻
３
ウ
）

と
い
う
。
１
の

「
き
こ
え
、
に
え
、
み
え
」、
３
の

「
ひ
ぢ
、
よ
ぢ
、
と
ぢ
」
は
お
そ
ら
く
連
用
形
で
あ
り
、
「間
、
煮
、
見
」
も
読
む

と
す
れ
ば
連
用
形
と
し
て

「
き
き
、
に
、
み
」
で
あ
ろ
う
。
２
で
は

「
く
き
、
く
ゞ
り
」
が
は
た
ら
い
て

（を
は
た
ら
か
せ
て
）

「
く
ゝ
、
く
ゞ
る
」
と
な
る
と
い
う
。
こ
の
九
の
語
形

「
く
き
、
く
ゞ
り
」
は
連
用
形
で
あ
る
。
第
九
の
巻
に
も

「
出

立

果
の
令
語

は
い
た
し

た
ゝ
し

は
た
し
と
い
ひ
て
」
と
あ
り
、
第
十
三
巻
欄
外
に
も

「消
ノ
所
語
か
」
「越
の
所
語
か
」
「
断
の
所
語
か
」
と
あ

っ

て
類
例
は
多
い
。
常
昭
は
連
用
形
で
語
を
挙
げ
る
こ
と
が
殆
ど
で
、
連
用
形
を
語
の
基
本
形
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

因
み
に
、
宣
長
は
語
の
基
本
形
を
終
止
形
と
考
え
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
『
詞

つ
か
ひ
』
に
、

む

⑦
う
ら
み
と
い
ふ
本
語
な
れ
バ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４０
ゥ
）

お

こ
ほ
し
も
こ
ひ
の
本
語
な
れ
ば
こ
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を
こ
ほ
し
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４０
ゥ
）

と
あ

っ
て
、
常
昭
の

「
う
ら
み
」
の

「
み
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て

「
う
ら
む
」
に
、
フ
」
ひ
」
の

「
ひ
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て

「
こ
ふ
」

に
す
る
宣
長
書
入
が
あ
る
。
宣
長
の
他
の
多
く
の
例
に
よ
っ
て
も
、
語
は
終
止
形
で
挙
げ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
常
昭
は
語
の
基
本
形

を
連
用
形
と
考
え
、
宣
長
は
終
止
形
を
も
っ
て
そ
う
考
え
て
い
た
。

ｃ

『
紐
鏡
』
の
所

。
有

。
令

右
に

『紐
鏡
』
四
十
三
段
の
表
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
の
動
詞
分
類
に
な
る
と
し
た
が
、
実
は
表
中
に

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
会

に
な
ら
な
い

『紐
鏡
』
の
段
が
あ
る
。
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『活
用
言
の
冊
子
』
第
廿
六
会

（
ク
活
用
）
。
第
廿
七
会

（
シ
ク
活
用
）
の
形
容
詞
の
二
巻
が
首

・
尾
の
違
い
は
あ
る
が

『
紐
鏡
』
の

第

一
段

。
第
二
段
か
ら
続
く
も
の
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
動
詞
に
お
い
て

『紐
鏡
』
か
ら

『
活
用
言
の
冊
子
』

へ
の
発
展
の

中
で
、
活
用
の
型
と
し
て
は

「
り

。
る

。
れ
」
活
用
、
「
ウ

。
ウ
る

。
ウ
れ
」
活
用
に
そ
れ
ぞ
れ

一
括
さ
れ
る
が
、

（
Ⅱ
）
の
十
二
段
～
十
八
段
の
六
段

（
Ⅲ
）
の
廿
二
段
と
廿
三
段
の
二
段

は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
Ｇ
詞

つ
か
ひ
し

中
、
独
立
し
て

一
巻
を
成
す
こ
と
は
な
い
。
（
Ⅱ
）
は

「
四
段
活
動
詞
＋
あ
り
」
の
熟
合
形
、

（
Ⅲ
）
は

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
と

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
で
あ
る
。

『紐
鏡
』
の
右
の
段
に
は
宣
長
の
注
記
が
付
く
。
十
三
段
～
十
八
段
に
は
、

③
此
六
段

ハ
第
四
の
韻
よ
り
り

る

れ
と

つ
ゞ
き
て
留
る
な
り

万
葉
に
此
類
の
詞
を
ば
有
ノ
字
を
そ
へ
て
聞
有

成
有

立
有
と
や

う
に
出
た
り

廿
二
段
に
は
、

⑨
此
す

ハ
令
に
て
令
レ
匂
　
令
レ
着
な
ど
な
り

廿
三
段
に
は
、

⑩
此
る

ハ
所
に
て
所
レ
知
　
所
彗
面
な
ど
な
り

と
あ
る
。

こ
の
注
記
の
付
く
段
の
語
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
い
う
有
語
、
令
語
、
所
語
で
あ
る
。

常
昭
が

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
構
成

・
巻
序
に
倣
い
、
そ
の
例
語
を
書
き
写
し
た
後
、
『
紐
鏡
』
を
見
る
機
会
の
あ

っ
た
と
き

（先

に

『紐
鏡
』
を
見
た
と
し
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
）
、
右
の
注
記
の
付
く
十
三
段
～
十
八
段
、
廿
二
段
、
廿
三
段
の
各
段
が
全
く

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
、
い
わ
ば

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
↓

『活
用
言
の
冊
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子
』

へ
の
過
程
で
剰
余
と
し
て
存
在
す
る

「
所
、
有
、
令
」
の
各
段
の
語
は
、
し
か
し
常
昭
に
と

っ
て
、
お
そ
ら
く
無
視
で
き
な
い
こ

と
で
あ

っ
た
。

か
く
て
所
語

。
有
語

。
令
語
を
自
分
の
文
法
体
系
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
昭
は
、
師
宣
長
の
文
法
研
究

（『
て

に
を
は
紐
鏡
』
『活
用
言
の
冊
子
し

を
発
展
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

０
　
常
昭
の
処
理

所
語

。
有
語

。
令
語
を
作
り
出
す

「
る
、
ら
る
、
り
、
た
り
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
の
下
接
す
る
語
形
に
対
し
て
採
り
得
る
文
法
上

の
処
理
と
し
て
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
つ
は

「
る
、
ら
る
、
り
、
た
り
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
を
上
位
語
か
ら
分
離
す
る
こ

と

（
一
品
詞
と
し
て
助
動
詞
と
す
る
現
行
教
科
文
法
の
方
法
）
、
他
は

「―
め
く
、
―
が
る
」

の
よ
う
に
上
位
語
と
と
も
に
派
生
形
の

一
語
と
し
て
扱
う
こ
と

（接
尾
語
と
す
る
時
枝
文
法
の
方
法
）
、
の
二
つ
で
あ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』
で
は
体
言

・
用
言
に
下
接
し
て
活
用
語
を
構
成
す
る
車
を
そ
れ
ぞ
れ
類
型
と
し
て
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
あ
る

（横
に
並
べ
る
例
語
を
縦
に
し
て
引
用
）
。

ア
、
何

つ
き
　
何

つ
く

（第
壱
の
巻
）

ウ
、
何
や
ぎ
　
何
や
ぐ

（第
壱
の
巻
）

オ
、
何

つ
ら
ひ
　
何

つ
ら
ふ

（第
四
ノ
巻
）

キ
、
何
ば
み
　
何
ば
む

（第
五
巻
）

ケ
、
某
じ
め
　
某
じ
む
　
某
し
む
る

（第
十
弐
巻
）

サ
、
某
ら
れ
　
某
ら
る
　
某
ら
る
ゝ

（十
四
の
巻
）

こ
の
形
で
例
語
と
す
る
の
は
右
の

一
一
例
。
う
ち
欄
外
書
入

「
力
」

イ
、
何
め
き
　
何
め
く

（第
壱
の
巻
）

工
、
某
め
か
し
　
某
め
か
す

（第
二
の
巻
）

力
、
何
ぐ
み
　
何
ぐ
む

（第
五
巻
　
欄
外
書
入
）

ク
、
何
が
り
　
何
が
る

（第
六
の
巻
）

コ
、
某
ら
え
　
某
ら
ゆ
　
某
ら
ゆ
る

（第
十
三
巻
）

を
除
い
て
他
は
す
べ
て

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
見
え
る
。
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「
す
、
さ
す
、
し
む
、
る
、
ら
る
」
下
接
形
、
い
わ
ば
派
生
形
の
所
語
、
令
語
が
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
も
あ
る

（「
す
、
さ
す
、
し

む
、
る
、
ら
る
」
を
除
い
た
語
形
が
他
の
巻
に
語
と
し
て
載
る
も
の
に
限
る
）
。

シ
、
あ
は
せ
　
あ
は
す
　
あ
は
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
　
　
（第
八
の
巻
）

ス
、
く
は
せ
　
く
は
す
　
く
は
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
　
　
　
　
（第
八
の
巻
）

セ
、
し
ら
せ
　
し
ら
す
　
し
ら
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
　
　
　
　
（第
八
の
巻
）

ソ
、
と
ら
せ
　
と
ら
す
　
と
ら
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遣

ｏ
取
　
　
（第
八
の
巻
）

夕
、
も
た
せ
　
も
た
す
　
も
た
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
　
　
　
　
（第
八
の
巻
）

チ
、
せ
さ
せ
　
せ
さ
す
　
せ
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為

ｏ
令
　
　
（第
八
の
巻
）

ツ
、
せ
し
め
　
せ
し
む
　
せ
し
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
　
　
　
　
（第
十
弐
巻
）

テ
、
は
ぢ
じ
め
　
は
ぢ
し
む
　
は
ぢ
し
む
る
　
　
　
　
　
　
吐
　
　
　
　
（第
十
弐
巻
）

卜
、
う
か
れ
　
う
か
る
　
う
か
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
（十
四
の
巻
）

ナ
、
う
ま
れ
　
う
ま
る
　
う
ま
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
　
　
　
（十
四
の
巻
）

の

一
〇
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
見
え
る
語
で
、
ア
～
ナ

を
通
じ
て
有
語
は

一
例
も
な
い
。

い
ま

一
応
、
右
の

ア
～
ナ

中
、
仮
に

ケ
～
ナ

が
例
語
と
し
て
載

っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、

１
　
い
わ
ゆ
る
接
尾
辞

（教
科
文
法
に
お
け
る
接
尾
語
）
は
語
の
構
成
要
素
で
あ
っ
て
そ
れ
の
下
接
し
た
形
で
例
語
と
す
る
。

２
　
い
わ
ゆ
る
助
動
詞

（教
科
文
法
に
お
け
る
助
動
詞
）
は
そ
れ
を
分
離
し
そ
れ
を
除
い
た
形
で
例
語
と
す
る
。

と
い
う
二
点
を

『
詞

つ
か
ひ
』
に
お
け
る
語
認
定
の
規
準
と
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
従
う
な
ら
、
例
語
と
し
て
載

る

『
詞

つ
か
ひ
』
の
ケ
～
ナ

の
語
形
は

「
る
、
ら
る

（ら
ゆ
）
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
が
接
尾
辞
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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『
紐
鏡
』

で
は
係
り
の
て
に
を
は
に
対
応
す
る
結
び
の
語
形
が
問
題
で
あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
各
段
に
挙
げ
ら
れ
た
例
語
が

「
語
」

と
認
め
て
の
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し

『活
用
言
の
冊
子
』

Ｇ
詞

つ
か
ひ
』

も
同
じ
）

に
至

っ
て
助
動
詞
と
す
る

「
き
、
ず
、
ぬ
、　
つ
、
む
」
下
接
形
が
除
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
例
語
が
語
と
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
。
と
す
る
と
、
「
る
、
ら
る
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
は
接
尾
辞
で
あ
り
、
そ
れ
の
下
接
し
た
語
は
派
生
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
常
昭
の
考
え
は
そ
う
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
他
の
接
尾
辞

「
が
る
、
め
く
」
な
ど
と
同
列
に
は
扱

っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
意
義
に
言
及
す
る

『紐
鏡
』
の
宣
長
注
記

（引
用
③
⑨
⑩
）
に
注
目
し
て

「
る
、
ら
る
、
り
、
た
り
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
下

接
の
語
形
を
重
視
し
た
常
昭
は
、
こ
れ
ら
の
辞
が
他
の
接
尾
辞
と
は
異
な
る
点
、
即
ち
上
位
動
詞
と
の
接
続
に
お
い
て

「
ど
ん
な
語
に

も
自
由
に
規
則
的
に
付
く
」
こ
と
に
お
そ
ら
く
気
付
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
派
生
形

「所
語
、
有
語
、
令
五
巴

に
関
連
し
て

「春
語
、

秋
語
」
と
い
う
用
語
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。

「春
語

。
秋
語
」
に
つ
い
て
は
別
に
詳
述
す
る
が

（↓
第
二
節
）
、
次
に

一
例
を
挙
げ
る
。

①
右
の
詞
と
も
春
語
な
れ
ば
所
語

ハ
あ
か
た
れ

あ
や
ま
た
れ
と
や
う
に
い
ふ

十
七
の
巻
の
語
お
ち

お

つ

お

つ
る
な
ど

［こ
れ

に
］
は
う
ち
み
て
は
同
じ
き

格
　
ノ
語
な
れ
ど
も
秋
語
の
格
な
れ
は
ら
を
そ
へ
て
何
ら
れ

く
れ
ら
れ
と
ぞ
い
ふ

有
語
は
あ
が

て
り

あ
や
ま
て
り
と
い
ふ
べ
し

【
十
七
巻
の
こ
と
き
は
お
ち
た
り

く
ち
た
り
と
い
ふ
】

令
語
は
半
令
は
も
と
よ
り
あ
が
て

あ

や
ま
て
と
い
ひ
本
令
は
あ
が
た
し
む

あ
や
ま
た
し
む
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
の
巻
３
ウ
）

右
に
よ
れ
ば
春
語

（「
イ

・
ウ
」
活
用
、
無
靡
）

に
は

「
る
、
り
、
す
、
し
む
」
が
、
秋
語

（「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
、
「
工
・

ウ

・
ウ
る
」
活
用
、
有
靡
）
に
は

「
ら
る
、
た
り
、
さ
す
、
し
む
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
規
則
的
に
付
い
て
所
語

。
有
語

・
令
語
と
な
る
と

い
う
。
こ
の
と
き
常
昭
は
こ
れ
ら
の
辞
が

「
き
、
ぬ
、　
つ
、
ず
、
む
」
な
ど
の
助
動
詞
と
は
違
い
、
且

つ

「
が
る
、
め
る
」
な
ど
の
接

尾
辞
と
全
く
同
じ
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
と
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

『活
用
言
の
冊
子
』
の
構
成
が

『紐
鏡
』
か
ら
の
発
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展
と
見
た
と
き
、
宣
長
注
記
の
付
く
各
段
の
語
は

「外
形
の
類
同
」
だ
け
で
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
そ

こ
に
は

「外
形
の
類
同
」
に
よ
る
語
分
類
と
は
異
な
る
も
う

一
つ
の
分
類
規
準
、
い
わ
ば

「
内
容
の
類
同
」
と
で
も
い
う
べ
き
語
の
意

義
を
問
題
と
す
る
観
点
が
あ

っ
た
。

そ
の
結
果
、
語
形
の
異
同
だ
け
で
活
用
論
を
論
ず
る
こ
と
な
く
、
語
形
に
意
義
が
密
接
に
関
わ
る
所
語

。
有
語

。
令
語
を
も
そ
の
活

用
体
系
の
中
で
統

一
的
に
説
こ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
の
が
乙
型
活
用
表
で
あ
る
。
か
く
し
て
所
語

・
有
語

。
令

語
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
の
中
に

一
つ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な

っ
た

（↓
四
）
。

〓
一　
所
語
と
令
語

０
　
所
語

。
令
語
と
自

・
他

所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
は
主
と
し
て
複
語
尾
下
接
に
お
け
る
語
形
と
意
義
と
の
関
係
を
論
ず
る
も
の
だ
が
、
そ
の
意
義
と
の
関
わ

り
で
、
自
他
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

⑫
ｌ
　
お
そ
な
は
る
と
い
ふ
も
唯
お
そ
き
事
に
は
い
は
ず

物
の
お
の
づ
か
ら
に
お
そ
な
は
る
事
な
れ
ば
所
語
な
る
べ
し

（凡
例
の
第

一
巻
２８
オ
）

２
　
一
７
や
う
に
わ
か
る
ゝ
は
自
故
の
け
じ
め
な
り

そ
は
た
て
と
い
ふ
は
故
辞
の
格
に
て
物
を
し
て
そ
は
た
ゝ
じ
む
る
也

そ
は

た

つ
と
い
へ
ば
お
の
つ
か
ら
に
物
の
そ
は
た
ち
た
る
を
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
九
の
巻
４
ウ
）

３
　
ヒ
チ

ヒ
ツ
ハ
自
語
也

ヒ
テ

ヒ
ツ
ル
ハ
故
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
巻
２
オ
　
欄
外
書
入
）

４
　
ヽヽ
ヽ
エ

ミ
ユ
ヲ
ミ
ラ
レ

主ヽ
フ
ル
ト
全
ク
同
シ
サ
マ
ニ
心
得
ル
非
也

ミ
ヽ
ラ
レ
ハ
為
格
ノ
所
語
也

ミ
ヽ
エ
ハ
然
格
也

（朱
書
）

（第
十
三
巻
表
ウ
）
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５
　
又
見
ノ
語

ハ
煮

ニ
カ
ヨ
ヒ
ザ

マ
全
ク
同
じ
キ
ヲ
或

ハ
其
人
ノ
ミ
ヅ
カ
ラ
煮
ラ
ル
ゝ
コ
ト
ヲ
ニ
エ
ト
云
テ
聞

ユ
ベ
シ
ヤ

ニ
ラ

レ
ト
云

ハ
デ
ハ
叶

ハ
ズ

ミヽ
エ
モ
此
二
同
シ

（朱
書
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻
表
ウ
）

６
　
右
辞
ど
も
の
う
ち
浮

【
う
か

へ

う
か
ふ

う
か
ふ
る
】
換

叶

添

揃

類

仕

伝

集

調

並

述

末
賀
遍

迎
な
と
は
み
な

第
四
会
ノ
語

ヲ
え
緯
語

二
呼
カ

ヘ
タ
ル
ニ
テ
語
ノ
意
モ
令

ヲ
含
テ
其
物
ヲ
シ
テ
其
物
ヲ
某
シ
ム
ル
意
ト
ナ
ル
ナ
リ

タ
ト
ヘ
ハ

宇
加

［美
］

〈比
〉
宇
加
夫

ハ
舟
ナ
ド
ノ
自
ラ
水

ニ
ウ
ク
ヲ
云
ヒ
宇
加
遍

宇
加
夫
流

ハ
舟
ヲ
水

ニ
ウ
カ
マ
シ
ム
ル
コ
ト
也

他

モ
ナ
ソ
ラ
ヘ
テ
知
ベ
シ

猶
い
は
ゞ
そ
ひ

そ
ふ
ハ
物
ノ
物

二
自
ラ
添
フ
コ
ト

そ
へ

そ
ふ
る
ハ
物
ヲ
シ
テ
物

二
添
ハ
シ
ム
ル
意

ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十

一
の
ま
き
７
オ
）

７
　
令
語
は
鋳

ハ
鋳
さ
せ

射
も
射
さ
せ

射
さ
す
と
い
ふ
べ
き
に
著

ハ
き
さ
せ
と
も
い
［ふ
］
〈
ひ
〉
ま
た
き
せ

き
す
る
ト
モ
云
フ

似
も
是
に
同
じ
く
似
セ

似
ス
と
云

贋

ヲ
ニ
セ
ト
ヨ
ム
ハ
令
レ
似
ノ
意

ニ
テ
其
物
ヲ
シ
テ
其
物

二
似

［
セ
］
〈
サ
〉
シ
ム
ル
コ
ト

也

煮

ハ
ニ
セ
　
ニ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
只
煮
さ
せ

煮
さ
す
と
い
ふ

干

ハ
ヒ
シ
メ

ヒ
シ
ム
ト
云
又
干
さ
せ

千
さ
す

干
さ

（９
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ホ

じ
め

千
さ
し
む
と
も
い
ふ
べ
し

師
ノ
説
二
万
葉
玉
の
緒
琴
潮
ヲ
干
シ
ム
ト
云
コ
ト
ノ
説

【本
書
依
テ
委
ク
此
二
書
べ
し
】

こ

れ
も

一
重
卜
二
重
と
の
け
ち
め
を
以
て
論
す
る
と
き
は
干
さ
し
む
も
難
な
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（廿
五
の
巻
３
ウ
）

に
よ
る
と
、
所
語
は

「物
の
お
の
づ
か
ら
に
…
…

（な
る

。
す
る
と

意
を
表
す
語
を
そ
う
言
い
、
そ
の
意
を
表
す
語
を

「自

（語
と

と
も
い
う
。
「自

（語
と

は

「故

（語

。
辞
と

と
相
対
す
る
。
で
ヽ
ラ
レ
ハ
為
格
ノ
所
語
也
」
に
よ
れ
ば

「見
る
」
の

「
る

。
ら
る
」

下
接
形
は
所
語
で

「見
る
」
は
為
格
と
な
り
、
所
語

「
ミ
ラ
レ
」
と
意
義
の
上
で
類
似
の

「
ミ
ユ
」
は
然
格
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

令
語
は

「物
ヲ
シ
テ
物
ヲ

（物
二
）
…
…
せ
シ
ム
ル
」
意
を
表
す
語
で
、
で

ヅヽ
カ
ラ
…
…

（な
る

。
す
る
と

語
に
対
す
る
。
こ
の

場
合
、
で

ゾヽ
カ
ラ
…
…

（な
る

。
す
る
と

語
は
意
味
の
上
で
所
語
と
な
る
が
、
そ
れ
は
単
純
形
の
所
語
イ
に
限
ら
れ
、
「
る

。
ら
る
」

下
接
形
の
所
語
ア
で
は
な
い

（↓
二
０
）
。
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意
義
の
上
で

「自

（語
）
・
然
格
」
「所
語
」

は

「故

（語
）
・
為
格
」
「令
語
」
と
自

。
他
の
意
で
相
対
す
る
が
、
「自

（語
）
。
然

格
」
が

「故

（語
）
・
為
格
」
と
相
対
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も

「所
語
」
が

「令
語
」
と
相
対
す
る
用
例
は
な
い
。
「自

（語
）
。
然
格
」
、

「
故

（語
）
。
為
格
」

は
自
と
他
に
相
当
す
る
が
、
「
所
語

。
令
語
」

は
基
本
と
な
る
語
、
即
ち
本
語
に
対
す
る
相
対
的
関
係
で
い
う
語

で
あ
る
。
両
者

（「自

。
自
語

・
為
格
、
故

・
故
語

・
然
格
」
と

「
所
語
、
令
語
し

は
意
義
の
上
で
同

一
に
扱
う
こ
と
は
あ

っ
て
も
同

次
元
の
語
で
は
な
い
。

⑬
ｌ
　
き
せ
は
キ
ノ
令
語

キ
は
廿
五
巻
の
語
…
…
に
せ
は

二
の
令

ニ
ハ
廿
五
の
語
…
…
ミ
セ
は
ミ
の
令
語

ミヽ
ハ
廿
五
巻
の
語

‥
―
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
の
巻
３
ウ
）

２
　
お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
…
…
に
え
は
煮
ノ
所
語
…
…
み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど

［の
如
し
］
〈也
〉

（第
十
三
巻
５
オ
）

に
よ
る
と
、
こ
の
場
合
の
令
語
は

一
応
他
動
詞
、
所
語
は
自
動
詞
と
言
え
よ
う
。
自
動
詞

「
似
る
」
に
対
し
て

「似
す
」
は
他
動
詞
で

あ
り
、
他
動
詞

「思
ふ
」

に
対
し
て

「
お
も
ほ
ゆ
」
は
自
動
詞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「き
せ
は
キ
ノ
令
語
」
と
言
う
と
き
、
他
動
詞

（
ヲ
格
を
と
る
）
「着
る
」

に
対
し
て
同
じ
く
他
動
詞

（
ヲ
格

二
格
を
と
も
に
と
る
）
「着
す
」
を
令
語
と
言
う
。
「着
る
」
「着
す
」

の

間
に
自
動
詞

・
他
動
詞
の
対
立
は
な
い
。
「着
す
」
が

「着
る
」
に
対
し
て
、
よ
り
他
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

常
昭
の
い
う
自

。
他
の
説
は
語
を
す
べ
て
自
と
他
に
三
分
す
る
の
で
は
な
い
。
相
対
的
関
係
に
お
い
て
自
と
い
い
他
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
他
動
詞
の
内
部
に
ま
で
及
ん
で
ヲ
格
他
動
詞
、

ヲ
ニ
格
他
動
詞
の
違
い
に
ま
で
気
付
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
自

（Ｈ
）

他
の
考
え
は
春
庭
の
自
他
の
考
え
に

一
致
す
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』
中
、　
こ
の
自
他
の
研
究
は
さ
ほ
ど
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
。
活
用
型
の
如
何
で
意
義
が
ど
う
違
う
か
に
つ
い
て
述

べ
る
程
度
で
あ
る
が
、
後
の
春
庭
の
自
他
の
研
究
に
発
展
し
て
い
く

一
過
程
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も

つ
。
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所
語
を
自
他
の
問
題
に
結
び
付
け
る
次
の
よ
う
な
宣
長
の
記
述
が
あ
る
。

⑭
君
フ
ト
云
ト
キ

ハ
オ
モ
フ
ト
イ
ハ
デ
ハ
不
叶
、
所
思
、
所
偲
、
所
見
、
所
聞
、
所
泣
ノ
タ
グ
ヒ
、
万
葉

二
所
ノ
字
ヲ
加
全
ア
書
ル

一言
ノ
分

ハ
、
凡
テ
上

ニ
ヲ
ト
云

テ
ハ
不
レ
調
也
、　
一
ツ
例

フ
ア
ゲ
テ
イ

ハ
バ
、
「
花

ヲ
見
ル
、
「
花

ノ
見

ユ
、
ヽ
花

ハ
見

ユ
、

亀
花
モ
見

ユ
、
ナ
ト
ト
云
、
ハ
花

ヲ
見

ユ
ト
ハ
イ
ハ
レ
ズ
、
「
音
ノ
聞
ユ
ル
ト
ハ
イ

ヘ
ド
、
亀
音
ヲ
キ
コ
ユ
ル
ト
ハ
イ
ハ
レ
ズ
、

ヽ
オ
モ
ホ
ユ
、
亀
シ
ヌ
バ
ユ
、
「
ナ
カ
ュ
ノ
類
モ
右
ノ
格
ナ
リ
、
（田
中
道
麿
の
間
に
対
す
る
宣
長
の
答
）

翁
万
葉
集
問
答
』

六

。
四
七
七
）

②
　
所
語

。
令
語
と
本
語

ａ
　
　
証冽
五
ｍ
・
〈
「
五
ｍ、　
一今
五
ｍ

『
詞

つ
か
ひ
』

で
は
、

語
の
意
義
用
法
の
違
い
を
自
他
の
対
立
と
し
て
説
く
こ
と
は
あ
る
が
、
所
語
と
令
語
を
直
接
対
立
す
る
も
の

と
し
て
説
く
こ
と
は
な
い
。

⑮
ｌ
　
出

立

果
の
令
語
は
い
た
し

た
た
し

は
た
し
と
い

［ふ
］
〈
ひ
〉
て
第
二
の
巻
の
本
語
也
　
　
　
　
（第
九
の
巻
５
オ
）

２
　
令
語
下

ハ

【
お
ろ
し

お
ろ
す
】
と
も
い
ふ
べ
く
懲

ハ

【
こ
ら
し

こ
ら
す
】
弛

ハ

【
ゆ
る
し

ゆ
る
す
】
と
い
ふ
…
…
右
の

令
語
ど
も
お
の
／
ヽ
第
弐
巻
の
本
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
二
巻
１
ウ
）

３
　
右
の
語
ど
も
皆
別
二
本
語
あ
る
そ
の
令
語
也
…
…
き
せ
は
キ
ノ
令
語

キ

ハ
廿
五
巻
の
語

く
は
せ
は
く
ひ
の
令
語

く
ひ
は

第
四
巻
の
語
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
の
巻
３
ウ
）

４
　
お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
…
…
に
え
は
煮
ノ
所
語
…
…
み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど

［の
如
し
］
〈也
〉

（第
十
三
巻
５
オ
）
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の
よ
れ
ば
、
例
え
ば

「
い
だ
す
」
は

「
い
づ
」
に
対
し
て
、
「
お
ろ
す
」
は

「
お
る
」
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
令
語
で
あ
り
、
「
い
づ
、
お

る
」
は
本
語
で
あ
る

（１
、
２
）
。
所
語
の
場
合
、
「
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
」
「
に
え
は
煮
ノ
所
語
」
と
言
う
の
み
で

「聞
、
煮
」
が
本

語
で
あ
る
と
は
言
わ
な
い
が

（４
）
、

「皆
別
二
本
語
あ
る
そ
の
令
語
也
」

と
し
て

「
き
せ
は
キ
ノ
令
語
」

「
く
は
せ
は
く
ひ
の
令
語
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば

（３
）
、
「聞
、
煮
」
は
お
そ
ら
く
本
語
と
な
る
。

右
の
所
語

。
令
語
と
本
語
、
自
動
詞

・
他
動
詞
の
間
に
、

令
語

。
い
だ
す

（他
動
詞
）
―

本
語

。
い
づ

（自
動
詞
）

所
語

。
き
こ
ゆ

（自
動
詞
）
―

本
語

。
き
く

（他
動
詞
）

の
よ
う
に
自
動
詞

・
他
動
詞
の
対
立
は
あ
る
が
、
所
語
に
対
す
る
令
語
、
令
語
に
対
す
る
所
語
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
は
な
い
。
所
語

（
こ
の
場
合
、
所
語
イ
）
が
自
動
詞
で
、
令
語

（令
語
イ
）
が
他
動
詞
で
は
あ
る
が
、
直
接
対
立
し
て
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
令
語

が
令
語
と
さ
れ
る
の
は
本
語
と
の
相
対
的
関
係
に
お
い
て
で
あ
り
、
所
語
も
同
様
で
あ
る
。

本
語

。
き
る

（
ヲ
格
他
動
詞
）
―
令
語

。
き
す

（
ニ
ヲ
他
動
詞
）

本
語

・
く
ふ

（
ヲ
格
他
動
詞
）
―
令
語

。
く
は
す

（
ニ
ヲ
他
動
詞
）

の
よ
う
に
、
と
も
に
他
動
詞
の
こ
と
も
あ
る
。
「
着
る
、
食
ふ
」
は
ヲ
格
だ
け
を
採
る
他
動
詞
、
「着
す
、
食
は
す
」
は
ヲ
格

二
格
を
と

も
に
採
る
他
動
詞
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
語
が
令
語
と
な
り
、
そ
の
相
対
的
関
係
で
説
か
れ
る
他
の
語
が
本
語
と
な
る
。
そ
れ
は

二
語
の
間
の
相
対
的
関
係
で
決
ま
る
も
の
で
あ

っ
て
、
い
ず
れ
を
本
語
と
す
る
か
は
、
よ
り
単
純
な
、
よ
り
基
本
的
な

（音
節
数
の
少

（
‐２
）

な
い
）
語
が
本
語
と
な
る
。

ｂ
　
「
本
語
や
が
て
牧
語
」

⑩
妹
語
な
れ
ば
牧
語

ハ
ら
れ

ら
る

ら
る
ゝ
と
い
ふ
べ
し

し
か
れ
ど
も

［こ
と
く
］
こ
と
／
ヽ
く
は
所
語
に
よ
び
か
た
し

そ
は
も
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と
此
本
語

［そ
］
や
か
て
枚
語

［な
る
も
の
あ
れ
は
］
な
れ
ば
な
る
べ
し

本
語
を
所
語
也
と
い
ふ
は
こ
と
ノ
ヽ
く
し
か
也
と
も

定
メ
か
た
け
れ
と
も
そ
の
い
ち
じ
る
き
も
の
は
お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど

［
の
如
し
］

〈也
〉
［し
か
］

か
く
の
こ
と
く
み
え
は
所
見
の
意
な
る
が
故
に
そ
を
ま
た
所
語
に

［よ
ぶ
事
用
］
よ
ば
ざ
れ
と
も
事
う
け
さ
れ
ば
な
る
べ
し

わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻
５
オ
）

右
は
、
例
え
ば

「
こ
ゆ

（越
と

は

「
こ
え
ら
る
」
の
よ
う
に

「
ら
る
」
を
下
接
し
て
所
語
と
な
る
が
、
例
え
ば

「見
ゆ
」
は
そ
れ

自
体

「所
見
の
意
」
を
有
し
て
本
語

「見
る
」
に
対
す
る
所
語
で
あ

っ
て
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
更
に

「所
」
の
意
の

「
ら
る
」
を
下

接
し
て

「
ま
た
所
語
」
と
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
語

（「見
ゆ
し

を

「本
語
や
が
て
牧
語
」
と
い
い
、
「本

語
を
所
語
也
と
い
ふ
」
と
い
う
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、

見
る

（本
語
）
―
―

見
ゆ

（所
語
）

〓
見
ゆ

（本
語
）
―
―
見
え
ら
る

と
な
る
。

二
語
の
間
の
相
対
的
関
係
で
そ
の

一
方
を
本
語
と
呼
ぶ
と
す
る
な
ら
、
「
見
え
ら
る
」
は

「見
ゆ
」
を
本
語
と
す
る
所
語
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
と
な
る
と

「見
ゆ
」
は

「見
る
」
に
対
し
て
所
語

（所
語
イ
）
、
「見
え
ら
る
」
に
対
し
て
本
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
が

「本
語
＝
所
語
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
直
裁
に
言
え
ば
、
「見
ゆ
」
は
そ
れ
自
体
所
語
の
意
を
も
ち
、
単
純
形
と
し
て
第
十
三

巻
の
例
語
で
あ

っ
て
本
語
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ｃ

「有
語
よ
り
出
た
る
本
語
」

①
き
た
り

き
た
る
と
い
ふ
語
も
第
六
巻
に
出
て
本
語
な
れ
ど
も
も
と

ハ
こ
ゝ
の
有
語
よ
り
出
た
る
本
語
也

　

（第
廿
四
巻
２
ウ
）
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右
の

「
こ
ゝ
の
有
語
」
と
は
、
力
変
活
動
詞

「
来
」
に

本
語

「来
」
に
対
す
る
有
語

「来
た
る
」
で
あ
る
。
こ
の

こ
の
語
は
さ
ら
に
、
例
え
ば

「
し
む
」
を
下
接
し
て
令
語

来

（本
語
）
―
―
来
た
る

（有
〓
じ

〓

来
た
る

（本
語
）
―
―
来
た
ら
し
む

と
な
る
。
「来
た
る
」
は
本
語

「来
」
に
対
す
る
有
語
で
、
且

つ

「来
た
ら
し
む
」
に
対
し
て
本
語
と
な
る
。
こ
れ
を

「有
語
よ
り
出

た
る
本
語
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
直
裁
に
言
え
ば
、
「来
」

の
有
語

「来
た
る
」
は
第
六
の
巻
の
例
語
で
あ

っ
て
本
語
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

０
　
所
語

。
令
語
と
春
庭
の
自
他

「
る
、
ら
る
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
を
い
わ
ゆ
る
複
語
尾
、
或
は
接
尾
辞
と
し
て
扱
う
の
は
常
昭
だ
け
で
は
な
い
。
宣
長
も
そ
う
で

あ
る
。
山
田
孝
雄
が

「
る

。
ら
る
、
す

。
さ
す

。
し
む
」
を

「属
性
の
作
用
を
助
く
る
複
語
尾
」
と
し
て
他
の

「
統
覚
の
運
用
を
助
く

る
複
語
尾
」
と
区
別
し
た
の
は
、
宣
長
の
考
え
と
近
い
。
「
る

・
ら
る
、
す

。
さ
す

・
し
む
」
下
接
形
を
巡
る
宣
長

↓

常
昭

↓

春

庭
の
流
れ
を
辿
る
と
、
鈴
木
膿
が
独
り
違
う
。
眼
は
語
形
変
化
、
即
ち
活
用
の
種
々
相
を
極
め
よ
う
と
し
た
。
意
義
と
の
関
係
を
言
う

に
も
、
「
其
意
に
自
然
使
然
の
別
ち
の
あ
る
は
、

必
そ
の
ハ
た
ら
き
に
て
わ
か
る
ゝ
な
り
」

（引
用
⑩
）

と
あ

っ
て

「
活
用

（
は
た
ら

き
と

が
優
先
す
る
。
宣
長
で
は

「
ソ
ハ
自
他
ノ
意

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ハ
リ
」
（引
用
⑩
）
と
あ

っ
て

「自
他
」
が
優
先
す
る
。
こ

の
違
い
は
大
き
い
。

「
た
り
」
が
下
接
し
て

「来
た
る
」
と
な

っ
た
、
そ
の

「来
た
る
」
を
い
う
。

「来
た
る
」
は
そ
の
ま
ま
ラ
行
四
段
活

（第
六
の
巻
）
の
例
語
で
あ

っ
て
、

「来
た
ら
し
む
」
と
な
り
う
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
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語
形
と
意
義
と
を
絡
ま
せ
て
、
更
に
は
自
動
詞

・
他
動
詞

・
命
令
形
を
含
め
て

一
つ
の
体
系
と
し
て
論
じ
た
の
は
常
昭
を
も

っ
て
初

め
と
す
る
。
勿
論
そ
れ
は
、
宣
長
の

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
や

『活
用
言
の
冊
子
』
な
ど
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
可
能
で
あ

っ
た
の
だ
が
、

後
に
春
庭
が

『
詞
八
衛
』
で
、
さ
ら
に
は

『
詞
通
路
』
で
徹
底
的
に
論
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
活
用
と
自
他
が
個
別
に
論
じ

ら
れ
、
両
者
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
る
観
点
は
失
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
『詞
八
衝
』
や

『
詞
通
路
』
の
草
稿
類
を
見
る
と
き
、

活
用
の
問
題
が
自
他
の
問
題
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
利
。
常
昭
か
ら
春
庭

へ
の
影
響
を
証
す
る
直
接
的
な
資

料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
春
庭
の
前
に
常
昭
を
置
い
て
み
る
と
き
、
そ
の
研
究
史
上
に
占
め
る
常
昭
の
位
置
が
重
要
な
も
の
に
見
え
て

く
る
。

そ
れ
に
し
て
も
常
昭
の
縦

・
横
の
活
用
表
を
も

っ
て
論
じ
た

″所
語

。
（有
語
）
・
令
語
の
論
″
は
魅
力
的
で
示
唆
に
富
む
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
論
は
完
成
す
る
こ
と
な
く
終
っ
た
。
そ
の
後

『詞
八
衛
』
が
出
現
し
、
や
が
て
そ
れ
を
承
け
て

『
詞
通
路
』
で
自
他

が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
語
論
と
し
て
の
自
他
の
論
に
強
く
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
は
、
形
で
割
り
切
る
春
庭
の
文
法
観
か
ら
す
れ
ば
己
む

を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

０
　
所
語

。
令
語
と
膿
の
自
他

『言
語
四
種
論
』
（神
宮
文
庫
本
）
の

「形
状
ノ
詞
作
用
ノ
詞
ノ
事
」
に
、

⑬
作
用
ノ
詞
ノ
中
二
、
自
然

【
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
シ
カ
ル
也

ア
ガ
ル

サ
ガ
ル

イ
ユ

キ
ユ
ノ
類
ヒ
】

卜
使
然

【
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
也

ア

ク

サ
グ

イ
ヤ
ス

ケ
ス
ノ
類
】
ト
ノ
ニ
ノ
意
ア
リ
テ
、
其
自
然
ノ
詞

ハ
、
作
用
ナ
ガ
ラ
形
状

二
近
シ
、
ソ
レ
ハ
タ
ヾ
形
状
ノ

作
用
也
、
形
状
ノ
詞
ノ
終
り
、
刻
モ
ジ
ナ
ル
ハ
、
皆
自
然
也
、
州
モ
ジ
ナ
ル
ハ
皆
作
用
ノ
詞
二
有
卜
云
コ
ト
ヲ
ソ
ヘ
テ
形
状
ト
シ

タ
ル
ニ
テ
、
自
然
ノ
事
モ
ア
リ
、
又
使
然
ノ
事
モ
多
シ
、
ソ
レ
ハ
タ
ヾ
其
作
用
ノ
形
状
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三

一
五
ぺ
）



第二章 『詞つかひ』の内容  132

と
あ
る
。
こ
こ
に
は

「自
然
」
「使
然
」
、
即
ち
自
他
に
対
す
る
言
及
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
作
用
の
詞
と
形
状
の
詞
と
の
関
係
で
言
わ
れ

た
も
の
で
、
活
用
と
自
他
の
関
係
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
項
は
稿
本

（神
宮
文
庫
本
）
の
段
階
だ
け
の
こ
と
で
あ

っ
て
版

本

（文
政
七
年
版
）
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
。

自
他
に
関
し
て
、
重
要
な
の
は

『
活
語
活
用
格
』
で
あ
る
。
こ
れ
は

『活
用
言
の
冊
子
』
を
承
け
て
成

っ
た
も
の
で
膿
の
多
く
の
増

補
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
冒
頭
の

「
凡
例
」
に

「
腹
云
」
「
今
数
条
ヲ
左

二
補

フ
」
と
し
て
そ
の

一
つ
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

⑩
Ｏ
す

へ
て
の
詞
に
自
然
と
使
然
と
の
別
有
、
じ
ね
ん
は
お
の
つ
か
ら
然
る
也
、
使
然

ハ
し
か
ら
し
む
る
な
り
、
さ
て

一
つ
詞
の
、

す
わ
り
た
る
時
に
は
全
く
同
じ
く
て
、
其
意
に
自
然
使
然
の
別
ち
の
あ
る
は
、
必
そ
の
ハ
た
ら
き
に
て
わ
か
る
ゝ
な
り
、
讐

へ
は

戸
の
開
く
と
、
戸
を
あ
く
る
と
、
附
く
と
、　
つ
く
る
と
、
立

つ
と
、
た

つ
る
と
、
入
ル
と
、
納
ル
る
と
の
類
ひ
、
自
然
の
時
第

一

類
の
格
な
れ

ハ
、
使
然
と
な
る
時
、
必
第
二
類
の
格
な
り
、
こ
れ

ハ
本

ハ
自
然
の
詞
に
、
令
と
い
ふ
言
を
そ
へ
て
、
使
然
に
し
た

る
も
の
な
り
、
頼
ま
す
る
を
た
の
む
る
と
い
ひ
、
給

ハ
す
る
を
給
ふ
る
と
い
ふ
に
同
し
、
靭
又
自
然
の
時
第
二
類
の
格
の
詞
、
使

然
の
時

ハ
、
必
第

一
類
の
格
な
り
、
折
る
、
破
る
、
裂
く
、
ひ
ら
く
の
類
ヒ
な
り
、
是

ハ
本
使
然
の
詞
な
る
を
、
被
と
い
ふ
詞
を

そ
へ
て
自
然
に
し
た
る
も
の
な
り
、
か
ゝ
る
事
の
明
か
に
わ
か
る
ゝ
も
、
此
書
の
功
用
な
り

○
夜
の
あ
け
年
の
明
る
も
、
戸
の
開
く
も
、
共
に
同
意
自
然
の
語
に
し
て
、
同
格
な
る
へ
き
に
、
開

ハ
第

一
類
の
格
、
明
く
る
は

第
二
類
の
格
に
し
て
、
は
た
ら
き
同
し
か
ら
す
、
別
語
と
な
れ
り
、
こ
れ
又
活
語
の
妙
用
な
る
べ
（関

こ
れ
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
凡
例
」
、

⑩
同
シ
詞
フ
、

コ
ヽ
こ
モ
カ
シ
ヨ
ニ
モ
ア
グ
ル
事
ア
リ
、

ソ
ハ
自
他
ノ
意

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ハ
リ
、
又
自
他
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
イ

ク
ヤ
ウ
ニ
モ
ハ
タ
ラ
ク
詞
多
シ
、

コ
レ
ラ
、
ソ
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
、

コ
ヽ
ニ
モ
カ
シ
ヨ
ニ
モ
イ
ダ
ス

　

（五

・
五
二
二
）

の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
が
、
腹
は
こ
こ
で

（⑩
）
、
「
其
意
に
自
然
使
然
の
別
ち
の
あ
る
は
、
必
そ
の
ハ
た
ら
き
に
て
わ
か
る
ゝ
な
り
」
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と
活
用
と
自
他
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の

「
は
た
ら
き
」
（活
用
）
を

「第

一
類
の
格
」
「第
二
類
の
格
」
の
二
つ
に
分
類
し
、
例

を
挙
げ
て
そ
の
関
係
を
指
摘
す
る
が
、

そ
の
指
摘
は

『活
用
言
の
冊
子
』
を

一
歩
進
め
る
程
度
で
、
大
き
な
発
展
は
な
い
。
「
す
、
さ

す
、
し
む
」
を
他
の
い
わ
ゆ
る
助
動
詞

「
べ
し
、
ら
ん
、
な
り
、
め
り
」
な
ど
と
同
列
に
扱
う
眼
の
立
場

（引
用
④
⑩
①
）
か
ら
は
、

語
形
と
意
義
の
問
題
に
お
い
て
そ
れ
以
上
の
展
開
は
望
み
難
い
。

こ
の
増
補
の
時
期
は
、
「
活
語
活
用
格
』
と
改
名
し
て
大
増
補
を
し
た
時
期
は
、
文
政
七
年
を
遡
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
年
で
あ

っ
た

（‐６
）

と
み
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
。
と
す
れ
ば
、
春
庭
の

『詞
八
衝
』
は
既
に
刊
行

（文
化
五
年
）
さ
れ
、
『
詞
通
路
』
は
ま
だ
出
版

（文
政

十
二
年
）
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
増
補
に

『
詞
八
衛
』
の
記
述
と
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
或
は
そ
の
影
響
を
承
け
て
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が

『
詞
通
路
』
に
流
れ
込
む
こ
と
が
あ

っ
た
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
膿
は
こ
の
よ
う
に
語
の

活
用
と
自
他
と
の
関
係
を
指
摘
は
し
た
が
、
『
詞
つ
か
ひ
』

の
よ
う
に

「
る

・
ら
る
、
す

。
さ
す

・
し
む
」
下
接
形
の
、
常
昭
の
い
う

「所
語
、
令
語
」
と
そ
の
意
義

（自
他
）
と
を
結
び
付
け
て
論
ず
る
こ
と
は
な
い
。
眼
の
研
究
は
活
用
語
の
活
用
の
種
々
相
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

四
　
所
語

。
有
語

。
令
語
と
活
用
表

０
　
動
詞
の
命
令
形

所
語

・
有
語

。
令
語
を
派
生
形
と
単
純
形
に
分
け
る
と
、

派
生
形
―
―
所
語
ア
ー

「
る
、
ら
る
」
下
接
形

有
語

‐―
‐
「
り
、
た
り
」
下
接
形

令
語
ア
ー

「
す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
形
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単
純
形
―
―
所
語
イ
ー

自
動
詞

令
語
イ
ー

他
動
詞

令
語
ウ
ー

動
詞
命
令
形

＝

「半
令
」

と
な
る
。

令
語
ウ
は
命
令
形
の
持

つ
令
の
意
に
よ

っ
て
令
語
に
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
乙
型
活
用
表
の
縦

・
横
い
ず
れ
の
系
列
に
も
書
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
。
活
用
形
の

一
つ
と
す
れ
ば
横
の
系
列
に
、
令
の
意
義
を
重
ん
ず
れ
ば
縦
の
系
列
に
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
置
か

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
命
令
形
は
令
語
の

一
つ
で
は
あ

っ
て
も
半
令
で
あ

っ
て

「
然
セ
ヨ
ト
令
ス
ル
ニ
用

フ
」
る
だ
け
の
限
ら
れ
た
用
法

し
か
持
た
な
い
。
敢
え
て
活
用
表
に
書
き
込
む
と
す
れ
ば
、
や
は
り
令
語
と
し
て
縦
の
系
列
の
最
下
段
に
横
に
並
べ
て
書
く
こ
と
に
な

（‐８
）

ろ
う
が
、
そ
の
横
の
系
列
に
命
令
形
の
記
入
す
る
場
所
は
な
い
。
も
と
も
と
命
令
形
は

「文
相
当
」
の
語
形
で
あ

っ
て
、
文
法
的
機
能

は
連
用
形
や
終
止
形
と
同
じ
で
は
な
い
。
意
義
の
上
で
も
機
能
の
上
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
の
中
で
他
と
同
列
に
扱
う
こ
と
の

出
来
な
い
命
令
形
は
半
令
と
し
て
論
ず
る
こ
と
は
多
い
が
、
結
局
、
活
用
表
の
中
に
そ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
終

っ
た
。

「
半
令
」
と
い
う
名
称
も
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

②
　
派
生
形
の
所
語
、
有
語
、
令
語

「
る

。
ら
る
、
り

。
た
り
、
す

。
さ
す

。
し
む
」

の
下
接
し
た
派
生
形
と
そ
の
元
の
語
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

い
ま
便

宜
、
元
の
語
を

「
語
Ｍ
」
、
派
生
形
を

「
語
Ｈ
」
と
す
る
と
、

所
語
Ｈ
＝
語
Ｍ
十
る
、
語
Ｍ
十
ら
る

有
語
Ｈ
＝
語
Ｍ
十
り
、
語
Ｍ
十
た
り
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令
語
Ｈ
＝
語
Ｍ
＋
す
、
語
Ｍ
＋
さ
す
、
語
Ｍ
十
じ
む

の
よ
う
に
示
す
こ
と
に
な
る
。

①
横
た
は
る
と
も
い
へ
れ
ど
こ
れ
は
横
た
ふ
と
い
ふ
語
の
所
語
な
れ
ば
別
の
語
に
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２５
オ
）

に
よ
る
と
、
「横
た
は
る
」
が

「横
た
ふ
」
の

「
る
」
下
接
に
よ
る
派
生
形
か
否
か
疑
い
は
残
る
が
常
昭
に
よ
れ
ば
、
所
語
Ｈ

。
有
語

Ｈ

・
令
語
Ｈ
は
そ
れ
ぞ
れ
語
Ｍ
と

「
別
の
語
」
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
語
Ｍ
は
各
巻
い
ず
れ
か
の
巻
の
例
語
と
し
て
載
る
が
、
所
語

Ｈ

・
有
語
Ｈ

・
令
語
Ｈ
は
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
の
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
語
Ｈ
は
あ
く
ま
で
語
Ｍ
か
ら
派
生
し
た
語
形
で
あ

っ
て
、

そ
の
意
義
用
法
は
常
に
語
Ｍ
に
関
連
し
て
説
か
れ
る
。

②

【
お
そ
な
は
る
と
い
ふ
も
唯
お
そ
き
事
に
は
い
は
ず

物
の
お
の
づ
か
ら
に
お
そ
な
は
る
事
な
れ
ば
所
語
な
る
べ
し

所
語
な
ら
ん

に
は
此
部
を
立
ル
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２８
オ
）

に
よ
れ
ば

「
所
語
」
は
所
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
別
の

「部
を
立
ル
」
べ
き
で
な
い
と
す
る
が
、
「
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
」
（引
用
⑮
４
）

と
も
言

っ
て

「き
こ
え
」

は
第
十
三
巻
に
、
「
聞

（き
き
と

は
第

一
巻
に
例
語
と
し
て
載
る
。
お
そ
ら
く
こ
の

「
お
そ
な
は
る
」

は

「
る
」

下
接
の
派
生
形
と
し
て
扱

っ
た
の
で
あ
り
、　
派
生
形
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
巻
に
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
る
。

語
Ｍ
と
語
Ｈ
と
は
、
い
わ
ば
親
子
の
関
係
で
あ

っ
て
別
の
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
語
Ｍ
と
語
Ｈ
と
が
各
巻
の
例
語
と
し
て
載

る
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
実
は
例
語
と
す
る
こ
と
が
あ

っ
た

（↓
二
０
ケ
～
ナ
）
。　
こ
れ
は
④
②
に
説
く
と
こ
ろ
と
矛
盾
す
る
こ
と
だ

が
、
し
か
し
こ
の
矛
盾
は
お
そ
ら
く
常
昭
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
す
こ
と
で
研
究
の
緒
に
就
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
例
語

ケ
～
ナ

は
す
べ
て

『活
用
言
の
冊
子
』
に
例
語
と
し
て
載

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
存
在
を
も

っ
て
、
語
Ｈ
の
語
形
で

各
巻
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
常
昭
の
考
え
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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先
に
便
宜
的
に
で
は
あ
る
が
、
派
生
形
の
所
語

「見
え
ら
る
」

。
令
語

「来
た
ら
し
む
」

に
対
す
る
元
の
語

「見
ゆ
」
「来
た
る
」

を
本
語
と
呼
ん
だ
が

（三
②
ｂ

・
ｃ
）
、
こ
の
場
合
、
例
え
ば
、

⑬
秋
語
な
れ
ば
所
語
は
ら
れ
と
い
ひ
て

う
ゑ
ら
れ

う
ゑ
ら
る

う
ゑ
ら
る
ゝ
と
や
う
に
い
ふ
べ
し

‥
…
人
墨
中
は
う
ゑ
さ
せ

う
ゑ

さ
す

う
ゑ
さ
す
る
と
や
う
に
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
五
巻
１
ウ
）

の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
派
生
形
の
所
語
ア

・
令
語
ア
に
対
す
る
元
の
語

（「
る

・
ら
る

・
す

。
さ
す

。
し
む
」
下
接
前
の

語
）
を
本
語
と
呼
ぶ
用
例
は
、
そ
れ
が
本
語
と
呼
ぶ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
に
も
拘
ら
ず
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
以
下
に
詳
し
く
述

べ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
所
語
Ｈ
と
語
Ｍ
と
は

「
首
」
を
同
じ
く
し
、
し
た
が

っ
て
別
語
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
語
Ｍ
を
本
語
と
呼
ぶ
こ
と

は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
本
語
は
、
そ
れ
に
対
す
る
語
と
の
関
係
で
そ
う
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
共
に
別
の
語
と
い
う
範
囲
で
の
こ
と
、

言
い
替
え
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
巻
の
例
語
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
　
単
純
形
の
所
語
、
令
語

第
十
三
巻
に
は
次
の
よ
う
な
例
語
掲
出

（活
用
表
）
が
あ
る
。

（
ｇ
）

ふ
え
　
　
殖

ふ
ゆ

ふ
ゆ
る

所

有

「
ふ
ゆ
」
の
令
語
と
し
て

「
ふ
や
す
」
の
載
る
表

で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

ふ
や
し

令
　
ふ
や
す

こ
の

「
ふ
ゆ
」
釜
¨
Ｍ
）
と

「
ふ
や
す
」
（単
純
形
。
語
Ｔ
と
す
る
）
と
は
、
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②
令
は
え
を
や
に
と
び
か
ふ
る
也

こ
の
え
は
や
経
の
え
な
る
が
故

［に
］
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻
５
ウ
）

に
よ
る
と
、
「
ふ
え
」
の

「
え
」
を

「
や
」
に
呼
び
換
え
て
令
語

「
ふ
や
す
」
に
な

っ
た
と
い
う
。
音
韻
の
交
替
で
令
語
を

つ
く
る
と

の
考
え
は
、

⑮
落
の
令
語
を
お
と
し

お
と
す
と
い
ふ
に
朽
は
く
た
し

く
た
す
と
い
ふ

同
じ
き
ち
ノ
音
於
緯
と
阿
緯
と
に
ゆ
く
け
ぢ
め
あ
り

…
…
く
た
す
と
い
ふ
は
ま
ち

ま

つ
の
令
を
ま
た
し

ま
た
す
と
い
ふ
に
同
じ

阿
緯
に
呼
換
へ
て
い
ふ
は
通
例
也

（第
十
七
巻
３
オ
～
３
ウ
）

な
ど
に
も
見
え
る
。

右
の
②
⑮
に
よ
る
と
、
語
Ｈ
と
令
語
Ｔ
と
は
、

語
Ｍ
　

　

　

　

令
語
Ｔ

ふ
え

ェ
　
ー
　
ふ
や

ァ
し

お
ち
ィ
　
ー
　
お
と
ォ
し

く
ち
ィ
　
ー
　
く
た

ァ
し

の
よ
う
に
対
応
し
、
こ
の
上
下
両
語
の
関
係
は
派
生
の
関
係
で
も
な
い
し
、
半
令
の
よ
う
に
活
用
の
関
係
で
も
な
い
。

④
み
せ
は
ミ
ノ
令
語

゛
ヽ
ハ
廿
五
巻
の
語

モ
タ
セ
ハ
モ
ツ
ノ
令

モ
ツ
ハ
第
二
巻
の
語

よ
せ
は
よ
り
の
令

よ
り
は
第
六
巻
の
語
也

（第
八
の
巻
４
オ
）

に
よ
れ
ば
、
「
み
せ
、
モ
タ
セ
、
よ
せ
」
は

「皆
別
二
本
語
あ
る
そ
の
令
語
」
（引
用
⑮
３
）
で
、
本
語
は

「
ミ
、
モ
ツ
、
よ
り
」
で
あ

る
。

こ
の
本
語
と
令
語
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
巻
に
例
語
と
し
て
載
る
。
「
ふ
ゆ
、
お

つ
、
く

つ
」
、
「
ふ
や
す
、
お
と
す
、
く
た
す
」
も
同

様
で
あ
る
。
語
Ｍ
と
語
Ｔ
と
は
別
の
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
語
Ｍ
と
語
Ｈ
が
親
子
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
な
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ら
、
語
Ｍ
と
語
Ｔ
と
は
語
基
を
同
じ
く
し
音
の
交
替
で
語
形
を
異
に
す
る
二
語
で
、
い
わ
ば
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
。

と
な
れ
ば
、
別
語
と
扱
う
語
Ｍ

・
語
Ｔ
の
二
つ
の
語
を

一
つ
の
活
用
表

（
（
ｇ
）
、
類
例
が
多
い
）
に
書
き
込
む
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

常
昭
は
次
の
よ
う
に
い
つ
。

‐
明

‐

‐
飽

‐

　

　

　

　

。
　

　

　

　

　

　

　

　

。

　

。
　

　

　

‐

‐

④
あ
き

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど
の
ご
と
き
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下

の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ
所
語
に
い

ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転

有
語
に
い
へ
ば
あ
け
り
と
け
に
転

令
語
に
て
は
あ
か
し

あ
か
す
と
や
う
に
か
く
さ
ま
／
ヽ
に
い

ひ
て
も
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
１
オ
）

に
は
、
「
あ
き

。
あ
く
」
と

「
あ
か
れ
、
あ
け
り
、
あ
か
し

。
あ
か
す
」
と
は
語
形
が
違

っ
て
も
首
が
同

一
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

語
の
車
に
対
す
る

「
れ
、
り
、
し
」
の
添
加
如
何
で
、
と
き
に
所
語
と
な
り
有
語
と
な
り
令
語
と
な
る
と
い
う
。
常
昭
に
お
い
て
は
、

「
す
、
さ
す
」
下
接
の
令
語
Ｈ
も

「
す
」
下
接
の
令
語
Ｔ
も
派
生
と
い
う
点
で
全
く
同
じ
も
の
で
あ

っ
た
し
、
事
実
、
語
構
成
の
問
題

と
し
て
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
「
あ
き
」
が

「
あ
か
れ
、
あ
け
り
、
あ
か
し
」
と
語
形
の
変
化
は
あ

っ
て
も
、
し
た
が

っ
て
意
義
の

変
化
は
あ

っ
て
も
、
語
の
根
元

（
＝
首
）
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
点
で
語
Ｈ
も
語
Ｔ
も
元
の
語

（語
Ｍ
）
と
の
関
係
は
同
じ
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
令
語
Ｔ

（令
語
イ
）
を
令
語
Ｈ
と
共
に

一
つ
の
表
に
書
き
込
む
理
由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
で
、
即
ち

〃首
を
同
じ
く
す
る
語
は
同

一
活
用
表
に
書
き
込
む
″
と
い
う
点
で
常
昭
の
活
用
観
は

一
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
、

〃所
語
Ｈ

。
有
語
Ｈ

・
令
語
Ｈ
が
語
Ｍ
と
首
を
同
じ
く
し
、
し
た
が

っ
て
別
語
で
は
な
い

（引
用
④
②
Ｘ

と
い
う
考
え
を
貫
く
な
ら
、

所
語
Ｔ

・
令
語
Ｔ
も
、
所
語
Ｈ

・
有
語
Ｈ

。
令
語
Ｈ
の
多
く
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
別
の
巻
の
例
語
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

原
則
と
し
て
常
昭
は
語
Ｍ
に
対
し
て
語
Ｔ
は
別
の
巻
の
語
と
し
、
語
Ｈ
は
別
の
巻
の
語
と
し
な
い
。
そ
の
違
い
は
語
Ｔ
が

「
る
、
ら

る
」
「
す
、
さ
す
、
し
む
」
を
下
接
し
て
語
Ｈ

（語
Ｈ２
と
す
る
）
を
派
生
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
お
そ
ら
く
あ
る
。

そ
の
場
合
の
語
Ｔ
は
語
Ｈ２
に
対
し
て
語
Ｍ

（語
Ｍ２
と
す
る
）
と
し
て
の
立
場
に
あ
り
、
こ
の
点
で
語
Ｔ
も
語
Ｍ
と
同
じ
く
元
の
語
で
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あ

っ
て
、

２
つ
。右

を
ま
と
め
て
図
示
す
れ
ば
、

語
Ｍ
（
ａ
）
―
―

（同

一
「首
」

〓
語
Ｍ
（
ｃ
）―
―

（同

一
「
首
し

派
生

可
）
―
‐
所
語
Ｈ

・
有
語
Ｈ

・
令
語
Ｈ
（ｂ
）

〓
ｍ
Ｔ

（
ｄ

）

〓
語
Ｔ

（
Ｍ２
）
（
ｅ
Ｙ
‐

（同

一
「首
」
。
派
生

可

）
―
―
語
Ｈ

（
Ｈ２
）
（ｆ
）

と
な
る
。
活
弧
内
の
ａ
～
ｆ
に
よ

っ
て
付
け
加
え
れ
ば
、
派
生
形
の
所
語

。
有
語

。
令
語
に
対
し
て
そ
れ
を
派
生
す
る
元
の
語
を
本
語

と
呼
ぶ
用
例
は
な
い
が
、
い
ま
便
宜
そ
れ
を
本
語
と
呼
ぶ
と
、
ｂ
に
対
し
て
ａ
が
本
語
、
ｄ
に
対
し
て
ｃ
が
本
語

（
こ
れ
は
用
例
が
あ

る
）
、　
ｆ
に
対
し
て
ｅ
も
本
語
と
な
る
。

本
語
と
言
え
る
と
い
う
点
で
ａ
。
ｃ
。
ｄ
（
＝
ｅ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
各
巻
々
に
載
り
得
る
語
と
な

る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
理
屈
は
そ
う
で
あ

っ
て
も
、
常
昭
の
処
理
は
徹
底
を
欠
い
て
い
る
。

こ
れ
は
し
か
し
、
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら
始
ま
っ
た

「詞

つ
か
ひ
」
研
究
の
常
昭
の
限
界
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の

「所
語

。
有
語

。
令
語
の
卒理

を
徹
底
す
る
な
ら
、
あ
る
い
は
各
巻
例
語

に
大
幅
な
削
除
添
加
が
行
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
令
語
イ

（他
動
詞
）
が
活
用
表
か
ら
外
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
寧
ろ
、
語
の
意
義
の
面
に
強
く
傾
斜
す
る
こ
の
論
は
横
の
活
用
表
の
系
列
と
離
れ
て
別
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
春
庭
が

『詞
八
衝
』
で
活
用
を
論
じ
な
が
ら
自
他
の
問
題
に
触
れ
、
遂
に

『
詞
通
路
』
で
集
中
的
に
語
形
と
自
他
の
問
題
を
論

じ
た
の
は
、
そ
の
善
し
悪
し
は
別
と
し
て
、
や
は
り

一
つ
の
必
然
で
あ

っ
た
。

『
詞

つ
か
ひ
』

の
巻
序

。
例
語
は

『活
用
言
の
冊
子
』

に
依

っ
て
成
り
、
そ
こ
に
説
か
れ
る

「所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
」
は

『
て

い
わ
ば
共
に
本
語
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
点
で
語
Ｔ
は
語
Ｍ２
と
し
て
語
Ｍ
と
は
別
の
巻
に
載
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
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に
を
は
紐
鏡
』
に
源
を
発
す
る
。
常
昭
の
研
究
は
師
宣
長
を
措
い
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
し
か
し
強
い
宣
長
の
影
響
下
に
あ

り
な
が
ら
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
活
用
論
は
確
実
に
常
昭
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
活
用
語
が

「首
＋
車
」
か
ら
成
る
と
い
う
こ
と
を
根

底
に
置
い
て
、
そ
の
車
が
如
何
に
活
用
す
る
か
で
語
を
分
類
し
、
語
に
下
接
す
る

「
る

‥
ら
る
、
す

。
さ
す

。
し
む
、
り

。
た
り
」
如

何
で
語
の
意
味
が
ど
う
変
わ
る
か
、

語
の
形
式
と
意
義
の
関
係
を
論
じ
た
。　
こ
の

「所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
」

は

『
活
用
言
の
冊

子
』
に

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
宣
長
注
記
が
重
な

っ
た
と
こ
ろ
に
成

っ
た
た
め

「
外
形
の
類
同
」
と

「意
義
の
類
同
」
と
い
う
二
つ
の

分
類
原
理
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
意
義
の
面
で
共
通
す
る
語
を
抱
え
込
ん
で
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
た
め
幾

つ
か
の
矛
盾
を

含
む
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
意
義
に
応
ず
る
派
生
形
の
系
列
と
語
形
交
替
に
よ
る
活
用
形
の
系
列
と
を
縦

・
横
に
組
み
合
わ
せ

「本
語
」
を
基
点
に
置

い
て

一
つ
の
表
の
中
で
そ
の
す
べ
て
の
語
形
変
化
を
有
機
的
に
統

一
し
て
説
こ
う
と
試
み
た
人
は
、
常
昭
を
措
い
て
他
に
い
な
い
。
後

に
春
庭
に
お
い
て
横
の
系
列
は

『
詞
八
衝
』
の
活
用
の
研
究
と
な
り
、
縦
の
系
列
は

『詞
通
路
』
の
自
他
の
研
究
と
な
り
、
そ
の
両
者

の
接
合
点
は
活
用
型
に
よ
る
自
他
詞
の
分
類
と
い
う
点
で
止
ま

っ
て
い
る
。
直
接
の
影
響
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
常
昭
の
こ
の

論
は
文
法
研
究
史
上
、
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

常
昭
が
形
容
詞
の
論
を
展
開
す
る
と
き
、
最
初
に
、

④
ｌ
　
此
巻
と
二
十
七
巻
と
の
語
は
所

有

令
に
わ
た
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
ウ
）

と
言
い
、
再
び
、

２
　
も
と
よ
り
所

有

令
の
三

ッ
に
亘
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２‐
ォ
～
ゥ
）

と
い
う
。
「
所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
」
は
常
昭
に
と

っ
て
活
用

（動
詞
）
論
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
論
で
あ

っ
た
。
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五
　
語
形
と
意
義

０
　
柴
田
常
昭

『
詞

つ
か
ひ
』
の
活
用
論
で
根
底
に
位
置
す
る
の
は

「首
、
車
、
足
掻
」
「体
、
用
」
「本
語
」
等
の
名
目
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

「車
」

の
論
で
、
そ
れ
は
範
と
し
た

『活
用
言
の
冊
子
』
の
構
成
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
、
活
用
を
母
音
活
用
と

「
る

。
れ
」
活
用
に
三
分
す

る

「天
語

。
地
語

。
春
語

。
秋
語
」

の
論
と
な
り
、
「
る

。
ら
る
、
り

。
た
り
、
す

。
さ
す

。
し
む
」
下
接
形
と
そ
の
意
義
を
中
心
と

す
る

「所
語

。
有
語

。
令
語
」
の
論
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
語
形
と
意
義
の
関
係
を
論
ず
る

「所
語

。
有
語

。
令
雲
巴

の
論
は
、
既
に

し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
、
宣
長
な
く
し
て
存
在
し
得
な
い
論
で
、
常
昭
は
こ
こ
で
派
生
形
の
活
用
と
単
純
形
の
活
用
を
縦

・
横
に
組

み
込
む
全
く
独
自
の
い
わ
ば
活
用
表
を
創
出
し
、
異
に
す
る
語
形
と
異
に
す
る
意
義
と
を

一
つ
の
活
用
体
系
の
な
か
で
説
こ
う
と
し
た
。

仔
細
に
検
討
す
れ
ば
結
局
は
矛
盾
を
含
む
も
の
と
は
な

っ
た
が
、
そ
れ
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
論
で
あ
る
。

活
用
と
意
義
と
の
関
係
は
、
宣
長
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
凡
例
」
に
お
い
て

「自
他
ノ
意

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ハ
リ
」
と
述

べ
る
よ
う
に
当
時
と
し
て
は

″自
他
〃
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
常
昭
が

一
つ
の
活
用
表
の
な
か
で
総
合
的
に
論
じ
よ
う
と
し
た
横

の
系
列
の
単
純
形
の
活
用
は
後
に
春
庭
の

『
詞
八
衡
』
に
お
い
て
、
縦
の
派
生
形
の
系
列
は
春
庭
の

『
詞
通
路
』
に
お
い
て
詳
細
に
論

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
常
昭
が
宣
長
の
活
用
研
究

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
受
け
継
い
だ
と
き
宣
長
の
最
も
初
期
の
文
法
書

『
て
に

を
は
紐
鏡
』
の
分
類

・
排
列
、
特
に
そ
の
注
記

「所

。
有

。
令
」
を
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
し
た
。
そ
の
所

・
有

。
令
の
注

記
に
注
目
す
る
こ
と
な
く
し
て
語
形
と
意
義
の
関
係
が
活
用
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
常
昭
は
宣
長
の

語
学
研
究
を
発
展
さ
せ
た
正
当
な
後
継
者
の
位
置
を
占
め
る
と
言

っ
て
よ
い
。

鈴
木
膿
の

『活
語
断
続
譜
』
コ
一呈
ｍ
四
種
論
』
、
本
居
春
庭
の

『詞
八
衝
』
『
詞
通
路
』
は

『詞

つ
か
ひ
』
以
後
の
成
立
で
あ
る
。
『
詞
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つ
か
ひ
』
以
後
、
常
昭
の
い
う

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
と
す
る
語
形
が
眼
や
春
庭
の
活
用
説
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
か
、
次
に
そ
の
凡
そ
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

０
　
鈴
木
膿

横
長
の
、
い
わ
ば
活
用
表
で
あ
る

『
活
語
断
続
譜
』
に
は
右
端
に
各
等

（段
）
の
語
形
の
、
即
ち
活
用
形
の

〃断
れ
続
き
″
の
も

つ

は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

（‐９
）

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
す

・
さ
す

。
し
む
」
下
接
形
の
令
語
に
相
当
す
る
語
形
に
関
す
る
記
述
は
、
神
宮
文
庫
本
に
、

④
▲
シ
ム
ニ
ツ
ヾ
ク
　
▲
令
ノ
心
ノ
ス
ニ
ツ
ヾ
ク
　
ｏ
コ
ノ
内
シ
ム
ニ
ツ
ヾ
キ
テ
ス
ニ
ツ
ヽ
カ
ヌ
ア
リ
　
又
ス
ニ
ツ
ヽ
ク
ト
キ
モ
ジ

ノ
カ

ハ
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
①
キ
印
ノ
中

ニ
シ
ル
ス

（八
等
）

と
あ
り
、
刊
本

（柳
園
叢
書
）
に
、

⑩
▲
ベ
シ
ニ
ツ
ヽ
ク
　
▲
ラ
ン
ニ
ツ
ヽ
ク
　
▲

一
ク
サ
ノ
ナ
リ
ニ
ツ
ヽ
ク
　
▲
ラ
シ
ニ
ツ
ヽ
ク
　
▲
メ
リ
ニ
ツ
ヽ
ク

（三
段
）

▲
キ

ン／
ケ
リ

ニ
ツ
ヽ
ク
　
▲
テ

ツ

ヌ
ニ
ツ
ヽ
ク

（
四
段
）

▲
ム
　
マ
シ
ニ
ツ
ヽ
ク
　
▲
ズ

ｏ^

ナ
ク
ニ
ツ
ヽ
ク

〈
Ｔ
一
ツ
ヾ
ク
　
令
ノ
意

ノ
ス
ニ
ツ
ヾ
ク

（七
段
）

と
あ
る

（関
係
分
を
含
む
）
。
こ
こ
で
は
、
「
す
、
し
む
」
は
、
い
わ
ゆ
る
助
動
詞
と
全
く
同
じ
扱
い
で
、
表
末
尾
欄
外
の

「附
録
　
テ

ニ
ヲ
ハ
ノ
活
用
ノ
事
」
（神
宮
文
庫
本
）
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

（
２‐
）

『言
語
四
種
論
』
の

「
テ
ニ
ヲ
ハ
ノ
事
」
に
も
、

①
詞
ノ
ア
ト
ヲ
ウ
ケ
テ
キ
レ
モ
シ
又
動
ま
ア
下

ニ
ツ
ヾ
キ
モ
ス
ル
コ
ト
活
語
ノ
終
リ
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
ノ
如
ク
ナ
ル
ア
リ
　
其
コ
ヽ
ロ
ノ

ー

‐

‐

‐

―

‐

‐

‐

‐

（Ｂ

形
状
卜
作
用
ト
ニ
ワ
カ
ル
ヽ
コ
ト
モ
大
方

ハ
同
シ

ソ
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
ハ
ゴ
ト
シ

ベ
シ

リ

タ
リ

ナ
リ

セ
リ

ケ
リ

メ
リ

キ

ス

ム

ラ
ム

ケ
ム

セ
ム

テ
ム

ナ
ム
　
マ
シ

ヌ

ス

ツ
是
等
也
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と
あ
る
が
、
こ
こ
で
も

「
ス
」
の
扱
い
は
同
じ
で
あ
る
。

有
語
の
語
形
に
関
し
て

『活
語
断
続
譜
』
に
、

ト
ナ
ル

（神
宮
文
庫
本

頭
書
）

が
あ
る
が
、
こ
れ
は

『詞

つ
か
ひ
』
に
い
う
有
語
と
は
違

っ
て
、
「動
詞
十
あ
り
」
の
熟
合
形
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
『
活
用

言
の
冊
子
』
第
六
会
末
尾
に

一
括
す
る
ラ
変
型
活
用
語
に
つ
い
て
述
べ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

腹
は
活
用
語
の
活
用
部
分
の
変
化
の
諸
相
に
注
目
す
る
。

『活
語
断
続
譜
』

は
語
の
活
用
部
分
、
即
ち
活
用
語
尾
の
変
化
の
表
で
あ

り
、
活
用
語
は

「
語
幹
十
活
用
語
尾
」
で
構
成
さ
れ
る
と
す
る
。
無
活
用
部
分
と
活
用
部
分
と
に
裁
然
と
割
切
る
、
い
わ
ば
形
の
上
で

処
理
す
る
活
用
論
で
あ
る
。
「本
語
」
を
中
心
に
据
え
て
活
用
語
を

「首
＋
車
」
の
構
成
と
す
る
常
昭
と
は
異
な
る
。

０
　
本
居
春
庭

ａ

『
詞
八
衝
』

『
詞
八
衝
』
冒
頭
、
総
論
の
部
分
に

「
四
種
の
活
の
図
」
が
あ
る
。

こ
の
、

い
わ
ば
活
用
表
に

「
四
段
の
活
、　
一
段
の
活
、
中
二
段

の
活
、

下
二
段
の
活
」

四
種
の
活
用
型
と
そ
の
活
用
形
、

及
び

「受
る
て
に
を
は
」

を
書
く
。

「受
る
て
に
を
は
」

は

「
ず

。
で
。

じ

・
ぬ

・
ん

。
ま
し
、
て

。
け
り

。
け
ん

。
つ
る

。
し
、

つ
つ
。
き

。
な
ば

・
ぬ
る

。
し
か
、
め
り

。
ら
ん

。
べ
き

・
ら
し

ｏ
と

ｏ
と

も
、
か
な

。
ま
で

。
に

。
を

。
よ
り
、
ば

。
ど

。
ど
も
」
の
三
十
種
で
、
い
わ
ゆ
る
助
詞

・
助
動
詞
が
混
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
の
語
形
を
派
生
す
る
、

る

。
ら
る
、
り

。
た
り
、
す

・
さ
す

。
し
む

⑫
▲

硼
ツ

ク
ト
キ

劃
釧
ト
ナ
リ

洲
酬
ト
ナ
ル

タ
ク
ヒ

オ
ホ
シ

ヰ^
ア:

り
V

ζl

ト

ナ
ル

制
;‖
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は
な
い
。
「
る
、
ら
る
」

の
接
続
が
活
用
型
、
活
用
形
の
分
別
に
無
力
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
無
い
の
は

「受
る
て
に
を
は
」

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「
ず
、　
で
、

じ
」

な
ど
の
辞
と
は
違
う
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
こ
の
認
識
は
、
や
が
て

「
る

。
ら
る
、
す

。
さ
す
」
下
接
形
を
抱
え
込
ん
で

『
詞
通
路
』

に
お
い
て
自
他
を
集
中
的
に
論
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
。
有
語
を
派
生

す
る

「
り
、
た
り
」

に
つ
い
て
は
、
「
た
り
」
は
全
く
述
べ
る
こ
と
が
な
い
し

「
り
」
は
総
論
及
び
羅
行
四
段
の
活
詞
の
項
で
四
段
活

と
の
相
違
を
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

令
語
に
相
当
す
る
語
形
に
関
す
る
記
述
は
多
い
。
佐
行
下
三
段
活
詞
に
属
す
る

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
、
麻
行
下
三
段
活
詞
に
属
す

る

「
し
む
」
下
接
形
が
、
そ
れ

（令
語
）
に
相
当
す
る
。
佐
行
下
二
段
活
詞
、
麻
行
下
二
段
活
詞
に
そ
れ
が
混
在
し
て
お
り
、
加
え
て

「
右
に
挙
た
る
外
い
は
す
る

お
も
は
す
る

と
は
す
る

ま
た
す
る

も
た
す
る

よ
ま
す
る

を
ら
す
る
な
ど
他
に
然
さ
す
る
詞
猶
い
と

多
し

こ
と
ハ
ヽ
く
は
出
さ
ず
」

（上
四
十
五
ウ
）
、

「何
し
む
る
と
い
ふ
こ
と
な
ほ
お
ほ
し

皆
こ
ゝ
の
活
な
り
」

（下
三
十

一
オ
）

と

あ

っ
て
、
列
挙
さ
れ
た
例
語
の
ほ
か
に
も
多
く
の
類
例
が
あ
る
と
い
う
。

所
語
に
相
当
す
る
語
形

「
る

。
ら
る
」
下
接
形
も
、
羅
行
下
二
段
活
詞
に
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
列
挙
の
後
、
「右
に
挙
た
る

外
四
段
の
活
詞
の
其
第

一
の
音
よ
り
お
ど
ろ
く
を
お
ど
ろ
か
る
ゝ

‥
…
・…
な
ど
活
か
し

又

一
段
の
活
詞
中
二
段
の
活
詞
の
其
第
二
の

音
よ
り
襲
％
を
き
ら
る
ゝ

・・…
…
ｏな
と
活
か
し

下
二
段
の
活
詞
の
そ
の
第
四
の
音
よ
り
引
ｑ
利
を
う
け
引
剌
―ゝ

‥
…
…
。な
ど
引
‐ゝ

ら
る
ヽ
と
活
か
し
た
る
た
ぐ
ひ
な
ほ
い
と
多
し

こ
と
／
ヽ
く
は
出
さ
ず

み
な
こ
ゝ
の
活
詞
な
り
」

（下
四
十
九
オ
）

と
あ
る
。
扱
い

は

「
す
、
さ
す
、
し
む
」
も

「
る
、
ら
る
」
も
同
じ
で
、
い
わ
ゆ
る
接
尾
辞
と
し
て
そ
の
下
接
し
た
形
で

一
語
と
す
る
。

『
詞
八
衝
』
の
活
用
論
は
、
〃語
形
″
を
対
象
と
す
る
点
で

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
、
直
接
的
に
は

「受
る
て
に
を
は
」
の

″断
れ
続

き
″
を
重
視
す
る
点
で

『
活
語
断
続
譜
』
の
線
上
に
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
語
の
語
形
や
活
用
型
の
違
い
が
語
の
意
義
の
違
い
と
深
く

結
び
付
い
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
は
宣
長
に
よ

っ
て
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
語
の
形
式
面
を
重
視
す
る

『
詞
八
衛
』



145 第二節 所語・有語・令語の論

に
お
い
て
も
そ
の
点
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
自
他
の
論
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「
そ
の
外
に
川
引
と
川
引
利
と
あ
れ
ど
こ
ハ
自
他
を
わ
か
ち
て
ま
ぎ
ら
は
し
き
こ
と
な
し

な
ほ
自
他
の
詞
の
こ
と
は
別
に
く
は
し
く

い
ふ
べ
し

（佐
行
下
三
段
活
と

（上
四
十
六
ウ
）
、
「
み
つ
る
ハ
み
月
引
引
に
て
意
こ
と
な
り

い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
あ
り

よ
く
わ

き
ま
ふ
べ
し

（多
行
四
段
活
と

（下
ニ
ウ
）
な
ど
、
語
の
意
義
と
し
て
の

″自
他
″
に
関
わ
る
記
述
は
多
い
。
こ
れ
が
拡
大
し
精
密
に

な

っ
て

『
詞
通
路
』

の

「
詞
の
自
他
の
事
」
に
な
っ
た
。
「
自
他
の
詞
の
こ
と
は
別
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し
」
と
は

『
詞
通
路
』
の
著

述
を
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
　
『詞
通
路
』

（
２３
）

『
詞
通
路
』
上
巻
、
「
詞
の
自
他
の
事
」
に
自
他
詞
の
六
段
図
が
あ
る
。
そ
の
第
二
段
に

一
語
、
四
段
に
四
二
語
の

「
す
、
さ
す
」
下

接
形
が
、
第
五
段
に
二
九
語
、
六
段
に
四
七
語
の

「
る

。
ら
る
」
下
接
形
が
載
る
。
本
文
中
の
自
他
詞
の
上
下
対
置
語
の
う
ち

「
す
、

さ
す
」
下
接
形
が
四
〇
語
、
「
る
、
ら
る
」
下
接
形
が
四
三
語
で
あ
る
。

上
下
対
置
語
の
上
下
の
配
置
は
、
自
他

（他
自
）
の
順
で
も
自
他
六
段
図
の
段
の
順
で
も
な
い
。
上
置
語
は
下
置
語
に
対
し
て
音
節

数

（連
用
形
に
よ
る
。
終
止
形
で
も
同
じ
）
の
少
な
い
の
が
原
則
と
な
る
。
同
じ
音
節
数
の
場
合
に
は
自
他
六
段
図
の
順
に
上
下
に
置

か
れ
る
。
語
の
自
他
を
論
じ
な
が
ら
自
他
の
意
義

（六
段
図
の
順
）
よ
り
も
音
節
数
の
多
少
を
優
先
す
る
例
語
の
上
下
配
置
は
語
形
式

を
重
視
す
る
文
法
観
を
示
す
と
と
も
に

「本
語
」
の
観
念
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
の
よ
う
で
、
或
る
語

（上
置
五
じ

と
そ
れ
を

本
語
と
し
て
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
語

（下
置
語
）
と
に
つ
い
て
自
他
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

上
置
語
か
ら
下
置
語

へ
語
形
が
変
わ
る
と
き
、
「
る
、
ら
る
、
す
、
さ
す
」
は
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

ア
、
ね
た
む
　
―
―
　
ね
た
ま
る
ゝ

イ
、
お
る
ゝ
　
―
―
―
　
お
り
ら
る
ゝ
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ウ
、
ま
ゐ
る
　
―
―
　
ま
ゐ
ら
す
る

工
、
は
つ
る
　
―
―
　
は
ち
さ
す
る

な
ど
の
付
点

「
ｏ
、

ｏ
」
に
注
目
す
る
と
、
「
ｏ
」
に
つ
い
て
は
、

⑬
中
二
段
の
活
詞
の
其
行
の
第
二
の
音
き。
ち。
ひ。
み。
ぃ
り。
ゐ。
ま
た
下
二
段
の
活
詞
の
其
行
の
第
四
の
音
え。
ぃ
せ。
つ
ね。
へ。
め。
え。
れ。
ゑ。
に
さ

も
し
の
そ
ひ
て
佐
行
に
う

つ
り
ら
文
字
の
そ
ひ
て
羅
行
に
う

つ
り
活
け
る
事
あ
り

一
段
の
活
詞
に
も
其
例
あ
り

（上
二
十
七
ウ
）

⑭

ｏ
印

ハ
…
…
…
た
ゝ
し
左
の
か
た
に
つ
け
た
る
は
そ
ひ
た
る
も
し
の
し
る
し
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
二
十
八
オ
）

と
あ
る
。
こ
の
付
点
の
打
ち
方
に
従
う
限
り
、
こ
こ
で
は
動
詞
に

「
ら
る
、
さ
す
」
が
下
接
し
て
い
る
も
の
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
す

べ
て

「
る
、
す
」
の
下
接
で
あ

っ
て

「
ら
、
さ
」
は
単
な
る

「添
ひ
た
る
文
字
」
に
す
ぎ
な
い

（
イ

・
工
）
。

オ
、
あ
か
ふ
　
―
―

　
あ
か
な
ふ

力
、
お
ほ
ゆ
る
　
―
―

　
お
も
は
ゆ
る

な
ど
と
同
じ
扱

い
で
あ
る
。
と
な
る
と

「
る
、
す
」
下
接

の
場
合
が
問
題

で
、
そ
れ

（
ア

・
ウ
）

キ
、
た
す
く
る
　
―
―

　
た
す
か
る

ク
、
う
こ
く
　
―
―

　
う
こ
か
す

な
ど
と
同
じ
打
ち
方

で
あ
る
。
例
え
ば

「
ま
ゐ
る
」

（
ウ
）

の

「
る
」
が

「
ら
」

に
な
り
そ
れ
に

（
ク
）

の

「
く
」
が

「
か
」

に
な
り
そ
れ
に

「
す
」
が
付
く
の
と
同
じ

で
あ
る
。
即
ち
、
右
傍
の

わ
ゆ
る
靡
を
示
し
て
い
る
。
左
傍
の

「
●
」
に
つ
い
て
は
、

⑮
詞
の
左
の
か
た
に
●
印
を
つ
け
た
る
ハ
そ
の
行
の
第

一
の
音
第
二
の
音
第
五
の
音
に
て
佐
行
羅
行
に
う
つ
る
印
な
り

ま

、
「す
る
」
が
付
く
の
は
、
「
う
こ
く
」

「
ｏ
」
は
活
用
部
分
を
、
「
・
」
は
い
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（上
十
五
オ
）

と
い
う
よ
う
に
、
上
の
語
の
活
用
部
分
が
交
替
し
て
下
の
語
の
部
分
と
な
る
、
そ
の
部
分

（
一
文
字
）
を
示
す
印
で
あ
る
。
上
置
語
か

ら
下
置
語
が
派
生
し
て
活
用
の
行
が
変
わ
る
場
合
、
例
え
ば

「
ま
ゐ
る
↓
ま
ゐ
ら
す
る

（下
二
段
活
と

は

「
う
こ
く
↓
う
こ
か
す

（
四
段
活
と

と
全
く
同
じ
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に

『詞
通
路
』
で
は
、
「
る
、
ら
る
、
す
、
さ
す
」
下
接
の
派
生
形
は
他
の
接
尾
辞
下
接
の
派
生
語
と
全
く
同
じ
に
扱
う
。

こ
れ
は
、
常
昭
が

「
る

。
ら
る
、
す

・
さ
す

。
し
む
」
下
接
形
を
も

っ
て
所
語

・
令
語
と
す
る
立
場
と
同

一
で
あ
る
。
語
の
意
義
の
間

題
、
こ
こ
で
は
自
他
の
問
題
を
論
ず
る
場
合
、
そ
の
意
義
を

一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
表
す
語
形
を
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
更
に
構
成
要
素
に
分
析
す
る
こ
と
は
全
く
無
用
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
も

『
詞
通
路
』
に
至
る

『
詞

つ
か
ひ
』
の
位
置
が
国

語
学
史
上
に
確
か
な

一
点
を
占
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
。

常
昭
の
問
い
に
対
す
る
宣
長
の
答
え
。
『宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
二

一
五
ぺ
。

『宣
長
全
集
』
第
六
巻
。

「凡
例
の
第

一
巻
」
２８
オ
に
宣
長
頭
書

「雅
言
　
夕
ゞ
ナ
ハ
ル

ウ
ゴ
ナ
ハ
ル
　
所
備

所
行

」。

尾
崎
知
光

「『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
成
立
と
そ
の
学
説
」
「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

（国
文
学
科
編
と

第
二
五
号
　
昭
和
四
十
九
年
十

二
月
）。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
明
治
書
院
）
所
収
。

６
　
山
田
孝
雄

『
日
本
文
法
論
』
明
治
四
十

一
年
九
月
　
宝
文
館
。

７
　
渡
辺
英
二

『春
庭
の
語
学
研
究
』
の
第

一
部

「詞
八
衝
」
に
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。

８
　
橋
本
進
吉

『国
語
法
要
説
』
（国
語
科
学
講
座
　
昭
和
九
年
十
二
月
）、
『国
語
法
研
究
』
（橋
本
進
吉
博
士
著
作
集
第
二
冊
　
昭
和
二
十
三
年

一
月
）
所
収
。

54321窪
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16 15 14 13 12 11 10 ９
　
「
さ
て
ほ
さ
し
む
と
い
ふ
と
き
、
さ
は
ほ
す
の
す
の
活
け
る
な
れ
ば
、
令
の
意
也
、
然
る
を
又
し
む
と
い
ひ
て
は
、
令
レ
令
レ
干
と
令
ノ一［
重
な

る
也
」
「
万
葉
集
玉
の
小
琴
』

『宣
長
全
集
』
第
六
巻
四
七
ぺ
）
。

頭
書

「
テ
ラ
ス
ー

ハ
一
重
也
　
・τ
フ
サ
ス
ー

ハ
ニ
重
也
　
令
語
ニ
ハ
一
重
二
云
卜
二
重
二
云
フ
ト
ノ
ニ
ツ
ア
リ
」
が
あ
る
。

渡
辺
英
二

『春
庭
の
語
学
研
究
』
第
二
部
第
二
章
第
二
節

。
第
四
節
。

注
■
、
第

一
部
付
節
二
に
も
述
べ
た
。

注
１１
、
第
二
部
第
五
章
第
二
節
。

神
宮
文
庫
本

『言
語
四
種
論
』
（影
印
、
『鈴
木
腹
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
膿
顕
彰
会
）。

『文
莫
』
第
五
号

（昭
和
五
十
五
年
四
月
）
の
影
印
に
よ
る
。

尾
崎
知
光

「
『活
語
活
用
格
』
の
成
立
」
「
文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
）。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一

月
　
明
治
書
院
）
所
収
。

‐７
　
本
居
宣
長

『漢
字
三
音
考
』
（筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
　
一二
八
三
ぺ
）
。

‐８
　
阪
倉
篤
義

『語
構
成
の
研
究
』
（昭
和
四
十

一
年
二
月
　
角
川
書
店
）
九
〇
ぺ
。

‐９
　
神
宮
文
庫
本

『活
語
断
続
譜
』
（影
印
、
『鈴
木
膿
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
膿
顕
彰
会
）。

２０
　
柳
園
叢
書
本

『活
語
断
続
譜
』
（影
印
、
『鈴
木
腹
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
膿
顕
彰
会
）。

２‐
　
注
１４
ｏ

２２
　
文
政
甲
申
歳

〈七
年
〉
刊
　
玉
華
堂
版
本

（影
印
、
勉
誠
社
文
庫
）
で
は

「ズ
」
。

２３
　
注
１１
、
第
二
部
第
二
章
第

一
節

・
第
二
節
に
詳
し
い
。

２４
　
注
１１
、
第
二
部
第
二
章
第
二
節

。
第
四
節
に
詳
し
い
。

○
第
二
節
は
、
「所
語

。
有
語

・
令
語
の
論
―

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
―
」
「
文
莫
』
第
四
号
　
昭
和
五
十
四
年
八
月
　
鈴
木
腹
学
会
）
に

大
幅
に
加
筆
し
た
。
な
お
、
本
節
に
は
拙
著

『春
庭
の
語
学
研
究
』
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。
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第
一一雨

天
語

ｏ
地
語
、
春
語

・
秋
語
の
論

「天
語

。
地
語

。
春
語

。
秋
語
」
の
用
法

０
　
活
用
型
の
三
分
類

活
用
語

（動
詞
）
を
活
用
型
別
に
分
類
す
る
に
当

っ
て

「天
語
、
地
語
、
春
語
、
秋
語
」
の
名
目
を
も
っ
て
大
き
く
二
つ
に
区
分
す

る
こ
と
が
あ
る
。
天
語
は
春
語
と
、
地
語
は
秋
語
と
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
内
容
の
名
目
と
し
て
使
わ
れ
、
天
語

・
春
語
は
母
音
交
替
に
よ

る
活
用
を
指
し
、
地
語

。
秋
語
は

「
る

。
れ
」
添
加
に
よ
る
活
用
を
指
す
名
目
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
る
と
、
「所
語
、
有
語
、

令
語
」
を
派
生
す
る
際
の
、
い
わ
ゆ
る
複
語
尾
接
続
の
違
い
、
即
ち

「
る
」
下
接
か

「
ら
る
」
下
接
か
、
「
り
」
下
接
か

「
た
り
」
下

接
か
、
「す
」
下
接
か

「
さ
す
」
下
接
か
の
違
い
に
よ
っ
て

「天
語

。
春
語
」
と

「地
語

。
秋
語
」
と
を
使
い
分
け
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
天
語
と
春
語
、
地
語
と
秋
語
は
そ
れ
ぞ
れ
殆
ど
同
内
容
の
名
目
だ
が
、
そ
の
用
法
に
違
い
が
あ
る
。

②
　
使
用
例

『
詞
つ
か
ひ
』
中
、
天
語

・
地
語

・
春
語

。
秋
語
の
使
用
箇
所
は
延
べ
二
三
か
所
で
あ
る
。

そ
の
す
べ
て
を
前
後
の
文
脈
と
と
も
に

次
に
挙
げ
る

（
ａ
～

ｗ
。
私
に
傍
に
波
線
を
付
し
て
お
く
）
。

①
ｌ
　
【
な
ひ

な
ふ
を
所
語
に
よ
ぶ
に
も
天
地
の
ニ
ッ
有
　
〔あ
た
〕

ヽ
ド
ゝ
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
く
‘
´
（１
）

る
ゝ
と
は
い
ふ

是
レ
地
語
の
格
也

こ
れ
を
天
語

［
の
］
〈
に
〉

〈
い
ざ
〉

な
ふ
な
ど
は
い
ざ
な
は
れ

い
さ
な
は
る

い
さ
な
は

あ
た
な
は
り

あ
た
な
は
る
と
は
聞
な
れ
ず

う
べ
な
ふ
も
う
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べ
な
は
り
は
聞
な
れ
ず

う
べ
な
は
れ
は
常
に
い
ふ
べ
し

ま
た
天
地
の
ニ
ッ
と
も
に
よ
ぶ
あ
り

そ
こ
な
ふ
な
ど
は
そ
こ
な
は

り

そ
こ
な
は
る
と
も
い
ひ
そ
こ
な
は
れ

そ
こ
な
は
る

そ
こ
な
は
る
ゝ
と
も
い
ふ
な
り
】

（凡
例
の
第

一
巻
２８
オ
～
２８
ウ
）

２
　
こ
し
ら
ふ
は
地
語
の
格
に
こ
し
ら
へ
と
の
み
い
へ
リ

ン」
し
ら
ひ
と
か
け
る
は
見
あ
た
ら
す
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
３８
オ
）

３
　
た
ひ
ら
く
と
い
ふ
は
た
ひ
ら
げ

た
ひ
ら
く
る
と
い
ふ
地
語
の
格
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
３９
オ
）

４
　
右
の
詞
と
も
春
語
な
れ
ば
所
語

ハ
あ
か
た
れ

あ
や
ま
た
れ
と
や
う
に
い
ふ

十
七
の
巻
の
語
お
ち

お

つ

お

つ
る
な
ど

［
こ

れ
に
］
は
う
ち
み
て
は
同
じ
き

盤
ザ
マ

ノ
語
な
れ
ど
も
砕
認

の
格
な
れ
は
ら
を
そ
へ
て
何
ら
れ

く
れ
ら
れ
と
ぞ
い
ふ

有
語
は

あ
が
て
り

あ
や
ま
て
り
と
い
ふ
べ
し

【
十
七
巻
の
こ
と
き
は
お
ち
た
り

く
ち
た
り
と
い
ふ
】
令
語
は
半
令
は
も
と
よ
り
あ
が

て

あ
や
ま
て
と
い
ひ
本
令
は
あ
が
た
し
む

あ
や
ま
た
し
む
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
巻
３
ウ
）

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
マ
マ
）

５
　
上
の
件
の
詞
と
も
は
妹
語
な
れ
ば
枚
語
は
ら
れ

ら
る

ら
る
ゝ
と
い
ふ
べ
し
…
…
有
語
は
た
り
と
い
ふ
し

【
あ
え
た
り

あ

え
た
る
】
な
ど
也

令
は
え
を
や
に
よ
び
か
ふ
る
也
…
…
き
や
し

き
や
す

に
や
し

に
や
す
な
ど
の
類
也
…
…
半
令
に
は
俗
に

に
や
せ

ひ
や
せ

［の
］
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻
５
オ
～
５
ウ
）

６
　
右
の
詞
は
秋
語
な
れ
ば
所
語
は
引
利
と
い
ひ
て
う
ゑ
ら
れ

う
ゑ
ら
る

う
ゑ
ら
る
ゝ
と
や
う
に
い
ふ
べ
し

有
語
は
た
り
を

そ
へ
て
う
ゑ
た
り

う
ゑ
た
る
と
い
ふ
べ
く
令
語
は
う
ゑ
さ
せ

う
ゑ
さ
す

う
ゑ
さ
す
る
と
や
う
に
い
ふ
べ
し

半
令
は
よ
を
そ

へ
て
う
ゑ
よ
と
や
う
に
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
五
巻
１
ウ
）

明

　

―
―

―

　

　

　

―

―

―

―

７
　
第

一
巻
の
語
な
る
あ
き

州
ｄ
な
ど
を
冽
ｑ
利
と
も
い
ふ
事
あ
れ
ば
是
ら
を
同
じ
活
キ
ざ
ま
に
お
も
ひ
ま
ど
は
ん
人
も
あ
る

べ
し

そ
は
あ
き

あ
く
と
い
ふ
よ
り
あ
く
る
Ｌ
は
た
ら
き
た
る
に
は
あ
ら
ず

あ
き

あ
く
を
鼎
認

に
よ
ぶ
時
は
第

彫

巻
の
語

に
て
あ
け
と
い
ふ

こ
れ
よ
り
し
て
あ
く
る
と
は
い
ふ
也

る
の
そ
は
ぬ
詞
ど
も
ゝ
兄
緯
に
て
体
と
な
り
て
地
語
に
呼
も
の
は
皆

る
そ
は
る
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
２
オ
～
２
ウ
）
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８
　
劇
剖

ｑ
‐ゝ

０
ｌゝ
ｄ
…
…
と
も
い
へ
ば
こ
れ
も
此
巻
の
語
の
ご
と
く
聞
ゆ
れ
ど
も
あ
ら
ず

く
き
と
い
ふ
よ
り
く
ゝ
と
は
は

た
ら
け
ど
も
く
ゞ
る
は
く
ゞ
り
と
い
ふ
よ
り
し
て
は
た
ら
か
せ
た
る
也

さ
れ
ば
ｑ
剖

劇
ｌゝ

ｑ
ｌゞ
ｄ
と
は
い
ひ
が
た
し

【此

ｍ

事
猶
く
は
し
く
は
語
を
天
地
に
分
ヶ
い
ふ
凡
例
の
所
に
い
へ
り
】
ｑ
劃

ｑ
‐ゝ

と
は
た
ら
く
も
の
は
第

一
巻
の
語

月Ⅵ
劉
リ

く
ゝ
る
と
は
た
ら
く
も
の
は
別
に
て
第

□

巻
の
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
３
オ
）

９
　
右
の
語
ど
も
は
秋
語
の
格
な
れ
ば

【秋
語
卜
云
コ
ト
ハ
語
ヲ
春
語
ノ
ニ
ツ
ニ
分
チ
タ
ル
弁
第

一
巻
ニ
ア
グ

カ
シ
ヨ
ニ
委
ヱ
ム

リ
】
所
語
は
ら
を
そ
へ
て
週
矧
引
測

川劉
割
刻
利
と
や
う
に
い
ふ
べ
し

有
語
も
秋
語
の
格
な
れ
ば
た
り
と
い
ふ
也

そ
は
お
ち

川
引

劇
「
川
引
と
い
ふ
也

令
語
は
用
例
捨
例
多
し

沼
の
令
語
を
利
ｄ
ｕ

剥
ｄ
引
と
い
ふ
に
相
は
ｑ
川
ｕ

ｄ
潤
引
と
い
ふ

同
じ
き
ち
ノ
音
於
緯
と
阿
緯
と
に
ゆ
く
け
ぢ
め
あ
り

ま
づ
測
は
劉
封
剖
ｕ

詞
冽
剖
引
と
も
い
ふ
め
れ
ど
常
に
ｄ
ｄ
ｕ

剥
ｄ

引
と
い
ふ
は
第
十
六
巻
起
の
令
語
剥
ｑ
ｕ
と
も
い
ふ
べ
き
を
利
こ‐
ｕ
と
い
ふ
が
ご
と
く

【此
コ
ト
ハ
十
六
巻
ヲ
披
テ
委
ク
見
べ

シ
】
詞
ｄ
引
　
【劣
也
】
ョ
ｄ
利
と
い
ふ
語
の
令
を
こ
ゝ
に
呼
な
り
て
剥
ｄ
ｕ
と
は
い
ふ
な
り

も
と
よ
り
同
意
の
語
な
る
ゆ
ゑ

か
く
よ
ぶ
事
例
多
し

ｑ
刑
引
と
い
ふ
は
劃
「

剖

つ―
の
令
を
測
川
ｕ

劃
川
引
と
い
ふ
に
同
じ

阿
緯
に
呼
換

へ
て
い
ふ
は
通
例

也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
巻
２
ウ
～
３
ウ
）

１０
　
土
佐
日
記
ノ
歌

二
手
ヲ
ヒ
テ
ヽ
云
々

コ
レ
ハ
ヒ
テ

ヒ
ツ

ヒ
ツ
ル
ヨ
リ
云
ル
也

ま
た
古
今

二
声
ハ
シ
テ
涸

ハ
ミ
エ
ヌ
時
鳥

我
衣
手
ノ
ヒ
ッ
ヲ
カ
ラ
ナ
ン
　
コ
レ
ハ
ヒ
ツ
ル
フ
ト
云
ハ
ザ
レ
バ
格
ノ
違
ヘ
ル
ニ
似
タ
レ
ト
上

二
云
ル
如
ク
ヒ
チ

ヒ
ツ
又
ヒ
デ

ヒ
ゾ

ヒ
ツ
ル
ト
春
秋
ノ
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
巻
１
ウ
　
欄
外
書
入
）

１１
　
是
レ
ハ
秋
語
ナ
レ
バ
所
語
…
・１
フ
レ
ヲ
添
ｒ
ア
ア
ミ
ラ
レ

ウ
ラ
ミ
ラ
レ
ト
ヤ
ウ
ニ
云
ベ
キ
コ
ト
也

第
五
巻
ノ
編
　
歩

ア
ヤ

フ
ミ
　
　

　

　
　

　

狩

Ｆ

，

ゝ

　
　

　
　

　
　

―

―
―

―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―

―

―

―

―

危
　
ナ
ド
ハ
春
語
ナ
レ
バ
ア
マ
レ

ア
ユ
マ
レ

ア
ヤ
ブ
マ
レ
ト
云
テ
今
ノ
如
ク
ラ
レ
ト
云
コ
ト
ナ
シ

是
レ
定
マ
レ
ル
格
也
ｏ
有

語
モ
第
五
巻

編

歩

危

ハ
ア
メ
リ

ァ
ュ
メ
リ

ア
ヤ
ブ
メ
リ
ト
云
ガ
定
マ
リ
ニ
テ

［
ア
ユ
ミ
タ
］
ア
ミ
タ
リ

ア
ユ
ミ
タ
リ
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ア

［
ユ
ミ
タ
リ
］
〈
ヤ
ブ
ミ
タ
リ
〉
卜
云
テ
ハ
詞
づ
か
ひ
フ
ツ
ヽ
力
也
…
…
ｏ
令
語
ハ
…
…
セ
ト
云
ベ
シ

又
サ
セ
ト
云
テ
ア
ミ

サ
セ

ウ
ラ
ミ
サ
セ

コ
ヽ
ロ
ミ
サ
セ
ト
モ
云
也

半
令

ハ
ア
ミ
ヨ

ウ
ラ
ミ
ヨ

コ
ヽ
ロ
ミ
ョ
也
　
　
　
　
　
（第
廿
巻
１
ウ
）

‐２
　
右
の
詞
ど
も
秋
語
な
れ
ば
所
語
は
ら
れ
を
添
へ
て

【
お
り
ら
れ

お
り
ら
る

お
り
ら
る
ゝ
】
と
い
ふ
べ
く
有
語
は
た
り
を
添

て

【
お
り
た
り

お
り
た
る
】
と
い
ふ
べ
し

令
語
は

【
お
り
さ
せ

お
り
さ
す

お
り
さ
す
る
】
と
い
ふ

（第
廿
二
巻
１
ウ
）

‐３
　
右
の
詞
と
も
秋
語
な
る
が
故
に

［有
］
〈所
〉
語
は
ら
れ
と
い
ひ
て
え
ら
れ

え
ら
る

え
ら
る
ゝ
…
…
と
や
う
に
い
ふ
べ
し

有
語

ハ
た
り
を
そ
へ
て
え
た
り

え
た
る
…
…
と
い
ふ
へ
き
さ
だ
ま
り
な
り

令
語
は
…
…
得
じ
め

得
じ
む

得
し
む
る
と
も
い

ふ
べ
く
ま
た
さ
せ
を
そ
へ
て
得
さ
せ

得
さ
す

得
さ
す
る
と
も
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
三
巻
１
ウ
～
２
オ
）

‐４
　
右
の
語
所
語
は
じ
ら
れ
と
い
ふ
を
皆
せ
ら
れ
と
い
ひ
て
し
ら
れ
と
い
へ
る
は
見
あ
た
ら
す
…
…
有
語
は
秋
語
の
例
に
ま
か
せ

て
た
り
を
添
て
し
た
り

き
た
り
と
い
ふ
…
…
令
語
は

【
せ
さ
せ

せ
さ
す

せ
さ
す
る
　
せ
じ
め

せ
し
む

せ
し
む
る
】
と
も

い
ふ
べ
し
…
…
半
令

ハ
為
或
は
為
ヨ

来
或
は
こ
よ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
四
巻
１
ウ
～
３
オ
）

０
　
用
法

引
用
①
ｌ
～
１４
に
よ
る
と
、

「
天
語
、

地
語
」

と

「春
語
、

秋
語
」

と
は
そ
の
用
い
る
文
脈
が
違
う
。

春
語

。
秋
語
は
所
語

。
有

語

・
令
語
、
特
に
派
生
形
の
そ
れ
と
関
係
の
あ
る
文
脈
で
使
わ
れ
、

「第
二
巻
」
の
　
ｇ
・
ｈ
　
　
　
　
「第
十
三
巻
」
の

ｉ
　
　
　
　
「
第
十
五
巻
」
の

ｊ

「第
十
七
巻
」
の
　
ｎ
。
Ｏ
・
ｐ
ｏ
ｑ
　

　

　

「第
廿
巻
」
の
　
Ｓ
・
ｔ
　

　

　

「第
廿
二
巻
」
の
　
ｕ

「第
廿
三
巻
」
の
　
Ｖ
　

　

　

「
第
廿

〔三
〕
〈
四
〉
巻
」
の
　
Ｗ

の
計

一
三
か
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
活
用
型
の
相
違
を
指
摘
す
る
だ
け
の

「
第
十
七
巻
」
欄
外
書
入
の

一
例

ｒ
は
こ
の
文
脈
に
所
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語

。
有
語

。
令
語
が
存
在
し
な
い

（↓
三
②

。
四
②
）。

天
語

。
地
語
は

「
イ

。
ウ
」
活
用
と

「
イ

・
ウ
・
ウ
る
」
「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
の
活
用
型
の
相
違
を
指
摘
す
る
文
脈
で
使
わ
れ
、

「凡
例
の
第

一
巻
」
の
　
ａ
。
ｂ

。
Ｃ
ｏ
ｄ

・
ｅ
・
ｆ
　
　
　
　
「第
十
六
巻
」
の

ｋ

。
１

・
ｍ

の
計
九
か
所
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
　
ａ
。
ｂ

。
Ｃ
・
ｄ
は
所
語
を
含
む
文
脈
で
天
語

。
地
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
天
語

。
地

語
が
使
わ
れ
る
ｋ

。
１

・
ｍ
を
含
む

「第
十
六
巻
」
に
も
他
に
所
語

。
有
語

。
令
語
に
関
係
す
る
二
箇
所
が
あ
る

（↓
三
②

・
四
０
）
。

そ
の

一
つ
は
他
動
詞
を
令
語
と
し
て
、

②
ｌ
　
令
語
に
い
ふ
と
き
尽
は
つ‐
劇
ｕ

つ‐
ｑ
引
過
は
引
ｑ
ｕ

引
く
す
と
い
ふ
を
起
は
お
こ
し

お
こ
す
と
い
ふ
な
れ
ば
く
と
こ
と

の
た
が
ひ
あ
れ
ど
も
起
は
第
六
巻
に
あ
り
て
お
こ
り

お
こ
利
と
も
い
ふ
語
な
る
故
に
こ
れ
が
令
語
を
呼
馴
て
詞
こ‐
ｕ

剥
こ―
引

と
は
い
ふ
な
り
…
…
過

尽
と
も
に
第
六
巻
に
は
な
き
語
也

そ
は
引
Ｊ
引

引
Ｊ
ｄ

つ―
こ―
引

つ―
司
利
と
は
い
は
ざ
れ
バ
也

か

れ
お
の
づ
か
ら
こ
ゝ
に
令
語
あ
り
て
す
く
し

す
く
す

つ
ｑ
ｕ

つ‐
ｄ
引
と
は
い
ふ
な
り
　
　
　
（第
十
六
巻
２
ウ
～
３
オ
）

と
い
う
場
合
で
あ
り
、　
こ
れ
は
派
生
形
の
所
語

。
有
語

。
令
語
と
は
関
係
が
な
い
。
他
の
一
つ
は
、

「○
同
じ
き
加
経
の
語
な
れ
ど
も

第

一
の
巻
の
ご
と
き
は
き
と
く
と
に
足
掻
て
州
刷
剖

州
劃
ｑ

【是
第

一
巻
の
語
】

と
の
み
い
ひ
て
利
封
ｑ
利
と
は
い
は
ぬ
を
此
巻
の

語
は
剥
劇
利
と
も
い
ふ
な
れ
ば
此
る
の
そ
は
り
た
る
は
め
つ
ら
し
き
語
格
也
」
（２
オ
）
と
始
ま
り
引
用
①
７

↓

②
ｌ

↓

①
８

と

続
き
、
改
行
し
別
項
と
し
て
、

２
　
此
巻
所
語
は
引
利
と
い
ふ
べ
し

【
お
き
ら
れ

お
き
ら
る

お
き
ら
る
ゝ
】
有
語
は
た
り
と
い
ふ
べ
し

【
お
き
た
り

お
き
た

る
】
令
語
は
じ
と
い
ふ
べ
し

【
お
こ
し

お
こ
す
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
４
オ
）

と
い
う
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
所
語

。
有
語

。
令
語
の
語
形
を
述
べ
る
の
み
で
春
語

。
秋
語
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
春
語

。
秋
語
は
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所
語

。
有
語

。
令
語
、
特
に
そ
の
派
生
形
と
と
も
に
つ
か
わ
れ
る
が
、
所
語

・
有
語

。
令
語
は
必
ず
し
も
常
に
春
語

。
秋
語
と
と
も
に

使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

天
語

。
地
語

。
春
語

。
秋
語
の
用
法
を
規
定
す
る
と
、

１
　
天

（語
）
・
地

（語
）
は
動
詞
活
用
型
の
異
同
、
即
ち
母
音
交
替
に
よ
る
活
用
型
と

「
る

。
れ
」
添
加
に
よ
る
活
用
型
を
区
別

す
る
場
合
の
名
目
。

Ⅱ
　
春

（語
）
。
秋

（語
）

は
派
生
形
の
所
語

。
有
語

。
令
語
に
関
わ
っ
て
連
体
形
に

「
る

・
れ
」
添
加
の
有
無
に
よ
る
活
用
型
の

異
同
を
区
別
す
る
場
合
の
名
目
。

と
な
り
、
且

つ
、

Ⅲ
　
天
語

。
地
語
と
春
語

。
秋
語
と
は
同
じ
文
脈
に
混
在
す
る
こ
と
が
な
い
。

と
な
る
。
こ
の
場
合
、

○
天

（語
）
。
地

（語
）
が

「
凡
例
の
第

一
巻
」
と

「第
十
六
巻
」
に
の
み
使
わ
れ
、
と
き
に
所
語

。
有
語

。
令
語
と
と
も
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る

（問
題
点
Ａ
）
。

が

一
つ
の
問
題
と
な
る
。

一
一　
凡
例

の
巻

０
　
六
つ
の
空
自

『
詞

つ
か
ひ
』
全
三
十
巻
中
に
意
識
的
に
欠
字
と
し
た
と
見
倣
し
得
る
空
白
が
六
か
所
あ
る
。

③
ｌ
　
あ
き

あ
く
を
地
語
に
よ
ぶ
時
は
第

□

巻
の
語
に
て
あ
け
と
い
ふ
　
　

　

　

　

　

　

（第
十
六
巻
２
オ
　
一削
出
①
７
）
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２
　
く
ゝ
り

く
ゝ
る
と
は
た
ら
く
も
の
は
別
に
て
第

□

巻
の
語
也

３
　
す
ひ

す
ふ
は
第

□

巻
の
語
に
て
引
‐ゝ
引

引
―ゝ
利
と
は
別
也

４

【
此
ノ
来
の
言
の
事
は
い
た
く
例
あ
る
事
也

く
は
し
く
は
第

匪

巻
来
語
の
処
に
い
へ
り
】

５
　
第

□

巻
に
も
某
め
か
し
と
い
ふ
語
あ
れ
ど
も
そ
は
令
の
意
に
て
め
か
し

め
か
す
と
い
ふ

き
と
い
ふ

な
や
ま
し
な
ど
も
こ
れ
に
同
じ

令
脳
を
も
な
や
ま
し
と
い
へ
ど
も
そ
は
な
や
ま
し

の
語
格
也

此
巻
な
る
は
な
や
ま
し

な
や
ま
し
く

な
や
ま
し
き
と
い
ふ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
２‐
ゥ
）

空
所
は

「第
十
六
巻
」
と
形
容
詞
の

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
に
限
ら
れ
、
空
所
に
は
巻
序
数
が
入
る
。
文
脈
に
よ

っ
て
入
る

べ
き
巻
序
数
は
、

（
ア
）
が

「
七
」
（
力
行
下
三
段
活
）

（
イ
）
が

「
六
」
（
ラ
行
四
段
活
）

（
ウ
）
が

「
四
」
（
ハ
行
四
段
活
）

（
工
）
が

「廿

〔三
〕
四
」
（
サ
行
変
格

・
力
行
変
格
活
）

（オ
×
力
）
が

「
二
」
（
サ
行
四
段
活
）

と
な
る
。

②
　
凡
例
の
巻
と
形
容
詞
の
巻

ａ
　
形
容
詞
の
巻
の

「第
二
巻
」

「
第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
二
巻
中
に
は
右
輪
語
の

「第
式
の
巻
」
（
サ
行
四
段
活
）
を
指
す
と
は
認
め
ら
れ
な
い

「第
二
巻
」
が
あ

（第
十
六
巻
３
オ
　
一則
出
①
８
）

（第
十
六
巻
３
ウ
）

（第
廿
六
巻
２６
ウ
）

此
な
る
は
め
か
し
く

め
か
し

な
や
ま
す
と
活

て
第

□

巻
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る
。
次
の
八
例
で
あ
る
。

④
ｌ
　
す
べ
て
け
し
と
い
ふ
語
ど
も
は
第
二
巻
に
此
類
を
集
メ
て
彼
処
に
く
は
し
く
い
へ
り

下
に
も
処
々
け
し
の
類
を
載
た
れ
ど

も
く
は
し
く
は
か
の
第
二
巻
を
見
て
意
得
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２
ウ
～
３
オ
）

２
　
す
べ
て
某
た
し
と
い
ふ
辞
は
第
二
の
巻
に
部
を
立
て
あ

つ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
４
ウ
）

３
　
す
べ
て
こ
し
と
い
ふ
類
の
語
は
第
二
巻
に
あ

つ
め
て
出
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
９
ウ
）

４
　
（「某
な
し
」
の
例
語
列
挙
の
後
）
右
の
類
な
り

是
も
第
二
巻
に
あ

つ
め
て
か
し
こ
に
あ
り
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１４
オ
）

５
　
猶
此
事
は
第
二
巻
け
く
と
い
ふ
語
を
あ

つ
め
た
る
処
に
委
ク
い
へ
り

考
へ
合
ス
ベ
し
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２７
ウ
）

６
　
す
べ
て
某
か
は
じ
と
い
ふ
語
の
事
は
第
二
の
巻
に
あ

つ
め
て
彼
処
に
く
は
し
く
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
３
オ
）

７
　
某
が
ま
し
と
い
ふ
類
は
第
二
巻
に
部
を
建
て
委
ヱ
ム
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
８
オ
）

８
　
某
ら
し
　
此
辞
の
事
は
第
二
巻
に
く
は
し
く
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
２４
オ
）

こ
の
④
ｌ
～
８
に
お
い
て

「部
を
た
て
」
「
あ

つ
め
」
る
と
い
う
語
は
す
べ
て
末
尾

「
し
」
の
語
で
、
し
た
が

っ
て
サ
行
四
段
活
の

連
用
形
の
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

サ
行
四
段
活
の

「第
式
の
巻
」

に

「―
―
け
し

（け
す
）
、
―
―
た
し

（た
す
）
、
―
―

こ
し

（
こ
す
）
、
―
―
な
し

（な
す
）
、
―
―
か
は
じ

（か
は
す
）
、
―
―
が
ま
し

（が
ま
す
）
、
―
―
ら
し

（ら
す
と

の
語
は
な
く
、
ま
し
て

同
類
の
語
を

「
あ

つ
め
」

て

一
括
列
挙
す
る
こ
と
な
ど
全
く
な
い
。
右
の

「第
二

（
の
）
巻
」
は
間
違
い
な
く
右
輪
語
の

「
第
弐
の

巻
」
の
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て

「
凡
例
の
第

一
巻
」
に
は
右
の
④
ｌ
～
８
に
関
連
す
る
次
の
記
事
が
あ
る
。

⑤
ｌ
　
口
円
高
口
旧
□
口
口
国
］
□
Ｍ
目
］
。
あ
さ
ら
け
し

ｏ
あ
ら
け
し
　
ｏ
う
け
し
・…
‥
（例
語
計
二
二
語
、
欄
外
に
「常
追

考
」
例
語
七
語
。
例
語
に
続
い
て
）

○
こ
れ
は
第
廿
六
巻
の
語
と
廿
七
巻
と
の
語
に
そ
へ
て
い
ふ
辞
也

そ
れ
が
中
に
も
廿
六
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巻
の
語
に
は
お
ほ
く
廿
七
巻
の
語
に
は
す
く
な
し

他
の
巻
の
語
に
そ
へ
た
る
は
を
さ
／
ヽ
見
あ
た
ら
ず

活
キ
な
き
語
に
そ
ふ

る
は
常
也
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２０
ゥ
～
２２
ウ
）

（３
）

２
　
口
Ｍ
Ш

口
闇
旧
Ш

口
Ш
円
□

口
闇
闇
□

　
ｏ
あ
き
た
し

ｏ
う
れ
た
し

ｏ
う
し
ろ
め
た
し

‥
―
・
（例
語
計
六
語
）

（‐６
オ
～
‐６
ウ
）

３
　
口
国
口
Ｈ
□
口
開
□
口
Ｍ
□
　
。
し
げ
こ
し
（例
語
一語
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２３
ウ
）

４
　
口
Ш

口
Ⅲ
Ш

　
。
あ
ら
け
な
し

ｏ
あ
や
な
し

ｏ
い
と
き
な
し

‥
…
・
（例
語
計

一
五
語
、
欄
外
に

「追
考

常
昭
云
」
例

語
五
語
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２８
ウ
～
２９
ウ
）

５
　
（１
に
同
じ
）

６
　
口
円
‐′、ＩＭ
□
□
円
日
旧
口
□
□
関
＝
Ｍ
□
　
。
あ
つ
か
は
し

ｏ
い
た
づ
が
は
じ
　
ｏ
み
だ
り
が
は
し
‥…
。
（例
語
計
四
語
、

欄
外
に

「常
追
考
」
例
語
二
語
、
他
に

「
佐
和
加
波
志
し
　
こ
の
外
に
も

ヽ
う
た
が
は
し

ヽ
い
そ
が
は
し

ヽ
な
げ
か
は
じ

ヽ
ね
が
は
し
な
ど
あ
り

其
は
う
た
か
ひ
と
い
ふ
ひ
を
は
に
呼
換
て

ヽ
う
た
か
は
じ
と
い
ひ

‥
…
。
　

　

（１７
オ
～
‐８
オ
）

７
　
□
田
旧
Ш
口
円
園
Ｍ
□
□
□
□
Ⅲ
Ｍ
□
　
。
か
し
か
ま
し

ｏ
か
こ
と
か
ま
し
　
ｏ
を
こ
が
ま
し
（宣
長
書
入
か
）
（欄
外
に

「常
追
加
」
例
語

一
語
）

上
の
か
は
し
に
ま
た
く
同
じ
く
聞
ゆ
れ
ど
こ
は
洲
剖
ｕ
と
い
ひ
な
り
た
る
ゆ
ゑ
別
に
部
を
立
テ
た
り

俗
に
は
某
か
ま
し
と
い
ふ
事
殊
に
多
し

み
な
が
ま
し
と
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１８
オ
～
‐８
ウ
）

８
　
口
旧
Ш
口
旧
開
□
口
旧
Ｍ
曰
　
（例
語
な
く
）
こ
は
雅
語
の
う
へ
に
て
は
を
さ
／
ヽ
見
あ
た
ら
す
俗
語
に
は
い
と
／
ヽ
多

し

そ
の
も
の
ゝ
そ
の
物
に
似
か
よ
ひ
て
疑
は
し
き
を
す
べ
て
ら
し
と
い
へ
り

あ
る
ひ
は
姻
か
雲
か
と
う
た
か
ふ
時
姻
ら
し
く

も
あ
り
雲
ら
し
く
も
あ
り
な
と
い
ふ

‥
…
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３９
ウ
～
４０
ォ
）

右
の

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
記
述
は
形
容
詞
の
巻

「第
廿
六
、
廿
七
巻
」
の
記
事
に
対
応
す
る
と
し
て
間
違
い
な
い
。
「第
廿
六
、
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廿
七
巻
」

に
い
う
引
用
④
ｌ
～
８
の

「第
二
巻
」

は
、
「
凡
例
の
巻
」
を
二
巻
に
分
け
そ
の

「
第
二
巻
」
を
想
定
し
な
く
て
は
理
解
で

き
な
い
。
常
昭
に
は
現
在
の

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
二
巻
に
す
る
考
え
が
あ

っ
た
に
違
い
な
い
し
、
或
い
は
二
巻
に
分
か
れ
て
い
た
も

の
が
合
併
し
て
現
在
の
形
に
な
り
巻
序
数
の

「第

一
巻
」

が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
今
の
形
に
な

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
凡
例
の
第
二

巻
」
が
な
く
て

「
凡
例
の
第

一
巻
」
が
あ
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
別
に
な
る
は
ず
の
、
あ
る
い
は
別
に
な

っ
て
い
た

「第
二
巻
」
は
現
在
の

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
ど
の
あ
た
り
か
ら
に

な
る
か
、
そ
の
痕
跡
ら
し
い
も
の
は
確
か
に
存
在
す
る
。

ｂ
　
も
と

「
凡
例
の
第
二
巻
」

現
在

一
巻
で
あ
る

「
凡
例
の
第

一
巻
」
が
も
と
二
巻
で
あ

っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の

「第
二
巻
」
は
、
前
項
で
述
べ
た

「
け
し
」
「
い

た
し
」
フ
」
し
」
「
な
し
」
「
か
は
し
」
「
か
ま
し
」
「
ら
し
」
の
う
ち
最
も
前
の
部
分
に
あ
る

「
い
た
し
」
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。

「
い
た
し
」
は
料
紙
十
六
枚
目
の
表
か
ら
書
き
始
め
、
そ
の
す
ぐ
前
に
、

⑥
ま
た
二
言
或
は
三
言
を
そ
へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り

是
も
車
と
い
ふ
べ
し

そ
の
例
左
に
あ

つ
め
い
だ
す
　
　
（１６
ウ
）

と
あ
る
。

こ
れ
は
そ
れ
以
前
の

一
連
の
記
事
と
は
別
の
内
容
で
、
「第
二
巻
」

の
始
ま
り
が
こ
こ
か
ら
前
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
⑥
の

直
前
に
は
車

・
足
掻
な
ど
に
関
す
る
活
用

（語
）
論

（１５
オ
～
‐６
オ
）
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の

冒
頭
部
分
の
同
じ
く
車

。
足
掻
な
ど
に
関
す
る
活
用

（語
）
論

（１
オ
～
１
ウ
）
に
対
応
す
る
。
こ
れ
を
首

・
尾
と
し
、
間
に
挟
ま
る

車
の
語
例
を
考
え
る
と
、
論

↓

例

↓

論
の
展
開
は
よ
く
整
え
ら
れ
た

一
巻
の
構
成
と
し
て
納
得
で
き
る
。
こ
の
構
成
の
終
り
に
位

置
す
る
活
用

（語
）
論
は

「
す
べ
て
活
用
語
の
足
掻
は
本
卜
皆
車
語
也
」
を
も

っ
て
始
ま
る
。
こ
の

「す
べ
て
活
用
語
の
」
の
部
分
は

貼
紙
上
の
文
字
で
、
そ
の
下
に

「右
の
外
第
廿
六
巻
」
と
あ
る
の
が
読
み
取
れ
る
。
「第
廿
六
巻
」
が
形
容
詞
の
巻
で
あ
り
、
引
用
⑥

の
次
が

「
い
た
し
」
（⑤
２
）
か
ら
始
ま

っ
て

「
二
言
或
は
三
言
」

の
車
語
及
び
そ
の
例
語
、
特
に
形
容
詞
を
多
く
列
挙
す
る
こ
と
を
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考
え
る
と
、
「右
の
外
」
の

「
右
」
は

一
言
の
車
語
及
び
そ
の
例
語
を
指
し
、
そ
れ
と
分
別
し
て

「
（右
の
）
外
」
に
形
容
詞

「第
廿
六

巻
」
「
第
廿
七
巻
」

に
関
わ
る
二
言
或
は
三
言
の
車
語
と
そ
の
例
語
を
内
容
と
す
る
の
が
後
半

「
凡
例
の
第
二
巻
」

で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
「
凡
例
の
巻
」
の
前
半
、
そ
の

「第

一
巻
」
は
初
め

「和
経
の
車
例
見
あ
た
ら
ず
」
（１５
オ
）
を
最
末
尾
と
す
る

巻
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

右
の
貼
紙
に
よ
る
書
き
直
し
は
、
「
凡
例
の
第
二
巻
」
の
内
容
と
し
て
二
言
三
言
の
車
語
に
つ
い
て
書
き
始
め
て
改
め
て

「第

一
巻
」

の
末
尾
に
、
巻
首
に
応
ず
る
活
用

（語
）
論
を
追
加
す
る
必
要
を
思

っ
て
の
こ
と
で
、
こ
の
論
は
料
紙
十
五
枚
目
の
表
七
行
日
か
ら
貼

紙
に
よ
る
書
直
し
を
も
っ
て
始
ま
り
十
六
枚
目
の
表

一
行
日
ま
で
続
く
。

そ
の
末
尾
の

一
行
は

「
あ
が
き
と
い
ふ
べ
し
」

（１６
オ
）
と

書
く
だ
け
で
、
こ
こ
か
ら
料
紙
は
九
行
罫
に
変
わ
る
。
冒
頭
か
ら
十
五
枚
は
す
べ
て
十
四
行
罫
の
料
紙
で
あ
る
。
こ
の
料
紙
の
違
い
も

「
凡
例
の
巻
」
が

「第

一
巻
」
と

「第
二
巻
」
と
に
別
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
為
し
得
る
。

常
昭
に
は

「
凡
例
の
巻
」
を
二
巻
構
成
に
す
る
構
想
が
あ

っ
て
実
際
に
そ
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な

い
。
そ
し
て
そ
の

「
凡
例
の
第

一
巻
」
は
車

。
足
掻
の
論
と
そ
の
例
語
を
内
容
と
し
、
「
凡
例
の
第
二
巻
」
は
そ
の
発
展

・
敷
衛
と
し

て
の
一
喜
塁
誓
口
の
車
語
集
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。

ｃ

「
凡
例
の
巻
」
の
成
立
時
期

「
凡
例
の
巻
」
が
ど
の
時
点
で
書
か
れ
た
か
、
即
ち
現
存
の
巻
序
の
と
お
り

「
凡
例
の
第

一
巻
」
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
か
否
か
は

即
断
で
き
な
い
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」
と
関
係
の
あ
る

「第
廿
六
、
廿
七
巻
」
に
空
所
が
あ
る

（
二
田
）
と
い
う
事
実
は

「
凡
例
の
巻
」

が

『詞

つ
か
ひ
』
執
筆
の
ご
く
初
期
の
段
階
に
書
か
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
空
所
は
、
他
の
巻

（
の
幾

つ
か
）
が
ま

だ
執
筆
の
段
階
に
あ

っ
て
巻
序
の
決
定
に
至

っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
そ
の
巻
序
数
を
入
れ
よ
う
に
も
入
れ
ら
れ
ず
、
後
で
記
入
す
べ

く
保
留
し
て
お
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
だ
し

「第
廿
七
巻
」
の
空
所

（③
５
）
は
事
情
が
別
か
も
し
れ
な
い
。
「第
廿
六
巻
」

の
空
所

（③
４
）
は
問
題
の
多
い

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
巻
序
数
が
入
る
も
の
で
、
「第
廿
六
巻
」
執
筆
時
に
は

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
の
巻
序
が
ま
だ
定
ま

っ
て
い
な
か

っ
た

こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し

「第
廿
七
巻
」
の
二
か
所
は
と
も
に

「第
二
巻
」
の
巻
序
数
が
入
る
も
の
で
、
こ
れ
は
右
輪

語
の

「
第
式
の
巻
」
の
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
箇
所
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の

「第
式
の
巻
」
が

「第
廿
七
巻
」
執
筆
時
に
ま
だ
成

稿
も
し
く
は
巻
序
決
定
に
至

っ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
同
じ

「
第
廿
七
巻
」
に
右
輪
語
の

「第

一
巻
、
第

四
巻
、
第
五
巻
、
第
六
巻
」
を
明
記
す
る
箇
所
が
十
二
か
所
あ
る
の
で
、
「第
弐
の
巻
」
だ
け
が
右
輪
語
六
巻
中
ま
だ
成
立
し
て
い
な

か

っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
と
す
れ
ば
、
仮
に

「
第
廿
七
巻
」
の
空
所
に
そ
れ
が
右
輪
語
の

「第
二
巻
」
だ
か
ら
と
し
て

「
二
」
を
書

い
た
と
す
る
と
、
同
じ

「第
廿
七
巻
」

に
明
記
さ
れ
て
い
る

「
凡
例
の
第
二
巻
」
を
指
す

「第
二
巻
」
（引
用
④
ｌ
～
８
）
と
混
同
じ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
空
所

（③
５
）
で
あ

っ
た
と
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
空
所
の
意
味
が
了
解
で
き
る
。

六
か
所
の
空
所
存
在
の
意
味
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
空
所
の
あ
る

「第
十
六
巻
」
も

「第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
も
、
そ
し
て

「
第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
と
密
接
な
関
係
の
あ
る

「
凡
例
の
巻
」
も
、
少
々
の
時
期
の
違
い
は
あ
ろ
う
が

『
詞

つ
か
ひ
』

の
執
筆
、

或
い
は
巻
序
決
定
と
言

っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
初
期
に
成
り
巻
序
が
確
定
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
「
凡
例
の
巻
」
と
形
容
詞
の
巻

「第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
が
執
筆
初
期

の
成
立
で
あ
る
こ
と
の

一
つ
の
傍
証
と
し
て
、

『
詞

つ
か
ひ
』

中
こ
の
冒
頭
の

一
巻
と
末
尾
の
二
巻
に
限

っ
て
宣
長
書
入
が
あ
る
と
い

う
事
実
が
あ
る
。
宣
長
書
入
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が

（↓
第
五
章
第

一
節

一
）
、
因
み
に
、
壬
子

（寛
政
四
年
）
十

一
月
九
日
付
の
常
昭
宛
宣
長
書
簡
に

「
詞

つ
か
ひ
の
御
書
存
し
寄
り
書
加

へ
返
進
申
候
」
と
い
う

「存
じ
寄
り
書
加

へ
」
た
の
は
こ
の

宣
長
書
入
の
こ
と
に
違
い
な
い
。



161 第二節 天語 。地語、春語・秋語の論

〓
一　
天
語

。
地
語
と
春
語

。
秋
語

０
　
一
一
つ
の
割
注

天
語

。
地
語

。
春
語

・
秋
語
に
関
わ
る
二
行
割
注
が
あ
る
。
次
の
二
つ
で
あ
る
。

⑦
ｌ
　
此
事
猶
く
は
し
く
は
語
を
天
地
に
分
ヶ
い
ふ
凡
例
の
所
に
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
３
オ
　
引
用
①
８
）

２
　
秋
語
卜
云
コ
ト
ハ
語
ヲ
春
語
ノ
ニ
ピ
一分
ヶ
タ
ル
弁
第

一
巻
ニ
ア
グ

カ
シ
ヨ
ニ
委
∠
ム
リ

（第
十
七
巻
２
ウ
　
引
用
①
９
）

右
の
１
の

「此
事
」
と
は
、
前
後
の
文
脈

（引
用
①
８
）
に
よ
れ
ば
、
「
く
き

。
く
ゝ
・
く
ゝ
る
」
と
活
く
か
、
「
く
ゞ
り

。
く
ゝ

る
」
と
活
く
か
の
違
い
、
即
ち
母
音
交
替
の
活
用
か

「
る

・
れ
」
添
加
の
活
用
か
の
違
い
を
指
す
。
２
は
、
前
後
の
文
脈

（①
９
）
に

よ
れ
ば
、
こ
こ
に
述
べ
る
秋
語
と
そ
の
所
語

。
有
語

・
令
語
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
注
記
で
あ
る
。
と

す
る
と
⑦
ｌ
の

「
凡
例
」
は
、
「
く
は
し
く
」
と
言
う
ほ
ど
に
は
詳
し
く
は
な
い
が
確
か
に

「凡
例
の
第

一
巻
」
に
天

（語
）
。
地

（語
）
に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
て

（引
用
①
ｌ
）
、
現
在
の

「凡
例
の
第

一
巻
」
を
指
す
と
し
て
間
違
い
な
い
。

⑦
２
の

「第

一
巻
」
は
、
右
輪
語
の

「第
壱
の
巻
」
を
指
す
の
か

「凡
例
の
第

一
巻
」
を
意
味
す
る
の
か
、
前
者
と
す
れ
ば
、
そ
こ

に
は
春
語

。
秋
語
に
関
す
る
記
事
は
な
く
天
語

。
地
語
に
関
す
る
記
事
も
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
後
者
と
す
れ
ば
、
春
語

。
秋
語
に
関

す
る
記
事
は
な
い
が
天
語

。
地
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
あ
る
。
天

・
地
と
春

・
秋
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
割
注
の

「第

一
巻
」

と
は
お
そ
ら
く

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
意
味
す
る
。
第
廿
六

・
廿
七
巻
で
い
う

「第
二
巻
」
が

「凡
例
の
第
二
巻
」
を
指
す
の
と
同
じ

こ
と
で
あ
る
。

二
つ
の
割
注
を
右
の
よ
う
に
考
え
て
も
、

○
同
じ

「
凡
例
の
巻
」
を
指
す
の
に

「第
十
六
巻
」
で
は

「
凡
例
」、
「第
十
七
巻
」
で
は

「第

一
巻
」
と
呼
ぶ
点
、
し
か
も
前
者
で
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「
天

・
地
」
、
後
者
で

「春

。
秋
」
と
名
目
が
異
な
る

（問
題
点
Ｂ
）
。

が
疑
間
と
し
て
残
る
。

右
に
関
連
し
て
、
い
さ
さ
か
横
道
に
逸
れ
る
が
、
天
語

。
地
語

・
春
語

・
秋
語
の
名
目
は
そ
の
文
脈
に
見
え
な
い
が
紛
わ
し
い
若
し

く
は
不
審
な

「第

一
巻
」
と

「第
二
巻
」
が
あ
る
。

③
追
考
　
常
昭
云

所
語
ノ
中

ニ
モ
ラ
ル
ト
云
ベ
キ
格
ア
リ

ソ
ハ
ア
ヅ
ケ
ラ
ル

カ
ケ
ラ
ル
ナ
ド
也

此

コ
ト
ハ
第

一
巻
所
語
弁

二
委

ク
云
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２‐
ゥ
　
頭
書
）

⑨
但
シ
令
語
下

ハ

【
お
ろ
し

お
ろ
す
】
と
も
い
ふ
べ
く
懲

ハ

【
こ
ら
し

こ
ら
す
】
弛

ハ

【
ゆ
る
し

ゆ
る
す
】
と
い
ふ
…
…
右
の

令
語
ど
も
お
の
／
ヽ
第
弐
巻
の
本
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
二
巻
１
ウ
）

⑩
ミ
ノ
車
語
ヲ
ソ
ヘ
タ
ル
ナ
ラ
バ
ム
ト
云
ベ
シ

ソ
ハ
第
二
巻
車
語
ノ
部

二
出
セ
ル
赤
ミ
赤
ム
な
ど
の
見
に
同
じ
け
れ
ば
也

（廿
五
の
巻
３
オ
）

⑪
弐
巻
の
詞
に
も
剖
引
切
剖
引
な
ど
は
剖
引
―ゝ

と
も

つ
か
ふ
な
れ
ば
同
じ
き
か
よ
ひ
さ
ま
に
心
得
る
人
も
あ
る
べ
し

そ
は
剖
引

剖

る

き
る
ゝ
と
は
は
た
ら
か
ず

き
り

き
る
は
第
六
巻
の
語

き
れ

き
る

き
る
ゝ
は
第
十
四
巻
の
語
な
り
　
（第
廿
二
巻
１
ウ
）

③
の

「第

一
巻
」
は

「
凡
例
の
第

一
巻
」
を
指
す
。
右
輪
語
の
第

一
巻
は
力
行
四
段
活
の
例
語
を
列
挙
す
る
の
み
で
所
語
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
は
全
く
な
い
が
、
「
凡
例
の
第

一
巻
」
に
は
所
語
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
１

「所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転
」

（
１
オ
）
、
２

「横
た
は
る
と
も
い
へ
れ
ど
こ
れ
は
横
た
ふ
と
い
ふ
語
の
所
語
な
れ
ば
別
の
語
に
あ
ら
ず
」
（２５
オ
）
、
３

「是
レ
ハ
俗
に

お
そ
き
事
を
お
そ
な
は
る
な
ど
い
ふ
な
は
る
也

上
に
出
せ
る
な
ひ

な
ふ
を
所
語
に
よ
ぶ
時
は
皆
な
は
り

な
は
る
と
い
ふ
な
れ
ば
ま

た
く
上
の
語
の
所
語
に
似
た
れ
ば
別
チ
に
こ
と
わ
る
べ
く
も
あ
ら
さ
め
れ
ど
お
そ
な
は
る
と
い
ふ
は
お
そ
な
ひ

お
そ
な
ふ
な
ど
は
い

は
ぬ
を
な
は
る
と
い
ふ
な
れ
ば
も
し
雅
語
の
う

へ
に
も
有
り
も
や
せ
ん
と
て
出
す
な
り

さ
れ
ど
お
そ
な
は
る
と
い
ふ
も
唯
お
そ
き
事
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に
は
い
は
ず

物
の
お
の
づ
か
ら
に
お
そ
な
は
る
事
な
れ
ば
所
語
な
る
べ
し

所
語
な
ら
ん
に
は
此
部
を
立
ル
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず

又
い

は
く
上
の

（引
用
①
ｌ
に
続
く
と

（２８
オ
）

の
三
箇
所
で
あ
る
。
「所
語
弁

二
委
′
ム
ヘ
リ
」
（③
）
が
右
の
１

・
２

・
３
の
い
ず
れ
を

指
す
か
定
か
で
は
な
い
が
、
現

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
後
半
、
即
ち
十
六
丁
表
以
降
に
も
用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の

「第

一
巻
」
は
元

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
こ
と
で
は
な
く
現

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
③
は
初
期
の
或
る
段
階
で

二
巻
に
分
か
れ
て
い
た
凡
例
の
巻
が
現
在
の

一
巻
に
な

っ
て
か
ら
後
の
頭
書
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
の

「第
弐
巻
」
は
右
輪
語
の

「第
二
の
巻
」
（
サ
行
四
段
活
）
と
し
て
問
題
は
な
い
。

⑩
に
い
う

「
（赤
）
ミ
」
只
赤
）
ム
」
が
活
用
と
す
れ
ば
、
そ
の
巻
は
右
輪
語
の
第
五
巻

（
マ
行
四
段
活
）
に
当
た
る
。
「第
二
巻
」

は

「第
五
巻
」
の
誤
り
と
な
る
。
述
べ
て
き
た
よ
う
に

「
凡
例
の
第
二
巻
」
０
喜
一呈
喜
口
の
車
語
列
挙
）
と
形
容
詞
二
巻
と
が
密
接
な

繋
り
が
あ
り
、
形
容
詞
二
巻
に

「
み

。
む
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

（第
廿
六
巻
２７
オ
、
第
廿
七
巻
４３
ウ
な
ど
）
こ
と
を
考
え
る
と
こ

の

「第
二
巻
」
は

「
凡
例
の
第
二
巻
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
は
す
る
が
、
断
定
は
憚
ら
れ
る
。
「第
五
巻
」
を

「第
二
巻
」

と
す
る
誤
り
を
冒
し
た
と
す
る
と
、
常
昭
に
は
稀
な
誤
り
で
あ
る
。

①
は
前
後
の
文
脈
に
お
い
て

「
凡
例
の
第
二
巻
」
の
こ
と
で
も
右
輪
の

「第
二
巻
」
の
こ
と
で
も
な
く
、
何
の
巻
を
さ
す
の
か
理
解

し
難
い

「弐
巻
」

で
あ
る
が
、
文
意
に
よ
る
と

「此
巻
」
が
正
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。

②
　
「
天

・
地
」
か
ら

「春

・
秋
」
へ

ａ

「凡
例
の
第

一
巻
」
と

「第
十
六
巻
」

「天

（語
）
。
地

（語
と

「春

（語
）
。
秋

（語
と

は
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
る
巻
が
分
か
れ
、
「天

・
地
」
の
用
い
ら
れ
る
巻
は

「凡

例
の
第

一
巻
」
と

「第
十
六
巻
」
の
二
巻
に
限
ら
れ
る
。
「
凡
例
の
巻
」
と
形
容
詞
の
二
巻
が
と
も
に

『詞
つ
か
ひ
』
執
筆
の
比
較
的
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初
期
の
段
階
で
確
定
し
て
い
た
こ
と
は
述
べ
た
。

し
た
が

っ
て

「
天

。
地
」

は

『
詞

つ
か
ひ
』
成
立
の
初
期
の
名
目
で
あ
り
、

そ
の

「
天

。
地
」

の
用
い
ら
れ
る

「第
十
六
巻
」
も
比
較
的
初
期
に
確
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
し
て
お
そ
ら
く

「
春

。
秋
」
は
、
そ
れ

以
後
の
、
い
わ
ば
中
期
以
降
の
名
目
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
ど
れ
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ

っ
た
か
は
不
明
だ
が
、

（５
）

師
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
が

一
応
成
立
し
た
の
は
天
明
二
年

〈
一
七
八
二
〉
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
例
語
を
書
き
写
し
て

『詞

つ

か
ひ
』
研
究
の
緒
に
付
き
そ
れ
が

一
応
成

っ
て
宣
長
書
入
が
行
わ
れ
た
の
は
寛
政
四
年

〈
一
七
九
二
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
十
年
間
、

お
そ
ら
く
も

っ
と
短
い
期
間
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
間
に
常
昭
の
考
察
が
深
ま

っ
て
い
た
こ
と
は
充
分
想
像
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

常
昭
の
深
ま
り
が

「
天

。
地
」
か
ら

「春

・
秋
」

へ
と
、
同
内
容
の
事
柄
に
対
す
る
名
目
の
交
替
と
な

っ
て
現
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
深
ま
り
と
は
、
こ
の
場
合
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ｂ
　
「天

。
地
」
と

「
春

。
秋
」

初
期
の
名
目

「
天

。
地
」
が
活
用
語

（動
詞
）
の
活
用
型
の
異
同
、
即
ち
母
音
交
替
の
活
用

（イ

・
ウ
活
用
）
と

「
る
、
れ
」
添
加

の
活
用

（イ

・
ウ

・
ウ
る
活
用
、

工
。
ウ

・
ウ
る
活
用
）
の
相
違
を
区
別
す
る
場
合
の
名
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
昭
の
考
え
が

ま
だ
活
用
型
の
相
違
を
論
ず
る
段
階
に
止
ま

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
す
こ
と

か
ら
始
ま

っ
た
常
昭
の
活
用

（語
）
研
究
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
初
は
活
用
語

（動
詞
）
の
活
用
型
別
分
類
と
そ
の

排
列
が
中
心
と
な

っ
て
い
た
。
後
に

「
春

・
秋
」
を
使
う
こ
と
に
な

っ
た
の
は
同
じ
く
師
宣
長
の

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
を
承
け
て

「所

語
、
有
語
、
令
語
」
派
生
の
問
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
活
用
型
の
異
同
を
関
係
付
け
る
文
法
観
が
熟
し
て
き
た
こ
と
を
示

す
。
「
天

。
地
」
も

「春

・
秋
」
も

「
イ

・
ウ
」
活
用
と

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
と
の
相
違
を
区
別
す
る
名
目
で
あ
る

と
し
て
間
違
い
は
な
い
し
、
ま
た

「春

・
秋
」
が
派
生
形
の
所
語

。
有
語

。
令
語
、
即
ち

「
る

。
ら
る
、
り

。
た
り
、
す

・
さ
す

。
し

む
」
接
続
に
お
け
る
上
位
動
詞
の
活
用
型
の
相
違
に
着
目
し
た
名
目
と
規
定
す
る
こ
と
も
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し

「
春

・
秋
」
に
お
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い
て
肝
心
な
の
は

「所
語

。
有
語

。
令
語
」
の
派
生
を
中
心
に
据
え
て
活
用
型
の
相
違
を
考
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
天

。
地
」
と

「春

・
秋
」
は
同
じ
次
元
で
の
名
目
で
は
な
く
、
「春

・
秋
」
は
内
に

一
部

「天

。
地
」
を
含
む
、
い
わ
ば
よ
り
広
い

概
念
の
名
目
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「天

・
地
」

で
表
す
内
容
が
文
法
観
の
熟
成
と
と
も
に
充
実
拡
大
し
た
た
め
新
し
い
内

容
を
表
す
名
目
が
必
要
と
な

っ
た
。
そ
れ
が

「春

・
秋
」
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
常
昭
の
文
法
観
の
熟
成
と
は

「
る

。
ら
る
、

り

。
た
り
、
す

。
さ
す

。
し
む
」
下
接
に
よ
る

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
（派
生
形
）
を

一
つ
の
活
用
体
系
の
中
に
位
置
付
け
る
よ
う

に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　
問
題
点

の
解
釈

０
　
問
題
点
Ａ

「天

（語
）

・
地

（語
と

が

「
凡
例
の
第

一
巻
」
と

「第
十
六
巻
」
の
二
巻
に
の
み
用
い
ら
れ
る
の
は
こ
の
二
巻
が

『詞
つ
か
ひ
』

執
筆
の
初
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
は
述
べ
た

（↓
三
②
）
。
問
題
は

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
使
用
の
文
脈

に

「天

。
地
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
引
用
①
ｌ

（凡
例
の
第

一
巻
）、
②
ｌ

。
②
２

（第
十
六
巻
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
②

ｌ
は
確
か
に

「令
語
」
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
動
詞
と
し
て
の
令
語
に
つ
い
て
述
べ
る
だ
け
で
、
「す
、
さ
す
、
し

む
」
下
接
の
派
生
形
の

「令
語
」
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
①
ｌ
は

「
る
、
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
の
所
語
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の

だ
が
、
「
る
、
ら
る
」
の
上
位
動
詞
の
活
用
型
、
及
び
そ
の
接
続
の
相
違
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
が
な
い
。
②
２
も
同
様
で
あ
る
。
派

生
形
の
所
語

。
有
語

。
令
語
の
語
形
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

「春

（語
）
。
秋

（語
と

使
用
の
場
合
は
す
べ
て

「春
語
な
れ
ば
…
…
…
」
「秋
語
な
れ
ば
…
…
…
」
の
ご
と
く
派
生
形

「所
語

。
有

語

。
令
語
」
を
上
位
語

（動
詞
）
の
活
用
型
と
関
連
付
け
る
使
い
方
を
す
る
。
「天

。
地
」
の
使
用
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
違
い
、
活
用
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型
の
相
違
を

「所
語

。
有
語

・
令
語
」
派
生
と
有
機
的
に
結
び
付
け
る
観
点
が
な
い
。
そ
こ
に
は
ま
だ
、
常
昭
の
派
生
形

「所
語

。
有

語

。
令
語
」
観
の
成
熟
が
見
ら
れ
な
い
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」
「第
十
六
巻
」
に
お
い
て
、
「
所
語
、
有
語
、
令
語
」
使
用
の
文
脈
で
あ

り
な
が
ら

「
天

。
地
」
が

つ
か
わ
れ
る
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

②
　
問
題
点
Ｂ

「第
十
六
巻
」
は

『
詞

つ
か
ひ
』
執
筆
の
初
期
に
成
り
、
「第
十
七
巻
」
は
お
そ
ら
く
そ
れ
以
後
に
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
「第
十
六

巻
」

執
筆
時
に
は
ま
だ
凡
例
の
巻
は

「
凡
例
の
巻
」

一
巻
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。　
そ
し
て
形
容
詞
の
二
巻
や

「
第
十
七
巻
」
成
立
の
頃
に
は
そ
れ
を
二
巻
に
分
け
る
意
図
が
あ

っ
て
車
論
が
改
め
て
書
き
加
え
ら
れ

（↓

「
注
記
」
凡
例
の
第

一
巻

注
１０
）
「
凡
例
の
第

一
巻
」
「
凡
例
の
第
二
巻
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
も
固
ま

っ
て
い
た
と
す
る
と
、
同
じ
凡
例
の
巻
を
指
し
て

「第
十

六
巻
」
で

「
凡
例
」
、
「第
十
七
巻
」
で

「第

一
巻
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
了
解
で
き
る
。

「第
十
六
巻
」
で

「
天

。
地
」
、
「第
十
七
巻
」
で

「春

。
秋
」
と
使
い
分
け
る
点
に
つ
い
て
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
第
十
六

巻
」
で
は
活
用
型
の
相
違
を
述
べ
る
文
脈
で

「
天

・
地
」
が
使
わ
れ
、
「第
十
七
巻
」
で
は

「秋
語
の
格
な
れ
ば
」
と
い
っ
て

「所
語
、

有
語
、
令
語
」
を
派
生
す
る
文
脈
で

「春

。
秋
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「春

・
秋
」
使
用
の
唯

一
の
例
外
、
「春

・
秋
」
が
活
用
型
の
異

同
を
述
べ
る
だ
け
の
文
脈
で
使
わ
れ
る
引
用
⑦
２
は
後
の
成
立
で
あ
る

「第
十
七
巻
」
に
あ
る
。
既
に
そ
の
頃
、
常
昭
に
は
活
用
型
の

異
同
を

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
の
派
生
と
の
関
わ
り
で
論
ず
る
考
え
が
固
ま

っ
て
い
て
、
し
た
が
っ
て
、
た
だ
活
用
型
の
異
同
を
述

べ
る
に
当

っ
て
も

「春

・
秋
」
を
使
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
活
用
型
の
異
同
を
述
べ
る
だ
け
の
文
脈
に
使
う
同
じ
巻
の

「第

十
七
巻
」
頭
書
の

「春

・
秋
」
（①
ｌＯ
）
も
全
く
同
じ
理
由
に
よ
る
。
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五
　
「
左
」
と

「
慣
」

動
詞
の
活
用
型
を

「
る
、

れ
」
語
尾
の
有
無
に
よ
っ
て
二
大
別
し
、
無
い
も
の
を

「天
語
」
若
し
く
は

「春
語
」、
有
る
も
の
を

「地
語
」
若
し
く
は

「秋
語
」
と
称
す
る
が
、
別
に
常
昭
は
前
者
を

「左

（語
と
、
後
者
を

「慣
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
各
巻
表
紙

貼
紙
上
の
活
用
型
に
与
え
ら
れ
た
名
目
は
右
輪
語

（第

一
巻
～
第
六
巻
）
、
左
輪
語

（第
七
巻
～
第
十
五
巻
）、
牛
語

（第
十
六
巻
～
第

廿
二
巻
）
、
戟
語

（常
補
巻
）
、
轄
語

（第
廿
三
語
）
、
轄
語

（第
廿
四
巻
）、
轍
語

（第
廿
五
巻
）
、
輻
語

（第
廿
六
巻
）、
穀
語

（第
廿

七
巻
）
の
九
種
類
で
あ
る
。
ほ
か
に
春
房
の
名
日
と
し
て
乗
語

（第
十
六
巻
～
第
廿
二
巻
）
、
輻
語

（常
補
巻
）
、
穀

（第
廿
三
巻
）
が

あ
る
。
「左
」
と

「慣
」
は
こ
れ
ら
と
は
違
っ
て
活
用
型
別
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
記
入
箇
所
も
表
紙
左
上
で
あ
る
。

第

一
巻
～
第
六
巻
が

「左
」

（第
二
巻
、
第
五
巻
に
は
記
入
が
な
い
）
、
常
補
巻
を
除
く
第
七
巻
～
第
廿
五
巻
が

「慣
」
か

「慣
」

（第
七
巻
、
第
十
二
巻
、
第
十
三
巻
に
記
入
は
な
い
）
で
あ
る
。
「債
」
と

「慣
」
の
使
い
分
け
は
お
そ
ら
く
無
く
、
「慣
」
は
第
九
巻
、

第
十
六
巻
、
第
廿
巻
で
、
他
は

「憤
」
が
記
入
さ
れ
る
。

「左
」
と

「慣
」
は
動
詞
の
活
用
型
を
三
分
す
る
名
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「左
」
は
い
わ
ゆ
る

「無
靡
」
の
活
用
に
、
「憤
」
は

「有
靡
」

の
活
用
に
与
え
ら
れ
た
名
日
で
あ
る
。　
こ
の
名
目
は
第
二
巻

。
第
五
巻

。
第
七
巻

・
第
十
二
巻

。
第
十
三
巻
と
常
補
巻
と
に

欠
落
す
る
が
前
者
の
巻
々
で
の
欠
落
は
特
に
大
き
な
意
味
は
お
そ
ら
く
な
く
、
後
者
の
常
補
巻
の
欠
落
は
こ
の
巻
が
後
の
挿
入
の
巻
だ

か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
「左
」
「債

（憤
と

の
記
入
は
各
表
紙
に
巻
序
数
と
活
用
型
別
名
目
を
書
く
貼
紙
が
行
わ
れ
る
前
の
こ

と
で
あ
り
当
然
常
補
巻
挿
入
以
前
の
こ
と
と
な
る
。
第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
に
無
い
の
は
形
容
詞
の
巻
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
動
詞
の
活
用
を

「無
靡
」
「有
靡
」
に
二
大
別
す
る
分
類
が
富
士
谷
成
章
の
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
証
す

る
も
の
は
な
い
が
、
常
昭
に
は
又
、
動
詞
を
単
音
節
語
と
多
音
節
語
と
に
三
分
す
る
分
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
成
章
の
用
語
で
い
え
ば
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「無
末
」
と

「有
末
」
で
あ
る
。
直
接
的
関
係
の
有
無
は
別
と
し
て
、
と
も
に
活
用
研
究
の
必
然
的
な
流
れ
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お

「第
二
の
巻
」
末
尾
の
頭
書
に

「
よ
し
よ
す
　
書
紀
神
代
巻
歌

妹
薗
よ
し
に
よ
し
よ
り
こ
ね
　
又
万
葉
十
四
ノ
十
九
丁

つ
ま

よ
し
に
こ
せ
ね
　
伝
四
ノ
七
丁

二
依

ノ
意
也
卜
云
り
　
但
し
右
輪
欺

又

ハ
憤
語
に
て
よ
し
よ
す
よ
す
る
欺
　
不
詳
」

と
あ
る
。　
こ
こ

で
は

「憤
語
」
に
対
す
る
も
の
を

「
右
輪
」
と
し

「
左
」
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
こ
の

「憤
語
」
は

「
よ
し

よ
す

よ
す
る
」
を
指
し

有
靡
の
語
と
し
て
問
題
は
な
い
。
対
し
て
無
靡
の
語
は

「左
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
「
よ
し

よ
す
」
は
右
輪
語
で
あ

っ
て
そ
の
名
目

を
こ
こ
で
は
使
う
。

こ
の
段
階
で
は
活
用
型
を
三
分
す
る

「
イ

・
ウ
」
活
用
と

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
の
別
を

表
す
名
目
が
未
だ
定
ま

っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

因
み
に

「
左
」
と
は
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が
活
用
型
の
名
目
と
し
て
牛
車
に
関
係
す
る
語
、
右
輪

・
左
輪

・
牛

・
戟

・
轄

・
轄

・
轍

・

輻

・
穀

。
乗

・
輻

・
穀

・
憤
を
用
い
る
よ
う
に
、
「左
」
は
辞
書
に
よ
れ
ば

「車
左
」
を
い
う
こ
と
が
あ

っ
て

「
車
左
」
と
は

「
二
人

乗
り
の
兵
車
で
は
、
左
に
あ

っ
て
弓
矢
を
執
る
も
の
。
天
子
や
元
帥
の
乗
る
場
合
は
、
左
の
御
者
を
い
ふ
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
牛
車

に
関
係
す
る
名
日
で
あ
る
。

「天

（語
と

に
対
す
る

「地

（語
と

と
い
い
、

「春

（語
と

に
対
す
る

「秋

（語
と

と
い
い
、

こ
の

「
左
」

に
対
す
る

「慣

（慣
と

と
い
い
、
そ
の
用
語
の
使
い
方
に
違
い
は
あ

っ
て
も
動
詞
活
用
を
二
分
す
る
名
目
で
あ
る
。
成
章
と
の
直
接
の
影
響
関
係
は
措

く
と
し
て
、
常
昭
に
も
同
様
の
考
え
が
あ

っ
た
こ
と
は
文
法
研
究
史
上
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

〔注
〕

１
　
引
用
本
文
の
見
せ
消
ち
を

［　
　
］
で
そ
の
印
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
一
字
分
が
空
白
。
他
に
も
同
様
の
空
白
が
あ
る
。
↓
二
田
。

３
　
見
出
し
は
呂
同
口
□
口
旧
旧
Ш
岡
田
開
□
口
Ｈ
円
固
り
で
、
例
語
は
す
べ
て
「―
―
た
し
」
の
語
形
で
列
挙
さ
れ
る
。
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４
　
『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
二

一
九
。

５
　
天
明
二
年
十
月
八
日
付
田
中
道
麿
宛
宣
長
書
簡

（『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
七
二
）
。

６
　
「
つ
ま
よ
し
こ
せ
ね
」
が
正
し
い
。
『宣
長
全
集
』
第
九
巻

（
一
六

一
ぺ
）
、
岩
波
書
店

『
日
本
古
典
文
学
大
系

万
葉
集
三
』
（昭
和
三
十
五

年
十
月
第

一
刷
）
に
よ
る
。

７
　
諸
橋
轍
也

『漢
和
大
辞
典
』
縮
刷
版

（第
六
版
　
昭
和
五
十
五
年
八
月
）
大
修
館
書
店
。

○
第
二
節
は
、
「
詞
つ
か
ひ
』
の
天
語
。
地
語
、
春
語

・
秋
語
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
六

一
号
　
昭
和
五
十
四
年
二
月
　
北
海
道
大
学
国
文
学

会
）
に
加
筆
し
訂
正
し
た
。
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第
四
節

形
容
詞
の
論

一　

本

　

語

０
　
動
詞
の
場
合

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
に
伴

っ
て

「本
語
」
と
い
う
用
語
が
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、

①
ｌ
　
右
の
語
ど
も
皆
別
二
本
語
あ
る
そ
の
令
語
也
…
…
き
せ
は
キ
ノ
令
語

キ
ハ
廿
五
巻
の
語

く
は
せ
は
く
ひ
の
令
語

く
ひ
は

第
四
巻
の
語

し
ら
せ
は
し
り
の
令
語

し
り
は
第
六
巻
の
語
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
の
巻
３
ウ
～
４
オ
）

出

立

果
の
令
語
は
い
た
し

た
ゝ
し

は
た
し
と
い

［ふ
］
〈
ひ
〉
て
第
二
の
巻
の
本
語
也
　
　
　
　
（第
九
の
巻
５
オ
）

お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
…
…
に
え
は
煮
ノ
所
語

み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど
…
…

（第
十
三
巻
５
オ
）

な
ど

（↓
第
二
節
三
②
）
。
右
に
よ
れ
ば
本
語
は
令
語

。
所
語
と
相
対
す
る
関
係
で
使
わ
れ
、

本
語
　
き
る

（力
行
上

一
段
活
）
　
　
　
　
令
語
　
き
す

（
サ
行
下
二
段
活
、
着
）

く
ふ

（
ハ
行
四
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
す

（
サ
行
下
三
段
活
、
食
）

じ
る

（
ラ
行
四
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
す

（サ
行
下
三
段
活
、
知
）

い
づ

（夕
行
下
二
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
す

（
サ
行
四
段
活
、
出
）

た
つ

（夕
行
下
二
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
た
た
す

（
サ
行
四
段
活
、
立
）

3   2
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は
つ

（夕
行
下
三
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
は
た
す

（
サ
行
四
段
活
、
果
）

お
も
ふ

（
ハ
行
四
段
活
）
　
　
　
　
所
語
　
お
も
ほ
ゆ

（
ヤ
行
下
二
段
活
、
思
）

き
く

（力
行
四
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ
ゆ

（
ャ
行
下
二
段
活
、
聞
）

に
る

（
ナ
行
上

一
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
に
ゆ

（
ヤ
行
下
二
段
活
、
煮
）

み
る

（
マ
行
上

一
段
活
）
　
　
　
　
　
　
　
み
ゆ

（ヤ
行
下
二
段
活
、
見
）

の
よ
う
で
あ
る
。

本
語
と
は
対
す
る
他
の
語
と
の
相
対
的
関
係
で
呼
ば
れ
、
特
に
何
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
い
う
固
定
的
な
語
で
は
な
い
。
本
語
と
呼

ば
れ
る
場
合
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
右
で
い
え
ば
下
段
の
語
に
対
す
る
上
段
の
語
の
よ
う
に
音
節
数
が
少
な
い
語

（連
用
形
で
の
音

節
数
）、
い
わ
ば
よ
り
単
純
な
、
よ
り
基
本
的
な
、
即
ち

″基
準
に
な
る
も
の
″
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
規
準
点
、

或
い
は
原
点
と
し
て
、
そ
こ
に
何
か
が
加
わ
っ
て
、
こ
こ
で
一亭
え
ば

〃令
″
の
意
や

〃所
″
の
意
が
付
加
さ
れ
、
語
形
が
よ
り
複
雑
に

な

っ
て
令
語

。
所
語
に
な
る
、
そ
れ
と
の
相
対
的
関
係
で
そ
の
元
の
語
を
本
語
と
言
う
。
た
だ
し
或
る
語
と
そ
の

「
る
、
ら
る
、
す
、

さ
す
、
じ
む
」
下
接
の
派
生
形
所
語

。
令
語
と
の
間
で
、
そ
の
或
る
語
を
本
語
と
い
う
用
例
は
な
く
、
所
語

・
令
語
も
単
純
形
の
場
合

に
限

っ
て
そ
の
或
る
語
を
本
語
と
言
う

（↓
第
二
節
三
②

。
四
０
）。

な
お
、
有
語
と
相
対
す
る
本
語
の
用
例
は
見
出
せ
な
い
。

②
　
形
容
詞
の
場
合

②
此
廿
六
巻
の
語
に
か
き
く
け
こ

ま
み
む
め
も

ら
り
る
れ
ろ
の
車
辞
を
添
て
活

セ
タ
ル
ハ
各
本
語
と
な
れ
り

か
き
く
け
こ
の
車

は
や
が
て
此
巻
の
ご
と
く
青
と
い
ふ
を
あ
を
く

あ
を
き

阿
加
と
い
ふ
を
阿
加
久

阿
加
紀
と
活
セ
リ

ま
み
む
め
も
の
車
を
添
ヘ
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た
る
は
第
五
巻
ノ
語
卜
な
り
て
あ
を
み

あ
を
む

あ
か
み

あ
か
む
と
い
ひ
ら
り
る
れ
ろ
の
車
添
ヒ
た
る
は
第
六
巻
の
語
と
な
り
て

あ
か
り

あ
か
る

は
そ
り

は
そ
る
と
や
う
に
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２７
オ
）

右
の

「車
辞
を
添
て
活
セ
タ
ル
ハ
各
本
語
と
な
れ
り
」
は

「車
辞
を
添
え
て
活
せ
た
元
の
語
が
本
語
で
あ
る
」
と
読
み
解
け
る
。
と

す
る
と
、
そ
の
本
語
と
は
車
辞
を
除
い
た
形
、
即
ち

「
あ
を

（青
と

「
あ
か

（赤
と

「
ほ
そ

（細
と

の
こ
と
と
な
る
。
結
果
的
に
は

ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
が
本
語
に
相
当
す
る
。
と
い
っ
て
も
、
語
幹
日
本
語
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
結
果
的
に

一
致
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
車
語
の
添
う

「
あ
を
く
、
あ
を
き
」
が
あ

っ
て
そ
れ
に
対
し
て

「
あ
を
」
が
本
語
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

活
用
語
尾
に
対
す
る
語
幹
で
は
な
い
。

③
ｌ
　
あ
は
し

あ

つ
し
と
い
ふ
が
本
語
に
て
し
は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し

【
し
を
車
也
と
せ
ん
に
は
あ
し
な
ど
は
あ
と
の
み
い
ふ

を
本
語
也
と
い
ふ
べ
し

悪
を
あ
と
の
み
や
は
い
ふ
べ
き
…
…
廿
六
巻
の
よ
し

よ
わ
し
の
し
は
車
の
し
に
て
よ

よ
わ

お
も

か
ろ
と
い
ふ
ぞ
本
語
な
る
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４２
オ
）

こ
こ
で
い
う
本
語
は
他
の
何
か
と
の
相
対
的
関
係
な
し
に
、
い
わ
ゆ
る
語
幹
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
て
、

２
　
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
オ
）

３
　
あ
じ
と
い
ふ
体
語
に
加
経
の
車

語
を
添
へ
て
あ
し
く

あ
し
き
と
は
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
１
ウ
）

の
体
語
と
同
じ
内
容
の
使
い
方
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、

４
　
あ
は
し
は
淡
と
い
ふ
に
し
を
加
へ
て
あ
は
し
な
る
事
も
と
よ
り
論
な
き
事
な

〔れ
ど
も
し
か
心
得
る
は
わ
ろ
し
あ
は
じ
と
い

ふ

一
ッ
の
語
に
て
本
語
也

そ
の
あ
は
じ
と
い
ふ
に
例
の
〕

〈
ル
ヲ
又
ソ
ノ
シ
ノ
下

へ
〉
車
の
く

き
を
添
て
あ
は
し
く

あ
は
し
き

と
は
い
ふ

［也
］
〈
ナ
レ
バ
此
巻

ニ
テ
ハ
ア
ハ
シ
ト
云
ガ
又
本
語
也
〉
　
　
　

　
　

（第
廿
七
巻
４‐
ゥ
　
抹
消

・
挿
入
は
宣
長
）

に
よ
る
と
、
「
車
の
く

き
」
の
添
う

「
あ
は
し
く
、
あ
は
し
き
」
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て

「
あ
は
し
」
が
本
語
と
言
わ
れ
る
の
で
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あ

る
。

こ
の
よ
う
に
結
果
と
し
て
本
語
が
語
幹

（
シ
ク
活
用
の
場
合
は
終
止
形
と
同
形
）
と

一
致
す
る
と
き
体
語
と
本
語
と
混
同
じ
そ
う
で

あ
る
が
、
本
語
は
他
の
語
と
の
相
対
的
関
係
で
い
う
場
合
の
名
日
で
あ
っ
て
、
体
語
に
は
そ
う
い
う
用
法
は
な
い
。

本
語
と
い
う
と
き
の
こ
の
基
本
的
性
格
は
動
詞
と
形
容
詞
が
語
基
を
同
じ
く
し
て
動
詞
か
ら
形
容
詞
が
派
生
す
る
場
合
、
そ
の
動
詞

を
本
語
と
い
う
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。

④

【
い
さ
ま
し
は
本
語
い
さ
む
也
…
…
】
…
…
た
の
も
し
は

〈本
語
〉
た
の
む

［の
本
語
］
な
れ
ば
…
…

【
こ
ほ
し
も
こ

［ひ
］

〈ふ
〉
の
本
語
な
れ
ば
】
…
…
こ
ひ
と
い
ふ
本
語
を
こ
ほ
し
と
…
…
　
　
　
（第
廿
七
巻
４０
ォ
～
４０
ゥ
　
抹
消

・
挿
入
は
宣
長
）

と

い
う
。

形
容
詞

の
場
合

の
本
語
を
ま
と
め
れ
ば
、

本
語
　
あ
を
　
　
　
　
　
　
　
車
添
加
の
各
語
形
　
あ
を
し
　
あ
を
く
　
あ
を
き

あ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
し
　
あ
か
く
　
あ
か
き

あ
は
じ

―
―
―
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
し
く
　
あ
は
し
き

あ

つ
し

―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
あ

つ
し
く
　
あ

つ
し
き

と
な
る
。
な
お
、
宣
長

の

「
本
五
巴

に

つ
い
て
は
別

に
述

べ
る

（↓
第
五
章
第

一
節

一
②
）
。

右

の
よ
う
に
形
容
詞

の
本
語
と
車
を

一
覧
と
す
る
と
、
凡
例

の
第

一
巻
に

「
二
言
或

は
三
言
を
そ

へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り

是
も
車
と
い
ふ
べ
し

そ
の
例
左
に
あ

つ
め
い
だ
す
」

（１６
オ
）
と
し
て
二
言
三
言
の
車
語
を
列
挙
す
る
場
合

の
、

い
わ
ば
見
出
し
が
注

目

さ
れ
る

（説
明
の
た
め
例
を
付
す
）
。

⑤
ｌ
　
□
Ш

□
Ⅲ
Ш

□
開
□

一―‐キー圏
□
　
（２０
ゥ
）
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例
一　
あ
さ
ら
け
し

２
　
一日
国

口
日
――′―□
同
開
□

□
日
園
□

（２３
ウ
）

例
　
し
げ

こ
し

３
　
口
円
‐ノ、‐‐―‐□
　
□
関
Ⅲ
開
□
　
園
田
旧
Ｍ
□
　
（１７
オ
）

例
　
い
た
づ
が
は
じ

４
　
園
Ｍ
Π
□

　
□
田
Π
開
□

　
園
田
旧
Ｍ
□
　
（１８
オ
）

例
　
か
し
か
ま
し

５
　
□
Ш

口
円
‐―′―□

（２８
ウ
）

例
　
あ
や
な
し

１

・
２
は
ク
活
用
形
容
詞
、
３

・
４
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
。
シ
ク
活
用
の
場
合
の
見
出
し
は
後
に
引
用
す
る
宣
長
書
入

（⑩
）
の
言

う

「
二
重
ノ
車
」
の
添
え
た
も
の
と
し
、
例
え
ば
４
で
い
う
と
、

か
し

（本
語
）
＋
か
ま
し

（車
）

か
し

（本
語
）
十
か
ま
し

（車
）
＋
く

（車
）

か
し

（本
語
）
＋
か
ま
し

（車
）
＋
き

（車
）

と
考
え
、
本
語
を
除
い
た
車
添
加
の
語
形
を
列
挙
し
た
と
す
れ
ば
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
ク
活
用
の
場
合
の
四
語
形
も
、
ほ
ぼ
同
様
に

理
解
で
き
そ
う
で
、
１
で
い
う
と
、

あ
さ
ら

（本
語
）
＋
け

（車
）

あ
さ
ら

（本
語
）
＋
け

（車
）
十
し

（車
）



175 第四節 形容詞の論

あ
さ
ら

（本
五
じ

＋
け

（車
）
十
く

（車
）

あ
さ
ら

（本
語
）
十
け

（車
）
十
き

（車
）

「
け
」
や

「
こ
」
が
あ

っ
て

一
見
奇
異
で
は
あ
る
が
、
二
亘
二
一一日
の
車
語
を
集
め
る
に
は
取
ら
ぎ
る
を
得
な
い
方
法
で
、
且
つ
賢
明

な
方
法
で
あ

っ
た
。
宣
長
書
入
の

「
一
重
ノ
車
ヲ
体

ニ
ナ
シ
テ
又
二
重
ノ
車
ナ
ル
」
「
ア
ハ
シ
ハ
淡
ガ
本
語
ニ
テ

シ

ハ

シ

キ

ク

ト
活
ク
車
ナ
ル
ヲ
…
…
ソ
ノ
ア
ハ
シ
ヲ
体
ト
シ
テ
又
二
重
ニ

キ

ク

ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ
ア
ハ
シ
キ

ア
ハ
シ
ク
ト
云
ヒ
」

（引
用
⑩
）

に

よ
れ
ば
、
「本
語
」
と

「体

（体
語
こ

の
区
別
も
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
車
が

一
重
の
場
合
に
限
り
、
本
語
と
体

（語
）
は

一
致
す
る

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
車
の
重
層
に
つ
い
て
は
、
常
昭
に
も

「
テ
ラ
ス
ー

ハ
一
重
也
、
テ
ラ
サ
ス
ー
ハ
ニ
重
也
、
令
語
ニ
ハ
一
重

二
云

卜
二
重
二
云
フ
ト
ノ
ニ
ツ
ア
リ
」
（廿
五
の
巻
３
ウ
　
頭
書
）
が
あ
る
。

５
は
見
出
し
が
、
連
用
形

・
連
体
形
を
略
し
た
表
示
で
、
１

・
２
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

あ
や

（本
五
じ

＋
な

（車
）

あ
や

（本
五
じ

＋
な

（車
）
＋
し

（車
）

右
の
―
―
部
が
見
出
し
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
一　
形
容
詞

の
語
構
成

０
　
体
語
＋

「
し
」

ク
活
用
形
容
詞
の
語
構
成
は
、

⑥
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ

【
し

［を
］

〈
は
〉
物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
な
る
事
は
廿
七
巻

二
委
ヱ
ム
ベ
し
】
ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ
を
き
と
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
１
オ
）
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に
よ

る

と
、

あ
を
し
＝

「あ
を
」
（体
語
）
＋

「
し
」
（物
を
い
ひ
定
む
る
辞
）

あ
を
く
＝

「あ
を
」
（体
語
）
十

「
く
」
（車
）

あ
を
き
＝

「あ
を
」
（体
語
）
＋

「
き
」
（車
）

で
あ

っ
て
、
「
し
」
を
車
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
構
成
は
、

⑦
あ
し
と
い
ふ
体
語
に
加
経
の
車

語
を
添
へ
て
あ
し
く

あ
し
き
と
は
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
１
ウ
）

に
よ
る
と
、

あ
し
く
＝

「
あ
し
」
（体
語
）
十

「
く
」
（車
）

あ
し
き
＝

「
あ
し
」
（体
語
）
＋

「
き
」
（車
）

で
あ

っ
て
、
終
止
形

「
あ
し
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
な
い
。

と
な
る
と
、
ク
活
用
形
容
詞
終
止
形
語
尾
の

「
し
」
を
、
関
連
し
て
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
終
止
形
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
が

問
題
と
な
る
。

③
廿
六
巻
の
語
は
あ
を
と
い
ひ
あ
を
し
と
い
ふ
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る

［也
そ
は
］
あ
を
し
と
も
あ
を
き
と
も
い
ふ

〈是
〉
也

〈然
ル
ニ
〉
此
巻
の
語
の
末
な
る
し
は
然
動
ク
事
な

［し
］
〈
ク
シ
テ
〉
あ
し

あ
し
く

あ
し
き
と
や
う
に
い
ふ
也

（第
廿
七
巻
１
オ
　
抹
消

・
挿
入
は
宣
長
）

に
よ
る
と
、
ク
活
用
終
止
形
活
用
語
尾

「
し
」
は
活
用
し
て

（う
ご
き
て
）
連
体
形
活
用
語
尾

「
き
」
に
な
る
と
い
う
。
「物
を
い
ひ

定
む
る
辞
」
で
あ
る

「
し
」
が
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
し
」
は
車
か
と
も
思
わ
れ
る
。
「
し
」
が
動
い
た

「
き
」
は
車
で
あ



る
。
「
し
」
も
車
で
な
く
て
は
お
か
し
い
。
と
こ
ろ
が
常
昭
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
お
い
て

「
し
は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し
」
（③
ｌ
）

と

い
う
。

「
し
」
が
車
で
な
い
と
い
う
記
述
は
あ
っ
て
も

「
し
」
が
車
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
ど
こ
に
も
な
い
。
「し
」
は

″車
で
は
な
い
が
活

用
す
る
辞
″
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
″車

（語
）
で
活
用
し
な
い
辞
〃
と
か
、
″車

（語
）
で
な
く
て
活
用
す
る
辞
″
な
ど
、

常
昭
の
活
用

（語
）
論
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ク
活
用
形
容
詞
の
い
わ
ば
活
用
表
、

ｏ
あ
を

ｏ
あ
を
し

ｏ
あ
を
く

ｏ
あ
を
き

に
よ

っ
て
、

用 用   体
続 続 切
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あを〈（一一いい物一

と
並
べ
て
み
る
と
、
確
か
に

「
く
」
「き
」
は

「し
」
の
う
ご
い
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
「
し
の
辞
，ス
」
き
て
き
に
な
る
」
と
い
う

の
も
当
然
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
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⑨
青
と
い
ふ
は
青
し
と
い
ふ
語
の
し
を
略
キ
て
い
ふ
也
と
や
う
に
心
得
る
は
語
の
本
末
を
し
ら
ぬ
誤
也
　
　
　
（第
廿
六
巻
２３
オ
）

と
も
い
う
。
「あ
を
＋
し
↓
あ
を
し
」
で
あ
っ
て

「あ
を
し
―
し
↓
あ
を
」
で
は
な
い
。
添
え
る
と
い
う
点
で
は
車

（く
、
き
）
と
同

じ
だ
が
、
「
し
」
は

「物
を
い
ひ
定
む
る
」
（⑥
）
た
め
に
添
え
る
辞
で
あ
る
。

「凡
例
の
第

一
巻
」
に
、
呂
田
］
口
開
□

口
Ｍ
同
冒

に
つ
い
て
例
語
を
挙
げ
る
こ
と
な
く

「
こ
れ
は
第
廿
七
巻
の
語
こ
と
／
ヽ
く
是

也

あ
し

あ
し
く

あ
し
き
の
類
也

み
な
廿
七
巻
に
出
す
べ
け
れ
ば
こ
ゝ
に
い
は
ず
」
（２４
オ
）
と
し
て
、
そ
の
語
構
成
に
つ
い
て
、

⑩

【
あ
し
と
い
ふ
し
は
語
の
首
の
中
な
れ
バ
こ
ゝ
に
引

ｕ
釧

ｄ
き
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ぬ
事
な
る
を
そ
の
事
は
く
は
し
く
廿
七
巻
に

さ
と
す
べ
け
れ
ば
姑
ク
ｕ

ｕ
ｑ

ｕ
剖
と
は
い
へ
り
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２４
オ
～
２４
ウ
）

と
い
う
。
こ
こ
に
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
の

「
し
」
は

「語
の
首
」
の

一
部
だ
と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、
第
廿
七
巻
で
い
う
の

（③
）
と

基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
「―
―
し
」
の
形
で
首
で
、
「
し
」
は
車
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
の

「し
」
が
車
か
ど
う
か
は

「
し
の
辞

う
ご
き
て
き
に
な
る
」
（③
、
ク
活
用
の
場
合
）
に
よ
っ
て
問
題
と
な
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ば

「
し
は
車
な
ら
ぬ
」
（活
用
し
な
い
）

辞
で
あ

っ
て
、
と
い
っ
て

「
ゑ
、　
い
、
ろ
、
ら
」
な
ど
の

「
や
す
め
語
」
（凡
例
の
第

一
巻
）
と
も
異
な
る
語
、
「物
を
い
ひ
定
む
る

辞
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
廿
六
巻
の

「
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ
…
…
ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ
を

き
と
い
ふ
也
」
（⑥
）
と
第
廿
七
巻
の

「廿
六
巻
の
語
は
冽
日
と
い
ひ
冽
ｄ
ｕ
と
い
ふ
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る

州
引
ｕ
と
も
州
日

き
と
も
い
ふ
是
也
」
（③
）
と
は
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
な
が
ら
整
合
性
を
欠
く
。
引
用
⑥
に
よ
れ
ば
、
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
と
で
は

「
し
」

の
機
能
を
異
な
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
」
（③
）
と
は
い
う
が
、
こ
れ
は
第

廿
六
巻
の
語

（
ク
活
用
）
と
第
廿
七
巻

（
シ
ク
活
用
）
と
の
違
い
を
述
べ
ざ
る
を
得
な
い
あ
ま
り
に
ク
活
用
形
容
詞
が
本
語

「あ
を
」

に

「
し
、
く
、
き
」
が
付
い
て

「
あ
を
し
、
あ
を
く
、
あ
を
き
」
と
な
る
、
そ
の
形
に
捉
わ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。



179 第四節 形容詞の論

ク
活
用
と
シ
ク
活
用
を
通
じ
て
同

一
の
基
準
で

「
し
」
を
処
理
す
る
こ
と
は
本
来
不
可
能
な
こ
と
で
、
だ
か
ら
ク
活
と
シ
ク
活
の
区

別
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
し
た
が

っ
て
右
の
常
昭
の
記
述
の
混
乱

。
矛
盾
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら

「体
語
」

「本
語
」
、
「車
」
、
「物
を
い
ひ
定
む
る

″し
Ｌ

に
よ

っ
て
、
本
来
そ
れ
ゆ
え
に
区
別
さ
れ
る
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
終
止
形
語
尾
の
問

題
を
統

一
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
矛
盾
す
る
記
述
と
は
な

っ
た
が
、

そ
の
過
程
で

「物
を
い
ひ
定
む
る

″し
Ｌ

を
設
定
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

②
　
「
し
」
の
機
能

形
容
詞
の

「
し
」
は
、

⑪
ｌ
　
【
し

［を
］
〈
は
〉
物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
…
…
】

２
　
廿
六
巻
の
し
は
事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば
へ
あ
り
て
よ
わ
と
い
へ
ば
本
語

り

に
よ
っ
て
、
［し
」
は

〃終
止
す
る
陳
述
の
機
能
を
担
う
辞
″
で
あ
る
と
言

っ

⑫

（⑪
２
に
続
い
て
）
さ
れ
ば
こ
そ
此
廿
七
巻
の
語
ど
も
に
も

し
を
今

へ
り
…
…

と
い
う
。
「
し
」
は

「事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば

へ
」
あ
る
も
の
と
す
る
。

形
容
詞
の
、
い
わ
ば
活
用
表
、

⑬
ｌ
　
体

　

ｏ
あ
を

（第
廿
六
巻
１
オ
）

よ
わ
し
と
い
へ
ば
そ
を
い
ひ
伏
セ
た
る
な

（第
廿
七
巻
４２
オ
）

て
よ
い
。
し
た
が

っ
て
、

一
ッ
添

へ
て
あ
し
ゝ

あ

つ
し
ゝ

あ
は
じ

ゝ
と
や
う
に
い

（第
廿
七
巻
４２
ウ
）
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切
用
続

用
続

２
　
体
切

用
続

用
続

ｏ
あ

を

し

ｏ
あ

を

く

ｏ
あ

を

き

ｏ
あ

し

ｏ
あ

し

く

ｏ
あ

し

き

（第
廿
七
巻
１
ウ
）

に
お
い
て
、
「
あ
を
く
、
あ
し
く
」
「
あ
を
き
、
あ
し
き
」
に

「続
」
と
と
も
に

「用
」
を
記
す
の
に
対
し
て

「
あ
を
し
、
あ
し
」
に
は

「切
」
だ
け
で

「
用
」
を
記
さ
な
い
。
述
べ
た
よ
う
に

「
用
」
は
は
た
ら
く

（活
用
す
る
）
意
を
表
す
。
「
用
続
」
と
は
、
あ
る

一
つ
の

語

（用
言
）
が
は
た
ら
い
て

。
う
ご
い
て
下
位
の
用
言
若
し
く
は
体
言
に
続
く
語
形
に
付
さ
れ
た
名
目
で
あ
る
。
「切
」
の
み
で

「
用
」

を
記
さ
な
い

「
あ
を
し
、
あ
し
」
は
そ
の

一
つ
の
語
が
は
た
ら
い
た
、
う
ご
い
た
語
形
で
は
な
く
、
「切
」
の
は
た
ら
き
を
有
す
る
語

形
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
し
は
物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
」
（①
ｌ
）
で
、
「
し
は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し
」
（③
ｌ
）
と
い
う
。

動
詞
の
場
合
は
、
終
止
形
で
あ

っ
て
も
活
用
形
の

一
つ
で
あ
る
か
ら
、

⑭
ｌ２

　
体 続 用切 体

' 
固忠な

（第
廿
六
巻
１
オ
）
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続 用切

あ

く

あ

く

る

の

「
あ
む
、
あ
く
」
の
よ
う
に

「切
」
の
ほ
か
に

「用
」
を
付
す
。
同
じ
終
止
形
で
も
動
詞
の
場
合
と
形
容
詞
の
場
合
と
で
異
な
る
の

は
、
常
昭
が
形
容
詞
の
い
わ
ゆ
る
終
止
形
語
尾

「
し
」
を

「物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
」
と
し
、
動
詞
の
終
止
形
を
足
掻
の

一
語
形
と
す
る
、

そ
の
扱
い
の
違
い
に
よ
る
。

０

［旦
長
書
入

ク
活
用
形
容
詞
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
と
で
は
語
構
成
が
違
う
。
ク
活
用
は
本
語
に

「し
、
く
、
き
」
を
加
え
、
シ
ク
活
用
は
本
語
に

「〇
、
く
、
き
」
を
加
え
て
終
止
形

・
連
用
形

・
連
体
形
と
な
る
。
「
く
、
き
」
は
車
と
す
る
が
、
問
題
は

「し
」
の
扱
い
で
あ
っ
た
。

シ
ク
活
用
の
場
合
、

⑮
あ
は
し
は
淡
と
い
ふ
に
し
を
加
へ
て
あ
は
し
な
る
事
も
と
よ
り
論
な
き
事
な

〔れ
ど
も
し
か
心
得
る
は
わ
ろ
し
あ
は
じ
と
い
ふ

一

ッ
の
語
に
て
本
語
也

そ
の
あ
は
じ
と
い
ふ
に
例
の
〕
〈
ル
ヲ
又
ソ
ノ
シ
ノ
下
へ
〉
車
の
く

き
を
添
て
あ
は
し
く

あ
は
し
き
と
は

い
ふ

［也
］
〈
ナ
レ
バ
此
巻

ニ
テ
ハ
ア
ハ
シ
ト
云
ガ
又
本
語
也
〉
（引
用
③
４
と
同
じ
）

と
い
う
。
こ
こ
で
は
終
止
形

「―
―
し
」
は
本
語
で
、
用
言
若
し
く
は
体
言
に
続
く
と
き
に
は
こ
の
語
形
に
車

「く
、
き
」
が
添
う
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「第
廿
七
巻
」
末
尾
に
次
の
宣
長
書
入
が
あ
る
。

⑮
此
巻
ノ
語

ハ
多
ク
ハ
一
重
ノ
車
ヲ
体
ニ
ナ
シ
テ
又
二
重
ノ
車
ナ
ル
ガ
多
キ
也

タ
ト
ヘ
バ
ア
ハ
シ
ハ
淡
ガ
本
語
ニ
テ
シ
ハ
シ

キ

ク
ト
活
ク
車
ナ
ル
ヲ
此
巻
ニ
テ
ハ
ソ
ノ
ァ
ハ
シ
ヲ
体
ト
シ
テ
又
二
重
ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ
ア
ハ
シ
キ

ア
ハ
シ
ク
ト
云
ヒ
或
ハ
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イ
マ
ハ
シ
ハ
イ
ム
ノ
ム
ヲ
活
シ
テ
マ
ト
云
テ
ソ
ノ
下

ヘ
ハ
シ
ノ
車
ヲ
添

へ
又
ソ
ノ
下

へ
二
重

ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ
イ
マ
ハ
シ

キ

イ
マ
ハ
シ
ク
ト
云

此
類
多
シ

考

フ
ベ
シ

（抹
消
部
分
を
除
き
、
挿
入
部
分
を
加
え
る
）
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４４
オ
）

こ
れ
を
図
示
す
る
と
、

。
あ
は

（本
語
）
＋
し

。
き

。
く

（車
）
↓

あ
は
し

あ
は
き

あ
は
く

「
あ
は
（本
語
）
十
し
（車
と

（体
）
＋
き

。
く

（車
）
↓

あ
は
し
き

あ
は
し
く

。
い
む
↓
い
ま
＋
は
じ

（車
）
十
き

。
く

（車
）
↓

い
ま
は
し
き

い
ま
は
し
く

と
な
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
う
と
、
宣
長
の
場
合
、
ク
活
用
で
は

「
シ
、
キ
、
ク
」
、
シ
ク
活
用
で
は

「
キ
、
ク
」
が
車
と
な
る
。
常

昭
が
い
う
よ
う
な

「事
を
い
ひ
伏
せ
、
物
を
い
ひ
定
む
る
」
機
能
を
有
す
る
辞

「
し
」
と
は
考
え
な
い
。
い
わ
ば
形
式
を
重
視
し
た
処

理
で
あ
り
明
快
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
処
理
し
て
は
常
昭
の
考
え
と
は
違
う
よ
う
に
思
う
。
常
昭
は
先
ず

「
し
」
に
つ
い

て
考
え
、

ク
活
用
シ
ク
活
用
両
者
に
共
通
し
て
存
在
す
る

「
し
」

に
つ
い
て
統

一
的
な
見
解
を
求
め
、
「事
を
い
ひ
伏
せ
、
物
を
い
ひ

定
む
る
」
も
の
と
し
た
。

再
び
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ク
活
用

。
シ
ク
活
用
の
区
分
は

″語
幹
″
、
し
た
が

っ
て

〃活
用
語
尾
″
を
ど
う
認
め
る
か
に
あ
る
。

両
者
は
元
来
同

一
規
準
で
の
説
明
は
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
常
昭
は
、
宣
長
の
よ
う
に
形
の
上
か
ら
の
解
決
は
求
め
よ

う
と
し
な
か

っ
た
。
ヨ
中
の
本
主
」

で
あ
る
本
語
と

「事
を
い
ひ
伏
せ
物
を
い
ひ
定
む
る
」
陳
述
の
機
能
を
有
す
る

「
し
」
と
を
中
心

に
据
え
て
車
の
は
た
ら
き
を
追
究
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
と
き
に

「
し
の
辞
，ス
」
き
て
き
に
な
る
」

（③
）
と
い
う
よ
う
な
統

一
を
欠
く
記
述
と
も
な

っ
た
が
、
常
昭
の
文
法
観
は
本
質
的
に
語
の
は
た
ら
き
を
重
ん
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。
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〓
一　
形
容
詞
の
用
法

０
　
所
語

。
有
語

。
令
語

形
容
詞
に
お
い
て
常
昭
は
、

①
　
も
と
よ
り
所

有

令
の
三
ッ
に
も
亘
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２‐
ゥ
）

と
い
シつ
。

所
語
に
つ
い
て
は
、

⑬
　
【所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
や
ぶ
ま
る

う
と
ま
る
と
や
う
に
い
へ
ど
も
是
ハ
皆
あ
や
ぶ
む

う
と
む
と
い
ふ
第
五
巻
の
所
語
也

そ

は
あ
や
ぶ
ま
る
と
い
ふ
ま
の
言
に
て
知
べ
し

ま
は
あ
や
ぶ
む
と
い
ふ
む
の
転
れ
る
也

さ
れ
バ
あ
や
ぶ
ま
る
と
い
ふ
も
此
巻
の
所

語
に
非
ず
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２‐
ゥ
）

と
い
う
。
右
の
例

「
あ
や
ぶ
ま
る
」

で
い
え
ば
、
「あ
や
ぶ
む
」

の

「む
」
が

「ま
」

に
転
じ
て
そ
れ
に

「
る
」
が
下
接
し
所
語
と

な

っ
た
の
で
あ
っ
て
、
「あ
や
ふ
し
」
の
所
語
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

有
五
程

つ
い
て
は
、

⑩
　
【有
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
や
ぶ
め
り

う
と
め
り
と
や
う
に
い
ふ

是
も
第
五
の
巻
の
有
語
な
れ
ば
此
巻
の
に
あ
ら
ず

そ
は
あ
や

ぶ
め
り
の
め
は
あ
や
ぶ
む
と
い
ふ
む
の
転
れ
る
な
れ
ば
第
五
巻
の
有
語
な
る
こ
と
い
ち
じ
る
し
】
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２‐
ゥ
）

と
い
う
。
例
え
ば
、
「疎
か
り
」
の

「
か
は
く
あ
の
約
り
た
る
」
も
の
で

「疎
有
」
の
意
が
あ
っ
て

「有
語
の
ご
と
く
聞
ゆ
れ
ど
」
そ

う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
有
語

「咲
有
」
は

「
さ
き
あ
り
」
で

「
き
あ
の
反
か
」
「な
れ
ど
」
「
え
緯
の
音
に
呼
換
」
え
て

「
さ
け
り
」

に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
。
「
り
」
の
上
位
が
ア
韻
か
工
韻
か
、
こ
の
違
い
に
よ
っ
て
判
断
し
、
形
容
詞

「
う
と
し
」
か
ら
の

「
う
と
か



第二章 『詞つかひ』の内容

り
」
は
有
語
で
は
な
い
と
す
る
。
動
詞

「
咲
く
」
に

「
さ
け
り
」
は
あ

っ
て
も
形
容
詞

「
よ
し
」
に

「
よ
け
り
」
は
な
い
と
も
い
い
、

て
に
を
は

「な
む
」
下
接
の
場
合
、
「
う
と
か
り
な
む
」

（形
容
詞
）
は
あ

っ
て
も

「
さ
け
り
な
む
」
（動
詞
）
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

も
い
う

（第
廿
六
巻
２２
オ
の
要
約
）
。

こ
の
よ
う
に
類
似
の
表
現
で
も
形
容
詞
と
動
詞
と
で
は
違
い
が
あ
る
と
し
、
形
容
詞
は
有
語
を

派
生
し
な
い
と
言
う
。

形
容
詞
の
い
わ
ゆ
る
カ
リ
活
用
は

「
あ
り
」
下
接
の
熟
合
形
で
、
そ
の
点
で
有
語
の

一
つ
で
あ
る
と
す
る
考
え
も
十
分
有
り
得
る
が
、

常
昭
の
い
う
有
語
と
は
動
詞
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

令
語
に
つ
い
て
は
、

⑩
ｌ
　
【
令
語
に
い
ふ
と
き
第

一
巻
の
ご
と
き
語
に
て
は

ヽ
い
そ
が
す

「
う
ご
か
す
或
は
第
四
巻
の
語
に
て
は

ヽ
か
よ
は
す

「

ま
ど
は
す
と
や
う
に
唯
す
の
言

一
ッ
に
て
令
と
は
な
る
也

「
う
こ
か
す
の
か
は

う
こ
く
と
い
ふ
く
の
言
の
う
つ
れ
る
也
】

（第
廿
六
巻
２２
オ
）

と
、
令
語

（動
詞
）
の
派
生
に
つ
い
て
述
べ
、
形
容
詞
の
場
合
は
、

２
　
此
巻
の
語
と
も
は
を
か
し
か
ら
す

か
な
し
か
ら
す
と
や
う
に
ら
す
と
い
は
ざ
れ
は
令
語
に
な
り
が
た
し

い
と
聞
く
る
し
き

語
に
て
う
る
は
し
か
ら
ぬ
い
ひ
ざ
ま
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２２
オ
）

と
い
う
。
令
語
を
派
生
す
る
際
、
動
詞
に
は
全
く
な
か

っ
た

「
ら
す
」
を
下
接
す
る
こ
と
、
そ
の
語
形
が
整

っ
て
い
な
い
表
現
、
或
は

有
り
得
な
い
表
現
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
存
在
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
但
し
同
じ
表
現
で
も

「
を
か
し
か
ら
せ
給
ひ
」
な
ど
の
敬

語
表
現
は

「物
語
書
に
い
へ
る
は
恭
ま
ひ
て
い
ふ
語
な
れ
ば
今
と
お
も
ひ
ま
ど
ひ
て
疑
を
の
こ
す
べ
か
ら
す
」

（第
廿
六
巻
２２
オ
）

と

し
て
令
語
と
は
別
で
あ
る
と
い
う
。

形
容
詞

「
う
と
し
、
あ
や
ふ
し
」
の
令
語
か
と
思
わ
れ
る

「
う
と
ま
す
、
あ
や
ぶ
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、
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３
　
う
と
ま
す

あ
や
ぶ
ま
す
と
や
う
に
い
ふ
は
彼
ノ
第
五
巻
の
令
語
な
る
事
ま
の
言
を
以
て
し
る
べ
し

　

（第
廿
六
巻
２２
オ
）

と
い
い
、
こ
れ
は
動
詞
か
ら
派
生
し
た
令
語
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
常
昭
の
活
用
論
で
は
、
形
容
詞
は
所
語

。
有
語

。
令
語
を
派
生
す
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
が
、
動
詞
と
対
照
し
な
が
ら

「
て
に
を
は
」

の
接
続
の
違
い
、
同

一
用
法
に
よ
る
語
形
の
相
違
、
音
韻
の
転
化
な
ど
多
く
の
例
証
を
も

っ
て
述
べ
る
。
常
昭
の
こ
の

方
法
は
十
分
に
説
得
力
が
あ
る
。

②
　
語
幹
の
単
独
用
法

形
容
詞
に
お
い
て
問
題
と
な
る
用
法
に
、
語
幹
の
用
法
が
あ
る
。

④
ｌ
　
物
の
少
キ
を
す
く
な
と
い
ひ
物
の
多
キ
を
お
ほ
と
い
ひ
時
の
暑
キ
を
あ

つ
と
い
ひ
寒
キ
を
さ
む
と
の
み
い
ひ
て
は
…
…
語
を
い

ひ
さ
し
た
る
や
う
に
聞
ゆ
め
れ
ど
此
レ
此
ノ
巻
の
語
の
全
体
に
て
い
ひ
残
し
た
る
に
は
非
す
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２２
ウ
）

と
い
う
。
例
え
ば

「暑
キ
」
こ
と
を

「
あ
つ
」
と
い
っ
て
十
分
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
い
て

「青
海
原
、
赤
土
、
痛
手
、

遠
山
」
な
ど
、
形
容
詞
語
幹
が
複
合
名
詞
構
成
の
上
位
成
分
と
な
る
多
数
の
例
を
挙
げ
、
併
せ
て

「下
に
あ
り
て
も
」
と
し
て

「
阿
那

貴

（あ
な
、
た
ふ
と
）
、
阿
那
恐

（あ
な
、
か
し
こ
と

の
詠
嘆
用
法
の
例
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、

２
　
土目
じ
と
も
青
き
と
も
い
は
ず
た
ゞ
あ
を
某

あ
か
某
と
は
い
ふ
也

土日
と
い
ふ
は
青
し
と
い
ふ
語
の
し
を
暑
キ
て
い
ふ
也
と
や

う
に
心
得
る
は
語
の
本
末
を
し
ら
ぬ
誤
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２３
オ
）

と
い
う
。
複
合
名
詞
の
構
成
要
素
と
な
る
語
幹
は
単
に
活
用
語
尾
に
対
す
る
語
幹
で
は
な
く
て
、
語

（複
合
名
詞
）
の
元
、
即
ち
本
語

で
あ
る
と
の
考
え
が
こ
こ
に
あ
る
。
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０
　
「
み
」
下
接
の
用
法

②
ｌ
　
ヽ
山
高
み
見

つ
ゝ
わ
が
こ
し
桜
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
な
ど
よ
め
る
山
高
み
の
み
は
山
た
か
く
し
て
と
も
心
得

俗

に
山
の
高
さ
に
と
も
心
得
る
辞
也

又

ヽ
春
の
き
る
霞
の
衣
ぬ
き
を
う
す
み
と
よ
め
る
は
緯
の
薄
さ
に
山
風
に
み
た
る
ゝ
也

（第
廿
六
巻
２３
オ
）

と
述
べ
、
「体
言
＋

（を
）
＋
形
容
詞
語
幹
＋
み
」

の
形
で
、
例
え
ば

「山
が
高
く
て
」
「
山
の
高
さ
に
よ
っ
て
」
「山
が
高
い
の
で
」

の
意
に
な
る
用
法
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
宣
長
も

『
詞
玉
緒
』
で

「
み
」
の
二

つ
の
用
法
を
挙
げ
る
最

初
の

「
一
つ
の
み
」
で
、
例
え
ば

「
あ
さ
み
こ
そ
袖
は
ひ
つ
ら
め
」
の

「
あ
さ
み
」
は

「
浅
さ
に
こ
そ
と
い
ふ
意
也
」
と
い
う
。

関
連
し
て
常
昭
は
、

２
　
二貝
恐
な
ど
此
巻
の
語
に
て
た
ふ
と
み

か
し
こ
み
と
い
ひ
て
上
に
い
へ
る
如
く
た
ふ
と
さ
に

か
し
こ
さ
に
と
い
ふ
意
に
は

な
り
が
た
き
語
あ
れ
ど
も
こ
れ
は
た
ふ
と
み

た
ふ
と
む

か
し
こ
み

か
し
こ
む
と
い
ふ
第
五
巻
の
語
也

よ
く
わ
き
ま
ふ
べ
し

（第
廿
六
巻
２３
ウ
）

と
い
っ
て
、
同
じ
語
形

「―
―
み
」
で
あ
り
な
が
ら
右
の
用
法
を
も
た
な
い
の
は
動
詞
の
連
用
形
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
と
同
じ
語
構
成
の
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
に

「
み
」
の
下
接
し
た
語
形
に
つ
い
て
、

３
　
此
巻
の
語
の
末
に
み
を
添
へ
て
あ
や
し
み

あ
や
し
む

い
つ
く
し
み

い
つ
く
し
む
と
や
う
に
い
へ
る
あ
り
…
…
こ
れ
は
第

五
巻
の
語

又
め
を
添
て
い
や
し
め

い
や
し
む

な
や
ま
し
め

な
や
ま
し
む
と
や
う
に
い
ふ
は
第
十
二
巻
の
語
也

し
か
る
を

古
き
歌
と
も
に
某
々
を
こ
そ
う
る
は
し
み
お
も

へ
或
は
某
々
を
こ
そ
う
ら
め
し
み
お
も

へ
と
や
う
に
よ
め
る
み
は
う
る
は
し
み

う
ら
め
し
み
と
い
ふ
体
の
語
に
て
も
の
ゝ
う
る
は
し
き
事
を
う
る
は
し
み
と
い
ふ
ゆ
ゑ
に
し
か
う
る
は
し
み
思
ふ
と
は
よ
め
る

也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４３
ウ
）
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と
い
う
。

同
じ
語
構
成
の
語
形
、
例
え
ば

「
た
ふ
と
み
、
か
し
こ
み
、
あ
や
し
み
、
い
つ
く
し
み
」
は
、
（
ア
）
「形
容
詞
の
語
幹

（
シ
ク
活
用

の
場
合
、
終
止
形
と
同
形
）

＋
み
」
、
（イ
）
「動
詞
の
連
用
形
」
、
（
ウ
）
「体
言

（動
詞
連
用
形
の
体
言
化
と

の
い
ず
れ
と
す
る
か
は

必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
特
に
（イ
）
と
（
ウ
）
は
そ
う
で
あ
る
。

宣
長
は
右
の
⑫
３
に
対
し
て
、
「
此
ミ
ハ
マ
ミ
ム
メ
ノ
活
キ
也

サ
テ
此
ミ
ニ
テ
体
語

ニ
ナ
ル
ア
リ

ク
ル
シ
ミ

カ
ナ
シ
ミ

ア
ハ
レ

ミ
ナ
ト
云
力
如
シ
」

と
い
い
な
が
ら
も

「
フ
ル
キ
歌

ニ
ウ
ル
ハ
シ
ミ
思
フ
ナ
ト
云
ハ
体
言

ニ
テ
ハ
ア
ラ
ズ

ウ
ル
ハ
シ
ム
ノ
ム
ノ
活
キ

タ
ル
ミ
ニ
テ
用
言
也

ウ
ル
ハ
シ
ミ
テ
思
フ
也
」
（第
廿
七
巻
４３
ウ

頭
書
）
と
注
す
る
。
「
う
る
は
し
み
お
も
ふ
」
の

「
う
る
は
し
み
」

は
常
昭
は
体
の
語
、
宣
長
は
用
言
と
す
る
。

同
じ

「
み
」
下
接
で
体
言
に
な
る
用
法
に
つ
い
て
、

４
　
又

一
ッ
み
の
辞
を
そ
ふ
る
あ
り

た
と

へ
ば
草
の
し
け
き
処
を
さ
し
て
草
の
し
げ
み
と
い
ふ

【繁
も
と
よ
り
此
巻
の
語
也
】

（第
廿
六
巻
２４
オ
）

な
ど
と
い
い
、
類
例

「
辛
み
、
甘
み
、
赤
み
」
な
ど
を
挙
げ
る
。
こ
の
用
法
も
宣
長
が

『詞
玉
緒
』
で

「
一
つ
の
み
」
と
し
て
例
歌
を

‐―
＝

　
　
　
　
　
（
２
）

挙
げ

「
こ
れ
は
し
げ
き
所
を
し
げ
み
。
浅
き
所
を
あ
さ
み
。
う
す
き
所
を
う
す
み
と
い
へ
る
也
」
と
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し

常
昭
の
場
合
、
類
例
に
よ
れ
ば
こ
の

「
み
」
は
単
に

「
所
」
を
意
味
す
る

「
み
」
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
範
囲
に
考
え
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

０
　
「
さ
」
下
接
の
用
法

④
ｌ
　
歌
の
と
ぢ
め
に
或
は

ヽ
某
の
さ
や
け
さ

【古
今
集
に

ヽ
秋
は
ぎ
を
し
か
ら
み
ふ
せ
て
鳴
鹿
の
め
に
ハ
み
え
す
て
音
の
さ
や
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け
さ
の
類
也
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２８
オ
）

の
よ
う
な
形
容
詞
語
幹
に

「
さ
」
を
下
接
し
て
の
体
言
終
上
の
用
法
や
、

２
　
（１
に
続
く
）
「
某
の
た
ふ
と
さ
或
は

ヽ
某
の
わ
び
し
さ

【後
撰

あ
ふ
は
か
り
な
く
て
の
み
ふ
る
わ
が
恋

［は
］
〈を
〉
人

目
に
か
く
る
事
の
わ
び
し
さ
の
類
也
】
亀
某
の
か
な
し
さ
と
い
ひ
又
さ
ひ
し
き
事
を
さ
し
て

ヽ
さ
ひ
し
さ
と
や
う
に
云
へ
り

【
ヽ
山
さ
と
は
冬
そ
さ
び
し
さ
増
り
け
る
と
よ
め
る
な
ど
是
レ也
】
こ
れ
も
此
巻
と
廿
七
巻
と
の
語
に
の
み
い
ふ
事
な
り

（第
廿
六
巻
２８
オ
）

の
よ
う
な
体
言
構
成
の
い
わ
ゆ
る
接
尾
辞

「
さ
」
の
用
法
を
指
摘
し
て
い
る
。

０
　
「
て
」
「
で
」
の
接
続

②
ｌ
　
す
べ
て
て
と
い
ふ
辞
は
い
緯
と
え
緯
と
を
承
る
が
定
ま
り
に
て
他
の
緯
よ
り
つ
ゞ
く
事
な
し
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２４
ウ
）

と
し
て
歌
を
も

っ
て
、
例
え
ば

「
「
袖
ひ
ち
て
結
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん
　
ヽ
梅
か
え
に
き
ゐ
る
鶯
春
か

け
て
鳴
ヶ
ど
も
い
ま
た
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
」
な
ど
多
く
の
動
詞
の
用
例
を
挙
げ
、
「此
格
に
た
が
へ
る
は
百
に
一
ッ
も
あ
る
事
な
し
」
と
い

う
。
さ
ら
に
、

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

一一一一ロ
ノ

　

　

　

　

　

　

一一一一ロ

２
　
【
又
て
と
い
ふ
辞
は
上
の
句
意
を
受
て
下
の
句
意
を
起
す
辞
な
れ
は

ヽ
袖
ひ
ち
て
と
い
へ
ば
結
び
し
と
い
ひ

「
春
か
け
て

の
詞
は
い
ま
た
雪
の
ふ
る
と
い
ふ
意
を
起
せ
り

さ
れ
バ
て

［は
］
〈
と
〉
い
ひ
て
は
下
に
必
其
意
を
結
ぶ
へ
き
事
也
】

（第
廿
六
巻
２５
ウ
）

と
、
語
句
の
係
り
受
け
の
関
係
に
ま
で
言
及
す
る
。
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

「動
詞
＋
て
」
に
次
い
で

「
形
容
詞
十
て
」
に
つ
い
て
、
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３
　
し
か
る
を
此
廿
六
巻
と
廿
七
巻
の
語
ど
も
は
う
緯
よ
り
承
ク
る
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２５
ウ
）

と
し
て

「
う
す
く
て
云
々
、
あ
し
く
て
云
々
」
な
ど
の
例
を
挙
げ
、
音
便
に
つ
い
て
も
、

４
　
【
か
な
し
う
て

お
も
し
ろ
う
て
な
ど
の
う
は
く
の
音
便
な
れ
ば
や
が
て
此
格
に
同
じ
】
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２６
オ
）

と
述
べ
る
。

関
連
し
て

「
で
」
に
つ
い
て
、

５

【
で
と
い
ふ
辞
は
ず
し
て
の
約
り
た
る
也

か
は
ら
で
卜
い
ふ
は
か
は
ら
ず
し
て
の
意

と
は
で
と
い
ふ
は
と
は
ず
し
て
の
意

ま
た
で
ハ
ま
た
ず
し
て
の
意
也
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２６
ウ
）

と
い
う
。
し
か
も
万
葉
集
の

「
お
も
ほ
え
ず
て
、
か
は
ら
ず
て
」
な
ど
の
例
を
も

っ
て

「ず
」
が

「
ず
て
」
の
略
で
あ
る
と
す
る
考
え

に
対
し
て
、

６
　
【
ず
は
う
緯
の
音
な
れ
ば
て
に
つ
ゞ
く
べ
き
例
な
し

ず
し
て
の
意
と
見
て
お
だ
や
か
也
】
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻
２６
ウ
）

＝
＝
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
）

と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
宣
長
も

『詞
玉
緒
』
で

「
で
は
ず
し
て
の
つ
ゞ
ま
り
た
る
辞
也
」
と
い
う
。
宣
長
は
た
だ
事
実
を
述
べ

る
が
、
常
昭
は
こ
う
い
う
場
合
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

「
ず
は
う
緯
の
音
な
れ
ば
て
に
つ
ゞ
く
べ
き
例
な
し
」
の
よ
う
に
理
由
を

付
す
。

０
　
い
わ
ゆ
る

「
ク
語
法
」

⑮
け
き
と
い
ふ
辞
を
そ
へ
て
多
キ
を
お
ほ
け
き
或
は
う
け
く

つ
ら
け
く
な
と
い
ふ
は
此
巻
の
語
と
廿
七
巻
の
語
と
に
限
れ
り

【古

今
集
に

ヽ
ま
め
な
れ
ど
何
そ
は
よ
け
く
か
る
か
や
の
み
た
れ
て
あ
れ
と
あ
し
け
く
も
な
し

此
ノ
類
也

士
口
は
廿
六
巻
ノ
語

悪

ハ

廿
七
巻
ノ
語
也
】
猶
此
事
は
第
二
巻
け
く
と
い
ふ
語
を
あ

つ
め
た
る
処
に
委
ク
い
へ
り

考
へ
合
ス
ベ
し

　

　

（第
廿
六
巻
２７
ウ
）
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右
に
い
う

「
う
け
く
、

？
ら
け
く
、
よ
け
く
、
あ
し
け
く
」
が

「―
―
事
」
の
意
を
表
す
、
い
わ
ゆ
る
ク
語
法
に
相
当
す
る
の
だ
が
、

と
い
っ
て
常
昭
が

一
つ
の
語
法
と
し
て
ク
語
法
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
右
の

「第
二
巻
け
く
と
い
ふ
語
を
あ

つ
め

た
る
処
に
委
ク
い
へ
り
」

の

「第
二
巻
」
、
正
し
く
は

「
凡
例
の
第
二
巻
」
と
で
も
言
う
べ
き

「
凡
例
の
巻
」
を
三
分
す
る

（↓
第
二

節
二
②
）
、
そ
の
現

「
凡
例
の
第

一
巻
」
十
六
丁
表
以
降
の
車
語

呂
Ⅲ
□

□
Ⅲ
Ш

□
開
□

口
田
ロ
リ

の
項
に

「
あ
さ
ら
け
し
、
あ
ら

け
し
、
う
け
し
、
お
ほ
け
し
、
か
そ
け
し
、
け
や
け
し
、
さ
や
け
し
、
さ
む
け
し
、
た
ゆ
け
し
、
た
ひ
ら
け
し
、

？
ら
け
し
」
な
ど
の

多
く
の

「―
―
け
し
」

の
形
容
詞
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

（２０
ゥ
～
２２
オ
）
０
し
か
し
こ
の
中
に
は
ク
語
法
の

「―
―
け
く
」

の
語
形
を

連
用
形
と
し
て
、
い
わ
ば
演
繹
的
に
例
語
と
し
た
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。
こ
の
範
囲
で
も

「
う
け
し

（憂
）
、
お
ほ
け
し

（多
）
、
た

ゆ
け
し

（憚
）
、　
？
ら
け
し

（辛
と

が
そ
う
で
あ
る
。
勿
論

「―
―
け
し
」
の
形
容
詞
も
多
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
こ
の
混
乱
は
己
む
を

得
な
い
こ
と
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
用
例
に
よ

っ
て

一
つ
の
原
則

。
法
則
を
立
て
、
そ
れ
を
演
繹
的
に
適
用
す
る
常
昭
の
限
界
で

あ

っ
た
。
或
は
、
常
昭
を
迷
わ
せ
た
も
の
は
宣
長
が

『詞
玉
緒
』

に
お
い
て

「世
中
の
う

□
И
□

に
あ
き
ぬ
お
く
山
の
…
…
」
「
ま

め
な
れ
ど
な
に
ぞ
は
よ

［
同
田
□
か
る
か
や
の
…
…
」

な
ど
に
対
し
て

「
ヽ
寒
け
し

ヽ
露
け
し

ヽ
さ
む
け
き

ヽ
つ
ゆ
け
き
な
ど
の

（４
）

け
し

け
き
は
、
右
の
け
く
と
同
じ
辞
の
は
た
ら
け
る
に
て
、
こ
と
な
る
こ
と
な
し
」
の
記
述
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

０
　
語
尾

「
し
」
の
清
濁

⑮
ｌ
　
し
は
皆
清

て
唱
ふ
る
が
例
な
る
に
た
ゞ
い
み
じ

お
や
じ

お
な
じ

す
さ
ま
じ
な
と
は
し
を
濁
り
て
唱
ふ
る
は
心
ゆ
か
ず

さ

り
と
て
改
む
べ
し
と
も
聞
え
ず
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４‐
ォ
）

と
い
い
な
が
ら
、

２
　
上
ヱ
日
の
音
便
に
て
し
か
呼
ぶ
に
も
あ
ら
ず

さ
ひ
し
を
俗
に
さ
み
し
と
い
へ
ど
も
此
し
も
清
て
と
な
へ
か
な
し
も
な
よ
り
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つ
ゝ
き
た
れ
ど
し
は
清
て
と
な
ふ

ね
た
ま
し

い
さ
ま
し
な
ど
も
清
み
て
と
な
ふ
る
也

む

つ
ま
し
は
清
て
も
濁
り
て
も
と
な

ふ

重
ね
語
ど
も
の
中
に
も
ら
う
／
ヽ
し
の
し
は
濁
り
て
聞
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４‐
ォ
～
４‐
ゥ
）

と
し
て
、
「―
―
し
、
―
―
じ
」
清
濁
別
の
規
則
を
求
め
な
が
ら
も
、
結
局
個
々
の
語
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
落
ち
着
く
。
宣
長
は
こ

れ
に
対
し
て

「
イ
ミ
ジ

ス
サ
マ
ジ
ナ
ト
ノ
シ
ヲ
濁
ル
ハ
後
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ

正
シ
ク
ハ
清
ム
ヘ
キ
言
也
」

「同
ジ
ノ
ジ

ハ
一
ツ
本
ヨ
リ

濁
ル
音
也

コ
レ
又
此
ノ
巻
ノ
格

ニ
カ

ハ
レ
リ
」
（第
廿
七
巻
４‐
ゥ

頭
書
）
と
、
「
し
、
じ
」
清
濁
別
に
使
い
分
け
が
古
来
あ

っ
た
と
言

う
。０

　

ンヽ
ク
活
用
語
尾

「―
―
し
し
」

シ
ク
活
用
語
尾

「―
―
し
し
」
の
形
に
つ
い
て
、

②
ｌ
　
き
は
め
て
俗
語
の
格
に
て
雅
語
に
な
き
事
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４２
ウ
）

と
し
、２

　
（１
に
続
い
て
）
遊
仙
窟
な
ど
に
も
卑
微
を
い
や
し
ゝ
と
訓
せ
る
あ
り

こ
の
外
世
々
の
人
の
か
け
る
物
に
も
此
廿
七
巻
の
語

の

［末
に
］
〈し
ノ
下
二
又
〉
し
を
添
て
あ
し
ゝ
と
や
う
に
い
へ
る
誤
多
し

よ
く
心
得
お
く
べ
し

（第
廿
七
巻
４２
ウ
　
抹
消

。
挿
入
は
宣
長
）

と
続
く
。
常
昭
が
こ
う
い
う
の
は
こ
れ
で
誤
り
で
は
な
い
が
、
右
に
は
前
段
が
あ
っ
て
、

３
　
廿
六
巻
の
し
は
事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば
へ
あ
り
て
よ
わ
と
い
へ
ば
本
語

よ
わ
し
と
い
へ
ば
そ
を
い
ひ
伏
セ
た
る
な

り
さ
れ
ば
こ
そ
此
廿
七
巻
の
語
ど
も
に
も
し
を
今

一
ッ
添
へ
て
司
ｕ
―ゝ

州

つｌ
ｕ
―ゝ

あ
は
じ
ゝ
と
や
う
に
い
へ
り

（①
２

・
⑫

と
同
じ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４２
オ
）
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と
し
、
「
し
か
れ
ど
も
是
レ
は
き
は
め
て

（俗
語
の
格
に
て
…
…
…
と

（②
ｌ
）
と
続
く
。
「し
」
を
も

っ
て

「事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定

む
る
意
ば

へ
あ
」
る
辞
と
す
る
と
き
、
シ
ク
活
用
に
お
い
て

「
し
」
の
付
加
は
い
わ
ば
当
然
で
、
今

一
歩
の
追
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ

っ
た
が

（↓
二
）
、
結
局
は

「
俗
語
の
格
」
と
い
う
こ
と
で
終
わ

っ
た
。

０
　
「
同
じ
十
体
言
」
と

「
同
じ
き
十
体
言
」

④
ｌ
　
同
じ
年

同
じ
人
と
い
へ
ば
ま
づ
は
そ
の
年
そ
の
人
を
指
ス
名
と
な
り

お
な
じ
き
年

お
な
し
き
人
と
い
へ
ば
詞
に
な
る
勢
ヒ

あ
り
と
意
得
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４３
オ
）

に
よ
れ
ば
、
例
え
ば

「同
じ
人
」
と

「同
じ
き
人
」
と
で
は
前
者
は

「人
を
指
す
名
」
、
後
者
は

「詞
に
な
る
勢
ひ
」
の
違
い
が
あ
る
。

「人
」
に
重
点
が
置
か
れ
た
表
現
と

「同
じ

（き
と

に
重
点
が
置
か
れ
た
表
現
の
違
い
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う

「詞
」
に
つ
い
て

一
言
す
れ
ば
、
「詞
」
は

『詞

つ
か
ひ
』
中
、
次
の
よ
う
な
使
い
方
を
す
る

（囲
ん
で
お
く
）
。

ア
ヽ
割
利
は
そ
へ
て
い
ふ
日
Ш

也

（凡
例
の
第

一
巻
１９
ウ
）

イ
、
う
け
ば
る
　
こ
れ
は
源
氏
物
語
に
多
き
目
Ш

な
る
が
劇
引
と
い
ふ
は
車
也
と
も
定
メ
か
た
け
れ
ど

（凡
例
の
第

一
巻
３２
ウ
）

ウ
、

さ
ぶ
し
ゑ
と
い
ひ
て
さ
ぶ
し
き
事
を
い
ふ

一
ッ
の
詞
と
は
な
り
が
た
し

又
た
え
ぬ
事
を
た
え
じ
い
と
も
い
ひ
て
一
ッ
の
詞
と
は

な
し
が
た
し

ま
た
く
そ
は
り
て
聞
ゆ
る
を
上
に
出
せ
る
く
さ
／
ヽ
の
語
ど
も
は
あ
た
ゝ
か

或
は
あ
を
や
か

す
ぐ
よ
か
と
い
ひ

て

一
ッ
の
国
皿

と
な
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
４９
ウ
）

工
、
い
は
行
を
い
く
と
も
い
へ
る
い
に
て
元
よ
り
行
事
を
ふ
く
め
る
国
Ш

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
八
の
巻
１
オ
）

オ
、
右
の
日
皿

ど
も
秋
語
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
二
巻
１
ウ
）

力
、
＝
引
―ゝ

と
あ
が
き
ゆ
く
日
Ш

也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
二
巻
２
オ
）
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キ
、
■
見
せ
し
め
と
い
ふ

［事
］
今
」
と
〉
日
本
霊
異
記

ニ
モ
見
え
た
り

い
に
し
へ
よ
り
今
も
い
ふ
口
皿

也

（第
廿
四
巻
３
オ
）

ク
、
沃

居
は
う。
と
通
ふ
処
別
チ
ナ
レ
バ
此
部
ノ
ロ
囲

に
は
あ
ら
ぬ
に
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
五
巻
２
オ
）

ケ
、
い
と
ゞ
し
　
こ
れ
は
引
ｄ
川
Ⅵ
日
と
い
ふ
口
囲

の
中
の
い
を
は
ぶ
き
た
る
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
３
ウ
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
「
詞
」
は
用
言
、
或
は
車
を
含
む
語
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
用
言
、
若
し
く
は
用
言
性
の
語
に
は

「
語
」
も

普
通
に
用
い
ら
れ
る
が
そ
の
使
わ
れ
方
は
よ
り
普
遍
的
で
、
「
詞
」
は

「体

（語
、
言
と

に
用
い
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は

『詞

つ
か
ひ
』

が
用
言
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
、　
し
た
が

っ
て
体
言
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、　
い
ま
は

（
５
）

「
詞
」
と
は
用
言
、
或
は
用
言
性
の
語
に
関
連
し
て
用
い
る
名
目
と
理
解
す
る
と
、

２
　
体
用
の
い
き
ほ
ひ
に
わ
か

つ
と
き
は
同
じ
年
は
体
也

同
じ
き
年
は
用
の
勢
あ
り
と
意
得
べ
し
　
　
　
（第
廿
七
巻
４３
オ
）

も
了
解
で
き
る
。

「―
―
し
十
体
言
」
「―
―
し
き
＋
体
言
」
の
い
ず
れ
を
使
う
か
は
、
そ
の
用
例
を
よ
く
確
か
め
て
使
い
分
け
を
熟
知
し
て
お
く
よ
う

に
と
、３

　
む
な
し
き
言
を
む
な
し
言
と
名

つ
け

か
な
し
き
妹
を
か
な
し
妹
と
名

つ
け

う

つ
し
き
心
を
う

つ
し
心
と
名
づ
け

う

つ
く

し
き
嬬
を
う

つ
く
し

つ
ま
と
名

つ
け

よ
ろ
し
き
女
を
よ
ろ
し
女
と
名
づ
け
て
い
へ
り

し
か
れ
と
も
い
ひ
な
り
た
る
と
い
ひ
な

れ
ざ
る
と
の
例
を
よ
く
わ
き
ま
へ
て
い
つ
れ
に
も
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４３
オ
）

の
よ
う
に
い
う
が
、
こ
の
両
者
の
相
違
を

「―
―
し
＋
体
言
」
は
下
位
語
の
体

（語

。
言
）
を
重
視
す
る
表
現
、
「―
―
し
き
＋
体
言
」

は
上
位
語
の
用
の
意
味
を
重
視
す
る
表
現
と
し
た
の
は
常
昭
の
卓
見
で
あ
る
。

常
昭
は
形
容
詞
に
関
す
る
主
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
す
べ
て
論
及
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
今
と
な

っ
て
は
、
そ
の
多
く
は
当
り
前
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の
こ
と
で
あ
り
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
が
、
処
々
に
見
ら
れ
る
常
昭

の
考
え
は
十
分

に
価
値
が
あ
る
し
、
単

に
活
用
の
仕
方

の
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
形
容
詞

の
語
構
成

の
論
、
用
法

に

つ
い
て
の
詳
説
な
ど
、
大
き
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
内
容

で
あ
る
。

語

の
意
味
内
容
を
重
視
し
、
用
法
を
的
確

に
捉
え
、
論
理
的

に
記
述
す
る
常
昭
の
形
容
詞
の
研
究
は
、
ま
さ
に

「
特

に
精
密

で
創
見

に
富
み
、
形
容
詞
研
究
史
上
最

一
等

の
文
献
と
評
す

べ
き
も

の
で
あ
る
」
。

〔注
〕

１
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
二
〇
七
ぺ
。

２
　
注
１
、
二
〇
八
ぺ
。

３
　
注
１
、
二
〇
二
ぺ
。

４
　
注
１
、
二

一
九
ぺ
。

５
　
「詞
」

の
用
例
に

「近
き
比
或
人
の
説
に
い
は
く
ほ
の
か
と
い
ふ
語
の
意
は
ほ
な
か
の
な
の
言
を
の
ゝ
詞
に
か
へ
て
い
ふ
な
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ

‥
こ

（凡
例
の
第

一
巻
４２
オ
）
が
あ
る
。
「詞
」
は
用
言
性
の
語
を
い
う
場
合
に
使
う
と
は

一
概
に
は
一言
え
な
い
。

６
　
尾
崎
知
光

「柴
田
常
昭

『
詞
つ
か
ひ
』

翁
詞
の
小
車
し

―
そ
の
学
説
の
主
要
点
に
つ
い
て
―
」
翁
文
学

・
語
学
』
第
七
五
号
　
昭
和
五
十

一
年

一
月
）
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
明
治
書
院
）
所
収
。

○
第
四
節
は
、
「
詞

つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
第
六
二
六
号
　
昭
和
五
十

一
年
四
月
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
の
一
部
を
大
幅
に
加
筆
訂
正
し
た
。
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章
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つ
か
ひ
』
の
例
語
と
証
例

第
一
節

『活
用
言
の
冊
子
』
と
の
関
係

一　

動
詞

の
例
語

０
　
追
加
例
語

『詞
つ
か
ひ
』
が
全
巻
の
巻
序

。
構
成
に
お
い
て

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣
っ
て
成

っ
た
こ
と
は
述
べ
た
。
活
用
型
別
各
巻
所
属
の

例
語
も
基
本
的
に
は
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
例
語
を
巡
っ
て

『詞

つ
か
ひ
』
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

例
語
は
両
者
共
通
の
各
巻
各
会
、
『詞
つ
か
ひ
』
の

「第
壱
の
巻
」
か
ら

「廿
五
の
巻
」
ま
で
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「第

一
会
」

か
ら

「第
廿

〔六
〕
五
会
」
ま
で
の
動
詞
に
限
る
。
形
容
詞
の
例
語
に
つ
い
て
は
改
め
て

「
三
」
で
述
べ
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
の
動
詞
例
語
は
、
「
凡
例
の
第

一
巻
」
と
形
容
詞
の

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
の
計
三
巻
の
例
語
を
除
い
て
一
七

〇
八
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「―
―

つ
く
」
な
ど
類
型
と
し
て
車
語
だ
け
を
挙
げ
る
も
の
、
抹
消
語
、
重
出
同

一
語
、
欄
外

。
行
間

に
書
入
れ
る

一
語
形
だ
け
の
も
の
な
ど
を
含
む
。

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
は
、
形
容
詞
の

「第
廿
六
会
」
「第
廿
七
会
」
二
巻
を
除
い
て
一
五
二
九
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
宣
長

・

‐
　

道
麿
な
ど
の
書
入
語
、
「何
メ
ク
ノ
類
、
何
シ
ム
ノ
類
」
な
ど
類
型
と
し
て
掲
出
す
る
も
の
、
抹
消
語
を
含
み
、
各
会
末
尾
に

一
括
す
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る
俗
語
を
除
く

（俗
言
中

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
と
対
応
す
る

「
フ
ツ
」

一
語
を
含
む
）
。

両
書
に
共
通
す
る
例
語
は

一
四
九
二
語
で
、
こ
れ
は

『
詞

つ
か
ひ
』
例
語
の
八
七
％
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
例
語
の
九
八
％
と
な
る
。

こ
の
数
値
は

『
詞

つ
か
ひ
』
が
か
な
り
忠
実
に

『活
用
言
の
冊
子
』
を
写
し
た
こ
と
、
か
な
り
多
く
の
例
語
を
独
自
に
加
え
た
こ
と
を

示
す
。
『
詞

つ
か
ひ
』
（
一
七
〇
八
語
）
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

（
一
五
二
九
語
）
の
殆
ど

（
一
四
九
二
語
）
を
採
用
し
な
が
ら

も
三
七
語
を
不
採
用
と
し
、
新
た
に
二

王
ハ
語
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。

い
ま
、
『詞

つ
か
ひ
』

の
例
語
が

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
例

語
を
書
き
写
し
て
成

っ
た
と
し
て
、

Ｉ
　
両
者
共
通
の

一
四
九
二
語
を

『詞

つ
か
ひ
』
第

一
次
例
語

Ⅱ
　
新
追
加
の
二

一
六
語
を

『
詞

つ
か
ひ
』
第
二
次
例
語

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

０
　
常
昭

・
春
房
の
書
入
語

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
に
は
、
欄
外
や
行
間
に
、
例
え
ば
、

①
ｌ
　
常
追
考

【
い
き
ま
き
　
い
き
ま
く
】

源
氏
若
菜
上
ノ
廿
二
丁

注
セ
リ

２
　
常
云

【
し
ぞ
き

じ
ぞ
く
】

退
　
土
佐
日
記

退
ノ
意

３
　
常
追
加

【
も
こ
よ
ひ

も
こ
よ
ふ
】

葵
ノ
廿
六
丁
ウ

４
　
【
い
つ
く
し
み

い
つ
く
し
む
】

常
補
　
愛

な
ど
の
よ
う
に

「常
追
考
、
常
追
加
、
常
追
云
、
常
云
、
常
補
、
追
考
、

イ
キ
マ
キ
玉
ヒ
シ
カ
ド
ト
ア
リ

イ
キ
ホ
ヒ
ヲ
フ
ル
フ
也
ト

（第
壱
の
巻
２
オ
）

（第
壱
の
巻
６
オ
）

（第
四
ノ
巻
２‐
ォ
）

（第
五
巻
２
オ
）

補
」
な
ど
と
記
す
書
入
例
語
が
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
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″宣
長

（
の

『活
用
言
の
冊
子
し

に
対
す
る
常
昭
の
追
考

。
追
加

・
補
″
の
意
で
あ
る
。
こ
の

「常
…
…
」
と
記
す
例
語
は
二
九
語
、

そ
の
注
記
は
な
い
が
欄
外

・
行
間
に
書
く
例
語
は

一
六
三
語
、
計

一
九
二
語
を
数
え
る
。
う
ち

一
八
七
語
は
第
二
次
例
語
に
含
ま
れ
、

第

一
次
例
語
は
五
語
に
す
ぎ
な
い
。
「常
…
。と

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
欄
外

・
行
間
に
書
か
れ
た
例
語
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例

語
に
対
す
る

『詞
つ
か
ひ
』
独
自
の
例
語
と
認
め
ら
れ
る
。
に
も
拘
ら
ず

『活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語
の
あ
る
第

一
次
例
語
に

含
ま
れ
る
語
が
五
語
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る

（↓
０
）。

「春
房
云
、
春
日
」
な
ど
と
記
す
書
入
語
、
及
び
そ
の
書
入
者
名
は
な
い
が
春
房
筆
と
認
め
ら
れ
る
書
入
語
は
計
七
語
、
う
ち
六
語

が
第
二
次
例
語
、　
一
語
が
第

一
次
例
語
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
春
房
書
入
語
は
他
の
春
房
書
入
と
と
も
に

一
括
列
挙
し
別
に
述
べ
る

（↓

６
）
。常

昭
と
春
房
と
の
書
入
語
は
計

一
九
九
語
、
う
ち
第

一
次
例
語
に
含
ま
れ
る
六
語
を
除
く
と

一
九
二
語
と
な
り
、
第
二
次
例
語
二
一

六
語
と
二
三
語
の
違
い
が
あ
る
。
両
者
と
も
に
追
加
書
入
語
と
認
め
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
二
三
語
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。

③
　
第
二
次
例
語
と
常
昭
書
入
語

常
昭
の
書
入
追
加
語
は
計

一
九
二
語
で
あ
る
。
う
ち
、
第

一
次
例
語
に
含
ま
れ
る
五
語
を
除
く

一
八
七
語
が
第
二
次
例
語
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
然

一
致
す
べ
き
な
の
に
第
二
次
例
語
二

一
〇
語

（二

一
六
語
か
ら
春
房
の
六
語
を
除
く
）
と
は
二
三
語
の

違
い
が
出
る
。
こ
の
二
三
語
は
他
の
例
語
、
即
ち
第

一
次
例
語
と
同
様
に
整
然
と
書
か
れ
な
が
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語

の
存
在
し
な
い
例
語
で
あ
る
。
そ
の
二
三
語
を
、
便
宜
幾

つ
か
に
分
け
、
検
討
す
る

（例
語
は
終
止
形
で
挙
げ
る
）
。

②
Ｏ
も
ら
す

（第
二
の
巻
）、　
や
と
ふ

（第
四
ノ
巻
）、

し
た
し
む

（第
五
巻
）、　
ほ
び
こ
る

（第
六
の
巻
）
、　
ほ
ゝ
ま
る

（同
）
、

そ
ゝ
く

（七
の
巻
）
、
ひ
ろ
ぐ

（同
）
、
さ
す
ら
ふ

（十

一
の
ま
き
）、
く
る
し
む

（第
十
弐
巻
）、
あ
ざ
る

（十
四
の
巻
）
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Ｕ
つ
ど
ふ

（十

一
の
ま
き
）
、
く
る

（十
四
の
巻
）
、
ね
く
た
る

（同
）
、
お
づ

（第
十
七
巻
）
、
こ
ゝ
ろ
む

（第
廿
巻
）

０
は
ら
ゝ
か
す

（第
二
の
巻
）

Ｕ
そ
ぼ
る

（十
四
の
巻
）

０
う
む

（第
五
巻
）
、
も
る

（第
六
の
巻
）

０
す
ぐ

（七
の
巻
）

０
沃

【
イ

ウ
】
（常
補
巻
）
、
乾

【
ヒ

フ
】
（同
）
、
居

【
ヰ

ウ
】
（同
）

検
討
１

０
の

一
〇
語
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
関
係
部
分
の

『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
の
排
列
を
列
記
対
照
す
る

（問
題

の
語
に
傍
線
を
付
す
）
。

活
用
言

の
冊
子

１
　
モ
ド
ス
、

モ
ヨ
ホ
ス
、

モ
ト
ラ
ス
、
　
ヤ
ド
ス

２
　
ヤ

マ
フ
、

ヤ
ラ
フ
、

ヤ
シ
ナ
フ
、
ヤ
ス
ラ
フ
、

３

　
シ

ロ
ム
、

シ
カ

ム
、
　

ス
ム

４

　
ホ

ト

ホ

ル
、

ホ

ド

バ

シ

ル
、
　

マ
ル

５

　

ソ
ク
、
　

タ

ス
ク

６

　

ヒ

ラ

ク

、

　

フ

ク

、

７

　
サ

フ
、
　
サ

ヽ
フ
、
　

シ

ラ
ブ
´

８

　
ク

ゝ
ム
、
　

コ
ム

詞

つ
か
ひ

も
と
す
、
も
よ
ほ
す
、
も
と
ら
す
、
も
ら
す
、
　
や
ど
す

ュ
フ
　
　
や
ま
ふ
、
や
ら
ふ
、
や
し
な
ふ
、
や
す
ら
ふ
、
や
と
ふ
、
　
ゆ
ふ

し
ろ
む
、
し
か
む
、
し
た
し
む
、
　
す
む

ほ
と
は
る
、
ほ
ど
ば
し
る
、

ほ
び
こ
る
、
ほ
ゝ
ま
る
、
　
ま
る

そ
く
、

そ
ゝ
く
、
た
す
く

ひ
ら
く
、

ひ
ろ
ぐ
、
　
ふ
く

さ
ふ
、
さ

ゝ
ふ
、
さ
す
ら
ふ
、
　
し
ら
ぶ

く

ゝ
む
、
く
る
し
む
、
　
こ
む
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９
　
ア
ク
ガ
ル
、
ア
ツ
シ
ル
、
　
イ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
か
る
、
あ
つ
し
る
、
あ
ざ
る
、
　
い
る

右
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に

『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
の
排
列
規
準
を
述
べ
て
お
く
。
『活
用
言
の
冊
子
』
を
書

き
写
し
た

『詞
つ
か
ひ
』
は
当
然
そ
の
例
語
排
列
も
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
各
会
各
巻
の
例
語
は
概
ね
次
の
（１
）
↓
（６
）
の
順
に
並
ぶ
。

○
活
用
言
の
冊
子

（詞
つ
か
ひ
）
の
各
会

（各
巻
）
例
語
排
列
の
規
準

（１
）
語
頭
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

（２
）
語
頭
が
同
音
の
場
合
、
音
節
数
の
少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と
並
べ
る
。

（３
と
日
節
数
が
同

一
の
場
合
、
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

（４
）
第
二
音
節
が
同

一
の
場
合
、
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

た
だ
し
、
四
音
節

（右
の

（４
）
適
用
）
以
上
の
語
に
な
る
と
語
順
は
か
な
り
乱
れ
る
し
、
所
属
例
語
の
少
な
い

「第
十
五
会

（巻
と

以
降
で
は
概
ね
、

（５
Ｍ
日
節
数
の
少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と
並
べ
る
。

（６
と
日
節
数
が
同
じ
語
は
語
頭
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

と
な
る
が
、
必
ず
し
も
こ
の
順
に
排
列
さ
れ
な
い
会

（巻
）
も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
九
会
は

「
オ
フ
、
コ
ブ
、
サ
ブ
、
イ
ナ
ブ
、
ホ

ロ
ブ
、
ホ
ト
ブ
、
ホ
コ
ロ
ブ
、
ワ
ブ
、
カ
ブ
、

コ
フ
、
シ
ノ
ブ
、
モ
チ
フ
、
ウ
レ
フ
、
シ
フ
」
と
並
び
、
『詞
つ
か
ひ
』
も
全
く
同
じ

排
列
で
あ
る
。
『詞

つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
て
そ
れ
を
書
き
写
し
た
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
い
ま
問
題
の
０
の
語
は
語
頭
同
音
の
例
語
の
末
尾
に
置
か
れ
、
（２
）
に
反
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
は

『詞
つ

か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を

一
応
書
き
写
し
終
わ
っ
た
後
で
０
の
語
を
語
頭
同
音
の
語
と
い
う
こ
と
で
そ
の
最
後
に
追
加

書
入
れ
た
こ
と
を
お
そ
ら
く
意
味
す
る
。
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間
の
五
語
も
０
に
準
ず
る
。

（
マ
マ
）

１０
　
ツ
カ
フ
、
〔
ツ
ガ
フ
〕
、
ツ
タ
フ
、
　
ト
ナ
フ
　
　
　
　
　
つ
か
ふ
、

つ
た
ふ
、

つ
ど
へ
、

つ
が
ふ
、
　
と
な
ふ

１１
　
キ
ル
、
　
ク
ル
、
ク
タ
ル
、
ク
ヅ
ル
、
　
　
　
　
　
　
　
き
る
、
　
く
る
、
く
る
、
く
た
る
、
く
づ
る

‐２
　
ヌ
ル
、
　
ノ
ガ
ル
、
　
ハ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
る
、
　
の
が
る
、
　
ね
く
た
る
、
　
は
る

‐３
　
ソ
ホ
ヅ
ヽ
　
ハ
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ぼ

つ
、
は
づ
、
お
づ

‐４
　
ウ
ラ
ム
、
ア
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
む
、
う
ら
む
、
こ
ゝ
ろ
む

右
の
１１
は
語
頭
同
音
の
同
音
節
数
の
語
の
末
尾
に
置
か
れ
る
。

１２
は
語
頭
ナ
行
音
の
語
の
末
尾
に
置
か
れ
る
。

１３
は
こ
の
巻
の
最
末

尾
に
置
か
れ
る
。

１４
は
第

一
次
例
語
の

「
あ
む
、

う
ら
む
」

も
五
十
音
順
に
直
さ
れ
て
並
ぶ
が
、

第

一
次
例
語
は
こ
の
二
語
の
み
で

「
こ
ゝ
ろ
む
」
は
追
加
例
語
で
あ
る
。

１０
の

「
つ
ど
ふ
」
は
い
さ
さ
か
説
明
を
要
す
る
が
、

こ
れ
は

『
詞

つ
か
ひ
』
が

「
ツ
ガ
フ
」
の

抹
消
さ
れ
て
い
る

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

「
ツ
カ
フ
、

ツ
タ
フ
」
を
書
き
写
し
、
そ
の
後
で

「
つ
ど
ふ
」
を
書
き
加
え
、
さ
ら
に

そ
の
後
で
抹
消
語
さ
れ
て
い
た

「
ツ
ガ
フ
」
を
例
語
と
し
て
適
当
と
判
断
し
改
め
て
書
き
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

０

「
は
ら
ヽ
か
す
」
は
、
前
後
の
例
語
を
列
記
す
る
と
、

活
用
言
の
冊
子
　
―
―

　
ハ
サ
ス
、

ハ
タ
ス
、

ハ
ヅ
ス
、

ハ
ナ
ス
、

ハ
ヤ
ス
、

Ｔ
フ
ス
、
　
ヒ
タ
ス

詞

つ
か
ひ
　
　
―
―
　
　
は
さ
す
、
は
た
す
、
は
ら
ゝ
か
す
、
は
づ
す
、
は
な
す
、
は
や
す
、
は
ら
す
、
　
ひ
た
す

で
、
語
頭

「
ハ
」

の
例
語
の
中
間
に
位
置
す
る
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
『詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
排
列
の
規
準
か
ら
す
る
と
、
「
は
ら
ゝ
か

す
」
の
こ
の
位
置
は
納
得
が
い
か
な
い
。
頭
書
に

「常
云
　
は
ら
ゝ
か
し
　
は
ら
ゝ
か
す
　
書
紀

一
ノ
廿
二
丁
　
鷲

散
」
（第
二
の
巻

１０
オ
）
も
あ
る
。
後
で
書
入
れ
ら
れ
た
形
跡
も
な
く

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
し
た
第

一
次
例
語
と
全
く
同
じ
書
き
方
を

し
て
は
い
る
が
、
こ
の
語
は
常
昭
の
追
加
語
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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因
み
に

『活
用
言
の
冊
子
』
系
の
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
で
は

「
ハ
サ
ス
、

ハ
タ
ス
、　
ハ
ヅ
ス
、

ハ
ナ
ス
、
ハ
ヤ
ス
、

ハ
ラ
ス
、

ハ
ゲ
マ
ス
、
　
ヒ
タ
ス
」
と
あ
る
。
『御
国
辞
活
用
鏡
』
も
同
様
で
あ
る
。
『活
語
活
用
格
』
は

「
ハ
ゲ
マ
ス
」
の
後
に

「
ハ
フ
ラ
ス
、

ハ
フ
ラ
カ
ス
、

ハ
ル
ス
、　
ハ
ヤ
ス
今
了
ヽ
ハ
ラ
ゝ
カ
ス
、
ハ
ル
カ
ス
」
を
加
え
る
。
例
語
の
有
無
で
い
う
と
、
同
じ
く

『活
用
言
の
冊

子
』
を
源
と
し
な
が
ら

『詞
つ
か
ひ
』
と
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
『御
国
辞
活
用
鏡
』
『活
語
活
用
格
』
と
で
は
経
路
を
異
に
す
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

り
の

「
そ
ぼ
る
」

活
用
言
の
冊
子

詞

つ
か
ひ

で
、

大
平
本
活
用
抄
　
―
―
　
ス
ル
、

ス
グ
ル
、
ス
タ
ル
、
　
タ
ル

御
国
辞
活
用
鏡
　
―
―
　
す
る
、
す
ぐ
る
、
す
た
る
、
　
そ
る
、
そ
ほ
る
、
　
た
る

活
語
活
用
格

　
―
―

　

ス
ル
、
ス
グ
ル
、
ス
タ
ル
、
　
セ
カ
ル
、
　
ソ
ル
、
ソ
ホ
ル
、
　
タ
ル

で
あ
る
。
例
語
は

『
詞

つ
か
ひ
』
が
最
も
少
な
い
。
『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
す
こ
と
で
始
ま

っ
た

『
詞

つ
か
ひ
』
が
そ
の
時
点

で

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
例
語
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
と
す
る
と
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き

写
し
た
時
、
ま
だ

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は

「
ス
グ
ル
、
ス
タ
ル
、
ソ
ル
」
は
例
語
と
し
て
載

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
い
う
段
階
の

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
、
思
い
付
く
ま
ま
に
そ
の
時
点
で

「
そ
は
る
」
を
加
え
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

０
の

「
う
む
」
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
が

「
ウ
ム

・
生
、
ウ
ム

・
倦

績
」
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が

「
う
む

。
倦
、
う
む

。
績
」
、
加
え
て

頭
書

「
う
む

・
産
」
が
あ
る
。

は
前
後

の
語
を
列
記
す
る
と
、

―
―

　
ス
ル
、

ス
グ

ル
、

ス
タ
ル
、
　
ソ
ル
、
　
タ
ル

ー
ー

　
　
す
る
、
　
そ
ほ
る
、
　
た
る
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俗

―い  う
む む

倦

『詞

つ
か
ひ
』

の
例
語
は
二
語
形
若
し
く
は
三
語
形
を
並
記
し
、
語
の
意
味
を
表
す
漢
字
を

一
字
、
若
し
く
は
二
字
で
そ
の
下
に
書

く
が

（該
当
す
る
適
切
な
漢
字
が
な
い
、
も
し
く
は
思
い
当
ら
な
い
場
合
、
○
を
記
す
）
、
な
か
に
例
語
の
直
上
、
多
く
は
欄
外
に
同

じ
漢
字
若
し
く
は
同
意
の
別
の
漢
字
を
書
く
こ
と
が
あ
る
。
「
う
む
」
の
例
で
い
う
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

『
詞

つ
か
ひ
』
の
漢
字
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
の
右
横
に
細
字
で
当
て
た
漢
字
と
多
く
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
後
半

は
例
外
が
多
く
、
第
六
巻
ま
で
は
例
外
が
極
め
て
少
な
い
。
い
ま
問
題
と
す
る
二
つ
の

「
う
む
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「倦
」
と

「績
」
が

上
部
に
書
か
れ
て
い
る
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
に

「
倦
、
績
」
が
既
に
当
て
ら
れ
て
い
た
と
見
倣
さ
れ
る
。
『
活
用
言
の
冊
子
』

の
当
て
漢
字

「
生
、
倦
、
績
」
の
う
ち

「生
」
と

「績
」
は
宣
長
書
入
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が
書
き
写
し
た
時
、
『
活

用
言
の
冊
子
』

に
は
ま
だ
漢
字

「生
」
が
当
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
う
む

。
産
」
は
頭
書
と
し
て
追
加
書
入
れ
ら
れ

た
。
し
た
が

っ
て

「績
」
と

「生
」
は
時
期
を
異
に
す
る
書
入
で
、
宣
長
書
入
は
少
な
く
と
も
三
度
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

守
漏
　
　
盛

「も
る
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
が

「
モ
ル
」
「
モ
ル
」
二
語
で
あ
る
の
に
対
し
て

『詞
つ
か
ひ
』
で
は

「も
る

。
守
」
「も
る

。
漏
」

「
も
る

・
盛
」
三
語
が
例
語
と
し
て
載
る
。
当
て
ら
れ
て
い
た
漢
字

一
字
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
例
語
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「も

る
」
に
お
け
る

『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
違
い
は
数
値
算
出
の
仕
方

（↓

「例
語
の
扱
い
し

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

０
の

「
す
ぐ
」
は
抹
消
語
。
別
に
同
じ
語
が
書
入
語
と
し
て
載
る
。
抹
消
語
は
語
頭

「
と
」
と

「な
」
の
例
語
の
間
に

「と
ろ
く
、

〔す
ぐ
〕
、
な
ぐ
」

の
順
で
他
の
例
語
と
同
じ
く
整
然
と
書
か
れ
、
書
入
語
は
語
順
と
し
て
ほ
ぼ
適
当
な
位
置
の
余
白
、
「
し
り
ぞ
く
」

と

「
そ
く
」
の
下
の
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
。
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『活
用
言
の
冊
子
』

の
例
語
は
語
頭
を
五
十
音
に
分
類
し
そ
の
順
に
書
く
が
、
例
語
が
直
ち
に
思
い
付
か
な
い
場
合
に
は
、
後
に
追

加
で
き
る
ほ
ど
の
充
分
な
間
隔
を
あ
け
て
語
頭
の
片
仮
名

一
文
字
だ
け
を
書
い
て
お
く
。
適
当
な
例
語
が
無
い
と
き
、
結
局
そ
の
ま
ま

で
終
る
が
、
こ
の

「
ス
グ
」
の
場
合
、
原
本
に
よ
れ
ば
前
も
っ
て
書
い
て
あ
っ
た

「
ス
」
に
続
け
て

「グ
」
を
後
で
書
き
加
え
て
例
語

と
し
た
形
跡
が
あ
る
。
「
グ
」
は

「
ス
」
に
比
べ
て
い
さ
さ
か
小
さ
い
。
し
か
も

「
ス
グ
」
の
右
傍
に
宣
長
書
入

「
ス
ゲ
テ
」
と
筆
者

（６
）

不
詳
他
筆
３
の
付
箋

「
ス
ゲ
　
波
の
ヲ
ス
ゲ
テ
ノ
類
也
」
が
付
く
。
『詞

つ
か
ひ
』
で
は
書
入
語
に

「波
ノ
緒
ス
ゲ
テ
ノ
類
」
が
付
く
。

常
昭
が
初
め

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
し
た
と
き
、
『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
ま
だ

「
ス
グ
」
は
な
く
、
『詞

つ
か
ひ
』
の

「す
ぐ
」
は
常
昭
の
追
加
語
で
あ
っ
た
。
後
に
再
び
三
た
び

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
こ
に
は

「
ス
グ
」

が
あ
り
付
箋
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
倣

っ
て
先
に
書
い
た
語
を
抹
消
と
し
、
適
当
な
位
置
の
余
白
に
改
め
て
書
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
初
め
に
書
い
た
抹
消
語

「す
ぐ
」
が
何
故

「
と
」
と

「な
」
の
間
に
位
置
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
分
ら
な
い
。

０
の
三
語

「沃

【
イ

ウ
】
、
乾

【
ヒ

フ
】
、
居

【
ヰ

ウ
ピ

の
う
ち

「乾
、
居
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「第
廿
会
」
に
宣
長
書

入

。
抹
消
の
語
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
が

『詞

つ
か
ひ
』
の

「常
補
巻
」
の
例
語
と
対
応
す
る
も
の
と
す
る
と
数
の
上
で
は
特
に
問

題
は
な
い
が
、
『活
用
言
の
冊
子
』
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
語
が

『詞

つ
か
ひ
』
で
対
応
を
異
に
す
る

「常
補
巻
」
の
語
と
し
て
一
巻
を

成
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
詳
し
く
は
別
に
述
べ
た

（↓
第
二
章
第
二
節
二
）。

こ
の
よ
う
に
形
の
上
で
は
全
く

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
語
と
同
じ
く
書
か
れ
て
い
な
が
ら
常
昭
の
追
加
語
が
あ
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て

『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
た
の
は
、
或
は
そ
れ
を
書
き
写
し
た
の
は

一
度
限
り
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た

ら
し
い
こ
と
な
ど
が
以
上
に
よ
っ
て
言
え
そ
う
で
あ
る
。

右
に

『詞
つ
か
ひ
』
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
対
照
す
る
場
合
、
数
値
を
も
っ
て
述
べ
る
こ
と
が
多
い
し
、
以
下
も
同
様
で

あ
る
。
こ
こ
で
本
書
に
お
け
る
例
語
の
扱
い
に
つ
い
て
次
の
四
点
を
断

っ
て
お
く
。
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○
例
語
の
扱
い

１
　
『
活
用
言
の
冊
子
』
『
詞

つ
か
ひ
』
と
も
に
列
挙
し
て
あ
る
語
を

一
語

一
カ
ー
ド
と
し
て
採
り
、　
一
対

一
の
対
応
と
し
て
数
値
を

出
し
た
。
し
た
が
っ
て
例
え
ば

「
す
ぐ
」
の
よ
う
に
抹
消
語
と
書
入
語
の
二
語
が
あ
る
場
合
、　
一
語
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
な

い
語
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ノ

２
　
カ
ー
ド
に
採
る
場
合
、
例
え
ば

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
シ
ヌ
グ
」
の
よ
う
に
傍
書
の
あ
る
語
を

「
シ
ヌ
グ
」
と

「
シ
ノ
グ
」

の
二
語
と
し
て
扱
う
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
『
詞

つ
か
ひ
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

３
　
『
詞

つ
か
ひ
』

に
は
書
入
れ
が
多
い
。

そ
れ
が
証
例
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
て
い
て
も
例
語
と
し
て
扱

っ
た
が
、　
こ
れ
は
例
語
が

な
い
場
合
に
限
る
。
た
だ
し
各
巻
末
の
解
説
や
注
記
の
中
か
ら
例
語
と
し
た
も
の
は
な
い
。

４
　
次
の
六
語
は
特
殊
な
扱
い
を
し
た
の
で
特
に
そ
の
事
情
を
記
し
て
お
く
。

ア

「
か
ら
す
　
枯
」

（第
二
の
巻
）
。
語
頭

「
あ
」
の
例
語
の
中
に

「
あ
や
す
、
か
ら
す
、
あ
ら
は
す
」

の
よ
う
に
語
頭

「
か
」

の
語

「
か
ら
す
」
が
混
入
し
て
い
る
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
は

「
ア
ヤ
ス
、
ア
ラ
ス
、
ア
ラ
ハ
ス
」
の
順
。
『
詞

つ
か
ひ
』
に
当

て
漢
字

「枯
」
を
書
い
て
は
あ
る
が

「
か
ら
す
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ア
」
を

「
力
」
と
誤

っ
て
書
き
写
し
漢
字
を
当

て
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
『御
国
辞
活
用
鏡
』
な
ど
は

「
ア
ラ
ス
」

で
あ
る
。
「
か
ら
す
」
は

「
あ
ら

す
」
が
正
し
い
。

イ
　
「
ほ
ワ
る
」

（第
六
の
巻
）
。

語
の
排
列
上

『活
用
言
の
冊
子
』

の

「
ホ
フ
ル
」

と
対
応
す
る
。
読
み
誤
る
可
能
性
の
あ
る

「
フ
」
の
書
き
方
で
は
あ
る
。
「
ほ
ふ
る
」
が
正
し
い
。

ウ

「
あ
ぢ
は
ふ
　
味
」
（十

一
の
ま
き
）
。
語
の
排
列
上

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ア
ナ
ハ
フ
」
に
対
応
す
る
。
「
ナ
」
を

「
チ
」

と
誤

っ
た
も
の
か
。　
こ
の
語
に
は
頭
書

「此
レ
ハ
ア
ヂ
ハ
ヒ
　
ア
チ
ハ
フ
ト
云
ガ
宜
キ
欺

ア
チ
ハ
ヘ
ハ
未
聞
」

が
付
く
。

後
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に
書
入
れ
た
注
記
で
あ
ろ
う
。
常
昭
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
と
き
、
あ
る
い
は

「
ア
ナ
ハ
フ
」
で
あ

っ
た
可
能

性
が
高
く
筑
摩
版
全
集

の
翻
刻
で
は
そ
う
で
あ
る
が
、
『活
用
言
の
冊
子
』
原
本

で
は

「
ア
チ
ハ
フ
」
と
読
め
る
。
た
だ
し

「
チ
」
の
第

一
画
は

「
ア
」
の
第
二
画
と
平
行
し
て
小
さ
く
書
か
れ
、
お
そ
ら
く
後
で
書
き
加
え
た
と
見
倣
さ
れ
る
字
形
に

な

っ
て
い
る
。
『御
国
詞
活
用
抄
』
『御
国
辞
活
用
鏡
』
は

「
ア
ナ
ハ
フ

（あ
な
は
ふ
と

で
あ
る
。

工

「
ま
さ
○
る
」
（第
六
の
巻
）
。
欄
外
に

「常
云
　
ま
さ
く
り

ま
さ
く
る
　
書
紀

　

戯
　
弄

」

の
書
入
れ
が
あ
る
。
「
ま
さ

○
る
」
が

「
ま
さ
く
る
」
だ
と
す
れ
ば
同

一
語
の
重
出
と
な
る
。
排
列
上
の
位
置
と
し
て
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
マ
サ
グ

ル
」
に
対
応
す
る
。
こ
の

「
マ
サ
グ
ル
」
の

「
グ
」
が
特
に
読
み
に
く
い
こ
と
は
な
い
。
何
故
○
に
な

っ
て
い
る
か
は
、
分
ら

な
い
。

オ
　
「
と

ゝ
ろ
く
」
（第
二
の
巻
）
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ト

ロ
ヽ
グ
」

に
対
応
す
る
。
他

に
同
じ

「
と

ゝ
ろ
く
」
が
あ
る
が
、

そ
れ
は

「
卜
ヾ
ロ
ク
」
に
対
応
。
こ
の

「
と
ゝ
ろ
く
」
は

「
ト
ロ
ヽ
グ
」
の
写
し
誤
り
で
あ
る
。
『御
国
詞
活
用
抄
』
『御
国
辞

活
用
鏡
』
は

「
ト
ロ
ヽ
グ

（と
ろ
ゝ
ぐ
と

で
あ
る
。

力
　
「
わ
な
が
る
」
（第
六
の
巻
）。
『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ワ
ガ
ナ
ル
」
に
対
応
。
『御
国
詞
活
用
抄
』
『御
国
辞
活
用
鏡
』
は

「
ワ
ガ
ナ
ル

（わ
が
な
る
と

で
あ
る
。
写
し
誤
り
で
あ
ろ
う
。

右
の
六
例
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語
の
あ
る

『詞

つ
か
ひ
』
の
第

一
次
例
語
と
し
て
処
理
し
た
。

０
　
第

一
次
例
語
と
常
昭
書
入
語

常
昭
追
加
書
入
語
は
、
第

一
次
例
語
と
同
じ
く
本
文
中
、
例
語
と
し
て
整
然
と
書
か
れ
て
い
る
語
が
二
三
語
、
欄
外

・
行
間
の
常
昭

書
入

（と
認
め
ら
れ
る
）
語
が

一
九
二
語
の
、
計
二

一
五
語
で
あ
る
。
前
者
の
二
三
語
に
つ
い
て
は
０
で
述
べ
た
。
後
者
の
多
く
は
第
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二
次
例
語
と
な
る
が
、
う
ち
、
第

一
次
例
語
に
含
ま
れ
る
常
昭
書
入
語
は
次
の
五
語
で
あ
る
。
他
に
類
例
の
春
房
書
入
語

一
語
が
あ
る

が
別
に
述
べ
る

（↓
Ｄ
、
（
力
）
の
用
例
）
。

③
（
い
）
な
か
ゝ
す

（第
二
の
巻
）

（
ろ
）
う
む

（第
五
巻
）

（
は
）
ま
さ
く
る

（第
六
の
巻
）

（
に
）
す
ぐ

（七
の
巻
）

（
ほ
）
欲
す

（第
廿

〔三
〕
四
巻
）

（７
）

（
い
）
は
頭
書

「朱
書
云
　
な
か
ゝ
す
　
万
七
十
二
」
と
あ
る
。
「朱
書
」
と
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
田
中
道
麿
朱
筆
書
入
を
指
す
。

「
ナ
カ

ヽ
ス

【
万
ヒ
ナ
ニ
ナ
カ

ヽ
ス
ピ

の
こ
と
で
あ
る
。
例
語
と
し
て
整
然
と
書
か
れ
て
い
る
語
の
中
に

「
な
か
ゝ
す
」
が
な
く
頭

書
に
あ

っ
て
そ
れ
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
語
と
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
昭
が
少
な
く
と
も
二
度

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
る

機
会
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。　
一
度
は

「
ナ
カ

ヽ
ス
」
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
時
、
次
は

道
麿
朱
筆
の
例
語
と
証
例
が
書
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
頭
書

（
い
）
を
書
入
れ
た
時
、
こ
の
二
度
で
あ
る
。

常
昭
書
入
は

「七
十
二
」
と
し
か
読
め
な
い
。
「万
七
十
二
」

は
常
昭
の
証
例
の
書
き
方
と
し
て
は
あ
り
う
る
が
万
葉
集
に

「七
十

二
巻
」
も

「
七
十
二
丁
」
も
な
い
。
『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
万
七
十
二
」
は
明
ら
か
に
道
麿
朱
筆
書
入

「万
ヒ
ナ
ニ
…
…
…
」
の
誤
写
で

あ
る
。

（
ろ
）
は
頭
書
と
し
て

「
【
う
み

う
む
】
産
」
と
あ
る
も
の
。
０
０

で
述

べ
た
。
略
。

（は
）
は
頭
書
と
し
て

「【
ま
さ
く
り

ま
さ
く
る
】
書
紀
　
戯

　

弄

」
と
あ
る
も
の
。
「例
語
の
扱
い
」
で
述
べ
た
。
略
。

（
に
）
は
例
語

「
し
り
ぞ
く
　
退
」
の
次
の

「
そ
く
」
の
下
の
余
白
に
、
や
や
小
さ
く

「す
げ

す
ぐ

す
ぐ
る
　
波
ノ
緒
ス
ゲ
テ
ノ
類
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着
」
と
書
く
も
の
。
０
０
で
述
べ
た
。
略
。

（ほ
）
は
書
入

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
也
ソ
ハ
歌
ヨ
ミ
ス
物
忌
ス
或

ハ
欲
ス
な
ど
の
す
也
」
の

「欲
ス
」
を
例
語
と
し
て
扱

っ
た
も
の
。

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
抹
消
語
と
書
入
語
の
二
語
が
あ
っ
て
、
前
者
は
抹
消
の
巻

「第
十
六
会
の
下
」
に
、
後
者
は

「第
廿

〔五
〕

四
会
」
に
載
る
。
こ
こ
で
問
題
の
語
と
な
っ
た
の
は
、
述
べ
た
よ
う
に
抹
消
語
も
書
入
語
も
カ
ー
ド
に
採

っ
た
た
め
に

『活
用
言
の
冊

子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
間
で

一
対

一
の
対
応
を
せ
ず
、　
一
例
が
対
応
す
る
語
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
の
整
理
上
の
問
題
で
あ

る
。
こ
こ
で
寧
ろ
重
要
な
こ
と
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
活
用
型
の
同

一
語
が
異
な
る
二
つ
の
巻
に
載
り
、　
一
つ
が
抹
消
で
他
が
書
入

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る

（↓
第
二
章
第

一
節
二
〇
０
）
。

以
上
、
『詞

つ
か
ひ
』
の
書
入
語
の
場
合
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
と
の
対
応
に
お
け
る
問
題
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
側
に
も

あ
る
。
『詞

つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
『詞
つ
か
ひ
』
に
例
語
と
し
て
整
然
と
書
か
れ
て
い

る
も
の
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
あ

っ
た
例
語
、
欄
外
や
行
間
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
語
は
常
昭
や
春
房
の
追
加
語
、
と
い
う
よ
う
に

は
単
純
に
割
切
れ
な
い
両
者
の
複
雑
な
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
右
の
五
語
と
、
そ
し
て
先
に
述
べ
た
二
三
語
の

検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『活
用
言
の
冊
子
』
も

『
詞

つ
か
ひ
』
も
共
に
長
い
推
敲
の
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
幾
度
か
、
少
な
く
と
も
二
度
、
常
昭
は

『活

用
言
の
冊
子
』
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
相
互
に
影
響
し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

０
　
春
房
の
書
入

ａ
　
動
詞
の
巻
々

④
（
ア
）
か
な
し
き

か
な
し
く
　
廿
ノ
三
十
三
丁
　
可
奈
之
久
波

（第
壱
の
巻
３
ウ
　
墨
筆
書
入
）
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付 付 付 付 付
箋 箋 箋 箋 箋

（イ
）
春
云
　
万
葉
十
四
ノ
十
七
丁
　
波
自
伎
於
伎
氏
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
壱
の
巻
１０
オ

（
ウ
）
春
房
　
痩
弱
　
【
国
号
考
　
十
三
丁
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
巻
１１
オ

（
工
）
き
さ
げ

き
さ
ぐ

き
さ
ぐ
る
　
春
考
　
古
事
記
　
き
さ
が
ひ
姫
き
さ
げ
こ
が
し
て
云
々
　
　
　
　
（七
の
巻
２
ウ

（
オ
）
春
日
　
万
六
ノ
廿
四
丁
　
し
ば
ら
く
も
云
々
ふ
ち

ハ
浅
而
と
あ
る
も
ア
セ
テ
と
よ
ま
ん
欺
　
　
（第
八
の
巻
４
オ

（
力
）
う
て

う

つ

う

つ
る
　
春
考
　
古
事
記
に
多
し
　
捨
る
と
い
ふ
に
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
九
の
巻
１
ウ

（キ
）
か
ん
が
へ

か
ん
か
ふ

か
ん
か
ふ
る
　
考
　
こ
ハ
雅
言
に
も
あ
る
詞
欺
　
よ
く
／
ヽ
考
ふ
へ
し（十

一
の
ま
き
２
ウ
　
付
箋
）

（
ク
）
つ
か

へ
　
つ
か
ふ

つ
か
ふ
る
　
春
云
　
よ
く
せ
ず

ハ
つ
か
ゆ
る
と
誤
る
べ
し
　
　
　
　
　
　
（十

一
の
ま
き
７
オ
　
付
箋
）

（
ケ
）
春
房
日
　
千
載
集
序
　
此
歌
の
道
を
ま
な
ふ
る
事
を
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
九
巻
１
オ
　
付
箋
）

（
コ
）
春
房
云
　
煮
ス
ト
云
詞
土
佐
日
記

ニ
ア
リ
シ
カ
ト
覚

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（廿
五
の
巻
３
ウ
　
付
箋
）

こ
の

一
〇
例
が
動
詞
の
巻
々
に
お
け
る
、
確
実
に
春
房
と
認
め
得
る
書
入

。
付
箋
の
す
べ
て
で
あ
る
。
付
箋
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

署
名
は
な
く
と
も
そ
の
筆
跡
に
よ

っ
て
容
易
に
判
断
で
き
る
。
常
昭
の
追
加
語
と
重
出
す
る
語
も
多
い
。

一
〇
例
中
、
二
語
形
若
し
く
は
三
語
形
を
並
記
す
る
も
の
は

一
応
追
加
語
と
認
め
ら
れ
る
書
入
れ
で
、
ア

・
工
・
力

。
キ

・
ク
が
そ

う
で
あ
る
。

（
ア
）
「
か
な
し
き
　
か
な
し
く
」
は
右
輪

（力
行
四
段
）
活
と
し
て
の
語
で
は
な
い
。
形
容
詞
の
連
体
形

・
連
用
形
を
も

っ
て
動
詞

の
連
用
形

。
終
止
形

（連
体
形
）
と
す
る
書
入
れ
で
あ
る
。
第
二
次
例
語
に
含
ま
れ
る
。
類
例
は

『
詞

つ
か
ひ
』
中
、
他
に
常
昭
書
入

語
の
三
例
が
あ
る

（↓
第
二
節

一
②
）
。

（
工
×
キ
）
は
と
も
に

『活
用
言
の
冊
子
』
に
も
常
昭
書
入
語
に
も
な
く
、
こ
の
例
を
も

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
と
な
る
。
第
二
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次
例
語
に
含
ま
れ
る
。

（ク
）
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
も
常
昭
書
入
語
に
も
あ
っ
て
第

一
次
例
語
と
な
る
が
、
重
出
語
と
し
て
第
二
次
例
語
に
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。

（
力
）
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
あ

っ
て

『詞

つ
か
ひ
』
中
の
単
独
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
追
加
書
入
語
で
あ
り
な
が
ら
第

一
次
例

語
の
語
と
な
る
。
先
に
述
べ
た
常
昭
書
入
語
五
語
と
同
じ
で
あ
る

（↓
０
）
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ウ
ツ
」
は
特
に
後
で
書
入
れ
た

形
跡
は
な
い
が
、
「第
九
会
」

の
第

一
音
節

「
ウ
」
の
例
語
は
こ
れ

一
語
で
、
常
昭
が
ま
だ

「
ウ
ツ
」

の
な
い
段
階
の

『
活
用
言
の
冊

子
』
を
見
た
後
で
書
入
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
と
考
え
る
と
整
然
と
書
か
れ
た

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
に
こ
の
語
が
脱

落
し
て
い
る
こ
と
も
了
解
で
き
る
。

（
オ
×
ケ
）
は
例
語
掲
出
の
体
裁
で
は
な
い
が
証
例
か
ら
の
例
語
と
扱
え
ば
、
（
オ
）
は
他
に
常
昭
書
入
語
が
あ

っ
て
重
出
語
と
し
て
第

二
次
例
語
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
ケ
）
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
な
く

『
詞

つ
か
ひ
』
で
は
他
に
常
昭
書
入
語
も
な
い
単
独
例
で

第
二
次
例
語
と
な
る
。
常
昭
朱
筆
書
入

「新
千
載
十
七
ノ
十
三
丁
　
わ
か
の
う
ら
や
道
を
尋
テ
マ
ナ
鶴
ノ
マ
ナ
ブ
ル
跡

ニ
マ
ョ
ハ
ズ
モ

哉
ト
ア
レ
ド
モ
マ
ナ
ビ
ヲ
右
輪

ニ
ヨ
バ
ン
コ
ト
い
か
ゞ
」
の
傍
に
あ

っ
て
、
こ
の
書
入
れ
に
対
す
る
追
加
書
入
で
あ
る
。
「
ま
な
ぶ
る
」

（牛
語
）
は
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
が
な
く

『
活
用
言
の
冊
子
』
『
詞

つ
か
ひ
』
と
も
に
例
語
は

「
マ
ナ
ブ

（ま
な
ぶ
と

（右
輪
語
）
で

あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
が

「
ま
な
ぶ
」
を

「
イ

・
ウ
」
活
用

（
四
段
活
）
語
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
常
昭
の
疑
間
を
裏
付
け
る
証

例
で
あ
る
。

（
イ
×
ウ
）
は

『
詞

つ
か
ひ
』
中
、
他
に
こ
の
語
の
例
語
が
あ
る
。
証
例
と
し
て
扱
う
。

（
コ
）
は
巻
末
の
解
説
や
注
記
の
中
の
証
例
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
春
房
書
入
語
は
、
例
え
ば
（
ク
）
の
よ
う
な
二
語
形
併
記
し
て
例
語
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
例
語
と
も
、
ま
た
証
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例
と
も
決
め
難
い
も
の
が
あ

っ
て
、
数
値
を
も

っ
て
処
理
す
る
こ
と
は
誤
り
を
冒
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
と
め
て
別
扱
い
と
し
（だ

。

ｂ
　
凡
例
の
第

一
巻
ほ
か

⑤
（
サ
）
ｏ
し
ぶ
く
　
春
房
云
　
何
に
ま
れ
心
な
ら
ね
ど
も
せ
ん
か
た
な
さ
に
す
る
事
を
し
ぶ
／
ヽ
に
す
と
い
ふ
し
ぶ
に

く
の
車
の

そ
ハ
リ
た
る
也

新
古
今
に
も
た
か
せ
舟
し
ぶ
く
ば
か
り
に
云
々
と
よ
め
り
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２
オ
　
付
箋
）

（
シ
）
万
七
ノ
十
九
丁
に
し
バ
／
ヽ
し
ぶ
を
と
あ
る
ハ
猶
よ
く
考

へ
て
引
ク
ベ
し
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２
オ
　
付
箋
）

（
ス
）
春
房
云
　
古
言
に
ゆ
ら
又
も
ゆ
ら
な
ど
あ
る
ゆ
ら
に

く
の
車
を
そ
へ
た
る
也

但
し
ゆ
ら
く
の
く

ハ
清
音
也

（凡
例
の
第

一
巻
３
ウ
　
付
箋
）

（
セ
）
春
云
　
わ
か
ち

ハ
別
ち
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
５
オ
　
付
箋
）

（
ソ
）
春
云
　
後
撰
上
二
句

と
こ
夏
に
な
き
て
も
経
な
ん
云
々
と
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２３
ウ
　
付
箋
）

（
夕
）
春
房
追
考
　
さ
か
し
だ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２４
ウ
　
付
箋
）

（
チ
）
春
房
　
お
よ
づ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
２６
オ
　
付
箋
）

（
ツ
）
春
房
　
）？
ら
ぶ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
３３
オ
　
付
箋
）

↑
こ
春
房
　
俗
に
物
を
し
め
ゆ
ふ
事
を
か
ら
ぐ
る
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
３９
オ
　
付
箋
）

（
卜
）
春
云
　
万
葉
十
二
ノ
十
四
丁
オ
　
同
ウ
ニ
モ
浅

犯
締
ナ
■趨

期
梶
口海
サ

特
ド
ア
リ
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻
４３
ウ
　
付
箋
）

（
ナ
）
春
云
　
万
十
巻
十
五
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（常
補
巻
　
黒
筆
書
入
）

右
の
十

一
例
は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
例
語
と
の
対
照
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
春
房
が

『
詞
つ
か
ひ
』

の
成
立
に
ど
の
程
度
関
与
し

た
か
を
示
す
意
味
も
あ

っ
て
加
え
て
列
挙
し
た
。
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一
一

『
詞

つ
か
ひ
』
不
採
用
の

『活
用
言

の
冊
子
』
書
入
語

。
抹
消
語

春
庭
の
筆
に
成
る

『活
用
言
の
冊
子
』
中
に
宣
長
、
道
麿
、
そ
の
他
筆
者
不
明
三
種
の
書
入
れ
が
あ
る
。
そ
れ
が
語
の
抹
消
と
と
も

（
９
）

に
か
な
り
後
ま
で
推
敲
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
既
に
本
居
清
造
が
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』
で

指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宣
長
の
書
入
れ
は
語
と
し
て
六
三
語
。
道
麿
の
書
入
れ
は
付
箋

。
貼
紙

・
朱
筆
の
三
種
が
あ
っ
て
二
三
語
で
あ
る
。
ほ
か
に
筆
者
不

明
の
書
入
れ
が
三
種
、
五
語
が
あ
る
。
抹
消
語
は
部
分
的
な
抹
消
を
措
い
て
語
と
し
て

一
七
語
で
あ
る
。

ａ
　
不
採
用
例
語

『
詞
つ
か
ひ
』
が
例
語
と
し
て
採
ら
な
か
っ
た

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
は
次
の
三
七
語
で
あ
る
。

ツ
プ
ヤ
ク

（第

一
会
）
、
ナ
カ
ス

（第
八
会
）
、
ク
ギ

（第
十
六
会
）、
モ
ユ

（第
廿

一
会
）、　
ユ
ヅ
ル

（第
九
会
）
、

ナ
ミ
ス

（第
廿

〔五
〕
四
会
）、
ク
ミ
ス

（同
）、
ツ
ミ
ス

（同
）
、
フ
ク
ム

（第
五
会
）
、
フ
ツ
ク
ム

（同
）
、

ア
ツ
ラ
フ

（第
十

一
会
）
、
ウ
ト
ム

（第
十
二
会
）
、
キ
タ
ム

（同
）、
イ
ヂ
ク

（第
十
六
会
）
、
サ
ダ
ム

（第
五
会
）
、

ケ
ル

（第
六
会
）、
エ
リ

（同
）
、
モ
チ
フ

（第
十

一
会
）、
ク
ユ

（第
十
二
会
）、
ホ
リ
ス

（
〔第
十
六
会
ノ
下
〕
、

ヨ
ミ
ス

（同
）
、
ナ
ミ
ス

（同
）
、
ク
ミ
ス

（同
）
、
ツ
ミ
ス

（同
）、
シ
・
ス
・
ス
ル

（同
）
、
ヒ
キ
ウ

（
〔第
廿
三
会
し
、

ヒ
キ
ヰ

（第
廿
五
会
）
、
タ
ギ
ツ

（第
二
会
）
、
ミ
ツ

（第
十
七
会
）、
カ
タ
フ

（第
四
会
）、
ヌ
ル

（第
六
会
）、

ナ
ユ

（第
十
二
会
）、
ス
グ
ル

（第
十
四
会
）、
ス
タ
ル

（同
）、
ソ
ル

（同
）、
モ
タ
リ

（第
六
会
）
、
エ
サ
ス

（第
八
会
）

こ
の
三
七
語
に
つ
い
て
検
討
し
簡
単
に
注
記
す
る
。

検
討
２
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１

「
ツ
ブ
ャ
ク
　
補
」
（第

一
会
）
。
道
麿
貼
紙
。

２

「
ナ
カ

ス
」

（第
八
会
）
。
道
麿
朱
筆
書
入
。
語
頭

「
ナ
」

の
例
語
を
書
く

べ
く

「
ナ
」

一
文
字
を
書

い
て
あ

っ
た
と
ろ
ろ
に
朱
筆

で

「
カ
ス
」
を
書
き
加
え
た
も

の
。

漏

３

「
ク
ギ
　
【
ク
ヾ
　
ク
ヾ
ル
ピ

（第
十
六
会
）
。
道
麿
朱
筆
書
入
。
「第

一
会
」
の

「
ク
ヽ
」
に
対
す
る
道
麿
付
箋

「
漏
ノ
注
ア
レ
バ

コ
ノ
部

二
入
ベ
キ
詞
ナ
ラ
ズ
　
ク
ギ

ク
ヾ

ク
ヾ
ル
也
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て

「第
十
六
会
」
に
例
語
と
し
て
書
入
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
詞

つ
か
ひ
』

に
お
い
て
も

「第
壱
の
巻
」

に
例
語

「
く
ゞ
」
が
あ
り
頭
書

「
ク
ギ

ク
ヾ

ク
ヾ
ル
ト
云

ヘ
ハ
此
集

ニ
ハ
入

マ
ジ
キ
欺
」
が
あ
る
。

４

「
モ
ユ
」
（第
廿

一
会
）
。
道
麿
付
箋
。
続
け
て

「州
木
ノ
」
と
書
入
れ
る
。

５

「
ユ
ゾ
ル
」
（第
九
会
）
。
宣
長
書
入
。
語
頭

「
ユ
」
の
例
語
を
書
く
べ
く

「
ユ
」

一
文
字
を
書
い
て
あ

っ
た
と
こ
ろ
に

「
ヅ
ル
」

を
書
き
加
え
た
も
の
。
続
け
て

「俗
言

ユ
デ
ル
　
字
鏡

ニ
ナ
ユ
ヅ
ト
ア
リ
　
煤
」
を
書
入
れ
る
。

６

「
ナ
ミ
ス
、
ク
ミ
ス
、
ツ
ミ
ス
」
（第
廿

〔五
〕
四
会
）
。
宣
長
書
入

（↓
１６
）
ｏ

７

「
フ
ク
ム
、　
フ
ツ
ク
ム
」

全
弟
五
会
）
。
「
フ
ム
、　
フ
ク
ム
、　
フ
ゝ
ム
、　
フ
ツ
ク
ム
」

の
順
に
並
ぶ
。
『
詞

つ
か
ひ
』

は

「
ふ
む
、

ふ
ゝ
む
」
の
二
語
。
「
フ
ク
ム
、

フ
ツ
ク
ム
」
が
後
で
書
入
れ
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
未
詳
。

８

「
ア
ツ
ラ
フ
」
（第
十

一
会
）
。
語
頭

「
ア
」
の
例
語
の
末
尾
の
語
。
後
の
追
加
語
か
。

９

「
ウ
ト
ム
、
キ
タ
ム
」
（第
十
二
会
）
。
そ
れ
ぞ
れ
語
頭

「
ウ
」
「
キ
」
の
例
語
の
末
尾
の
語
。
後
の
追
加
語
か
。

１０

「
イ
ヂ
ク
」
（第
十
六
会
）
。
こ
の
会
の
例
語
は

「
オ
ク
、

ツ
ク
、

ス
グ
、
イ
デ
ク
」
と
並
び
、

こ
の
後
に

「
ク
ギ
」
（３
）
が
置

か
れ
る
の
み
。
後
の
追
加
語
か
。

１１

「
サ
ダ
ム
」
（第
五
会
）
。
抹
消
語
。
「第
十
二
会
」
（下
二
段
活
）
に
も

「
サ
ダ
ム
」
が
載
る
。
四
段
活
の

「
サ
ダ
ム
」
を
認
め
な
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い
と
す
る
抹
消
。

来

‐２

「
ケ
ル
」
（第
六
会
）
。
抹
消
語
。
「
来
」
に
ラ
行
四
段
活
の

「
ケ
ル
」
を
認
め
な
い
抹
消
。

‐３

「
エ
リ
」
（第
六
会
）
。
抹
消
語
。
ラ
行
四
段
活
の

「第
六
会
」

の
末
尾
、
ラ
変
活
を

一
括
す
る
語
群
の

一
語
。
「
工
」
は
語
順
に

よ
れ
ば
ヤ
行
の

「
工
」
を
指
す
。
そ
れ
は
存
在
し
な
い
と
い
う
抹
消
と
思
わ
れ
る
。

‐４

「
モ
チ
フ
」

（第
十

一
会
）
。
抹
消
語
。
道
麿
朱
筆
書
入

「十
九
会

ニ
ア
リ
　
コ
ゝ
ニ
ハ
不
用
也
」
が
付
く
。　
父
何
下
二
段
活
の

「
モ
チ
フ
」
を
認
め
な
い
抹
消
。

‐５

「
名
ｆ
」
（第
十
二
会
）
。
抹
消
語
。
「第
十
五
会
」
（
ワ
行
下
三
段
活
）
に

「
為
デ

」
が
載
る
。
ヤ
行
下
二
段
活
の

「楚
」
を
認
め

な
い
抹
消
。

‐６

「
ホ
リ
ス
ヽ

ヨ
ミ
ス
、
ナ
ミ
ス
、
ク
ミ
ス
、
ツ
ミ
ス
」
「
シ

・
ス

・
ス
ル

（
ハ
ナ
シ
と

（
〔第
十
六
会
ノ
下
じ
。
抹
消
語
。
こ
の
会

は
例
語
と
と
も
に
抹
消
さ
れ
、
例
語
は

「第
廿

〔五
〕
四
会
」
に
書
入
れ
ら
れ
た

（↓
６
）
。
（↓
第
二
章
第

一
節
二
〇
０
）
。

率

‐７

「
ヒ
キ
ウ
」
貧
第
廿
二
会
３
。
抹
消
語
。

ワ
行
上
二
段
活
と
し
て
の

「率
」
が
否
定
さ
れ
、
こ
れ

一
語
を
例
語
と
す
る

「第
廿
三

会
」
も
当
然
抹
消
さ
れ
た
。
（↓
第
二
章
第
二
節
二
）
。

‐８

「
ヒ
キ
ヰ
」
（第
廿
五
会
）
。
抹
消
語
。
「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
の
右
傍
に
小
さ
く
書
く
宣
長
書
入
。
「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
が
こ
の
会
の
例
語
と
し

て
認
め
ら
れ
た
と
き
、
不
要
と
な

っ
て
抹
消
。

‐９

「
タ
ギ
ツ
」
（第
二
会
）
。
道
麿
付
箋

「
タ
ツ
ハ
、
タ
タ
ン

タ
チ

タ
ツ

タ
テ
、
右
は
よ
し
、
タ
ギ
ツ
ハ
、
タ
ギ
チ

タ
キ
ツ
、
是

ハ
カ
ク
ノ
ミ
活
用
シ
テ
、

タ
ギ
タ

タ
キ
テ
ト
ハ
ウ
ゴ
カ
ネ
バ
、
同
類
ナ
ラ
ヌ
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
が
付
く
。　
こ
の
活
用
型
認
定
の
変
更

を
示
唆
す
る
付
箋
に
よ
っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
が
不
採
用
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
は
載
る
。

２０

「
ミ
ッ
」
（第
十
七
会
）
。
例
語
と
し
て
は

『
詞

つ
か
ひ
』
に
載
る
こ
と
が
な
い
が
、
「第
十
七
巻
」
の
巻
末
に
詳
し
い
解
説
注
記
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が
あ
る
。　
そ
の

「引
＝

引

つ―

引

つ―
利
と
い
ふ
語
を
も
こ
ゝ
に
挙
べ
き
な
れ
ど
こ
は
冽
＝

引

つ―
と
は
た
ら
き
て
引

つ‐
利
と
い
ふ

は
み
て
と
い
ふ
よ
り
は
た
ら
き
た
る
也

さ
れ
は
こ
そ
み
つ
塩
な
ど
い
へ
れ

も
し
み
ち

み
つ

み
つ
る
と
は
た
ら
く
語
な
ら
ま
し

か
バ
み

つ
る
塩
と
い
は
で
は
語
の
つ
か
ひ
さ
ま
た
が

へ
り
」
（４
オ
）
に
よ
る
と
、
常
昭
は
意
識
的
に

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ミ
ツ
」
（上
二
段
活
）
を
不
採
用
と
し
、
「
第
二
巻
」
に
証
例
と
と
も
に

「
み
ち

み
つ
　
満
」
を
頭
書
と
し
た
。

２‐

「
ヵ
タ
フ
」

（第
四
会
）
。
道
麿
付
箋

「
カ
タ
フ
、
万
十
八

二
カ
ナ
同
、
人
カ
タ
ハ
ン
カ
モ
、
一肩
負
ノ
義
、　
ニ
ナ
フ
ニ
同
キ
ヤ
ウ

也
」
に
よ
っ
て
例

た語
Ｌ
」
し
た

格

の
だ
が
、
別
に
例
語

「
カ
バ
フ
万
カ
ス

直

が
あ

っ
て
左
傍
の

「
夕
」
と
証
例
は
宣
長
書
入
。
『
詞

つ
か
ひ
』

は

「
か
ど
ひ

か
ど
ふ
　
万
カ
タ
ハ
〓
。

こ
れ
は
先
に
述
べ
た

「例
語
の
扱
い
」

に
よ
っ
て
整
理
上
対
応
す
る

一
例
を
欠

く
例
で
あ
る
。
か
な
り
後
の
道
麿
付
箋
か
。

２２

「
ヌ
ル
」
（第
六
会
）
。
語
頭

「
ヌ
」
の
語
は
こ
れ

一
語
。
「
ル
」
は
後
で
書
き
加
え
た
形
跡
が
あ
る
。
文
字
い
さ
さ
か
小
さ
く
、

そ
の
墨
色
い
さ
さ
か
薄
い
よ
う
に
見
え
る
。

２３

「
ナ
ユ
」
（第
十
三
会
）
。
語
頭

「
ナ
」
の
語
は
こ
れ

一
語
。
「
ユ
」
は
後
で
書
き
加
え
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

鷹

２４

「
ス
グ
ル
、

ス
タ
ル
、

ソ
ル
」
（第
十
四
会
）
。
検
討
１
の
０
で
述
べ
た
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
最
も
初
期
の
形
は

「
ス
ル
」
の

次
に

「
タ
ル
」
が
位
置
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
追
加
語
か
。

２５

「
モ
タ
リ
」
（第
六
会
）
。
末
尾
に

一
括
す
る
ラ
変
活
語
の

一
つ
。
常
昭
の
文
法
体
系
で
は
有
語

「
モ
チ
＋
ア
リ
↓
モ
タ
リ
」
と
さ

れ
語
と
し
て
は
認
め
な
い
。

２６

「
エ
サ
ス
」
（第
八
会
）
。
常
昭
の
文
法
体
系
で
は
令
語

（
工
＋
サ
ス
↓

エ
サ
ス
）
と
処
理
さ
れ
語
と
し
て
は
認
め
な
い
。

右
の
１
～
２６
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

⑦
　
一旦
長
、
道
麿
の
追
加
書
入
語
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④
　
語
の
排
列
、
筆
跡

・
書
き
ぶ
り
等
の
上
か
ら
後
の
追
加
語
と
推
定
さ
れ
る
語

８

ｏ

９

ｏ

ｌＯ

・

２２

・

２３

・

２４

◎
　
活
用
型
の
認
定
変
更

・
否
定
に
よ
る
抹
消
語

‐１

・

‐２

。

‐３

・

‐４

・

‐５

。

‐６

・

‐７

・

‐８

０
　
『
詞

つ
か
ひ
』
の
活
用
型
認
定
の
相
違
、
あ
る
い
は
常
昭
の
文
法
体
系
に
よ

っ
て
不
採
用
と
な
っ
た
語

‐９

。

２ ０

．

２ ５

。

２ ６

②
　
そ
の
他

７

・

２ ‐

『
詞

つ
か
ひ
』
が
或
る
時
点
で

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
と
き
、
右
の
⑦
④
は
未
だ
そ
こ
に
な
く
、
◎
は
抹
消
語
と
し
て

存
在
し
、

○
は
常
昭
の
文
法
観
に
よ
っ
て
不
採
用
に
し
た
が
ゆ
え
に
、　
こ
れ
ら
の
語
は

『
詞

つ
か
ひ
』

第

一
次
例
語
と
は
成
り
得
な

か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ｂ
　
一旦
長
書
入
語

宣
長
の
書
入
語
は
六
三
語
を
数
え
る
。
た
だ
し
こ
の
数
値
は
語
と
し
て
変
更
の
あ
る
書
入
語
に
限

っ
た
。
簡
単
な
証
例
、
部
分
的
な

書
入
れ
な
ど
は
数
え
て
い
な
い
。
こ
の
六
三
語
中
、
検
討
２
の
５

・
６
を
除
い
て
他
は
す
べ
て

『詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
。

同
じ
宣
長
書
入
語
で
も

『
詞

つ
か
ひ
』
採
用
の
語
と
不
採
用
の
語
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ｃ
　
道
麿
書
入
語

田
中
道
麿
の
書
入
れ
に
は
、
付
箋

。
貼
紙

・
朱
筆
の
三
種
類
が
あ

っ
て
二
三
語
を
数
え
る
。
た
だ
し
語
と
し
て
変
更
の
な
い
訂
正
の
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た
め
の
書
入
れ
や
証
例
な
ど
の
書
入
れ
は
数
え
て
い
な
い
。
次
に
付
箋
、
貼
紙
、
朱
筆
に
分
け
て
そ
の
語
を
列
記
す
る
。

付
箋
―
―

「
ヱ
バ
ム
」
（第
五
会
）
、
「
イ
ツ
ハ
ル
」
（第
六
会
）
、
「
ワ
カ
ル
」
（同
）
、
「
モ
ユ
　
州
木
ノ
」
（検
討
２
の
４
）
の
四
語
。

道
麿
付
箋
と
し
て
は
他
に
検
討
２
の
３

・
１９

。
２‐
の
三
例
と
例
語

「
ハ
イ
ル
」
（第
六
会
）

に
対
す
る

「
ハ
イ
ル
ト
ア
ル
ハ
、

モ
シ
這
入
ノ
義

ニ
ヤ
、
サ
ラ
バ
ハ
ヒ
ル
ナ
ラ
ン
」
の

一
例
、
計
四
例
が
あ
る
。

貼
紙
―
―

「
ツ
プ
ヤ
ク
　
補
」
（検
討
２
の
１
）

一
語
。

朱
筆
―
―
検
討
２
の

「
ナ
カ
ス
」

（検
討
２
の
２
）
、
「
ク
ギ

【
ク
ヾ

ク
ヾ
ル
ピ

（検
討
２
の
３
）

の
ほ
か
、

「
ス
ガ
ヾ
ク
」

（第

一

会
）
、
「
ワ
ク
」
（同
）
、
「
タ
マ
ハ
ス
」
（第
二
会
）
、
「
ナ
カ

ヽ
ス
」
（同
）
な
ど

一
六
語
が
あ
る
。
計

一
八
語
。

右
の
付
箋
、
貼
紙
、
朱
筆
の
例
語
の
う
ち
、
四
語
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
な
く
、　
一
九
語
は
例
語
と
し
て
載
る
。

ｄ
　
他
筆
書
入
語

例
語
と
し
て
の
書
入
れ
は
五
語
。
す
べ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
。

ｅ
　
抹
消
語

止
　
　
　
病

語
と
し
て
の
抹
消
は

一
七
語
を
数
え
る
。
う
ち

『
詞

つ
か
ひ
』

に
無
い
語
は

一
三
語
で
、

「
ヤ
ム
、

ヤ
ム
、　
ヤ
ス
ム
」

（第
五
会
）
、

「
ツ
ガ
フ
」
（第
十

一
会
）

の
四
語
は

『
詞

つ
か
ひ
』

に
も
載
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
抹
消
語
は

『詞

つ
か
ひ
』
に
無
い
の
が
寧
ろ

納
得
で
き
、
右
の
四
語
は
か
な
り
後
の
抹
消
と
な
ろ
う
。
『大
平
本
活
用
抄
』
で
は

「
ャ
ム
、
ヤ
ム
、
ヤ
ス
ム
」
は
あ
る
が

「
ツ
ガ
フ
」

は
無
い
。

以
上
に
よ

っ
て
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
し
て
成

っ
た
と
き
、
即
ち
第

一
次
例
語
が
成
立
し
た
時
、

ま
だ

『
活
用
言
の
冊
子
』
は
推
敲
の
過
程
に
あ

っ
て
例
語
の
加
除
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
同
じ
宣
長

書
入
、
道
麿
書
入
で
あ
り
な
が
ら

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
有

っ
た
り
無
か

っ
た
り
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。
抹
消
語
に
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お
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。

〓
一　
形
容
詞

の
例
語

０
　
『
活
用
言
の
冊
子
」
と
の
対
照

『
詞

つ
か
ひ
』
形
容
詞
の
第
廿
六

・
廿
七
巻
の
例
語
は
計
四
〇
〇
語
、
『活
用
言
の
冊
子
』
形
容
詞
の
第
廿
六

・
廿
七
会
の
例
語
は
三

六
五
語

（俗
語
と
し
て

一
括
す
る
例
語
二
五
語
は
除
く
）
。
う
ち
両
者
共
通
の
語
は
三
二
七
語

（『
詞

つ
か
ひ
』
採
用
の

『活
用
言
の
冊

子
』
の
例
語
）
、
し
た
が

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
が
新
た
に
加
え
た
例
語
は
七
三
語
で
あ
る
。

こ
れ
を
動
詞
の
場
合
に
倣

っ
て

（↓

一
０
）
、

Ｉ
　
両
者
共
通
の
三
二
七
語
を

『
詞

つ
か
ひ
』
の
第

一
次
例
語

（採
用
例
語
）

Ⅱ
　
新
追
加
の
七
三
語
を

『詞

つ
か
ひ
』
の
第
二
次
例
語

と
呼
び
、

Ⅲ

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
の
無
い

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
三
八
語
を
不
採
用
例
語

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

右
の
内
訳
を

一
覧
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
活
用
言
の
冊
子
』

第
廿
六
会

Ａ

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
例
語

ア
　
正
常
例
語

二
四
語

〇
五
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イ
　
宣
長
書
入

ウ
　
道
麿
書
入

Ｂ

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
な
い
例
語

工
　
正
常
例
語

オ
　
道
麿
書
入

力
　
他
筆
書
入

キ
　
抹
消

第
廿
七
会

Ｃ

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
例
語

ク
　
正
常
例
語

ケ
　
一旦
長
書
入

コ
　
道
麿
書
入

Ｄ

『
詞

つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
な
い
例
語

サ
　
正
常
例
語

シ
　
道
麿
書
入

ス
　
宣
長
書
入
重
出

セ
　
宣
長
書
入
抹
消

ソ
　
宣
長
書
入
重
出
抹
消

一
〇九

一
〓
一〓
ｍ

七
一
一一一

二
〇
三
語

一
九
四五四

一
エハ
五
ｍ

五二一 七 一



219 第一節 『活用言の冊子』との関係

『
詞

つ
か
ひ
』

第
廿
六
巻

Ｅ

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
例
語

夕
　
正
常
例
語

チ
　
宣
長
書
入
と
対
応

ツ
　
道
麿
書
入
と
対
応

Ｆ

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語
が
な
い
例
語

テ
　
正
常
例
語

卜
　
常
追
考

・
朱
筆

。
欄
外

ナ
　
重
出

第
廿
七
巻

Ｇ

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
例
語

二
　
正
常
例
語

ヌ
　
宣
長
書
入
と
対
応

不ヽ
　
道
麿
書
入
と
対
応

Ｈ

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
対
応
す
る
語
が
な
い
例
語

ノ
　
正
常
例
語

ハ
　
常
追
考

。
朱
筆

・
欄
外

一 一 三  一 〇 二
二 二 六 〇 九 〇 五 四

一　一（）
〓
一三
中

一
九
四五四

四
三
語

一
九

一
一
一
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ヒ
　
重
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

『
詞

つ
か
ひ
』

に

「
語
を
重
ね
て
い
へ
る
格
」

と
い
っ
て
第
廿
七
巻
後
半
に

一
括
語
頭
五
十
音
順
に
排
列
さ
れ
る

「
あ
た
ノ
ヽ
し
」

「
を
ゝ
し
」
な
ど
の
語

（「
重
ね
語
」
と
呼
ぶ
）

の
う
ち

「
を
ゝ
し
」
な
ど
は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』

で
は
他
の
例
語
と
と
も
に
語
頭
五

十
音
順
に
排
列
さ
れ

「
ア
タ
／
ヽ
シ
」
な
ど
が
第
廿
七
会
後
半
に

一
括
語
頭
五
十
音
順
に
排
列
さ
れ
る
。
右
の

一
覧
で
は
こ
の

「重
ね

語
」
を
特
に
区
別
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
を
区
別
す
れ
ば
、
第
二
次
例
語
の
う
ち
重
ね
語
の
正
常
例
語
が
六
語
、
同
常
追
考
語
が
二
語
、

重
ね
語
に
混
じ
る
非
重
ね
語
の
常
追
考
語

。
朱
筆
語

。
欄
外
語
が
三
語
、
同
重
出
語
が
二
語
と
な
る
。
な
お

「正
常
例
語
」
と
は
正
常

の
位
置
に
正
常
に
書
か
れ
た
語
を
い
う
。

②
　
第

一
次
例
語
と
第
二
次
例
語

ａ

『活
用
言
の
冊
子
』
の
宣
長
書
入
語

宣
長
の
書
入
語
二
四
語
中
、
　
一
五
語
が
第

一
次
例
語
に
含
ま
れ

（
イ

。
ケ
）
、
抹
消
語

。
重
出
語
の
計
九
語
は
不
採
用
例
語
で
あ

っ

て
（
ス

・
セ

・
ソ
）
、
正
常
例
語
は
す
べ
て
第

一
次
例
語
で
あ
る
。

重
出
語
に
つ
い
て

一
言
す
れ
ば
、

ス
の

「
ケ

ヽ
シ
」
は
、
第
廿
六
会
で
は
語
頭

「
ケ
」
の
例
語
が

（便
宜

「
ケ

ヽ
シ
」
に
番
号
を
打

つ
）
、

ケ
ブ
シ
　
ケ
ブ
タ
シ
　
ケ
ヤ
ケ
シ
　
〔ケ
ヽ
シ
ー
〕
〈
ケ
タ
カ
シ
〉

第
廿
七
会
の
そ
れ
が
、

ケ
ヽ
シ
２
　
ケ
ハ
シ
　
ケ
ガ
ラ
ハ
シ
　
ケ
シ
　
〔ケ
タ
カ
シ
〕
〈
ケ

ヽ
シ
３
〉

と
並
ぶ
。
『
詞

つ
か
ひ
』

で
は
第
廿
七
巻
に

一
例
が
あ
る
の
み
で
、
し
た
が

っ
て

「
ケ
ゝ
シ
２
」
が

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
け
ゝ
し
」
と
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対
応
し
、
「
ケ

ヽ
シ
ー
」
が
キ
と
な
り

「
ケ
ヽ
シ
３
」
が
ス
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ク
活
用
か
シ
ク
活
用
か
の
判
定
に
お
い
て

廿
六
会
の

「
ケ

ヽ
シ
ー
」
を
シ
ク
活
用
と
し
て
廿
七
会
に
移
し
た
も
の
で
、
そ
の
と
き
既
に
書
か
れ
て
い
た

「
ケ

ヽ
シ
２
」
と

「
ケ

ヽ

シ
３
」
が
重
複
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
抹
消
語
の
セ
は

「
ケ
タ
カ
シ
、
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
」
と
末
尾
の

「俗
」
の
後
に
書
入
れ
る

「
ウ
タ
ガ

ハ
シ
、
ミ
ダ
リ
ガ
ハ
シ
、

ア
ツ
カ

ハ
シ
、

ラ
ウ
ガ

ハ
シ
、
ナ
ゲ
カ
ハ
シ
」

で
あ
る
。
「―
―
ガ

ハ
シ
」
の
例
語
は

『
詞

つ
か
ひ
』

で
は

「某
が
は
じ
と
い
う
類
は

第
二
巻
に
部
を
建
て
委
ヱ
ム
ヘ
リ
」
（廿
七
巻
８
オ
）
と
い
い

「某
が
は
し
、
某
が
ま
し
」
を
挙
げ

「上
に
こ
と
わ
れ
る
か
如
し
」
（廿

七
巻
８
ウ
）
と
言
う
の
み
で
個
々
の
例
語
は
挙
げ
な
い
が
、

こ
こ
Ｌ
一言
つ

「第
二
巻
」
即
ち
元

「
凡
例
の
第
二
巻
」
（↓
第
二
章
第
二

節
二
）
の
範
囲
に
車
語

「
か
は
し

か
は
し
く

か
は
し
き
」
の
例
語

「
あ

つ
か
は
し
、
い
た
づ
が
は
し
、
み
だ
り
が
は
し
、
ら
う
が
は

し
」
（‐７
オ
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
「
ケ
タ
カ
シ
」
「
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
」
は
別
に
廿
六
会
に
宣
長
書
入
語
が
あ
る
。
「
ケ

ヽ
シ
」
に
し

て
も

「
ケ
タ
カ
シ
」
「
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
」
に
し
て
も
ク
活
用
か
シ
ク
活
用
か
の
判
定
は
か
な
り
迷

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
重
出
抹

消
語
の
ソ
は
唯

一
の
平
仮
名
書
き
の

「
あ
ら
／
ヽ
し
」

一
語
。

『
詞

つ
か
ひ
』
不
採
用
の

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
は
三
八
語
で
、
そ
の
多
く
は
道
麿
書
入

。
他
筆
書
入
、
宣
長
書
入
で
も
重

出

。
抹
消
の
語
で
あ
る
こ
と
は
見
て
き
た
と
お
り
で
あ

っ
て
、
正
常
な
位
置
に
正
常
に
書
か
れ
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
語
は

一
二
語
で

あ
る
。
列
挙
す
れ
ば
、
廿
六
会
は
、

ア
ハ
シ
、
イ
シ
ヽ
、
ウ
レ
タ
シ
、
カ
ル
シ
、
サ
キ
シ
、
ノ
ド
ヶ
シ
、
モ
シ

廿
七
会
は
、

ク
チ
ホ
シ
、

マ
ド
ハ
シ
、
夕
ヾ
シ
、
オ
サ
／
ヽ
シ
、
ヲ
ト
ナ
／
ヽ

シ

で
あ
る
。
う
ち

「
ク
チ
ホ
シ
、
オ
サ
／
ヽ
シ
、

ヲ
ト
ナ
／
ヽ

シ
」
は
仮
名
違
い
の
例
語
で
あ
り

（↓
ｂ
）
、
「
サ
キ
シ
、
モ
シ
、

マ
ド
ハ
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シ
」
は
形
容
詞
と
し
て
そ
の
存
在
が
疑
わ
し
い
。

ｂ

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
道
麿
書
入
語

道
麿

の
朱
筆

・
付
箋
に
よ
る
書
入
語
は

一
三
語
が
第

一
次
例
語
（
ウ

・
コ
）
、　
一
五
語
が
不
採
用
例
語
で

（
オ

・
シ
）
、
朱
筆

・
付
箋

の
別
に
よ
る

『
詞

つ
か
ひ
』
採
用

・
不
採
用
の
別
は
な
い
。

道
麿
書
入
に
つ
い
て
更
に
述
べ
れ
ば
、
ア
の
例
語
に

「
イ
チ
ジ
ル
シ
」
の

「
ル
」
に
対
し
て
道
麿
が
朱
で
右
傍
に

「
口
」
と
書
入
れ

る
例
語
が
あ
り
、
『詞

つ
か
ひ
』
は

「
い
ち
じ
る
し
」
。
ク
の
例
語
に

「
ア
ハ
タ

ヽ
シ
、
フ
ト
ナ
シ
」
が
あ

っ
て
、
「
ア
ハ
タ
ヽ
シ
」
の

「
ハ
」

に
対
し
て

「
ワ
カ
」
と
朱
書
し

「
ヲ
ト
ナ
シ
」

に

「
オ
ト
ナ
シ
ニ
ヤ
」
と
傍
書
す
る
道
麿
書
入
が
あ
り
、
『
詞

つ
か
ひ
』

で
は

「
あ
は
た
ゝ
し
、
を
と
な
し
」
。
オ
の

「何
ナ
シ
ノ
類
」
と
し
て
付
箋
に
よ

っ
て

一
括
列
挙
す
る
例
語
に

「
オ
フ
ケ
ナ
シ
」
が
あ

っ
て
、

『
詞

つ
か
ひ
』
も
テ
に
含
ま
れ
る

「某
な
し
」

の
語
と
し
て

一
括
列
挙
す
る
例
語
に
こ
こ
で
は

「
お
ほ
け
な
し
」
が
あ
る
。
両
者
と
も

に

「―
―
な
し
」

と
し
例
語
を

一
括
す
る
が

一
致
す
る
例
語
は
多
く
な
い
。　
サ
の
例
語
に

「
ク
チ
ホ
シ
」

「
オ
サ
ノ
ヽ
シ
、　
フ
ト
ナ

／
ヽ
シ
」

が
あ
り
、

対
し
て

『
詞

つ
か
ひ
』

に

「
く
ち
を
し
」

「
お
と
な
／
ヽ
し
、
を
さ
／
ヽ
し
」

が
あ
る
。

「
オ
サ
／
ヽ

シ
」

の

「
オ
」

に

「
ヲ
カ
」
、
「
ヲ
ト
ナ
／
ヽ
シ
」
の

「
ヲ
」

に

「
オ
カ
」
の
朱
の
道
麿
書
入
が
あ
る
。
な
お
、
『活
用
言
の
冊
子
』
翻
刻

（『
宣

長
全
集
』
第
五
巻
）
が
他
筆
と
す
る

一
語

「
ツ
メ
タ
シ
」
は
不
採
用
例
語
で
あ
る
（
力
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
、
特
に
仮
名
遣
い
に
お
い
て
、
『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
が
、
道
麿
書
入
が
あ

っ
て
も
そ
れ
以
前
の
仮
名
の
ま
ま
で

（
Ｈ
）

あ

っ
た
り
書
入
に
従

っ
た
仮
名
で
あ

っ
た
り
す
る
の
は
常
昭
が

『
詞

つ
か
ひ
』
を
書
き
写
し
た
と
き
、
宣
長
の
依
頼
に
よ
る
道
麿
加
筆

の
途
中

で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

両
書
対
照
に
お
い
て

一
言
。
夕
の

「
カ
シ
ロ
シ
」
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
か
し
こ
し
」

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
処
理
し
た
。
『
活

用
言
の
冊
子
』
の
単
な
る
書
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
大
平
本

『
御
国
詞
活
用
抄
』
も

「
カ
シ
ロ
シ
」
で
あ
る
。



223 第一節 『活用言の冊子』との関係

ｃ

『
詞

つ
か
ひ
』
の
第
二
次
例
語

第
二
次
例
語
七
三
語
の
う
ち
正
常
な
位
置
に
正
常
に
書
か
れ
た
と
見
倣
さ
れ
る
例
語
は
、
廿
六
巻
に

「
い
し
、
お
ほ
し
、
き
よ
し
、

く
ば
し
、
す
く
な
し
、
ね
む
た
し
、
も
ろ
し
、
お
ほ
け
な
し
」
（
一ι
、
「某
な
し
」
と
し
て

一
括
す
る

「
あ
ら
け
な
し
、
い
と
な
し
、

き
た
な
げ
な
し
、
し
ど
け
な
し
、

つ
れ
な
し
、
は
し
た
な
し
、
は
か
な
し
、
わ
り
な
し
」
（
一ι
、
廿
七
巻
に

「
い
ぶ
か
し
、
い
と
ゞ
し
、

い
ま
は
し
、

い
つ
か
し
、
か
ぐ
は
し
、
こ
さ
か
し
、
そ
し
ら
は
じ
、
な
げ
か
し
、

に
き
は
ゝ
し
、
ほ
こ
ら
し
、
よ
そ
ほ
し

（重
出
）
、

く
ち
を
し
、
某
か
は
し
」
「
し
れ
／
ヽ
し
、
ふ
く
／
ヽ
し
、
ら
う
／
ヽ
し
、
ち
か
ら
／
ヽヽ
し
、
お
と
な
／
ヽ
し

（
フ
ト
ナ
／
ヽ

シ
）
、
を

さ
／
ヽ
し

（
オ
サ
／
ヽ

シ
と

（
ノ
）
で
あ
る
。

常
追
考
語

・
朱
筆
語

。
欄
外
語
は
廿
六
巻
に

「
た
る
し
、
い
と
な
し
、
い
さ
ぎ
よ
し
、
ゑ
ぐ
し
、
し
づ
け
し
、
す
ご
し
、
う
た
て
し
、

お
ほ
き
し
、
か
た
し
け
な
し
、
こ
き
た
し
、
こ
こ
ろ
く
し
、
め
ぐ
し
」
（
卜
）
、
廿
七
巻
に

「
い
ま
め
か
し
、
う
れ
は
し
、
う
け
は
し
、

お
も
だ
ゝ
し

（重
出
）
、
お
も
ほ
し
き
、
、
な
み
だ
ぐ
ま
し
、
人
々
し
、
べ
か
し
、
辞
　
ま
じ
、
こ
の
も
し
、
い
づ

つ
し
、
う
む
が
し
、

う
ま
し
、
お
も
じ
、
け
だ
し
く
、
さ
が
し
」
「
ほ
と
／
ヽ
し

（重
出
）
、
な
ま
／
ヽ
し
」
（
ハ
）
。
重
ね
語
中
の
常
追
考
語

。
朱
筆
語

。
欄

外
語
が

「
よ
ろ
こ
ぼ
し
、
お
ひ
た
ゝ
し
、
く
す
は
じ
」

（
ハ
）
で
、
他
に
重
出
語
が
廿
六
巻
に

「
か
た
し

（「活
用
言
の
冊
子
」

一
語
、

「
詞

つ
か
ひ
」
二
語
）
、
け
ぶ
し

（同
と

（
ナ
）
、
廿
七
巻
の
重
ね
語
中
に
常
追
考
語

「
ほ
と
／
ヽ
し
、
お
も
だ
ゝ
し
」
と

「
よ
そ
ほ
し
」

（
ヒ
）
が
あ
る
。
重
出
語
の

「
ほ
と
／
ヽ
し
、
お
も
だ
ゝ
し
」
に
は
傍
線
が
引
か
れ
、
お
そ
ら
く
重
出
語
で
あ
る
が
ゆ
え
の
抹
消
の
意
で

あ
る
。

常
追
考
語

。
朱
筆
語

。
欄
外
語

（
卜
・
ハ
。
ヒ
）
の
殆
ど
に
証
例
も
し
く
は
出
典
が
付
き
、
そ
れ
を
欠
く
の
は

「
け
だ
し
く
」
∩
ト

モ
ア
リ
」
と
書
き
添
え
る
）
と

「
さ
が
し
」
翁
嵯
峨
ノ
字
音
欺
」
と
書
添
え
る
）
に
す
ぎ
な
い
。
な
か
に

「
べ
か
し
、
辞

ま
じ
、
け

だ
し
く
」
の
よ
う
に
形
容
詞
と
し
て
認
め
が
た
い
語
も
あ
る
が
概
ね
そ
の
認
定
は
正
し
い
。
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な
お

「
お
ほ
け
な
し
」

０
こ
、

「
お
と
な
／
ヽ
し
、

を
さ
／
ヽ
し
」

（
ノ
）
は
仮
名
違
い
の
関
係

（↓
ｂ
）
、

「
く
ち
を
し
」

（
ノ
）
も

『活
用
言
の
冊
子
』
は

「
ク
チ
ホ
シ
」
が
あ
る
。

③
　
凸旦
長
書
入
語
と
道
麿
書
入
語

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
書
入
語
の
う
ち
宣
長
と
道
麿
と
で
は

『
詞

つ
か
ひ
』

の
例
語
と
の
異
同
が
い
さ
さ
か
異
な
る
。
宣
長
書
入
語

は
殆
ど
が

『
詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
と
し
て
存
在
す
る
が
、
道
麿
書
入
語
は
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
が
比
較
し
て
多
い
に
し
て
も
載
ら
な

い
語
も
存
在
し
、
こ
の
違
い
は
形
容
詞
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
で
あ
る

（↓
田
）
。
こ
の
こ
と
は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
が

一
応
成

っ
て

道
麿
が
そ
れ
に
書
入
れ
を
加
え
た
時
期
は
宣
長
が
そ
う
し
た
時
期
よ
り
も
遅
く
、
形
容
詞

へ
の
書
入
れ
は
動
詞

へ
の
そ
れ
よ
り
も
後
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
問
題
と
す
べ
き
は
こ
の
点
、
即
ち

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
田
中
道
麿
書
入
語
と
同

一
語
が

『詞

つ
か
ひ
』
の
第

一
次
例
語
に

も
第
二
次
例
語
に
も
存
在
す
る
点
で
、
常
昭
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
て

「詞

つ
か
ひ
」
研
究
の
緒
に
就
い
た
時
期
が
、
こ

の
こ
と
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
特
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。

四
　
第

一
次
例
語
成
立

の
時
期

常
昭
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
し
た
の
は
何
時
頃
の
こ
と
か
。
天
明
二

〈
一
七
八
二
〉
年
十
月
八
日
付
田
中
道
麿
宛

（‐２
）

宣
長
書
簡
の

「
活
用
言
ノ
冊
子
、
所
々
御
書
添
被
レ
下
、
恭
奉
レ
存
候
、
猶
追
々
奉
レ頼
候
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
既
に

一
応

『活
用
言

の
冊
子
』
は
成

っ
て
宣
長
自
身
の
推
敲
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
た
し
、
天
明
二
年
十
月
前
後
の
頃
は
道
麿
の
推
敲
の
時
で
も
あ

っ
た
。

道
麿
の
鈴
屋
入
門
は
安
永
九

〈
一
七
八
〇
〉
年
の
こ
（測

で
、
こ
れ
は
正
式
入
門
で
あ
る
が
こ
の
年
以
前
、
安
永
六

〈
一
七
七
七
〉
年
に



は
既
に
面
識
が
あ

っ
た
と
」
型
。
宣
長
日
記
の

「
天
明
四
年
甲
辰
日
記
　
十
月
小
四
日
」
の

「今
夜
成
刻
、
尾
張
田
中
荘
兵
衛
道
麻
呂

入
道
道
全
、
死
之
由
、
後
聞
レ之
、
六
十

一
馳
」
に
よ
れ
ば
、
道
麿
は
天
明
四

〈
一
七
八
四
〉
年
十
月
に
没
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

宣
長
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
道
麿
の

『
活
用
言
の
冊
子
』
書
入
の
時
期
は
、
幅
広
く
考
え
て
正
式
入
門
の
安
永
九
年
か
ら
天
明
四
年
ま

で
の
凡
そ
四
年
ほ
ど
の
間
と
な
る
。
こ
の
間
、
道
麿
は
宣
長
の
依
頼
に
応
じ
て
何
度
か
訂
正
追
加
の
意
見
を
述
べ
た
に
違
い
な
い
。

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
道
麿
書
入
語
に

『
詞

つ
か
ひ
』

の
第

一
次
例
語
と
な
る
語
と
な
ら
な
い
語
と
が
あ
る
こ
と
は
述
べ
た
。

こ
の

第

一
次
例
語
成
立
の
時
期
は
安
永
九
年
前
後
か
ら
天
明
四
年
ま
で
の
間
の
こ
と
と
な
る
。
常
昭
の
鈴
屋
入
門
は
安
永
三

〈
一
七
七
四
〉

年
の
こ
と
。
天
明
二
年
の
頃
に
は
既
に

『活
用
言
の
冊
子
』
に
よ
っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
に
着
手
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

『
詞

つ
か
ひ
』
が

一
応
成

っ
て
そ
れ
に
宣
長
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
た
の
は
寛
政
四

（
一
七
九
二
）
年
十

一
別
少
し
前
の
こ
と
で
あ
る
。

天
明
二
年
か
ら
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
常
昭
が
活
用
研
究
の
緒
に
就
い
た
頃
、
そ
れ
は
専
ら
師
の

『活
用
言
の
冊
子
』
に
依
存

す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
こ
の
十
年
の
間
に
常
昭
独
自
の
文
法
理
論
、
活
用
論
が
熟
成
し
ほ
と
ん
ど
確
立
す
る
ま
で
に
至

っ
た
。

『
詞

つ
か
ひ
』
の
第
二
次
例
語
は
こ
の
期
間
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
第

一
部
二

・
第
二
節
二
。

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
翻
刻
、
『宣
長
全
集
』
別
巻

一
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

鈴
木
腹
旧
蔵
本

・
安
藤
直
太
郎
蔵
本
。
復
刻
、
『文
莫
』
第
五
号

（昭
和
五
十
五
年
四
月
　
鈴
木
腹
学
会
）。

『宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
大
野
晋

「翻
刻
」
の
注
記
に
よ
る
。

『宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
大
野
晋

「翻
刻
」
に
よ
る

「他
筆
３
」。

『詞
つ
か
ひ
』
中
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
道
麿
朱
筆
書
入
を
指
し
て

「朱
書
」
と
す
る
箇
所
は
も
う

一
例
、
「第
十
巻
」
の
例
語

「
さ
ね

さ
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ぬ

さ
ぬ
る
」
。

８
　
一
②
に
お
い
て
、
春
房
書
入
語
が
例
語
と
し
て
七
語
、
う
ち
第
二
次
例
語
が
六
語
、
第

一
次
例
語
が

一
語
と
し
た
が
、
ア
・
工
。
オ

・
キ

・

ク

・
ケ
が
第
二
次
例
語
、
力
が
第

一
次
例
語
と
な
る
。
イ

・
ウ

・
コ
は
証
例
。

９
　
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
「宣
長
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
草
案
が

一
応
出
来
て
春
庭
に
清
書
さ
せ
た
後
も
、
道
麿
を
相
談
相
手
と
し
て
絶
え

ず
補
正
を
心
が
け
、
道
麿
の
没
後

（天
明
四
年
十
月
死
亡
）
も
随
時
筆
を
加
え
て
、
そ
の
完
成
に
務
め
た
…
…
」
（１１
ペ
ー
ジ
）
な
ど
。

１０
　
注
６
。

１１
　
『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
七
二
。

‐２
　
注
Ｈ
。

‐３
　
『授
業
門
人
姓
名
録
』
自
筆
本
、
安
永
九
年
の
条
に

「美
濃
国

尾
張
国
名
古
屋
住
　
田
中
荘
兵
衛
　
道
麻
呂
」。
『宣
長
全
集
』
第
二
十
巻

一

九
九
ぺ
。

‐４
　
『宣
長
全
集
』
第
六
巻
、
大
久
保
正

「解
題
」
。
同
第
十
六
巻
、
大
久
保
正

「補
注
」
二
九
九
。

‐５
　
『宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
二
九
九
ぺ
。

‐６
　
第

一
章
第

一
節
二
、
引
用
②
。

○
第

一
節
は
、
「活
用
研
究
史
上
に
お
け
る

『詞
つ
か
ひ
』
―
所
属
例
語
を
中
心
に
―
」
「
国
語
国
文
研
究
』
第
五
八
号
　
昭
和
五
十
二
年
八
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
加
筆
訂
正
し
、
書
き
改
め
た
。
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塞

一節

『詞
つ
か
ひ
』
の

「車
」
と
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
例
語
排
列

一
　

例
語
の
排
列

『詞
八
衝
』
成
立
に
関
し
て
、
『活
用
言
の
冊
子
』
↓

『御
国
詞
活
用
抄
』
↓

『活
語
断
続
譜
』
↓

『詞
八
衝
』
の
経
路
が

一
つ
の
定

説
と
な
っ
て
い
る
が
、
足
立
巻

一
は

「
『
冊
子
』
か
ら

『
八
衝
』

へ
至
る
の
に
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
径
路
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
そ
れ
は
柴
田
常
昭
か
ら
芝
原
春
房
を
へ
て
春
庭
に
結
ば
れ
る
道
筋
で
あ
る
」
と
し
て

『詞
つ
か
ひ
』
を
重
要
視
し
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
前
著

『春
庭
の
語
学
研
究
』
に
述
べ
た
。
繰
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
以
下

『詞
つ
か
ひ
』
を
中
心
に
史
上
の
そ
の
位
置
に

つ
い
て
述
べ
る
。

『詞
つ
か
ひ
』

の
研
究
が

『活
用
言
の
冊
子
』

に
倣
い
、

そ
の
例
語
を
書
き
写
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
述
べ
た
。

『
詞
つ
か

ひ
』
の
活
用
型
の
排
列

（巻
序
）
、
例
語
及
び
そ
の
排
列
が
大
枠
に
お
い
て

『活
用
言
の
冊
子
』
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
き
た
。

『
詞
八
衝
』
（刊
本
）
は
全
く
そ
れ
と
違

っ
て
活
用
型
の
排
列
も
例
語
の
排
列
も
徹
底
し
て
五
十
音
図
を
適
用
す
る
。　
一
見
、
『
詞
つ
か

ひ
』
と

『詞
八
衝
』
と
に
類
似
点
は
な
い
か
の
よ
う
だ
が
、
「
刊
本
」
の
草
稿
本
の

一
つ
に

「初
稿
本
」
と
呼
ば
れ
る
稿
本
が
あ

っ
て
、

そ
の
例
語
の
排
列
と

『詞
つ
か
ひ
』
の

「車
」
論
と
に
共
通
点
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
前
著
に
お
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

再
び
述
べ
る
。

０
　
『活
用
言
の
冊
子
』
系
と
刊
本

『
詞
八
街
』
の
例
語
排
列
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Ｉ

「
活
用
言
の
冊
子
」
系
例
語
排
列
の
規
準

（↓
第

一
節

一
０
）

１
　
語
頭

（第

一
音
節
）
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

２
　
同

一
語
頭
の
語
を
音
節
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
と
並
べ
る
。

３
　
同

一
音
節
数
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並

べ
る
。

４
　
同

一
第
二
音
節
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
以
下
、
こ
の
繰
り
返
し
。

こ
れ
が

一
応
の
規
準
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
第
二
音
節
以
下
の
五
十
音
順
適
用

（４
）
は
例
外
が
多

い
し
、
例
語
数
の
少
な
い
巻
で
は
特
に
そ
う
で
あ
る

（↓
第

一
節

一
０
）
。

Ⅱ
　
刊
本
詞
八
衝
例
語
排
列
の
規
準

１
　
語
頭

（第

一
音
節
）
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

２
　
同

一
語
頭
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

３
　
同

一
第
二
音
節
の
語
の
第
三
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

４
　
同

一
第
二
音
節
の
語
の
第
四
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
以
下
、
こ
の
繰
り
返
し
。

Ｉ
と
Ⅱ
の
違
い
は
、
Ｉ
に

「
２
、
同

一
語
頭
の
語
を
音
節
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
と
並
べ
る
」
が
あ
る
点
で
、
語
の
音

節
数
を
規
準
の

一
つ
と
し
な
け
れ
ば
Ｉ
と
Ⅱ
は
全
く
同
じ
も
の
に
な
る
。

②
　
初
稿
本

『
詞
八
衝
』
の
例
語
排
列

ａ
　
例
語

初
稿
本

『
詞
八
衝
』
の
幾

つ
か
の
例
語
を
列
記
す
る
。
挿
入

。
抹
消
の
あ
る
の
が
稿
本
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
現
在
の
姿

（①
③
④
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⑤
）
、
な
い
の
が
初
期
の
姿

（②
）
と
す
る

（原
本
の

一
行
を
こ
こ
で
も

一
行
と
し
て
翻
字
）
。

○
加
行
四
段
の
活
詞

①
曖

含

↓

〔咆

）〕
蒙

傘

ｓ

蒙

含

↓

含

ｓ

質

戯

〈
ゼ

〉

そ
く
　
そ
ぐ
　
せ
く
　
た
く
　
た
ぐ
　
つ
く
　
つ
ぐ
　
と
く

退
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔焼
〕　
　
　
　
　
　
〔付
）
　
〔継
〕継
　
〔解
〕

な
く
　
な
ぐ
　
ぬ
く
　
ぬ
ぐ
　
ね
ぐ
　
〔
の
く
〕

は
く
　
〔は
ぐ
〕

〔鳴
〕　
　
　
　
　
　
〔抜
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吐

〈
く
く
〉

〈
つ
く
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
と
ぐ
〉

ひ
く
　
ふ
く
　
ほ
ぐ
　
ま
く
　
ま
ぐ
　
む
く
　
〔め
く
〕

や
く

吹

ゆ
く
　
〈
わ
く
〉

わ
く
　
を
く
　
あ
く
　
つ
く
　
は
く
　
ふ
く
　
の
く

分

　

　

招

　

　

開

明

　

　

嶋

　

　

ヨＴ
　

　

葺

た

み
が
く
　
　
う
ご
く
　
　
ふ
さ
ぐ
　
　
か
し
く
　
　
ふ
せ
ぐ
　
　
そ
ゝ
く

〈
ほ
さ
く
〉
〈
む
だ
く
〉

宍
う
ら
ぐ
と

〈
あ
が
く
〉

抱

い
そ
ぐ
　
の
ぞ
く
　
い
だ
く
　
く
だ
く
　
す
だ
く
　
た
ゝ
く

い

つ
く
　
か
づ
く
　
き
づ
く

　
つ
ゞ
く
　
な

つ
く
　
も
ど
く

〈
な

へ
ぐ
〉

穴

つ
ま
づ
く
こ

〈
し
づ
く
〉
　
　

　

　

　

　

　

十
一ラ
」

つ
な
ぐ
　
ま
ね
く
　
し
の
ぐ
　
な
び
く
　
ひ
ゞ
く
　
あ
ふ
ぐ

〈
と
よ
ぐ
〉

〔〈
さ
わ
ぐ
と
　
〈
ひ
し
ぐ
〉

あ

へ
ぐ
　
そ
む
く
　
さ
や
ぐ
　
あ
ゆ
ぐ
　
お
よ
ぐ
　
そ
よ
ぐ

ひ
ら
く
　
ゆ
ら
く
　
ゑ
ら
ぐ
　
あ
り
く
　
あ
る
く
　
か
わ
く

し
く
　
す
く

〔敷
〕
　

好
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さ
わ
ぐ
　
し
ぶ
く
　
し
ぞ
く
　
く
ど
く
　
う
め
く
　
み
そ
ぐ

退

す

ゝ
ぐ
　
は
ぶ
く

〔
つ
な
ぐ
〕
ゆ
る
ぐ
　
ひ
し
ぐ
　
ふ
づ
く

〈
う
た
ぐ
〉

し
り
ぞ
く
　
お
ど
ろ
く
　
な
ま
め
く
　
さ

ゝ
め
く
　
さ
ゝ
や
く

か

ゝ
や
く
　
を
の
ゝ
く
　
わ
な

ゝ
く

　
つ
ま

つ
く
　
ぬ
か
づ
く

か
し
づ
く

　
つ
ら
ぬ
く
　
か
た
ふ
く
　
ひ
ら
め
く
　
し

ハ
ぶ
く

〈
そ
よ
め
く
〉

あ
ざ
む
く
　
い
た

ゝ
く
　
う
し
は
く
　
〔そ

ゝ
お
め
く
〕

時
め
く
　
十
四
オ
」

〈
す
み
や
く
〉
　

　

　

〈
つ
ま
づ
く
〉

そ
ゞ
ろ
く
　
た
ひ
ら
ぐ
　
ほ
の
め
く
　
み
ち
び
く

た
な
ひ
く
　
や

ハ
ら
ぐ
　
お
ぼ
め
く
　
う
な
づ
く

た
じ
ろ
く
　
み
じ
ろ
く
　
と
ろ
ゝ
く
　
ひ
ざ
ま

つ
く

ま
じ
ろ
く
　
し
は
ぶ
く

　
つ
ら

ゝ
く

○
加
行
四
段

の
活
詞

②
あ
く
　
お
く
　
か
く
　
き
く
　
う
く
　
さ
く
　
し
く
　
す
く

そ
く
　
そ
ぐ
　
せ
く
　
た
く
　
た
ぐ

　
つ
く

　
つ
ぐ
　
と
く

な
く
　
な
ぐ
　
ぬ
く
　
ぬ
ぐ
　
ね
ぐ
　
の
く
　
は
く
　
は
ぐ

ひ
く
　
ふ
く
　
は
ぐ
　
ま
く
　
ま
ぐ
　
む
く
　
め
く
　
や
く
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ゆ
く
　
わ
く
　
を
く
　
あ
く
　
つ
く
　
は
く
　
ふ
く
　
の
く

み
が
く
　
う
ご
く
　
ふ
さ
ぐ
　
か
し
く
　
ふ
せ
ぐ
　
そ

ゝ
く

い
そ
ぐ
　
の
ぞ
く
　
い
だ
く
　
く
だ
く
　
す
だ
く
　
た

ゝ
く

い

つ
く
　
か
づ
く
　
き
づ
く

　
つ
ゞ
く
　
な

つ
く
　
も
ど
く
　
十
一号
」

つ
な
ぐ
　
ま
ね
く
　
し

の
ぐ
　
な
び
く
　
ひ
ゞ
く
　
あ
ふ
ぐ

あ

へ
ぐ
　
そ
む
く
　
さ
や
ぐ
　
あ
ゆ
ぐ
　
お
よ
ぐ
　
そ
よ
ぐ

ひ
ら
く
　
ゆ
ら
く
　
ゑ
ら
ぐ
　
あ
り
く
　
あ
る
く
　
か
わ
く

さ
わ
ぐ
　
し
ぶ
く
　
し
ぞ
く
　
く
ど
く
　
う
め
く
　
み
そ
ぐ

す

ゝ
ぐ
　
は
ぶ
く

　
つ
な
ぐ
　
ゆ
る
ぐ
　
ひ
し
ぐ
　
ふ
づ
く

し
り
ぞ
く
　
お
ど
ろ
く
　
な
ま
め
く
　
さ

ゝ
め
く
　
さ

ゝ
や
く

か

ゝ
や
く
　
を
の
ゝ
く
　
わ
な

ゝ
く
　
つ
ま

つ
く
　
ぬ
か
づ
く

か
し
づ
く

　
つ
ら
ぬ
く
　
か
た
ふ
く
　
ひ
ら
め
く
　
し

ハ
ぶ
く

あ
ざ
む
く
　
い
た

ゝ
く
　
う
し
は
く
　
そ

ゝ
お
め
く
　
時
め
く
　
十
四
己

そ
ゞ
ろ
く
　
た
ひ
ら
ぐ
　
ほ
の
め
く
　
み
ち
び
く

た
な
ひ
く
　
や

ハ
ら
ぐ
　
お
ぼ
め
く
　
う
な
づ
く

た
じ
ろ
く
　
み
じ
ろ
く
　
と
ろ
ゝ
く
　
ひ
ざ
ま

つ
く

ま
じ
ろ
く
　
し
は
ぶ
く

　
つ
ら

ゝ
く

○
波
行
四
段

の
活
詞

（
四
音
節
以
上

の
例
語
。
二
音
節
語

。
三
音
節
語
は
省
略
）
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③
あ
ら
そ
ふ
　
あ
ら
か
ふ
　
は
ら
ば
ふ
　
よ
ろ
ほ
ふ
　
た
ゞ
よ
ふ

〈
お
と
な
ふ
〉

〈
ま
じ
ら
ふ
〉

〈あ
な
な
ふ
〉

〈
へ
つ
ら
ふ
〉

〈と
も
な
ふ
〉

あ
き
な
ふ
　
わ

つ
ら
ふ
　
う

つ
ろ
ふ
　
ゐ
や
ま
ふ
　
と
ゝ
の
ふ

〈う
や
ま
ふ
〉

た
ゝ
か
ふ
　
　
た
ゆ
た
ふ
　
　
に
ぎ

ハ
ふ
　
　
い
さ
な
ふ

〈
い
ご
の
ふ
〉

〈
あ
ま
な
ふ
〉

〈
あ
と
も
ふ
〉

〈
か
こ
ふ
〉

う
た
が
ふ
　
　
い
さ
よ
ふ
　
　
う
し
な
ふ
　
　
な
づ
さ
ふ

う
か
が
ふ
　
十
七
己

〈
さ
す
ら
ふ
〉

さ
も
ら
ふ

〈
さ
む
ら
ふ
〉

ち
り
ほ
ふ

か
た
ら
ふ

〈
さ
ま
よ
ふ
〉

〈
ま
じ
な
ふ
〉

た
め
ら
ふ
　
そ
こ
な
ふ

〔あ
き
な
ふ
〕

つ
み
な
ふ

し
た
が
ふ
　
　
よ
ろ
こ
ぶ

は
か
ら
ふ
　
　
つ
く
ろ
ふ

〈
ね
ぎ
ら
ふ
〉
〈
の
た
ま
ふ
〉

や
す
ら
ふ
　
　
し

つ
ら
ふ

ま
ひ
な
ふ
　
　
ふ
る
ま
ふ

な

〔う
づ
な
ひ
〕

う
づ
の
ふ

〈
も
こ
よ
ふ
〉

〈
ま

つ
ろ
ふ
〉

変
格

し
の
ぶ
　
此
条
な
し

あ
げ

つ
ら
ふ
　
ひ
こ
づ
ら
ふ

○
加
行
下
三
段
の
活
詞

や
し
な
ふ
　
　
つ
く
な
ふ

か
ゞ
よ
ふ
　
　
さ
ま
よ
ふ

〈
ま
ひ
な
ふ
〉

ま
か
な
ふ

な
ぞ
ら
ふ
　
　
い
さ
か
ふ

う
べ
な
ふ

　

し
ゞ
ま
ふ

進
退

〈
あ
た
な
ふ
〉

つ
き
じ
ろ
ふ
　
あ
ざ
わ
ら
ふ
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④
あ
く
る
　
あ
ぐ
る
　
う
く
る

〈う
な
る
〉
〔の
く
る
〕
つ
ぐ
る
　
と
く
る

な
ぐ
る
　
に
ぐ
る
　
か
く
る

〈
か
く
る
〉

〈
た
く
る
〉

ふ
く
る
　
ま
く
る
　
む
く
る

逃
　
　
　
　
懸
　
　
　
　
快
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負

や
く
る
　
わ
く
る
　
つ
く
る
　
ま
ぐ
る
　
す
ぐ
る
　
は
ぐ
る

焼
　
　
　
　
　
　
　
付

さ
く
る
　
さ
ぐ
る
　
の
く
る
　
と
ぐ
る
　
ぬ
く
る
　
　
　
　
　
　
十
五
己

あ
づ
く
る
　
か

ゝ
ぐ
る
　
か
づ
く
る
　
さ

ゝ
ぐ
る
　
さ
づ
く
る

〈
か
じ
く
る
〉

た
す
く
る
　

つ
ゞ
く
る
　
な
づ
く
る
　
た
は
く
る
　
わ

ゝ
く
る

そ
む
く
る
　
た
む
く
る
　
く
だ
く
る
　
ひ
ら
く
る
　
ひ
ろ
ぐ
る

か
ま
く
る
　
あ
ら
く
る
　
，？
り
ぐ
る
　
〔か

ゝ
ぐ
る
〕

さ
ま
た
ぐ
る
　
た
ひ
ら
ぐ
る
　
や

ハ
ら
ぐ
る
　
し
ら
ぐ
る

精

○
良
行
下
二
段

の
活
詞

⑤
あ
る
ゝ
　
い
る
ゝ
　
か
る
ゝ
　
き
る
ゝ
　
く
る
ゝ
　
〔じ
る
ゝ
〕

そ
る
ゝ
　
た
る
ゝ
　
つ
る
ゝ

〔と
る
ゝ
〕

な
る
ゝ
　
ぬ
る
ゝ

〈
く
る
ゝ
〉

は
る
ヽ
　
ふ
る
ゝ
　
〔ほ
る
ゝ
〕

も
る
ゝ
　
や
る
ゝ
　
よ
る
ゝ

わ
る
ゝ
　
を
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
工９
」

け
が
る
ゝ
　
こ
が
る
ゝ
　
せ
か
る
ゝ
　
つ
か
る
ゝ
　
な
が
る
ゝ

ひ
か
る
ゝ
　
の
が
る
ゝ
　
め
か
る
ゝ
　
わ
か
る
ゝ
　
ま
ぎ
る
ゝ
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お
か
る
ゝ
　
お
く
る

ゝ
　
か
く
る
ゝ
　
し
く
る

ゝ
　
す
ぐ
る
ゝ

〈
ま
み
る

ゝ
〉
〈
あ
ざ
る

ゝ
〉

ふ
く
る

ゝ
　
め
さ
る

ゝ
　
や

つ
る
ゝ
　
わ
す
る

ゝ
　
お
そ
る

ゝ

う
た
る

ゝ
　
み
だ
る

ゝ

〈
は
づ
る
ゝ
〉
は

つ
る

ゝ
　
く
づ
る

ゝ
　
む

つ
る
ゝ

は
な
る

ゝ
　
た
は
る

ヽ
　
あ
ふ
る
ゝ
　

つ
ぶ
る

ゝ
　
や
ぶ
る

ゝ

お
ぼ
る

ゝ
　
た
ふ
る

ゝ
　
し
を
る
ゝ
　
し
ら
る

ゝ
　
ね
ら
る

ゝ

〈
こ
ぼ
る
ゝ
〉

よ
ら
る

ゝ
　
を
ら
る

ゝ
　
き
ら
る
ゝ
　
あ
き
る

ゝ
　

〔さ
そ

ハ
る

ゝ
〕

廿
七
己

う
ま
る

ゝ
　
あ
か
る

ゝ
　
け
た
る
ゝ
　
う
か
る

ゝ
　
た
ゞ
る

ゝ

散

お
も
は
る
ゝ
　
し
の
は
る

ゝ
　
な
が
め
ら
る

ゝ
　

い
と

ハ
る

ゝ

わ
す
ら
る
ゝ
　
や
す
ら

ハ
る
ゝ
　
む
す
ぼ
る

ゝ
　
む
す
ぼ
ほ
る
ゝ

た
は
ふ
る

ゝ
　
お
そ

ハ
る

ゝ
　
お
と
づ
る

ゝ
　
ゆ
る
さ
る
ゝ

さ
そ

ハ
る

ゝ
　
や
と

ハ
る

ゝ
　
あ
ら

ハ
る

ゝ
　
あ
な
づ
ら
る

ゝ

か

こ
た
る
ゝ
　
お
ぼ

ゝ
る

ゝ
　
く

つ
を
る

ゝ
　
し
ほ
た
る
ゝ

も
よ
ふ
さ
る
ゝ
　
，？
り
や
ま
る
ゝ
　
す
み
や
か
る
ゝ

ｂ
　
排
列

の
規
準

「初
稿
本
」

は
反
故
紙

の
裏

に
書

い
て
あ
る
た
め
判
読
困
難
な
文
字
が
多
く
、
抹
消
語

。
書
入
語
も
多

い
。

い
ま
見
る
体
裁
は
、

例

え
ば
①

の
よ
う
に
雑
然
と
し
、
し
か
も
多
く
の
追
加
例
語
が
そ
れ
ぞ
れ
何
時

の
時
点

で
書
込
ま
れ
た
の
か
も
分
ら
な
い
の
で
、
例
語
を
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書
き
並
べ
た
初
期
の
形
態
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
今
、　
一
ペ
ー
ジ
九
行
で
あ
る
こ
と
、
行
間
の
広
狭
、
文
字
の
大
小

な
ど
を
手
掛
か
り
に
後
の
書
入
れ
と
推
定
さ
れ
る
語
を
削
除
し
抹
消
の
語
を
復
元
し
て
書
き
直
す
と
、　
一
応

「初
稿
本
」
例
語
排
列
の

最
も
初
期
の
姿
が
再
現
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
②
で
あ
る
。

②
の
例
語
の
排
列
は

一
見
無
秩
序
の
よ
う
だ
が
、
あ
る
規
準
に
従

っ
て
並
ん
で
い
る
。
特
に
二
音
節
語
、
三
音
節
語
に
お
い
て
そ
う

で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
規
準
で
あ
る
。

Ⅲ
　
初
稿
本
詞
八
衝
例
語
排
列
の
規
準

（初
稿
本
の
例
語
は
連
体
形
で
掲
出
す
る
の
で
靡

「
る
」
を
伴
う
二
段
活
の
場
合
、
末
尾

「
る
」
は
音
節
数
に
加
え
な
い
）

１
　
語
の
音
節
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
と
順
に
並
べ
る
。

２
　
同

一
音
節
数
の
語
の
、
下
か
ら
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
―
―
し
た
が
っ
て
二
音
節
語
で
は
語
頭
を
五
十
音
順

に
並
べ
る
語
順
と
同
じ
に
な
り
、
三
音
節
語
で
は
語
頭
の
順
は
五
十
音
と
全
く
関
係
の
な
い
も
の
と
な
る
。

３
　
一量
日
節
語
で
は
下
か
ら
の
第
二
音
節
が
同

一
の
場
合
、
そ
の
範
囲
内
で
下
か
ら
の
第
二
音
節

（
こ
の
場
合
、
語
頭
と

一
致
）

を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

四
段
活
詞
の
二
音
節
語

。
三
音
節
語
に
つ
い
て
は
、
不
完
全
な
が
ら
も
右
の
排
列
規
準
が
存
在
す
る
。
下
二
段
活
詞
の
三
音
節
語

（靡

「
る
」
を
除
く
と
二
音
節
語
）

の
場
合
、
例
え
ば
加
行

・
良
行
の
活
詞

（④
⑤
）
で
い
う
と
、
末
尾
が

「―
―
く
る
」
「―
―
る

る
」
と
な
る
の
で
語
頭
が
五
十
音
順
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
四
音
節
語

（靡

「
る
」
を
除
く
と
三
音
節
語
）
に
お
い
て
も
、
加
行
の
活

詞
で
は
か
な
り
乱
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
第
二
音
節
が
五
十
音
順
に
並
び
、
そ
の
第
二
音
節
同

一
の
語
が

一
括
さ
れ
、
そ
の
範
囲
の
語

に
お
い
て
第

一
音
節

（語
頭
）
が
五
十
音
順
に
並
ぶ
。
良
行
の
活
詞
で
は
語
の
末
尾
に

「―
―
か
る

（る
と

「―
―
く
る

（る
と

「―
―
た
る

（る
と

「―
―

つ
る

（る
と

「―
―
ふ
る

（る
と

「―
―
ら
る

（る
と

な
ど
が

一
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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四
音
節
以
上
の
語
の
排
列
に
は
、
二
音
節
語

・
三
音
節
語
の
よ
う
な
不
完
全
な
が
ら
も
存
在
し
た
規
準
が
な
く
、
語
の
音
節
数
に
よ

る
大
き
な
区
分
が
あ
る
程
度
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
に
も
、
確
か
に
多
く
の
例
外
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
語
の
末

尾
の
形
式
に
よ
る
排
列
が
あ
る
。

例
え
ば
加
行
四
段
の
活
詞
で
は

「
な
ま
め
く
、　
さ
ゝ
め
く
」

と

「―
―
め
く
」

が
続
き
、

次
に

「
さ
ゝ
や
く
、

か
ゝ
や
く
」

と

「―
―
や
く
」
が
続
き
、
「
つ
ま

つ
く
、
ぬ
か
づ
く
、
か
し
づ
く
」
と

「―
―
づ
く
」
が
三
語
、
「
た
じ
ろ
く
、
み
じ
ろ
く
、
と
ろ
ゝ
く
」

と

「―
―
ろ
く
」
が
三
語
続
く
こ
と
も
あ
る
。
波
行
四
段
の
活
詞
で
は

「
や
し
な
ふ
、　
つ
み
な
ふ
」
と

「―
―
な
ふ
」
が
二
語
、
「
か

た
ら
ふ
、
や
す
ら
ふ
、
し

つ
ら
ふ
」
と

「―
―
ら
ふ
」
が
三
語
続
く
。
抹
消
語
を
含
め
れ
ば

「
あ
き
な
ふ
、
う
づ
な
ふ
、
う
べ
な
ふ
」

と

「―
―
な
ふ
」
が
三
語
続
き
、
「
あ
げ

つ
ら
ふ
、
ひ
こ
づ
ら
ふ
」
の
よ
う
に

「―
―

？
り
ふ
」
が
続
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
こ
で
は

例
語
を
列
挙
し
な
い
が
①
③
以
外
の
麻
行
で
は

「
つ
ゝ
じ
む
、
か
な
し
む
、
あ
や
し
む
」
と

「―
―
し
む
」
が
三
語
続
き
、
「
た
し
な

む
、
い
と
な
む
」
と

「―
―
な
む
」
が
続
く
。
羅
行
で
は

「
つ
ゞ
ま
る
、
と
ゞ
ま
る
、
あ

つ
ま
る
、
か
ゞ
ま
る
」
と

「―
―
ま
る
」
が

四
語
続
き
、

「
？
ら
な
る
、　
か
さ
な
る
、
　
？
り
な
る

（重
出
こ

と

「―
―
な
る
」

が
続
く
。

「
た
ゝ
な
は
る
、　
う
ご
な
は
る
」

と

「―
―
な
は
る
」
が
続
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。

右
の
活
詞
の
末
尾

「
め
く
、
や
く
、　
つ
く
、
ろ
く
、
な
ふ
、
ら
ふ
、　
？
ら
ふ
、
し
む
、
な
む
、
ま
る
、
な
る
、
な
は
る
」
な
ど
の
語

が
す
べ
て

一
か
所
に
連
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
し
か
し
同
じ
形
式
の
末
尾
を
有
す
る
語
を
続
け
て
排
列
す
る
意
図
の

あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

追
加
例
語
と
認
め
ら
れ
る
書
入
語
に
お
い
て
も
、
波
行
の

「
ま
か
な
ふ
」

の
直
前
に

「
ま
ひ
な
ふ
」
を
書
入
れ
る
こ
と
、
「
さ
も
ら

ふ
」

の
右
に

「
さ
す
ら
ふ
」
、
左
に

「
さ
む
ら
ふ
」
を
書
入
れ
る
こ
と
、

こ
こ
に
例
語
は
列
挙
し
な
い
が
麻
行
の

「
う

つ
く
し
む
」
の

直
前
に
行
は
変
わ
る
が

「
い
つ
く
し
む
」
を
書
入
れ
る
こ
と
、
「
を
ろ
が
む
」
の
右
に

「
や
さ
か
む
」
を
書
入
れ
る
こ
と
、

こ
れ
ら
は
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同
じ
末
尾
の
語
を

一
か
所
に
ま
と
め
る
意
図
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
羅
行
の

「
ゆ
ま
は
る
」
に
続
け
て

「
き
よ
ま

ハ
る
」
を
書

入
れ
る
な
ど
、　
一
次
規
準
と
で
も
言
う
べ
き
音
節
数
に
よ
る
区
分
を
無
視
し
て
ま
で
同

一
末
尾
の
語
を

一
括
排
列
し
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
下
三
段
活
詞
に
も
、
例
え
ば
加
行
の

「
ら
く
（
る
と
、
良
行
の

「
は
る
（る
と

「
ほ
る
（
る
と

な
ど
が
あ
る
。

確
か
に
そ
れ
は
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
語
の
末
尾
の
形
式
に
よ

っ
て
例
語
を
排
列
す
る
意
図
の
あ

っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
れ
を

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
の

一
つ
の
規
準
と
し
て
追
加
し
て
お
く
。

Ⅲ
　
初
稿
本
詞
八
衝
例
語
排
列
の
規
準

（続
き
）

４
　
語
末
尾
の
同

一
形
式
の
語
を

一
括
す
る
。

見
て
き
た
よ
う
に

「初
稿
本
」

の
例
語
排
列
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
や
そ
の
系
列
の
諸
本
、
及
び
刊
本

『
詞
八
衝
』

で
は
例
語
の

語
頭
に
着
目
す
る
の
に
対
し
て
、
逆
に
語
尾
に
注
目
し
そ
れ
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
の
上
で
五
十
音
順
に
並
べ
る
も
の
で
あ
る
。
語
末

の
形
式
に
よ
る
例
語
排
列
は
、
活
用
を
問
題
と
す
る
場
合
、
最
初
に
気
付
く
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
敢
え
て
先
樅
を
求
め
れ
ば
、

そ
の
根
拠
と
な
し
う
る
の
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「車
」
論
以
外
に
は
無
い
。

一
一

「
車
」
と

の
関
係

０
　
「
車
」
論
と
語
末
形
式

『
詞

つ
か
ひ
』

の
各
巻
所
属
例
語
の
排
列
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
初
稿
本

『詞
八
衝
』

の
例
語
排
列

と

『
詞

つ
か
ひ
』
と
の
間
に
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
見
て
き
た
よ
う
に
直
接
両
者
の
例
語
排
列
の
類
似
に
で
は
な
く
、
『
詞

つ
か
ひ
』

が
活
用
語
の
語
構
成
を

「首
十
車

」
と
す
る
、
そ
の

「車
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の

「
二
言
或
は
三
言
を
そ
へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り
是
も
車
と
い
ふ
べ
し
そ
の
例
左
に
あ

つ
め
い
だ
す
」
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（‐６
オ
）
に
よ

っ
て
、
動
詞
を
構
成
す
る
車

（語
）
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

⑥
が
り

。
が
る
、
　
か
み

。
か
む
、
　
き
り

。
き
る
、
　
く
れ

・
く
る

。
く
る
ゝ
、
　
し
ら
ひ

・
し
ら
ふ
、
　
た
ち

ｏ
た
つ
、

つ
ら
ひ

ｏ
つ
ら
ふ
、
　
な
ひ

。
な
ふ
、
　
な
は
り

。
な
は
る
、
　
は
ひ

。
は
ふ
、
　
は
き

。
は
く
、
　
ば
み

・
ば
む
、

ば
り

。
ば
る
、
　
ま
ひ

。
ま
ふ
、
　
ま
へ
。
ま
ふ
、
　
め
き

。
め
く
、
　
や
き

。
や
く
、
　
よ
ひ

。
よ
ふ
、
　
ら
ひ

・
ら
ふ
、

「り
む
０

・
「り
ぐ

（６
）

書
入
れ
か
ら
拾
う
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑦
ご
り

。
ご
る
、
　
こ
り

。
こ
る
、
び

。
ぶ
、
　
ま
は
り

。
ま
は
る
、
　
ま
り

。
ま
る

（常
昭
書
入
）

ろ
ひ

・
ろ
ふ
、
　
ろ
き

。
ろ
く

（宣
長
書
入
）

「初
稿
本
」
の
例
語
か
ら
語
末
の
主
な
も
の
を
①
～
⑤
か
ら
抜
き
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

③
た
く
、

つ
く
、
び
く
、
よ
ぐ
、
ら
く

（ら
ぐ
）
、
わ
く

（わ
ぐ
）
、
め
く
、
や
く
、
ろ
く

な
ふ
、
よ
ふ
、
ら
ふ
、　
？
り
ふ

（以
上
、
四
段
活
）

む
く
る
、
ら
く
る
、

か
る
ゝ
、
く
る
ゝ
、
た
る
ゝ
、　
つ
る
ゝ
、
ふ
る
ゝ
、
ら
る
ゝ
、
は
る
ゝ
、
ほ
る
ゝ

（以
上
、
下
二
段
活
）

（下
二
段
活
語
の
最
末
尾
の

「
る
」
は
い
わ
ゆ
る

「靡
し

『
詞

つ
か
ひ
』

に
い
う

「
二
言
、
三
言
」

の
車

（語
）
と

「
初
稿
本
」
の
四
音
節
以
上
の
語
の
末
尾
を
比
べ
て
み
る
と
、

ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』
の
語
構
成
に
お
け
る
語
の
音
節
数
と
首

・
車
の
関
係
を
図
示
す
る
と
、

二
音
節
語
　
　
ア
　
囚
十
□

両
者
に
何
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〓
吾

節
語

　

イ

囚

□
十
□

　

　

　

尚ノ

囚
＋
□

□

四
音
節
語

　

工
　
囚

□
国
十
□

　

　

＋４

□

□
十
固
ロ

　

　

カ
バ

囚
＋
□
固
□

五
音
節
語

　

キ

囚

□

□

□
＋
ロ

　

カ／

囚

□
□
十
固

□

　

片
ノ

囚

□
十
□
固
□

　

「一　
四
十
回
□

□

□

と
な
る

（□
は

一
音
節
、
十
の
上
位
が
首
、
下
位
が
車
。
靡

「
る
」
は
最
末
尾
に
加
え
る
も
の
と
す
る
）
。

□
は
何
行
の
何
活
用
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
、
こ
れ
に
何
ら
か
の
排
列
規
準
を
適
用
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
語
末
に
着
目

し
て
五
十
音
を
適
用
す
る
な
ら
、
国
が
第

一
に
、
次
に
□
、
そ
の
次
に
回
と
い
う
よ
う
に
順
次
五
十
音
順
に
排
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
で
あ

っ
て
、
そ
の
結
果
固
□
、
□

□
□
、
□

□

固

□
に
同
形
式
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。
『詞
つ

か
ひ
』
の
側
か
ら
言
え
ば
、
国
□
が
喜
一一一口
の
車
、
□
固

□
が
三
一一一口
の
車
、
回

□

固

□
が
四
言
の
車
で
あ
る
。

⑥
⑦
に
よ
れ
ば
、
常
昭
や
宣
長
が
車
語
と
す
る
の
は
二
音
節
か
三
音
節
で
、
ウ

。
オ

・
ク
、
力

。
ヶ
の
場
合
で
あ
る
。
理
屈
の
上
で

は
四
音
節
の
車
も
あ
り
得
る
が
、
そ
う
い
う
車
語
は
指
摘
し
得
な
い
。
車
語
の
観
念
が
あ
っ
た
と
し
て
も
二
音
節
の
語

（
ア
）
に
お
い

て
は
車
語
は
そ
の
排
列
の
規
準
に
は
な
り
得
な
い
し
、
三
音
節
以
上
の
語
の
イ

。
工
。
キ
に
お
い
て
も
同
様
で
、
□
は
力
行
サ
行
…
…

の
活
用
の
五
十
音
図
の
行
を
示
す
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
車
語
が
例
語
排
列
の
規
準
と
な
り
得
る
の
は
、
三
音
節
以

上
の
語
で
且
つ
車
が
二
音
節
以
上
の
語
に
限
ら
れ
る
。

「初
稿
本
」
が
四
音
節
語
に
お
い
て
、
二
音
節
語

・
三
音
節
語
の
例
語
排
列
と
は
違

っ
て
末
尾
か
ら
の
五
十
音
順
を
捨
て
、
車
語
に

相
当
す
る
部
分
が
例
語
排
列
の
規
準
と
な
る
の
は
、
四
音
節
以
上
の
語
に
お
い
て
車
が
二
音
節
三
音
節
と
な
っ
て
車
と
し
て
十
分
と
な

る
た
め
で
あ
る
。
勿
論
、
四
音
節
以
上
の
語
を
二
音
節
語

。
三
音
節
語
と
同
じ
よ
う
な
規
準
で
排
列
す
る
こ
と
は
出
来
る
。
し
か
し
そ

れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り

「初
稿
本
」
に

〃車
語
″
と
同
様
の
考
え
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
二
音
節
語

。
三
音
節
語
の
排

列
規
準

（例
語
排
列
の
規
準
Ⅲ
）
を
四
音
節
以
上
の
語
に
適
用
す
る
こ
と
は

「刊
本
」
と
全
く
逆
に
末
尾
か
ら
五
十
音
順
に
並
べ
る
だ
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け
の
こ
と
で
あ

っ
て
活
用
を
考
え
る
上
で
さ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
も
三
音
節
の
語
に
お
い
て
も
、

「初
稿
本
」

の

よ
う
に
排
列
す
る

（規
準
Ⅲ
）
と
結
果
的
に
は
語
末

「―
―
た
く

（だ
く
と

「―
―

つ
く

（づ
く
と

な
ど
の
語
が

一
か
所
に
集
ま
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
活
用
語
を
分
類
排
列
す
る
場
合
の
、
活
用
部
分
に
着
目
す
る
必
然
的
な

一
つ
の
排
列
法
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。②

　
『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「
附
録
」

『
活
用
言
の
冊
子
』
巻
末
に

「附
録
」
と
し
て
語
末
の
類
同
に
よ

っ
て
分
類

一
括
す
る
多
く
の
宣
長
書
入
の
語
が
載
る
。
語
末

「
力
」

の

「
サ
ダ
カ
、
ホ
ノ
カ
、
ノ
ド
カ
」
な
ど
、
「
ヤ
カ
」
の

「
ノ
ド
ヤ
カ
、
ナ
ゴ
ヤ
カ
、
ア
ザ
ヤ
カ
」
な
ど
、
「
ヨ
カ
」
の

「
ス
ク
ヨ
カ
、

イ
コ
ョ
カ
、

ナ
ゴ

ヨ
カ
」
な
ど
、
「
ビ
カ
」

の

「
ユ
ホ
ビ
カ
、

タ
ヨ
ビ
カ
」
、
「
リ
カ
」

の

「
オ
モ
リ
カ
、

ホ
コ
リ
カ
」
、
フ
フ
カ
」

の

「
ア
サ
ラ
カ
、
ア
ツ
ラ
カ
、
ア
キ
ラ
カ
」
な
ど
で
あ
る
。
『詞

つ
か
ひ
』
で
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま

「附
録
」
と
し
て
書
き
写
す
の
で
は
な

い
が
、
「
凡
例
の
巻
」
末
尾
に

「
語
の
下
に
そ
へ
て
い
ふ
辞
く
さ
／
ヽ
あ
り
」

（４０
ゥ
）
と
し
て

「
か
」
「
げ
」
「
は
か
」
「
や
か
」
「
よ

か
」
「
ら
か
」
「
ろ
か
」
に
分
類
し
そ
の
例
語
を
列
挙
す
る
。

（
７
）

『
御
国
辞
活
用
鏡
』
で
は
巻
末
に

「
体
語
活
用
」
「体
語
」
に
分
け
語
頭
に
よ

っ
て
例
語
を
挙
げ
、
更
に
末
尾
が
同
じ
語
を
集
め
て
、

だ

つ
―
―

「
な
さ
け
だ

つ
、
切
か
け
だ

つ
、
ま
め
だ

つ
」
な
ど
計

一
三
語
、

つ
き
―
―

「
つ
ら
つ
き
、
う
し
ろ
つ
き
、
か
し
ら

つ
き
」

な
ど
計
七
語
、
ま
ほ
し
―
―

「
ゆ
か
ま
ほ
し
、
し
ら
ま
ほ
し
、
し
な
ま
ほ
し
」
な
ど
計
七
語
、
ら
か
―
―

「
な
だ
ら
か
、
き
よ
ら
か
、

た
ひ
ら
か
」
な
ど
計
九
語
、
り
か
―
―

「
は
や
り
か
」

一
語
、
ろ
か
―
―

「
お
ぼ
ろ
か
」

一
語
、
や
か
―
―

「
お
だ
や
か
、
う

つ
く
し

や
か
、
は
な
や
か
」
な
ど
計
三
〇
語
、
ま
し
―
―

「
あ
さ
ま
し
、
む

つ
ま
じ
、
お
そ
ま
し
」
な
ど
計
九
語
、
は
か
―
―

「
あ
て
は
か
、

あ
さ
は
か
」
二
語
、
ら
し
―
―

「
あ
ら
じ
、
け
ら
し
、
な
ら
し
」
な
ど
計

一
三
語
、
か
ま
し
―
―

「
を
こ
が
ま
し
、
ひ
と
が
ま
し
、
ち
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り
が
ま
し
」
三
語
、
か
ほ
―
―

「
か
こ
ち
が
ほ
、
き
ゝ
が
ほ
、
此
類
い
と
多
し
」
、
べ
し
―
―

「
う
べ
し
、　
つ
べ
し
、
み
べ
し
」
な
ど

計

一
〇
語
、
し
く
―
―

「
い
ま
し
く
、
わ
れ
し
く
」
二
語
、
な
し
―
―

「
つ
た
な
し
、
さ
が
な
し
、
は
か
な
し
」
な
ど
計
二

一
語
、
ら

る
―
―

「
あ
ば
め
ら
る
」

一
語
、
し
む
―
―

「
そ
れ
じ
む
、
か
な
し
む
、
た
の
し
む
　
此
類
多
し
」
、
ざ
る
―
―

「
い
は
ざ
る
　
此
類

い
と
多
し
」
、
ば
む
―
―

「
よ
し
ば
む
、
け
し
き
ば
む
、
こ
ゝ
ろ
ば
む
」
な
ど
計
四
語
、
づ
ら
ふ
―
―

「
い
ひ
づ
ら
ふ
、
か
ゝ
づ
ら
ふ
、

ひ
こ
づ
ら
ふ
」
な
ど
計
四
語
、
め
か
す
―
―

「
い
ろ
め
か
す
」

一
語
、
め
く
―
―

「
ひ
と
め
く
、
さ
ゝ
め
く
、
て
う
ど
め
く
」
な
ど
計

一
五
語
、
づ
く
―
―

「
あ
き
づ
く
、
よ
づ
く
、
く
じ
ろ
つ
く
」
な
ど
計
九
語
を
列
挙
す
る
。

こ
の
よ
う
に
語
末
形
式
の
類
同
に
着
日
し
て
語
を
分
類
す
る
考
え
は
既
に

『活
用
言
の
冊
子
』

に
見
ら
れ
、
『
御
国
辞
活
用
鏡
』

で

は

一
部
活
用
語
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、

し
か
し
そ
れ
は
論
と
し
て
は
発
展
を
見
せ
ず
類
似
の
語
を
集
め
た
に
止
ま

っ
た
。

『
詞

つ
か

ひ
』
は
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
を
か
な
り
忠
実
に
書
き
写
し
、
更
に
頭
書
と
し
て
追
加
し
、
そ
れ
が
お
そ
ら
く
契
機
と
な

っ
て
活
用
語

の
語
構
成
の
問
題
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
理
論
化
す
る
に
至

っ
た
。
初
稿
本

『
詞
八
衝
』
の
例
語
排
列
が
語
末
の
形
式
に
注
目
す
る
の

も
、
あ
る
い
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
や

『御
国
辞
活
用
鏡
』
、
そ
し
て

『詞

つ
か
ひ
』

の
影
響
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。③

　
『
詞
つ
か
ひ
』
と
初
稿
本
の
例
語
排
列

『
詞
八
衝
』
の

「
刊
本
」
に
お
け
る
例
語
排
列
は
徹
底
し
て
五
十
音
図
を
適
用
す
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
系
の
諸
本
も
五
十
音
図
に

よ
る
が
、　
こ
こ
で
は
語
の
音
節
数
が
重
要
な
排
列
規
準
に
な

っ
て
い
る
。

「初
稿
本
」

は
語
の
音
節
数
が
第

一
次
規
準
と
も
い
う
べ
き

位
置
を
占
め
、
五
十
音
図
の
適
用
は
前
二
者
と
違

っ
て
語
の
末
尾
か
ら
行
わ
れ
る
。
し
か
も

「
は
た
ら
く
」
辞
で
あ
る
、
い
わ
ば
車
語

に
着
目
す
る
。
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『
活
用
言
の
冊
子
』

の
例
語
排
列
か
ら
刊
本

『
詞
八
衝
』

の
そ
れ
に
至
る
の
は
極
め
て
容
易
で
、
語
の
音
節
数
に
よ
る
区
分
を
捨
て

さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い

（↓

一
０
）
。
初
稿
本

『
詞
八
衝
』

の
例
語
排
列
は
全
く
異
な
る
、
語
末
を
重
視
す
る
原
理
に
依

っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
寧
ろ

「
刊
本
」
に
近
い
段
階
で
再
び

『活
用
言
の
冊
子
』
に
近
づ
い
た
。
仮
に

「
刊
本
」
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
に

従

っ
た
と
す
る
な
ら
、
或
い
は

『
活
用
言
の
冊
子
』
か
ら
の
直
接
的
な
発
展
と
見
る
な
ら
、
そ
う
い
う
回
り
道
を
す
る
必
要
は
な
い
。

そ
の
ま
ま

『
活
用
言
の
冊
子
』
に
従
え
ば
よ
い
。
そ
こ
で
は

「
初
稿
本
」
の
存
在
は
寧
ろ
邪
魔
に
な
る
。

「初
稿
本
」
が
成

っ
た
と
き
、
既
に

『
詞

つ
か
ひ
』
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
車
の
観
念
は
語
末
の
活
用
部
分
に
着
目
す
る
と
こ
ろ

に
成
り
立

つ
。
活
用
の
研
究
を
目
指
し
た
春
庭
に
と

っ
て
先
ず
最
初
に
活
用
部
分
に
注
目
し
た
に
違
い
な
い
。
『
詞

つ
か
ひ
』
の

「
車
」

の
論
か
ら

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
に
至
る
の
は
近
い
。
『
詞
八
衝
』
研
究
の
当
初
、
春
庭
に
常
昭
の

「車
」
の
論
の
影
響
が
あ

っ
た
、

或
い
は

「車
」
論
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
考
え
が
あ

っ
た
と
す
る
の
は
、
さ
ほ
ど
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。

初
稿
本

『
詞
八
衝
』
の
段
階
で
春
庭
に
車
の
観
念
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
証
す
る
資
料
は
な
い
。
全
く
関
係
が
無
か

っ
た
と

し
て
も
、
活
用
研
究
の
歴
史
の
必
然
と
し
て

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「車
」
の
論
の
延
長
線
上
に

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
を
位
置
づ
け
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

Ｔ
圧
〕

１
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
附
録
、
月
報
１０
。

２
　
尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衝
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
「
国
語
と
国
文
学
』
第
六

一
八
号
　
昭
和
五
十
年
八
月
号
　
東
京
大

学
国
語
国
文
学
会
）。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
明
治
書
院
）
所
収
。

３
　
渡
辺
英
二

『春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』
第

一
部
第
三
章
第

一
節
に
例
語
を
列
挙
し
た
。

４
　
注
３
。
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５
　
注
３
。

６
　
一則
著

『春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』
で
は
書
入
れ
の
す
べ
て
を
車
語
と
し
、
本
書
で
は
四
角
で
囲
ん
だ
、
い
わ
ば
見
出

し
の
み
を
車
語
と
し
た
の
で
違
い
が
あ
る
。

７
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

○
第
二
節
は
、
前
著

『春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』
に
多
く
を
加
筆
し
訂
正
し
た
が
、
重
複
す
る
点
が
多
い
。
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塞

一一節

例
語
と
証
例

一

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
の
認
定

０
　
認
定
の
規
準

『
詞

つ
か
ひ
』

の
活
用

（語
）
論
が
理
論
的
体
系
的
で
あ
り
得
る
の
は
、
多
く
の
文
献
に
当
り
多
く
の
例
文
を
検
討
し
た
上
で
例
語

と
す
る
常
昭
の
実
証
的
な
研
究
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』
に
お
い
て
語
を
或
る

一
つ
の
活
用
型
の
例
語
と
し
て
認
め
る
規
準
は

（↓
第
二
章
第

一
節
四
０
）
、

Ｉ
　
語
の
音
節
数

（連
用
形
に
よ
る
）
の
単

・
複
に
よ
る
。

Ⅱ
　
連
用
形

。
終
止
形

・
連
体
形
の
三
語
形

（終
止

・
連
体
同
形
の
場
合
、
二
語
形
）
の
異

。
同
に
よ
る
。

の
二

つ
で
あ
る
。
常
昭
は
こ
の
規
準
で
動
詞
を
七
種
類
ま
で
類
別
し
た
。
即
ち
、
右
輪
語

（多
音
節

「
イ

・
ウ
」
活
用
＝
四
段
活
）
、

左
輪
語

（多
音
節

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
＝
下
二
段
活
）
、
牛
語

（多
音
節

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
＝
上
二
段
活
）
、
戟
語

（単
音

節

「
イ

・
ウ
」
活
用
――
（一

）
ヽ
轄
語

（単
音
節

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
＝
下
二
段
活
）
、
轄
語

（単
音
節

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
＝

力
変
活

・
サ
変
活
）
、
轍
語

（単
音
節

「
イ

・
イ
る
」
活
用
＝
上

一
段
活
）

で
あ
る
。
活
用
の
種
類
別
に
お
い
て
右
の
Ｉ
を
適
用
す
る

こ
と
の
な
い
現
行
教
科
文
法
で
い
う
と
四
段
活
、
下
二
段
活
用
、
上
二
段
活
用
、
上

一
段
活
用
の
四
類
を
区
別
し
た
こ
と
に
な
る
。

規
準
Ｉ
の
設
定
は
常
昭
が
活
用
語
を

「
首
十
車
」
の
語
構
成
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
形
態
上
首
と
車
と
に
分
け
得
る
多
音

節
語
と
分
け
難
い
単
音
節
語
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。



245 第二節 例語 と証例

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
分
類
が
、
そ
し
て
範
と
し
た

『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
か
ら
の
発
展
と
考
え
る
と

き
、
こ
の
四
類
七
種
の
類
別
は
大
き
く

一
歩
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
類
に
お
い
て
連
用
形
を
分
類
の
必
須
条
件
と
し
た
こ

と
、
活
用
の
型
に
名
目
を
与
え
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
意
味
は
大
き
い
。

係
り
結
び
の
研
究
書
で
あ
る

『紐
鏡
』
で
は
終
止
形

・
連
体
形

・
已
然
形
の
三
語
形
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
は

「
ウ
・
ウ
。
工
」

活
用

（四
段
、
上

一
段
）、
「
ウ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用

（上
二
段
、
下
三
段
、
力
変
、
サ
変
、
ナ
変
）
、
「
イ

・
ウ
。
工
」
活
用

（
ラ
変
）

の
三
分
類
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

『
詞
つ
か
ひ
』
に
発
展
す
る
に
は
連
用
形
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
常
昭
に
は
車
が

足
掻
い
て
連
用
形
の
語
形
を
と
る
と
き
体
語
と
な
り
そ
れ
は
語
の
本
主
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
連
用
形
は
諸
活
用
形
の
う
ち
最

も
中
心
的
且
つ
重
要
な
語
形
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
活
用
語
分
類
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
た
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
例
語
認
定
規
準
Ⅱ
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は

一
つ
の
活
用
型
に
対
し
て
そ
れ
を

一
括
す
る
名
目
が
ま
だ
な
い
。
鈴
木
膿
が

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
ジ
ノ
説
」

付
載
の

「活
用
抄
目
録
」
に
お
い
て
第

一
会
か
ら
第
六
会
ま
で

一
括
し
て

「第

一
類
」、
第
六
会
の
ラ
変
活
の
語
に

「第
二
類
」
、
第
七

会
か
ら
第
十
五
会
ま
で
に

「第
二
類
」
と
朱
書
注
記
し
た
の
は
も
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。
常
昭
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
、
凡
そ
十
年
、

『詞
つ
か
ひ
』
で

「右
輪
語
、
左
輪
語
、
牛
語
、
轄
語
」
等
の
名
目
を
付
し
て
活
用
語
を
分
類
し
た
。
牛
車
に
関
す
る
名
目
は

一
見
奇

異
な
観
は
あ
る
が
、
活
用
語
を

「首
＋
車
」
の
語
構
成
と
し
て
捉
え

「
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ
也

車
の

重
キ
を
載
セ
て
行
に
同
じ
け
れ
ば
也
」
（凡
例
の
第

一
巻
）
と
い
う
常
昭
に
は
、
そ
れ
は
最
も
適
切
な
名
日
で
あ
っ
た
。

『活
用
言
の
冊
子
』
に
し
て
も

『
て
に
を
は
紐
鏡
』

に
し
て
も
活
用
の
型
と
し
て
の
類
別
意
識
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

れ
に

一
括
す
る
名
目
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
活
用
の
種
々
相
を
型
と
し
て
把
握
す
る
論
理
の
抽
象
化
、
文
法
と
し
て
の
体
系
化
を
意

味
す
る
。
常
昭
に
は
そ
れ
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
宣
長
に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る

（↓
第
五
章
第

一
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節
二
）
。
富
士
谷
成
章
が
品
詞
や
活
用
形
に
名
目
を
付
し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
玉
緒
学
派
と
し
て
は

『
詞

つ
か
ひ
』

が
最
も
早
い
。

０
　
認
定
規
準
の
適
用

例
語
認
定
規
準
Ｉ
Ⅱ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

『
詞

つ
か
ひ
』
の
記
事
に
よ

っ
て
得
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
そ
ら
く
活
用
語

を
分
類
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
な
か
に
は
例
え
ば

「単
音
節
、
イ

・
ウ

。
ウ
る
活
用
」
の
巻
に
サ
変
の
複
合
動
詞
が
、
或
は

「単
音
節
、

イ

・
イ
る
活
用
」
の
巻
に
複
合
動
詞
が
書
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
り
、
そ
の

「単
音
節
、
イ

。
イ
る
活
用
」
の
巻
に
欄
外
書

入
な
が
ら

「
常
云
　
蹴

【
ケ

ケ
ル
】
此
格
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
て

「蹴
る
」
、
「糸
ノ
事

二
云
詞
」
と
し
て

「
ヘ
　
ヘ
る
」
と
い
う

「
工
。

工
る
」
活
用
の
語
が
混
在
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
規
準
の
適
用
に
不
徹
底
な
点
、
特
に
後
期
書
入
の
部
分
に
そ
れ
が
あ
る
が
、

こ
れ
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の
発
展
過
程
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

常
昭
は
規
準
Ｉ
Ⅱ
に
よ

っ
て
多
く
の
語
の
活
用
を
検
討
し
、
多
く
の
用
例
を
も

っ
て
活
用
型
を
判
定
し
、
そ
の
例
語
と
し
て
採
用
し

た
。
そ
れ
が

『
詞

つ
か
ひ
』
第
二
次
例
語
の
二

一
六
語
で
あ
る

（↓
第

一
節

一
田
）
。
し
か
し
、
規
準
Ｉ
Ⅱ
で
は
す
べ
て
の
活
用
型
を

区
別
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
例
え
ば
終
止
形

・
連
体
形
同
形
の

「
イ

・
ウ
」
活
用

（四
段
活
）

で
は
、
形
容
詞
の
二
活
用
形

「
キ

（
イ
韻
、
連
体
形
）
、

ク

（
ウ
韻
、
連
用
形
と

を
も

っ
て
四
段
活
の
例
語
と
し
た
り
、
連
用
形

。
終
止
形
の
二
活
用
形
を
も

っ
て
上
二

段
活
の
語
を
四
段
活
の
例
語
と
し
た
り
す
る
過
ち
を
冒
す
こ
と
に
も
な
る
。

『詞

つ
か
ひ
』
に
は
主
と
し
て
第
二
次
例
語
二

一
六
語
中
に
活
用
型
の
誤
り
又
は
疑
い
の
あ
る
語
が
あ
る
。

①
ｌ
　
知
ラ
エ

知
ラ
ユ

（第
十
三
巻
３
オ
　
欄
外
）
↓
知
ル
＋
ユ

２
　
な
か
え

な
か
ゆ

（第
十
二
巻
３
オ
　
欄
外
）
↓
ナ
ク
＋
ユ
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３
　
あ
か
れ

あ
か
る

あ
か
る
ゝ
　
飽

（十
四
の
巻
１
オ
　
頭
書
）
↓
あ
く
＋
る

４
　
あ
た
ま
れ

あ
た
ま
る

あ
た
ま
る
ゝ
　
仇
　
玉
か

つ
ら
十
二
丁
オ

（十
四
の
巻
１
オ
　
頭
書
）
↓
あ
た
む
＋
る

５
　
ほ
だ
さ
れ
　
い
せ
物
語

ニ
ミ
ユ

（十
四
の
巻
７
オ
　
頭
書
）
↓
ほ
だ
す
＋
る

６
　
ふ
せ
り

ふ
せ
る
　
い
せ
物
語

此
男
ミ
フ
セ
リ
テ
云
々

（第
六
の
巻
１９
オ
　
頭
書
）
↓
ふ
す
＋
り

７
　
参
来
　
書
紀
五
ノ
四
丁

（第
廿

〔三
〕
四
巻
１
ウ
　
頭
書
）
↓

マ
ウ
ク
＋
ア
リ

な
ど
は
現
行
教
科
文
法
で
は
未
だ
分
析
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
所
語

。
令
語
と
し
て
扱

っ
た
と
す
れ
ば

一
応
納
得
で
き
る
。
た
だ
、

有
語
は
各
巻
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
は
な
い

（↓
第
二
章
第
二
節
二
０
）
。

形
容
詞
を
力
行
四
段
活
動
詞
と
誤
認
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

８
　
か
な
し
き

か
な
し
く
　
廿
ノ
三
十
三
丁

可
奈
之
久
波

（第
壱
の
巻
３
ウ
　
春
房
書
入
）

９
　
さ
き
く

さ
き
ゝ
　
幸

（第
壱
の
巻
５
ウ
　
頭
書
）

１０
　
な
ご
う
な

つ
か
し
き
　
ナ
ゴ
ク
ナ
ル
ベ
シ
　
梅
か
え
十
六
丁
オ

（第
壱
の
巻
９
オ
　
頭
書
）

１１
　
な
め
く

な
め
き
　
真
木
柱
廿
六
丁
　
一旦
命
不
従
奈
売
久
在
牟
人
好

（第
壱
の
巻
９
オ
　
頭
書
）

上
二
段
活
を
四
段
活
と
誤
認
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

‐２
　
一旦
命

議
治

　

字
鏡

譜
士心己
豆

（第
二
巻
２
オ
　
頭
書
）

‐３
　
よ
ぢ

よ
づ
　
攀
　
万
十
九
ノ
四
十
七
丁

青
柳
乃
保
都
枝
興
治
等
理
云
々

（第
三
巻
３
オ
　
頭
書
）

‐４
　
ンつ
れ
ひ

う
れ
ふ
　
愁

（第
四
ノ
巻
４
オ
　
頭
書
）

‐５
　
た
け
ひ

た
け
ぶ
　
万
葉
九
ノ
廿
六
丁

建
怒
而

（第
四
ノ
巻
１２
オ
　
頭
書
）

‐６
　
も
ち
ひ

も
ち
ふ
　
用

（第
四
ノ
巻
２‐
ォ
　
頭
書
）
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‐７
　
万
十
八
ノ
廿
丁

ア
ソ
ビ
奈
久
礼
止
　
ナ
グ
リ
ナ
グ
ル
ト
云
詞
有
欺
　
十
九
ノ
十
七
丁

二
吾

コ
ヽ
ロ
ト
ノ
ナ
グ
ル
日
モ
ナ
シ

ト
ア
リ
　
又
云
十
九
ノ
十
九
丁

情
奈
疑
牟
等
云
々

（第
六
の
巻
１６
オ
　
頭
書
）

イ
韻
で
切
れ
る
と
見
て
そ
れ
を
連
用
形
と
誤

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

‐８
　
万
葉
廿

ノ
廿
丁

二
恵
良
比
卜
云
詞
有

（第
四
ノ
巻
５
オ
　
頭
書
）

‐９
　
一旦
命

安
久
於
多
比
仁
侍
　
天

（第
四
ノ
巻
５
ウ
　
頭
書
）

２０
　
ィ
ブ
リ

ィ
ブ
ル
　
書
紀

二
出

（第
六
の
巻
２
オ
　
頭
書
）

な
ど
。

し
か
し
こ
う
い
う
誤
認
は
四
〇
語
に
満
た
ぬ
程
度

で
あ

っ
て
、
証
例
を
挙
げ
緻
密
に
活
用
型
を
認
定
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば

「
ひ
２゙

に
つ
い
て
、

②
土
佐
日
記
ノ
歌

二
手
ヲ
ヒ
テ

ヽ
云
々

コ
レ
ハ
ヒ
テ

ヒ
ツ

ヒ
ツ
ル
ヨ
リ
云
ル
也

ま
た
古
今

二
声

ハ
シ
テ
氾
ハ
ミ
エ
ヌ
時
鳥
我
衣

手
ノ
ヒ
ツ
ヲ
カ
ラ
ナ
ン

コ
レ
ハ
ヒ
ツ
ル
フ
ト
云

ハ
ザ
レ
バ
格
ノ
違

ヘ
ル
ニ
似
タ
レ
ト
…
…
ヒ
チ

ヒ
ツ
又
ヒ
デ

ヒ
ゾ

ヒ
ツ
ル
ト

春
秋
ノ
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
巻
１
ウ
　
欄
外
）

と
、
証
例
に
よ

っ
て
春
語

（
四
段
活
）
と
秋
語

（
こ
の
場
合
、
下
二
段
活
）
の
二
様
の
活
用
が
あ
る
語
と
し
、

③
ヒ
チ

ヒ
ツ
ヲ

一
格
ト
シ
テ
其
類

二
納
メ
ヒ
デ

ヒ
ッ
ル
ヲ

一
格
ト
シ
テ
其
類

二
納
ム
ベ
シ
　
　
　
　
（第
十
七
巻
２
オ
　
欄
外
）

と
結
論
し
た
。
上
二
段
活

「
ひ
づ
る
」
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
両
書
に
あ
り
四
段
活

「
ひ
つ
」
（頭
書
）
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
の
み
あ

っ
て
下
三
段
活
と
し
て
は
両
書
と
も
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
は
な
い
が
、
右
に
よ

っ
て
左
輪

（下
三
段
活
）
語
も

認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
『詞
八
衝
』
で
は
、
四
段
活
と
中
二
段
活
に
例
語
と
し
て
載
り
、
下
三
段
活
と
し
て
は
認
め
ず

「
ひ
て
は
ひ
た
し
」
を

「約
め
て
い
へ
る
の
み
に
て
つ
　
つ
る

つ
れ
な
ど
活
か
ざ
れ
ば
こ
ゝ
の
は
た
ら
き
詞
に
ハ
あ
ら
ぎ
る
な
り
」
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（下

・
四
ウ
）
と
、
「約
め
て
」
（約
言
）
と
し
て
処
理
す
る
。

形
容
詞
の
連
体
形

（イ
韻
）
と
連
用
形

（
ウ
韻
）
を
も

っ
て

「
イ

・
ウ
」
活
用
の
語
と
誤
認
す
る
例
を
挙
げ
た
が

（①
８
～
１１
）
、

こ
れ
に
関
連
し
て
官
一長
に
、

④
畏
志

畏
伎
と
活
用
き
て
、
其
ノ
伎
は
加
伎
久
那
と
活
く
言
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
事
記
伝
』
九

。
一
五
〇
）

が
あ
る
。
「
か
し
こ
し
、
か
し
こ
き
」
と
活
用
す
る
と
認
め
な
が
ら
そ
の
語
尾

「
き
」
は

「
力

・
キ

・
ク

・
ケ
」
と
活
用
す
る
と
い
う
。

こ
れ
は
形
容
詞
活
用
と
動
詞
活
用
を
混
同
し
て
い
る
と
解
す
る
以
外
、
考
え
よ
う
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、
常
昭
が
誤

っ
た
の
も
当
然
と

も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
や

『活
用
言
の
冊
子
』
に
お
い
て
形
容
詞
の
活
用
も
動
詞
の
活
用
も
そ
の
活
用

の
型
を
殆
ど
完
全
に
理
解
し
な
が
ら
、
個
々
の
語
に
お
い
て
混
乱
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

語
を
活
用
型
別
各
巻
所
属
例
語
と
し
て
認
定
す
る
に
当

っ
て
、
常
昭
に
は
自
ら
立
て
た
認
定
規
準
に
適
合
す
る
か
否
か
を
多
く
の
証

例
に
よ

っ
て
確
か
め
る
実
証
的
態
度
と
そ
の
規
準
を
敷
衛
し
て
例
語
を
認
定
す
る
演
繹
的
態
度
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
演
繹
的
に
語
の
活

用
型
を
認
定
す
る
方
法
に
よ

っ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
が
同
時
に
活
用
型
を
誤
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
こ
の
過
ち
を
避
け
る
に
は
更

に
多
く
の
多
様
な
証
例
を
求
め
実
証
的
帰
納
的
方
法
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

一
一

『
詞
八
衛
』

の
証
例

０
　
例
語
認
定

『詞
八
衝
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
型
別
分
類
は
、
四
段
の
活
、　
一
段
の
活
、
中
二
段
の
活
、
下
二
段
の
活
、
力
行
変
格
の
活
、
サ

行
変
格
の
活
、
ナ
行
変
格
の
活
の
七
種
で
、
且
つ
そ
れ
に
五
十
音
図
の
行
と
段
に
よ
る
名
目
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
七
分
類
が
仮
に

『詞
つ
か
ひ
』
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
す
る
と
、
認
定
規
準
と
し
て
、
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Ｉ
　
語

（動
詞
）
を
二
大
別
す
る
語
の
音
節
数
に
よ
る
単

。
多
の
別
を
捨
て
る
こ
と
。

Ⅱ
　
未
然
形
の
語
形
の
異

・
同
に
も
着
目
す
る
こ
と
。

の
二
つ
が
加
え
て
考
慮
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
は
結
局
、
各
活
用
形
の
語
形
の
異
同
如
何
で
分
類
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（命
令
形

は

「下
知
の
詞
」
と
し
て
別
に
扱
わ
れ
る
）
。

右
の
Ｉ
Ⅱ
は

『
詞
八
衝
』
に
お
い
て
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
鈴
木
眼
の

『
活
語
断
続
譜
』
に
お
い
て
Ⅱ
の
未
然
形
の
こ

と
は
確
実
に
示
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
『詞

つ
か
ひ
』

に
お
い
て
も

「第
廿

〔一こ

四
巻
」

の
サ
変
活
と
力
変
活
は
単
音

節
語

「
イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
で
あ
る
が
ゆ
え
に

一
括
し
て

一
巻
と
な

っ
た
が
、
同
時
に

「為

ハ
不
語

将
語
を
い
ふ
と
き
せ
に
よ
び

う

つ
せ
り

来
は
こ
に
呼
う

つ
し
て
こ
む

こ
ず
と
い
ふ
」

（３
オ
）
と
記
し
て
未
然
形
に
工
韻

（
サ
変
）
と
オ
韻

（力
変
）

の
違
い
が

あ
り
、
同
じ

「
イ

・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
で
も
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。
未
然
形
が
活
用
型
の
認
定
、
活
用
の
分
類
に
お
い

て
無
視
で
き
な
い
語
形
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
と
言

っ
て
よ
い
。

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」

に
は
サ
変
活
の
語
に

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
也
ソ
ハ
歌

ヨ
ミ
ス
物
忌
ス
或

ハ
欲
ス
な
ど
の
す
也
」
と
注
し
そ
の

複
合
動
詞
を
挙
げ
、
ま
た

「廿
五
の
巻
」

の
末
尾
に
は

「験

【
こ
ゝ
ろ
み

こ
ゝ
ろ
み
る
ビ

「率

【
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
と

の
よ
う
に

複
合
動
詞
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
は
本
来
と
も
に
単
音
節
語
の
巻
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
多
音
節
語
を
も
含
む
巻
に
な

っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
Ｉ
の
音
節
数
の
単
多
の
別
を
捨
て
活
用
型
を
優
先
す
る
分
類
に
近
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

常
昭
は
確
か
に
多
く
の
証
例
を
集
め
、
活
用
型
の
認
定
は
慎
重
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
範
と
し
た

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
無
か

っ
た

こ
と
で
あ
る
。
『
活
用
言
の
冊
子
』
の
証
例
は

一
五
例
を
数
え
る
だ
け
で
、
し
か
も
そ
れ
は
す

べ
て
官
一長

全
二
例
）

。
道
麿

（四

例
）

・
筆
者
不
明

（八
例
）
の
後
の
書
入
れ
で
あ
る
。
し
か
し
常
昭
に
は
活
用
の
型
を
法
則
と
し
て
捉
え
る
認
識
が
あ

っ
た
の
で
、
そ

れ
に
当
て
は
ま
る
用
例
が
あ
れ
ば
、
い
わ
ば
強
引
に
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
活
用
型
を
決
定
す
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
こ
れ
が
結
果
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的
に
は
①
ｌ
～
２０
の
よ
う
な
誤
り
と
な

っ
て
現
れ
た
。

春
庭
は
基
本
的
に
は
常
昭
と
同
じ
で
も
、
よ
り
多
く
の
証
例
を
求
め
正
確
を
期
し
た
。
語
の
活
用
型
を
決
定
す
る
に
当

っ
て
は
、
充

分
な
証
例
の
な
い
限
り
断
定
は
し
な
い
と
い
う
の
が
春
庭
の
態
度
で
あ
る
。

②
　
一
字

一
音
仮
名
表
記
の
証
例

（５
）

刊
本

『詞
八
衝
』
成
立
ま
で
に
幾

つ
か
の
用
例
カ
ー
ド
集
が
あ
り
草
稿
が
あ
る
。
『
詞
八
衝
』
が
こ
れ
ら
の
草
稿
類
の
、
「初
稿
本
」

↓

「
や
ち
ま
た
不
用
」
↓

「刊
本
」
の
順
で
成
立
し
た
こ
と
は
か
つ
て
述
べ
た
。
三
者
の
証
例
中
、　
一
字

一
音
の
仮
名
表
記
証
例
を
数

値
を
も
っ
て
示
す
と
、
「初
稿
本
」
が
二
八
八
例
中

一
八
三
例

（六
四
％
）
、
「
や
ち
ま
た
不
用
」
が
四
九
六
例
中
四
六
九
例

（九
五
％
）、

「
刊
本
」
が
九
七
二
例
中
八
二
六
例

（八
五
％
）
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
で
は
比
較
的
漢
語
表
記
の
証
例
が
多
く
、
「刊
本
」
で
は
少
な

い
。
訓
み
が
幾

つ
か
有
り
得
る
用
例
は
証
例
と
し
て
避
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
者
同

一
の
語
の
証
例
を
比
べ
る
と
、
証
例
に
差

し
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
証
例
の
多
く
は

一
字

一
音
の
仮
名
表
記
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
や
ち
ま
た

（８
）

不
用
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。　
一
例
を
挙
げ
る
。

ハ
行
中
二
段
の
活
詞

「
い
な
ぶ
る
」

ｏ
初
稿
本

―
‐
日
本
紀
欽
明
巻

問

申

、
皇
極
紀

固
辞
、
神
武
紀

無
レ
所
レ
辞

　

（
一
八
ウ

。
貼
紙
）

ｏ
不
用

―
―

末

つ
む
花

い
な
び
ぬ
御
心
に
て
、
若
菜
上

か
た
く
い
な
ぶ
る
を
、
総
角

え
聞
え
い
な
び
で
、
竹
と
り

い
な
び
申

さ
ん

（カ
ー
ド
四
枚
）

ｏ
刊
本

‐
―
‐
源
氏
末
摘
花
に
い
な
び
ぬ
御
心
に
て
、
又
若
菜
に
か
た
く
い
な
ぶ
る
を
、
又
総
角
に
え
き
こ
え
い
な
び
で
な
ど
猶
あ

り

（下

。
十
六
ウ
）
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『
詞
八
衝
』

の
証
例
は

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
証
例
と
な

っ
て
定
ま
る
こ
と
が
多
い
。　
こ
れ
も
春
庭
の
実
証
的
方
法
を
意
味
す
る
も

の
で
あ

っ
て
、
春
庭
は
常
昭
の
方
針
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
多
く
の
用
例
、
よ
り
確
か
な
用
例
に
当

っ
て
語
の
活
用
型
を
認
定
し
よ
う
と

し
た
。

『詞
八
衝
』
は

「
切
る
ゝ
、
続
く
、
受
く
る
」

に
お
い
て
鈴
木
腹
の

『活
語
断
続
譜
』
を
受
け
継
ぐ
、
と
言
わ
れ
（犯

。
と
す
る
と
、

例
語
の
活
用
型
認
定
に
お
い
て

『
詞
八
衛
』
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
態
度

・
方
針
を
受
け
継
い
だ
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
れ

を
厳
密
精
緻
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
各
活
用
型
別
の
例
語
も
確
実
な
も
の
と
な
り
、
同
時
に
活
用
型
に
よ
る
分
類
も
よ
り
詳
細

な
も
の
と
な

っ
た
。
『
詞

つ
か
ひ
』

は
多
く
の
証
例
を
有
し

『
詞
八
衝
』
も
ま
た
多
く
の
証
例
を
有
す
る
。

こ
の
共
通
点
は
、
直
接
の

影
響
関
係
は
無
い
と
し
て
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
。
『
詞

つ
か
ひ
』

は
こ
の
よ
う
な
形
で

『詞
八
衛
』

の
成
立
に
関
与
し
た
。
少
な

く
と
も
活
用
研
究
の
自
然
な
史
的
発
展
の
中
で
、
『
詞

つ
か
ひ
』
は
確
か
な

一
点
を
占
め
て
い
る
。

〓
一

『
詞

つ
か
ひ
』

の
証
例

０
　
証
例
の
存
在

『
詞
八
街
』
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
↓

「初
稿
本
」
↓

「
刊
本
」
の
過
程
を
経
て
成
立
し
、
『活
用
言
の
冊
子
』
と

「
初
稿
本
」
の
間

に

『
詞

つ
か
ひ
』
が
存
在
し
、
「初
稿
本
」
↓

「
刊
本
」
の
間
に

「
や
ち
ま
た
不
用
」
等
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
の
確
実
性
を

も

っ
て
認
め
ら
れ
、
『
詞

つ
か
ひ
』

は

一
つ
に
は
例
語
排
列
の
面
で
、
他
は
証
例
の
面
で

「初
稿
本
」
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ

る
。
「初
稿
本
」
は
初
め
証
例
を
伴
わ
な
い
活
用
型
に
分
類
し
た
例
語
の
み
で
あ

っ
た
が

（「
原
初
稿
本
し
、
そ
れ
が
証
例
を
有
す
る
よ

（
１０
）

う
に
な

っ
て

「現
初
稿
本
」
に
な

っ
た
。
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
は
元
々
証
例
を
伴
わ
な
い
活
用
型
別
例
語
集
と
で
も
言
う
べ
き

も
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
書
き
始
め
た
で
あ
ろ
う
長
子
春
庭
の

「初
稿
本
」
が
初
め
証
例
を
有
し
な
い
の
は
寧
ろ
当
然
の
こ
と
で



253 第二節 例語と証例

あ
る
し
、
『活
用
言
の
冊
子
』
を
範
と
し
た

『
詞

つ
か
ひ
』

も
お
そ
ら
く
当
初
の
方
針
は
証
例
の
な
い
も
の
と
し
て
で
あ

っ
た
に
違
い

な
い
が
、
そ
の
例
語
を
書
き
写
し
な
が
ら
、
或
は
書
き
写
し
た
後
で
、
お
そ
ら
く
活
用
型
決
定
に
は
証
例
が
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
証

例
を
書
き
込
み
、
と
き
に
長
文
の
証
例
を
書
き
加
え
て
成

っ
た
の
が

『詞

つ
か
ひ
』
の
現
在
の
姿
で
あ
ろ
う
。

「
初
稿
本
」
が
証
例
を
付
け
加
え
る
こ
と
を

『詞

つ
か
ひ
』

に
倣

っ
た
と
す
る
と
、
両
者
に
共
通
す
る
証
例
が
三
五
例
で
あ
る
こ
と

は
い
か
に
も
少
な
く
数
字
の
上
で
は
何
ら
の
関
係
も
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
活
用
型
分
類
と
例
語
と
証
例
を
有
す
る
文
献
を
他
に

求
め
れ
ば

『
詞

つ
か
ひ
』
が
最
も
近
く
に
存
在
す
る
。
「初
稿
本
」
が
何
か
に
拠

っ
て
行
間

・
欄
外
に
書
き
込
ん
で
い
っ
た
そ
れ
が
何

で
あ
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
な
い
が
、
「初
稿
本
」

が
証
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
の

一
つ
に

『
詞

つ
か
ひ
』

の
存
在

が
あ

っ
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

０
　
証
例
の
出
典

『
詞

つ
か
ひ
』
の
動
詞
の
巻
々
の
証
例
は
五
九
四
例
。
こ
れ
に

「
凡
例
の
巻
」
と
形
容
詞
の

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
の
証
例

一

一
七
例
、
「
凡
例
の
第

一
巻
」
証
例

一
八
〇
例
を
加
え
る
と
、
計
八
九

一
証
例
と
な
る
。
証
例
と
し
て
疑
い
の
あ
る
出
典
不
記
の
証
例

一
四
例
と

「物
語
書
」

「漢
籍
」
と
の
み
記
し
て
特
定
の
出
典
名
の
な
い
四
例
の
計

一
八
例
を
除
く
八
七
三
証
例
の
主
な
出
典
名
と
そ

の
証
例
数
は
、

⑤
万
葉
集

。
二
五
〇
、
源
氏
物
語

。
一
一
四
、
新
撰
字
鏡

・
五
九
、
日
本
書
紀

・
五
七
、
落
窪
物
語

。
四
八
、
古
今
和
歌
集

・
二
九
、

続
紀
宣
命

。
二
八
、
土
佐
日
記

・
二
七
、
宇
津
保
物
語

。
二
五
、
伊
勢
物
語

・
二
〇
、

古
事
記

・
一
八

（古
事
記
伝

・
厚
顔
抄
の
証
例
を
含
む
）
、
祝
詞

（大
祓
詞

・
神
賀
詞
）
。
一
八
、
大
和
物
語

。
一
八
、

宇
治
拾
遺
物
語

。
一
五
、
竹
取
物
語

。
一
三
、
後
撰
和
歌
集

。
一
二
、
拾
遺
和
歌
集

・
八
、
倭
名
類
衆
抄

。
六
、
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千
載
和
歌
集

・
五
、
散
木
奇
歌
集

・
五
、
新
古
今
和
歌
集

・
四
、
遊
仙
窟

。
四
、

な
ど
。
出
典
の
数
、
計
六
九
作
品
を
数
え
る
。

『
詞
八
衡
』
の

「
初
稿
本
」
で
は
、

⑥
日
本
書
紀

・
六
九
、
古
事
記

。
四
三
、
古
今
和
歌
六
帖

。
三
二
、
続
紀
宣
命

。
一
七
、
新
撰
字
鏡

。
一
七
、

拾
遺
和
歌
集

。
一
七

（「後
撰
集
」
と
す
る

「拾
遺
集
」
の
四
例
を
含
む
）
、
万
葉
集

。
一
六
、
後
撰
和
歌
集

。
一
〇
、

後
拾
遺
和
歌
集

・
一
〇
、
千
載
和
歌
集

。
九
、
堀
河
百
首

・
七
、
祝
詞

（大
祓
詞

・
神
賀
詞
）
上
ハ
、
落
窪
物
語

。
六
、

金
葉
和
歌
集

・
六
、
神
楽
歌

・
六
、
堀
河
二
郎
百
首

・
五
、
催
馬
楽

・
五
、
新
古
今
和
歌
集

。
四
、
大
和
物
語

。
四
、

住
吉
物
語

。
四
、

な
ど
。
証
例
数
計
三

一
四
例

（出
典
不
明
記
の
証
例
を
除
き
、
抹
消

。
重
出
の
証
例
を
含
む
）。

そ
の
出
典
の
数
、
計
三

一
作
品
を
数

え
る
。

『
詞
八
衝
』
の

「
刊
本
」
で
は
、

⑦
万
葉
集

。
一
六
八
、
源
氏
物
語

。
一
三
四
、
日
本
書
紀

・
七

一
、
古
事
記

・
五
九
、
宇
津
保
物
語

。
四
〇
、
古
今
和
歌
集

。
三
四
、

拾
遺
和
歌
集

・
三
六

（「古
今
集
」
と
す
る

「拾
遺
集
」
の

一
例
を
含
む
）
、
枕
草
子

・
三
二
、
新
撰
字
鏡

。
二
七
、

蜻
蛉
日
記

。
二
六
、
後
撰
和
歌
集

。
二
四
、
続
紀
宣
命

。
二
三
、
栄
花
物
語

。
二
三
、
和
名
類
衆
抄

・
二
〇
、
狭
衣
物
語

。
一
九
、

祝
詞

（大
祓
詞

・
神
賀
詞
）
。
王
ハ
、
竹
取
物
語

。
一
五
、
伊
勢
物
語

。
一
五
、
落
窪
物
語

。
一
四
、

な
ど
証
例
数
計
九
七
二
例

（出
典
不
記
の

一
一
例
を
除
き
、
総
論
の
四
〇
例
を
加
え
る
）
。
出
典
の
数
は
、
計
七
三
作
品
で
あ
る
。

右
は
証
例
の
多
い
作
品
を
列
挙
し
た
も
の
だ
が
、
今
し
ば
ら
く
右
の
証
例
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば

『
詞

つ
か
ひ
』

「初
稿

本
」
「
刊
本
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
証
例
と
し
た
作
品
に
か
な
り
の
偏
り
が
あ
る
。
「万
葉
集
」

の
場
合
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が
二
五
〇
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例

（全
証
例
の
二
九
％
）
、
「
刊
本
」
が

一
六
八
例

（
一
七
％
）
、
「初
稿
本
」
が

一
六
例

（五
％
）
で
あ
る
。
『詞

つ
か
ひ
』
が
圧
倒
的

に
多
い
の
は
、
常
昭
に
宣
長
と
の
間
答
集

『
万
葉
集
疑
問
』
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
「初
稿
本
」
は
あ
ま
り
に
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
源
氏
物
五
巴

の
場
合
、
『詞

つ
か
ひ
』
が

一
一
四
例

（
一
三
％
）
、
「
刊
本
」
が

一
三
四
例

（
一
四
％
）
で
、

「初
稿
本
」
は
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
「
日
本
書
紀
」
「古
事
記
」
「続
紀
宣
命
」
「新
撰
字
鏡
」
は
三
者
と
も
か
な
り
の
証
例
が
あ
り
、
特

に

「初
稿
本
」

で
は
上
位
を
占
め
る
。
「刊
本
」

で
歌
集
や
平
安
文
学
が
多
い
の
は
、
活
用
型
認
定
に
確
実
な

一
字

一
音
表
記
の
証
例

が
多
く
な
る
の
と
符
合
す
る

（↓
二
②
）
。
総
じ
て
三
者
と
も
意
外
に
証
例
と
す
る
作
品
が
少
な
く
最
も
多
い

「
刊
本
」

で
も
七
三
作

品
で
あ
り
、
し
か
も
特
定
の
作
品
に
証
例
の
集
中
す
る
こ
と
が
多
い
。
出
典
の
面
か
ら
は
、
『
詞

つ
か
ひ
』
「初
稿
本
」
に
共
通
す
る
点

は
特
に
な
く
、
『
詞

つ
か
ひ
』
↓

「
初
稿
本
」
の
流
れ
は
無
い
。
『
詞

つ
か
ひ
』
と

「初
稿
本
」
と
で

一
致
す
る
証
例
は
三
五
例
で
、
三

五
例
は

「初
稿
本
」
の
証
例
の

一
部

（
一
二
％
）
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
証
例
の
面
で
も

「初
稿
本
」
が

『
詞

つ
か
ひ
』
に
よ

っ
て

定
め
た
と
は
言
い
難
く
、
そ
の
直
接
的
な
影
響
関
係
は
お
そ
ら
く
無
い
。

両
者
に
関
係
が
あ

っ
た
と
す
る
と
、
活
用
型
別
例
語
集
と
で
も
言
う
べ
き

「原
初
稿
本
」
に
語
の
活
用
型
認
定
を
確
実
に
す
る
証
例

を
加
え
る
と
い
う
研
究
方
法
に

『
詞

つ
か
ひ
』
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

０
　
証
例
の
採
取

（
‐３
）

『
詞
八
衛
』
の
証
例
に
い
わ
ゆ
る
孫
引
き
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
証
例
が
あ
る
。
「
刊
本
」
の
証
例
、

③
古
今
集
に
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
佐
夜
の
中
山
を
奥
義
抄
に
よ
こ
ほ
り
く
や
る
と
あ
る
本
あ
る
よ
し
い
へ
り（下

四
十
二
オ

「
こ
や
る
し

は
、
『古
事
記
伝
』
に
、
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③
古
今
集
な
る
歌
、
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
佐
夜
の
中
山
、
と
云
を
奥
義
抄
に
、
よ
こ
ほ
り
く
や
る
、
と
あ
る
本
あ
る
よ
し
見
え
た
り
、

久
夜
流
、
許
夜
流
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
二

。
三
二
〇
）

と
あ
る
。
こ
の
例
は

「
刊
本
」
に

「―
―
あ
る
よ
し
い
へ
り
」
と
あ

っ
て
、
い
か
に
も
孫
引
き
と
理
解
さ
れ
る
表
現
を
伴
う
が
、

⑨
三
代
実
録
に
憂

【礼
比
】
と
あ
り

で
は
、
実
際
に

『
三
代
実
録
』
を
見
て
の
証
例
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

⑨
患
の
仮
字
は
、
三
代
実
録

【十
三
の
十
七
丁
】
に
憂
礼
比
と
あ
り
、
宇
礼
開
に
非
ず

（九

・
四
三

一
）

こ
の
よ
う
な
証
例
は

と
あ

っ
て
、
Ｆ

一代
実
録
』
を
見
な
く
と
も

『
古
事
記
伝
』
を
通
じ
て
そ
の
証
例
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

他
に
も
あ

っ
て
、
か
な
り
の
数
に
な
る
。

こ
れ
と
同
様
な
こ
と
は
、
『
詞

つ
か
ひ
』
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ぎ
、

⑩
常
追
考
　
ツ
ヽ
メ
ク
　
【
土
佐
日
記
下
ノ
十
四
丁
】

サ
ヽ
メ
ク
コ
ト
也
卜
注

ニ
ミ
ユ
　

　

　

（凡
例
の
第

一
巻
３４
ウ
　
頭
書
）

の

「注
」
は
、
他
に
、

⑪

（例
語

「
お
ぎ
の
り

お
ぎ
の
る
　
除
」

に
対
し
て
）
常

土
左
日
記
上
ノ
十
八
丁
ニ
ア
リ

物
ヲ
カ
ヒ
テ
代
ヲ
カ
ラ
デ
カ
リ
テ
置

事
卜

貰

ｏ
除

ｏ
貸
　
コ
レ
ラ
ノ
字
ヲ
ョ
ム
ト
季
吟
ノ
注

ニ
ミ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
六
の
巻
４
オ
　
頭
書
）

（
‐５
）

と
あ

っ
て
、
北
村
季
吟

『
土
佐
日
記
抄
』

の
注

の
こ
と
と
了
解
さ
れ
る
。
『
宣
長
校
合
　
土
左
日
記
抄
』

に
よ
れ
ば
、

⑩

つ
ゝ
め
き

て
と

ハ
さ

ゝ
め
き
て
と
い
ふ
事
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
１７
オ
）

と
あ
り
、

⑪
お
き
の
リ
ハ
貰
侍
夜
切
除
也

貸
也
玉
篇
物
を
買
て
代
を
や
ら
で
ま
つ
借
る
事
を
お
き
の
り
わ
さ
と
い
ふ
に
や
　
　
　
（上
３５
オ
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
例
語
を
得
、
証
例
を
得
た
と
了
解
さ
れ
る
。

（下
十
六
ウ

「
う
れ
ふ
る
し

『
古
事
記
伝
』
に
、
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北
村
季
吟

『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
よ
る
証
例
も
多
い
。

⑫
常
追
考

い
き
ま
き

い
き
ま
く
　
源
氏
若
菜
上
ノ
廿
二
丁

イ
キ
マ
キ
玉
ヒ
シ
カ
ド
ト
ア
リ

ｏ
イ
キ
ホ
イ
ヲ
フ
ル
フ
也
卜
注
セ
リ

（第
壱
の
巻
２
オ
　
頭
書
）

⑬

（例
語

「
つ
ひ
え

つ
ひ
ゆ

つ
ひ
ゆ
る
　
費
」

に
対
し
て
）
是

ハ
費
ナ
ル
ベ
シ
　
又
別

二
源
氏
蓬
生
十
三
丁
オ

年
頃
い
た
う

つ

ひ
え
た
れ
ど
云
々
　
憔
悴
ノ
義
卜
注
セ
リ
　
常
云

コ
レ
ハ
字
鏡

二
療
ヲ
豆
比
由
ト
ヨ
メ
リ

是
ナ
ル
ベ
シ

（第
十
三
巻
３
オ
　
頭
書
）

は
、
『
増
注
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
よ
れ
ば
、

・′⑫
い
き
ほ
ひ
を
ふ
る
ひ
た
る
な
ど
い
ふ
よ
し
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
巻

・
七
〇
五
）

と

あ

り
、

一⑬
お
と
ろ
へ
ぬ
る
外
也
。
侍
従
が
あ
り
さ
ま
を
い
へ
り
。
此
宮
に
年
頃
侍
ひ
て
憔
悴
し
た
る
也
。

つ
ひ
え
と
は
お
と
ろ
へ
た
る
也
。

（中
巻

。
六
四
）

と
あ
る
。
他
に

「注
」
の
記
入
が
な
い
源
氏
物
語
の
証
例
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く

「湖
月
抄
」
か
ら
得
た
と
思
わ
れ
る
。

⑭
め
く
は
じ

め
く
は
す
　
伊
勢
談
百
四
條
メ

陶
ヲ
ョ
メ
リ
　
史
記

【
項
羽
本
紀
】
梁
陶
レ籍

【師
古
云
動
レ
ロ

而
使
之
也
】

文
選

【
屈
原
九
歌
】
与
レ余
相
城
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
の
巻
１２
ウ
）

⑮
す
ま
ひ

す
ま
ふ
　
住
　
コ
レ
ハ
イ
セ
物
語
古
本

二
撲

カ
ナ
シ
ナ
ド
ノ
ス
マ
フ
ナ
ル
ベ
シ
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
ノ
巻
１１
オ
）

⑮
わ
た
ら
ひ

わ
た
ら
ふ
　
活

ｏ
書
紀

イ
セ
談
古
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
ノ
巻
２３
オ
）

の
伊
勢
物
語
の
証
例
に
は

「注
」
と
い
う
よ
う
な
記
入
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
実
際
に
史
記
や
文
選
な
ど
を
調
べ
て
の
証
例
と
見
倣
さ

れ
る
が
、
『伊
勢
物
語
古
意
』
に
よ
れ
ば
、
⑭
に
は
、
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⑭
め
ぐ
は
せ
は
、
源
氏
物
語
に
、
人
々
目
を
く
は
せ
つ
ゝ
、
あ
ま
り
な
る
み
心
や
り
か
な
と
云
べ
し
云
々
、
後
拾
遺
集
に
、
【清
少

納
言
】
、
あ
さ
り
す
る
蛋
の
す
み
か
を
そ
こ
な
り
と
ゆ
め
い
ふ
な
み
や
め
を
く
は
せ
つ
ゝ
、
史
記

【項
羽
本
紀
、
】
に
、
梁
陶
」籍
、ニ

【師
古
日
動
目
而
使
之
也
、
】
文
選

【屈
原
九
歌
、
】
云
、
満
‐
堂
美
‐
人
忽
独
与
レ余
目

薩
、
と
も
有
に
同
じ
、
【
め
を
く
は
せ
と
云

を
略
し
て
、
め
く
は
せ
と
云
、
今
も
し
か
い
へ
り
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
六

。
一
九
九
）

と
あ
り
、
⑮
に
は
、
本
文
「女
も
い
や
し
け
れ
ば
撲
効
な
し
」
に
、

⑮
す
ま
ふ
を
古
本
に
撲
力
と
書
し
は
、
す
ま
ひ
を
と
る
人
は
、
た
が
ひ
に
倒
さ
れ
じ
と
相
す
ま
へ
る
故
に
、
す
ま
ひ
と
い
ふ
な
れ
ば
、

追
ふ
を
出
ま
じ
き
と
す
ま
は
ん
も
、
語
の
同
じ
け
れ
ば
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
六

。
九
七
）

⑮
女
も
い
や
し
と
云
に
つ
き
て
、
男
も
い
や
し
と
思
ひ
誤
る
へ
か
ら
す
、
此
も
は
た
ゝ
上
の
男
の
勢
ひ
な
き
に
む
か

へ
て
、
女
も
す

ま
ふ
力
な
し
と
い
へ
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
六

。
九
七
　
頭
書
）

と
あ
り
、
⑩
に
は
、

⑮
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
て
ふ
事
は
、
日
本
紀
に
活
を
わ
た
ら
ひ
と
よ
み
、
此
古
本
も
し
か
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
六

・
七

一
）

と
あ
る
。
確
言
は
で
き
な
い
が
、
日
本
書
紀
も
史
記
も
文
選
も
お
そ
ら
く
実
際
に
見
た
わ
け
で
は
な
い
。

⑭
ほ
だ
し

ほ
だ
す

絆
欺
　
釈
名

（第
二
の
巻
Ｈ
オ
）

⑬
も

つ
れ

も

つ
る

も

つ
る
ゝ
　
縫
　
玉
云
綾
不
鮮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
四
の
巻
８
オ
）

の

「釈
名
」
は

『倭
名
類
衆
抄
』

の

「絆
　
釈
名
　
立
日
半
　
和
名
保
太
之
」
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
「
玉
」
は
何
か
ら
得
た
か

は
不
明
だ
が
、
『
康
熙
字
典
』
に

「
玉
篇
　
綾
不
解
」
と
あ
る
。

証
例
の
出
典
は

『
詞

つ
か
ひ
』
も

『
詞
八
衝
』
も
七
〇
種
に
及
ぶ
作
品
を
数
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
な
か
に
原
典
に
あ
た
ら
ず
に

い
わ
ゆ
る

「
孫
引
き
」
で
得
た
証
例
も
か
な
り
あ

っ
た
。
こ
の
事
実
は

『
詞

つ
か
ひ
』
や

『
詞
八
衝
』
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
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い
が
、
当
時
の
証
例
採
取
の
在
り
方
の
一
つ
と
し
て
了
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

０
　
万
葉
集
の
証
例

『
詞
つ
か
ひ
』
の
証
例
中
、
特
に
多
い

「万
葉
集
」
の
証
例
に
つ
い
て

一
言
す
る
。
常
昭
の

「
万
葉
集
」
の
証
例
は
、
春
房
の
証
例

（四
例
）
二
旦
長
書
入
中
の
証
例

（
一
例
Ｙ

所
在
の
確
定
で
き
な
い
証
例

（
一
二
例
）
を
除
く
と
二
三
三
例
。
こ
れ
を
万
葉
集
二
十
巻

の
前
半
後
半
に
三
分
す
る
と
前
者
が
六
二
例
、
後
者
が

一
七

一
例
で
か
な
り
の
比
率
で
後
半
に
多
い
。
後
半
十

一
巻
以
降
に
も
例
え
ば

十
四
巻
の

一
例
の
よ
う
に
少
な
い
巻
は
あ
る
が
、
特
に
十
七
巻
～
二
十
巻

（十
七
巻
二
五
例
、
十
八
巻
二
五
例
、
十
九
巻
三

一
例
、
二

十
巻
三
〇
例
）
の
四
巻
に
集
中
し
計

一
一
一
例
を
占
め
る
。
ほ
と
ん
ど
半
数
に
近
い
。

こ
の
極
端
な
証
例
数
の
偏
り
は
万
葉
集
十
七
巻
以
降
に

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
歌
が
多
く
、
確
実
な
証
例
を
得
る
に
は
そ
れ
が
有
効

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
仮
名
表
記
の
文
献
な
ら
源
氏
物
語
そ
の
他
の
平
安
仮
名
文
学
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
が
万
葉

集
で
あ
る
の
は
常
昭
と
宣
長
の
質
疑
応
答
の
書

『
万
葉
集
疑
問
』
と
決
し
て
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
『万
葉
集
疑
問
』
は
記
入
さ
れ
た

年
月
が
第

一
冊

（「天
明
元
年
秋
八
月
」
全

七
八

一
し

か
ら
第
六
冊

（「天
明
五
と
せ
と
云
と
し
の
は
る
や
よ
ひ
の
は
た
ち
あ
ま
り
ふ

つ
か
の
日
」
〈
一
七
八
五
し

ま
で
で
、
第
七
冊
～
第
十
冊

（万
葉
集
第
十
巻
）
に
は
年
月
の
記
載
な
く
、
若
し
こ
の
応
答
が
万
葉
集
終

巻
第
二
十
巻
ま
で
続
い
て
い
た
と
し
た
（型

、
常
昭
が

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
て

『詞
つ
か
ひ
』
の
研
究
に
着
手
し

（天
明
の
初
め

頃
）
、　
一
応
成

っ
た
寛
成
四
年

〈
一
七
九
二
〉
頃
ま
で
と
時
間
的
に
殆
ど
平
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
万
葉
集
証
例
の
頻
度

偏
り
の
大
き
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ｔ
圧
〕

１
　
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
「装
図
」
に
い
う

「無
末
無
靡
」
の
語
。
現
行
文
法
の
何
活
用
に
相
当
す
る
か
決
め
難
い
。

２
　
第
三
章
第

一
節
二

・
第
四
節

一
。

３
　
『
か
ざ
し
抄
』
明
和
四
年

〈
一
七
六
七
〉、
『あ
ゆ
ひ
抄
』
安
永
二
年

〈
一
七
七
三
〉
成
る
。

４
　
））
」
は
春
房
書
入
を
含
む
例
語
数
。

５
　
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衝
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
「
国
語
と
国
文
学
』
第
六

一
八
号
　
昭
和
五

十
年
八
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
明
治
書
院
）
所
収
。

６
　
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
足
立
巻

一

「『詞
八
衝
』
に
関
す
る
未
発
表
資
料
―
八
衝
成
立
論
考
の
う
ち
―
」
「
勢
陽
論
叢
』
第
七
号
　
昭
和
四

十
八
年
七
月
　
皇
学
館
大
学

・
勢
陽
学
会
）
。

７
　
渡
辺
英
二

『春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』
第

一
部
第
五
章
。

８
　
注
７
、
第

一
部
第
四
章
第
二
節
三
。

９
　
例
え
ば
、
時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
（昭
和
十
五
年
十
二
月
　
山石
波
書
店
）
。

１０
　
注
７
、
第

一
部
第
五
章
第
二
節
。

１１
　
注
７
、
第

一
部
第
四
章
第
二
節

一
に
列
挙
。

‐２
　
春
房
の
証
例
を
加
え
た
証
例
数
。

‐３
　
注
７
に
も
孫
引
き
の
例
を
挙
げ
た
。
重
複
す
る
こ
と
が
多
い
。

‐４
　
『宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

‐５
　
本
居
宣
長
記
念
館
蔵

『宣
長
校
合
　
土
左
日
記
抄
』
平
成
元
年
四
月
　
和
泉
書
院
。

‐６
　
『増
注
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
昭
和
五
十
七
年
五
月
増
補
版
第
二
刷
　
名
著
普
及
会
。

‐７
　
『賀
茂
真
淵
全
集
』
第
十
六
巻
　
続
群
書
類
従
完
成
会
。

‐８
　
渡
部
温

『標
註
訂
正
　
康
熙
字
典
』
復
刻
版

（昭
和
五
十
二
年
十

一
月
　
講
談
社
）
二
一
二
五
ぺ
。

‐９
　
『宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
、
大
久
保
正

「解
題
」
。

○
第
二
節
は
、
「活
用
研
究
史
上
に
お
け
る

『
詞
つ
か
ひ
』
―
所
属
例
語
を
中
心
に
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
五
八
号
　
昭
和
五
十
二
年
八
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
大
き
く
加
筆
し
た
。
前
著

『春
庭
の
語
学
研
究
』
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。



第
五
章

『詞

つ
か
ひ
』
と
国
語
学
史

第

一
節

宣
長
と

『
詞

つ
か
ひ
』

一　
宣
長
書
入

『
詞

つ
か
ひ
』
に
は
宣
長
書
入
が
か
な
り
の
数
で
存
在
す
る
。
そ
れ
は

「
凡
例
の
第

一
巻
」
と
形
容
詞

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」

の
三
巻
に
限
ら
れ
る
が
長
短
合
せ
て
七
五
箇
所
ほ
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
も
の
を
適
宜
引
用
し
宣
長
と
常
昭
の
関
係
、

両
者
の
考
え
方
の
異
同
に
つ
い
て
述
べ
る

（宣
長
書
入
に

「固
」

と
通
し
番
号
を
付
し
、
出
処
を
記
す
。
宣
長
書
入
の
対
象
と
な
る

『
詞

つ
か
ひ
』
の
本
文
は
詳
し
く
は

「
第
二
部

翻
刻
」
を
参
照
の
こ
と
）
。

０
　
「
体

・
用
」
と

「
首

。
車

。
足
掻
」

ａ
　
宣
長
書
入

名
目

「頭

・
車

・
足
掻
」
を
も

っ
て
展
開
さ
れ
る

「車
」
論
に
い
う

「体

・
用
」
に
つ
い
て
、
常
昭
の
、

①
語
の
う

へ
に
つ
な
ぐ
と
い
ふ
語
の
あ
る
よ
り
し
て
そ
の
つ
な
ぐ
綱
を

つ
な
と
い
ひ

宇
多
布
と
い
ふ
を
本
ト
シ
テ
そ
の
う
た
ふ
物

２６
　
　
　
　
を
宇
多
と
名

つ
け
た
る
に
や

ま
た
綱
と
い
ふ
物
を
も
て
物
す
る
事
を

つ
な
ぐ
と
い
ひ
宇
多
比
て
物
す
る
物
を
宇
多
と
い
へ
る
に
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や

此
前
後
本
末
は
は
が
り
か
た
き
事
な
れ
と
も
此
あ
は
れ
む
を
以
て
い
ふ
と
き
は
体
を
先
キ
と
し
用
を
後
と
す
べ
し

体
と
は
津

奈
と
い
ひ
宇
多
と
い
ふ
を
い
ふ

用
と
は
津
奈
具
と
い
ひ
宇
多
布
と
い
ふ
を
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
７
ウ
）

に
対
し
て
宣
長
は
、

固
①

（頭
書
）
体
ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
ク
用
ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
シ
　
一
ッ
ニ
ハ
定
メ
ガ
タ
ク

又
体
用
先
後
ノ
シ
レ
ガ
タ

キ
モ
多
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
７
ウ
）

と
書
入
れ
る
。
常
昭
が

「此
前
後
本
末
は
は
か
り
が
た
き
事
な
れ
と
も
此
あ
は
れ
む
を
以
て
い
ふ
と
き
は
体
を
先
キ
と
し
用
を
後
と
す

べ
し

体
と
は
津
奈
と
い
ひ
宇
多
と
い
ふ
を
い
ふ

用
と
は
津
奈
具
と
い
ひ
宇
多
布
と
い
ふ
を
い
ふ
」
と
し
て
動
詞
の
体

・
用
は

「
前
後

本
末
は
は
か
り
が
た
き
事
」
と
い
い
な
が
ら
も

「
つ
な
、
う
た
、
あ
は
れ
」
を

「
本
」
と
し
て

「
つ
な

（体
）
＋
ぐ
」
↓

「
つ
な
ぐ

（
用
と
、
「
う
た

（体
）
＋
ふ
」
↓

「
う
た
ふ

（用
と
、
「
あ
は
れ

（体
）
十
む
」
↓

「
あ
は
れ
む

（用
と

と
す
る
常
昭
に
対
し
て
、
そ

の
よ
う
に
は

一
概
に
言
い
得
な
い
と
す
る
宣
長
の
書
入
れ
で
あ
る
。
次
項
の
引
用
②
④
Ｌ
一言
つ
よ
う
に
宣
長
は
、
例
え
ば

「歌
ふ
」
で

い
う
と

「
う
た
」
が
先
か

「
う
た
ふ
」
が
先
か
、
即
ち

「体
」
が
先
か

「
用
」
が
先
か
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
引
用
⑪
に

「
い
と
上

ッ
代
に
は
、
用
語
多
く
て
、
体
語
す
く
な
か
り
し
を
、
世
々
に
人
の
言
語
の
多
く
な
り
も
て
ゆ
く
ま
ゝ
に
、
用
語
の
分
れ
て
、
体
語
に

も
な
れ
る
が
い
と
多
き
な
り
」
と
い
う
。
「体
を
先
キ
と
し
用
を
後
と
す
べ
し
」
と
断
定
す
る
常
昭
に
対
し
て
宣
長
の
書
入
れ
は
慎
重

で
あ
る
。

ｂ
　
宣
長
の
体

・
用

体
用
の
先
後
に
つ
い
て
宣
長
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『排
慮
小
船
』
に
、

②

ウ、
夕、

ハ

ウ、
夕、

升

ノ

体
。

也

、

ウ、
夕、

升

ハ

ウ、
夕

、
ノ

用 。
也

、

ウ 、
夕、

ヵ
ゥ
ス
タ
フ
　

　

　

　

　

　

　

　

。　

　

　

　

　

　

　

、

、

、

、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

訟
　
同
ジ
一言
也
、　
ス
ヘ
テ
体
ノ
言
ノ
下

二
、　
ハ
ヒ
フ
ヘ
マ
ミ
ム
メ
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等
ノ
活
字
ヲ
付
テ
、
用
ニ
ナ
ル
事
多
シ
、
タ
ト
ヘ
ハ
、
宿
ヲ
ヤ
ト
ル
、
居
ヲ
ヰ
ル
、
腹
ニ
ハ
ラ
ム
、
段
ヲ
キ
ザ
ム
、
否
フ
イ
ナ
ム
、

休
ニ
ヤ
ス
ム
、
東
ヲ
ツ
カ
ヌ
、
綱
ニ
ツ
ナ
グ
、
ナ
ト
云
、
コ
レ
ラ
ミ
ナ
上
ハ
体

ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
用
ヲ
云
時
、
下
二
活
字
ヲ
ツ
ケ
テ
、

ハ
タ
ラ
カ
ス
也
、
タ
ト
ヘ
ハ
、
歌
ヲ
ハ
ウ
タ
フ
ト
モ
ウ
タ
ハ
ム
ト
モ
ウ
タ
ヒ
ト
モ
ウ
タ
ヘ
ト
モ
云
也
、
大
方
此
格
ラ
リ
ル
レ
マ
ミ

ム
メ
ニ
ハ
マ
ヽ
ア
リ
、
如
シ
レ上
く
　
ハ
ヒ
フ
ヘ
ニ
ハ
マ
レ
也
、
ナ
ヲ
可
シ
レ考
ζ

又
味
ヲ
ア
ヂ
ハ
フ
、
友

ニ
ト
モ
ナ
フ
、
賂
ヲ
マ

ヒ
ナ
フ
、
ナ
ト
云
ハ
、
下
二
字
付
タ
ル
也
、
意
ハ
同
シ
事
也
、
ス
ベ
テ
コ
レ
ラ
、
体
ガ
本
ニ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
用
ニ
シ
タ
ル
カ
、
又

用
ノ
言
ノ
下
ヲ
去
テ
、
体
ノ
言
ニ
シ
タ
ル
カ
、
ソ
レ
ハ
後
世
ヨ
リ
ハ
根
本

ハ
ワ
キ
マ
ヘ
カ
タ
シ
、
又
今
ノ
謡
卜
云
言

ハ
、
ウ
タ
フ

ト
云
事
ヲ
体

ニ
シ
タ
ル
也
、
コ
ノ
格
ハ
、
オ
モ
フ
、
ニ
ホ
フ
、

マ
ツ
ル
、
ワ
タ
ル
、
ア
フ
グ
、
オ
モ
ム
ク
、
ナ
ゲ
ク
ノ
ル
イ
、
ミ

ナ
用
也
、　
コ
レ
ヲ
、
思
ヒ
、
匂
、

祭
ｋ

渡
ｔ

一扇
キ
、
趣
キ
、
嘆
キ
ト
云
時

ハ
、
ミ
ナ
体
也
、　
コ
レ
ラ
キ
シ
チ
ヒ
ミ
リ
ナ
ト
ニ
テ
、

即
チ
体
ニ
ナ
ル
也
、
ウ
タ
ヒ
ハ
コ
ノ
例
也
、
又
ヲ
シ
フ
ル
、
タ
ス
ク
ル
、
ツ
イ
ツ
ル
、
シ
ラ
フ
ル
、
ミ
ナ
用
也
、

コ
レ
ハ
教
Ｒ

助
久

序
く

調
ヘ
ト
エ
ケ
セ
テ
ネ
ヘ
メ
レ
ニ
テ
体
ニ
ナ
ル
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
排
蒼
小
船
』
二

。
一
八
）

③
サ
レ
ハ
歌

卜
云
、
ウ
タ
ハ
体
也
、
ヨ
ム
ハ
用
也
、
ソ
レ
ヲ
又
ウ
タ
ヨ
ミ
ヲ
合
セ
テ
体
ニ
シ
テ
、
ス
ル
ト
云
ヲ
用
ニ
シ
テ
、
活
字

ニ
セ
ル
也
、
ヨ
ク
ノ
ヽ
考
フ
レ
ハ
、
歌
ノ
字
ハ
、
ウ
タ
ト
モ
、
ウ
タ
ヨ
ム
ト
モ
、
ウ
タ
ョ
ミ
ス
ル
ト
モ
ヨ
ム
ヘ
シ
、
ミ
ナ
同
シ
事

也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
排
慮
小
船
』
二

。
一
九
）

同
様
の
考
え
は

『石
上
私
淑
言
』
に
も
見
ら
れ
、
『石
上
私
淑
言
』
が

『排
慮
小
船
』
の
い
わ
ば
改
定
版
と
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

は
あ
る
が
詳
細
か

つ
明
快
な
表
現
と
な
る
。

④
子
多
は
干
多
布
の
体
也
。

子
多
布
は
干
多
の
用
也
。

す
べ
て
一
ッ
の
百
を
体
と
用
と
に
い
ふ
た
ぐ
ひ
お
ほ
し
。

そ
れ
に
ニ
ッ
の
分

あ
り
。　
一
に
は
体
の
言
の
下
に
は
た
ら
く
言
を
加
へ
て
用
と
し
。
省
て
体
と
す
。
た
と
へ
ば
宿
と
い
ふ
は
体
也
。
そ
れ
に
留
を
加

へ
て
耶
抒
留
と
い
ふ
は
用
也
。
此
留
は
良
利
留
礼
と
は
た
ら
き
て
。
や
ど
ら
ん
共
。
や
ど
り
て
共
。
や
ど
れ
と
も
い
ふ
也
。
東
は
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体
。
都ッ
ル
奴ヌ
は
用
に
て
。
是
又
名ナ
藤
な
ど
と
は
た
ら
く
事
上
に
同
じ
。
繊
と
都ッ
奈ナ
具グ
。
脇
と
波′、
良ラ
牟ム
。
召
と
伊ィ
奈ナ
牟ム
。
野
と
幾キ
ル

牟
な
ど
の
た
ぐ
ひ
み
な
同
じ
。
又
味
と
阿
遅
波
布
。
友
と
登
毛
奈
布
。
幣
と
麻
比
奈
布
の
た
ぐ
ひ
は
。
体
の
下
に
二
言
を
加

へ
て

用
と
な
り
。
下
の

一
言
に
て
は
た
ら
く
也
。
干
多
は
干
多
波
牟
。
干
多
比
天
。
干
多
布
。
子
多
倍
な
ど
と
。
用
の
と
き
は
下
の

一

言
波
比
布
倍
と
は
た
ら
き
。

そ
の

一
言
を
は
ぶ
き
て
体
に
な
る
也
。
さ
て
ニ
ッ
に
は
。
下
の
は
た
ら
く
言
を
や
が
て
体
に
し
た
る

也
。
た
と

へ
ば
思
と
い
ふ
言
は
用
に
て
。
於
毛
波
牟
。
於
毛
比
天
。
於
毛
布
。
於
毛
倍
と
は
た
ら
く
を
。
於
毛
比
と
い
ひ
て
体
に

も
な
る
也
。
其
時
用
に
い
ふ
於
毛
比
と
。
体
に
い
ふ
於
毛
比
と
は
其
よ
ぶ
音
か
は
る
也
。
薫
　
祭
　
渡
　
一扇
　

趣
　
　
歎

施
　
　
勝

　

装

　

畳

な
ど
の
た
ぐ
ひ
。
同
じ
格
に
て
。
下
の

一
言
を
幾
志
知
比
美
理
な
ど
の
第
二
の
音
に
し
て
。
体
に
な

る
事
思
に
同
じ
。
今
の
世
に
謡
と
い
ふ
物
は
此
格
に
て
。
宇
多
布
を
比
と
い
ひ
て
体
に
な
し
た
る
詞
也
。
意
は
干
多
と
い
ふ
に
同

じ
。
其
例
は
上
に
い
へ
る
耶
抒
留
と
い
ふ
用
の
詞
。
耶
抒
と
も
耶
抒
理
と
も
体
に
い
ふ
が
ご
と
し
。
又
延
計
世
天
爾
幣
米
礼
な
ど

第
四
の
音
に
て
体

に
な
る
有
。
栄

と
い

へ
ば
用
に
て
佐
伽
延
牟
な
ど
共
は
た
ら
く
を
。
佐
伽
延
と
い
ひ
て
体
に
も
な
る
也
。

助

　

序

　

調
　
　
教

な
ど
皆
同
格
也
。

か
や
う
に
体
に
も
用
に
も
い
ふ
言
ど
も
は
。
本
は
体
の
言
な
る
を
。
後
に
は
た
ら
か

し
て
用
の
言
に
な
し
た
る
か
。
又
用
の
言
を
体
に
な
し
た
る
か
。
そ
の
本
は
わ
き
ま

へ
が
た
し
。
あ
る
人
の
い
は
く
。

い
と
上
ッ

代
に
は
用
の
詞
の
み
多
く
て
。
体
の
言
は
す
く
な
し
。
さ
れ
ば
両
用
の
言
は
。
み
な
本
は
用
の
百
な
る
を
。
後
に
体
に
も
い
ふ
也

と
。
是
も
さ
る
事
な
れ
ど
詞
に
よ
る
べ
し
。
よ
り
て
按
ず
る
に
。
上
に
あ
ぐ
る
二
様
の
う
ち
。
下
の
は
た
ら
く
言
を
や
が
て
体
に

な
し
て
。
薫
と
も
助
と
も
い
ふ
や
う
な
る
は
。
用
の
言
が
本
な
る
べ
き
か
。
又
宿
束
の
た
ぐ
ひ
は
。
体
が
本
に
し
て
。
そ
れ
に
言

を
加

へ
て
用
に
も
い
ふ
な
る
べ
し
。
古
語
を
よ
く
考
る
に
。
し
か
お
も
は
る
ゝ
こ
と
有
也
。
さ
れ
ば
干
多
と
干
多
布
も
。
い
づ
れ

が
本
と
も
た
し
か
に
は
定
め
が
た
け
れ
ど
。
右
の
意
に
し
た
が
は
は
。
干
多
と
い
ふ
が
本
に
て
。
そ
れ
に
言
を
く
は
へ
て
手
多
布

と
も
干
多
比
天
と
も
子
多
波
牟
と
も
子
多
倍
と
も
用
の
言
に
も
い
ふ
に
や
。
…
…
と
ま
れ
か
く
ま
れ
深
く
か
む
が
へ
ず
共
あ
り
ぬ
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べ
し
。
た
ゞ
干
多
は
干
多
布
の
体
。
千
多
布
は
千
多
の
用
と
心
得
て
あ
り
な
ん
。
さ
て
干
多
を
干
多
布
と
。
体
用
か
さ
ね
て
い
ふ

も
常
の
事
也
。
是
は
後
の
事
な
る
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
石
上
私
淑
言
』
二

・
一
一
四
＊
）

⑤
相
手
豆
奈
比
は
、

…
…
…
千
豆
は
、
珍

御
子
、
宇
頭
乃
幣
畠
、
宇
頭
乃
御
手
、
な
ど
あ
る
宇
頭
に
て
う
る
は
し
く
め
で
た
き
を
い

ふ
、
奈
比
は
、
活
か
ぬ
言
を
活
用
か
す
に
、
添

へ
い
ふ
辞
に
て
、
商
を
す
る
を
あ
き
な
ふ
、
い
ざ
と
い
ひ
て
さ
そ
ふ
を
い
ざ
な
ふ
、

諾
な
り
と
す
る
を
う
べ
な
ふ
、
と
い
ふ
類
に
て
、
う
づ
な
ひ
は
、
御
世
の
政
を
、
神
の
め
で
て
、
美
好
と
し
給
ふ
意
也
、

Ｇ
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
七

・
三
二
七
）

い
さ
さ
か
長
く
引
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
④
に
は
動
詞
活
用
語
の
語
構
成
に
関
す
る
す
べ
て
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。

摘
記
す
れ
ば

「す
べ
て

一
ッ
の
言
を
体
と
用
と
に
い
ふ
た
ぐ
ひ
お
ほ
し
。　
そ
れ
に
ニ
ッ
の
分
あ
り
。
　
一
に
は
体
の
言
の
下
に
は
た
ら
く

言
を
加

へ
て
用
と
し
。
省
て
体
と
す
。
」
「
ニ
ッ
に
は
。
下
の
は
た
ら
く
言
を
や
が
て
体
に
し
た
る
也
。
」
と
し
、
「体
に
も
用
に
も
い
ふ

言
ど
も
は
。
本
は
体
の
言
な
る
を
。
後
に
は
た
ら
か
し
て
用
の
言
に
な
し
た
る
か
。
又
用
の
言
を
体
に
な
し
た
る
か
。
そ
の
本
は
わ
き

ま

へ
が
た
し
。
」
と
い
う
。
こ
れ
は
書
入

「体
ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
ク
用
ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
シ
　
一
ツ
ニ
ハ
定
メ
ガ
タ
ク
又

体
用
先
後
ノ
シ
レ
ガ
タ
キ
モ
多
シ
」
と
全
く
同
じ
意
で
あ
る
。

宣
長
に
は
体
と
用
に
つ
い
て
一一一口う
こ
と
が
多
い
。

⑥
掟
σ
意
な
る
を
、
置
て
と
心
得
誤
れ
る
所
お
ほ
し
、
掟
は
、
俗

計
に
は
、
体
言
に
の
み
い
ふ
を
、
雅

計
に
は
、
用
フキ

訂
ぼ
も
多

く
い
へ
る
故
に
、
置
て
置

つ
る
に
ま
が

へ
る
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』

四

・
三

一
六
）

⑦
用
言
に
い
ふ
時
は
、
霞
み
け
り
、
霞
む
月
、
契
ら
ぬ
、
契
る
言
の
葉
、
な
ど
や
う
に
、
は
た
ら
く
も
じ
を
そ
へ
て
書
ク
ベ
し
、
す

べ
て
か
く
体
と
用
と
に
つ
か
ふ
詞
は
、
用
の
時
は
、
は
た
ら
く
も
じ
を
添
て
か
ゝ
ざ
れ
ば
、
ま
ぎ
る
ゝ
こ
と
有
也
、

Ｇ
玉
勝
間
』

一
二

一
一
九
）



第五章 『詞つかひ』と国語学史  266

な
ど
、
活
用
と
離
れ
た
と
こ
ろ
で
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
、

③
御
冠
は
美
加
賀
布
理
と
訓
べ
し
、
…
…
…
本
は
加
賀
布
留
と
云
用
言
な
る
を
、
体
言
に
し
た
る
な
り
、

Ｇ
古
事
記
伝
』
九

。
二
六
七
）

⑨
加
賀
比
と
云
は

加
賀
布
と
あ
る
如
く
、
本
用
言
な
る
を
、
体
言
に
な
し
た
る
名
な
り
、翁

古
事
記
伝
』
十
二

・
三
四
六
）

⑩
恋
を
、
体
に
い
へ
ば
司
酬
な
る
を
、
こ‐
引
ｕ
と
い
ふ
は
ヽ
は
た
ら
か
し
て
用
に
い
ふ
と
き
の
こ
と
に
て
、

Ｇ
玉
あ
ら
れ
』
五

・
五
〇
五
）

①

【
凡
て
言
に
体
用
の
別
あ
り
、
体
と
は
動
か
ぬ
を
い
ふ
、
用
と
は
活
く
を
云
く

其
ノ
体
語
に
、
本
よ
り
体
な
る
と
、
用
の
体
に

な
れ
る
と
あ
り
、

い
と
上
ッ
代
に
は
、
用
語
多
く
て
、
体
語
す
く
な
か
り
し
を
、
世
々
に
人
の
言
語
の
多
く
な
り
も
て
ゆ
く
ま
ゝ

に
、
用
語
の
分
れ
て
、
体
語
に
も
な
れ
る
が
い
と
多
き
な
り
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
古
事
記
伝
』
九

。
一
二
八
）

な
ど
活
用
と
直
接
関
わ
る
こ
と
で

「体

・
用
」
を
使
う
。

な
お
右
の
引
用
に
よ
れ
ば
、

「体
」

に
準
じ
て

「体
語
、
体
言
」
、

「
用
」

に
準
じ
て

「
用
言
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、

ヨ
中、

言
」
が
付
く
と

「
語
と
い
う
形
」
に
重
点
が
あ
り
、
付
か
な
い
場
合
は

「
語
の
内
実
」
に
重
点
の
あ
る
使
い
分
け
が
あ
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。

ｃ
　
宣
長
と
常
昭
の

「車
」
論

引
用
④
に
、

。
体
の
言
の
下
に
は
た
ら
く
言
を
加
へ
て
用
と
し

。
体
の
下
に
二
言
を
加
へ
て
用
と
な
り
。
下
の

一
言
に
て
は
た
ら
く
也
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と
あ
る
。
図
式
化
す
る
と
、
前
者
は
例
え
ば
、

う
た

（体
の
言
）
十
ふ

（
は
た
ら
く
言
）
↓
う
た
ふ

（用
）

と
な
り
、
後
者
は
、

と
も

（体
）
十
な
ふ

（
二
言
）
↓
と
も
な
ふ

（用
）
、
ふ

（下
の

一
言
）
＝
は
た
ら
く

と
な
る
。
引
用
⑤
に
よ
れ
ば

「
な
ふ
」
は

「活
か
ぬ
言
を
活
用
か
す
に
、
添

へ
い
ふ
辞
」
と
な
る
。
こ
の
体
と
用
と
の
関
係
は
形
容
詞

に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る

（⑩
）
。

こ
れ
を
常
昭
の
名
目
で
い
え
ば
、
④
の

「体
の
言
、
体
」
、
⑤
の

「活
か
ぬ
言
」
が

「首
」
、
④
の

「
は
た
ら
く
言
、
（体
の
下
に
加

え
る
）
二
言
」
、
⑤
の

「
添

へ
い
ふ
辞
」
、
⑦
の

「
は
た
ら
く
も
じ
」
が

「車
」
と
な
り
、
④
の

「
は
た
ら
く
」
が

「
足
掻
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。　
こ
れ
は

『
詞

つ
か
ひ
』

の

「動
ヵ
ぬ
言
を
首
と
い
ひ
」

（凡
例
１
オ
）
、

「車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動
か
す
辞
な

り
」
（凡
例
１
ウ
）
、
「
は
た
ら
か
せ
た
る
は
車
と
い
ふ
べ
し
…
…
は
た
ら
く
も
の
ハ
あ
が
き
と
い
ふ
べ
し
」
（凡
例
１５
ウ
～
‐６
オ
）
と
全

く
同
じ
と
言

っ
て
よ
い
。
内
容
も
表
現
も
殆
ど
同

一
で
、
異
な
る
の
は

『
詞

つ
か
ひ
』
が
名
目

「首
、
車
、
足
掻
」
を
用
い
る
点
の
み

で
あ
る
。

宣
長
の
こ
う
し
た
活
用
説

・
語
構
成
説
を
常
昭
が
知
ら
な
か

っ
た
と
は
考
え
難
く
、
時
間
的
に
も
十
分
そ
の
考
え
に
接
し
得
る
機
会

は
あ

っ
た
。
宣
長
の
考
え
を
基
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
名
目

「首
」
「車
」
「足
掻
」
な
ど
を
与
え
て
常
昭
の

「車
」
論
に
発
展
す
る
こ
と

は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

ｄ
　
車

・
足
掻

常
昭
が

「車
」
論
に
つ
い
て
述
べ
る
、

⑫
惣
て
車
辞
は
皆
足
掻
ク
な
れ
ば
車
語
を
即
足
掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
と
知
ル
ベ
し

〔蜘
車
語
を
や
が
て
足
掻
語
と
い
は
ゞ
足
掻
語
を
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も
亦
車
語
と
い
は
ん
に
妨
な
き
に
似
た
れ
ど
も
然
は
名
づ
け
か
た
し

其
は
上
に
も
い
へ
る
ご
と
く
青
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
皆
物

の
名
な
る
を
あ
を
み

あ
を
む

あ
か
み

あ
か
む
と
や
う
に
初
て
う
ご
か
し
そ
む
る
も
の
は
車
語
也

そ
の
み
と
は
た
ら
き
む
と
は

た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
あ
が
き
と
は
い
ふ
な
り

車
と
い
ひ
足
掻
と
い
は
ん
は
無
用
に
名
の
重
ナ
リ
た
る
ご

と
く
聞
ゆ
れ
と
そ
の
け
ぢ
め
あ
る
を
知
べ
し
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
１５
ウ
）

に
対
し
て
宣
長
は
、

圃
②

（頭
書
）
右
ノ
車
語
ト
テ
挙
玉

ヘ
ル
中

ニ
マ
サ
シ
ク
車
ナ
ル
ア
リ

又
足
ガ
キ
カ
車
カ
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ

ソ
ノ
ヮ
キ
マ
ヘ

ガ
タ
キ

ハ
足
ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ヽ
ゾ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
１５
ウ
）

と
書
入
れ
る
。
常
昭
が

「
惣
て
車
辞
は
皆
足
掻
ク
な
れ
ば
車
語
を
即
足
掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
」
と
し
な
が
ら

「車
と
い
ひ
足
掻
と
い

は
ん
は
無
用
に
名
の
重
ナ
リ
た
る
ご
と
く
聞
ゆ
れ
と
そ
の
け
ぢ
め
あ
る
を
知
べ
し
」
と
い
っ
て

「車
」
と

「
足
掻
」
と
を
明
確
に
区
別

す
る
の
に
対
す
る
こ
の
官
一長
書
入
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た

（↓
第
三
章
第

一
節
二
０
）
。

ｅ
　
形
容
詞
の
体

・
用

形
容
詞
と
動
詞
の
間
で

「
体
」
と

「
用
」
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
常
昭
の
、

⑬
此
巻
の
語
の
末
に
み
を
添

へ
て
あ
や
し
み

あ
や
し
む

い
つ
く
し
み

い
つ
く
し
む
と
や
う
に
い
へ
る
あ
り

【
う
つ
く
し

を
し

か
な
し

く
る
し

し
た
し

た
ぬ
し

と
も
し
な
ど
み
な
み
を
添
て
い
ふ
事
あ
や
し
み
の
格
に
同
じ
】
こ
れ
は
第
五
巻
の
語

又
め

を
添
て
い
や
し
め

い
や
し
む

な
や
ま
し
め

な
や
ま
し
む
と
や
う
に
い
ふ
は
第
十
二
巻
の
語
也

し
か
る
を
古
き
歌
と
も
に
某
々

を
こ
そ
う
る
は
し
み
お
も

へ

或
は
某
々
を
こ
そ
う
ら
め
し
み
お
も

へ
と
や
う
に
よ
め
る
み
は
う
る
は
し
み

う
ら
め
し
み
と
い
ふ

体
の
語
に
て
も
の
ゝ
う
る
は
し
き
事
を
う
る
は
し
み
と
い
ふ
ゆ
ゑ
に
し
か
う
る
は
し
み
思
ふ
と
は
よ
め
る
也

（第
廿
七
巻
４３
ウ
～
４４
オ
）
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に
対
し
て
、

固
③

（頭
書
）
此
ミ
ハ
マ
ミ
ム
メ
ノ
活
キ
也

サ
テ
此
ミ
ニ
テ
体
語

ニ
ナ
ル
ア
リ

ク
ル
シ
ミ

カ
ナ
シ
ミ

ア
ハ
レ
ミ
ナ
ト
云
力
如
シ

ソ
ノ
ト
キ

ハ
ミ
ヲ
上
声

二
云
例
也

用
二
云
ト
キ
ハ
ミ
平
声
也

凡
テ
諸
ノ
語
体
用

ニ
テ
平
上
去
卜
声
ノ
カ
ハ
ル
コ
ト
多
シ

（第
廿
七
巻
４３
ウ
）

固
④

（頭
書
）

フ
ル
キ
歌

ニ
ウ
ル
ハ
シ
ミ
思

フ
ナ
ト
云

ハ
体
言

ニ
ハ
ア
ラ
ズ

ウ
ル
ハ
シ
ム
ノ
ム
ノ
活
キ
タ
ル
ミ
ニ
テ
用
言
也

ウ
ル

ハ
シ
ミ
テ
思
フ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４３
ウ
）

固
⑤

（「某
々
を
こ
そ
う
ら
め
し
み
お
も
へ
」
の

「
み
」
に
）
是
モ
ム
ノ
活
キ
ニ
テ
用
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４３
ウ
）

の
書
入
れ
が
あ
る
。

「
シ
ク
活
用
形
容
詞
終
止
形
十
み
」

の
語
形
に
つ
い
て
常
昭
が
マ
行
四
段
活
語
の
連
用
形
と
す
る
の
に
対
し
て
宣

長
書
入
は
体

・
用
両
用
が
あ

っ
て
体
は
上
声
、
用
は
平
声
に
発
音
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
加
え
て

「古
き
歌
」
の

「某
々
を
こ
そ

う
る
は
し
み
お
も

へ
」
な
ど
は
常
昭
が

「体
の
語
」
と
す
る
の
に
対
し
て
宣
長
は
用
言
だ
と
い
う
。
見
解
は
異
な
る
が
特
に
理
由
を
付

す
こ
と
は
な
い
。
「体
は
上
声
、
用
は
平
声
」
に
関
わ

っ
て
常
昭
に
も
宣
長
同
様
の
発
言
が
あ
る

（↓
第

一
章
第
二
節
引
用
⑩
）
。

ｆ
　
形
容
詞
の
体
と
車

圃
⑥

（頭
書
）
同

【
オ
ヤ
ジ

オ
ナ
ジ
】

コ
レ
ハ
此
巻
ノ
格
ト
ハ
別

ニ
テ
第
廿
六
巻
ノ
格
ノ
如
ク
オ
ヤ
ジ
ト
云
ガ
体

ニ
テ
ソ
レ
ニ
キ

ク
ヲ
添
ル
ヤ
ウ
ニ
モ
聞

ユ
　
ソ
レ
ニ
シ
テ
ハ
オ
ナ
ジ
シ
ト
モ
云
ベ
キ
ニ
オ
ナ
ジ

ヽ
ト
ハ
イ

ハ
ズ
シ
テ
オ
ナ
ジ
ト
ノ
ミ
云

ハ
同
音
ノ

重
ナ
ル
ユ
ヱ
カ

ヽ
同
ジ
人

ヽ
同
じ
某
卜
云

コ
ト
此
巻
ノ
格

ニ
テ
ハ
ア
ハ
ズ

但
シ
万
葉

ニ
ハ
　
ヽ
カ
ナ
シ
妹
ナ
ド
モ
ア
レ
バ

ヽ
同
シ
人
ナ
ト
モ
ソ
ノ
古
格
ノ
ノ
コ
レ
ル
ニ
テ
ヤ
ハ
リ
此
巻
ノ
言
カ

ナ
ホ
ヨ
ク
考

フ
ヘ
シ

固
⑦
　
イ
ミ
ジ

ス
サ
マ
ジ
ナ
ト
ノ
シ
ヲ
濁
ル
ハ
後
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ

正
シ
ク
ハ
清
ム
ヘ
キ
言
也

固
③
　
同
ジ
ノ
ジ

ハ
一
ツ
本

ヨ
リ
濁
ル
音
也

コ
レ
又
此
ノ
巻
ノ
格

ニ
カ
ハ
レ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４‐
ォ
～
４２
ウ
）
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こ
の
宣
長
書
入
は
、

⑭
し
は
皆
清
て
唱
ふ
る
が
例
な
る
に
た
ゞ
い
み
じ

お
や
じ

お
な
じ

す
さ
ま
じ
な
と
は
し
を
濁
り
て
唱
ふ
る
は
心
ゆ
か
ず

さ
り
と

て
改
む
べ
し
と
も
聞
え
ず
か
し

上
ヱ
日
の
音
便
に
て
し
か
呼
ぶ
に
も
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４‐
ォ
）

の
欄
外
に
位
置
す
る
。
書
入
後
半
の
終
止
形

「―
―
し

（じ
と

の
清
濁
に
つ
い
て
は
明
快
に
断
定
す
る
が
、
前
半
の
ク
活
用

。
シ
ク

活
用
の
別
に
よ
る
体

（語
幹
）
と
車

（活
用
語
尾
）
の
違
い
に
関
し
て
は
慎
重
で
あ
る
。

繰
り
返
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
分
別
は
語
幹
を
ど
う
定
め
る
か
に
あ
る
。
宣
長
は
、
「同
じ
」
は

「
お
な
じ
」

を
体
と
し
車
を

「
キ

・
ク
」
と
す
る
ク
活
用
形
容
詞
の
よ
う
で
あ
り
、
と
す
れ
ば

「
シ
」
も
車
と
し
て

「
お
な
じ
し
」
と
も
い
う
べ
き

だ
が
そ
う
は
い
わ
な
い
、
体
言
を
修
飾
す
る

「
同
じ
十
人
」
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
用
法
で
は
な
い
が
こ
れ
は

「古
格
」
の
例
に
な
い

こ
と
で
は
な
い
、
「
此
巻
ノ
言
力
」
、
「
ナ
ホ
ヨ
ク
考

フ
ヘ
シ
」
と
い
う
に
止
ま
る

（↓
第
三
章
第
四
節
三
〇
０
）
。

「―
―
し
し
」
の
語
形
に
つ
い
て
、
常
昭
は

「
此
廿
七
巻
の
語
ど
も
に
も

し

を
今

一
ッ
添

へ
て
あ
し
ゝ

あ

つ
し
ゝ

あ
は
じ
ゝ
と

や
う
に
い
へ
り

し
か
れ
ど
も
是
レ
は
き
は
め
て
俗
語
の
格
に
て
雅
語
に
な
き
事
也
」

（第
廿
七
巻
４２
ウ
）
と
い
う
が
、
宣
長
に
も
殆
ど

同
じ
、

⑮
凡
て
あ
し
し

か
な
し
し

く
や
し
し
な
ど
い
ふ
類
、
志
志
と
い
ふ
は
皆
俗
言
也
、　
　
　
Ｇ
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
七

・
三
四
八
）

が
あ
る
。

②
　
「
本
語
」

こ
こ
で
は
形
容
詞
に
関
連
す
る
宣
長
書
入
の

「本
語
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ａ
形
容
詞
の
本
語
と
車
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⑩

【
し
を
車
也
と
せ
ん
に
は
あ
し
な
ど
は
あ
と
の
み
い
ふ
を
本
語
也
と
い
ふ
べ
し

悪
を
あ
と
の
み
や
は
い
ふ
べ
き

上
に
も
い
へ
る

こ
と
く
廿
六
巻
の
よ
し

よ
わ
し
の
し
は
車
の
し
に
て

よ

よ
わ

お
も

か
ろ
と
い
ふ
ぞ
本
語
な
る
】
　

　

（第
廿
七
巻
４２
オ
）

に
対
し
て
宣
長
は
、

圃
⑨

（頭
書
）

悪

賤

嬉

コ
レ
ラ
ハ
ア
ト
モ

イ
ヤ
ト
モ

ウ
レ
ト
モ
云
テ
ハ
コ
ト
タ
ラ
ネ
バ
シ
ハ
車
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
ド

モ
他
ノ
多
ク
ノ
例
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
コ
レ
ラ
モ
本
語
ハ　
ア

イ
ヤ

ウ
レ
ナ
ル
モ
知
ガ
タ
シ
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４２
オ
）

と
書
入
れ
る
。
引
用
⑮
の
直
前
に

「
…
…
あ
は
し

あ
つ
し
と
い
ふ
が
本
語
に
て

し

は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し
」
が
あ
っ
て
⑮
は
そ

の
割
注
で
あ
る
。
「あ
し

（悪
と

の

「
し
」
を
車
と
す
る
と
本
語
は

「
あ
」
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
と
す
る
と

「悪
」
の
本
語
が

「
あ
」
と
な
っ
て
こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
、
し
た
が
っ
て
シ
ク
活
用
の
場
合
に
は

「し
」
を
車
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
ク
活
用
の

場
合
と
は
違
う
の
だ
、
と
い
う
注
で
あ
る
。

対
し
て
宣
長
書
入
は
、
シ
ク
活
用
の

「あ

（悪
）
、
い
や

（賤
）、
う
れ

（嬉
と

を
本
語
と
し
て
は

「
コ
ト
タ
ラ
ネ
バ
」
と
し
て
常

昭
の
考
え
に
賛
意
を
示
し
な
が
ら
、
多
く
の
例
か
ら
こ
れ
ら
も
本
語
か
も
し
れ
な
い
と
慎
重
で
あ
る
。
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
別
に
よ

る
本
語
と
車
の
関
係
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
が

（↓
第
三
章
第
四
節

一
。
二
）
、

常
昭
は
語
形
が

一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
意

味
を
持
つ
こ
と
を
重
要
と
し
、
宣
長
は
語
形
を
形
の
上
で
割
り
切
る
考
え
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
体
と
車
の
関
係
に
つ
い
て
、

圃
⑩
此
巻
ノ
語
ハ
多
ク
ハ
一
重
ノ
車
ヲ
体

ニ
ナ
シ
テ
又
二
重
ノ
車
ナ
ル

〔全
一重
ノ
車
ヲ
体

ニ
シ
テ
ニ
重
ノ
車
ナ
ル
と

ガ
多
キ
也

タ
ト
ヘ
バ
ア
ハ
シ
ハ
淡
ガ
本
語

ニ
テ

シ
ハ　
シ

キ

ク
ト
活
ク
車
ナ
ル
ヲ
此
巻

ニ
テ
ハ
ソ
ノ
ァ
ハ
シ
ヲ
体
ト
シ
テ
又
二
重

ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ

ア
ハ
シ
キ

ア
ハ
シ
ク
ト
云
ヒ

或
ハ
イ
マ
ハ
シ
ハ

イ
ム
ノ
ム
ヲ
活
シ
テ
マ
ト
云
テ
ソ
ノ

〔又
ソ
ノ
下
ヘ
ハ
シ

ハ
シ
キ
　
ハ
シ
ク
〕
〈下

へ
〉
ハ
シ
ノ
車
ヲ
添
へ

又
ソ
ノ
下
へ

〔ク

キ
三
〕
全
》

重
ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ

イ
マ
ハ
シ
キ

イ



第五章 『詞つかひ』と国語学史  272

マ
ハ
シ
ク
ト
云

此
類
多
シ

考

フ
ベ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

（第
廿
七
巻
４４
オ
）

と
書
入
れ
る
。
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
は

「
あ
は
十
し

。
き

。
く

（車
と

↓

「
あ
は
じ
十
く

。
き

（車
と
、
「
い
む
↓

い
ま
十
は
じ

（車
と

↓

「
い
ま
は
じ
十
く

。
き

（車
と

の
よ
う
に
二
重
に

「車
」
を
添
え
て
各
活
用
形
に
な
る
語
も
多
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
構
成
に
お
け
る
車
の
重
層
性
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
は
常
昭
の
よ
う
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
区
別
さ
れ
る
ク

活
用
と
シ
ク
活
用
の
本
語
と
車
の
関
係
を
統

一
的
に
説
こ
う
と
す
る
観
点
は
な
く
、
車

「
キ
、
ク
」
を
除
い
た
形
を
本
語
、
即
ち

「語

―
車
＝
体

（本
語
と

（形
容
詞
―
活
用
語
尾
＝
本
語
）

と
す
る
形
の
上
で
割
り
切
る
考
え
が
顕
著
で
あ
る

（↓
第
二
章
第
四
節

一
。

一
一）
。ｂ

宣
長
の
本
語

宣
長
に
は

「本
語
」
の
用
例
も
多
い
。
例
え
ば
、

⑬
ウ
ト
モ
刻
ト
モ
ニ
タ
ヤ
ウ
ニ
云
音
便
　
神
某

ヲ
カ
ウ
某
ト
モ
陸
隊
保
ト
モ
云
。
【神
ノ
本
語

ハ
カ
ミ
又
洲
到
ト
モ
云
。
】
巫
ヲ
洲
刻

ナ
ギ
ト
モ
カ
ン
ナ
ギ
ト
モ
云
。

【本
語

ハ
カ
ム
ナ
ギ
ナ
リ
。
】

・…
…
‥
冠
ヲ
川
引
冽
州
ト
モ
川

ン‐
冽
州
卜
ニ

ム
ｏ

【本
語

ハ
川
劇
冽

―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

州
ナ
リ
。
】
考
ヲ
川
引
川

へ‐
ト
モ
川

ン‐
川

へ‐
ト
モ
云
。
【本
語
未
詳
】
上
件
ノ
言
ド
モ
。
列
モ
ン‐
モ
共

二
音
便
ナ
リ
。
其
中

二
本
語

ム
ナ
ル
者

ハ
。

モ
ト
ヨ
リ
ン
ト
呼
シ
事
卜
心
得
メ
レ
ド
モ
然
ラ
ズ
。
月

ハ
古
ヘ
ハ
サ
ダ
カ
ニ
ム‐
卜
呼
ツ
ル
ヲ
。
後

二
音
便

ニ
テ
ン‐

ト
ハ
ナ
レ
ル
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
漢
字
三
音
考
』
五

・
四
二
八
）

⑬
題
プば
、
そ
の
冠
を
認
る
と
い
ふ
耶
驚
ど
ヽ
さ
て
冠
は
、
頭
に
か
ぶ
れ
ば
、
本
肺
ヵ々夫ブ秒
と
い
ふ
言
な
る
を
、
Ｒ
言
に
は
、
神
牟ン

々
利
と
も
加
宇
牟
利
と
も
い
へ
り
、
然
い
ふ
は
言
便
に
て
、
本
語
に
は
あ
ら
ず
、　
　
　
Ｇ
出
雲
国
造
神
寿
後
釈
』
七

・
三
七
）

⑩
宇
気
を
、
考
頭
書
に
、
飢
食
の
略
と
い
は
れ
た
る
は
、
い
と
／
ヽ
わ
ろ
し
、
宇
気
宇
迦
は
、
食
の
本
語
に
て
、
気
と
の
み
い
ふ
は
、

そ
の
字
を
省
け
る
に
こ
そ
あ
れ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
大
祓
詞
後
釈
』
七

・
一
七
二
）
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⑩
す
べ
て
な
り
と
い
ふ
辞
は
、
此
爾
在
の
切
り
た
る
也
、
古
文
に
は
、
多
く
は
本
語
の
ま
ゝ
に
、
に
あ
り
と
い
へ
り
、

Ｇ
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
七

・
二
五
三
＊
）

④
須
気
を
多
須
気
と
常
に
い
ふ
は
、
手
助
に
て
、
本
語
は
須
気
な
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
古
事
記
伝
』
十

。
四
〇

一
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
語
は
延
約

・
音
便

・
接
辞
の
付
加

・
音
の
脱
落
な
ど
に
よ

っ
て
語
形
が
短
く
な

っ
た
り
長
く
な

っ
た
り
、
或
い
は
長

さ
は
変
わ
ら
な
い
が
語
形
を
替
え
た
り
す
る
、
そ
の
元
の
語
を

「本
語
」
と
す
る
。
こ
の
点
で

『
詞

つ
か
ひ
』
の
用
法
は
宣
長
の
そ
れ

に
異
な
る
こ
と
は
な
い

（↓
第
二
章
第
四
節

一
）
。

０
　
自

。
他

（３
）

『
詞
つ
か
ひ
』
の

「自
他
」
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
た

（↓
第
二
章
第
二
節
三
）
。
宣
長
に
も

「自
他
」
に
関
す
る
記
述
は
多
い
。

②
ツ
ク
ス
ト
云
ガ
、
即
ツ
ク
サ
セ
ル
意
也
、
尽
ハ
ツ
ク
ル
也
、　
ツ
ク
ス
ハ
令
レ尽
也
、
心
ヲ
ツ
ク
ス
ト
自
ラ
云
ハ
、
我
レ
ト
我
心
ヲ

令
¨
ぶ
也
、
此
歌
ニ
テ
ハ
、
妹
ガ
家
持
心
ヲ
令
尽
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
万
葉
集
間
答
』
六

。
四
二
五
）

⑬
考
に
、
織
を
於
呂
志
の
約
と
説
れ
た
る
は
、
自
他
の
違
ひ
あ
り
、
於
理
は

自

ラ下ォ
る
ゝ
こ
と
、
於
呂
志
は
物
を
下
す
事
也
、
す

べ
て
此
類
を
、
言
の
延
約
を
以
て
、
通
は
し
解
と
き
は
、
自
と
他
と
混
清
し
て
、
言
霊
の
妙
　
用

を
失
ふ
こ
と
也
、

Ｇ
大
祓
詞
後
釈
』
七

。
一
五
二
）

②
凡
て
さ
き
は
ひ
と
い
ふ
と
、
さ
き
は
へ
と
い
ふ
と
は
、
自
他
の
差
あ
り
、
集
ひ
と
集
へ
と
の
如
し
、
さ
き
は
へ
は
、
他
を
福
は
ゝ

し
む
る
を
い
ひ
て
、
さ
き
は
ゝ
せ
の
は
せ
を
切
め
て
へ
と
い
ふ
也
、
さ
き
は
ひ
と
混
ふ
べ
か
ら
ず
、

Ｇ
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
七

・
二
二
八
）

⑮
同
ジ
言
も
、
人
の
為
と
自
ら
然
る
と
の
差
あ
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
古
事
記
伝
』
九

・
二
五
八
）
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④

【
佐
加
留
と
佐
久
留
と
は
、
自
然
る
と
、
物
を
然
す
る
と
の
差
あ
り
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
事
記
伝
』
九

。
二
七
〇
）

④

【
…
…
、

宇
牟
は
母
に
就
た
る
故
に
、

子
に
就
て
い
へ
ば
宇
麻
流
と
い
ふ
、
所
レ
生
の
意
な
り
、

さ
れ
ば
古
書
に
生
ノ
字
を
書
る

に
此
ノ
差
別
あ
り
、
母
に
就
て
某
生
レ
某
ヲ
と
あ
る
生
は
、
親
の
子
を
産
な
れ
ば
、
宇
牟
と
か
阿
良
志
坐
と
か
訓
べ
し
、
子
に
就
て

某
生
と
あ
る
生
は
、
子
の
誕
生
な
れ
ば
、
宇
麻
流
と
か
阿
礼
坐
と
か
訓
べ
し
、
然
る
に
世
ノ
人
此
ノ
差
別
な
く
、
生
ノ
字
を
ば
、
子

に
就
て
も
親
に
就
て
も
、
阿
礼
坐
と
訓
ム
を
古
言
と
心
得
た
る
は
　
非
　
な
り
、
凡
て
何
事
も
文
字
に
委
ね
お
く
故
に
、
古
言
の

か
ゝ
る
差
別
あ
る
こ
と
を
得
排

へ
知
ラ
ざ
る
、
此
類
多
し
、
其
例
を

一
２

う
い
は
ば
、
賜
ふ
と
賜
は
る
と
を

一
ッ
に
心
得
、
遣
す

と
遣
さ
る
と
を

一
ッ
に
心
得
る
な
ど
、
皆
誤
な
り
、
多
麻
布
は
与
ふ
る
人
に
就
て
い
ふ
言
、
多
麻
波
流
は
受
る
人
に
就
て
い
ふ
言

に
て
、
所
レ
賜
の
意
な
り
、
都
加
波
須
は
遣
る
人
に
就
て
い
ふ
言
、
都
加
波
佐
流
は
行
人
に
就
て
い
ふ
言
に
て
、
所
レ
選
サ

の
意
な

り
、
凡
て
の
言
づ
か
ひ
、
此
レ
等
を
以
て
准
で
知
ル
ベ
し
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
事
記
伝
』
十

・
四
二
五
）

な
ど
な
ど
。

自
他
に
関
し
て
、

宣
長
は
春
庭
が

『
詞
通
路
』

で
用
い
た
自
他
の
意
義
規
定
と
同
じ
、
若
し
く
は
類
似
の
用
語
を
既
に

使

っ
て
お
り
、
た
だ
そ
れ
が
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
点
で
春
庭
と
異
な
る
。
自
他
を
活
用
と
関
連
し
て
述
べ
る
段
階
で
止
ま

っ
て
い
る

点
で
常
昭
の
自
他
も
宣
長
を
出
て
は
い
な
い
が
、
常
昭
の
自
他
は
所
語
令
語
と
結
び

つ
け
て
解
く
点
に
特
色
が
あ
る

（↓
第
二
章
第
二

舘即
一二
）
。

０
　
「
本
」
「
末
」

常
昭
が

「
の
ど
か
、
は
る
か
」
は

「
の
ど
、
は
る
」
に

「
か
」
（車
）
を
添
え
、
「
の
ど
け
し
、
は
る
け
し
」
は

「
の
ど
、
は
る
」
に

「
け
し
」
（車
）
を
添
え
た
語
で
あ
る
と
、

④
そ
は
の
ど
か

は
る
か
と
も
い
ふ
語
な
る
故
に
此
か
を
け
に
呼
転
し
て
の
と
け
し
と
や
う
に
い
へ
れ
ば
也
と
の
事
に
や

そ
は
い
た
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く
た
が
へ
り

国
引
洲
と
い
ふ
も

例
ｄ
洲
と
い
ふ
も

此
か
は
さ
や
う
に
他
音
に
呼
転
べ
き
か
に
あ
ら
ず

ヽ
さ
だ
か

ヽ
ほ
の
か

な
ど
の
ご
と
く
例
お
ほ
く

一
ッ
の
か
な
り

さ
て
か
を
そ
へ
て
の
ど
か
と
も
い
ひ

ま
た
け
し
を
そ
へ
て
の
と
け
し
と
い
づ
れ
に
も

い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
２２
ウ
～
２３
オ
）

の
よ
う
に
言
う
の
に
対
し
て
、
宣
長
は
そ
れ
に
付
け
加
え
て
、

圃
⑪
ノ‐
劇
引

シ‐

ノ‐
劇
引
引

ハ
本

ニ
テ
ノ‐
川
川

ハ
末
也

州

ノレ‐
引
シ‐

ノ、‐

ノレ‐
引
引

ハ
本
ニ
テ
州

ノレ‐
川

ハ
末
也

ア‐
「
列
列
シー

「
刊
列
引

「

ハ
本

ニ
テ
列
刊
列
川

ハ
末
也

何
ヲ
以
テ
知
ル
ゾ
ト
云
二
万
葉
以
前
ノ
言

ニ
ハ
ミ
ナ
ソ
ノ
本
ノ
ツ
カ
ヒ
ザ
マ
ニ
テ
末
ノ
ツ
カ
ヒ

ザ
マ
ハ
ヲ
サ
／
ヽ
見
エ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
２２
ウ
）

と
、
「―
―
け
し
」
の
語
形
が
先
で

「―
―
か
」
の
語
形
が
後
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
宣
長
に
、

⑩

【
あ
き
ら
か
、
さ
や
か
、
の
ど
か
、
ゆ
た
か
、
な
ど
の
類
、
古
言
に
は
、
あ
き
ら
け
し
、
さ
や
け
し
、
の
ど
け
し
、
ゆ
た
け
し
と

云
て
、
あ
き
ら
か
、
さ
や
か
、
の
ど
か
、
ゆ
た
か
、
な
ど
は
云
ぬ
格
な
る
故
に
、
此
ノ
艦
も
、
あ
た
ゝ
か
な
る
と
は
訓
マ
ず
し
て
ヽ

あ
た
ゝ
け
き
と
訓

つ
、
…
…
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
事
記
伝
』
十
二

。
一
三
二
）

が
あ
っ
て
、
語
根
を
同
じ
く
す
る
形
容
詞
と
所
謂
形
容
動
詞

（
の
語
幹
）
と
で
は
形
容
詞
が
時
間
的
に
先

（
＝
本
）
で
あ
る
と
い
う
。

宣
長
の
、

⑩
恐

【麻
利
】、
今
ノ
世
の
言
に
、
人
の
い
ひ
つ
く
る
こ
と
を
、
承
諾
て
畏
ま
り
ま
し
た
と
い
ふ
と
、
お
の
づ
か
ら
通
ひ
て
聞
ゆ
る

は
、
本
末
の
合

へ
る
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
七

・
二
八
八
）

の

「本
末
」
も
、
そ
の
用
法
は
同
じ
で
あ
る
。

常
昭
の
、

①
青
と
い
ふ
は
青
じ
と
い
ふ
語
の
し
を
暑
キ
て
い
ふ
也
と
や
う
に
心
得
る
は
語
の
本
末
を
し
ら
ぬ
誤
也
　
　
　
（第
廿
六
巻
２３
オ
）
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も
、
「青
」
が
元
に
あ
っ
て
そ
れ
に

「
し
」
を
加
え
て

「青
し
」
に
な
る
と
い
う
点
で
、
基
本
的
に
同
じ
使
い
方
で
あ
る
。

働
　
表
記

。
表
現

一
応
意
味
は
通
じ
る
が
、
よ
り
適
切
な
表
現
、
誤
解
を
招
か
な
い
表
現
に
改
め
る
書
入
れ
が
意
外
に
多
い
。
例
え
ば
、

⑫
首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の
為
に
も
頭
に
し
て
足
掻
あ
る

‐ ひ
い
鱒
朧
陛
山
い
野
の
ご
と
く
働

置
脚
）
」

。 と
無
ク
ｔ
て
ヽ
せ
は
０
立
（

語
の
本
主

ｏ
也

一
２

万
例
を
挙
ヶ
て
暁
ス
ーこノヾ
第

一
の
巻
あ‐
ＨＨィ

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど
の
ご
と
き
あ
き
の
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下

の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ
△
所
語
に
い
ふ
と
き
は
州
力、‐
劉
と
か
に
転

有
語
に
い
へ
ば
州
引
引
と
け
に
転

令
語
に
て
は
あ
か
し

あ
か
す
と
や
う
に
か
く
さ
ま
／
ヽ
に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ
り
百
の
み
は
易
る
諄

な
し

是
レ
を
首
と
は
い
ふ

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
巻
１
オ
）

に
宣
長
書
入
、

園
⑫

（見
せ
消
ち
）
為
に
も
、
足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く
、
し
て
も
と
よ
り
、
あ
き
の

園
⑬

（「其
語
の
本
主

ｏ
也
」
の

「
ｏ
」
の
右
に
）
ナ
ル
ヲ
云

圃
⑭

（「
ス
に
」
を
見
せ
消
ち
と
し
て
）
サ
バ

固
⑮

（「
△
」
に
頭
書
）
△
将
語

二
云
ト
キ
ハ
列
川
ン‐
不
語

二
云
ト
キ
ハ
ア
カ
ズ

園
⑮

（「易
る
。
な
し
」
の

「
ｏ
」
の
右
に
）
事

が
あ
り
、

⑬
廿
六
巻
の
語
は
司
日
と
い
ひ
冽
ｄ
ｕ
と
い
ふ
し。
の
辞
う
ご
き
て
き。
に
な
る
也

そ
は
冽
ｄ
ｕ
と
も
冽
引
剖
と
も
い
ふ
ぶ
愁
雌
ぎ
の

語
の
末
な
る
し
は
然
動
ク
事
な
し

歩
ｕ

州
ｕ
釧

州
日
劃
と
や
う
に
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
１
オ
）
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´
し
、固

①

（見
せ
消
ち
）
也
、
そ
は

固
⑬

（「
い
ふ
」
と

「也
」
の
間
に
）
是

固
⑩

（「也
」
と

「此
巻
」
の
間
に
）
然
ル
ニ

固
⑩

（「
し
」
を
見
せ
消
ち
と
し
て
）
ク
シ
テ

と
あ

り
、

ま

た
、

ニ
テ
別
二
一
格
也

―
　
本
語

―
―
―
―
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―

⑭
う
ら
め
し
と
え
緯
を
以
て
い
へ
り

是
第
二
例
也

又
た
の
も
し
は

（）
た
の
む
の
本
語
な
れ
ば
た
の
ま
し
と
い
ふ
へ
き
を
こ
れ
は

お
緯
を
以
て
た
の
も
し
と
は
い
へ
り

【
お
そ
ろ
し
も
此
格
に
て
お
そ
る
の
本
語
な
れ
ば
お
そ
ら
し
と
い
ふ
べ
き
を
お
そ
ろ
し
と
い

ひ
こ
ほ
し
も
こ
ひ
の
本
語
な
れ
ば
こ
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を
こ
ほ
し
と
い
ふ

も
の
く
る
ほ
し
も
も
の
く
る
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を
ほ

―
　
　
　
　
　
　
又
　
　
　
ニ
テ
一
格
也

し
と
い
ふ
】
是

第
四
例
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻
４０
ゥ
）

´
し
、国

④

（見
せ
消
ち
）
の
本
語
、
は

国
⑫

（「第
二
例
也
」
の

「也
」
の
右
に
）

ニ
テ
別
二
一
格
也

国
④

（「
た
の
も
し
は
。
た
の
む
」
の

「
ｏ
」
の
右
に
）
本
語

固
②

（「
ひ
」
を
見
せ
消
ち
と
し
て
）
ふ

固
⑮

（「是
」
と

「第
四
例
」
の
間
に
）
又

圃
④

（「第
四
例
也
」
の

「也
」
の
右
に
）

ニ
テ
一
格
也
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の
書
入
れ
が
あ
る
。
他
に
も
類
例
は
多
い
が
、
い
ま
右
の
⑫
⑬
⑭
の
宣
長
書
入
前

（Ａ
と
す
る
）
と
書
入
後

（Ｂ
と
す
る
）
を
示
せ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る

（傍
線

・
圏
点
な
ど
略
）
。

１

（引
用
⑫
）

Ａ
　
首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の
為
に
も
頭
に
し
て
足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く
働
キ
動
′
」
と
無
ク
し
て
も
と
よ
り

其
語
の
本
主
也
　
一
ッ
ニ
ッ
例
を
挙
ヶ
て
暁
ス
に
第

一
の
巻
あ
き

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど
の
ご
と
き
あ
き
の
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ
所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転

有
語
に
い
へ
ば
あ
け
り
と
け
に
転

令
語
に
て
は
あ
か
し

あ
か
す
と
や
う
に
か
く
さ
ま
／
ヽ

に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ
の
言
の
み
は
易
る
な
し

是
レ
を
首
と
は
い
ふ
な

り
Ｂ
　
首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の
頭
に
し
て
働
キ
動
′
」
と
無
ク
其
語
の
本
主
ナ
ル
ヲ
云
也
　
一
ッ
ニ
ッ
例
を
挙
ヶ
て
暁
サ
バ
第

一
の

巻
あ
き

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど
の
ご
と
き
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ

将
語

ニ

云
ト
キ

ハ
ア
カ
ン
不
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ズ

所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転

有
語
に
い
へ
ば
あ
け
り
と
け
に
転

令
語

に
て
は
あ
か
し

あ
か
す
と
や
う
に
か
く
さ
ま
／
ヽ
に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ
の
言
の
み
は
易
る
事
な
し

是
レ
を
首
と
は
い
ふ
な
り

２

（引
用
⑬
）

Ａ
　
廿
六
巻
の
語
は
あ
を
と
い
ひ
あ
を
し
と
い
ふ
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
也

そ
は
あ
を
し
と
も
あ
を
き
と
も
い
ふ
也

此
巻
の

語
の
末
な
る
し
は
然
動
ク
事
な
し

あ
し

あ
し
く

あ
し
き
と
や
う
に
い
ふ
也

Ｂ
　
廿
六
巻
の
語
は
あ
を
と
い
ひ
あ
を
し
と
い
ふ
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る

あ
を
し
と
も
あ
を
き
と
も
い
ふ
是
也

然
ル
ニ
此
巻

の
語
の
末
な
る
し
は
然
動
ク
事
な
ク
シ
テ
あ
し

あ
し
く

あ
し
き
と
や
う
に
い
ふ
也

３

（引
用
⑭
）
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Ａ
　
，？
り
め
し
と
え
緯
を
以
て
い
へ
り

是
第
二
例
也

又
た
の
も
し
は
た
の
む
の
本
語
な
れ
ば
た
の
ま
し
と
い
ふ
へ
き
を
こ
れ
は
お

緯
を
以
て
た
の
も
し
と
は
い
へ
り

【
お
そ
ろ
し
も
此
格
に
て
お
そ
る
の
本
語
な
れ
ば
お
そ
ら
し
と
い
ふ
べ
き
を
お
そ
ろ
し
と
い
ひ

こ
ほ
し
も
こ
ひ
の
本
語
な
れ
ば
こ
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を
こ
ほ
し
と
い
ふ

も
の
く
る
ほ
し
も
も
の
く
る
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を
ほ
し

と
い
ふ
】
是

第
四
例
也

Ｂ
　
う
ら
め
し
と
え
緯
を
以
て
い
へ
り

曰疋
第
二
例

ニ
テ
別

二
一
格
也

又
た
の
も
し
は
本
語
た
の
む
な
れ
ば
た
の
ま
し
と
い
ふ
へ
き

を
こ
れ
は
お
緯
を
以
て
た
の
も
し
と
い
へ
り

【
お
そ
ろ
し
も
此
格
に
て
お
そ
る
の
本
語
な
れ
ば
お
そ
ら
し
と
い
ふ
べ
き
を
お
そ
ろ

し
と
い
ひ

こ
ほ
し
も
こ
ふ
の
本
語
な
れ
ば
こ
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を
こ
ほ
し
と
い
ふ

も
の
く
る
は
し
も
も
の
く
る
は
じ
と
い
ふ
べ

き
を
ほ
し
と
い
ふ
】
是
又
第
四
例

ニ
テ

一
格
也

と
な
る
。

右
に
は
、
２
の
よ
う
に
さ
ほ
ど
変
更
が
な
い
か
の
よ
う
な
書
入
れ
も
あ
る
し
、
１
の
よ
う
に

「首
と
は
」
と
書
き
出
す
文
脈
に
お
い

て

「足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く
」
は
無
く
て
明
ら
か
に
簡
潔
明
快
な
表
現
と
な
る
書
入
れ
も
あ
る
。
３
で
は

「
た
の
も

し
」
が

「本
語
」
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る

「
た
の
も
し
は
た
の
む
の
本
語
な
れ
ば
」
が
書
入
れ
に
よ
っ
て

「
た
の
も
し
は

本
語

（が
）
た
の
む
な
れ
ば
」
と
な

っ
て

「
た
の
む
＝
本
語
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
二
行
割
注
に
あ
る
同
様
な
表
現

「
お
そ

ろ
し
も
此
格
に
て
お
そ
る
の
本
語
な
れ
ば
」

「
」
ほ
し
も
こ
ひ
の
本
語
な
れ
ば
」

に
書
入
れ
の
な
い
の
は
同
じ
指
摘
は
二
度
繰
返
さ
な

い
と
い
う
こ
と
か
。
宣
長
に
従
え
ば
、
な
か
に
常
昭
の
考
え
に
反
す
る
、
例
え
ば

「
こ
ひ
」
を

「
こ
ふ
」
に
す
る
抹
消

・
挿
入
が
あ
る

が

（↓
第
二
章
第
二
節
二
０
）
、
殆
ど
の
文
脈
が
確
か
に
明
快
に
な
る
。

ま
た
、
証
歌
を
多
く
挙
げ
る
常
昭
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
細
や
か
な
注
意
も
あ
る
。

固
④

（頭
書
）

コ
ヽ
ヘ
カ
ヤ
ウ
ニ
歌
ヲ
全
ク
引
ク
ハ
ア
マ
リ
コ
ト
´
ヽ
シ
ク
テ
イ
カ
ヾ
也

コ
ヽ
ハ
タ
ヾ
其
語
ヲ
一
句
出
セ
バ
ヨ
ク
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聞

ユ

ル

コ
ト

ナ

レ

バ

ヽ
袖

ヒ

チ

テ

ヽ
春

カ

ケ

テ

ナ

ド

ノ
如

シ

ト

云

テ

ア

ル

ベ

シ

圃
④

（頭
書
）
右
ノ
歌
ド
モ
ハ
コ
ヽ
ヘ
ハ
ニ
ツ
三
ツ
引
ベ
シ

圃
⑩

（頭
書
）

コ
ヽ
へ
後
世
ノ
歌
ヲ
多
ク
引
ク
モ
イ
カ
ヾ
也

宣
長
に
と
っ
て
表
現
は
内
容
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
て
、

（第
廿
六
巻
２４
ウ
）

（第
廿
六
巻
２５
ウ
）

ヽ
オ
モ
ホ
エ
デ

ヽ
カ
ハ
ラ
デ
ナ
ト
ノ
如
シ
ト
云
テ
ア
ル
ベ
シ

（第
廿
六
巻
２６
オ
）

冗
漫
な
表
現
、
曖
昧
な
表
現
は
無
視
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

０

『
詞
玉
緒
』
の
草
稿

宣
長
に
お
い
て

一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
詞
玉
緒
』
に
何
度
も
書
き
直
し
た
次
の
よ
う
な
草
稿
が
残

っ
て
い
る
。

『玉
く
し
げ
』
草
稿
本
紙
背
、
「
玉
緒
」
稿
の

「文
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
」
の
項
に
、

⑮

〔世
の
人
〕

て
に
を
は
ハ
た
ヽ
歌

〔に
の
み
定
ま
れ
る
格

ハ
有
事
に
て
〕
〈
の
う
へ
の
こ
と
ゝ
の
み
心
得
て
〉
た
ゝ
の
詞
に
ハ
定

ま
れ
る

〔格
も
〕
〈と
ヽ
の
へ
な
と
も
〉
な
き

〔事
〕
穴
わ
さ
と

〈も
の
〉
と

〈や
〉
思
ふ

〔に
や
〕
〈ら
ん
〉
後
世
人
の
か
け
る

文
章
を
見
る
に

〈皆
〉
〔
て
に
を

ハ
の
〕
か
な

ハ
ぬ
事

〔
い
と
〕
〈
の
み
そ
〉
お
ほ

〔し
〕
〈
か
る
〉

と
あ
る
。
こ
の

『玉
く
し
げ
』
草
稿
本
紙
背
の

「玉
緒
」
稿
は
抹
消
挿
入
の
多
い
草
稿
で
、
時
を
異
に
す
る
そ
れ
ら
を
符
号
で
示
す
こ

と
は
難
し
い
が
、
い
ま
こ
の
個
所
の
書
き
直
し
の
段
階
を
示
す
と
、
次
の
⑦
↓
④
↓
◎
↓
○
↓
②
の
順
に
な
ろ
う
。
最
初
は
、

⑦
世
の
人
て
に
を
は
ハ
た
ゝ
歌
に
の
み
定
ま
れ
る
格

ハ
有
事
に
て
た
ゝ
の
詞
に
ハ
定
ま
れ
る
格
も
な
き
事
と
思
ふ
に
や
後
世
人
の
か

け
る
文
章
を
見
る
に
て
に
を

ハ
の
か
な

ハ
ぬ
事
い
と
お
ほ
し

と
あ

っ
て
、
次
ぎ
に
、

④
て
に
を
は
ハ
た
ゝ
歌
の
う
へ
の
こ
と
ゝ
の
み
心
得
て
た
ゝ
の
詞
に
ハ
定
ま
れ
る
と
ゝ
の
へ
な
と
も
な
き
わ
さ
と
や
思
ふ
ら
ん
後
世
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人

の
か
け
る
文
章
を
見
る
に
皆
か
な

ハ

と
な
り
、

◎

て
に
を
は

ハ
た

ゝ
歌

の
う

へ
の
こ
と
ゝ

人

の
か
け
る
文
章
を
見
る
に
皆
か
な

ハ

と
な
る
。

こ
の
後
は

「
再
稿
本
」
が
、

○
て
に
を
は
ゝ
只
歌
の
う
へ
の
事
と
の
み
心
得
て
た
ゝ
の
詞
に
は
さ
た
ま
れ
る
と
ゝ
の
へ
な
と
も
な
き
物
と
や
思
ふ
ら
ん
後
世
人
の

か
け
る
物
を
見
る
に
皆
か
な

ハ
ぬ
こ
と
の
み
そ
お
ほ
か
る

（
６
）

で
、
版
本
で
、

②
て
に
を
は
ハ
た
ゝ
歌
の
う

へ
の
事
と
の
み
心
得
て
。
さ
ら
ぬ
詞
に
ハ
。
さ
だ
ま
れ
る
と
ゝ
の
へ
な
と
も
な
き
物
と
や
思
ふ
ら
ん
。

後
世
人
の
か
け
る
物
を
見
る
に
。
皆
か
な
は
ぬ
こ
と
の
み
ぞ
お
ほ
か
る
。
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（七

・
世
九
オ
）

と
な

っ
て
落
ち
着
く
。

『
詞
玉
緒
』
に
は
、
『
玉
く
し
げ
』
草
稿
本
の
紙
背
、
『玉
く
し
げ
別
巻
』
草
稿
本
の
紙
背
、
『
仮
字
の
林
』
の
紙
背
な
ど
に
多
く
の
草

稿
が
あ

っ
て
、
興
味
を
そ
そ
る
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
い
ま
は
右
の
引
用
部
分
で
い
う
と
、
た
と
え
ば

「事
」
を

「
わ
ざ
」
と
し
、

そ
の

「
わ
ざ
」
を

「
も
の
」
と
し
て
定
ま
る
よ
う
な
内
容
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
変
更
も
あ
る
し
、
末
尾
の

「
か
な
ハ
ぬ
事
い
と
お

ほ
し
」
が

「
か
な
は
ぬ
こ
と
の
み
ぞ
お
ほ
か
る
」
と
変
更
に
な
る
の
は

「
い
と
」
に
よ
る
強
め
と
係
り
結
び
に
よ
る
強
め
と
の
違
い
に

す
ぎ
な
い
よ
う
な
、
こ
と
さ
ら
変
更
す
る
必
要
も
な
い
か
の
よ
う
な
変
更
も
あ
る
。
し
か
し
お
そ
ら
く
、
そ
の
す
べ
て
が
宣
長
に
と

っ

て
は
無
視
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

『
宇
比
山
踏
』
に
、

ぬ
事
の
み
そ
お
ほ
か
る

の
み
心
得
て
た
ヽ
の
詞
に
ハ
定
ま
れ
る
と
ゝ
の
へ
な
と
も
な
き
も
の
と
や
思
ふ
ら
ん
後
世

ぬ
事
の
み
そ
お
ほ
か
る
…
…
…



第五章 『詞つかひ』と国語学史  282

⑩
大
か
た
人
は
、
言
と
事
と
心
と
、
そ
の
さ
ま
大
抵
相
か
な
ひ
て
、
似
た
る
物
に
て
、
た
と
へ
ば
心
の
か
し
こ
き
人
は
、
い
基
百
の

さ
ま
も
、
な
す
事
の
さ
ま
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
か
し
こ
く
、
心
の
つ
た
な
き
人
は
、
い
を
言
の
さ
ま
も
、
な
す
わ
ざ
の
さ
ま
も
、

そ
れ
に
応
じ
て
つ
た
な
き
も
の
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
宇
比
山
踏
』

一
。
一
七
）

と
い
う
。
内
容
と
表
現
は

一
致
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
は
、
宣
長
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ

っ
た
。　
一
見
些
細
な
と
見
え
る
訂
正
も
、

宣
長
に
と

っ
て
は
重
要
な
、
思
想
の
根
本
に
関
わ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
春
庭
が
多
く
の
下
書

・
草
稿

・
稿
本
を
残
し
何
度
も
何
度
も
書

き
直
し
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
父
宣
長
の
表
現
に
対
す
る
厳
し
い
態
度
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

宣
長
の
門
人

へ
の
指
導
は
厳
し
い
が
、
し
か
し
学
問
に
対
し
て
は
誠
実
で
あ

っ
た
。　
一
例
を
挙
げ
れ
ば

『美
濃
の
家

つ
と
折
そ
へ
疑

問
』
に
、
常
昭
の
意
見
に
対
し
て
宣
長
は
頭
書
に
注
し
て
、

①
ｌ
　
此
御
考
ワ
ロ
シ
、
モ
ト
ヨ
リ
道
モ
云
々
ニ
テ
ハ
、
道
モ
ヤ
ト
リ
モ
シ
ラ
ヌ
ト
云
事
、
何
ノ
由

ニ
テ
然
ル
ゾ
、
御
考
ノ
如
ク
ニ

テ
ハ
、
上
下
カ
ケ
ア
ヒ
ナ
キ
歌

ニ
ナ
ル
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三

・
六

一
三
　
頭
童
３

と
厳
し
く
否
定
す
る

一
方
、

２
　
コ
レ
ハ
イ
カ
ニ
シ
テ
ト
リ
チ
ガ

ヘ
タ
ル
事
ゾ
ヤ
、

ワ
レ
ナ
ガ
ラ
ヲ
カ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三

・
六

一
三
　
頭
書
）

と
己
れ
の
非
を
素
直
に
認
め
、
又
、

３
　
マ
コ
ト
ニ
サ
ル
事
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三

・
六
〇
八
　
頭
書
）

４
　
御
考

へ
大

二
宜
シ
、
オ
ノ
レ
ハ
荻

ニ
ナ
ヅ
ミ
テ
、
シ
ヒ
ゴ
ト
シ
タ
（児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三

・
六

一
三
　
頭
書
）

と
常
昭
の
意
見
に
賛
同
す
る
。
４
は
後
に
刊
本

（寛
政
九
年
刊
）
に
お
い
て
常
昭
の
名
を
記
し
て
訂
正
す
る
こ
と
に
な
る

（↓
第

一
章

第
二
節

一
）
。
宣
長
は
己
れ
の
知
識

・
見
解
を
惜
し
み
な
く
常
昭

（門
人
）

に
与
え
、
常
昭
は
そ
れ
を
組
織
化
し
体
系
化
し
た
。
こ
う

い
う
研
究
の
厳
格
さ
と
門
人
の
自
由
な
発
言
を
認
め
る
鈴
屋
の
学
風
の
中
で
常
昭
は
独
自
の
語
法
説
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
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『詞
つ
か
ひ
』

の
官
一長
書
入
は
、
語
義
に
対
す
る
疑
間
、
例
語
の
追
加
、
活
用
の
有
無
の
指
摘
、
簡
潔
な
表
現
へ
の
書
換
え
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
、
そ
こ
に
は

『詞

つ
か
ひ
』
の
成
就
に
期
待
す
る
宣
長
の
懇
切
に
し
て
厳
格
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
多
く
は
現
存

『詞

つ
か
ひ
』

に
形
を
も
っ
て
反
映
す
る
こ
と
な
く
お
わ
っ
た
が
、
常
昭
の
早
世
が
な
け
れ
ば
宣
長
の
書
入
れ
を
受
け
入
れ
る
に
し
て

も
反
論
す
る
に
し
て
も
、
何
度
も
何
度
も
書
き
直
し
て
別
の
形
の

『詞

つ
か
ひ
』
が
出
来
て
い
た
に
違
い
な
い
。

一
一　
宣
長

の
語
学
と
常
昭

宣
長
は
事
実
に
基
づ
き
、
解
釈
し
、
活
用
や
活
用
の
語
構
成
に
つ
い
て
処
々
に
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
統
合
し

一

つ
の
論
と
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
「
い
に
し
へ
の
よ
き
歌
ど
も
の
は
。

か
な
ら
ず
し
か
ら
で
は
え
あ
ら
ぬ
。
お
の
づ
か
ら
の
こ
と
わ

り
あ
り
て
。
定
ま
り
つ
る
物
に
な
ん
有
け
れ
ば
。
か
り
そ
め
に
も
そ
れ
を
は
な
れ
て
。
わ
た
く
し
の
さ
か
し
ら
を
ば
。
露
ば
か
り
も
く

は
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
い
づ
く
ま
で
も
ノ
ヽ
。
ふ
る
き
道
を
た
づ
ね
て
。
そ
の
あ
と
に
な
ん
し
た
が
ひ
よ
る
べ
き
わ
ざ
な
り
け

（側
ピ

（『詞
玉
緒
Ｌ

と
い
う
。
宣
長
は
事
実
を
明
ら
か
に
し
事
実
を
整
理
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ

っ
た
。

常
昭
は
、
特
定
の
概
念
を
表
す
名
目
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
柄
を
概
念
化
し
、
論
理
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
法
を
体

系
化
し
た
。
か
つ
て
春
庭
を
称
し
て
時
枝
誠
記
が
、
「鈴
木
眼
の
活
用
研
究
を
無
視
し
て
」
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら

「天
才
的
な
組

（Ｈ
）

織
的
能
力
に
驚
嘆
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
」
と
言

っ
た
よ
う
に
、
常
昭
も
組
織
能
力
に
秀
で
た
理
論
家
で
あ

っ
た
。

「首
」
「車
」
「足
掻
」

の
名
目
が
何
を
も

っ
て
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
か
、
宣
長
に
そ
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
富
士
谷

成
章
が
文
法
用
語
を
人
体
に
擬
え
た
よ
う
に
常
昭
は
牛
車
に
擬
え
た
。
そ
の
由
来
は
分
か
ら
な
い
が
、
活
用
語
が
語
形
を
交
替
す
る
、

活

（
は
た
ら

ｏ
う
ご
）
く
も
の
と
す
れ
ば
、
「車
」
が
思
い
付
く
最
も
適
切
な
名
目
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

右
の
他
に
も
常
昭
は

「牛
車
」
に
関
係
す
る
名
目
を
活
用
型
の
種
々
に
用
い
た
。
あ
ま
り
に

「車
」
に
拘

っ
た
た
め
そ
の
名
日
で
そ
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の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
と
き

に
殆
ど
不
可
能

で
あ
る
が
、
何
か
を
筋
道
立

て
て
述
べ
る
に
は
、
宣
長
が

「
す
べ
て
物
を
く
は
し
く

を
し

へ
さ
と
す

に
は
。
か
な
ら
ず
何
く
れ
の
名
目
を
た
て
て
。
事
を
わ
か
た
で
は
。
さ
だ
か
に
し
め
し
が
た
き
事
お
ほ
か
る
故

に
。
や

む
こ
と
え
ず
し

て
。
か
り
に
ま
う
け

つ
る
物
ぞ
。
か
な
ら
ず
人
の
耳
を
お
ど
ろ
か
さ
ん
と
て
。
よ
に
こ
と
な
る
こ
と
を

こ
の
み
て
に
は

あ
ら
ず
。
」

（『
詞
玉
緒
Ｌ

と
い
う
よ
う
に
、
常
昭
に
と

っ
て
名
目
設
定
は
必
須

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

常
昭
の
文
法
学
説
が
全
く
独
自

に
成

っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は

『
詞

つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
写
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と

に
端
的

に
示
さ
れ

て
い
る
し
、

見

て
き
た
よ
う
に

「車
」

論

の
基
礎

に
な
る
考
え
が
既
に
宣
長

の
著
書

の
処
々
に
見
ら
れ
る
。

『
活
用

言

の
冊
子
』
や

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
が
存
在
し
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、
多
く
の
宣
長

の
著
作

に
見
ら
れ
る
活
用
論
、
自
他
論

に
接
す
る

こ
と
が
な

っ
た
と
し
た
ら
、

『
詞

つ
か
ひ
』

の
存
在
は
お
そ
ら
く
な
い
。

常
昭
は
多
く
を
師
宣
長

に
倣

っ
て
、

そ
れ
を
驚
異
的

に
発
展

さ
せ
た
。

そ
し

て
、
現
在
も
評
価

に
耐
え
得
る
活
用

（語
）
論
を
構
築
し
た
。

Ｔ
圧
〕

１

『宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

２
　
「
＊
」
は
前
著

（↓
８
）
に

一
部
も
し
く
は
全
部
を
引
用
し
た
こ
と
の
あ
る
印
。

３
　
前
著

（↓
８
）
第
二
部
第
五
章
第
二
節
二
に
多
く
の
用
例
を
挙
げ
た
。

４
　
本
居
宣
長
記
念
館

『重
要
文
化
財
目
録
』
（昭
和
五
十
五
年
五
月

一
日

発
行
）、
「３４

玉
く
し
げ
　
草
稿
本

一
冊
　
再
稿
本
二
冊
」
の
う
ち

「草
稿
本
」
の
紙
背
。
仮
綴
本
表
紙
に

「玉
く
し
げ

秘
本

稿

（残
開
と
、
そ
の
裏
面
に

「詞
の
玉
の
緒
稿
」
と
あ
る
。
引
用
の
部
分
は

『詞

瑣
綸
』
七
之
巻

「文
章
の
部
」
冒
頭
の
一
部
。
↓
注
６
。

５
　
本
居
宣
長
記
念
館

『重
要
文
化
財
目
録
』
、

２７

「詞
瑣
綸
」
再
稿
本
七
冊
の
第
七
冊
。
「草
稿
本
」
に
こ
の
部
分
は
な
い
。

な
お
、
「玉
く
し
げ

秘
本

稿

（残
開
と

の
裏
面

「詞
の
玉
の
緒
稿
」
と
詞
瑣
綸

「再
稿
本
」
も
し
く
は

「草
稿
本
」
と
の
間
に
介
在
す
る

『詞
瑣
綸
』
七
之
巻

「文
章
の
部
」
冒
頭
の
他
の
草
稿
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
今
し
ば
ら
く
調
査
を
必
要
と
す
る
。

６
　
「文
政
十
二
己
丑
年
再
刻
」
本
に
よ
る
。
『宣
長
全
集
』
本
と
異
同
は
な
い
。
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
二
九
八
ぺ
。
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７
　
渡
辺
英
二

「玉
緒
草
稿
―
玉
椿
稿
紙
背
と
仮
字
の
林
稿
紙
背
―
」
「
上
越
教
育
大
学

国
語
教
育
』
第
十
号
　
平
成
八
年
二
月

上
越
教
育
大

学
国
語
教
育
学
会
）
で

『
詞
玉
緒
』

一
之
巻
冒
頭

（筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻

一
八
～

一
九
ぺ
）
の
成
立
過
程
を
辿

っ
て
み
た
。

８
　
渡
辺
英
二

『春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』。

９
　
第

一
章
第
二
節
引
用
②
に
対
す
る
宣
長
頭
書
。

１０
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻

一
八
ぺ
。

１１
　
時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
（昭
和
十
五
年
十
二
月
刊
　
山石
波
書
店
。
昭
和
二
十
七
年
六
月
第
六
刷
に
よ
る
）

一
六
五
ぺ
。

‐２
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
二

一
ぺ
。

○
第

一
節
は
書
き
下
し
で
あ
る
。
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塞

一節

『詞
つ
か
ひ
』
の
国
語
学
史
上
の
位
置

一　

宣
長
か
ら
春
庭

へ

０
　
定
説

『
詞
八
衝
』
は

「
（鈴
木
膿
が
）
成
章
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
官
一長
の
研
究
を
加
へ
、
用
言
の
断
続
を
主
体
と
す
る
活
用
図

を
組
織
し
た
。
…
…
こ
の
活
用
図
即
ち
活
語
断
続
譜
を
と
つ
て
、
更
に
こ
れ
に

一
段
の
整
理
を
加
へ
た
も
の
で
あ
（犯

」
と
す
る
の
が
、

（２
）

宣
長
か
ら
春
庭
に
至
る
活
用
研
究
に
お
け
る
国
語
学
史
上
の
定
説
で
あ

っ
た
。
図
示
す
る
と
、

串
卸
樺
』

章
（

（
詞

］
』
璃
」
鯰
］
『
晰
陶
師
ド
〉
‐
‐
↓
鈴
木
腹

（活
語
断
続
譜
）

―
↓

本
居
春
庭

（詞
の
八
衝
）

と
な
る
。
こ
こ
で
は
鈴
木
眼
の

『
活
語
断
続
譜
』
が
重
要
な
位
置
を
占
め
、
そ
れ
は

「御
国
詞
活
用
抄
を
経
と
し
、
之
に
紐
鏡
を
参
照

し
て
織
り
成
せ
る
も
の
」

で
あ

っ
て
、
『御
国
詞
活
用
抄
』
か
ら

『
詞
八
衝
』

に
至
る
に
は

「
そ
の
中
間
に
活
語
断
続
譜
の
存
し
て
こ

れ
が
研
究
上
の
段
階
を
な
し
た
り
し
」
と
す
る
説
で
あ
る
。
時
枝
誠
記
と
山
田
孝
雄
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
の
説
は
富
士
谷
成
章

『
あ
ゆ

ひ
抄
』
の
活
用
図

「装
図
」
と
鈴
木
腹

『活
語
断
続
譜
』
と
の
間
に
関
連
が
あ
る
と
し
、
膿
を
も

っ
て
宣
長

・
成
章
両
学
派
の
統

一
者

と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

宣
長
か
ら
春
庭
に
至
る
そ
の
間
に
鈴
木
娘
を
介
す
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、
成
章
の

「装
図
」
の
存
在
は
必
ず
し
も
要
し
な
い
と



い
う
説
も
、　
そ
の
後
提
出
さ
れ
有
力
で
あ
る
。

そ
れ
は

「膿
は
成
章
の
学
説
に
は
そ
れ
ほ
ど
関
係
が
な
く
、

宣
長
の
発
展
と
見
る
べ

き
」

で
、
『
活
語
断
続
譜
』
は

「
活
用
の
種
類
を
判
定
し
た
宣
長
の

『
活
用
抄
』
か
ら
出
発
し
、
下
の
語
と
の
断
続
関
係
に
よ
っ
て
発

見
し
た
活
用
形
と
そ
の
配
置
を
紐
鏡
の
形
式
に
並

っ
て
図
表
と
し
、
や
が
て
活
用
形
の
配
置
を
改
正
し
、
横
書
き
と
し
て
活
用
抄
と
の

連
絡
を
忠
実
に
示
し
た
も
の
」

で
あ

っ
て
、
か
く
し
て

「本
居
学
派
の
活
用
語
研
究
は
、
『活
用
抄
』
『断
続
譜
』
を
経
て
、
『
八
衝
』

に
至

っ
て
、
そ
の
動
詞
の
部
分
が
整
理
統

一
さ
れ
た
」
と
い
う
岡
田
稔
、
古
田
東
朔
の
説
で
あ
る
。

右
の
結
論
に
至
る
証
明
の
過
程
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
鈴
木
眼
の

『活
語
断
続
図
説
』
発
見
に
よ
る
こ
の
新
し
い
説

は
、
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

宣
長

（紐
鏡

。
御
国
詞
活
用
抄
）

―
―
↓

腹

（活
語
断
続
図
説

・
活
語
断
続
譜
）

―
―
↓

春
庭

（八
衝
）

０
　
一
一
つ
の
経
路

『
詞
八
衝
』

成
立
に
至
る
に
は
も
う

一
つ
の
経
路
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
の
は
足
立
巻

一
で
あ
る
。　
そ
れ
は
宣
長
か
ら
春
庭
に
至

る
ま
で
の
間
に
柴
田
常
昭
の

『
詞

つ
か
ひ
』
を
置
く
説
で
、
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

宣
長

（紐
鏡

・
活
用
言
の
冊
子
）

州
―
↓
　
常
昭

（詞

つ
か
ひ
）

／〆
　
膿

（活
語
断
続
譜
）

春
庭

『詞
つ
か
ひ
』
は
、
見
て
き
た
よ
う
に

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣
い
、
そ
れ
に
理
論
を
加
え
た
活
用
研
究
書
で
あ
る
。
勿
論
、
発
展

は
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら

『
詞
八
衝
』
に
至
る
に
は
ま
だ
距
離
が
あ
る
。
対
し
て
眼
を
経
る
経
路
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
（御
国
詞
活
用
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抄
）
を
各
活
用
型
ご
と
に
類
型
と
し
て

一
覧
表
に
し
、
下
接
語
と
の
断
れ
続
き
の
語
形

（活
用
形
）
を
示
し
、
こ
れ
を
更
に
簡
略
に
し
、

五
十
音
図
に
即
し
て
整
理
し
直
す
と

一
応

『詞
八
衝
』
の

「
四
種
の
活
の
図
」
と
な
る
。
し
か
も
、
岩
崎
文
庫
本

『御
国
詞
活
用
抄
』

（９
）

巻
末
の
高
橋
広
道
の
跛
文
、

①
こ
の
書
は
い
に
し
と
し
鈴
屋
の
君
の
お
ほ
し
た
ち
ぬ
る
を
榛
木
の
翁
撰
ひ
あ

つ
め
わ
か
鈴
木
先
生
あ
ら
た
め
正
し
給

へ
る
也

其

の
ち
後
の
鈴
屋
の
君
こ
の
書
と
先
生
の
つ
く
り
た
ま

へ
り
け
る
断
続
の
譜
と
を
ひ
と

つ
に
し
て
猶
こ
ま
か
に
も
の
し
て
こ
と
は
の

や
ち
ま
た
と
い
ふ
書
を

つ
く
り
給
ひ
て
け
り

（以
下
、
略
）

も
あ
る
。
対
し
て
、
『
詞
八
衝
』
が

『
詞

つ
か
ひ
』
を
承
け
て
成
立
し
た
、
或
は
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
こ
と
を
証

す
る
直
接
の
資
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
全
く
な
い
。

近
年
、
『
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
に
春
庭
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
た
と
い
う
竹
田
純
太
郎
の
説
が
あ
る
。
要
旨
の
部
分
か
ら
引
用
す

れ
ば
、
「
活
用
言
の
冊
子
』

の
文
法
的
内
容
は
本
居
春
庭
の

『
詞
八
街
』

に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
」
「文
法
的
内
容
、
そ
の
他
の
状

況
を
考
慮
す
る
と
、

『
活
用
言
の
冊
子
』

は
そ
の
筆
者
で
も
あ
る
春
庭
が
基
礎
的
な
部
分
を
編
集
し
た
と
み
た
方
が
、
宣
長
の
著
作
と

（
１０
）

す
る
よ
り
も
蓋
然
性
が
高

い
」
と

い
う
。
俄
か
に
は
賛
同
し
か
ね
る
が

一
理
あ
る
魅
力
的
な
説
で
あ

っ
て
、
今
そ
れ
を
認
め
る
と
し
て

も

『
詞

つ
か
ひ
』
が

「
詞
八
衝
」
成
立

に
何
ら
か
の
形

で
関
与
し
た
こ
と
を
排
除
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

結
論
的
に
い
え
ば
、
例
語

の
排
列

。
証
例

の
面

で

「
詞
八
衝
」
は
確
か
に

『
詞

つ
か
ひ
』

の
線
上

に
あ
る
。
図
示
す
れ
ば
次

の
よ
う

に
な
る
。

て
に
を
は
紐
鏡

・
活
用
言

の
冊
子
等

の
宣
長
の
語
学
説
　
＼
ぃ
「

― っ
い
い
レ
杉
　
初
稿
本
詞
八
衝
↓
刊
本
詞
八
衝
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そ
れ
に
し
て
も
、
『詞

つ
か
ひ
』
を
含
む

『
活
用
言
の
冊
子
』
系
の
諸
本
と

『
詞
八
衝
』
の

「
四
種
の
活
の
図
」
と
は

一
見
す
る
に

か
な
り
違
う
。
『
詞
八
衝
』
は
当
初

「
紐
鏡
」
を
承
け
て
五
十
音
図
の
力
行
サ
行
の
二
行
に
活
用
す
る
形
容
詞
を
含
む
用
言
全
般
に
わ

た
る
活
用
研
究
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
自
他
が
、
異
な
る
活
用
型
の
間
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た

「紐
鏡
」
の

（‐２
）

欄
外
注
記
を
承
け
て
、
そ
の
自
他
対
応
の
あ
る
動
詞
を
五
十
音
図
に
よ
っ
て
整
理
し
活
用
図
と
し
た
の
が

「
四
種
の
活
の
図
」
で
あ
る
。

こ
こ
を
出
発
点
と
し
て
動
詞
全
般
に
及
ん
で

『詞
八
衛
』
と
な
り
、
そ
し
て

『
詞
通
路
』
と
成

っ
た
。
し
た
が
っ
て
自
他
の
対
応
を
も

た
な
い
形
容
詞
は
、
「八
衝
」
総
論
に
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
結
局
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
一

『
詞

つ
か
ひ
』

０
　
『
詞
つ
か
ひ
』
研
究
小
史

『詞
つ
か
ひ
』
合
言
葉
の
小
車
Ｌ

は
、
著
名
な
、
例
え
ば
時
枝
誠
記
の

『国
語
学
史
』、
山
田
孝
雄
の

『国
語
学
史
』
、
戦
後
の
古
田

東
朔

。
築
島
裕
共
著
の

『国
語
学
史
』
な
ど
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
に
存
在
す
る
こ
と
は
赤
堀
又
次
郎
編
著

『国
語

学
書
目
解
題
』
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
岩
波
書
店

『国
書
総
目
録
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
今
と
な
っ
て

（
‐８
）

は
そ
の
記
述
は
不
正
確
な
も
の
で
あ
る
し

（↓
第

一
章
第

一
節
三
）
、
筑
摩
版

『
本
居
宣
長
全
集
』

の
大
久
保
正

「解
題
」
も

「柴
田

常
昭
は
、
…
…
、
著
書
に
は
、
天
明
元
年
以
後
数
年
に
亙

っ
て
宣
長
に

『
万
葉
集
』
の
疑
間
を
質
問
し
た

『
万
葉
集
疑
問
』
十
冊

（旧

三
井
文
庫
所
蔵
、
現
在
所
在
不
明
）
、
『
詞
つ
か
ひ
』
（国
会
図
書
館
所
蔵
）
、
コ
ロ葉
小
車
』
（芝
原
春
房
と
共
撰
、
所
在
不
明
）
等
が
あ

る
が
、
…
…
」
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
ま
で
の
、
い
わ
ば
国
語
学
史
の
常
識
で
あ

っ
た
。

四
十
年
代
後
半
に
入

っ
て
、
足
立
巻

一
が

『宣
長
全
集
』
第
五
巻
の
月
（測

で
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
た
。
「
冊
子
』
か
ら

『
八
衛
』

へ
至
る
の
に
、
そ
れ
と
は
ま

っ
た
く
別
の
径
路
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
柴
田
常
昭
か
ら
芝
原
春
房
を

へ
て
春
庭
に
結
ば
れ
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る
道
筋
で
あ
る
。
常
昭
の
活
用
研
究
の
未
定
稿
本

『
詞
の
小
車
』

（国
会
図
書
館
所
蔵
）
は
、
明
ら
か
に

『
冊
子
』
を
継
承
し
て
発
展

さ
せ
よ
う
と

つ
と
め
た
述
作
で
あ
る
」
と
い
う
。
殆
ど
同
時
に
、
『
詞

つ
か
ひ
』
の
紹
介

・
研
究
が
、
後
藤

一
日

「
『
詞
の
小
車
』
国
語

学
史
上
の
地
位
―
柴
田
常
昭
の
大
著
肥

」
「
詞
の
小
車
と
用
言
研
究
史
上
に
お
け
る
柴
田
常
昭
の
功
績
」

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
後
、

こ

の
二
編
の
論
文
を
含
み
総
論
と
各
巻
の
内
容
紹
介

・
解
説
か
ら
成
る
各
論
で
構
成
さ
れ
る

『
こ
と
ば
の
小
車
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

五
十
年
代
の
初
め
、
尾
崎
知
光

「
柴
田
常
昭

『
詞

つ
か
ひ
』
―
そ
の
学
説
の
主
要
点
に
つ
い
て
（問

」
が
発
表
さ
れ
、
前
後
し
て
渡
辺

も

「
『
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『
詞

つ
か
ひ
Ｌ
、
『
詞

つ
か
ひ
』

の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
（階

」
を
発
表
し
て

そ
の
後
幾

つ
か
を
書
（響

こ
と
に
な

っ
た
。

他
に
水
野
清

「
鈴
木
膜
に
よ
る
宣
長

・
成
章

。
両
学
派
の
合
（刷

」

の

一
項
に

「
柴
田
常
昭

『
詞

つ
か
ひ
抄
』
の
特
徴
」
が
あ
る
。

五
十
年
代
後
半
に
か
け
て
、
渡
辺
に

『
詞

つ
か
ひ
』
全
巻
の

「
詞

つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
」
が
あ
り
、
六
十
年
代
初
め
、

「
国
語
学
史
」
の
概
論
概
説
に
類
す
る
杉
本

つ
と
む

『
江
戸
の
言
語
学
者
た
ち
』
に

「柴
田
常
昭
」
「
詞
の
小
車
」
の
名
が
見
え
る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
意
外
に
も
研
究
論
文

・
研
究
書
が
発
表

・
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
ご
く
最
近
、
竹
田
純
太
郎

「
『活

用
言
の
冊
子
』
と

『
詞

つ
か
ひ
』
の
関
係
」
が
あ

っ
た
。

②

『
詞
つ
か
ひ
』
の
位
置

『
詞

つ
か
ひ
』

と

『
活
用
言
の
冊
子
』
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
過
程
に
お
い
て
如
何
に
影
響
し
合

っ
た
か
未
だ
多
く
の
問
題
を
残

し
て
い
る
が
、
『
詞

つ
か
ひ
』
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
を
承
け
て
成

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
疑
間
が
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、

単
に
書
き
写
し
、

い
さ
さ
か
の
修
正
や
増
補
を
加
え
た
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
『
詞
つ
か
ひ
』

は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
活
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用
語

（動
詞
）
分
類
を
承
け
継
ぎ
な
が
ら
そ
れ
に
理
論
付
け
を
し
、
宣
長
の
著
書
に
見
ら
れ
る
語
学
説
に
啓
発
さ
れ
て

「車
」
の
論
を

立
て
、
語
形
と
意
義
の
問
題
に
ふ
れ
て

『紐
鏡
』
の
注
記
か
ら

「所
語

。
有
語

。
令
語
」
の
論
を
展
開
し
、
更
に
は
形
容
詞
の
活
用

。

語
構
成

。
用
法
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
こ
れ
は
同
じ
く

『活
用
言
の
冊
子
』
を
承
け
て
成

っ
た

『御
国
詞
活
用
抄
』
系
の
諸
本
に
は
全

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
詞

つ
か
ひ
』
は

『
活
用
言
の
冊
子
』

の
も
う

一
つ
の
継
承
で
あ

っ
て
、
そ
の
別
な
形
で
の
著
し
い
発
展
で
あ

２つ
。『

詞

つ
か
ひ
』
は
こ
の
後
、
活
用
研
究
の
歴
史
の
上
で
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
る
か
、
『
詞
八
衝
』
に
至
る
経
路
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な

一
点
を
占
め
る
か
、
と
な
る
と
問
題
は
か
な
り
難
し
い
。
両
書
の
例
語

。
証
例
の
比
較
対
応
に
お
い
て
そ
の
関
係
は
必
ず
し
も
有
る

と
言
い
切
れ
な
い
。
で
は
、
行
き
先
の
な
い
存
在
か
と
な
る
と
、
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
点
が
あ
る
。
活
用
研
究
の
流
れ
の
上
に
並

べ
得
る
幾

つ
か
の
こ
と
が
両
書
の
間
に
は
確
か
に
あ
る
。

『
詞
八
衛
』
の

「初
稿
本
」
に
お
け
る
例
語
の
排
列
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
原
理
に
よ
っ
て
い
て
、
寧
ろ

春
庭
に

『
詞

つ
か
ひ
』
の

「車
」
の
観
念
に
通
ず
る
考
え
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
例
語
に
証
例
を
付
す
る
こ
と
は

『
詞
八
衝
』
の
大

き
な
特
色
の

一
つ
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

『活
用
言
の
冊
子
』
及
び
そ
の
系
列
の
諸
本
で
は
無
い
に
等
し
い
こ
と
で
あ

っ
て
、
『詞

つ
か

ひ
』
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

活
用
型
別
の
名
称
に
お
い
て
も
、
『
詞

つ
か
ひ
』
は

「牛
車
」
に
関
す
る
名
日
、
『
詞
八
衝
』
は
五
十
音
図
に
よ
る
名
目
と
い
う
違
い

は
あ
る
が
、
分
類
し
得
る
す
べ
て
の
活
用
型
に
名
目
を
付
け
る
の
は

『
詞

つ
か
ひ
』
に
そ
の
先
例
が
あ
る
。
ま
た
、
『
詞
八
衝
』

で
部

分
的
に
述
べ
る
語
形
と
意
義
と
の
関
係
、
い
わ
ば
自
他
の
問
題
は

『
詞
通
路
』
に
至

っ
て
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も

『
詞

つ

か
ひ
』
の

「所
語

。
令
語
」
の
論
の

「自

。
他
」
に
関
す
る
発
言
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
詞

つ
か
ひ
』

は
春
庭
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
い
は
消
し
難



第五章 『詞つかひ』と国語学史  292

い
。
し
か
し
両
書
に
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
を
証
す
る
直
接
的
な
資
料
は
な
い
。
右
に
指
摘
し
た
両
書
の
共
通
点
も
、
例
語
排
列
の
こ
と

は
活
用
研
究
か
ら
必
然
的
に
導
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
し
、
証
例
は
活
用
型
決
定
に
必
須
の
こ
と
で
あ
る
。
活
用
型
の
名
目
は
既
に
成
章

に
先
例
が
あ
る
し
、
自
他
の
問
題
は
宣
長
か
ら
の
影
響
も
お
そ
ら
く
大
き
い
。
こ
れ
ら
は

『
詞

つ
か
ひ
』
の
存
在
な
く
し
て
有
り
得
な

い
こ
と
で
は
な
い
。
『
詞

つ
か
ひ
』

の
活
用
研
究
は
、
後
に
何
ら
の
影
響
も
与
え
る
こ
と
な
く
終

っ
た
の
か
。
宣
長
が

『
活
語
ト
マ
リ

（３‐
）

ノ
モ
シ
ノ
説
』
添
書
で
称
揚
し
既
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
何
の
影
響
力
も
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
活
用
研
究
の
歴
史
の
上
で

『詞

つ
か
ひ
』
の
存
在
は
決
し
て
無
視

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

『
詞

つ
か
ひ
』

に
見
ら
れ
る
常
昭
の
活
用
論
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
縦

・
横
に
語
形
が
書
き
込
ま
れ
る
活
用
表
で
あ
る
。
横
は

一

語
内
に
お
け
る
活
用
形
の
系
列
、
縦
は
意
義
と
結
び
付
く
そ
の
派
生
形
の
系
列
で
あ
る
。
常
昭
以
前
、
宣
長
も
語
形
と
意
義
の
関
係
、

即
ち
活
用
と
自
他
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
多
い
が
、
そ
れ
は
断
片
的
で
あ

っ
た
。
常
昭
以
後
、
腹
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ

れ
は
や
は
り
部
分
的
で
あ

っ
た
。
春
庭
に
至

っ
て
も
、
活
用
の
違
い
は
意
義

（自
他
）
の
違
い
に
よ
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
始
ま
（製

が

『
詞
八
衝
』

で
は
語
の
活
用
を
論
ず
る
こ
と
が
主
で
あ

っ
た
し
、
『
詞
通
路
』

で
は
そ
れ
は
活
用
と
自
他
の
関
係
が
集
中
的
に
論
じ

ら
れ
は
す
る
が
、
活
用
と
の
関
わ
り
は
主
と
し
て
整
理
分
類
の
た
め
に
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

常
昭
の
こ
の
論
は
結
局
完
成
す
る
こ
と
な
く
終

っ
た
が
、
た
と
え
そ
れ
が
試
み
に
終

っ
た
と
し
て
も
、
活
用
形
の
系
列
と
派
生
形
の

系
列
と
を

一
つ
の
表
に
組
み
入
れ
て
両
者
が
有
機
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
総
合
的
に
論
じ
よ
う
と
し
た
の
は
、
国
語
学
史
上
大

き
な
意
義
が
あ
る
。

③

［旦
長
門
下
の
常
昭

『
詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
に
宣
長
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
は
処
々
に
述
べ
て
き
た
。
『
詞

つ
か
ひ
』
の
宣
長
書
入
の

一
つ
を
見
て
も
そ
の
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指
導
の
強
さ
を
感
じ
る
が

（↓
第

一
節

一
）、
そ
れ
は
単
に
常
昭
の
研
究
に
対
す
る
師
と
し
て
の
指
導
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
３３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３４
）

常
昭
は
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
五
月
に
没
し
た
。
こ
の
頃
ま
だ

『
詞
つ
か
ひ
』
の
研
究
は
完
成
し
て
い
な
い
。
寛
政
四
年

〈
一
七

九
二
〉
に
は
、
あ
る
い
は
没
す
る
寛
政
八
年
ま
で
に
は
現
存
の
形
が
出
来
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
天
明
二
年

〈
一
七
八
二
〉
前
後
に

『
詞
つ
か
ひ
』

の
研
究
を
始
め
た
と
し
た
ら
、
芝
原
春
房
の
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
補
筆
の
期
間
を
含
め
る
と
そ
れ
は
享
和
元
年

〈
一
八

〇

一
〉
以
後
ま
で
二
十
年
に
も
及
ぶ
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
出
発
点
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
各
会
所
属

（
３６
）

例
語
を
書
き
写
す
こ
と
に
あ

っ
た
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
研
究
は
未
定
稿
の
ま
ま
完
成
す
る
こ
と
な
く
中
断
し
て
い
る
。
『
詞

つ
か
ひ
』
添
付
の
常
昭
宛
宣
長
書
簡
に

「詞

つ
か
ひ
之
義

ハ
兼
々
愚
老
も
心
ざ
し
御
座
候

へ
共
も
は
や
生
涯
そ
の
い
と
ま
な
く
…
…
…
詞

つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ
御
考
ノ
成
就

ヲ

待
ツ
モ
ノ
也
」
と
書
き
送

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
の
成
就
を
期
待
、
激
励
し
た
。
又
、
語
法
そ
の
も
の
を
直
裁
に
表
現
す
る
書
名

『
詞

つ
か
ひ
』

に
対
し
て

「言
葉
の
小
車
　
題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如
ク
被
成
候
而

ハ
イ
カ

ヽ
」

と
優
雅
な
書
名

へ
の
改
題
も
奨
め
て
い
る
。

こ
こ
に
は
自
分
の
代
わ
り
に
完
成
せ
よ
と
の
願
い
が
露
で
あ
る
。
敢
え
て
付
度
す
れ
ば
、
常
昭
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
写
し

た
の
は
、

そ
の
研
究
継
続
の
期
待
を
込
め
た
師
宣
長
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
国
口葉
の
小
車
』

へ
の
題
名

変
更
の
奨
め
も
宣
長
自
身
の
著
書

『
万
葉
集
玉
の
小
琴
』
や

『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
と
同
じ
に
見
倣
し
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

『
活
用
言
の
冊
子
』
は
天
明
二
年

〈
一
七
八
二
〉
に

一
応
形
を
成
し
て
い
た
。
宣
長
自
身
も
多
く
の
書
入
れ

（加
除
）
を
行

っ
た
が
、

田
中
道
麿
も
多
く
の
書
入
れ
の
手
を
加
え
（型

。
道
麿
と
宣
長
の
間
答
の
書

『
万
葉
集
問
答
』
に
語
法
に
関
わ
る
質
疑
応
答
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
語
法
に
関
し
て
道
麿
は
宣
長
に
と

っ
て
最
も
信
頼
で
き
る
門
人
で
あ

っ
た
。

『活
用
言
の
冊
子
』

の
推
敲
が
道
麿
に
よ

っ

て
行
わ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
道
麿
の
没
す
る
天
明
四
年

〈
一
七
八
四
〉
ま
で
続
け
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
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『活
用
言
の
冊
子
』
が

一
応
成

っ
た
天
明
二
年
の
頃
、
常
昭
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
す
こ
と
で
活
用
語
の
研
究
に

着
手
し
て
い
た
。
『活
用
言
の
冊
子
』
道
麿
書
入
語
の

『詞
つ
か
ひ
』
に
お
け
る
有
無
は
そ
れ
を
証
す
る
。
そ
し
て
そ
の
頃
、
常
昭
は

万
葉
集
に
つ
い
て
そ
の
疑
義
を
宣
長
に
質
し
て
い
る
最
中
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
間
答
の
書

『
万
葉
集
疑
問
』
に
は
、
こ
れ
ま
た
語
法
上

の
質
問
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
宣
長
と
常
昭
の
問
答
が
何
時
ま
で
続
い
た
か
不
明
だ
が
、
年
月
の
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
天
明
元

年
八
月
か
ら
天
明
五
年
二
胆
ま
で
で
、
そ
れ
は
十
巻
の
う
ち

一
巻
か
ら
六
巻
ま
で
の
半
ば
を
少
し
超
え
る
程
度
の
分
量
で
あ
る
。
そ
の

後
七
巻
か
ら
十
巻
ま
で
、
仮
に
同
じ
程
度
で
進
ん
だ
と
し
た
ら
天
明
八
年
か
寛
政
元
年

〈
一
七
八
九
〉
に
は
完
結
し
た
こ
と
に
な
る
。

常
昭
が

『
活
用
言
の
冊
子
』
研
究
の
継
続
を
宣
長
に
命
じ
ら
れ

『詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
の
完
成
を
目
指
し
た
と
し
た
ら

『詞
つ
か
ひ
』

が

一
応
成

っ
た
寛
政
四
年
ま
で
十
年
ほ
ど
の
期
間
が
あ
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
、
論
を
展
開
し
、
彩

し
い
証
例
を
加
え
て
現
存
の
形
に
至
る
に
は
適
当
な
時
間
で
あ
る
。

田
中
道
麿
が
没
し
、
道
麿
に
託
し
て
い
た
宣
長
念
願
の
語
法
の
研
究

（『活
用
言
の
冊
子
Ｌ

を

『万
葉
集
疑
問
』
を
通
じ
て
有
能
を

認
め
て
い
た
常
昭
に
改
め
て
託
す
意
図
が
宣
長
に
起
こ
っ
た
と
す
る
と
、
道
麿
の
没
後
、
宣
長
自
身
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
研
究
を

全
く
継
続
し
た
痕
跡
の
な
い
理
由
も
了
解
さ
れ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
研
究
の
中
断
は
、
お
そ
ら
く

「春
庭
に
こ
の
研
究
を
譲
る
つ

も
り
が
、
宣
長
に
早
く
か
ら
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
（曜

」
が
、
「道
麻
呂
の
死
去
に
よ
っ
て
…
…
…
自
己
の
研
究
と
し
て
ま
と
め
る
心

を
失

っ
た
」
官
一長
が
、
柴
田
常
昭
を
も
っ
て
田
中
道
麿
に
代
わ
り
得
る
も
の
と
し
、
「兼
々
心
ざ
し
」
て
い
た

『活
用
言
の
冊
子
』
の

継
続
完
成
を
常
昭
に
命
じ
た
の
が

『詞
つ
か
ひ
』
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
研
究
も
、
結
局
は
常
昭
早
世
の
た
め
未
完
の
ま
ま
で
終

っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

「近
頃
遠
江
国
石
塚
龍
麻
呂
卜
云
人
古
言
清
濁
考
卜
云
書
フ
あ
ら
ハ
し
て
古
言
ノ
清
濁
ヲ
考
ヘ
タ
リ
是

又
愚
老
年
来
心
が
け
候
へ
共
い
と
ま
な
く
候
処
右
ノ
龍
ま
ろ
考

二
而
古
言
ノ
清
濁
ハ
明
ラ
カ
ニ
成
申
候
此
う
へ
詞

つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ

御
考
ノ
成
就
ヲ
待
ツ
モ
ノ
也
」
も
、
宣
長
自
身
が
完
成
し
得
な
か
っ
た
音
韻
関
係
の
研
究
は
石
塚
龍
麻
呂
に
託
し
、
語
法
関
係
は
柴
田
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常
昭
に
任
せ
た
と
理
解
で
き
る
。　
そ
し
て

『詞
つ
か
ひ
』

は
未
定
稿
で
は
あ
っ
て
も
、

宣
長
に
と
っ
て
十
分
に
満
足
で
き
る
内
容
で

あ

っ
た
。

こ
の
頃
、
宣
長
は

『古
事
記
伝
』
の
研
究

・
執
筆

。
版
行
に
関
わ
っ
て
暇
は
な
か
っ
趙
。
『古
事
記
伝
』
は
明
和
元
年

〈
一
七
六
四
〉

か
ら
寛
政
十
年

〈
一
七
九
八
〉
ま
で
四
十
年
近
く
に
も
及
ぶ
畢
生
の
大
業
で
あ

っ
た
。
長
兄
春
庭
は
、
天
明
二
年
は
二
十
歳
。
天
明
六

年

〈
一
七
八
六
〉
、
七
年
、
八
年
、
寛
政
元
年
、
二
年
は
そ
の
版
下
を
書
い
て
」
測
。
春
庭
が
眼
病
を
煩
っ
た
の
は
寛
政
三
年

〈
一
七

九

一
〉、
失
明
し
た
の
は
寛
政
六
、
七
側

〈
一
七
九
五
〉
で
あ
る
。
『古
事
記
伝
』
の
版
下
書
き
に
春
庭
が
如
何
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ

た
か
、
春
庭
眼
病
後
の
寛
政
三
年
十

一
月
四
日
付
横
井
千
秋
宛
宣
長
書
簡
に

「手
本

二
其
人
ヲ
置
て
直
二
申
含
メ
候
事
も
、
是
迄
多
く

御
座
候
義

二
御
座
候
ヘ
ハ
、
他
所

二
而
文
通
二
而
ハ
行
届
キ
不
レ申
義
可
レ有
レ之
哉
と
、
此
義
甚
心
労
二
奉
レ存
候
、
乍
レ去
健
亭
義
ハ
、

眼
病
六
ケ
敷
症

二
御
座
候
ヘ
ハ
」
と
認
め
る
。
当
時
、
春
庭
に

『活
用
言
の
冊
子
』
を
継
続
し
研
究
す
る
時
間
的
余
裕
は
、
お
そ
ら
く

な
い
。
春
庭
が
本
格
的
に
語
法
研
究
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
は
、
父
宣
長
の
遺
言
書
を
契
機
と
し
て
、
寛
政
十
二
年

〈
一
八
〇
〇
〉
の

秋
ご
ろ
か
ら
の
こ
と
で
あ
型
。
「春
庭
に
こ
の
研
究

（『
活
用
言
の
冊
子
』
の
研
究
）
を
譲
る
つ
も
り
が
、
宣
長
に
早
く
か
ら
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
（叫

」
と
し
て
も
ヽ
春
庭
が
そ
れ
に
応
え
得
た
の
は
、
皮
肉
に
も
父
宣
長
の
没
後
、
盲
目
の
な
か
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
『活
用
言
の
冊
子
』

の
継
続
と
し
て
は
常
昭
の

『詞

つ
か
ひ
』
を
措
い
て
他
に
存
在
す
る
も
の
は
な

い
。
『詞

つ
か
ひ
』
は
、
確
か
に
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
や
鈴
木
膜
の

『活
語
活
用
格
』
が
示
す
よ
う
に
大
平
や
腹
が

『活
用
言

の
冊
子
』
を
引
き
継
い
だ
よ
う
に
は
引
き
継
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に

『活
用
言
の
冊
子
』
を
別
な
形
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
た
し
、
活
用

（語
）
研
究
と
し
て
独
自
の
存
在
と
な

っ
た
。
こ
の
後
の
経
路
は
、
『詞
八
衝
』
の
、
そ
の

「初
稿
本
」
に
辛
う
じ
て

例
語
の
排
列
と
証
例
の
引
用
に
お
い
て
影
響
を
与
え
て

（↓
第
四
章
第
二

。
三
節
）、

活
用
研
究
の
流
れ
の
上
に

一
点
を
占
め
る
に
す

ぎ
な
い
が
、
し
か
し
以
上
を
も

っ
て
し
て
も
、
柴
田
常
昭
の

『詞
つ
か
ひ
』
は
国
語
学
史
上
に
お
け
る
貴
重
な
価
値
を
主
張
し
得
る
の
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で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

鈴
木
腹
は

『
活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
』

の
官
一長
添
書
に
よ
っ
て

『詞

つ
か
ひ
』

翁
詞
の
小
車
り
　
の
存
在
を

知

っ
て
い
た
。
或
は
実
際
に
見
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
意
思
を
持
て
ば
見
る
こ
と
は
出
来
た
。
し
か
し
腹
の
研
究
に

『
詞

つ
か
ひ
』
は
全
く
影
を
落
と
し
て
い
な
い
。
た
し
か
に

『
言
語
四
種
論
』

に
は

「体
ノ
詞
ノ
活
語

ニ
ナ
ル
事
、
是

ハ
本
珍
シ
カ
ラ

ヌ
事
也
、
活
語
ノ
終
ノ
一
ツ
ケ
ル
働
ク
テ
ニ
ヲ
ハ
ヲ
取
棄
ミ
レ
バ
、
名
ロ
ノ
詞
ナ
ル
ガ
多
ク
、

サ
ア
ラ
ヌ
モ
全
ク
同
シ
ス
ガ
タ
ナ
リ
、

（５４
）

然
レ
ハ
体
ノ
詞

二
働
ク
テ
ニ
ヲ
ハ
ヲ
添
タ
ル
ガ
、
ヤ
ガ
テ
活
語
也
、
卜
云
テ
ア
リ
ヌ
ベ
シ
」
と
あ

っ
て

「車
」
論
に
近
い
が
、
こ
れ
は

宣
長
を
承
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
活
用
研
究
の
こ
れ
ほ
ど
の
大
著
が
当
時
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
な
が
ら
同
じ
活
用
の
研
究
を
し
て
い
る
者

に
何
の
影
響
も
関
係
も
持
た
な
い
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
宣
長
の
ひ
た
す
ら
な
継
承
者
を
も

っ
て
自
ら
任
じ
た

大
平
や
腹
に
と

っ
て

『
詞

つ
か
ひ
』
は
あ
ま
り
に
大
胆
な
活
用
研
究
書
と
映

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ま
改
め
て
、
玉
緒
学
派
に
お
け
る
柴
田
常
昭

『
詞

つ
か
ひ
』
の
国
語
学
史
上
の
位
置
と
評
価
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
（昭
和
十
五
年
十
二
月
　
山石
波
書
店
）

一
六
六
ぺ

（昭
和
二
十
七
年
六
月
第
六
刷
に
よ
る
）。

時
枝
誠
記

「鈴
木
膿
の
国
語
学
史
上
に
於
け
る
位
置
に
就
い
て
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
二
年

一
月
号
）。
冨
呈
山本
質
論
』
（昭
和
四
十

八
年
十
月

岩
波
書
店
）
所
収
。

３
　
山
田
孝
雄

『国
語
学
史
』
（昭
和
十
八
年
七
月
　
宝
文
館
）
六
五
五
ぺ
。

４
　
注
３
、
六
六
〇
ぺ
。

５
　
古
田
東
朔

「『活
語
断
続
図
説
』
か
ら

『活
語
断
続
説
』
へ
」
翁
国
語
学
』
第
四
十
三
輯
　
昭
和
三
十
六
年
二
月
　
国
語
学
会
）
。

６
　
岡
田
稔

「活
語
断
続
図
説
か
ら
活
語
断
続
説
へ
　
附

・
定
説
へ
の
疑
問
」
翁
鈴
木
膿
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
腹
顕
彰
会
）。

７
　
古
田
東
朔

「『
八
衝
』
へ
流
れ
こ
む
も
の
」
「
国
語
学
』
第
四
十
五
輯
　
昭
和
三
十
六
年
六
月
）
。
築
島
裕

・
古
田
東
朔

『国
語
学
史
』
昭
和

21窪
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20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10  9
四
十
七
年
十

一
月
　
東
京
大
学
出
版
会
。

８
　
足
立
巻

一
「『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
八
衝
』

へ
」
翁
宣
長
全
集
』
第
五
巻
月
報
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
　
筑
摩
書
房
）
。

こ
れ
に
関
連
し
て
尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衝
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
八
月
　
東
京
大

学
国
語
国
文
学
会
）
が
あ
る

（『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）所
収
）
。
そ
の
結
び
に

「
『断
続
譜
』
が

な
け
れ
ば
、
『活
用
抄
』
か
ら

一
足
飛
び
に

『詞
八
衝
』
の
や
う
な
活
用
の
総
合
は
得
ら
れ
ま
い
と
の
推
測
は
、
『断
続
譜
』
と
は
別
個
に
そ
の

統
合
を
は
た
し
て
ゐ
る

『詞
の
小
車
』
の
発
見
に
よ
つ
て
保
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
」
と
い
う
。

東
洋
文
庫
蔵
、
岩
崎
文
庫
本
。
『文
莫
』
第
五
号

（昭
和
五
十
五
年
四
月
）
の
復
刻
に
よ
る
。

竹
田
純
太
郎

「『活
用
言
の
冊
子
』
に
つ
い
て
」
翁
国
語
学
』
第
百
七
十
三
集
　
平
成
五
年
六
月
　
国
語
学
会
）
。

第
廿
四
段
～
第
世
二
段
の
欄
外
注
記
。
前
著

（↓
１２
）
に
引
用

（五
五

一
ぺ
）
。

渡
辺
英
二

『
春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』
第
二
部
第
五
章
第
二
節
。

時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
昭
和
十
五
年
十
二
月
　
山石
波
書
店
。

山
田
孝
雄

『国
語
学
史
』
昭
和
十
八
年
七
月
　
宝
文
館
出
版
。

古
田
東
朔

・
築
島
裕

『国
語
学
史
』
昭
和
四
十
七
年
十

一
月
　
東
京
大
学
出
版
会
。

赤
堀
又
次
郎

『国
語
学
書
目
解
題
』
明
治
三
十
五
年
六
月
。

『国
書
総
目
録
』
第
二
巻
　
昭
和
四
十
年
八
月
　
山石
波
書
店
。

『本
居
宣
長
全
集
』
第
三
巻
　
昭
和
四
十
四
年

一
月
　
筑
摩
書
房
。

足
立
巻

一
「
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
八
衛
』

へ
」
「
宣
長
全
集
』
第
五
巻
月
報
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
　
筑
摩
書
房
）
。

後
藤

一
日

「『詞
の
小
車
』
国
語
学
史
上
の
地
位
―
柴
田
常
昭
の
大
著
―
」

「
国
学
院
雑
誌
』
通
巻
七
六
九
号
　
昭
和
四
十
六
年
五
月
　
国

学
院
大
学
）。

２‐
　
後
藤

一
日

「詞
の
小
車
と
用
言
研
究
史
上
に
お
け
る
柴
田
常
昭
の
功
績
」
「
国
学
院
雑
誌
』
通
巻
七
八
五
号
　
昭
和
四
十
七
年
十
月
　
国
学

院
大
学
）
。

２２
　
後
藤

一
日

『
こ
と
ば
の
小
車
』
昭
和
五
十

一
年
十
二
月
　
岡
田
書
店
。

２３
　
尾
崎
知
光

「柴
日
常
昭

『詞

つ
か
ひ
』
―
そ
の
学
説
の
主
要
点
に
つ
い
て
―
」
翁
文
学

・
語
学
』
第
七
五
号
　
昭
和
五
十

一
年

一
月
　
全
国

大
学
国
語
国
文
学
会
）
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。
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２４
　
渡
辺
英
二

「
『活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『詞
つ
か
ひ
ヒ

（『野
田
教
授
退
官
記
念
　
日
本
文
学
新
見

・
研
究
と
資
料
』
昭
和
五
十

一
年
二
月

笠
間
書
院
）
。

２５
　
渡
辺
英
二

「『
詞
つ
か
ひ
』

の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」

「
国
語
と
国
文
学
』
第
六
二
六
号
　
昭
和
五
十

一
年
四
月

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）。

２６
　
本
書
末
尾
の

「既
発
表
関
係
著
書

・
論
文
」
に
一
覧
と
す
る
。

２７
　
水
野
清

「鈴
木
膿
に
よ
る
宣
長

・
成
章

。
両
学
派
の
合
流
」
翁
文
莫
』
第

一
号
　
昭
和
五
十

一
年
八
月
　
鈴
木
膿
学
会
）
。

２８
　
渡
辺
英
二

「詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
」
翁
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
五
号
～
第
二
二
号
　
昭
和
五
十
二
年
二
月
～
昭

和
五
十
九
年
二
月
　
一昌
山
大
学
教
育
学
部
）
。

２９
　
杉
本

つ
と
む

『江
戸
の
言
語
学
者
た
ち
』
昭
和
六
十
二
年
十

一
月
　
雄
山
閣
。

３０
　
竹
田
純
太
郎

「『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
関
係
」
「
鈴
屋
学
会
報
』
第
十
三
号
　
平
成
八
年
十
二
月
　
鈴
屋
学
会
）。

３‐
　
尾
崎
知
光

「鈴
木
膿

『活
語
ト
マ
リ
文
字
ノ
説
』
考
」
翁
郷
土
文
化
』

一
一
〇
号
　
昭
和
四
十
九
年
九
月
　
名
古
屋
郷
土
文
化
会
）
。
『国
語

学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。

３２
　
注
１２
ヽ
第
二
部
第
五
章
第
二
節
、
第
六
章
。

３３
　
寛
政
八
年
六
月
四
日
付
春
庭
宛
宣
長
書
簡

（『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
四
三

一
）。
↓
第

一
章
第

一
節
。

津
柴
田
四
郎
右
衛
門
、
先
達
而
よ
り
病
気
二
而
、
よ
ほ
と
久
々
相
煩
、
五
月
十
二
日
死
去
い
た
し
申
候
、
靭
々
残
念
成
事
二
御
座
候
、
去
冬
家

業
筋
二
付
大
ナ
ル
心
労
有
レ
之
、
夫
故
ノ
病
気
之
由
承
り
申
候

３４
　
『詞
つ
か
ひ
』
添
付
の
寛
政
四
年
十

一
月
九
日
付
常
昭
宛
宣
長
書
簡

（『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
二

一
九
）。
↓
第

一
章
第

一
節

引
用
②
。

３５
　
鈴
木
膿

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
ジ
ノ
説
」
添
付
の
宣
長
書
簡
。

惜
哉
惜
哉
物
故
セ
リ
其
書
イ
マ
ダ
落
成
セ
ズ
コ
レ
ニ
依
テ
同
邑
二
芝
原
六
郎
ヱ
門
春
房
卜
云
男
ソ
ノ
詞
ノ
小
車
ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
考

へ
成
サ
ン
ト

テ
今
最
中
考

へ
居
ル
也

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
ジ
ノ
説
」
の
成
立
は
享
和
元
年

〈
一
八
〇

一
〉
の
こ
と
と
い
う
。
↓
注
３‐
。

３６
　
第
四
章
第

一
節
。

３７
　
天
明
二
年
十
月
八
日
付
道
麿
宛
宣
長
書
簡

（『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
七
二
）
。
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活
用
言
ノ
冊
子
、
所
々
御
書
添
被
レ下
、
泰
奉
レ存
候
、
猶
追
々
奉
レ頼
候
、
く
は
し
く
別
紙

二
申
せ
り

３８
　
本
居
清
造
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。

３９
　
『宣
長
全
集
』
第
六
巻
。
な
お
、
道
麿
と
宣
長
の
問
答
の
書

『
万
葉
問
聞
抄
』
（全
集
第
六
巻
）、
『万
葉
集
問
答
　
補
遺
』
（全
集
第
十
四
巻
）

に
も
語
法
関
係
の
質
疑
応
答
例
が
あ
る
。

４０
　
天
明
四
年
十
月
四
日

「今
夜
成
刻
、
尾
張
田
中
荘
兵
衛
道
麻
呂
入
道
道
全
死
之
由
、
後
聞
レ之
、
六
十

一
歳
」

「
宣
長
全
集
』

第
十
六
巻

「
日
記
」
三
九
九
ぺ
）
。

４．
　
『宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
、
大
久
保
正

「解
題
」
。

４２
　
『宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
大
野
晋

「解
題
」。

４３
　
注
４２
ｏ

４４
　
注
３４
ｏ

４５
　
『宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
大
野
晋

「解
題
」。
足
立
巻

一
『
や
ち
ま
た
』
上

・
下

（昭
和
四
十
九
年
十
月
　
河
出
書
房
新
社
）。

４６
　
注
４５
ｏ

４７
　
寛
政
三
年
九
月
廿
八
日
付
春
庭
宛
宣
長
書
簡

（『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

一
七
二
）
。

靭
貴
殿
眼
病
之
義
、
先
達
而
与
七
帰
り
候
後
、
段
々
頭
痛
も
止
ミ
腫
レ
痛
ミ
も
う
す
ら
き
、
次
第
二
快
候
由
、
乍
レ去
今
二
と
く
と
血
治
り
不
レ

申
、
日
も
開
キ
不
レ申
候
由
、
哄
難
義
之
段
察
入
候
、
然
共
是

ハ
無
レ程
治
り
可
レ
申
と
存
候
間
、
随
分
気
分
を
養
ひ
、
心
長
二
御
養
生
可
レ有
レ

之
候
也
、
靭
右
之
も
や
う
二
付
皆
々
被
レ申
候
ハ
、
貴
殿
之
ロ

ニ
右
体
之
事

ハ
有
レ之
間
敷
候
ヘ
ハ
、
全
く
他
人
之
眼
病
之
気
を
受
候
故
之
事
に

て
、
先
ハ
は
や
り
目
と
申
物
な
る
べ
し
と
の
義
二
付
、
貴
殿
二
も
左
様
之
事
二
而
も
可
レ
有
レ之
被
レ存
、
夫
二
付
而
ハ
馬
嶋
を
は
な
れ
被
レ申
候

ハ
ハ
、
眼
中
赤
ミ
も
早
く
引
キ
可
レ
申
様
二
被
レ存
、
夫
故

一
先
此
方
へ
帰
被
レ申
候
様
二
も
可
レ被
レ致
欺
之
段
、
委
細
紙
面
之
趣
、
至
極
尤
ニ

存
候

４８
　
寛
政
七
年
二
月
廿
日
付
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡

（『宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号
三
二
九
）
。

同
苗
健
亭
儀
毎
度
御
尋
被
レ下
、
恭
奉
レ存
候
、
眼
病
之
儀
も
毎
々
御
尋
被
レ下
、
御
懇
志
恭
奉
レ存
候
、
眼
病
終

二
治
シ
不
レ申
、
盲
申
候
而
心

痛
仕
候
、
御
憐
察
可
レ被
レ下
候

４９
　
寛
政
三
年
十

一
月
四
日
　
横
井
千
秋
宛
宣
長
書
簡

（『
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

一
七
八
）
。

記
伝
板
下
書

つ
ぎ
筆
工
之
義
、
…
…
全
体
草
稿
本
を
尚
又
し
ら
べ
直
し
候
上
二
而
、
こ
ゝ
か
し
こ
相
改

〈
メ
文
ノ
〉
次
第
も
前
後
改
申
候
事
多
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く
、
殊
外
相
改
等
入
組
候
事
故
、
手
元
二
其
人
ヲ
置
て
直

二
申
含
メ
候
事
も
、
是
迄
多
く
御
座
候
義

二
御
座
候
ヘ
ハ
、

行
届
キ
不
レ申
義
可
レ
有
レ之
哉
と
、
此
義
甚
心
労
二
奉
レ存
候
、
乍
レ去
健
亭
義
ハ
、
眼
病
六
ケ
敷
症
二
御
座
候
ヘ
ハ
、

一
両
年

ハ
板
下
相
認
申
候
様
ニ
ハ
得
相
成
申
間
敷
候
ヘ
ハ
、
是
非
共
他
ノ
人
ヲ
撰
ミ
申
さ
ね
ハ
な
ら
ぬ
事
と
奉
レ
存
候

５０
　
注
１２
、
第

一
部
第

一
章
に
詳
し
い
。
足
立
巻

一
「
日
本
語
学
者
列
伝

本
居
春
庭
伝
０
～
回
」
の
０

（『
日
本
語
学
』

五
十
八
年
七
月
　
明
治
書
院
）
。

５‐
　
注
４２
ｏ

５２
　
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
翻
字
、
『宣
長
全
集
』
別
巻

一
。

５３
　
『文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
　
鈴
木
腹
学
会
。

５４
　
影
印
、
文
政
丙
成
歳
刊
本

『言
語
四
種
論
』
（
鈴
木
膿
』
昭
和
四
十
二
年
十
月
　
鈴
木
眼
顕
彰
会
）
。

○
第
二
節
は
書
き
下
し
で
あ
る
が
、
前
著

『春
庭
の
語
学
研
究
』
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。

他
所
二
而
文
通
二
而

ハ

快
復
仕
候
連
も
、
中
々

第
二
巻
第
七
号
　
昭
和



第
二
部
　

翻
刻
と
注
記



303 凡例―翻刻の要領

凡
例
―
翻
刻
の
要
領

１
　
原
本
に
は
丁
付
を
欠
く
。
私
に
　
１
オ
」

の
よ
う
に
付
す
。

２
　
原
本
の
文
字
の
大
き
さ
は
適
宜
幾
つ
か
に
統

一
す
る
。

３
　
朱
書
は
印
刷
上
可
能
な
限
り
太
字

（ゴ
チ
ッ
ク
体
）
。
太
線

。
太
丸
で
示
す
。

４
　
抹
消
は

〔　
　
〕
、
挿
入
は

〈　
　
〉、
二
行
割
書
は

【　
　
】
を
も
っ
て
区
別
す
る
。
た
だ
し
、
証
例
所
在
の
二
行
書
き
は

細
字

一
行
と
す
る
こ
と
が
多
い
。

５
　
見
せ
消
ち
は
原
則
と
し
て

ヽ
ヽ
と
す
る
。
た
だ
し

［　
　
］
を
も
っ
て
代
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

６
　
翻
刻
の
二
重
傍
線
は
原
本
で
は

Π
＝
Ｕ

で
あ
る
。

７
　
漢
字

・
仮
名
は
原
則
と
し
て
現
在
通
用
の
標
準
字
体
と
す
る
。

８
　
例
語
に
当
て
た
漢
字
は
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
に
従
い
、
書
き
誤
り
を
訂
正
し
た
と
見
倣
さ
れ
る
正
誤
複
数
の
漢
字
は
適
宜

一

字
を
翻
字
す
る
。

９
　
合
字

。
省
字
の

「
「
、
寸
、
に
、
ノ
」
な
ど
は

「
コ
ト
、
ト
キ
、
ト
モ
、
シ
テ
」
な
ど
と
す
る
。

１〇
　
一訛
み
や
す
さ
の
た
め
文
字
間
に
適
宜
空
間
を
置
く
こ
と
が
多
い
。

１１
　
難
読
文
字
に
つ
い
て
は

「注
記
」
に
記
し

（「
凡
例
の
第

一
巻
」
注
２３
、
「第
壱
の
巻
」
注
７
）
、
末
尾
に

一
覧
と
す
る
。

‐２
　
原
文
で
空
自
で
あ
る
箇
所
と
翻
字
し
が
た
い
文
字
は
□

と
し
た
。
詳
し
く
は

「注
記
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
を
参
照
の
こ

Ｌ
」
。

‐３
　
翻
刻
中
、
［
‐‐
‐‐
‐‐
］

と
し
た
箇
所
は
貼
紙
も
し
く
は
付
箋
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
詳
し
く
は

「注
記
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
を
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参
照
の
こ
と
。

‐４
　
原
本
の
体
裁
に
従

っ
た
が
、
内
容
を
損
ね
な
い
限
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

‐５
　
（　
　
）
内
に
は
翻
刻
者
の
注
記
を
記
す
。

‐６
　
こ
の
凡
例
は

「第

一
部
　
研
究
」
お
よ
び

「
注
記
」
の
引
用
文
に
も
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
太
字

・
太
線

。
太

丸
の
区
別
は
省
略
し
、
傍
線

。
圏
点
な
ど
は
適
宜
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。

翻
刻
の
原
本
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
函
架
番
号

「
Ｗ
Ｂ
７
１
１
」
ｏ
柴
田
常
昭
著

『
詞

つ
か
ひ
』
で
あ
る
。
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目
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（現
十
冊
改
装
本
第

一

（表
紙
）

（凡
例
の
第

一
巻
）

（表
オ
）

冊
）

本
居
宣
長
書
入
井
書
簡
附

柴
田
常
昭
著
　
詞

つ
か
比
　
凡
例

（中
根
粛
治
添
書
）

余
明
治
二
十
年
頃
東
京
教
育
博
物
館
図
書
掛
在
職
中
同
僚
青
木
君
よ
り
本
居
宣
長
之
書
簡

な
り
と
て

一
通
を
預
け
ら
る
然
る
に
二
十
九
年
二
月
新
館

二
移
転
之
際
抽
出
よ
り
右
之
書
簡

を
発
見
し
た
れ

ハ
一
読
す
る
に
柴
田
常
昭
著
詞

つ
か
ひ
を
宣
長

一
見
の
後
贈
り
た
る
書
状
な

る
に
よ
り
詞
遣
て
ふ
書
籍
を
取
出
し
て
之
を
右
書
簡
と
対
照
す
る
に
蓋
し
此
詞
遣
の
中
に
著

者

ハ
宣
長
の
書
籍
を
は
さ
み
を
き
其
侭
譲
り
し
も
の
に
て
東
京
教
育
博
物
館
に
て
購
入
し
際

も
依
然
書
物
の
中
に
在
り
し
を
青
木
氏

ハ
発
見
し
書
物
よ
り
除
き
て
余
に
預
け
し
も
の
と
知

ら
る
今
復
更
に
本
書
に
帖
附
し
て
陳
列
書
と
な
す
に
よ
り
此
事
を
記
し
詑
ぬ

帝
国
図
書
館
司
書
　
中
根
粛
治
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O

言
葉
の
小
車

題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如
ク
被
成
候
而

ハ
イ
カ
ヾ

○詞

つ
か
比
　
凡
例
の
第

一
巻

（宣
長
書
簡
）

壬
子
十

一
月
十

一
日
夕
届

本
居
翁

去
月
七
日
之
御
返
書
相
達
し
致
拝
見
候
被
入
御
念
候
義

二
奉
存
候
其
後
愈
御
安
全
御
座
被
成

候
哉
承
度
奉
存
候
此
元
無
事

二
罷
在
候
然
て
詞

つ
か
ひ
の
御
書
存
じ
寄
り
書
加
へ
返
進
申
候

御
考
共
靭
々
細
密
之
至
致
感
心
候
猶
追
々
御
勘
考
被
成
必
々

一
部
ノ
書

二
御
仕
立
可
被
成
候

此
詞

つ
か
ひ
之
義

ハ
兼
々
愚
老
も
心
さ
し
御
座
候

へ
共
も
は
や
生
涯
そ
の
い
と
ま
な
く
甚
残

念

二
存
候
処
貴
君
之
御
考
甚
以
く
は
し
く
允
当

二
而
い
か
計
か
大
慶

二
存
じ
候
事
返
々
無
御

解
怠

一
部
ノ
書

二
御
仕
立
可
被
成
候
か
や
う
二
詞

つ
か
ひ
之
妙

二
符
節
を
合
せ
た
る
如
く
千

言
万
語
其
例
格
ノ
違

ハ
ザ
ル
コ
ト
誠

二
皇
国
言
霊
ノ
奇
妙
ナ
ル
所
也
然
ル
ニ
世
ノ
人
か
ば
か
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（宣
）

△
将
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ン
不
語

二
云
ト
キ

ハ
ア
カ
ズ

り
妙
ナ
ル
意
味
を
よ
く
辮

へ
知
ル
人
な
く
み
だ
リ
ニ
用
ヒ
候
事
返
々
残
念
也
此
意
味
を
よ
く

辮

ヘ
タ
ル
人
世
二
お
そ
ら
く
覚
え
不
申
候
必
々
御
出
精
可
被
成
候
近
頃
遠
江
国
石
塚
龍
麻
呂

卜
云
人
古
言
清
濁
考
卜
云
書
ヲ
あ
ら
ハ
し
て
古
言
ノ
清
濁
ヲ
考
ヘ
タ
リ
是
又
愚
老
年
来
心
が

け
候
へ
共
い
と
ま
な
く
候
処
右
ノ
龍
ま
ろ
考

二
而
古
言
ノ
清
濁
ハ
明
ラ
カ
ニ
成
申
候
此
う
ヘ

詞

つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ
御
考
ノ
成
就
ヲ
待
ツ
モ
ノ
也
　
尚
期
後
信
　
恐
慢
謹
言

宣
長

十

一
月
九
日

柴
田
四
郎
右
衛
門
様

（本
文
）

詞

つ
か
ひ

○
語
に
首
　
足
掻
　
車
と
い
ふ
事

首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の
為
に
も
頭
に
し
て
足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く

働
キ
動
′
」
と
無
ク
ｔ
て
も
せ
ま
的
其
語
の
本
主

〈
ナ
ル
ヲ
肇
“
也
　
一
ッ
ニ
ッ
例
を
挙
ヶ
て
暁

ス
に
第

一
の
巻
端
ィ

司
ｑ
　
札
平

州
ｑ
な
ど
の
ご
と
き
あ
き
の
あ
を
首
と
は
い
ふ
也

下

の
辞
は
き。
と
も
く。
と
も
活
キ
て
州
剖

冽
ｑ
と
い
ひ
△
所
語
に
い
ふ
と
き
は
州
力、‐
劉
と
か
に

転

有
語
に
い
へ
ば
司
引
引
と
け
に
転

令
語
に
て
は
司
劇
ｕ

湖
刑
引
と
や
う
に
か
く
さ
ま
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（付
箋
）

ｏ
し
ぶ
く
　
春
房
云

〈何
に
ま

れ
〉
心
な
ら
ね
ど
も
せ
ん
か
た
な
さ
に
す

る
事
を
し
ぶ
／
ヽ
に
す
と
い
ぶ
し
ぶ
に
く

／
ヽ
に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ。
の
言
の
み
は
易
る

〈発
〕
な
し
　
是
レ
を
首
と
は
い
ふ
な
り

〔却

或
は
椛
蟄
剖

冽
劃
鋼
の
如
キ
ハ
冽
劃
は
首
な
り
　
き。
と
く。
は
足
掻
也
　
幾
言
の
語
に
て
も

是
レ
に
准
へ
て

〈上

ニ
ア
リ
テ
〉
動
ヵ
り
百
を
首
と
い
ひ
下
に
在
り
て
活
ク
辞
を
足
掻
ま
た
車
と

い
ふ
と
知
ル
ベ
し
　
又
い
は
く
今
力ゝ‐
割
ｑ
引
司

の
語
の
み
を
挙
ゲ
　
ー
ご

た
る
は
例
を
示
ス

な
れ
ば
是
レ
は
加
経
の
語
に
限
ら
す
　
諸
の
語
も
是
レ
に
等
シ
と
知
べ
し
〕
然
動
ク
辞
は
物
の

足
掻

て
用
を
成
ス
に
似
た
れ
ば
足
掻
辞
と
は
い
ふ
也
　
車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動

か
す
辞
な
り
　
そ
は
青
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
は
皆
其
色
の
名
に
し
て
松
竹
と
い
ふ
に
ひ
と
し

き
を
或

ハ
青
む
草
葉
な
ど
い
ふ
ご
と
く
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ

也
　
車
の
重
キ
を
載
セ
て
構
ぽ
同
じ
け
れ
ば
也

〔却
俗
語
に
は
殊
に
多
き
例
に
て
潮
な
ど
の
干ヒ

た
る
を
そ
こ
る
と
い
ふ
も
底
と
い
ふ
に
り
の
車
を
附
ヶ
て
い
ふ
也
　
股
と
い
ふ
に
ぐ
の
車
を

そ
へ
て
劃
川
０
と
い
ひ
力
と
い
ふ
字
音
に
さ
へ
む
の
車
辞
を
そ
へ
て
列
剖
司
な
と
い
へ
り

此
類
か
ぞ

へ
尽
く
す
べ
か
ら
ず
　
底

股

力
な
ど
皆
物
の
名
に
て
動
ク
ベ
き
所
以
な
き
言
な

る
を
如
此
は
た
ら
か
す
こ
そ
車
語
の
妙
用
に
は
有
け
れ
〕
其
例
お
も
ひ
出
る
ま
ゝ
に
い
さ
ゝ

か
左
に
あ
ぐ
　
１
己

○
加
経
の
車
辞
に
は

ｏ

う

｝゙
」
ど
ヽ
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の
車
の
そ
ハ
リ
た
る
也
　
新
古
今
に
も

た
か
せ
舟
し
ぶ
く
ば
か
り
に
一ム
々
と
よ
め

（付
箋
、
春
房
）

万
七
ノ
十
九
丁
に
　
し

バ
／
ヽ
し
ぶ
を
と
あ
る
ハ
猶
よ
く
考

へ
て

引
ク
ベ
し

古
事
記
伝
八
ノ
六
十
三
四
丁
　
ヱ
ラ
グ
ノ

コ
ト
有
ト
ゾ

ｏ
壼
を
う
ご
め
く

墳
を
う
ご
も

つ
な
と
よ
め
る
う
ご
み
な
同
じ
　
俗

に
虫
な
ど

の
あ
り
く
貝
を
う
ご
／
ヽ
な
ど
い

へ
る
も
是

レ
也
　
そ
れ
に
加
経

の
車
を
そ

へ
て

い
ふ
な
り

ｏ
ゑ
ら
く

ｏ
万
葉
に
　
四

計

∬̈
恵
良
か
と
よ
め
る
ご
と
く
笑
ふ
声
を
恵
良
と
い
ふ
　
俗

に
も

人

ノ
笑
ふ
声
を
牙
良
／
ヽ

ナ
ド
い
へ
り
　
横
韻
通

へ
り
　
是
に
車

の
く
を
添

て
恵

良
具
卜
い
ひ
恵
良
伎
と
足
掻
キ
て
体
語
と
な
り
笑
楽
の
名
と
す
　
２
オ
」

ｏ
く
だ
く

ｏ
物
語
書
と
も
に
く
だ
／
ヽ
し
な
ど
い

へ
る
く
だ
な
り

ｏ
さ
わ
ぐ

ｏ
古
事
記
口
‐‐
国

に
佐
和
佐
和
と
あ
る
も
騒
の
義
な
れ
バ
こ
れ
に
く
を
そ
へ
た

る
な
り

ｏ
さ
や
ぐ

ｏ
そ
よ
く

ｏ
俗

に
風

の
吹
音
を

そ
よ
／
ヽ

な
ど

い

へ
り
　
そ
よ
め
く
と
　
２
２

い
ふ
も
其

風

の
草
木

に
ふ
る

ゝ
さ
ま
を

い
ふ

ｏ
つ
な
ぐ
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矢
ヲ
製
コ
ト
ヲ
ハ
グ
ト
云
モ
矢
ハ
羽
ヲ
モ

ハ
ラ
ト
ス
ル
物
故
羽

ニ
グ
ノ
車
語
ヲ
添
テ

ハ
グ
ト
雀
ム
ナ
ル
ベ
シ
　
詩
二
矢
ノ
コ
ト

ヲ
白
羽
ナ
ド
云
ヘ
リ
　
是
モ
羽
ヲ
モ
ハ
ラ

ト
ス
ル
ガ
故
也

嗅

ハ
香
グ
欺

ｏ
綱
に
く
を
添
へ
て
い
ふ

ｏ
と

ゝ
ろ

くｏ
と
ゝ
ろ
は
刀
呂
刀
呂
に
て
物
の
響
ヱ
日
を
い
ふ
　
と
ゝ
ろ
／
ヽ
と
踏
と
ゝ
ろ
か

す
な
ど
常
に
い
ひ
俗
に
も
大
地
の
震
動
す
る
を
刀
々
呂
な
ど
い
へ
り

Ｏ
ひ
し
ぐ
　
３
オ
」

ｏ
方
な
る
形
を
押
か
ゞ
め
た
る
を
俗
に
菱
と
い
へ
り

／
イ
カ
ヾ

（一３

ｏ
ゆ
る
ぐ

ｏ
ゆ
る
／
ヽ
な
ど
常
に
い
ふ
語
也
　
ゆ
る
む
と
い
ふ
も
末
経
の
車
を
そ
へ
た
る
な

り

０
ゆ
ら
ぐ

ｏ

（付
箋
）
春
一房
云
　
古
言

に
ゆ
ら
又
も
ゆ
ら
な
ど
あ
る
ゆ
ら
に
く
の
車
を
そ

ヘ

た
る
也
　
但
し
ゆ
ら
く
の
く

ハ
清
音
也

０

と

ぐ

ｏ
磨
の
義
也
　
利
ぐ
欺

砥
ぐ
欺
　
３
２

ｏ
ふ
た
ぐ

ｏ
益
ぐ
の
意
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常
昭
追
考
　
閉
ハ
戸
ぢ
欺

０
あ
ら
け

ｏ
角
け
の
意

０
し
ら
け

２
日
の
意

ｏ
た
ひ
ら
けｏ

平
を
た
ひ
ら
と
よ
む

ｏ
は
る
け
　
　
ハ
ル
ケ
ハ
晴
ラ
ス
意
也

含
３

ｏ
遥
な
ど
の
は
る
也

／
イ
カ
ヾ

（とこ
　
４
オ
」

ｏ
佐
経
の
車
語
は
お
も
ひ
得
ず

但
し
夕
さ
れ
ば
塩
風

こ
し
て
み
ち
の
く
の
野
田
の
玉
川
千
鳥
鳴
な
り
な
ど
よ
め
る

こ
し

て
は
こ
え

て
と
よ
む

べ
か
ン
め
る
を
こ
し

て
と
よ
め
る
や
う
に
お
も
は
る
れ

と

こ
の
類
す

べ
て
こ
し

て
云
々
と
よ
め
る
類

い
と
多
け
れ
ば
な
ほ
こ
し

て
也

是
レ

は
来
す
の
意
欺

此
事

ハ
ナ
ホ
ョ
ク
考
フ
ベ
キ
也

舎
３

ｏ
多
経
の
車
語

ｏ
例

い
と
す
く
な
し
　
源
氏

の
物
か
た
り
に
二
条
右
大
臣

の
事
を
い
ひ
て
御
心
い
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（付
箋
）
春
云
　
わ
か
ち
ハ
別
ち
也

ら
／
ヽ
し
く
な
ど
い
へ
り
　
伊
良
知

伊
良
津
と
い
ふ
語
な
ど
は
此
伊
良
に
知
を

そ
へ
た
る
な
り
　
４
２

ｏ
奈
経
の
車
語

ｏ
た
づ
ぬ

０
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
な
ど
常
に
い
ひ
又
闇
に
ゆ
け
は
み
ち
た
づ
／
ヽ
し
な
ど
よ
め

る
た
づ
也

ｏ
つ
か
ぬ

ｏ
東
と
い
ふ
に
ぬ
を
そ
へ
て
い
ふ
　
ま
た
末
経
の
車
を
そ
へ
て
握
る
事
を
東
む
と

も
い
ふ
　
５
己

ｏ
つ
りヽ
ぬ

０
つ
ら
は
物
の
列
を
い
ふ
　
雁
の

一
行
な
ど
是
也

ｏ
ふ
さ
ぬ

ｏ
花
に
ひ
と
ふ
さ
と
い
ふ
ふ
さ
な
り
　
紹
も
同
じ

ｏ
波
経
の
車
は

０
う
た
ふ
　
　
５
ウ
」

ｏ
歌
と
い
ふ
に
ふ
を
そ
へ
た
り

ｏ
お
よ
ぶ
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（宣
）

オ

ヨ
ジ
ト
云
言
イ

マ
ダ
知
ラ
ズ

何
二
見
エ
タ
ル
ニ
カ
　
万
葉
ノ
オ
ョ
シ
ヲ

ハ
ハ
別
意
卜
思
ハ
ル

ｏ
於
与
ハ
其
物
と
此
物
と
ひ
と
し

〈き
〉
を
い
ふ
事
に
て
ぶ
ハ
車
也
　
同
を
古
ヘ

は
於
与
自
と
も
於
夜
自
と
も
い
へ
り
　
お
よ
ぶ
の
お
よ
も
お
や
じ
の
お
や
も
意
ひ

と

し

０
く
る
ふ

ｏ
車
を
久
留
万

反
転
を
久
流
閑
楓
と
よ
め
る
も
同
じ
久
流
也

ｏ
も
ち
ふ

ｏ
持
に
そ
へ
て
い
ふ
欺
　
　
６
オ
」

ｏ
の
ろ
ふ

―

コ
レ
ハ
い
か
ゞ
　
ロ
フ
ノ
反
ル
也
　
延
ニ
ム
ル
欺

常

ｏ
罵
を
の
る
と
い
ふ

ｏ
こ
ろ
ぶ

ｏ
こ
ろ
は
こ
ろ
ぶ
す

こ
ろ
す
な
ど
の
こ
ろ
也

ｏ
か
ぞ
ヘ

ｏ
数
を
加
寿
と
い
ふ
　
　
６
己

ｏ
末
経
の
車
語

ｏ
あ
を
む

ｏ
阿
遠
空
な
ど
の
阿
遠
也

ｏ
あ
か
む
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〇
曰）
体
ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
ク
用

ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
シ
　
一
ッ
ニ
ハ

定
メ
ガ
タ
ク
又
体
用
先
後
ノ
シ
レ
ガ
タ
キ

モ
多
シ

ｏ
阿
加
土
な
と
の
阿
加
也

ｏ
あ
た
む

ｏ
仇
を
阿
多
と
い
ふ
　
そ
の
阿
多
に
む
の
車
を
そ
へ
た
り

ｏ
あ
は
れ
むｏ

古
語
拾
遺
に
古
語
事
ノ
之
甚
切
皆
称
二
阿
那

一と
ぃ
ひ
ま
た
阿
波
礼
と
い
ひ
或
は

嵯
暗
等
を
阿
々
と
　
７
ご

よ
み
俗

二
阿
良
と
も
阿
々
良
と
も
い
へ
る
皆
物
に
感

て
い
ふ
辞
也
　
さ
れ
は
阿
波
礼
と
は
物
に
感
し
て
い
ふ
声
也
　
こ
れ
に
む
の
車
を

そ
へ
て
あ
は
れ
む
と
は
い
へ
り
　
す
べ
て
語
の
う
へ
に
つ
な
ぐ
と
い
ふ
語
の
あ
る

よ
り
し
て
そ
の
つ
な
ぐ
綱
を

つ
な
と
い
ひ
宇
多
布
と
い
ふ
を
本
ト
シ
テ
そ
の
う
た

ふ
物
を
宇
多
と
名

つ
け
た
る
に
や
　
ま
た
綱
と
い
ふ
物
を
も
て
物
す
る
事
を

つ
な

ぐ
と
い
ひ
宇
多
比
て
物
す
る
物
を
宇
多
と
い
へ
る
に
や
　
此
前
後
本
末
は
は
が
り

か
た
き
事
な
れ
と
も
此
あ
は
れ
む
を
以
て
い
ふ
と
き
は
体
を
先
キ
と
し
用
を
後
と

す
べ
し
　
体
と
は
津
奈
と
い
ひ
宇
多
と
い
ふ
を
い
ふ
　
用
と
は
津
奈
具
と
い
ひ
宇

多
布
と
い
ふ
を
い
ふ
　
　
７
己

ｏ
い
た
む

ｏ
痛
矢
串
な
ど
の
伊
多
也

ｏ
い
な
む
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ｏ
否
を
伊
奈
と
よ
め
り

ｏ
か
ろ
む

０
軽

ｏ
き
ざ
む

ｏ
段
を
喜
太
と
よ
め
り

ｏ
く
ぼ
む
　
　
８
オ
」

凹
ノ
意
に
て
地
な
ど
の
ひ
き

ゝ
処
を
久
保
と
い
ふ

ｏ
く
ろ
む

ｏ
黒
某
と
い
ふ
物

の
名
多
し

０
く
ら
む

ｏ
闇

ｏ
し

つ
む

ｏ
下
枝
な
ど
の
志
豆
也
　
　
８
２

ｏ
し
ら
む

ｏ
白
某
と
い
ふ
物
多
し

ｏ
す

ゝ
む

Ｏ
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ｏ
は
ら
む

ｏ
腹
む
の
意
な
る
べ
し

ｏ
た
ゆ
む

ｏ
断
絶
を
多
由
と
い
ふ

ｏ
た
わ
む

ｏ
枝
も
多
和
々
或
は
刀
遠
々
な
と
い

へ
り
　
　
９
己

ｏ
つ
ま
む

ｏ
爪
む
の
義
也

〔又

つ
か
む
は
東
む

の
意
な
る
べ
し
〕
既

に
云

へ
り

ｏ
な
ご
む

ｏ
海

に
い
ふ
朝
な
き
夕
な
き
の
な
ぎ
に
同
じ

ｏ
に
く
む

ｏ
醜
を
あ
な
み
に
く
な
ど
よ
め
る
仁
久
也

ｏ
に
か
む

ｏ
味

の
事

に
仁
賀
と

い
ふ
　
仁
賀
久

仁
賀
幾
と
い
ふ
も
既
に
加
経

の
車

の
添
ひ

た
る
な
り
　
　
９
己

ｏ
ひ
が
む
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ｏ
僻
事
僻
目
な
ど
の
比
賀
な
り

ｏ
よ
ど
む

ｏ
水
の
た
ゝ

〔
へ
て
〕

〔
〈
（不
明
Ｙ
ア
と

〈
へ
て
〉
流
れ
得
ぬ
処
を
与
登
と
い
ふ

淀
の
字
な
ど
し
か
よ
め
り
　
水
の
の
ど
／
ヽ
と
し
て
あ
る
処

〔を
い
ふ
〕
〈な
り
〉

の
ど
と
よ
ど
と

〈も
〉
詢
か
よ
へ
り

０
あ
ら
た
むｏ

新
を
阿
良
多
と
よ
む

ｏ
さ
だ
む

ｏ
何
の
さ
だ

く
れ
の
さ
だ
と
い
へ
り
　
　
ｌｏ
ォ
」

ｏ
を
さ
む

ｏ
長
者
を
乎
佐
と
い
ふ

ｏ
か
た
む

ｏ
堅
は
か
た
な
り

ｏ
き
は
む

ｏ
際
を
よ
む
　
き
は
に
む
を
そ
へ
て
い
ふ

ｏ
し
づ
む

ｏ
上
に
も
い
へ
る
ご
と
く
下
む
の
意
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常
追
考
　
漢
籍

ニ

夢
一某
々
・

ｏ
と
が
む

ｏ
咎
と
い
ふ
名
よ
り
い
ふ
　
　
ｌｏ
２

ｏ
の
ど
む

ｏ
の
と
／
ヽ

の
の
ど
也

ｏ
は
や
む

ｏ
早
某

の
は
や
也

ひ
ｏ
廣
ろ
む

ｏ
広
前
な
ど
の
比
呂
也

ｏ
ま
ろ
む

ｏ
丸

の
意
　
　
Ｈ
己

（１１
ウ
、
空
白
）

ｏ
ひ
が
む

ｏ
僻
事
僻
目
な
ど
の
比
賀
也

ｏ
よ
ど
む

ｏ
水

の
た

ゝ
へ
て
流
れ
得
ぬ
処
を
よ
と

ゝ
い
ふ
　
淀
の
字
な
と
し
か
よ
め
り

の
の
と
／
ヽ
と
し
て
あ
る
処
を
い
ふ
　
の
ど
と
よ
ど
と
も
詢
か
よ

へ
り

ｏ
也
経

の
車
お
も
ひ
い
て
ず
　
但
し

水
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常
追
考
　
木
ノ
芽
出
ル
フ
ハ
ル
ト
云
モ
葉

ル
ノ
意
ナ
ル
ベ
シ
　
又
云
　
は
え
モ
葉
え

か
　
は
ひ
モ
葉
ひ
か

畝

ル

ｏ
し
な
え

し
な
ゆ
は
し
な
た
る
ゝ
な
ど
の
し
な
に
や
　
　
１２
己

○
羅
経

の
車

こ
と
葉

ｏ
あ
か
る

ｏ
赤
某

ｏ
い
か
る

ｏ
日
本
紀

に
厳
を
い
か
し
と
よ
め
り
　
此
ノ
い
か
な
り

ｏ
お
と
る

ｏ
弟
を
和
名
抄
に
於
刀
宇
刀
と
あ
り
　
俗

に
弟
を
於
刀
と
い
ふ

０
ま
が
る

ｏ
禍
を
末
賀
と
い
ふ
　
　
１２
己

ｏ
な
ほ
る

ｏ
直
を
奈
保
と
い
ふ

ｏ

く

さ

る

ｏ
臭
気
を
久
佐
志
と
い
ふ
　
其
久
佐
也

０

く

も

る

Ｏ
壼
〓

ｏ
く
び
る
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古
事
記
伝
五
ノ
八
十

一
丁

二
手
ハ
執
也
ト

ア
ル
説
ト
ハ
本
末
ノ
違
ア
リ
　
如
何

ｏ
頸
と
い
ふ
に
そ
へ
た
り

ｏ
し
げ
る
　
　
１３
オ
」

ｏ
繁
木
が
本
な
ど
の
し
げ
な
り

０

と

る

ｏ
手
る
の
意
　
た
と
と
は
音
通
へ
り
　
わ
し
る
と
い
ふ
も
足
る
の
意
か
　
あ
と
ワ

と
横
詢
通

へ
り

０

も

と

る

ｏ
本
る
２

思
に
や

ｏ
に
ご
る

ｏ
泥
土
を
に
こ
と
い
ふ

０
は
か
る

ｏ
は
か
な
な
ど
の
は
か
な
り
　
　
１３
己

ｏ
ひ
か
る

ｏ
井
光
な
ど
の
比
加
也

ｏ
た
ど
る

ｏ
た
づ
／
ヽ
し
を
た
と
／
ヽ

し
と
も
い
ふ
　
此
た
ど
也

ｏ
ふ
と
る
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ｏ
ふ
と
ま
に

ふ
と
た
す
き

ｏ
は
そ
る

ｏ
細
某

の
名
多
し

ｏ
や
ど
る

　
ヽ
ヽ

コ
レ
ラ
ハ
別
也
　
宿
ヲ
ヤ
ド
主
ム
（とこ

ｏ
屋
戸
屋
前
を
や
ど

ヽ
よ
む
　
　
１４
オ
」

０
よ
ぎ
る

ｏ
此

一
枝
を
よ
ぎ
よ
と
い
は
ま
し

０
よ
わ
る

ｏ
弱
肩

〈
ナ
ド
〉
の
よ
わ
也

ｏ
な
が
る

ｏ
長
の
意
に
や

ｏ
ふ
く
る

０

ｏ
や
つ
る

ｏ
奴
の
意
に
や
　
　
１４
己

○
和
経
の
車
例
見
あ
た
ら
ず

ｏ
ヨ
リ

瀞
邸
謝

足
掻
は
本
卜
皆
車
語
也

稀
ど
と
い
ふ
あ
は
首
き。は
足
掻
に
て
元
卜は
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（宣
）
右

ノ
車
語
ト
テ
挙
玉

ヘ
ル
中

ニ
マ

サ
シ
ク
車
ナ
ル
ア
リ
　
又
足
ガ
キ
カ
車
カ

ワ
キ

マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ
　
ソ
ノ
ヮ
キ

マ
ヘ

ガ
タ
キ

ハ
足
ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ヽ
ゾ
宜
シ

カ
ル
ベ
キ

是
ら
も
あ
と
い
ふ
に
く
き
の
車
語
を
そ
へ
て
ぎ
る
も
の
と
見
ゆ
　
伏
常
ば
あ
は
物
の
冽
剖
引

引
割
を
い
ふ
言
と
見
え
或
は
札
ず

と
い
ふ
と
は
首
く
は
足
掻
に
て
や
が
て
車
語
と
お
も
は
る

こ
れ
も
し
か
見
る
と
き
は
と
は
物
の
ｄ
ａ
引
を
い
ふ
言
と
み
ゆ
　
如
此
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
惣

て
の
語
皆
此
趣
キ
な
ら
ぬ
は
あ
ら
ざ
ン
め
れ
ど
こ
と
／
ヽ
く
は
わ
き
ま

へ
知
ル
ヘ
か
ら
ず
　
は

た
必
し
か
り
と
も
定
メ
が
た
け
れ
ば
今
は
そ
の
　
１５
己

意
得
や
す
き
も
の
を
撰
り
て
さ
と
せ

る
な
り
　
ま
た
惣
て
車
辞
は
皆
足
掻
ク
な
れ
ば
車
語
を
即
足
掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
と
知
ル

ベ
し

〔脚
車
語
を
や
が
て
足
掻
語
と
い
は
ゞ
足
掻
語
を
も
亦
車
語
と
い
は
ん
に
妨
な
き
に
似

た
れ
ど
も
然
は
名
づ
け
か
た
し
　
其
は
上
に
も
い
へ
る
ご
と
く
青
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
皆
物

の
名
な
る
を
あ
を
み

あ
を
む

あ
か
み

あ
か
む
と
や
う
に
初
て
，２
」
か
し
そ
む
る
も
の
は

車
語
也
　
そ
の
み
と
は
た
ら
き
む
と
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
あ
が
き

と
は
い
ふ
な
り
　
車
と
い
ひ
足
掻
と
い
は
ん
は
無
用
に
名
の
重
ナ
リ
た
る
ご
と
く
聞
ゆ
れ
と

そ
の
け
ぢ
め
あ
る
を
知
べ
し
　
例
を
挙
て
猶
く
は
し
く
い
は
ん
に
引
司
ｑ
と
い
ふ
列
司

は

都
ぼ

て
上
に
も
い
へ
る
こ
と
く
虫
な
ど
の
あ
り
く
さ
ま
を
い
ふへ
る
語
也
　
そ
を
列
司
ｑ

祠

％
吻
％
と
や
う
に
は
た
ら
か
せ
た
る
は
車
と
い
ふ
べ
し

％％
蜃
幽
そ
の
車
の
く。
ま
た
き。
と
は

た
ら
き
て
列
司
割
と
い
ふ

吻％
％
％
か
く
は
た
ら
く
も
の
ハ
　
ー５
２

あ
が
き
と
い
ふ
べ
し

○
ま
た
二
言
或
は
三
言
を
そ
へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り
　
自疋
も
車
と
い
ふ
べ
し
　
そ
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常
追
考
　
け
ふ
た
し
　
源
氏
梅
か
枝
ノ
六

丁
ウ

常
云
　
万
葉
廿
ノ
廿
五
丁
　
曾
伎
太
久
毛

卜
云
詞
有
　
そ
き
た
し
と
も
云
欺

常
云
　
是

ハ
ソ
コ
ハ
ク
上

ム
詞
卜
聞
ユ

（宣
）
寒
ガ
ル
　
暑
ガ
ル
ノ
類
イ
ト
多
カ

ル
ベ
シ

常
昭
追
考
云
　
ガ
リ

カ
ル
ハ
第
廿
六
ノ

詞
と
廿
七
ノ
語
ニ
ノ
ミ
ミ
ュ
　
猶
可
考

サ
テ
ハ
体
語
卜
也

ね
た
が
り
　
ｏ
か
ら
が
り
梅
な
え
十
丁
ヲ

梅
か
え
十
七
丁
オ
艶
が
り

藤
ノ
ウ
ラ
雀

〒
ォ
心
ヅ
ヨ
ガ
リ

の
例
左
に
あ

つ
め
い
だ
す

□

日

日

冒

ｏ
あ
き
た
し

ｏ
ｏ
う
れ
た
し

ｏ
ｏ
う
し
ろ
め
た
し
　
　
１６
オ
」

ｏ

Ｏ

こ

十
っ
キ
下
し

ｏ
ね
む
た
し

ｏ
め

で
た
し

ｏ
フ
イ
タ
シ
タ
ル
分

ハ
マ
サ
シ
ク
痛
シ
ト
云
言
ナ
レ
ハ
コ
ヽ
ノ
例

ニ
ア
ラ
ズ
　
又
コ

出
ス
ベ
キ
ｏ
ノ
ナ
キ
モ
モ
ト
ハ
痛
シ
ヨ
リ
出
タ
リ

含
３

ｏ
つ
め
た
し
　
常
云
　
落
窪
談
　
い
と
つ
め
た
け
れ
ハ
云
々

□

□

ｏ
親
が
り

ｏ
ｏ
か
Ｙ
ら
べ
ば
り
　
　
　
１６
ウ
」

ｏ
む

つ
が
り

日

ｌ

曾

ｏ
あ

つ
か
は
じ
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又
竹
取
物
か
た
り
上
ノ
四
十
七
丁
世
界
く
ら

広

が
り
て
一ム
々
　
　
又
　
ひ
ろ
が
り

常
追
考
　
似
ツ
カ
ハ
シ

ケ
ガ
ラ
ハ
シ
　
機

新
撰
字
鏡
　
猥
　
乱
也
　
佐
和
加
波
志

常
追
考

三
丁

常
日

恥は
ち
か
ま
し
　
落
窪
ニ
ノ
四
十

あ
ら
か
ひ
　
争
ノ
意

あ
ら
か
ふ

落
窪

二
見
ゆ

ｏ
い
た
づ
が
は
じ
　
煩

ｏ
み
だ
り
が
は
じ

０
ら
う
が
は
し
　
　
１７
オ
」

ｏ
こ
の
外
に
も

ヽ
う
た
が
は
し

ヽ
い
そ
が
は
し

ヽ
な
げ
か
は
し

ヽ
ね
が
は
じ

な
ど
あ
り
　
其
は
う
た
か
ひ
と
い
ふ
ひ
を
は
に
呼
換
て
ヽ
う
た
か
は
じ
と
い
ひ
い

刻
酬
を
可
刻
洲
酬
と
延
べ
てぐ
に
度
跡
”
製
嘘
ひ。
を
―ま。
に
よ
び
郵
し
て
酬
刻
洲
酬
酬

と

ぃ
ひ
司
引

力ゝ‐

―ま‐
ｕ

も
司
引
罰

を

の
べ
に
国
切
洲
引
と
い

へ
ば
上

に
い

へ
る
格

に

等
し
　
到
洲
馴
酬
も
利
洲
酬
の
ひ。を
―ま。に
畷
螺
て
到
洲
馴
酬
と
は
い
ふ
な
り
　
．列

だ
り
か
は
じ

ら
う
が
は
し
な
ど
は
み
だ
り
乱
と
さ
だ
か
に
　
１７
己

い
ひ
て
が
は

ｕ
と
そ
へ
た
る
な
れ
ば
正
し
く
洲
国
ｕ
と
い
ふ
車
の
そ
は
り
た
る
な
り
　
又
い
は

く
あ

つ
か
は
し
の
か
は
清
て
唱
ふ
　
他
は
皆
濁
れ
り
　
い
つ
れ
に
て
も
同
じ

日

ｌ

ｌ

ｏ
か
し
か
ま
し
　
　
１８
オ
」

ｏ
か
こ
と
か
ま
し

ｏ
を
こ
が
ま
し
　
（宣
か
）

ｏ
上
の
洲
ｄ
ｕ
に
ま
た
く
同
じ
く
聞
ゆ
れ
ど
こ
は
洲
劃
ｕ
と
い
ひ
な
り
た
る
ゆ
ゑ
別

に
部
を
立
テ
た
り
　
俗
に
は
某
か
ま
し
と
い
ふ
事
殊
に
多
し
　
み
な
が
ま
し
と
い
へ



含
旦
）
雅
語
ノ
何
ギ
ル
上

ム
ハ
皆
霧
卜
同

一言
ニ
テ
サ
ヘ
ギ
ル
意
也
　
付
テ
云
一百
二
ア

ラ
ズ
　
俗
語
二
云
ハ
雅
語
ヨ
リ
転
シ
タ
ル

モ
ノ
ニ
テ
証
ト
ス
ヘ
カ
ラ
ス
　
シ
ラ
キ
ル

ト
ア
ル
ハ
紫
ノ
色
ヲ
サ
ヘ
ギ
リ
オ
ホ
ヒ
テ

白
ク
見
ス
ル
意
ヨ
リ
云
リ

３
　
宇
治
大
納
言
物
語
　
年
老
ふ
る
く
さ
き
人

凡例の第一巻

り
　
　
　
‐８
ウ
」

□

□

ｏ
し
ゝ
か
む
　
″何
幸
廿
三
丁
ウ

□

回

０
あ
ま
き
る

ｏ
さ

へ
き
る
　
　
１９
己

０
し
ら
き
る
　
行
幸
ノ
廿
三
丁
オ
ニ
　
紫
ノ
シ
ラ
キ
リ
ミ
ュ
ル
云
々

ｏ
み
な
き
る０

あ
ま
き
る
は
天
の
く
も
る
を
い
ふ
　
あ
ま
き
る
雪
な
ど
い
ふ
も
雪

の
か
き
み
だ

る
ゝ
に
空
の
く
も
り
た
る
を
い
ふ
　
こ
れ
を
天
を
さ

へ
ぎ
り
て
ふ
る
雪
の
や
う
に

い
へ
る
説
は
わ
ろ
し
　
其
は
天
を
さ
へ
ぎ
る
と
い
へ
れ
ば
き
る
と
い
ふ
語
に
意
あ

ら
せ
た
る
が
わ
ろ
き
也
　
唯
剖
利
は
　
１９
己

そ
へ
て
い
ふ
詞
也
　
も
し
さ
へ
ぎ

る
意
也
と
い
は
ん
に
は
し
ら
き
る
な
と
ば
い
か
ゞ
と
く
べ
き
　
さ
へ
き
る
と
い
ふ

も
剖

へ―
は
さ
は
る
事
に
て
劃
ｄ
に
意
な
し
　
俗
に
玉
ぎ
る
な
ど
い
ひ
膏
あ
る
物
を

測
劃
利
な
ど
い
ふ
も
よ
く
叶

へ
り

□

固

目

２０
ォ
」

ｏ
あ
つ
く
れ
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に
　
此
ノ
ク
サ
キ
モ
俗

二
多
‘
ア
此
部

ノ

詞
ト
ス
ベ
シ

万
葉
十
九
ノ
廿
八
丁

苦常
云
　
万
葉
十
九
ノ
廿
二
丁
　
暮
月
夜
可

蘇
気
伎
野
辺
　
同
巻
四
十
八
丁
　
布
久
風

能
於
等
能
可
蘇
気
伎

ム
々

常
追
考
　
な
が
け
し
　
ナ
ガ
ケ
ク
モ
タ
ノ

ミ
ケ
ル
哉
世
ノ
中

ヲ
袖

ニ
ナ
ミ
タ
ノ
カ

ヽ

ル
ミ
ヲ
モ
テ
大
和
物
語
三
ノ
巻

は
や
け
し
　
窮
恒
集

一
ノ
廿
三
　
空
ミ
エ

テ
流
ル
ヽ
水
ノ
ハ
ヤ
ヶ
キ
モ
ハ
ラ
フ
ル
コ

ト
ヲ
神
モ
聞
ラ
ン

日

□

□

固

０
あ

さ
ら
け
し

０
あ
ら
け
し
　
　
２０
己

ｏ
う
け
し

ｏ
お

ほ
け
し

ｏ
か

そ
け
し

ｏ
け
や
け
し

ｏ
さ
や
け
し
　
注
月
契

い
か
ゞ
　
潔
敗

ｏ
さ
む
け
し

ｏ
た
ゆ
け
し

０
た

ひ
ら
け
し

ｏ
つ
りヽ
科
７
し
　
　
　
２‐
ォ
」

ｏ
露

け
し

ｏ
の
ど
け
し

ｏ
は
る
け
し

ｏ
ひ
ろ
け
し

ｏ
ふ
く

つ
け
し
　
常
夏
三
丁

厭ウ

家ケ
ロタ

都ツ

良ラ

家ケ
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い
た
け
し
　
万
葉
十
七
ノ
廿
六
丁

か
な
し
け
し
　
悲
二
思
欺
　
万
葉
十
七
ノ

廿
六
丁

ね
た
け
し
　
妬
ノ
意
　
万
葉
十
八
ノ
十
九

丁た
の
し
け
し
　
楽
　
同
十
八
ノ
廿
丁

う
れ
し
け
し
　
嬉
　
同
十
八
ノ
廿

一
丁２‐

ゥ
」

（宣
）
ノ
ド
ヶ
シ

ノ
ド
ヶ
キ
ハ
本

ニ
テ
ノ

ド
カ

ハ
末
也
　
ハ
ル
ケ
シ
　
ハ
ル
ケ
キ

ハ

本

ニ
テ
ハ
ル
カ
ハ
末
也

　
ア
キ
ラ
ケ
シ

列
刊
引
引
刊

ハ
本

ニ
テ
ア‐
引
列
川

ハ
末
也

何

ヲ
以
テ
知
ル
ゾ
ト
云
二
万
葉
以
前
ノ
言

ニ
ハ
ミ
ナ
ソ
ノ
本

ノ
ツ
カ
ヒ
ザ
マ
ニ
テ
末

ノ
ッ
カ
ヒ
ザ
マ
ハ
ヲ
サ
／
ヽ
見

エ
ス

ｏ
む
く

つ
け
し

ｏ
や
す
け
し

０
や
す
ら
け
し

Ｏ
ゆ
た
け
し
　
　
２‐
己

ｏ
よ
だ
け
し
　

何^
幸
七
丁

ｏ
を
し
け
し
　
胡
蝶
七
丁

ｏ
こ
れ
は
第
廿
六
巻

の
語
と
廿
七
巻
と
の
語

に
そ

へ
て
い
ふ
辞
也
　
そ
れ
が
中
に

も
廿
六
巻

の
語
に
は
お
ほ
く
廿
七
巻
の
語
に
は
す
く
な
し
　
他

の
巻

の
語
に
そ

ヘ

た
る
は
を
さ
／
ヽ
見
あ
た
ら
ず
　
活
キ
な
き
語
に
そ
ふ
る
　
２２
オ
」
は
常
也
　
「
た

ひ
ら
け
し

ヽ
露
け
し

ヽ
の
ど
け
し

ヽ
は
る
け
し

ヽ
や
す
ら
け
し
な
ど
の
類
也

【
安
は
は
た
ら
く
語
に
て
廿
六
巻

の
語
な
れ
ど
も
劇
引
引

と
い
ひ
て
ら

の
言
そ
は

り
た
る
は
は
た
ら
き
な
き
語
と
な
れ
り

〔中
古
の
文
に

ロ
ーー
ーー
□

〕
】

ヽ
の
ど

け
し

ヽ
は
る
け
し
と
い
ふ
は
此
例
の
引
ｕ
に
た
が
へ
る
や
う
に
い
へ
る
人
あ
り

そ
は
の
ど
か

は
る
か
と
も
い
ふ
語
な
る
故
に
此
か
を
け
に
呼
転
し
て
の
と
け
し

と
や
う
に
い
へ
れ
ば
也
と
の
事
に
や
　
そ
は
い
た
く
た
が
へ
り
　
は
る
か
と
い
ふ

も
の‐
ｄ
力ゝ‐
と
い
ふ
も
此
か
は
さ
や
う
に
他
音
に
呼
転
べ
き
か
に
あ
ら
ず
　
ヽ
さ
だ

か

ヽ
ほ
の
か
な
ど
の
ご
と
く
　
２２
２

例
お
ほ
く

一
ッ
の
か
な
り
　
さ
て
か
を
そ
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常
昭
云

曰
回

―ご―

□

広
ご
り
　
　
　
ま
じ
こ
リ
モ
是
欺
　
２３
オ
」

含
５

此
五
哭

何

二
見

エ
タ
■

万

古

事
記
神
武
御
歌

ハ
醜
コ
キ
ノ
意
也
　
繁

ニ

ア
ラ
ズ

常
昭
追
考
　
後
撰
　
今
サ
ラ
ニ
山
ヘ
カ
ヘ

ル
ナ
時
鳥
シ
ケ
キ
ミ
山
二
何
カ
ヘ
ル
ラ
ン

コ
レ
シ
ケ
キ
ハ
草
木
ノ
シ
ケ
キ
コ
ト
ニ
ハ

ア
一７
ン
　
草
木
ノ
シ
ケ
キ
ハ
モ
ト
ヨ
リ
時

鳥
ノ
嫌
フ
ベ
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ
　
神
武
の

□
歌
ナ
ル
シ
ケ
コ
キ
ト
同
意
ノ
詞
ニ
コ
ソ

ア
ル
ラ
メ

（付
箋
）
春
云
　
後
撰
上
二
句
　
と
こ
夏

に
な
き
て
も
経
な
ん
一ム
々
と
あ
り

老

常
昭
追
考
　
ｏ
お
い
し
ら
へ
る
若
菜
八
丁
ウ

是
老
シ
ラ
フ
ヲ
有
語
ニ
ヨ
ベ
ル
也

言
０
い
ひ
し
ら
ふ
若
菜
八
丁
ウ

０
は
ぢ
し
ら
ふ
宇
治
大
紳
一一一易

五十

∠
一〒

は

ぢ
し
ら
ひ
て
一ム
々

へ
て
列
ｄ
力ゝ―

と
も
い
ひ
ま
た
引
ｕ
を
そ
へ
て
列
ｄ
引
ｄ

と
い
づ
れ
に
も
い
へ
り

〈又
Ｙ
」
れ
を
州
剖
引
引

引
引
と
の
み
い
ひ
て
は
じ
の
言
た
ら
は
ぬ
ご
と
く
お
も

ふ
は
わ
ろ
し
　
＝
国
引
司
ｑ
な
と
い
ふ
詞
も
け
と
の
み
い
へ
り
　
倒
０
は
そ
へ
て

い
ふ
辞
　
こ
れ
も
部
を
立
て
例
を
あ

つ
む

口
円

―
こ
―

日

祝
詞
　
相

【麻
自
許
利
】
　

は
ひ
こ
り
　
斎
宮
集
五
二
　
は
ひ
こ
れ
る
葛
の
下
ふ
く
風
の
音
も

一ム
々
　
２３
オ
」

□

□

□

固

ｏ
し
げ

こ
しｏ

俗

に
潤
ｄ
剖

ｕ

つ―
引
司
劃
な
ど
い
へ
る
も
測
が

意

に
は
あ
ら
す

常
追
考
　
用
コー
引
　
雅
語
ニ
ア
リ

目

目

ｏ
あ

へ
し
ら
ふ
　
　
２３
己

ｏ
つ
き
し
ら
ふ

０
ひ
こ
し
ら
ふ

ｏ
ひ
き
し
ら
ふ
　
常
云
　
字
鏡
　
喧
　
万
志
呂
久

□

□

固
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常
昭
追
補

目
□

ｏ
い
さ
ゝ
か
　
ｏ
た
ま
さ
か

常
追
考

図
日

ｏ
ひ
た
引
引
　
２４
オ
」

□

□

さ
か
し
ま
　
よ
こ
し
ま
　
の
け
さ
ま

（付
箋
）
春
房
追
考
　
さ
か
し
だ

つ

□
追
考
云
　
猶
い
と
多
し
　
う
す
や
う
だ

つ
梅
が
え
十
四
丁
オ
　
ウ
ル
ハ
シ
ダ
ツ
同
十
五

丁
オ
　
な
さ
け
だ

つ
藤
２
ス

　
キ
リ
カ
ケ

タ
ツ
物
夕
顔
ノ
巻
　
２４
ウ
」

の
こ

テ
キ
タ
ヒ
ト
活
キ
テ
　
テ
キ
タ

ヘ

ト
ハ
活
ズ
　
コ
ハ
別
カ

常
追
考
　
藤

ノ
ウ
ラ
バ
九
丁
オ
　
よ
こ
た

は
れ
た
る
松
の
一ム
々

こ
れ
は
第
廿
七
巻
の
語
こ
と
／
ヽ
く
是
也
　
冽
ｕ

州
ｕ
ｑ

冽
ｕ
剖
の
類
也
　
み
な
廿
七
巻

に
出
す
べ
け
れ
ば
こ
ゝ
に
い
は
ず

【冽
ｕ
と
い
ふ
し
は
語
の
　
２４
オ
」
首
の
中
な
れ
バ
こ
ゝ
に

‐ＩЧ
ｕ
ａ

ｕ
劃
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ぬ
事
な
る
を
そ
の
事
は
く
は
し
く
廿
七
巻
に
さ
と
す
べ
け

れ
ば
姑
ク
ｕ

ｕ
ｑ

ｕ
調
と
は
い
へ
り
】

□

□

ｏ
も
ろ
こ
し
だ

つ

ｏ
せ
ぜ
う
だ

つ

ｏ
屏
風
だ

つ
コ
レ
ハ
体
言

ニ
ノ
ミ
ミ
ュ
　
唐
土

セ
ゼ
ウ

屏
風
皆
体
物
也
　
２４
ウ
」

□

□

こ
は
矛
な
ど
を
横
に
転
て
物
す
る
を
樹
川
へ‐
ｄ
一ム
々
と
い
ふ
類
な
り
　
俗
に
う
ろ
／
ヽ
す
る

と
い
ふ
事
を
引
冽
川

へ‐
と
い
ひ
又
敵
す
る
事
を
敵
た
ふ
と
も
い
へ
り
　
敵
た
ふ
は
敵
対
と
い

ふ
を
そ
う装
缶
ぎ
な
ど
の
格
に
字
音
を
は
た
ら
か
せ
て列
列
と
い
へ
る
に
や
と
も
お
も
は
る
れ

ど
猶
さ
は
あ
ら
じ
　
又
樹
川
国
利
と
も
い
へ
れ
ど
こ
れ
は
横
た
ふ
と
い
ふ
語
の
所
語
な
れ
ば

別
の
語
に
あ
ら
ず
　
　
２５
オ
」

目

目

０
あ
け

つ
ら
ふ
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常
追
加

ｏ
お
と
づ
れ

ｏ

（付
箋
）
春
房
　
お
よ
づ
れ

常
云
　
日
本
紀
斎
明
ノ
十

一
丁

書
紀

一
ノ
廿
六
丁
　
奸
賊

一
二

ム
　

″何

ヲ

云

　

オ

コ

ハ
起

ナ

ド

ノ

オ

コ

也

２５
ウ
」

口

□

□
云
　
続
紀
廿

一
ノ
三
丁
　
相
穴

【
奈
比
】

２６
オ
」

乞子

不ロイ

０
か

ゝ
つ
ら
ふ

ｏ
さ
に

つ
ら
ふ

０
ひ
こ
つ
ら
ふ

口

□

ｏ
あ
が
な
ふ

ｏ
あ
き
な
ふ

ｏ
あ
な
な
ふ

ｏ
あ
ま
な
ふ

ｏ
あ
た
な
ふ

ｏ
い
さ
な
ふ

ｏ
う

べ
な
ふ

ｏ
う
づ
な
ふ

ｏ
う
し
な
ふ

０
う
ら
な
ふ

ｏ
お
き
な
ふ

ｏ
お

こ
な
ふ

ｏ
お
と
な
ふ

国 諾 誘
ム

占
２６
ウ
」

続
紀
宣
命
　
相
宇
豆
奈
比
　
又
祝
二
宇
豆
乃
比
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常
追
云
　
新
字
　
拭
　
一里
久
乃
布
　
シ
カ

レ
バ
の
ふ
ノ
部
モ
立
ベ
キ
欺

古
事
記
二
伊
碁
能
布
卜
云
詞
ア
ル
敗
　
是

息
ヲ
ヨ
マ
ン
欺
　
日疋
モ
ノ
フ
ノ
部
也

常
追
云
　
万
葉
十
八
ノ
十
七
丁
　
外
奈
比

一ム
々

ウ
ツ
ホ
さ
か
の
院
二
　
か
く
か
た
ち
も
そ
こ

な
は
れ
は
れ
た
る
や
う
に
て

２
３

雅
言

夕
ヾ
ナ
ハ
ル
　
ウ
ゴ
ナ
ハ

ｏ
そ
こ
な
ふ

ｏ
つ
ぐ
な
ふ

ｏ
つ
み
な
ふ

ｏ
と
も
な
ふ

ｏ
と
き
な
ふ

ｏ
荷
な
ふ

ｏ
ま
じ
な
ふ

ｏ
ま
か
な
ふ

ｏ
ま
ひ
な
ふ
　
賄
賂

ｏ
幣
　
　
２７
オ
」

ｏ
や
し
な
ふｏ

こ
は
商
と
い
ふ
は
名

に
て
う
ご
か
ぬ
語
な
る
を
そ
の
商
を
す
る
事
を
あ
き
な
ふ

と
は
た
ら
か
せ
仇
と
云
名
よ
り
し

て
仇
を
な
す
事
を
あ
た
な
ふ
と
い
ひ
卜
と
い
ふ

よ
り
し
て
う
ら
な
ふ

罪
よ
り
し
て
つ
み
な
ふ

荷
よ
り
し
て
荷
国
劃
と
い
へ
る
也

お
こ
な
ふ
の
お
こ
も
　
２７
ウ
」
起
と
い
ふ
お
こ
に
同
し
か
る
べ
し

日

目

【
ｏ
是
レ
ハ
俗
に
お
そ
き
事
を
お
そ
な
は
る
な
ど
い
ふ
な
は
る
也
　
上
に
出
せ
る
な
ひ

な
ふ

を
所
語
に
よ
ぶ
時
は
皆
な
は
り

な
は
る
と
い
ふ
な
れ
ば
ま
た
く
上
の
語
の
所
語
に
似
た
れ



ル
　
所
備
　
所

行
　
２８
オ
」

追
考
常
昭
云

ツ
ラ
ナ
ル

カ
サ
ナ
ル

追
考
常
昭
云

ト
コ
シ
ナ
ヘ
　
ヨ
ロ
シ
ナ
ヘ

カ
ヾ
ナ

ヘ
ー
考

　
シ
キ
ナ

ヘ
テ
万
葉
一

カ
ヾ
ナ
ヘ
テ
　
ヲ
シ
ナ
ベ
フ
シ
テ
春
雨
今
日
フ

リ
ヌ
ノ
フ
シ
ニ
同
シ

又
云
　
万
葉
十
八
廿
六
丁
　
等
己
之
部
ト

モ
ア
リ
　
２８
ウ
」

追
考
常
昭
云
　
ｏ
い
と
な
む
　
ｏ
さ
い
な

む
　
イ
ト
マ
ハ
営
間
ナ
ル
ベ
シ
　
営
ヲ
イ

ト
ナ
ム
ト
ヨ
ム
ハ
占

ナ
ド
ノ
如
シ

字
鏡

二
認

ヲ
佐
支
奈
牟
ト
ヨ
メ
リ
　
サ
イ

ナ
ム
ハ
音
便

ニ
ヤ
　

旦́
命

二
天
地
乃
宇
倍

奈
弥
由
流

【
之
天
】

ｏ
は
し
た
な
む

追
考
常
昭
云
　
い
ら
な
し
大
和
物
五廻

ノ
巻

イ
ラ
ナ
ク
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ヲ
一ム
々

さ
が
な
し
　
不
祥

ｏ
悪
　
　
す
げ
な
し

び
ん
な
し
モ
是
類
欺

ま
さ
な
し
　
竹
取
　
を
さ
な
き
意
を
云
詞

ば
別

チ
に
こ
と
わ
る
べ
く
も
あ
ら
さ
め
れ
ど
お
そ
な
は
る
と
い
ふ
は
お
そ
な
ひ

お
そ
な
ふ

な
ど
は
い
は
ぬ
を
な
は
る
と
い
ふ
な
れ
ば
も
し
雅
語

の
う

へ
に
も
有
り
も
や
せ
ん
と
て
出
す

な
り
　
さ
れ
ど
お
そ
な
は
る
と
い
ふ
も
唯
お
そ
き
事

に
は
い
は
ず
　
物

の
お
の
づ
か
ら
に
お

そ
な

は
る
事
な
れ
ば
所
語
な
る
べ
し
　
所
語
な
ら
ん
に
は
此
部
を
立

ル
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず

又
い
は
く
上

の
な
ひ

な
ふ
を
所
語
に
よ
ぶ
に
も
天
地

の
ニ
ッ
有
　
〔あ
た
〕
〈
い
ざ
〉
な
ふ
な

ど
は

い
ざ
な
は
れ

い
さ
な
は
る

い
さ
な
は
る

ゝ
と
は
い
ふ
　
２８
オ
」
是

レ
地
語

の
格
也
　
こ

れ
を
天
語

の
あ
た
な
は
り

あ
た
な
は
る
と
は
聞
な
れ
ず
　
う
べ
な
ふ
も
う
べ
な
は
り
は
聞

な
れ
ず
　
う

べ
な
は
れ
は
常

に
い
ふ
べ
し
　
ま
た
天
地

の
ニ
ッ
と
も
に
よ
ぶ
あ
り
　
そ
こ
な

ふ
な
ど
は
そ
こ
な
は
り

そ
こ
な
は
る
と
も
い
ひ

そ
こ
な
は
れ

そ
こ
な
は
る

そ
こ
な
は

る
ゝ
と
も

い
ふ
な
り
】

□

□

　

２８
ウ
」

０
あ
ら
け
な
し

ｏ
あ
や
な
し

ｏ
い
と
き
な
し

ｏ
い
と
な
し
　
常
云
　
新
字
　
総
惚
　
伊
止
奈
志

ｏ
う
し
ろ
め
た
な
し

ｏ
お
ほ
け
な
し
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宣
命

謀
　
乎
遅
奈
之

宣
命
　
多
豆
何

【奈
伎
】
我

ウ
ツ
ホ
ト
シ
ヵ
ヶ
　
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ガ
ラ
ト
云

詞
有
　
コ
レ
モ
オ
ホ
ツ
カ

〈
ナ
〉
キ
ナ
ガ

ラ
ト
同
意

二
聞
ユ
　
ナ
シ
ハ
無
二
添
タ
ル

例
也
ト
イ
ハ
ン

ｏ
か
た
じ
け
な
し

ｏ
き
た
な
し
　
書
紀
　
黒
心

濁
心

悪
心
ト
モ
ニ
キ
タ
ナ
キ
心
ト
ヨ
メ
リ

ｏ
き
た
な
け
な
し
　
　
２９
オ
」

ｏ
こ
よ
な
し

ｏ
つ
た
な
し

ｏ
つ
れ
な
し

ｏ
ゆ
く
り
な
し

ｏ
わ
り
な
し

ｏ
を
さ
な
し

（左
の
文
頭

「
ｏ
此
部
の
司
ｕ
を
…
…
」
か
ら
線
で
結
ん
で
）
常
昭
追
考
　
オ
チ
ク
ボ

物
語
ニ
ノ
四
十
五
丁
二
云
　
右
大
臣
ニ
テ
オ
ハ
シ
ケ
ル
人
ノ
御
ヒ
ト
リ
娘
内

ニ
タ
テ

マ
ツ
ラ
ン
ト
思
ヘ
ト
我
無
カ
ラ
ン
世
ナ
ド
ウ
シ
ロ
メ
タ
ナ
シ
云
々

コ
レ
ゥ
シ
ロ
メ
タ
シ
ト
云
ベ
キ
ヲ
カ
ク
モ
云
り
　
先
説
非
也

又
日
　
同
書
四
ノ
巻
廿
丁
ニ
モ
　
ウ
シ
ロ
タ
ナ
シ
ト
ア
リ
　
コ
レ
モ
ウ
シ
ロ
〈
メ
〉
タ

シ
ノ
意
也

又
云
　
広
大
ナ
ル
コ
ト
フ
広
大
モ
ナ
キ
ト
常
二
云
リ

（左
の
文
中

「源
氏
に
‥

こ

か
ら
朱
線
で
結
ん
で
）
常
昭
追
考
　
大
和
物
語
巻
ノ
四

先
帝
ノ
御
時
に
あ
る
み
ざ
う
し
に
き
た
な
け
な
き
わ
ら
は
あ
り
け
り
云
々
　
あ
が
て

の
み
ふ
れ
は
な
る
べ
し
　
あ
は
ぬ
よ
も
あ
ふ
よ
も
人
を
あ
は
れ
と
そ
思
ふ

【帝
ノ
ミ

歌
也
】

サ
レ
バ
キ
タ
ナ
ケ
ナ
キ
ハ
ウ
ツ
ク
シ
キ
コ
ト
ヲ
云
ニ
ヤ
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（宣
）
キ
タ
ナ
ゲ
ナ
キ
ハ
キ
タ
ナ
ゲ
ノ
無

キ
ニ
テ
手
顔

ノ
ァ
シ
ク
モ
ナ
キ
ヲ
云
リ

ツ
レ
ナ
シ
ハ
無
レ
連

ニ
テ
万
葉

ニ
ヨ
メ
ル

ハ
ミ
ナ
縁
ノ
無
キ
意
也

常

追
考

　

サ

シ

ハ
ヘ
大
和
物
題
聞

巻

フ
リ

ハ
ヘ

常
追

考

聾

ス

カ
伊
セ
蟄

”第
十
二牟

（一旦
）□

業
は
ひ

種
は
ひ

世
は
ひ
齢
也

気
は
ひ

ｏ
此
部
の
＝
ｕ
を
無
の
意
に
見
る
も
さ
る
事
な
れ
ど
も
冽
引
引
司
ｕ
と
い
ふ
は
あ

ら
き
事
　
き
た
な
け
な
し
と
い
ふ
も
源
氏
に
筑
紫
の
監
か
事
を
い
ふ
と
て

ヽ
手

な
ど
き
た
な
け
な
う
書

て
と
あ
れ
ば
こ
れ
も
悪
筆
の
事
と
聞
え

つ‐
利
＝
ｕ
と
い

―
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―

ふ
も

つ―
利
と
い
ふ
に
な
れ
な
き
意
あ
れ
ば
司
ｕ

ハ
ま
た
く
意
な
し
　
そ
は
徒
然
と

し
て
あ
る
を

つ
れ
／
ヽ
と
い
ふ
ご
と
く

つ
れ
な
し
と
い
ふ
ハ
た
ゞ
物
に
か
ゝ
は
ら

ず
し
ら
ぬ
顔
し
て
　
２９
己

あ
る
を
い
ふ
也
　
引
ｑ
引
司
ｕ
も
例
劇
引
力ゝ―
と
も
い

ふ
詞
に
て
回
ｑ
引
力ゝ―
も
不
意
の
こ
ゝ
ろ
劇
ｑ
引
司
ｕ
も
不
意
の
こ
ゝ
ろ
な
れ
ば
こ

れ
亦
な
し
と
い
ふ
詞
は
あ
る
も
な
き
も
同
じ
き
に
似
て
全
二
思
な
し

□

□

ｏ
あ
ぢ
は
ふ

ｏ
か
た
ち
は
ふ

ｏ
さ
き
は
ふ

ｏ
さ
ち
は
ふ

ｏ
た
ま
ち
は
ふ

ｏ
に
ぎ
は
ふ
　
　
３０
己

ｏ
味
と
い
ふ
を
は
た
ら
か
せ
て
あ
ぢ
は
ふ
と
は
い
ふ
也
　
な
り
は
ひ
も
業
を
は
た

ら
か
せ
た
る
な
れ
バ
此
例
也
　
但
シ
な
り
は
ひ
と
は
常
に
い
ひ
な
り
国
引

―ま―
刷
と
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コ
レ
ラ
ハ
は
ふ
ト
ハ
ハ
タ
ラ
カ
ズ
　
ス
ワ

リ
タ
ル
辞
ナ
レ
ハ
別
こ
一
ッ
也

賑
　
に
ぎ
は
ひ
　
３０
ゥ
」

含
５

コ
レ
ハ
ハ
ク

■

ッ
≦

口
也

出

ス
ベ
カ
ラ
ズ

万
葉
八
ノ
世
二
丁
　
秋
山
外
黄
反
木
葉
乃

一ム
々

宇
治
拾
遺

二
　
黒
バ
ミ
タ
ル
モ
ノ
着

テ

云

々

ま
で
は
常
に
き
ゝ
な
れ
ず

固

□

ｏ
う
し
は
くｏ

う
し
は
大
人
の
意

に
や

□

□

ｏ
あ
ざ
れ
ば
む
　
夕
霧
五
十
丁
ウ

ｏ
お
か
し
ば
む
　
夕
霧
五
十
九
丁
オ

ｏ
黄
ば
む

ｏ
け
し
き
ば
む

ｏ
ち
り
ば
む

ｏ
な
さ
け
ば
む
　
夕
霧
六
十
九
丁
オ

ｏ
な
え
ば
む
　
野
分
十
四
丁

ｏ
む
し
ば
む

ｏ
や

つ
れ
ば
む
　
匂
宮
十

一
丁
オ

ｏ
ほ
と
り
ば
む

含
５
　
源
氏

含
３

ｏ
さ
れ
ば
む

含
３
　
同

含
３

も
と
よ
リ
ーま‐
川
と
も
い
ふ
べ
き
格
な
り
か
し
　
３０
２

長
と
な
り
て
そ
の
地
を
領
事
を
う
し
は
く
と
い
ふ

３‐
ォ
」

３‐
ゥ
」

ｏ
む
し
ば
ぃ
神
鼎
囀
″

意
也
と
い
ふ
は
よ
か
ら
す
　
此
例
に
な
そ
ら

へ
て
知
べ
し
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煤
ボ
ル
　
万
葉
二
　
横
ポ
リ
フ
セ
ル
ト
ヨ

メ
ル
ポ
リ
モ
是
欺
　
又
　
煤
ビ

常
云
　
ま
じ
国
引

常
追
考
　
情

ハ
ル

常
追
考
　
床
ブ
ル　
けが
ぶ
る

気
ブ
ル

姻
　
　
力

ヽ
ブ
ル

俗

ニ
カ
ブ
ル
ト
云
カ
ハ
カ
ヅ
ク
ハ
頭
衝

ナ
レ
ハ
カ
プ
ル
ノ
カ

ハ
頭
ノ
意
欺

又
　
ブ
レ
　
ｏ
オ
チ
ブ
レ

万
葉
十
七
ノ
四
十
丁
　
登
母
之
夫
流
　
乏

ノ
意
　
古
今
集
に
も
此
格

一
ッ
有
し
か

又
云
　
万
葉
十
七
ノ
五
十
丁
　
伊
久
代
神

備
曾
ト
ア
リ
　
　
ビブ

　
ノ
例
欺

ブ
ル

（付
箋
）
春
一房
　
）？
り
ぶ
れ

宇
治
拾
遺
十
三
ノ
巻
十
九
丁

二
　
色
ア
サ

マ
シ
ウ
謝
洲
測
た
る
モ
ノ
ド
モ
の
ヤ
セ
ケ

ン
ジ
タ
ル
ア
マ
タ
フ
セ
リ

び
れ
モ
又

一
ッ
也

今
云
鳥
の
つ
い
ば
む
ハ
い
か
ゞ

□

□

ｏ
う
計
路
は
る
）　
　
３２
オ
」

ｏ
こ
れ
は
源
氏
物
語
に
多
き
詞
な
る
が
日
引
と
い
ふ
は
車
也
と
も
定
メ
か
た
け
れ

ど
俗
に
物
の
弼
キを
酬
劇
劇
馴
或
は
物
の
値
升
貴
クい
ふ
を
副
酬
馴
又
は
馴
馴

闘
利
な
と
常
に
い
へ
り
　
引
引
ぼ
利
と
い
ふ
も
何
事
に
ま
れ
其
事
を
も
は
ら
と
す

る
意
な
れ
ば
さ
る
意
を
俗
に
引
う
く
る
と
い
ふ
も
意
か
よ
ひ
て
聞
ゆ
れ
バ
ロ
劉
は

車
と
す
べ
し
　
３２
己

［旧
旧
□
　
落
窪
談
一ム　
はか
ま
のわ
ろぬけ
♂
るを
云々

□

□

ｏ
う
や
ま
ふ

０
ふ
る
ま
ふ

ｏ
ゐ
や
ま
ふ
　
　
３３
己

＼
別
也

曾
）

ｏ
源
氏
物
語
者
菜
の
上
巻
ふ
れ
ば
ふ
と
あ
る
も
ふ
る
ま
ふ
に
同
じ
き
語
な
る
べ
し

／
触
パ
フ
也

（一３

ぼ
ふ
　
ぼ
ひ

（宣
）
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口
ｕ
□
　
　
　
　

故

い
せ
物
語
　
ゆ
ゑ
び
て
お
か
し
く
一ム
々

こ
と
な
し
び

古
今

〈恋
ノ
三
〉
む
ら
鳥
ノ
立

ニ
シ
我

名
今
サ
ラ
ニ
コ
ト
ナ
シ
プ
ト
モ
シ
ル
シ

ア
ラ
メ
ャ

源
氏
ア
ゲ

マ
キ

後
撰
　
ヲ
ト
コ
ノ
物

ヘ
マ
カ
リ
テ
ニ
ト

セ
バ
カ
リ
一ム
々

口
困
Ш

斎

マ
ハ
リ
　
清

マ
ハ
リ
　
落
窪
談
　
コ
ト

ノ
キ
ョ
マ
ハ
ラ
バ
コ
ソ
ア
ラ
メ
云
々

（付
箋
）口
Ⅲ
□

と
す
へ
し
　
ウ
コ
ナ
ハ

目
凹

謹
マ
リ
　
３３
オ
」

（宣
か
）

フ
レ
バ
フ

〔チ
リ
バ
フ
〕
３３
ウ
」

万
葉
十

一
ノ
廿
五
丁
二
　
奥
間
経
而
ト
ア

ル
フ
オ
キ
マ
ヘ
テ
ト
ョ
メ
ル
ハ
ワ
ロ
シ

オ
ク
マ
ヘ
テ
ニ
テ
オ
ク
ヲ
活
ヵ
セ
タ
ル

車
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３４
オ
」

チ
リ
ボ
フ
　
サ
ラ
ボ
フ

（宣
）

常
追
考
　
ヨ
ロ
ボ
フ
　
オ
チ
グ
ボ
一
ノ
廿
九
丁
　
又
云
　
書
紀
神
代
ニ
ノ
廿
三
丁
　
徒
椅

因

□

０
わ
き
ま

へ
　
　
３３
己

ｏ
か
ず
ま

へｏ
別
ま

へ
　
ｏ
数
ま

へ
の
意
也
　
俗
に
踏
事
を
ふ
ま

へ

取
ル
事
を
と
ら
ま

へ
な
ど

い

へ
り
　
こ
れ
も
同
じ
き
に
や

固

□

　

３４
オ
」

ｏ
い
ま
め
く

？
？
」
め
く

０
か
ら
め
く

０
き
ら
め
く

ｏ
く
る
め
く

ｏ
さ
ゝ
め
く

ｏ
上
手
め
く

ｏ
そ
よ
め
く

ｏ
と
き
め
く
　
　
３４
己
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常

追

考

　

ツ

ヽ
メ

ク

土
佐

日
記
下

ノ
十
四
丁

サ

ヽ
メ

ク

コ

ト

也

卜

注

ニ
ミ

ユ

才

同
　
か
ど
め
く
若
菜
樹
四
丁
ウ

ゆ
”ら
め
く
落
窪
一
ノ
五
十

〔六
〕
〈七
〉
丁

さ
ば
め
く
　
書
紀
応

〈神
〉
三
年
　
訥
彪

フ
ョ
メ
リ
ト
ゾ

常
云
　
落
窪
　
つ
や
め
く
　
３４
ウ
」

落
窪
　
さ
う
そ
き
国
引
司
割
た
る
を
一ム
々

常
追
考
　
ｏ
シ
メ
ヤ
ク
　
落
窪
物
語

一
ノ

四
十
丁
　
な
と
こ
れ
な
り
は
い
た
う
し
め

や
き
た
る
　
俗

ニ
ウ
ツ
ト
リ
ト
シ
タ
ル
体

ヲ
カ
ク
云
リ

ｏ
な
ま
め
く

ｏ
は
る
め
く

ｏ
ひ
じ
め
く

０
ひ
ら
め
く
　
竹
取
談
上
ノ
四
十
七
丁
　
ひ
ら
め
き
か
ヽ
る
に
云
々

ｏ
冬
め
く

ｏ
ふ
た
め
く

ｏ
ほ
の
め
く

ｏ
よ
じ
め
く
　
　
３５
オ
」

ｏ
い
ま
め
か
し
く
な
ど
い

へ
る
は
此
到
引

に
ま
た
ｕ
ａ

る
な
り

固

□

ｏ
あ
ざ
や
ぐ
　
源
氏
を
と
め
廿
二
丁
　
　
３５
２

ｏ
か

ゞ
や
く

ｏ
け
ざ
や
ぐ
　
蘭

二
丁
ウ

俗
ｏ
さ

ゝ
や
く

ｏ
さ
は
や
ぐ

ｏ
そ
び
や
ぐ
　
源
氏
松
風
十
九
丁
オ

し
き
の
車
を
か
さ
ね
た
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常
追
云
　
万
葉
六
ノ
廿
丁
　
加
我
欲
布
珠

乎（一旦
）
‥

ま

つ
ろ
ふ
　
か
げ
ろ
ふ
　
う

つ
ろ
ふ

か
く
ろ
ふ
　
ひ
こ
じ
ろ
ふ

コ
レ
ラ
ノ
ろ
ふ

ハ
る
ヲ
延
タ
ル
ニ
ハ
ア

ラ
デ
別

二
一
ッ
ノ
車
ナ
ル
ヘ
シ
　
る
ヲ

延
タ
ル
↑
り
ふ
卜
云
リ

ｏ
た
を
や
ぐ

ｏ
つ
ぶ
や
く

ｏ
は
な
や
ぐ
　
藤
ノ
ウ
ラ
バ
廿
丁
ウ

Ｏ
わ
か
や
ぐ
　
３６
オ
」

ｏ
や
く
の
く
を
濁
れ
る
と
清
め
る
と
あ
り

し

□

□

０
い
ざ
よ
ふ
　
　
３６
ウ
」

ｏ
か
ゞ
よ
ふ

ｏ
さ
ま
よ
ふ

ｏ
た
ゞ
よ
ふ

疑
０
も
こ
よ
ふ
　
　
３７
オ
」

□

□

０
こ
し
ら
ふ

ｏ
さ
む
ら
ふ

ｏ
さ
も
ら
ふ

ｏ
し

？
り
ふ

と
な

へ
な
り
た
る
例

に
し
た
か
ふ
ベ
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常
追
考
　
万
十
三
ノ
廿
二
丁

翻
　

日
豆
良
賓

弓1阜

里 ツ

良ラ

比ヒ

□
追
考
　
源
氏
二
男
女
ノ
中
ノ
コ
ト
ヲ
刑

カ
ラ
ヒ
ト
云
リ
　
コ
ハ
俗

二
程
ラ
ヒ
ト
云

ル
ニ
同
ジ
車
也

若
菜
上
廿
二
丁
オ

〔を
×
お
〉
の
づ
か
ら

人
の
な
か
ら
ひ
な
ど
一ム
々

（一日一）
‥

オ

ド

ロ
ク

　

　

ス

ヾ

ロ

ク

タ

ジ

ロ

ク

　

　

ト

ヾ

ロ

ク

ｏ
た
め
ら
ふ
　
源
氏
若
菜
ノ
上
　
廿
三
丁
　
廿
六
丁

ｏ
と
む
ら
ふ

ｏ
ね
ら
ふ

ｏ
ね
ぎ
ら
ふ
　
　
３７
ウ
」

ｏ
は
ぢ
ら
ふ

ｏ
や
す
ら
ふ

ｏ
よ
こ
さ
ら
ふ
　
コ
レ
ハ
横
去
ノ
サ
ル
ヲ
延
テ
云
ル
也

（一３

ｏ
わ

？
り
ふ

常
追
補

ｏ
な
か
ら
ひ
　
若
菜
上
ノ
廿
二
丁
　
お
の
つ
か
ら
人
の
な
か
ら
ひ
な
と
云
々
　
男
女
ノ
中
ヲ
云
　
但

シ
な
か
ら
ふ
ト
ハ
活
カ
ヌ
詞
也

常
追
考
　
新
撰
字
鏡
　
一百
ノ
部
　
訂
　
古
志
良
不
ト
ヨ
メ
リ

０
こ
し
ら
ふ
は
地
語

の
格
に
こ
し
ら

へ
と
の
み
い

へ
り
　
こ
し
ら
ひ
と
か
け
る
は

ホ
ド

ト

云

見
あ
た
ら
す
　
さ
れ
と
な
き
詞
に
は
あ
ら
さ
る
べ
し
　
俗
に
程
ら
ひ
事
を
ほ
ど
ら

ひ
と
い
ふ
　
３８
オ
」
こ
れ

ハ
ら
ふ
と
は
た
ら
け
る
は
聞
ヵ
ず
　
こ
は
ま
た
別
な
る
べ

し
　
ほ
こ
ら
ふ
な
ど
の
ら
ひ
も
り
を
延
た
る
な
れ
ば
こ
れ
も
此
車
語
の
な
み
に
は

い
ひ
が
た
し

固

□
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常
云
　
新
字
　
啓
　
止
々
呂
久

常
追
考
　
い
ら
ゝ
き
　
落
窪
物
語
ニ
ノ
廿

三
丁
　
か
は
つ
き
た
ゝ
こ
ま
の
や
う
に
は

な
の
い
ら
ゝ
き
た
る
事
か
き
り
な
し
一ム
々

（付
箋
）
春
房
　
俗
に
物
を
し
め
ゆ
ふ
事

を
か
ら
ぐ
る
と
い
ふ

０
う
す
ら
ぐ

０
さ
い
ら
ぐ
　
紫
式
部
日
記
下
ノ
廿
七
丁
　
　
３８
ウ
」

ｏ
ひ
さ
ら
ぐ

０
ふ
く
ら
ぐ

ｏ
や
は
ら
ぐ０

た
ひ
ら
く
と
い
ふ
は
た
ひ
ら
げ

た
ひ
ら
く
る
と
い
ふ
地
語

の
格
也
　
此
語
あ

る
う

へ
は
引
引

引
劇
刺

の
条
を
も
立
ッ
ヘ
け
れ
ど
こ
ゝ
に
さ
と
し

て
別

に
其
条

を
た
て
ず
　
　
３９
オ
」

□

日

冒

こ
は
雅
語
の
う

へ
に
て
は
を
さ
／
ヽ
見
あ
た
ら
す
　
俗
語
に
は
い
と
／
ヽ
多
し
　
そ
の
も

の
ゝ
そ
の
物
に
似
か
よ
ひ
て
疑
は
し
き
を
す
べ
て
ら
し
と
い
へ
り
　
あ
る
ひ
は
姻
か
雲
か
と

う
た
か
ふ
時
煙
ら
し
く
も
あ
り
雲
ら
し
く
も
あ
り
な
と
い
ふ

【
ら
し
は
疑
ふ
て
に
を
は
な
れ

バ
上
に
い
へ
る
姻
ら
し
き
な
ど
は
よ
く
叶

へ
り
に
似
た
り

又
万
葉
の
歌
に
一ム
々
虚
岬
毛
嬬
乎

相
格
良
日
吉
と
あ
り
　
こ
れ
も
治
定
し
た
る
意
な
ら
　
３９
己

ね
ば
上
に
い
へ
る
俗
語
ど
も

此

ラ
シ
キ
ハ
ロ
本
紀
歌

ニ
モ
ア
リ

（一３

と
意
ひ
と
し
き
に
や
　
さ
ら
ば
雅
語
の
う

へ
に
も
な
し
と
は
定
メ
が
た
し
】

上
の
件
の
外
に
も
右
の
類
猶
あ
る
べ
し
　
ま
た
俗
語
に
い
ふ
も
の
は
殊
に
多
し
　
そ
が
中
に



刻  344

（一旦
）
□

オ
モ
リ
カ
　
　
ハ
ヤ
リ
カ

コ
モ
リ
カ

　
　
ホ

コ
リ

カ

ユ
ク
リ

カ

常
追
補

園

日

〔
ウ

ツ
〕

オ

チ

ク
ボ
物

語

一
ノ
廿

五

丁

ニ

あ

こ
き

い
と
き

よ
げ

に
け

さ
う
し

て
お
び

ゆ

る

ゝ
か

に
か
け

て
ま

ゐ

る

ユ

も

つ‐
ｑ
と
い
ふ
事
を
そ
へ
た
る
な
ど
と
り
わ
き
多
し

【花
な
ど
の
散
る
事
ま
た
雪
な
ど
の
ふ

る
を
ち
ら

つ
く
と
い
ひ

う
る
さ
く
お
も
ふ
事
を
う
ざ

つ
く

ひ
や
ゝ
か
な
る
を
ひ
や

つ
く

さ
わ
が
し
き
を
さ
わ

つ
く
な
ど
い
ふ
類
な
り
】
こ
れ
を
も
挙

て
い
は
ん
は
要
な
き
わ
ざ

４０
ォ
」
な
れ
ば
も
ら
し

つ

○
語
の
下
に
そ
へ
て
い
ふ
辞
く
さ
／
ヽ
あ
り

ｏ
こ
れ
は
上
に
い
へ
る

〈辞
な
ど
の
〉
ご
と
く
は
た
ら
く
辞
に
あ
ら
ね
バ
こ
れ
も

な

え
う
な
き
に
似
た
れ
ど
雅
語
の
う
へ
に
れ
ば
事
の
序
に
例
を
あ

つ
め
て
さ
と
す
也

□え
ト
モ
有

ｏ
あ

へ
か
　
絵
合
六
丁
オ
　
　
４０
ゥ
」

ｏ
あ
た
ゝ
か

ｏ
お
も
り
か

ｏ
か
ご
か

０
こ
ま
か

ｏ
さ
だ
か

ｏ
さ
や
か
　
清

ｏ
し
づ
か
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（一日一）
□

ナ

ヨ
ビ
カ
ー
梅
が
え
五
丁
ウ

ユ
ヲ
ビ
カ

　
　

ミヽ
ヤ
ビ
カ

（一旦
）
□

フ
ツ
ツ
カ
　
　
ア
ハ
ツ
カ

右
イ
ヅ
レ
モ
別

二
部

ヲ
立
ベ

常
云
　
む
く
さ
か

常
追
考
　
し
た
ゝ
か
　
ウ
ツ
ホ
物
語
祭
ノ

使
ノ
巻
八
丁
オ
ニ
　
お
と
ゝ
せ
ち
に
け
う

あ
る
事
哉
と
て
御
は
か
し
の
を
し
た
ゝ
か

に
む
す
ひ
た
れ

ｏ
た
し
か

ｏ
な
ご
か
　
　
４‐
ォ
」

ｏ
な
よ
び
か

ｏ
は
る
か

ｏ
は

つ
か

ｏ
ふ

つ
ゝ
か

ｏ
ほ
こ
り
か

ｏ
ほ
の
か

０
ま
と
か

ｏ
み
や
び
か

ｏ
み
そ
か
　
　
４‐
己

ｏ
ゆ
た
か

ｏ
ゆ
く
り
か
　
玉
葛
十

一
丁

ｏ
ゆ
ほ
び
か

ｏ
わ
づ
か
　
は
つ
か
に
同
じ

ｏ
近
キ
比
或
人

の
説

に
い
は
く

ほ
の
か
と

い
ふ
語

の
意

は
ほ
な
か
の
な

の
言
を

の
ゝ
詞

に
か

へ
て
い
ふ
な
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
　
４２
ご

凡
火
中
は
あ
き
ら
か
な
る
や
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常
昭
追
考
　
オ
ボ
ロ
ケ

常
追
考
　
宜
ナ
ベ
　
押
ナ
ベ
　
カ

ヽ
ナ
ベ

告
ナ
ベ

又
日
　
万
葉
四
ノ
廿
五
丁
　
老
奈
美
外

（付
箋
）
春
云
　
万
葉
十
二
ノ
十
四
丁
オ

同
ウ
ニ
モ
浅
　
外

紅

薄

染
衣
　
浅

外

ト
ァ
リ
　
　
４３
ウ
」

常

追

考

　

い

や

ゝ
か

土
佐
日
記
下

ノ
世
丁
　

礼

ノ
正
シ
キ
Ｚ
ム

う
に
て
見
定
メ
が
た
き
物
な
れ
ば
あ
り
と
も
な
し
と
も
見
わ
か
ぬ
事
に
て
よ
く
ほ

ｏ　
　
　
　
　
含
こ
の
多
き

の
か
と
い
ふ
義
に
あ
た
れ
り
と
い
へ
り
　
此
説
な
ど
も
か
は
そ
へ
て
い
ふ
例
あ
る

を
し
ら
ぬ
よ
り
か
ゝ
る
ひ
が
こ
と
は
い
ふ
也
　
ほ
の
は
ほ
の
／
ヽ
な
ど
の
ほ
の
に

同
じ
　
其
に
か
を
そ
へ
た
る
に
て
な
で
ふ
事
な
き
詞
な
る
を
や
　
４２
己

日

ｏ
う
れ
し
げ

ｏ
か
な
し
げ

ｏ
こ
の
も
し
げ
　
　
４３
オ
」

常
追
考
　
横
し
ま
　
逆
し
ま
　
但
　
横
サ
マ
　
逆
サ
マ
ノ
転
欺

□

ｏ
あ

て
は
か

０
あ
さ
は
か
　
　
４３
２

目

日

ｏ
あ
を
や
か
　
蛍
十

一
丁

ｏ
あ

て
や
か

ｏ
あ
ざ
や
か

ｏ
い
よ
や
か
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常
追
考
　
〔ウ
ツ
ホ
〕
〈オ
チ
ク
ボ
〉
物
語

第

一
ノ
十
二
丁
　
い
ま
ひ
と
つ
の
お
ほ
き

や
か
な
る
に
は

是
く
だ
物
を
入
レ
タ
ル
餌
袋
ノ
コ
ト
フ

云
り
　
大
ノ
意
也

常
云
　
新
字
　
鯖
　
奈
太
良
加
外
　
曾
比

也
加
外
　
万
利
々
加
外

常
追
考
　
ｏ
ち
ひ
さ
や
か
　
オ
チ
ク
ホ
物

語

一
ノ
廿
七
丁
　
ち
ひ
さ
や
か
に
を
か
し

う
し
て
云
々

０
お
だ
や
か
　
　
４４
オ
」

ｏ
お
か
し
や
か
　
真
木
柱
廿
四
丁

ｏ
か
ご
や
か

ｏ
き
は
や
か

ｏ
け
ざ
や
か

ｏ
こ
ま
や
か

ｏ
さ
わ
や
か

ｏ
さ
ゞ
や
か

ｏ
じ
づ
や
か
　
梅
が
え
七
丁
オ

ｏ
し
の
び
や
か
　
松
風
十
丁
ウ
　
　
４４
ウ
」

ｏ
し
め
や
か

ｏ
す

こ
や
か
　
健

ｏ
す
み
や
か

ｏ
す
が
や
か

ｏ
そ
び
や
か

ｏ
た
を
や
か

ｏ
た
か
や
か
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字
鏡
　
妙
　
奈
波
也
加
示

□
追
考
　
に
ご
や
か
　
梅
か
え
士
一丁
ウ

ｏ
ふ
さ
や
か

常
云
　
い
よ
ゝ
か
　
字
鏡
　
森
々
　
伊

与
々
加
外

ｏ
た
し
や
か

ｏ
ち
か
や
か

ｏ
つ
や
や
か

ｏ
つ
ゞ
ま
や
か

ｏ
づ
し
や
か

ｏ
な
ご
や
か

ｏ
な
が
や
か

ｏ
に
ほ
ひ
や
か

ｏ
の
ど
や
か

ｏ
は
な
や
か

ｏ
は
れ
や
か

ｏ
ほ
そ
や
か

ｏ
ま
め
や
か

ｏ
み
や
び
や
か

０
ゆ
る
や
か

ｏ
わ
か
や
か

口

日

初
音
五
丁
　
　
４５
オ
」

玉
葛
四
十
四
丁

真
木
柱
十
六
丁

玉
葛
四
十
四
丁

４５
ウ
」
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常
云
　
日
本
紀
雄
唇
ノ
紀
十
九
丁
　
護
客

万
葉
十

一
ノ
廿
九
丁
　
ア
シ
カ
キ
ノ
中
ノ

ニ
コ
草

ニ
コ
ヨ
カ
ニ
　
但
外
故
余
漢

廿
ノ
十
四
丁
　
外
古
餘
可
外
一ム
々

書
紀
七
ノ
十
九
丁
　
漢
署

常
追
考
　
ｏ
あ
ざ
ら
か
　
土
佐
日
記
　
鮮

ノ
ュ思

０
ひ
ら
ら
か
　
落
窪
物
語

一
ノ
廿
六
丁

面
ヒ
ラ
ヽ
カ
ニ
テ
北
ノ
方
ト
ミ
エ
タ
リ

云

々

ｏ
い
こ
よ
か
　
書
紀

岐
疑

ｏ
す
ぐ
よ
か
　
常
云
　
真
木
柱
五
丁
ウ

ｏ
な
ご
よ
か

ｏ
な
よ
ゝ
か
　
松
風

ヽ
非
欺

ｏ
に
ご
よ
か

や
か
卜
よ
か
ト
ハ
本
同
言
の
通
音
也

口

日

０
あ
さ
ら
か

ｏ
ま
り
つ
ら́
か
　
　
　
４６
ウ
」

ｏ
あ
か
ら
か
　
常
云
　
赤
ら
か
な
る
欺

０
あ
き
ら
か

ｏ
あ
ら
ら
か

０
う
ら
ら
か

０
う
す
ら
か

ｏ
お
い
ら
か

ｏ
か
ろ
ら
か
　
松
風
十

一
丁

０
か
た
ら
か

４６
オ
」

（一日一）

落
窪

二
往
々
ミ
ユ
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常
云
　
な
め
ら
か
　
新
字

二
　
醜

【亡
忍

反
上
皮
理
】

細
也
　
澤
也
　
波
太
奈
女
良

介
志

早
　
ｏ
は
や
ら
か

常
追
考
　
ゆ
く
ら
か
　
万
葉
十
二
ノ
世
八

丁
　
湯
鞍
千

ｏ
か
ば
ら
か

０
き
ら
ら
か

わ

０
さ
は
ら
か

０
さ
ば
ら
か

０
そ
び
ら
か

０
た
か
ら
か

０
つ
ま
ひ
ら
か

０
つ
ば
ら
か

０
つ
ら

ゝ
か

ｏ
の
び
ら
か

０
ふ
く
ら
か

０
ほ
が
ら
か

ｏ
め
づ
ら
か

ｏ
や
す
ら
か

０
や
は
ら
か

０
ゆ
る
ら
か

０
わ
ら

ゝ
か

４７
オ
」

初
音
六
丁

真
木
柱
四
丁

初
音

一
丁
　
　
４７
ウ
」

蛍
三
丁
　
　
４８
オ
」



凡例の第一巻

ヽ

是

モ
添
辞
ノ
如
ク
聞

ユ

常
云
　
お
も
む
ろ

普曇
ム
　
万
葉
十
九
ノ
十
三
丁
　
於
保
呂
可

（一三
）
目

ミ
ヅ
カ
ラ
　
身
　
　
テ
ヅ
カ
ラ
　
手

ク
チ
ヅ
カ
ラ
　
ロ
　
　
オ
ノ
ゾ
カ
ラ
　
己

コ
レ
ハ
ツ
ハ
助
辞

ニ
テ
カ
ラ
ハ
自
也

ｏ
常
昭
云
　
心
ゾ
カ
ラ

図
日

ｏ
お
ほ
ろ
か

ｏ
か
ろ
ろ
か
　
鈴
虫
十
二
丁
オ
　
　
４８
ウ
」

ｏ
そ
ゝ
ろ
か
　

何^
幸
十
五
丁
ウ
　
す
ヽ
ろ
か
ト
モ
云
欺
　
字
ハ
不
覚
　
遊
仙
窟

ｏ
く

つ
ろ
か
　
蜻
蛉
日
記
　
枕
草
子

右
の
外
古
キ
歌
ど
も
に
ゑ

い

ろ

ら
或
は
し

も
な
ど
の
辞
を
そ
へ
た
る
多
し

【
や
す
め
語
と

い
ふ
】
是
も
は
た
ら
か
ぬ
辞
な
る
ゆ
ゑ
こ
ゝ
に
え
う
な
し

【
ろ

ら
を
や
す
め
語
に
置
事
は
人

み
な
じ
る
処
也
　
其
を
そ
れ

此
を
こ
れ

汝
を
な
れ

吾
を
わ
れ
な
ど
ハ
　
４９
オ
」

れ
を
や
す

め
た
る
に
似
た
り
】

上
に
出
せ
る
劇
洲

劃
力、―

引
力、―
な
ど
の
類
ひ
と
こ
の
ゑ

い
ろ

ら
を
同

じ
さ
ま
に
意
得
る
は
い
た
く
た
が
へ
り
　
ゑ
を
そ
へ
て
は
さ
ぶ
し
ゑ
な
ど
よ
み
い
を
そ
へ
て

は
玉
の
を
の
た
え
じ
い
妹
な
ど
い
ひ
或
は
に
卜
に
陪
降
―力ゝ
』

此
夜
ら
の
た
ぐ
ひ

さ
ぶ
し
ゑ

と
い
ひ
て
さ
ぶ
し
き
事
を
い
ふ

一
ッ
の
詞
と
は
な
り
が
た
し
　
又
た
え
ぬ
事
を
た
え
じ
い
と

も
い
ひ
て

一
ッ
の
詞
と
は
な
し
が
た
し
　
ま
た
く
そ
は
り
て
聞
ゆ
る
を
上
に
出
せ
る
く
さ

／
ヽ
の
語
ど
も
は
あ
た
ゝ
か
或
は
あ
を
や
か

す
ぐ
よ
か
と
い
ひ
て

一
ッ
の
詞
と
な
れ
り

な
る

あ
た

ゝ
か
き
を
あ
た

ゝ
と
も

い
ひ
が
た
く
あ
を
や
か
と

い
ふ

べ
き
を
　
４９
己

た

ゞ
あ
を
と

の
み
や
は
い
ふ
べ
き
％％
％
％
ゑ
い
ろ
ら
の
た
ぐ
ひ
は
さ
ぶ
し
と
い
ひ
て
語
と
ゝ
の
ひ
た

る
に
ま
た
そ

へ
て
い
ふ
ゑ
な
る
を
お
も
ふ
べ
し
　
５０
ォ
」
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（現
十
冊
改
装
本
第
二
冊
）

（第

一
巻
）

（表
オ
）

○
左
∃

□
明
　
飽
　
等

□

□

辞

つ
か
ひ
　
　
　
第
壱
の
巻

一　
右
　
輪
　
　
一　
　
伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の
を

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　
　
第
　
二

　
　
右
輪
語
と
い
ふ
　
七
の
巻
ま
で
皆
し
か
也

（本
文
）

詞

つ
か
ひ
　
第

一
の
巻



松
風
廿

一
丁
　
六
日
の
御
物
忌
あ
く
日
に

‘
ム
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明飽

拾
イ
七
ノ
五
　
雲
間
よ
り
星
の
あ
ゆ
く
と

み
え
つ
る
は
蛍
の
空
に
飛
に
そ
有
り
け
る

を
し
あ
ゆ
か
す
な
鼠
ト
ル
ヘ
ク

353 第 一 巻

⌒                             ⌒    ⌒

象をなおおき悠祟ふ空盆史欠ぞ奮ぞ奮
ご

く き ぐ ぎ く き く き ぐ ぎ ぐ ぎ
 飽  明

歩   動
垢Z  行 厭

○仰○
　
〔腕
〕

嚢
１
オ
」

腕 う



刻翻
　

常
云

大
和
物
語
に
も
　
ア
リ
ク
ト
ア
リ

あ
か
づ
く

あ
ざ
む
き
　
欺

あ
ざ
む
く

あ
り
き
　
歩
行

あ
る
く

い
き
　
生

″何（̈
一一（何‐ウ」

い
そ
ぎ
　
急
　
又
イ
ト
ナ
ム
コ
ト
ヲ
モ
イ
ゾ
グ
ト
云
リ

い
そ
ぐ

い
だ
き
　
懐
抱

ｏ
拘

い
だ
く

い
つ
き

齋

い

つ
く

い
な

ゝ
き
　
噺

い
な

ゝ
く
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常追考　（い議織篠

源
氏
若
菜
上
ノ
廿
二
丁
　
イ
キ
マ
キ
玉

ヒ

シ

カ

ド

ト

ア

リ

　

ｏ
イ

キ

ホ

ヒ

ヲ

フ

ル
フ
也
卜
注
セ
リ

う
ご
め
く
　
壼

い
た
づ
き
　
螢
欺

い
た
づ
く

い
た
ゞ
き
　
戴

い
た
ゞ
く

い
き
づ
き
　
○

い
き
づ
く
　
　
２
己

う
き
　
浮

う

ど

ヽ

う
だ
き
　
懐
抱

う
だ
く

う
づ
き
　
○

う
づ
く

う
ご
き
　
動

う

）゙
」
ど
ヽ

う
め
き
　
呻
吟

う
め
く

う
す
ら
ぎ
　
薄
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常追加　（”̈
』↑　低　日一”］

頭
ヲ
低
ル
也
　
正
三
位

二
出

同（一”［申

万
葉
十
六
ノ
廿
七
丁
　
宇
奈
雅
流
　
玉

ヲ
頭
に
懸
ル
ナ
ド
ヲ
云

う
す
ら
ぐ

う
ご
づ
き
　
○

う
ご
づ
く
　
　
２
２

う
し
は
き
　
○

う
し
は
く

う
た
づ
き
　
○

う
た
づ
く

う
な
づ
き
　
黙
頭

う
な
づ
く

う
す
づ
き
　
春

う
す
づ
く

う
そ
ぶ
き
　
哺

う
そ
ぶ
く

ゑ
が
き
　
画

ゑ
が
く
　
　
　
　
　
字
鏡
ニ

ゑ
ら
ぎ
　
笑

ゑ
ら
ぐ
　
　
３
オ
」

噸
呻

ヲ
恵
奈
久



357 第 一 巻

字
鏡

摺
　
乎
乃
々
久

お
き
　
置

お
く

お
よ
ぎ
　
泳

お
よ
ぐ

お
ら
ぎ
　
○

お
ら
ぐ

お
ど
ろ
き
　
驚

お
ど
ろ
く

お
も
む
き
　
赴

お
も
む
く

招（一↑　招

を
め
き
　
園

ｏ
叫
モ
宜
キ
欺

を
め
く
　
　
３
己

を
の
ゝ
き

燿

を
の
ゝ
く

か
き
　
書

か
な
し
き

か
な
し
く
　
廿
乙
二
十
三
丁
　
可
奈
之
久
波
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か
く

欠（い↑　闘。印心

か
ぎ
　
嗅

か
ぐ

か
わ
き
　
乾

か
わ
く

か
し
き
　
炊

か
し
く

か
づ
き
　
潜

ｏ
被

か
づ
く
　
　
４
ご

か
ぶ
き
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元
輔
集
　
お
そ
く
と
く
ひ
ら
く
る

［花
］
〈枝
〉
の
花
ゆ
ゑ
に

〔同
集
〕
朝
忠
集
　
な
て
し
こ
の
花
の
ひ
ら
け
た
る
を

新
後
セ
ン
　
一ム
々
い
ま
た
ひ
ら
け
ぬ
枝
に
つ
け
て
云
々
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常
云
　
竹
取
物
か
た
り
下
ノ
廿
九
丁

口
ｒ７
テ
云
々

落
窪
物
語
　
御
文
ひ
ろ
げ
て
一ム
々

書
紀

提
　
ヒ
サ
ケ

常
云
　
真
木
柱
十
丁
ウ
　
但
シ
俗

ニ
モ
雅

ニ
モ
ボ
ト
濁
テ
云
　
い
か
ゞ

〆 亀 ヽ  _ _ /・ 、  _
ほ ほ ほ ふ ふ ふ ふ ふ ふ ぶ、 ふ ふ ひ ひ ひ

を
く け

ネ さ ふ キ を 与 を
く け

ぞ 33
竜 る

   塞 
る
   塞     

更 る
   廣

６
ウ
」
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俗

⌒    ⌒    ⌒    ⌒    ⌒

む む む ま ま ま ま ま ま ほ ほ ほ ほ ほ ほ
く く け う う う く く け ろ ろ ろ ど と ど
る        く  く  け  る        く  く  け  く  く  け

向 る         負 る     る
設           ○     鮮

7
オ

ホ
ロ
ヾ
ゲ
　
　
火
ナ
ド
ニ
云
詞

ホ
ロ
ヾ
グ

ホ
ロ
ヾ
グ
ル
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も
た
げ
　
撻
　
墾

も
た
く

も
た
ぐ
る

万
葉
八
ノ
十

一
丁
　
与
久
列
抒
吾
乎

⌒    ⌒    ⌒    ⌒    ⌒

わ わ わ よ よ よ や や や も も も も も も
く   く  け  く   く  け  く   く  け  ぬ  ぬ  ぬ  ぐ  ぐ  げ
る る る く く け る

分     除     焼 る
   脱     

ラ扱軍

引
也

７
ウ
」

常
追
考

（
。

一
一
ゃ

る
　

土
左
日
記

二
　
頭
ヲ
モ
タ
ゲ
テ
云
々



□
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□知ぢ

□
等
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⌒

わ  わ  わ
 ゝ   ゝ  ゝ

く   く   け
る

○

8
オ

（現
十
冊
改
装
本
第
五
冊
）

（第
八
巻
）

（表
オ
）

○
慣
∃

∃

コ

詞
の
小
車

第
八
の
巻

第蘇|

ノ`     |
|



503 第 八 巻

語 色 水
二  或

フヽ   ハ

⌒

失
   _   

合   続 用切 体
 □

:'こ う:[ii[:学 客□
失  る     る         ○

万
葉
十
九
ノ
十

一
丁
　
ア
ハ
セ
ャ
リ

和
名
　
阿
波
世
乃
岐
奴

万
葉
十
六
ノ
十
七
丁
ニ
ハ
　
安
牟
佐
武
ト

ア
リ

日
本
紀
二
　
洗
フ
ア
ム
セ
ル
ト
訓
リ

（本
文
）

語
の
を
く
る
ま
　
第
八
巻

目

日

浴
欺

△

所所所
１
オ
」所

有有有有

令
ハ

令 令



刻  504

い
せ
物
語
　
か
し
こ
よ
り
人
お
こ
せ
ば
是

を
や
れ
と
て
い
ぬ

万
葉
八
ノ
十
九
丁
　
人
外
令
知
管

十
三
ノ
十
五
丁
　
人
不
令
知

す す せ着
3///1

遣
⌒

お お お

す す せ

「 ol

知 食 着 命
⌒    ⌒    ⌒    ⌒

し し し く く く き き き お お お
ら  ら  ら  は  は  は  す  す  せ  ふ  8、  おゝ
す す せ す す せ る
る       る

知     食

令 ■●

万
葉
十
八
ノ
廿
四
丁
　
於
許
世
牟
　
十
九
ノ
十
二
丁
　
オ
コ
セ
タ
ル

所
　
　
　
　
　
有
　
　
　
　
　
令

小
大
君
集
　
ふ
み
お
こ
す
る
人
か
へ
り
こ
と
せ
ぬ
云
々

い
せ
集
　
　
一ム
々
男
文
お
こ
す
れ
ど
云
々
　
オ
コ
セ
ド
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ

万
葉
十
八
ノ
十
七
丁
　
馬
二
荷
ヲ
負
セ
タ
ル
コ
ト
ヲ
於
保
世
母
天

所
　
　
　
　
　
有
　
　
　
　
　
令

命

ｏ
仰

二
科
モ
ヨ
メ
リ

所

有

所

有

△
‐Ｊ
　
　
　
　
ｌ
ゥ
」

所

有
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常
云
　
万
葉
十
九
ノ
廿

一
丁
　
取
左
牟
安

由
能
ト
ア
レ
バ
是
モ
例
也
　
日Ｔ
一
依
ル
ト

キ
ハ
ト
ラ
シ

ト
ラ
ス
也

七
ノ
十
八
丁
　
令
取
フ
ト
ラ
セ
ム
ト
ヨ
ミ

タ
レ
ト
証
ト
シ
ガ
タ
シ

載     贋     取
⌒    ⌒    ⌒    ⌒    ⌒

の の の に に に と と と せ せ せ し し し
す す せ す す せ ら ら ら さ さ さ す す せ

る   す す せ す す せ る
載      ○  る     る

令 令 令

○

所

遣

ｏ
取

所
２
オ
」所所

ざ

鳥
「

所

有有有有有
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⌒    ⌒    ⌒    ⌒    ⌒

み み み ま ま ま ま ま ま ふ 3、 ふ は は は
す す せ か か か ず す せ す す せ す す せ
る

 見 玄
す せ る

 交   伏   馳
任

令 令 令

2
ウ

常
云
　
落
窪
物
か
た
り
　
と
り
ま
ず
べ
き

く
た
も
の
な
ど
一ム
々

ｏ
馳

ｏ
一父

有有有有有

令
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め
く
は
せ

宇
治
拾
遺
　
ロ
ヲ
ク
ハ
セ
ケ
レ
ハ

⌒    ⌒    ⌒    ⌒

よ よ よ や や や も も も む む む
す す せ す す せ た た た す す せ
る   る   す す せ る

寄     痩 る         蒸
持

令
△

持
ｏ
痩

所所
３
オ
」所

有有有

令令

寄

所

有

右
の
語
ど
も
皆
別
二
本
語
あ
る
そ
の
令
語
也
　
そ
を
く
は
し
く
い
は
ん
に
あ
は
せ
は
あ
ひ
の

令
語

あ
ひ
は
第
四
巻
の
語
也
の
語
也

あ
む
せ
は
あ
み
の
令
語
也

あ
み
は
第
五
巻
の
語
也

お
ふ
せ
は
お
ひ
の
令
語

お
ひ
は
第
四
巻
ノ
語
也

き
せ
は
キ
ノ
令
語

キ
は
廿
五
巻
の
語

く

は
せ
は
　
３
２

く
ひ
の
令
語

く
ひ
は
第
四
巻
の
語

し
ら
せ
は
し
り
の
令
語

し
り
は
第
第
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（付
箋
）
春
日
　
万
六
ノ
廿
四
丁
　
し
ば

ら
く
も
一バ
々
ふ
ち
ハ
浅
而
と
あ
る
も
ア
セ

テ
と
よ
ま
ん
欺

（第
九
巻
）

（表
オ
）

六
巻
の
語

と
ら
せ
は
ト
リ
ノ
令

ト
リ

〔
Ｃ

〈
モ
〉
第
六
巻
ノ
語

に
せ
は
ニ
ノ
令

ニ
ハ
廿

〔く
〕

五
巻
の
語

フ
セ
ハ
フ
ス
ノ
令

フ
ス
ハ
第
二
巻
ノ
語
也

ま
か
す

ハ

〔ま
け
〕
【
マ
ケ

マ
ク
】

ノ
令

マ
ク
ハ
第
七
巻
の
語
也

み
せ
は
ミ
ノ
令
語

ミ
ヽ
ハ
廿
五
巻
の
語

モ
タ
セ
ハ
モ
ツ
ノ
令

モ
ツ
ハ
第
二
巻
の
語

劃
司
は
劃
引

ノ
令

劃
引
は
第
六
巻
の
語
也

○
あ
せ
は
あ
ノ
令
語
と
も
聞
え
す

〔
モ
ト
ヨ
リ
〕
又
語
ノ
意
モ
令
に
あ
ら
す
　
水

二
〔
云
フ

ト
キ
ハ
〕
〈
モ
〉
色

ニ
モ
云
語

ニ
テ
浅

ヨ
リ
と
同
じ
語
な
る
べ
し
　
４
オ
」

□

□

□

詞

つ
か
ひ
　
　
　
第
九
の
巻

一
左
　
輪

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一
　

第
　
九

一
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○

憤
∃

∃

コ

い

せ

物

語

　

あ

は

て

ニ
ケ

リ

有
明
の
月
を
ま
ち
出
つ
る
哉
　
是

ハ
俗
ニ

云
ニ
ハ
待
出
ス
ト
云
　
掘
出
ル
ト
掘
出
ス

ト
通
ふ

□

□

赫】
昔日　　は二呻

あ

つ
る

　

　

　

だ

続

』
［
】

周
章

　
に

ヽ
岬

あ
は
つ
る
　
　

　

だ

続

い一
出
　
県
岬

い
づ
る
　
　
　
　
だ

続

（本
文
）

言
葉
の
小
車
　
第
九
の
巻

⌒  ⌒  ⌒
続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体

 □

だ 有 ヽ  だ 有 ヽ  /有 ヽ

続   切 続   切 続   切

令 令

１
オ
」



此
詞
ハ
オ
キ
ツ

オ
キ
ツ
ル
ト
云
タ
ル
例

不
見
　
猶
可
考

（付
箋
）

う
て
　
　
　
春
考

う
つ
　
　
　
古
事
記
に
多
し
　
捨
る
と
い

う
つ
る
　
　
ふ
に
同
じ

万
葉
十
六

常
云
　
十
六
ノ
十
八
丁
　
士称
都
伎
合
而

万
葉
六
ノ
廿
九
丁
　
木
綿
取
之
泥
而

シ

テ

シ

ツ
　
　
　
欺

シ
ツ
ル

刻  510

⌒  ⌒  ⌒  ⌒  ⌒
続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体

だ 所 ヽ  だ 所 ヽ

続 用切 体 続 用切 体

〆 有 ヽ  〆 有 ヽ

続   切 続   切

令 令 令 令 令

お
き
て
　
掟

お
き

つ

お
き

つ
る

か
な
で

奏

か
な
づ

か
な
づ
る

か
て
　
合

ｏ
交

か

つ

か

つ
る

く
は
だ
て
　
企

く
は
だ

つ

く
は
だ

つ
る

す
て
　
捨

す

つ

す

つ
る
　
　
２
オ
」

所所所

有有有

１
ウ
」
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そ
だ
て

そ
だ

つ

そ
た

つ
る

そ
は
だ
て
　
敬

そ
は
た

つ
　
　
　
所

そ
は
た

つ
る

た
て
　
一ユ

た

つ
　

　

　

　

所

た

つ
る

つ
い
で

次

つ
い
づ
　
　
　
　
　
所
¨

つ
い
づ
る
　
　
２
２

な
で
　
撫

な
づ
　

　

　

　

所

な
づ
る

は
て
　
出見

は

つ
　

　

　

　

所

は

つ
る

⌒  ⌒  ⌒  ⌒  ⌒
続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体

令 令 フ 令 令

有有有有有



見
参

梅
か
枝
八
丁
ウ
　
け
さ
ん
は
か
り
に
て
ま

か
づ
る
を
と
ゞ
め
さ
せ
給
て
一ム
々
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⌒

3、  3、  3)
つ つ て

る

捨

⌒  ⌒  ⌒  ⌒  ⌒
続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体 続 用切 体

ま ま ま ま ま ま ま ま ま ヘ ヘ ヘ ひ ひ ひ
か か か う う う ゐ ゐ ゐ だ だ だ い い い
づ づ で づ づ で づ づ で っ っ て づ づ で
る る る る る

退     詣      詣     隔     秀

3                         3

所   己 所     所     所   ご 所

有 有 有 有 有

令 令 令 令 令
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（一一る
通
後
集
ノ
歌

二
　
今
日
マ
テ
ニ
物
置
ミ

テ
ヌ
大
蔵

ハ
モ
ト
ノ
修
理
ニ
ゾ
タ
ガ
ハ

ザ
リ
ケ
ル

万
葉
三
ノ
廿
九
丁
　
塩
乎
令
満
一ム
々
塩
乎

令
干
一バ
々

＋
金
利
物
装
”
　
徊
箔
タ
フ
テ
ツ
　
４
オ
」

⌒  ⌒
続 用切 体  続 用切 体

3ゝ お、 お、 め め め
っ っ て づ づ で
る        る

捨
愛

4

オ

所     所

有     有

令     令

右
の
詞
ど
も
の
な
か
に
そ
は
た
て

た
て

へ
た
て
は
第
二
の
巻
に
あ
り
て
彼
処
に
て
は
そ
は

た
ち

そ
は
た

つ

た
ち

た

つ
　
へ
た
ち

へ
た
つ
と
は
た
ら
く
詞
也
　
か
く
ニ
タ
や
う
に
わ

か
る
ヽ
は
　
４
己

自
故
の
け
ぢ
め
な
り
　
そ
は
た
て
と
い
ふ
は
故
辞
の
格
に
て
物
を
し
て

そ
は
た
ゝ
し
む
る
也
　
そ
は
た

つ
と
い
へ
ば
お
の
つ
か
ら
に
物
の
そ
は
た
ち
た
る
を
い
ふ

た
ち

た

つ
　
へ
た
ち

へ
た
つ
も
是
レ
ニ
准
へ
て
心
得
べ
しひ

○
出

立

果
の
令
語
は
い
た
し

た
ゝ
し

は
た
し
と
い
ふ
て

％
％
％
閻

第
二
の
巻
の
本
語

也
　
他
は
み
な
あ
て
さ
せ

あ
は
て
さ
せ
と
い
ひ

又
は
す
て
し
む

ま
か
で
し
む
と
や
う
に

い
ふ
な
り
　
５
己
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表 第
オ 十V 

巻

□

□

□

詞

つ
か
ひ
　
　
　
第
十
巻

憤
∃

∃

コ

（本
文
）

詞

つ
か
ひ
　
第
十
巻

⌒
続 用切 体

いいい□
ぬ ぬ ねる 宗□

1第 蘇|

|十  1
1       1

有

令



第 十 巻

常
云

力
■
不
ノ
所
語
ヲ
カ
サ
ナ
ル
ト
モ

ツ
一７
ネ
ノ
所
語
ヲ
ツ
ラ
ナ
ル
ト
モ
イ
フ
ガ

如
ク
ナ
レ
ト
モ
ソ
ハ
非
也
　
コ
レ
ハ
マ
タ

ギ
ヲ
マ
タ
ガ
リ
上

ム
ガ
リ
ニ
同
シ
　
師
ノ

所
備
ヲ
ソ
ナ
ハ
ル
ト
ヨ
マ
レ
シ
モ
イ
カ

ヽ

コ
レ
モ
上
卜
同
格

ニ
テ
実

ノ
　
ー
ォ
」
所

語

ハ
ソ
ナ
ヘ
ラ
ル
ト
云
ベ
シ

そ
こ
ね
　
損

そ
こ
ぬ

そ
こ
ぬ
る

新
撰
字
鏡
　
矮
ヲ
魚
乃
曽
己
祢
太
々
礼
留

万
葉
五
ノ
九
丁
　
コ
シ
ニ
多
何
祢
提

―
 ~朱 ~ ~ ~

た た た ざ ざ さ書 か  か  か  か か  か  か か  か

か か か ぬ ぬ ね た た た さ さ さ ぬ ぬ ね

ぬ ぬ ね る   ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね る

る     ○ る   る     兼

O           o     重
     又寝 1          待

所   所 ぢ
° 所  己 所   所 彙

ナ
添

ド
ノ

= カル
ネ

有   有
欺  有   有   有 了

△ 令 令 令

不
得
ヲ
ヨ
メ
リ
　
待
得
ザ
ル
ヲ
云
欺

令
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⌒  ⌒  ⌒  ⌒  ⌒
つ つ つ つ つ つ つ つ っ た た た た た た
ほ ほ ほ ら ら ら か か か ゝ ゝ ゝ っ っ っ
ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね

△
■● 令 △

1

ウ

所所所所所

有有有有有



517 第 十 巻

万
葉
ニ
ノ
廿
四
丁
　
奥
津
加
伊
痛
勿
波
祢

由
日
一ム
々

常
云
　
大
和
物
語
三
巻
　
髪
ヲ
少
シ
カ
イ

ワ
カ
ネ
テ
一ム
々

（第
十

一
巻
）

（表
オ
）

○
　
刻
首
　
鍛
魚

所

２
オ
」

線

所

委

ｏ
任

所

縮

所

２
ウ
」

⌒  ⌒  ⌒  ⌒
わ わ わ ゆ ゆ ゆ おゝ お、 おゝ は は は
か か か だ だ だ さ さ さ ぬ ぬ ね
ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね ぬ ぬ ね る

令
△
T

有有有有

令
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常
追
云
　
万
葉
十
八
ノ
廿
四
丁
　
ハ
ナ
タ

チ
花

二
安
倍
モ
ヌ
ク
カ
ネ

交

答日

日

□

詞

つ
か
ひ
　
　
　
十

一
の
ま
き

慣
ゴ

∃
コ

饗
⌒

[Tl日
なおゝ皇□

所 所 所
□

（本
文
）

詞

つ
か
ひ
真
櫛
抄
　
巻
第
十

一

一
左
　
輪

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　
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⌒    ⌒   ⌒

朽     落

続 用切 体  続 用切 体  続 用切 体

〆 所 ヽ   だ 所 ヽ   〆 所 ヽ

続 用切 体  続 用切 体  続 用切 体

常
云
　
金
葉
ノ
春
ノ
一　
大
納
言
経
信
　
池

ニ
ヒ
ツ
松
の
は
ひ
え
に
紫
ノ
ナ
ミ
ヲ
リ
カ

ク
ル
藤
咲
ニ
ケ
リ

土
佐
日
記
ノ
歌

二
手
ヲ
ヒ
テ
ヽ
一ム
々
　
コ

レ
ハ
ヒ
テ

ヒ
ツ
　
ヒ
ツ
ル
ヨ
リ
一ム
ル
也

ま
た
古
今

二
声

ハ
シ
テ
氾
ハ
ミ
エ
ヌ
時
鳥

我
衣
手
ノ
ヒ
ツ
ヲ
カ
ラ
ナ
ン
　
コ
レ
ハ
ヒ

ツ
ル
フ
ト
云
ハ
ザ
レ
バ
格
ノ
違

ヘ
ル
ニ
似

タ
レ
ト
上

二
云
ル
如
ク
ヒ
チ

ヒ
ツ
又
ヒ

デ

ヒ
ゾ

ヒ
ツ
ル
ト
春
秋
ノ
語
也
　
サ
レ

ハ
金
葉
ノ
池

ニ
ヒ
ツ
松
の
一バ
々
ト
ア
ル
モ

ル
モ
シ
ノ
タ
ラ
ヌ
誤
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
　
ヒ
ヅ

云
々
ト
ヨ
ヽ
ク
ニ
テ
語
格
叶

ヘ
リ
　
土
佐

日
記
ニ
ヒ
テ
ヽ
ト
ア
ル
カ
ラ
ハ
ヒ
テ
ト
モ

お
ち
　
落

お

つ

お

つ
る

く
ち
　
朽

く

つ

く

つ
る

ひ
ぢ
　
○

ひ
づ

ひ
づ
る

と
ぢ
　
閉

と
づ

と
づ
る

よ
ぢ
　
攀

よ
づ

よ
づ
る

だ 有 ヽ

続   切

〆 有 ヽ

続   切

〆 有 ヽ

続   切

〆 有 ヽ

続   切

〆 有 ヽ

続   切

〆 令 ヽ   〆 令 ヽ   〆 令 ヽ   〆 令 ヽ   〆 令 ヽ

続 続用 体切 続 続用 体切 続 続用 体切 続 続用 体切 続 続用 体切

１
オ
」

１
ウ
」
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云
ベ
キ
コ
ト
ハ
論
ナ
シ
　
又
土
佐
日
記
下

ノ
廿
一
丁
ア
マ
雲
ノ
ハ
ル
カ
ナ
リ
ツ
ル
　
ー

ゥ
」

カ
ツ
ラ
川
袖
ヲ
ヒ
テ
ヽ
モ
ワ
タ
リ
ヌ

ル
哉
　
又
云
土
佐
日
記
ニ
ヒ‐
列
‐ヽ

ト
ア
ル

ハ
手
ヲ
ト
云
ヲ
ニ
当
ぜ
Ｚ
ム
ル
也
　
コ
ハ

他
語
ノ
例
ヲ
以
テ
云
ト
キ
ハ
手
ヲ
ヌ
ラ
シ

テ
ト
云
二
同
じ
　
然
ル
ヲ
手
ヲ
ヒ
チ
テ
ト

一ム
テ
ハ
手
ヲ
ヌ
レ
テ
ト
云
二
同
じ
　
古
今

集
ノ
袖
ヒ
チ
テ
モ
袖
フ
ト
ナ
キ
故

ニ
ヒ
チ

テ
ト
ハ
云
り
　
手
ヌ
レ
テ
ト
云
二
同
じ

若
袖
フ
ト
ア
ラ
バ
必
ヒ
テ
ヽ
卜
云
ベ
シ

ヒ
チ

ヒ
ツ
ハ
自
語
也
　
ヒ
テ

ヒ
ツ
ル
ハ

故
語
也
　
然
レ
ハ
此
抄
に
も
右
の
こ
と
く

挙
火

悪
シ
　
ヒ
チ

ヒ
ツ
ニ

格
ト
シ

テ
其
類

二
納
メ

ヒ‐
列

ヒ‐

ツー

ノレ‐
ヲ
一
格
ト

シ
テ
其
類

二
納
ム
ベ
シ
　
ヽヽヽ
チ

ミ
ツ

ミヽ

テ

ミ
ツ
ル
モ
是
二
同
じ

常
云
　
蜻
蛉
日
記
　
ヒ
キ
ト
ム
ル
物
ト
ハ

ナ
シ
ニ
相
坂
ノ
関
ノ
ク
チ
メ
ノ
子
ニ
ゾ
ソ

ボ
ツ
ル
　
２
オ
」

い
ざ
ち
　
哭

い
ヾ
ｃ
つ

ロ

ーー

□

そ
ば
ち
　
○

そ
ば

つ

そ
ば

つ
る

は
ぢ
　
恥

は
づ

は
づ
る

お
ぢ
　
忙
拍

お
づ

お
づ
る

⌒    ⌒

続 用切 体  続 用切 体

だ 所 ヽ   だ 所 ヽ

続 用切 体  続 用切 体

⌒   ⌒

続 用切 体  続 用切 体

〆 所 ヽ   〆 所 ヽ

続 用切 体  続   体

右
の
語
ど
も
は
秋
語
の
格
な
れ
ば

【秋
語
卜
云
コ
ト
ハ
語
ヲ
春
語
ノ
ニ
ッ
ニ
分
チ
タ
ル
弁
第

一
巻
ニ
ア
グ
　
カ
シ
ヨ
ニ
委
ヱ
ム
リ
】

２
２

所
語
は
ら
を
そ
へ
て
刑
Ы
引
利

０
「
引
利
と

や
う
に
い
ふ
べ
し
　
有
語
も
秋
語
の
格
な
れ
ば
刑
引
と
い
ふ
也
　
そ
は
剌
ョ
測
引

０
「
潤

り
と
い
ふ
也
　
令
語
は
用
例
捨
例
多
し
　
落
の
令
語
を
利
ｄ
ｕ

劉
ｄ
引
と
い
ふ
に
日
は
劇

〆 有 ヽ

続   切

〆 有 ヽ

続   切

〆 有 ヽ

続   切

だ 有 ヽ

続   切

´ 令 ヽ   〆 令 ヽ   だ 令 ヽ   〆 令 ヽ

続 続用 体切 続 続用 体切 続 続用 体切 続 続用 体切

２
オ
」
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⌒

も も も
み み み
つ つ ち
る

紅
葉

２
ウ
」

古
事
記
上
ノ
十
四
丁
　
速
須
佐
之
男
命
ノ

御

コ
ト
ヲ
云
テ
　
云
々
哺
伊
佐
知
伎
也

綱
又
云
　
哭
伊
佐
知
流

常
云
　
万
十

一
ノ
廿
六
丁
　
塩
満
者
　
コ

レ
春
タ
テ
バ
花
ト
ヤ
ミ
ラ
ン
ナ
ド
ノ
タ
テ

バ
ニ
同
シ
　
春
モ
タ
チ

タ
ツ
ト
云
ナ
レ

バ
ミ
チ

ミ
ツ
ニ
同
シ

川
ｕ

ａ
川
引
と
い
ふ
　
同
じ
き
ち
ノ
音
於
緯
と
阿
緯
と
に
ゆ
く
け
ぢ
め
あ
り
　
ま
づ
沼
は

ｄ
封
剖
ｕ

利
「
司
引
と
も
い
ふ
め
れ
ど
常
に
利
ｄ
ｕ

詞
ｄ
引
と
い
ふ
は
第
十
六
巻
起
の
令

語
＝
ｑ
ｕ
と
も
い
ふ
べ
き
を
利
こ‐
ｕ
と
い
ふ
か
ご
と
く

【此
コ
ト
ハ
十
六
巻
ヲ
披
テ
委
ク
見

ベ
シ
】
潤
ｄ
引

【劣
也
】
ｄ
ｄ
利
と
い
ふ
語
の
令
を
こ
ゝ
に
呼
な
り
て
刑
ｄ
ｕ
と
は
い
ふ
な

り
　
３
己

も
と
よ
り
同
意
の
語
な
る
ゆ
ゑ
か
く
よ
ぶ
事
例
多
し
　
く
た
す
と
い
ふ
は
ま
ち

剖

つ‐

の
令
を
剖
川
ｕ

劃
潤
引
と
い
ふ
に
同
じ
　
阿
緯
に
呼
換
へ
て
い
ふ
は
通
例
也
　
酬
封

調
到

ｄ
到
の
類
は
剖
引
と
い
ひ
て
洲
Ы
割
引

日劃
「
引
引

ｄ
到
剖
引
と
い
ふ
が
用
例
な
る

べ
し
　
―ま‐
到
は
ｕ
司
を
そ
へ
て
日
Ы
ｄ
洲

国
Ы
ｕ
ｄ
と
つ
か
ひ
な
り
た
り
　
詞
到
は
剖
引

を
そ
へ
て
ｄ
到
剖
引
と
い
ふ
べ
し
　
但
シ
ｄ
ｄ
ｕ

ｄ
ｄ
引
と
い
ふ
語
は
こ
の
令
語
に
や
と

も
お
も
は
る
　
そ
は
調
を
剥
ｄ
ｕ
と
い
ふ
な
れ
は
と
も
に
於
緯
に
よ
び
か
ふ
る
例
あ
り
　
３

ウ
」

○
可
劃
「
は
引
劃
「

国
割

つ―

劇
割

つ―
利
と
い
ふ
べ
き
格
な
る
を
古
キ
書
ど
も
に
引
劃
ョ
劉

と
あ
り
　
考
ふ
べ
き
事
な
り

○
引
「

引

つ―

引

つ―
利
と
い
ふ
語
を
も
こ
ゝ
に
挙
べ
き
な
れ
ど
こ
は
冽
「

引

つ―
と
は
た
ら

き
て
引

つ―
利
と
い
ふ
は
引
ｄ
と
い
ふ
よ
り
は
た
ら
き
た
る
也
　
さ
れ
は
こ
そ
引

つ―
翻
な
ど
い

へ
ぃ
　
も
し
み
ち
み
つ
み
つる
と
は
た
ら
き
語
な
ら
ま
し
か
バ
引
「
到
刷と
い
は
で
は
語

の

つ
か
ひ
さ
ま
た
が

へ
り
　
こ
れ
は
コ
を
川
「

川

つ‐
と
い
ふ
か
ご
と
し
　
川

つ‐
利

と
い
ふ



第 十 八 巻

又
日
拾
遺
集
　
イ
ニ
シ
ヘ
ヲ
サ
ラ
ニ
カ
ケ

ジ
ト
思
へ
と
も
ア
ヤ
シ
ク
ロ
ニ
モ
ミ
ツ
涸

哉
　
４
ご

（第
十
八
巻
）

（表
オ
）

は
た
てと
い
ふ
よ
り
」そ
た
つる
と
は
い
ふ
な
鳴
蝶
砒とィ
能
は
口掟
塾
蓄
邸
浣
る型
μ

ば
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
た
ち
た

っ
と
い
ふ
語
格
な
れ
パ

の
４
オ
」
歌
と
て
　
云
々
み

つ
れ
ば
や
が
て
か
く
月
の
と
あ
る
は
み
て
ば
一ム
々
か
く
る
一ム
々
と
い

ふ
る
く
春
　
４
オ
」
タ
テ
バ
ト
ハ
ョ
ミ
タ
リ
塩
ミ
テ
ハ
モ
コ
ノ
格

二
同
じ

は
て
は
語
と
ゝ
の
は
ず

【月
の
意
に
な
り
て
い
ふ
と
き
は
ゆ
る
す
べ
し
】
か
く
月
と
い
ひ
て

は
故
に
月
を
か
く
事
と
な
る
な
り
　
４
己

詞

つ
か
ひ

十
八
の
巻

「

―

―

―

―

―

―

―

―

―

コ

一　
　
ル
一
　
　
主
ｍ
　
　
　
　
一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　

　

第

十

九

　

一

□売:

□

□

○
憤
∃

∃

コ
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万
葉
四
ノ
廿

一
丁

同
十
五
ノ
世
二
丁

人
者
死
為

ア
ハ
ズ
シ
ニ
セ
メ

（第
十
九
巻
）

（表
オ
）

（本
文
）

語

つ
か
ひ
　
十
八
の
ま
き

□

□

い
に
　
去

い
ぬ

い
ぬ
る

し
に
　
死

し
ぬ

し
ぬ
る

国

□

去

所

有

死

所

有

ｏ
い
は
行
を
い
く
と
も
い
へ
る
い
に
て
元
よ
り
行
事
を
ふ
く
め
る
詞
な
り
　
そ
れ
に
か
さ
ね

て
い
に

い
ぬ

い
ぬ
る
と
は
い
ふ
也
　
こ
の
に

い
に
の
に
な
り
　
１
ご

い
を
略
キ
て
い
ふ

し
も

し
に

し
ぬ
と
い
ふ
は
死
去
の
意
也
　
死
と
の
み
い
へ
る
事
証
例
多
し
　
１
２

令
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万
十
七
ノ
四
十
三
丁
　
歎
ヲ
ナ
ケ
カ
ク
ト
云
り
　
聞
ヲ
キ
カ
ク
ニ
同
じ

ヌ
ハ
ク
ト
云
リ
　
コ
レ
ラ
ハ
ハ
キ
ト
ハ
イ
ハ
ズ

オ
ヒ
　
オ
フ
　
オ

フ
ル

生回

□

□

〔片
輪
ノ
〕
〈片
通
ひ
〉
ノ
言
也
　
或
ハ

〔三
の
〕
十
九
ノ
廿
二
丁
　
シ
ヌ
ブ
ヲ
延
テ

詞

つ
か
ひ
の
抄

（本
文
）

語
遣
　
第
十
九
巻

□

□

□
第
十
九
巻一

牛
　
〓
ｍ
　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一
　

第
二
十

一

○
慣
ヨ

∃

コ

（付
箋
）
春
房
日
　
千
載
集
序
　
此
歌
の

道
を
ま
な
ふ
る
事
を
一ム
々

新
千
載
十
七
ノ
十
三
丁
　
わ
か
の
う
ら
や
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道
ヲ
尋
テ
マ
ナ
鶴
ノ
マ
ナ
ブ
ル
跡
ニ
マ
ヨ

ハ
ズ
モ
哉
ト
ア
レ
ド
モ
マ
ナ
ビ
ヲ
右
輪
ニ

ヨ
バ
ン
コ
ト
　
い
か
ヽ

ア
ラ
ビ
　
荒
　
　
　
い
か
ヽ
夫ブ
ト
ア
ル
が
ン

ア
ラ
ブ
　
　
由日一命
陸
奥
助
ョ
７
流
】
蝦
夷

ア
ラ
ブ
ル
　
等
乎

＼
ヽ
宜

シ

又
鉄
錆
ノ
サ
ビ
モ
ア
リ

云
々
疎
夫
留
物
能
々
一ム
々

生媚
　
書
紀
ニ
モ
媚

○

１
オ
」

ム
川

／
若
菜
上
ノ
廿
七
丁
ニ

る
　
　
一〓
々

亡

る

右
衛
門
督
の
か
た
く
い
な
ぶ
る
を
せ
め
給
ヘ
バ

⌒

祝 う う う
詞 と と と
云 8、 ふ ひ

る

神
佐
備
の
類辞亡 生

続 用切 体
⌒    ⌒    ⌒    ⌒

ほ ほ ほ い い い さ さ さ こ こ こ お お お
ろ ろ ろ な な な おゞ ぶ び ぶ ぶ び お、 おゝ ひ
ぶ ぶ び ぶ ぶ び る   る   る
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常
云
　
万
葉
十
八
ノ
廿
九
丁
　
サ
ユ
リ
花

ユ
リ
モ
ア
ハ
ン
ト
之
多
波
布
流

コ
レ
ハ
別
欺

ハ
ヒ

ハ
フ

ハ
フ
ル
欺

い
か
ゞ

万
十
二
ノ
世
五
丁
　
恋
流

万
葉
十
五
ノ
世
五
丁
二
　
於
毛
比
和
夫
礼
三
ト
ア
リ
　
ワ
ヒ
レ

ワ
ヒ
ル

ワ
ヒ

ル
ヽ
ト
モ
イ
フ
欺
　
　
　
１
ゥ
」

る

徴

ｏ
殆

和
名

る

んが／日け「一岬た】ハナシ　一］「〕一嗜ヵネテ云々

る

綻和
備

愚

⌒    ⌒    ⌒    ⌒    ⌒

こ こ こ か か か わ わ わ ほ ほ ほ ほ ほ ほ
お、 ふ ひ ぶ ぶ び ぶ ぶ び こ こ こ と と と

ろ ろ ろ ぶ ふ ひ
○ おお ゞ び る

る     ○
綻



（現
十
冊
改
装
本
第
八
冊
）

（第
廿
巻
）

（表
オ
）
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常
追
考

⌒

サ  サ  サ

ス  ス  ス

フ  フ  フ

フ  フ  ヘ

ル

忍用愁強

⌒    ⌒    ⌒    ⌒

し し し う う う も も も し し し
ふ ふ ひ れ れ れ ち ち ち のヌのヌのヌ
る   お、 ふ ひ お、 おゝ ひ ぶ ぶ び

強 る   る   る
忍用憂０

証２
ウ
」

千
載
集
十

一
ノ
三
丁
詞
書

二
　
歌
合
し
侍
け
る
時
忍
ふ
る
恋
の
こ
ヽ
ろ
を
よ

め
る

是

ハ
ニ
様

二
云
詞
也
　
忍
ぶ
夜
ト
モ
云
ヒ
又
シ
ノ
ブ
ル
夜
と
も
云

２
オ
」
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□

□

□

詞
の
を
く
る
ま
　
　
　
第
廿
巻

（本
文
）

語
之
小
車
　
巻
二
十

忠忠象□
る 浴□

口

日 「

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

一

一　
　
井
Ｔ
　
　
五

”
　
　
　
　
　
　
一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

　

第

二

十

二

所

有

令

憤
ゴ

コ
コ

詞
花
集
七
ノ
ニ
丁
　
い
か
ば
か
り
人
の
つ

ら
さ
を
恨
み
ま
し
う
き
身
の
と
が
と
お
も

ひ
な
さ
す
ば
　
初
学
の
人
の
歌
に
は
あ
や

ま
ち
て
は
う
ら
ま
ゝ
し
と
も
よ
む
め
り

い
せ
物
語
　
土日
男
有
け
り
う
ら
む
る
人
を

う
ら
み
て
一ム
々



後
拾
遺
　
ほ
と
ヽ
き
す
我
は
ま
た
て
そ
州

冽
劉
お
も
ふ
事
の
み
た
か
ふ
身
な
れ
ハ

此
歌

ニ
ヨ
ル
ト
キ
ハ
心
ミ

心
ミ
ル
ト
云

ベ
シ
　
実
二
見
ノ
意
ナ
レ
バ
ョ

到
川
ト

ハ
云
ベ
ク
ミ

ム
ト
ハ
活
ク
ヘ
カ
ラ
ズ

既
二
見
モ
司

到
′レ‐
ト
ハ
云
テ
ョ

川
ト
ハ

云
ズ
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こ こ こ う う う
ゝ ゝ ゝ ら ら ら
ろ ろ ろ む む み
む む み る
る         恨

試

令 令

⌒

所

有

⌒

所

有

１
オ
」

是
レ
ハ
秋
語
ナ
レ
バ
所
語
ヲ

穴
ア
マ
レ
ビ
列
列

マ‐
レ‐

〔
コ
ヽ
ロ
マ
レ
〕
ト
ヤ
ウ
ニ
云
ハ
辟
事

也

然
云
テ
ハ
浴
ノ
所
語
モ
列

マ‐
レ‐

列

マ‐

ノレ‐
ト
ャ
ゥ
ニ
イ
ハ
デ
ハ
例
こ
堤
ヘ
リ
　
ア‐

マ‐
レ‐
ト

云
ベ
シ
ヤ
ハ
　
列
レー
ヲ
添
ｒ
ア
ア‐
可
列

レー

列
列
司
到

レー
ト
ヤ
ウ
ニ
云
ベ
キ
コ
ト
也
　
第
五

巻
ノ
縮
　
裏
一
御
〓

ナ
ド
ハ
春
語
ナ
レ
バ
ア‐

マ‐
レ‐

ア‐

ユ‐

マ‐
レ‐

ア‐
＝
刻

マ‐
レ‐
卜
一ム
テ
今
ノ

如
ク
ラ
レ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
　
是
レ
定
マ
レ
ル
格
也
　
ｏ
有
語
モ
第
五
巻

同

月

同

ハ
列
メ‐
州

ヨ

引

引

Ｊ

刻

引

ｒ

分

弓

２

一
・子

―

ル

ｄ

引

聟

到

劃

引

ア
づ

ぃ
、

）
切
卜
云
テ
ハ
詞
づ
か
ひ
フ
ツ
ヽ
力
也

【但
シ列
ノレ‐
卜
ニ
ム
ベ
キ
処
ア
リ
　
此
コ
ト
ハ
有
語

ノ
論
二
云
ヘ
リ
】

ｏ
令
語
ハ
日
本
紀
二
洲
ヲ
ヽ
ア
ム
セ
ル
ト
ア
ル
倒
洲
ノ
意
ナ
レ
ハ
セ
ト

云
ベ
シ
　
又
洲
セ‐
卜
云
テ
列
司
洲
セー

列
到
司
洲
セー

コー
‐ヽ

口‐
ョ
洲
セー
ト
ニ
ム
也
　
半
令
ハ
ア‐

司
ヨー

列
列
司
ヨー

コー
―ヽ

ロー
司
ヨー
也
　
上
二
云
ル
第
五
巻
ノ
ァ‐
司

列
ュー
司

アー
「
フー
司
ナ
ド
ハ



595 第 廿 一 巻

（第
廿

一
巻
）

（表
オ
）

列
ョ

ノレ‐

ァ‐

ュ‐
判
ノレ‐

列
刊
刻
司

ノレ‐
ト
ハ
云
ハ
ズ
　
此
廿
巻
ノ

【
ヽ
ゥ
ラ
ミ
ヽ
ウ
ラ
ム
ヽ
ア
ミ

ヽ
ア
ム
】
卜
云
ト
キ
ハ
同
シ
キ
ツ
カ
ヒ
ザ
マ
ニ
聞
ユ
メ
レ
ド
列
ム‐

ノレ‐

刻
刻
司
ノレ‐
ト
ル
ノ
添
ハ

リ
テ
イ
フ
ハ
第
五
巻
ト
ノ
ヶ
ヂ
メ
也
　
又
第
十
二
巻
　
集
　
明
ナ
ド
ノ
　
ー
己

語
ア
ッ
メ

列

ツ‐
ム‐

ア‐
ツ‐
劉
ノレ‐

司
刊
刻
川

アー
刊
刻
ム‐

列
刊
列
ム‐

ノレ‐
卜
云
ト
キ
ハ
此
巻
二
同
シ
ク
聞
ユ

メ
レ
ド
ソ
ハ
ァ‐
ツ‐
川
卜
え
緯

二
活
ヶ
り
　
此
巻
ナ
ル
ハ
え
緯

二
活
ク
コ
ト
ナ
シ
　
ア‐
川
ト
モ

引
劃
引
刈
ト
モ
云
ベ
カ
ラ
ズ
　
刻
刻
川
卜
云
テ
令
語
也
卜
思
フ
モ
非
ズ
　
列
刻
刊
ヨー
ト
云
ベ
シ

【吹
風
ヲ
鳴
テ
ウ
ラ
ミ
ヨ
ウ
グ
ヒ
ス
ハ
一ム
々
】

２
己

老

悔
　
報

日

□

□

詞
の
を
く
る
ま
　
　
　
第
廿

一
巻



??ふ ふユおおま日 霞念
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□    芸             |―
―――――

¬

常
云
　
万
葉
十
九
ノ
廿
八
丁
　
玉
藻
成

靡

許
伊
臥

コ
レ
モ
コ
ユイ　
ト
云
詞
欺

○
慣

∃

∃

コ

牛
　
語

第
二
十
二

ま

き



597 第 廿 二 巻

（第
廿
二
巻
）

（表
オ
）

む
く
ゆ
る
　
　
１
ォ
」

下

懲
　
弛

□

□

□

詞

つ
か
ひ
真
櫛
妙

憤

コ

コ

∃

（本
文
）

詞

つ
か
ひ
真
櫛
砂
　
第
廿
二
巻

|~~~~~~¬
|      |

1霊 菫|

1士  |
|一    |

|~   |
|     |
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竹
取
談
上
ノ
廿
五
丁
オ
　
モ
テ
イ
タ
リ
テ

カ
ノ
ゥ
ラ
ニ
ヲ
ル

是
舟

ヨ
リ
フ
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
カ
ク
イ

ヘ

弛     懲     下

儡 絣 品れ □

所

有

令

右
の
詞
ど
も
秋
語
な
れ
ば
所
語
は
ら
れ
を
添
へ
て

【
「
お
り
ら
れ
ヽ
お
り
ら
る
ヽ
お
り
ら

る
ゝ
】
と
い
ふ
べ
く
有
語
は
た
り
を
添
て

【
「
お
り
た
り
ヽ
お
り
た
る
】
と
い
ふ
べ
し
　
令

語
は
【
ヽ
お
り
さ
せ
ヽ
お
り
さ
す
ヽ
お
り
さ
す
る
】
と
い
ふ
　
懲

弛
も
是
に
な
ぞ
ら
へ
て
知

べ
し
　
但
シ
令
語
下
ハ

【
ヽ
お
ろ
し
ヽ
お
ろ
す
】
と
も
い
ふ
べ
く
懲

ハ

【
ヽ
こ
ら
し
ヽ
こ
ら

す
】
州
ハ
【「
ゆ
る
し
ヽ
ゆ
る
す
】
と
い
ふ
　
〔剤
日
に
て
は
ろ。
と
い
ひ
創
に
て
は
ら。
と
い
ひ

弛
に
て
は
る
と
い
ふ
　
か
く
さ
ま
／
ヽ
に
な
る
へ
き
こ
と
わ
り
は
あ
る
べ
か
ら
ぬ
事
な
る
を

□

□

お
り
　
下

お
る

お
る
ゝ

こ
り
　
懲

こ

ア
一

こ

る

ゝ

ゆ
り
　
弛

ｏ
緩

ゆ
る

ゆ
る
ゝ
　
　
１
ォ
」

所所

有有

令
△



599 常 補 巻

（常
補
巻
）

（表
オ
）

輻
語

沃
ウイ

い
が
て
さ
は
よ
び
な
り
け
ん
〕
右
の
令
語
ど
も
お
の
／
ヽ
第
弐
巻
の
本
語
也

又
日
第
六
巻
の
制
洲
引

冽
洲
引

州
川
引

司
川
劉
な
ど
は
末
に
る
を
そ
へ
て
州
洲
引
―ゝ

州

ｕ
劉
―ゝ

と
や
う
に
は
い
は
ぬ
を
此
巻
な
る
は
湖
淵
「
ｄ
刻
「
Ы
測
コ
「と
は
い
ふ
也
　
弐
巻
の
詞

に
も
釧
剤
剛
期引
到
切
な
ど
は
劃
列
劉
Ⅵ
と
も
つ
か
ふ
な
れ
ば
同
じ
き
か
よ
ひ
さ
ま
に
心
得
る
人

も
あ
る
べ
し
　
そ
は
剖
引

剖
劉

割
ｄ
―ゝ

と
は
は
た
ら
か
ず
　
剖
引

剖
引
は
第
六
巻
の
語

剖
劉

割
劉
―ゝ

は
第
十
四
巻
の
語
也
　
剖
劉
と
い
ふ
よ
り
し
て
剖
引
―ゝ

と
は
い
ふ
也
　
此
巻

な
る
は
さ
や
う
に
川
緯
を
以
て
ｄ
劉

こ‐
劉

酬
劉
と
や
う
に
い
ふ
事
は
な
き
を
さ
れ
ど
も

１
２

お
る
ゝ
と
あ
が
き
ゆ
く
詞
也
　
例
は
源
氏
談
に
「
曹
子
に
お
る
ゝ
女
房
」
と
い
ひ
懲
を

俗
に
こ
り
る

弛
は
ゆ
り
る
と
い
ふ
　
こ
れ
雅
語
に
こ
る
ゝ

ゆ
る
ゝ
と
い
ふ
所
を
し
か
い
へ

る
也
　
第
十
四
巻
の
語
は
雅
語
に
割
緯
に
つ
か
ふ
も
の
を
俗
に
は
み
な
川
緯
に
つ
か
ふ
也

た
と
へ
は
な
が
る
ゝ
ハ
雅

な
が
れ
る
は
俗
な
る
が
如
し
　
然
る
を
此
巻
な
ど
は
雅
に
は
宇

緯
を
つ
か
ひ
俗
に
は
以
緯
を
つ
か
ふ
也
　
２
ビ
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（第
廿
三
巻
）

（表
オ
）

春
云万

十
巻
十
五
丁

穀
　
衣
緯
に
発
り
て
宇
緯
に
転
り
又
る
も
じ
そ
は
る
ハ
全
く

〈左
輪
〉
に

ひ
と
し
け
れ
ど
も
是

ハ
語
の
首
う
つ
る
故
に
穀
と
名

つ
く

□寝□得

□ 日
口

日

国

日

居 乾
ウヰ フヒ

常

補

巻

□

□

一
戟

五
¨
　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一
　

第
二
十
四

一

沃
モ
此
類
欺引「

月劉
羽
ト
ハ
一ム
ベ
カ
ラ
ズ

引

引
卜
云
ベ
キ
欺
　
万
葉

沃
チ
フ
如
ク
ノ
例
ア
リ



601 第 廿 三 巻

紅困

日

□

語
之
小
車

（本
文
）

語
小
車
　
第
二
十
三
巻

□

日

□

轄

語
第
二
十
五
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令

IT賃 日[T[□ [Tl
る          る          る経□  寝□  得

有

国

日

有

１
オ
」

国

日

有

右
の
詞
と
も
秋
語
な
る
が
故
に
前
語
は
引
利
と
い
ひ
て
川
引
劉

刻
引
引

刻
引
引
―ゝ

【同

目
言
蛋

同
こ

と
，

つ
に
い
ふ
べ
し

有
五
択

引

が

そ
へ
て
引

釧

引

冽

【同

倒

亦
同
】
と
い
ふ
へ
き
　
１
ゥ
」
さ
だ
ま
り
な
り
　
令
語
は
万
葉
ノ
歌
二
「
我
に
得
し
め
じ
と
あ

れ
ば
矧
ｕ
到

矧
ｕ
司

矧
ｕ
司
引
と
も
い
ふ
べ
く
ま
た
剖
ｕ
を
そ
へ
て
制
剖
ｕ

矧
剖
引

矧

剖
引
ｄ
と
も
い
ふ
べ
し
　
土
佐
日
記

【下
ノ
廿
三
丁
】
「
さ
る
は
た
よ
り
ご
と
に
物
は
た
え

△



603 第 廿 三 巻

ず
得
さ
せ
た
る

【
物
ヲ
く
れ
タ
ル
コ
ト
ヲ
云
り
】
と
あ
れ
ば
さ
も
い
ふ
べ
し
　
得
じ
め
と
や

う
に
い
ふ
は
古
語
の
つ
か
ひ
さ
ま
な
り

【寝

経
も
是

二
な
そ
ら
へ
て
知
べ
し
】

○
此
巻
の
語
ふ
と
見
て
は
廿
四
巻
の
語
と
正
し
く
同
じ
さ
ま
に
聞
ゆ
め
れ
ど
こ
の
巻
な
る
は

え
緯
を
も
て
体
語
と
な
れ
り
　
そ
は
獲
を
え
も
の
と
よ
め
る
は
得
物
の
意
　
２
オ
」
う
た
ゝ

ね

ひ
と
り
ね
と
い
ひ
経

ハ
年
月
日
ノ
行
ク
事
を
来
経
と
ふ
る
く
い
へ
る
こ
れ
ら
皆
体
也

し
か
る
を
廿
四
巻
の
語
は
所
為
を
し
わ
ざ
と
い
ひ
往
来
を
ゆ
き
ゝ
な
と
い
ひ
て
い
緯
を
も
て

体
と
せ
り
　
こ
の
差
別
あ
る
を
も
て
同
じ
格
の
詞
な
ら
さ
る
を
し
る
べ
し

○
初
学
の
人
の
語
に
年
ふ
り

日
を
ふ
り
な
ど
い
ふ
を
た
ゞ
此
経

下
の
続
語
な
る
ふ
る
と
同

じ
や
う
に
お
も
ひ
あ
や
ま
り
て
年
を
経
し
事

日
を
経
し
事
の
ご
と
く
お
も
ふ
は
誤
也
　
語

の
意
は
大
む
ね
た
が
は
ね
ど
も
年
ふ
り
て
一ム
々
な
と
い
ふ
ふ
り
は
第
六
巻
　
２
ど

の
語
に
て

―
ｌ
ｌ
　
ｉｌ
ｌ
　
　
ひ
て
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フリ

ふ
り
　
ふ
る
と
い
ふ
也
旧
の
意
也
　
そ
は
或
は
古
の
意
也
　
古
姻
な
と
お
も
ふ
べ
し
　
俗
に

川
引
刹
と
い
ふ
事
多
し
　
こ
れ
に
同
じ
　
俗
に
フ‐
ノレ‐
列
或
は
フ‐

ノレ‐
ビ‐

ノレ‐
な
と
の
意
也
　
ヽ
年

を
ふ
る
事
な
か
れ
な
ど
い
ふ
は
難
な
し
　
又
「
年
ふ
れ
ハ　
ヽ
日
を
ふ
れ
ハ
な
ど
い
は
ん
も

難
な
し

【
こ
は
得
を
ヽ
え
る
事
な
か
れ
ヽ
え
れ
ば
と
い
ひ

寝
を
ヽ
ぬ
る
事
な
か
れ
　
ヽ
ぬ

れ
ば
な
ど
い
ふ
に
等
し
】
た
ゞ
り
に
通
は
せ
て
ふ
り
と
い
ふ
が
よ
ろ
し
か
ら
さ
る
也
　
も
し

ふ
り
と
も
い
は
ん
と
な
ら
は
得
も
う
り
と
い
ひ
寝
も
ね
り
と

い
は
ん
欺
　
さ
る
詞
あ
ら
ま
し

や
は
　
３
己
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（第
廿
四
巻
）

（表
オ
）

篤□

□

来□

□

語
の
小
車

憤
絲ゴ
コ
コ

（本
文
）

口
闇
□
　
　
廿
四
巻

□
日
□
　
　
廿
五
巻
　
仮
目
也

四

第
廿

〔三
〕
巻

一
轄
　
五
ｍ
　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　
　
第
廿
六
　
　
一



605 第 廿 四 巻

し
　
為

篤
　
すす

る

常
云
　
御
覧
ジ

ー
ー
ー
ズ

ー
ー
ー
ズ
ル

せ
ら
れ

し
ら
れ

所
　
け
ら
“　
　
　
有

せ
ら
る
ゝ

卜
Ｙ
リ

ス
υ
ゝ

せ
さ
せ

せ
し
め

令
　
世いけ

せ
さ
す
る

せ
し
む
る

万
十

一
ノ
十

一
丁
　
令
為
乍

宇
治
拾
遺
　
冠
フ
ト
リ
テ
キ
セ
サ
ス
レ
ド

ウ
ツ
ホ
ト
シ
ヵ
ヶ
　
一ム
々
ヲ
コ
ソ
朝
＝
「
朝
「
川

詞
の
小
車
　
第
廿
四
巻

□
日
一
口
日
一
口
Ⅲ
問
一　
体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ。
也
　
そ
は
歌
ヨ
ミ
ス
物
忌
ス
或
ハ
欲
ス

な
ど
の
す
也

::: ;:ぢ

是
ハ
別
巻
ヲ
建
ベ
シ
　
第
十
六
巻
ノ
巻
首

二
置
ン
欺

□

□

□



刻  606翻
　

書
紀
五
ノ
四
丁
　
参
来

宇
治
拾
遺
　

こヽ
ア
コ
ト
テ
ヤ
リ
タ
ル
男

一ム
々

き
　
来
　
　
１
ォ
」

来
　
く
　

　

　

　

所
　
　
　
　
　
　
有
　
　
　
　
　
　
令

く

る右
ノ
詞
卜
廿
三
巻
ノ
語
卜
同
ジ
カ
ヨ
ヒ
ザ
マ
ニ
聞

ユ
レ
ド
廿
三
な
る
は
得
物
ト
ヤ
ウ

ニ
え
緯

ニ
テ
体
卜
な
る
　
此

ハ
為
業
ト
ャ
ウ
ニ
い
緯

ニ
テ
体
ト
ナ
ル
也
　
コ
レ
ニ
准
ヒ

テ
カ
ヨ
ヒ
ザ
マ
オ
ノ
／
ヽヽ
ヶ
ヂ
メ
ア
リ

右
の
語

所
語
は
し
ら
れ
と
い
ふ
を
皆
せ
ら
れ
と
い
ひ
て
し
ら
れ
と
い
へ
る
は
見
あ
た
ら
す

「
恋
せ
ら
る
は
た

ヽ
同
じ
こ
と
こ
そ
せ
ら
れ
け
る

ヽ
独
り
哭
も
せ
ら
れ
て

【源
氏
尋
木
】

の
類
也
　
こ
れ
ら
を
俗
語
に
は
し
ら
れ
と
い
ふ
　
雅
語
は
必
せ
ら
れ
と
い
ふ
べ
し
　
有
語
は

秋
語
の
例
　
１
ゥ
」

に
ま
か
せ
て
た
り
を
添
て
し
た
り

き
た
り
と
い
ふ
　
然
れ
ど
も
も
と
よ

り
為
有
ノ
意
な
れ
は
こ
の
し
て
を
約
む
れ
ば
せ
と
な
る

ま
た
あ
を
略
キ
て
せ
り
と
い
ひ
来

司
の
割
ｄ
を
約
む
れ
は
―ナ‐
と
な
る

こ
れ
も
司
を
略
キ
て
引
列
と
は
云
也
　
こ
の
有
語

辞
と

な
り
た
り
　
こ
は
第
六
巻
の
末
に
辞
を
会
メ
て
解
た
る
所
に
委
ヱ
ム
リ
　
そ
は

ヽ
三
ッ
ハ
よ

つ
は
に
殿
つ
く
り
せ
り
な
ど
の
せ
り
也
　
又
け
り
も
こ
ゝ
な
る
は
来
有
の
意
な
れ
ど
も
辞
に

い
ふ
け
り
も
語
の
つ
ゝ
め
ざ
ま
は
同
じ
く
て

ヽ
花
は
咲
キ
け
り
は
さ
き
き
あ
リ
ト
云
ガ

／
辞

ノ

。キ
也

つ
ゝ
ま
り
た
る
也
　
此
事
も
　
２
己

第
六
巻
の
末
に
い
へ
り
　
さ
て
き
た
り

き
た
る
と
い



第 廿 四 巻

来
有

ふ
語
も
第
六
巻
に
出
て
本
語
な
れ
ど
も
も
と

ハ
こ
ゝ
の
有
語
よ
り
出
た
る
本
語
也

又
障
に

り
を
引
引
と
も
つ
ね
に
い
ふ
べ
き
な
れ
と
も
と
な
へ
わ
ろ
け
れ
バ
に
や
剖
川
引
と
い
ふ
事
を

引
引
と
い
へ
る
事

ハ
み
あ
た
ら
ず

【
辞

ニ
ハ
上

二
云
ル
如
ク
引
州
ト
ノ
ミ
イ
ヘ
リ
】
し
か
れ

ど
も
引
引
と

ハ
い
ふ
べ
け
れ
バ
こ
そ
万
葉
に
来
を
引
列
と
は
常
に
よ
み
た
れ

【
ク
ハ
シ
ク
イ

ヘ
ハ
刈
司
ト
カ
ヾ
テ
ハ
列
州
ト
ハ
ヨ
ミ
ガ
タ
キ
ニ
似
タ
レ
ト
モ
刊
列
州
卜
云
本
語

ニ
モ
ナ
ル

バ
カ
リ
ナ
ル
語
ナ
ル
ガ
ナ
ホ
万
葉

ニ
ハ
所
語
ヲ

〈
モ
〉
有
語
ヲ
モ
令
語
ヲ
モ
所

有

令
ノ
字

ヲ
署
ｌ
ア
カ
ケ
ル
コ
ト
常

ノ
例
也
】
但
シ
き
た
る
と
い
ふ
を
今
け
る
と
も
い
へ
と
に
は
あ
ら

す
　
も
と
よ
り
捨
例
と
す
べ
し
　
さ
て
有
語
し
て
　
２
置

あ
り
と
い
ふ
べ
き
を
せ
り
と
い

ひ
令
語
も
司
ｕ
司
と
や
う
に
云
ご
と
く
所
語
も
ｕ
引
劉

司
引
利
と
は
い
ふ
也
　
令
語
は

【
「
せ
さ
せ
「
せ
さ
す
ヽ
せ
さ
す
る
ヽ
せ
し
め
「
せ
し
む
「
せ
し
む
る
】
と
も
い
ふ
べ
し

か
く
い
ふ
べ
き
語
格
な
る
が
う
へ
に

ヽ
紅
葉
せ
さ
す
る
秋
は
き
に
け
り
な
ど
い
ひ

「
見
せ

し
め
と
い
ふ
事
日
本
霊
異
記
ニ
モ
見
え
た
り
　
い
に
し
へ
よ
り
今
も
い
ふ
詞
也
　
利

ハ
不
語

将
語
を
い
ふ
と
き
せ
に
よ
び
う
つ
せ
り
　
来
は
こ
に
呼
う
つ
し
て
こ
む

こ
ず
と
い
ふ
　
こ

れ
も
引
司

引
到
と
い
ふ
へ
き
を
し
か
い
ふ
は
有
語
引
引
と
は
い
は
で
剖
川
引
と
い
ふ
に
ひ

と
し
　
半
令
ハ
為
或
は
為
ヨ

来
或
は
こ
よ
也
　
３
ご
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（第
廿
五
巻
）

（表
オ
）

此
語
ハ
以
緯
卜
衣
緯
ト
ノ
ミ
ニ
ア
リ
テ
他

ノ
緯
ノ
詞
ニ
ハ

〔
ア
〕
↑
↓

ア
タ
ラ
ズ

（本
文
）

詞

つ
か
ひ
真
櫛
抄
　
第
廿
五
巻

日

□

日
[

□著
讐
等

詞

つ
か
ひ
の
抄

廿
五
の
巻

IP
一
イ

ル

一

齢粗
　
　
五
ｍ

七

第
二
十

〔一〇



常
云蹴

　
分
ル　
此
格
ナ
ル
ベ
シ

（貼
紙
の
下
に
）

町
蹴
‐―イィン
一

万
葉
四
ノ
十
七
丁
　
着
世
流
衣
之
一ム
々

常
云
　
胡
蝶
十

一
丁
　
似
ル
ト
ハ
ナ
ケ
レ

ド
云
々
　
土
佐
日
記
上
四
丁
　
我

二
似
べ

キ
ハ
誰
ナ
ラ
ナ
ク
ニ

万
葉
十
ノ
十

一
丁
　
採
而
煮
良
思
文

所

有

所

有

万
葉
十

一
ノ
廿
四
丁
　
招
衣
着
有
跡
夢
見
津

所
　
　
　
　
　
　
有
　
　
　
　
　
　
令

所

有

所
　
　
　
　
　
有
　
　
　
　
　
令

１
オ
」

所

有

所

有

所

有

609 第 廿 五 巻

顧

カカ
ヘヘ

リリ

ル

鐸射煮

見 簸 干 煮 似 著 射 錆
⌒

続 用 体

⌒   ⌒   ⌒   ⌒   ⌒   ⌒   ⌒

み み ひ ひ ひ ひ に に に に き き い い い い

△
令

△
T●

△
令

又
十
五
ノ
廿
丁

許
能
安
我
該
流

十
五
ノ
廿
九
丁

ヒ
ト
リ
ノ
ミ
キ
ヌ
ル

衣
乙
ム
々

廿
ノ
廿

一
丁

楓
世
之
己
呂
母
ホ



０
　

書
紀
四
ノ
八
丁
　
急
居
　
克
岐
干

常
追
考
　
般
　
和
名
　
為
流
　
注

二
船

著
り
沙
二
不
レ行
也

散
木
集

二
　
一ム
々
ト
リ
カ
ヒ
上

ム
所
に
て

船
の
ゐ
て
一ム
々
　
ヰ
リ

ヰ
ル
欺
卜
疑
ヘ
リ

シ
ヲ
舟
ノ
ヰ
テ
ト
ア
ル
ニ
テ
ヰ

ヰ
ル
ノ

コ
ト
明
也

居率

ｏ

糸

ノ

コ

ト

ニ
云
詞試率

⌒  ⌒  ⌒  ⌒  ⌒

ひ ひ 「Uて]ヘ ヘ ゐ ゐ ゐ ゐ
き  き |ゝ  ゝ| る     る    る

,ゐ 1象 象|

|る  |

所 所 所 所 所
l

ウ

∧
令 Tl

有有有有有

右
の
詞
と
も
り
と
は
通
ふ
こ
と
な
き
を
俗

二
弓
ノ
コ
ト
ニ
就
テ
射
り

〔射
ル
ト
ヤ
ウ
ニ
〕
テ

云
々
ナ
ド
云
ハ
俗
語
也
　
俗
語
卜
云

ヘ
ド
モ
他

ハ
然
云
フ
コ
ト
ナ
シ

○
源
氏
真
木
柱
ノ
巻

【
十
五
丁
オ
】

ひ
と
り
を
取
よ
せ
て
殿
の
う
し
ろ
に
よ
り
て
さ
と
い
か

け
給
ふ
ほ
ど
云
々
と
あ
る
細
流
ノ
注
に
沃
懸
ト
ア
リ
　
此
ノ
沃
も
今
此
巻
の
詞
な
る

〔
へ
く
お

も

へ
と
万
葉
に
沃
〕
か
　
さ
ら
ば
沃

【
イ

イ
ル
】
卜
云
ベ
シ
　
活
ま
ア
ハ
ウ
ト
モ
い
ふ
べ
し

居
を
ウ
と
い
ふ
例

二
同
じ

【
居
ヲ
ウ
ト
云
フ
ハ
日
本
紀

二
急
居
ヲ
ツ
キ
ウ
ト
ヨ
メ
リ
】
此
例
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書
紀
四
ノ
八
丁
　
市
乾
鹿
文
　
乾
此
云
賦

着
ヲ
ケ
ト
云
ハ
此
部
ノ
詞

ニ
テ
ハ
見
ヲ
メ

ト
云
二
通
用
ノ
格
同
ジ
　
サ
テ
見
ヲ
メ
ト

云
タ
ル
ハ
長
見
ナ
ド
ノ
類
也

ヲ
以
・芸

Ｆ

キ

ハ
鋳

射
ヲ
モ
ウ

似

煮

ヲ
ヌ

干

簸

ヲ
フ

見
Ｚ

率
ヲ
ウ
ト
一天

キ

ヲ
然
い
へ
る
事
な
け
れ
ば
此
例
ヲ
な
べ
て
に
は
お
よ
ほ
し
か
た
し
　
但
し
沃

居
は
う
と
通

ふ
処
別
チ
ナ
レ
バ
此
部
ノ
詞
に
は
あ
ら
ぬ
に
や
　
猶
よ
く
考
ふ
べ
し
　
２
己

但
シ
千
ヲ
フ
ト

云
シ
例

ハ
日
本
紀

ニ
イ
チ
フ
カ
ヤ
ト
云
フ
ニ
乾
ト
カ
ケ
リ
　
コ
レ
ハ
上

二
云
ル
沃

居
ヲ
ウ

ト
モ
云
ル
例

二
同
ジ
ク
聞
ユ
　
又
古
事
記
歌

二
冬
木
ノ
ス
ト
ァ
ル
ハ
冬
木
似
ス
也
　
コ
レ
ハ

ヒ　
　
　
ホ　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
‐‐ソ

千
ヲ
千
ス
ト
云
例

二
通
ヒ
テ

○
着

ハ
ケ
ト
モ
云
　
万
葉

・五
ロ
セ
コ
ガ
着
世
流
衣
ノ
針
目
不
落
ト
ョ
メ
リ
　
今
本
に
は
「
セ‐

ノレ‐
卜
訓
タ
レ
ド
モ
古
事
記
歌

二
我
ケ
セ
ル
衣
ノ
ス
ソ
ニ
月
立
キ
ケ
リ
ト
ア
ル
ニ
同
じ
ケ
レ
バ

引

セ‐

ノレ‐
卜
訓
ベ
シ
　
衣
服
ヲ
御
ケ
シ
ト
云

ヘ
バ
ケ
ト
云
ベ
キ
理
り
有
リ
　
サ
テ
ケ
セ
ル
ト
ハ

引

シ‐

ァ‐

ノレ‐
卜
云
意
有
語
ノ
意
也
　
其
例
は
帯
刀
ヲ
有
語
ノ
用
語

二
云
フ
ト
キ
ハ
カ
セ
ル
太
刀

ト
ヤ
ウ
ニ
云
ガ
如
シ
　
コ
レ
モ
ハ
カ
シ
ア
ル
ト
云
意
也

○
糸

〔
こ

〈
ノ
コ
ト
ニ
〉
就
テ
ヘ‐

へ‐

ノレ‐
卜
云
詞
姑
ク
此
部
ノ
詞
ト
シ
テ
挙
タ
レ
ド
モ
猶
考
ふ

へ
き
事
也
　
そ
は
此
部
の
詞

鋳

射

著

似

煮
等
皆
い
緯
ノ
語
な
る
を
此

ヘ
　
ヘ
ル
ノ
ミ
え

緯
ノ
詞
な
る
は
心
ゆ
か
ず

○
試

ハ
心
見
ノ
云
語
意

ニ
ヤ

又
ハ
心
卜
云

ニ
ミ
ノ
車
語
ヲ
ソ
ヘ
テ
心
ミ
ト
ハ
云
ニ
ヤ

考
フ

ベ
シ
　
心
見
ノ
意
ナ
ラ
バ
コ
ヽ
ロ
ミ

コ
ヽ
ロ
ミ
ル
ト
云
フ
ベ
ク
コ
ヽ
ロ
ム
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ

ズ
　
２
己

若

コ
ヽ
ロ
ム
ト
云
ン
ト
キ

ハ
見
モ
劇

ム‐

ノレ‐
卜
云
フ
ベ
キ
コ
ト
也
　

ミヽ
ノ
車
語
ヲ
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ソ
ヘ
タ
ル
ナ
ラ
バ
ム
ト
云
ベ
シ
　
ソ
ハ
第
二
巻
車
語
ノ
部

二
出
セ
ル
赤
ミ

赤
ム
な
ど
の
見

に
同
じ
け
れ
ば
也
　
又
云
姑
ク
車

ノ
ミ
ト
シ
テ
コ
ヽ
ロ
ミ

コ
ヽ
ロ
ム
ト
云
フ
ニ
コ
レ
ヲ

〔
コ
ヽ
ロ
ム
〕
コ
ヽ
ロ
ム
ル
ト
云
ハ
誤
也
　
コ
ヽ
ロ
メ
ト
イ
ハ
ヾ
コ
ヽ
ロ
ム
ル
ト
モ
云
フ
ベ
キ

ヲ
ミ
ト
イ
フ
カ
ラ
ハ
コ
ヽ
ロ
ム
ト
云
テ
必
ム
ル
ト
ハ
イ
フ
ベ
カ
ラ
ヌ
語
也
　
〔土
（は
〕
上
稀
四

挙
当

及
バ
ズ

○
万
葉
ノ
歌

二
立
ト
モ
座
ト
モ
ト
ア
ル
ハ
タ
ツ
ト
モ
ウ
ト
モ
ト
ヨ
ム
ベ
シ

○
似
ヲ
漢
籍
訓

二
似

二
不
レ能
讐
口者
・ト
ヨ
メ
ル
ハ
ニ
ヲ
於
緯
ノ
ノ
ニ
通
ハ
セ
タ
リ
　
此
レ
ハ

此
部
ノ
語
に
て
例
を
い
ふ
に
居
を
居
ト
モ
云
二
同
ジ

○
所
語
ヲ
釈
′
一
鋳
ノ
如
キ
ハ
い
ら
れ

い
ら
る
卜
い
ふ
べ
し
　
射
モ
然
い
ふ
べ
き
を
万
葉

ニ

天
雲
ノ
行
之
マ断

猥
所ィ
射ュ
宋
乃
一ム
々

又
所ィ
射ュ
艦
乎フ
謬
溺
悲
之ノ
・ム
々

コ
レ
ヲ
劉

ノレ‐‐
刻

、――

ト
ヨ
メ

ル
ハ
悪
シ
　
斉
明
紀

二
伊
喩
之
々
乎
都
那
遇
何
播
杯
能
ト
ア
ル
仮
字
書
キ
ヲ
照
ラ
シ
テ
倶

ニ

イ
ユ
シ
ヽ
ト
ヨ
ム
コ
ト
也

　
コ
ノ
イ
ュ
ハ
所
射

ニ
テ
射
ラ
レ
タ
ル
鹿
猪
ヲ
云
　
所
見
ヲ
ミ
ユ

ト
云

二
同
シ
　
伏
窃

ニ
イ

ユ
シ
ヽ
卜
云
テ
ハ
ル
ノ
言
脱
テ
聞

ユ
　
必
イ
ユ
ル
シ
ヽ
卜
云
ハ
ザ

レ
ハ
語
ヲ
ナ
サ
ズ
　
古
語

ニ
ハ
　
３
こ

カ
ク
ル
ヽ
岳
卜
云
ヲ
カ
ク
ル
岳

ナ
カ
ル
ヽ
何
卜
云

ヲ
ナ
カ
ル
何
ト
ヤ
ウ
ニ
云
タ
ル
例
ア
レ
バ
今
も
此
例
に
や

覚
束
な
し

○
煮

ハ
ニ
エ
　
ニ
ユ
ヲ
所
語
ト
ス
ベ
シ
　
ヽヽ
ヽ
エ

ミ
ユ
ノ
格

二
同
シ

○
見

ハ
上

二
云
ル
如
′
ヽヽ
エ

ミ
ユ
ト
云
　
又
ミ
ラ
レ

゛
ヽ
ラ
ル
ト
ニ

ム



テ
ラ
ス

ー

ハ
一
重
也

テ
ラ
サ
ス

ー

ハ
一
一重
也

令
語
・ス

一
重

ニ
ム
上

一重

ニ
ム
フ
ト

ノ
ニ
ッ
ア
リ

（付
箋
）
春
房
云
　
煮
ス
ト
云
詞
土
佐
日

記

ニ
ア
リ
シ
カ
ト
覚
ユ

（現
十
冊
改
装
本
第
九
冊
）

（第
廿
六
巻
）

（表
オ
）
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ウ沃イ ○
有
語

ハ
大
む
ね
皆
た
り
と
い
ふ
　
鋳
た
り

射
た
り

著
た
り

似
た
り
の
類
也

○
令
語
は
鋳

ハ
鋳
さ
せ

射
も
射
さ
せ

射
さ
す
と
い
ふ
べ
き
に
著

ハ
き
さ
せ
と
も
い
ひ
ま
た

き
せ

き
す
る
ト
モ
云
フ
　
似
も
是
に
同
じ
く
似
セ

似
ス
と
云
　
贋
ヲ
ニ
セ
ト
ヨ
ム
ハ
令
レ

似
ノ
意

ニ
テ
其
物

ヲ
シ
テ
其
物

二
似
セ
シ
ム
ル
コ
ト
也
　
煮

ハ
ニ
セ

ニ
ス
上

ム
コ
ト
ナ
ク

シ
テ
只
煮
さ
せ

煮
さ
す
と
い
ふ
　
千

ハ
ヒ
シ
メ

ヒ
シ
ム
ト
云
　
又
千
さ
せ

千
さ
す

千
さ

じ
め

干
さ
し
む
と
も
い
ふ
べ
し
　
師
ノ
説

二
〔
百

万
葉
玉
ノ
緒
琴
潮
ヲ
干
シ
ム
ト
云

コ
ト

ノ
説
」
【本
書
依
テ
委
ク
此

二
書
ベ
シ
】
こ
れ
も

一
重
卜
二
重
と
の
け
ち
め
を
以
て
論
す
る
と

き
は
干
さ
し
む
も
難
な
ら
ず
　
３
己

書
紀
皇
極
十
八
丁

流

汗

沃

身
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――――――¬

（一日一）

ア

ヲ
カ

ラ

ン

ア

ヲ
カ

ラ

バ

書
紀
五
ノ
四
丁
　
参
来

万
葉
十
八
ノ
廿
丁

末
為
之
和
我
世
乎
　
　
　
　
　
　
廿
ノ
十

一
丁

マ
ヰ

マ
ウ
ト
云
詞
也

コ
レ
又

一
巻
ノ
語
ト
ス
ベ
シ

安
礼
婆
麻
為
許
牟

参
　
来

廿
ノ
樹
二
丁

麻
為
三
根
麻
之
乎

ヒ
キ
ヰ

ヒ
キ
ウ
　
ナ
ル
ベ
シ

栞
廿

一
丁

ゾ
　
　
第
二
音

コ
ソ
　
第
四
音

○
語

つ
か
ひ

第
廿
六
巻

（本
文
）

詞
づ
か
ひ
　
第
廿
六
巻

日

□

□

輻
　
語

第
二
十

皇
モtノ｀

居（「　剛颯一審か
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ア
ヲ
カ
ラ
ズ
ノ
ル
イ

コ
レ
ハ
ア
ヲ
ク
ア
ラ
バ

ア
ヲ
ク
τ
フ
ン
ノ
約
ナ
レ
ハ

ア
ヲ
ク
ノ
内

二
掃
ス

ア
ヲ
ケ
レ
バ

ア

ヲ

ケ

レ

ド

コ

レ

モ

ア

ヲ

ク

ア

レ

ド

ア
ヲ
ク
ア
レ
バ
ノ
約
ノ
転
也

１
オ
」

体
　
ｏ
あ
を

切

ｏ
あ
を
し

用
続

ｏ
あ
を
く

用
続

ｏ
あ
を
き

‐
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ　
　
　
　
　
　
‐‐
‐
‐
‐
　
　
　
　
　
　
ｏ
は

○
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ

【
し
を
物
を

い
ひ
定
ム
る
辞
な
る
事
は
廿
七
巻

二
委
ヱ
ム
ベ
し
】
ま
た
く

き
の
車
　
１
ォ
」
を
そ
ヘ

ー
ー
ー

ー
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

て
あ
を
く

あ
を
き
と
い
ふ
也
　
す
べ
て
此
巻
は
第
廿
六
巻
と
よ
く
照
ら
し
合
せ
て

心
得
べ
し
　
た
が
ひ
に
ま
が
ひ
や
す
き
語
格
也
　
又
此
巻
と
二
十
七
巻
と
の
語
は
所

有

令
に
わ
た
ら
す

ｏ
次
下
の
語
ど
も
に
も
あ
を

あ
を
し

あ
を
く

あ
を
き
と
い
ふ
四
ッ
の
別
レ
を
書
の

せ
ま
ほ
し
け
れ
ど
わ

つ
ら
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て
も
ヽ
阿
那
貴
ヽ
阿
那
恐
な
ど
い
へ

り
】

こ
れ
ら
の
ご
と
く
劃
ｕ
と
も
司
剖
と
も
い
は
ず
た
ゞ
冽
日
劇

州
洲
刹
と
は
い
ふ
也
　
彰

と
い
ふ
は
青
し
と
い
ふ
語
の
し
を
暑
キ
て
い
ふ
也
と
や
う
に
心
得
る
は
語
の
本
末
を
し
ら

ぬ
誤
也

○
「
山
高
み
見

つ
ゝ
わ
が
こ
し
桜
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
な
ど
よ
め
る
山
高
み
の

み
は
山
た
か
く
し
て
と
も
心
得

俗
に
山
の
高
さ
に
と
も
心
得
る
辞
也
　
又
「
春
の
き
る

霞
の
衣
ぬ
き
を
う
す
み
と
よ
め
る
は
緯
の
薄
さ
に
山
風
に
み
た
る
ゝ
也
　
或
は
ヽ
天
の

２３
オ
」
川
あ
さ
瀬
し
ら
な
み
た
と
り

つ
ゝ
「
夜
を
さ
む
み
衣
雁
か
ね
鳴
な
へ
に

「
風
吹
ヶ

ば
落
る
も
み
ち
葉
水
清
み

そ
の
外
ヽ
風
を
い
た
み
ヽ
風
は
や
み
ヽ
月
清
み
「
草
し
け
み

ヽ
道
と
ほ
み
ヽ
う
ら
わ
か
み
な
ど
い
ふ
み
ノ
言

皆
上
に
い
へ
る
山
高
み
に
同
じ
意
な
る

み
也
　
此
み
を
そ
へ
て
然
る
意
に
な
る
語
は
此
巻
と
廿
七
巻
と
の
語
に
限
れ
り
　
他
の
巻

の
語
に
此
み
を
そ

へ
て
い
ふ
事
な
し
　
考

へ
見
べ
し

【
上
に
い
へ
る
ヽ
浅
瀬
し
ら
波
も

白
波
に
云
懸
ヶ
た
る
に
て
語
の
意
は
浅
瀬
知
無
也
　
無
は
此
廿
六
巻
の
語
也
　
万
葉
の
歌

に
ヽ
せ
ん
す
べ
を
な
み

或
は
ヽ
塩
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み
な
ど
よ
め
る
な
み
に
同
じ
】

二貝

留
ぽ
ど
此
巻
の
語
に
て
川
劃
ｄ
引

力ゝｌ
ｕ
　
　
２３
己

こ‐
冽
と
い
ひ
て
上
に
い
へ
る
如
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ｏ
万
葉
十
七
ノ
廿
七
丁

気
美
登
批
久
々
鷲

云
々

八
ノ
廿
九
丁
　
夏
ノ
野
乃
繁
見
丹
開
有
姫

由
理
乃

（宣
）
コ
ヽ
ヘ
カ
ャ
ウ
ニ
歌
ヲ
全
ク
引
ク
ハ

ア
マ
リ

コ
ト
パ
ヽ

シ
ク
テ
イ
カ
ヾ
也

コ
ヽ
ハ
タ
ヾ
其
語
ヲ
一
句
出
セ
バ
ヨ
ク
聞

ユ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
　
ヽ
袖
ヒ
チ
テ

ヽ
春
カ

ケ
テ
ナ
ド
ノ
如
シ
ト
云
テ
ア
ル
ベ
シ

波ハ

流ル

乃ノ

野ヌ

能ノ

之シ

く
川
劃
ｄ
剖
―こ―

洲
―
′
―
到
コ
創
Ч
と
い
ふ
意
に
は
な
り
が
た
き
語
あ
れ
ど
も
こ
れ
は
川
劃
ｄ

み

た
ふ
と
む

か
し
こ
み

か
し
こ
む
と
い
ふ
第
五
巻
の
語
也
　
よ
く
わ
き
ま
ふ
べ
し

猶
此
事
は
下
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し

○
又

一
ッ
み
の
辞
を
そ
ふ
る
あ
り
　
た
と
へ
ば
草
の
し
け
き
処
を
さ
し
て
判
の‐
ｕ
引
冽
と

い
ふ

【繁
も
と
よ
り
此
巻
の
語
也
】
是
は
俗
語
に
は
殊
に
多
キ
格
に
て
痛
む
処
を
さ
し
て

緋

洲

詞

ぎ

省

管

駆

銑

踊

輛

隼

警

善

み

青

響

ａ

赤
み
な
と
い
へ
り
　
２４
オ
」
是
も
此
巻
の
語
に
の
み
い
ふ
辞
也

【可
川
引
或
は
―こ‐
洲
冽
の
類

第
五
巻
の
体
語
也
と
も
い
ふ
べ
け
れ
ど
酬
引
な
ど
は
引
司
と
い
へ
る
事
な
き
を
如
此
引
冽

と
は
い
ふ
な
れ
ば
此
ノ
例
に
入
レ
て
心
得
べ
し
】

○
す
べ
て
て
と
い
ふ
辞
は
い
緯
と
え
緯
と
を
承
る
が
定
ま
り
に
て
他
の
緯
よ
り
つ
ゞ
く
事

な
し
　
其
例
を
い
は
ん
に

「
袖
ひ
ち
て
結
ひ
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん

「
梅
か
え
に
き
ゐ
る
鶯
春
か
け
て
鳴
ヶ
ど
も
い
ま
た
雪
は
ふ
り
つ
ゝ

亀
心
さ
し
ふ
か
く
そ
め
て
し
を
り
け
れ
ば
消
あ
へ
ぬ
雪
の
花
と
み
ゆ
ら
ん

ヽ
花
の
か
を
風
の
た
よ
り
に
た
く
へ
て
そ
鶯
さ
そ
ふ
じ
る
べ
に
は
や
る
　
２４
２

０

０
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
Юヽ
Ｏ

「
梓
弓
を
し
て
春
さ
め
け
ふ
ふ
り
ぬ
あ
す
さ
へ
ふ
ら
ば
若
菜
摘
て
ん

「
春
日
野
の
若
菜

つ
み
に
や
白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
人
の
行
ら
む
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曾

一）
右

ノ
歌

〈
ド
モ
〉

ッ
三

ッ
引
引

ベ

シ

ヘ
ハ
二

「
青
柳
の
糸
よ
り
か
く
る
春
し
も
そ
み
た
れ
て
花
の
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
る

「
春
か
す
み
た

つ
を
見
す
て
ゝ
行
雁
は
花
な
き
さ
と
に
住
や
な
ら

へ
る

ヽ
鶯
の
か
さ
に
ぬ
ふ
て
ふ
梅
の
花
を
り
て
か
さ
ゝ
ん
老
か
く
る
や
と

劇
川
ｄ
封
の
て
は
劇
劇
ｄ
劇
刷
と
い
ふ
事
の
約
り
た
る
が
転
れ
る
て
な
れ
ば
別
な
る

事
論
な
し

「
よ
そ
に
の
み
あ
は
れ
と
そ
み
し
梅
花
あ
か
ぬ
色
香
は
を
り
て
也
け
り
　
２５
己

如
此
い
緯
と
え
緯
と
を
承
た
り
　
こ
れ
は
皆
古
今
集
の
歌
な
れ
ど
も
古
今
集
に
は
限
ら
す

歌
は
も
と
よ
り
に
て
物
語
書
ど
も
の
語
も
此
格
に
た
が
へ
る
は
百
に

一
ッ
も
あ
る
事
な
し

【
又
て
と
い
ふ
辞
は
上
の
幅
訂
を
受
て
下
の
に
き
を
起
す
辞
な
れ
は
ヽ
袖
ひ
ち
て
と
い
へ

ば
結
び
し
と
い
ひ

「
春
か
け
て
の
詞
は
い
ま
た
壺
あ

ふ
る
と
い
ふ
意
を
起
せ
り

さ
れ

０
と

バ
て
は
い
ひ
て
は
下
に
必
其
意
を
結
ぶ
へ
き
事
也
　
ツ」
れ
も
お
の
づ
か
ら
な
る
語
づ
か
ひ

の
定
マ
リ
な
れ
ば
し
か
せ
ん
と

つ
と
め
ね
ど
も
多
ク
ハ
た
か
は
ぬ
物
な
る
を
初
学
の
人
の

歌
に
は
て
と
い
ひ
て
其
意
を
む
す
ば
ぬ
歌
も
を
リ
ノ
くヽ

あ
る
事
也
　
よ
く
心
得
べ
し
】
し

か
る
を
此
廿
六
巻
と
廿
七
巻
の
語
ど
も
は
う
緯
よ
り
承
ク
る
也
　
「
う
す
く
て
一ム
々
【
い
せ

物
か
た
り
に
ヽ
故
里
に
い
と
は
し
た
な
く
て
な
ど
い
へ
る
此
類
也
】

「
う
と
く
て
　
２５

ゥ
」
「
う
ま
く
て
一ム
々
「
う
る
さ
く
て
一ム
々
「
お
そ
く
て
一ム
々
と
い
ひ

【
以
上
此
巻
の
語
也

以
下
廿
七
巻
の
語
也
】
或
は
ヽ
あ
し
く
て
云
々
ヽ
あ

つ
し
く
て
一ム
々
「
あ
は
し
く
て
一ム
々
「
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含
口一）

コ
ヽ
へ
後
世

ノ
歌

ヲ
多
ク
引
ク
モ

イ
カ
ヾ
也
　
ヽ
オ
モ
ホ
エ
デ
　
ヽ
カ
ハ
ラ

デ
ナ
ト
ノ
如
シ
ト
云
テ
ア
ル
ベ
シ

あ
や
し
く
て
一ム
々
ヽ
あ
た
ら
し
く
て
一ム
々
と
い
ふ

【
か
な
し
う
て

お
も
し
ろ
う
て
な
ど
の

う
は
く
の
音
便
な
れ
ば
や
が
て
此
格
に
同
じ
】
あ
や
し
く
定
ま
り
た
る
事
な
り

【
「
哀
と

も
い
ふ
べ
き
人
は
お
も
ほ
え
で
な
ど
い
へ
る
ハ
で
と
濁
り
て
承
ク
る
格
も
是
は
あ
緯
と
え

緯
と
を
受
る
が
定
ま
り
也
　
新
後
恋
五
ヽ
と
は
す
な
る
人
の
か
た
み
と
な
く
さ
め
ん
か
は

ら
で
や
と
れ
袖
の
月
か
け
　
新
勅
「
み
し
ま
江
の
玉
江
の
ま
こ
も
か
り
に
だ
に
と
は
で
は

ど
ふ
る
五
月
雨
の
空
　
続
拾
夏
ヽ
い
に
し

へ
の
た
か
な
ら
は
し
に
ほ
と
ゝ
き
す
ま
た
で
は

き
か
ぬ
初
音
な
る
ら
ん
　
新
古
夏
「
さ
く
ら
麻
の
お
ふ
の
下
草
し
け
れ
た
ゞ
あ
か
で
別
レ

し
花
の
名
な
れ
ば
　
千
載
夏
「
時
し
も
あ
れ
水
の
み
こ
も
を
か
り
あ
げ
て
ほ
さ
で
く
た
し

つ
五
月
雨
の
空
　
右
の
ご
と
く
い
緯
と
え
緯
と
を
　
２６
こ

う
く
　
又
或
は
「
待
人

ハ
来

で
な
ど
や
う
に
い
ふ
は
此
格
に
た
か
ひ
た
れ
ど
こ
は
引
対
と
い
ふ
べ
き
を
こ‐
ｄ
と
は
い
ヘ

る
也
　
す
べ
て
此
ノ
来
の
言
の
事
は
い
た
く
例
あ
る
事
也
　
く
は
し
く
は
第

□

巻
来
語

の
処
に
い
へ
り
　
ｏ
で
と
い
ふ
辞
は
ず
し
て
の
約
り
た
る
也
　
か
は
ら
で
卜
い
ふ
は
か
は

引
洲
ｕ

て‐

の
意

司
国
「
と
い
ふ
は
ｄ
ｌま―
到
ｕ

て―

の
意

劃
川
「

ハ
劃
日
調
引

て―

の
意
也

万
葉
集
の
例
に
て
は
右
の
詞
ど
も
ゝ
「
お
も
ほ
え
ず
て
ヽ
か
は
ら
ず
て
ヽ
と
は
ず
て
ヽ
ま

た
ず
て
ヽ
あ
か
ず
て
と
や
う
に
ず
の
言
を
入
レ
て
い
ふ
也
　
万
葉
の
風
を
し
た
ひ
て
歌
よ

コ
ロヽエ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ　
　
ｌ
ｌ
‐‐．⊂

ま
ん
輩
は
必
よ
く
意
得
置
へ
き
事
也
　
如
此
万
葉
に
は
ず
て
と
よ
み
た
れ
バ
で
は
ず
て
の

い
ふ
辞
の
客
か
り
た
る
也
と
も
い
ふ
べ
け
れ
ど
ず
は
う
緯
の
音
な
れ
ば
て
に
つ
ゞ
く
べ
き
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例
な
し
　
ず
し
て
の
意
と
見
て
お
だ
や
か
也
　
古
今
集
の
比
に
も
ヽ
身
に
い
た
つ
き
の
い

る
も
し
ら
ず
て

或
は
ヽ
め
に
は
見
え
ず
て
音
の
さ
や
け
さ
な
と
よ
め
り
　
又
か
く
て

云
々
と
い
ふ
も
如
此
し
て
と
い
ふ
し
を
署
け
る
也
　
俗
語
に
―こ‐
「
と
い
ふ
事
を
つ
ゝ
め
て

で
と
い
ふ
事
い
と
多
し
　
ヽ
手
に
て
す
る
を
「
手
で
一ム
々
す
る

ヽ
日
に
て
い
ふ
を
ヽ
口

で
い
ふ

「
足
に
て
あ
り
く
を
ヽ
足
で
あ
り
く
と
云
へ
り
　
こ
れ
ら
は
て
と
い
ふ
辞
の
事

を
い
へ
る
序
に
い
ふ
也
】

２６
２

０
此
廿
六
巻
の
語
に
力ゝ‐
割
ｄ
引
こ―

剖
引
司
司
倒

引
引
引
利
引
の
車
辞
を
添
て

瀧
ヵ

セ
タ

ル
ハ
各
本
語
と
な
れ
り
　
洲
割
列
Ｎ
明
司
の
車
は
や
が
て
此
巻
の
ご
と
く
青
と
い
ふ
を
冽
引

０

冽
日
割

回
刑
と
い
ふ
を
回
刑
久

回
刑
制
と
活
セ
リ
　
創
刻
剰
Ⅶ
悧
制
の
車
を
添
へ
た
る

は
第
五
巻
ノ
語
卜
な
り
て
冽
ｄ
引

州
ｄ
司

司
力、―
引

司
洲
司
と
い
ひ
引
引
引
劉
引
の
車

添
ヒ
た
る
は
第
六
巻
の
語
と
な
り
て
冽
洲
列

冽
洲
引

国
ｄ
引

―まｌ
ｄ
利
と
や
う
に
い
へ

り
　
【
万
葉
に
ヽ
島
山
に
あ
か
る
橘
な
ど
よ
め
る
も
此
あ
か
る
也
】

又
い
は
く
廿
七
巻
の

語
大
暑
此
巻
の
詞
づ
か
ひ
　
２７
オ
」
に
似
た
る
か
た
あ
れ
と
も
廿
七
巻
の
語
に
は
力、‐
劃
ｑ

胡釧
引
の
車
と
劃
潤
劇
釧
綱
制
の
車
と
を
そ
へ
て
い
ふ
の
み
に
て
引
測
劃
釧
引
列
の
車
を
添
ｒ
ア

い
ふ
事
な
し

○
け
き
と
い
ふ
辞
を
そ
へ
て
多
キ
を
お
ほ
け
き
或
は
う
け
く

つ
ら
け
く
な
と
い
ふ
は
此

巻
の
語
と
廿
七
巻
の
語
と
に
限
れ
り

【古
今
集
に
ヽ
ま
め
な
れ
ど
何
そ
は
劃
―ナ‐
ｑ
か
る
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（現
十
冊
改
装
本
第
十
冊
）

（第
廿
七
巻
）

（表
オ
）

○
語

つ
か
ひ

か
や
の
み
た
れ
て
あ
れ
と
冽
ｕ
引
制
も
な
し
此
ノ
類
也
　
吉
は
廿
六
巻
ノ
語

悪

ハ
廿
七

巻
ノ
語
也
】
猶
此
事
は
第
二
巻
引
ｑ
と
い
ふ
語
を
あ
つ
め
た
る
処
に
委
ク
い
へ
り
　
考
ヘ

〈
ロ
ス
ベ
し
　
２７
ウ
」

○
歌
の
と
ぢ
め
に
或
は
「
某
の
さ
や
け
さ

【古
今
集
に
ヽ
秋
は
き
を
し
か
ら
み
ふ
せ
て
鳴

鹿
の
め
に
ハ
み
え
す
て
音
の
さ
や
け
さ
の
類
也
】
「
某
の
た
ふ
と
さ

或
は
「
某
の
わ
び

を

し
さ

【後
撰

あ
ふ
は
か
り
な
く
て
の
み
ふ
る
わ
が
恋
は
人
目
に
か
く
る
事
の
わ
び
し
さ

の
類
也
】
「
某
の
か
な
し
さ
と
い
ひ

又
さ
ひ
し
き
事
を
さ
し
て
ヽ
さ
ひ
し
さ
と
や
う
に

云
へ
り

【
「
山
さ
と
は
冬
そ
割
洲
ｕ
剖
増
り
け
る
と
よ
め
る
な
ど
是
レ
也
】
こ
れ
も
此
巻
と

廿
七
巻
と
の
語
に
の
み
い
ふ
事
な
り
　
２８
オ
」

第
廿
七
巻

穀
　
語

第
二
十

八 九
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（一日一）

ア
シ
カ

ラ

ン

ア
シ
カ

ラ
ズ

ア
シ
ケ

レ
バ

ア
シ
ケ

レ
ド

コ
レ
ラ

ノ
カ

ヶ

ナ
ド

ハ

ラ
ン

ヽ
ア
シ
ク
ア
レ
バ

ヽ

ア

シ

ク

ア

ナ
ト
ノ
約
ナ

（本
文
）

詞
づ
か
ひ
　
第
廿
七
巻コト

パ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コト
パ　
オ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェハ

此
ノ
廿
七
巻
の
語
は
大
む
ね
廿
六
巻
の
語
に
同
じ
き

つ
か
ひ
ざ
ま
な
れ
ど
も
廿
七
巻

の
語
は
あ
を
と
い
ひ
あ
を
し
と
い
ふ
し
の
辞
ンス
」
き
て
き
に
な
る
也
　
そ
は
冽
ｄ
ｕ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
是
　
然
ル
・ス
一じ
　
コヽ
ハ　
　
　
　
　
ｏ　
　
ンカ
ウゴ
　
　
　
　
ク
シ
テ
い
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ひ
な
ま
／
ヽ
し
身
を
や
く
と
き
は
け
ふ

り
お
ほ
か
る
も
の
に
そ
有
け
る
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は  は  は  は               の
な れ か  え        ろ

tttt   t   ど
３４
ウ
」
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O O O OO0000 Ｏ
ひ
が
／
ヽ
し
　
　
３５
オ
」

ｏ
ひ
ね
／
ヽ
し

ｏ
ひ
と
／
ヽ
し

ｏ
び
ゞ
し

ＯＯｏ
ふ
く
／
ヽ
し

３５
ウ
」

ｏ
ほ
れ
／
ヽ
し
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ｏ
ほ
と
／
ヽ

し

００ｏ
ま
か
／
ヽ
し

ｏ
ま
め
／
ヽ
し

ｏ
み
ち
／
ヽ

し

ｏ
み

つ
／
ヽ
し

０
　
　
　
　
３６
ウ
」

０００ｏ
む
く
／
ヽ
し

ｏ
む
ね
／
ヽ
し

常
追
考
　
大
和
物
語

３６
オ
」

0000
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00000000000000000

や        も        め
つ        の

∫      』 t
ゝ

‐
し

３７
オ
」
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00000000000常 o o o o o o

わ わ        わヽら  よ加 ょ ょ     ゅ ゅ
か い         いヽう  ろ そ そ      ゝ ゑ

tt   ど∫ :[t  
し

t

松
風
廿
丁
オ

宣
命
　
与
呂
許
保
志

３８
オ
」
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３９
オ
」

００ＯＯ００
　
　
　
　
　
３９
ウ
」‐―

―
―
―
―
Ｉ

　

　

Ｂ

豚

　
　

　
　

　

ん
　

　

ｏ

Ｏ
此
巻

の
語
あ

つ
し

あ
は
し
な
ど
は
厚
　
淡
卜
い
ふ
を
活
セ
て
と
て
し
を
加

へ
た
る
に
て

其
例

の

一
ッ
也

【
厚
と
い
ふ
に
し
を
加

へ
た
る
也
と
心
得
る
事
は
下

に
く
は
し
く
い
ふ
べ

し
】
ニ
ッ
に
は
い
つ
く
と

い
ふ
く
を
か
に
呼
換

へ
し
を
加

へ
て
い

つ
か
し
と
は
い
ふ
也
　
さ

０
　
　
‐‐
‐
‐
　
　
　
０
　
　
‐‐
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
ナ
ル
奮
３

て
く
は
う
緯
の
音
か
は
あ
緯
の
音
也
　
す
べ
て
本
語
に
て
う
緯
の
語
を
此
巻
の
格
に
活
ス

に
は
確
師
の
音
に
呼
換
て
そ
定
ま
り
な
る

【初
学
の
為
猶
く
は
し
く
い
は
ん
に
劇
剖
劃
ｕ

は
本
語
い
さ
む
也
　
む
は
う
緯
ノ
音
ま
は
あ
緯
の
音
也
　
他
も
准
へ
知
べ
し
】
し
か
る
を

む

（一己

う
ら
め
し
な
ど
は
此
格
を
以
て
い
ふ
時
は
到
引
劃
ｕ
と
い
ふ
　
４０
ォ
」
へ
き
を
【引
引
冽
と

い
ふ
本
語
な
れ
バ
也
∵

つ
ら
め
し
と
え
緯
を
以
て
い
へ
り

是
第
二
例
也

別
貯
編
独
碑
ｕ

罐
耀
呼
ｄ
の
本
語
な
れ
ば
川
の‐
劃
ｕ
と
い
ふ
へ
き
を
こ
れ
は
お
緯
を
以
て
川
の‐
ｄ
ｕ
と
は

い
へ
り

【ｄ
ｄ
引
ｕ
も
此
格
に
て
剥
ｄ
引
の
本
語
な
れ
ば
ｄ
ｄ
引
ｕ
と
い
ふ
べ
き
を
制
ｄ
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（宣
）
同

【
オ
ヤ
ジ

オ
ナ
ジ
】
コ
レ
ハ
此

巻
ノ
格
ト
ハ
別
ニ
テ
第
廿
六
巻
ノ
格
ノ
如

ク
オ
ヤ
ジ
ト
云
ガ
体

ニ
テ
ソ
レ
ニ
キ

ク

ヲ
添
ル
ヤ
ウ
ニ
モ
聞
ユ
　
ソ
レ
ニ
シ
テ
ハ

オ
ナ
ジ
シ
ト
モ
云
ベ
キ
ニ
オ
ナ
ジ

ヽ
ト
ハ

イ
ハ
ズ
シ
テ
オ
ナ
ジ
ト
ノ
ミ
云
ハ
同
音
ノ

重
ナ
ル
ユ
ヱ
カ
　
ヽ
同
ジ
人
　
ヽ
同
ジ

某
　
４‐
こ

卜
云
コ
ト
此
巻
ノ
格

ニ
テ
ハ

ア
ハ
ズ
　
但
シ
万
葉
ニ
ハ
　
ヽ
カ
ナ
シ
妹

ナ
ド
モ
ア
レ
バ
　
ヽ
同
シ
人
ナ
ト
モ
ソ
ノ

古
格
ノ
ノ
コ
レ
ル
ニ
テ
ヤ
ハ
リ
此
巻
ノ
言

カ
　
ナ
ホ
ョ
ク
考
フ
ヘ
シ

（宣
）
イ
ミ
ジ

ス
サ
マ
ジ
ナ
ト
ノ
シ
ヲ
濁

ル
ハ
後
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ
　
正
シ
ク
ハ
清
ム

ヘ
キ
言
也

―
―

　

　

！
―

―

‐―
ふ
壇

）
　

　

　

―

―

―
　

　

　

　

―
―

―

　

　

　

―

ろ
し
と
い
ひ
こ
ほ
し
も
こ
ひ
の
本
語
な
れ
ば
こ
は
じ
と
い
ふ
べ
き
を

こ
は
し
と
い
ふ
　
も

の‐釧
創
ョ
も
　
　
　
　
と
いふ
べき
を
劇
ど
い
こ
旦斃
ぽ
例
毎
耕型
ｆ
ｑ

と
い
ふ
本
語
を
こ
ほ
し
と
ほ
に
呼
換
た
る
は
上
に
も
云
ょ
」
と
く
他
に
も
例
あ
り
　
こ
ひ

し
と
い
ふ
語
は
こ
ふ
と
い
ふ
う
緯
の
音
を
呼
換
へ
た
る
な
れ
ば
こ
は
じ
と
か
こ
ほ
し
と
か

い
ふ
べ
き
　
４０
ゥ
」
を
司
洲
ｕ
と
い
へ
る
は
ま
た
異
な
る
例
の
や
う
に
聞
ュ
れ
ど
是
は
こ‐
酬

と
い
ふ
名
の
い
と
よ
く
呼
居
ヮ
リ
た
れ
ば
其
名
に
し
を
添
へ
て
こ
ひ
し
と
い
へ
る
な
れ
ば

厚
し

淡
し
と
い
へ
る
も
同
じ
例
に
て
第

一
例
に
入
ル
ベ
し

○
し
は
皆
清
て
唱
ふ
る
が
例
な
る
に
た
ゞ
い
み
じ

お
や
じ

お
な
じ

す
さ
ま
じ
な
と
は

し
を
濁
り
て
唱
ふ
る
は
心
ゆ
か
ず
　
さ
り
と
て
改
む
べ
し
と
も
聞
え
ず
か
し
　
上
ノ
音
の

音
便
に
て
し
か
呼
ぶ
に
も
あ
ら
ず
　
剖
洲
ｕ
を
俗
に
剖
引
ｕ
と
い
へ
ど
も
此
し
　
４‐
ご

も
清

て
と
な

へ
か
な
し
も
な
よ
り

つ
ゝ
き
た
れ
ど
し
は
清
て
と
な
ふ
　
ね
た
ま
し

い
さ

劃
ｕ
な
ど
も
清
み
て
と
な
ふ
る
也
　
司

つ‐
剖
ｕ
は
清
て
も
濁
り
て
も
と
な
ふ
　
重
ね
語
ど

も
の
中
に
も
ら
う
／
ヽ
し
の
し
は
濁
り
て
聞
ゆ

○
此
巻
の
語
ど
も
、球
は
嗽
」
が
と
い
ふ
に
し
を
加
へ
て
州
―まｌ
ｕ
な
る
事
も
と
よ
り
論
な
き

事
な
卍
盛
語
叱
↓
Ｗ
桂
畔
剣
側
ｑ
到
ｕ
ｌ
馴
酬
酬
対
日
コ
幽
引
洲
到
倒
靭
劃
３
刊
劇
Ｊ
「
Ｑ
到

は
じ
と
い
ふ
に
例
の
車
の
く

き
を
添
て
司
―ま‐
ｕ
ｑ

州
―まｌ
ｕ
剖
と
は
い
ふ
也

礎
ギ
．嶽

４‐
ゥ
」
鴫
河
叡
林
尋
椴
髄
打
ｕ

コ
測
＝
ｕ
と
や
う
に
い
へ
ど
も
劇
詞
Ⅵ
ｑ
ョ
測
＝
Ч
ｑ
と
や
う
に
は
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同
ジ
ノ
ジ
ハ
一
ッ
本
ヨ
リ
濁
ル
音
也
　
コ

レ
又
此
巻
ノ
格

ニ
カ
ハ
レ
リ
　
４‐
ゥ
」

含
３

悪

賤

嬉
コ
ビ
ス

ア
ト
モ

イ
ヤ

ト
モ

ウ
レ
ト
モ
云
テ
ハ
コ
ト
タ
ラ
ネ
バ

シ
ハ
車

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
他

ノ
多
ク
ノ
例
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
コ
レ
ラ
モ
本

語
ハ
ア

イ
ヤ

ウ
レ
ナ
ル
モ
知
ガ
タ
シ

常
云
　
明
石
巻
廿
四
巻
オ
　
コ
ヽ
チ
ア
シ

ト
テ
ヨ
リ
フ
シ
ヌ
一〓
々

又
云
土
佐
日
記
下
ノ
七
丁
　
北
風
ア
シ
ト

イ

ヘ
バ
云
々

常
追
云
　
万
葉
十
八
ノ
十
五
　
都
奇
見
礼

婆
於
奈
自
久
外
奈
里

同
巻
同
丁
　
都
奇
見
礼
婆
於
奈
自
伎
佐
刀

乎宇
治
拾
遺

ニ
　
カ
シ
ヨ
人
也
卜
一ム
々

い
は
ず
　
よ
し
の
し
を
く

き
に
呼
転
し
て
よ
く

よ
き

よ
わ
く

よ
わ
き
と
や
う
に
い
ふ

也
　
此
廿
七
巻
の
し
は
然
動
か
す
事
さ
ら
に
な
し
　
こ
ゝ
を
以
て
あ
は
し

あ

つ
し
と
い

ふ
が
本
語
に
て
し
は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し

【し
を
車
也
と
せ
ん
に
は
あ
し
な
ど
は
あ
と

の
み
い
ふ
を
本
語
也
と
い
ふ
べ
し
　
悪
を
あ
と
の
み
や
は
い
ふ
べ
き
　
上
に
も
い
へ
る
こ

と
く
廿
六
巻
の
よ
し

よ
わ
し
の
し
は
車
の
し
に
て
よ

よ
わ

お
も

か
ろ
と
い
ふ
ぞ
本
語

な
る
】
廿
六
巻
の
し
は
事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば

へ
あ
り
て
よ
わ
と
い
へ
ば
本
語

よ
わ
し
と
い
へ
ば
そ
を
い
ひ
伏
セ
た
る
な
り
　
４２
オ
」
さ
れ
ば
こ
そ
此
廿
七
巻
の
語
ど
も
に

も
し
を
今

一
ッ
添
へ
て
あ
し
ゝ

あ

つ
し
ゝ

あ
は
じ
ゝ
と
や
う
に
い
へ
り
　
し
か
れ
ど
も

是
レ
は
き
は
め
て
俗
語
の
格
に
て
雅
語
に
な
き
事
也
　
遊
仙
窟
な
ど
に
も
卑
微
を
い
や

‐―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
旦）し
ノ
恥
二
又
ｏ

し
ゝ
と
訓
せ
る
あ
り
　
こ
の
外
世
々
の
人
の
か
け
る
物
に
も
此
廿
七
巻
の
語
の
末
に
し
を

添
て
あ
し
ゝ
と
や
う
に
い
へ
る
誤
多
し
　
よ
く
心
得
お
く
べ
し

○
此
巻
の
語
に
或
は
同
じ
年
と
も
同
じ
き
年
と
も
ま
た
同
じ
人

同
じ
き
人
と
も
い
ひ
な

か
／
ヽ
し
き
夜
を
な
か
／
ヽ
し
夜
と
　
４２
己

い
へ
る
類
多
し
　
こ
れ
は
同
じ
年

同
じ
人

と
い
へ
ば
ま
づ
は
そ
の
年

そ
の
人
を
指
ス
名
と
な
り
お
な
じ
き
年

お
な
し
き
人
と
い
へ

ば
詞
に
な
る
勢
ヒ
あ
り
と
意
得
べ
し
　
む
な
し
き
言
を
む
な
し
言
と
名

つ
け

か
な
し
き

妹
を
力ゝ‐
＝
ｕ
州
と
名
つ
け

う
つ
し
き
心
を
引
つ‐
ｕ
州
と
名
づ
け
　
う
つ
く
し
き
嬬
を
引

つ
く
し
つ
ま
と
名
つ
け

よ
ろ
し
き
女
を
よ
ろ
し
女
と
名
づ
け
て
い
へ
り
　
し
か
れ
と
も
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散
木
集

二
　
過
事
ヲ
ク
ヤ
シ
ム
ト
云
コ
ト

ヲ
云
々

（宣
）
此
ミ
ハ
マ
ミ
ム
メ
ノ
活
キ
也
　
サ

テ
此
ミ
ニ
テ
体
語
ニ
ナ
ル
ア
リ
　
ク
ル
シ

ミヽ

カ
ナ
シ
ミ

ア
ハ
レ
ミ
ナ
ト
云
力
如
シ

ソ
ノ
ト
キ
ハ
ミ
ヲ
上
声

二
云
例
也
　
用
ニ

云
ト
キ
ハ
ミ
平
声
也
　
凡
テ
諸
ノ
語

体

用
ニ
テ
平
上
去
卜
声
ノ
カ
ハ
ル
コ
ト
多
シ

含
日）

フ
ル
キ
歌

ニ
ウ
ル
ハ
シ
ミ
思
フ
ナ

ト
云
ハ
体
言
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
　
ウ
ル
ハ
シ
ム

ノ
ム
ノ
活
キ
タ
ル
ミ
ニ
テ
用
言
也
　
ウ
ル

ハ
シ
ミこ
ア
田
心
フ
也

常
追
考
云
　
万
葉
十

一
ノ
十
五
丁
　
将
待

外
到
者
妹
之
燿

跡

【
コ
ハ
ウ
レ
シ
サ
ニ

ノ
ュ思
ノ
ミ
鯖
働
　
４３
ウ
」

又
日
　
続
紀
宣
命
廿
四
ノ
七
丁
ｏ
型
ハ丁
愧

【自
弥
】
伊
等
保

【自
弥
奈
母
】
念
須

又
日
　
万
葉
ニ
ノ
十
五
丁
　
芳
野
川
逝
瀬

之
早
見
須
央
毛
　
コ
レ
ハ
俗

二
云

〈水

い
ひ
な
り
た
る
と
い
ひ
な
れ
ざ
る
と
の
例
を
よ
く
わ
き
ま
へ
て
い
つ
れ
に
も
い
ふ
べ
し

体
用
の
い
き
ほ
ひ
に
わ
か
つ
と
き
は
同
酬
釧

ハ
体
也
　
４３
己

同
ｕ
剖
鋼
は
用
の
勢
あ
り

と
意
得
べ
し

○
又
此
巻
の
語
の
末
に
み
を
添
へ
て
冽
剌
ｕ
冽

冽
劃
ｕ
司

劇

つｌ
ｄ
ｕ
引

劇

つ―
劇
酬
司

と
や
う
に
い
へ
る
あ
り

【引

つ‐
ｄ
ｕ

ｄ
ｕ

力、―
司
ｕ

ｑ
ｄ
ｕ

ｕ
ｄ
ｕ

川
劇
ｕ

ｄ
ｄ
ｕ

な
ど
み
な
み
を
添
て
い
ふ
事
司
劇
ｕ
列
の
格
に
同
じ
】
こ
れ
は
第
五
巻
の
語
　
又
め
を
添

て
い
や
し
め

い
や
し
む

な
や
ま
し
め

な
や
ま
し
む
と
や
う
に
い
ふ
は
第
十
二
巻
の
語

也
　
し
か
る
を
古
き
歌
と
も
に
刹
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
引
引
国
ｕ
引
劉
引

へ―
或
は
刹
引
ｄ
ｄ
ｄ
引
引

制

酬

調

弊

）醍

鍬

る
み。
詢

創

馴

劃

嘲

が

量

傍

語

て

も
の
ゝ
う
る
は
し
き
事
　
４３
２

を
引
引
―ま‐
ｕ
列
と
い
ふ
ゆ
ゑ
に
し
か
う
る
は
し
み
思
ふ

と
は
よ
め
る
也
　
こ
の
み
の
辞
の
事
は
第
廿
六
巻
に
く
は
し
く
い
へ
り
　
考
へ
合
セ
て
し

る
べ
し

○
此
巻
ノ
語

ハ
多
ク
ハ
一
重
ノ
車
ヲ
体

ニ
ナ
シ
テ
又
二
重
ノ
車
ナ
ル

〔〈又
二
重
ノ
車
ヲ

体
ニ
シ
テ
ニ
重
ノ
車

二
と

ガ
多
キ
也
　
タ
ト
ヘ
バ
ア‐

′、‐
シ‐

ハ
淡
ガ
本
語
ニ
テ
シ
ハ
シ

キ

ク
ト
活
ク
車
ナ
ル
ヲ
此
巻
ニ
テ
ハ
ソ
ノ
列

ノ、‐
シ‐
ヲ
体
ト
シ
テ
又
二
重

ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ

ヘ
テ
ア
ハ
シ
キ

ア
ハ
シ
ク
ト
云
ヒ
或

ハ
イ
マ
ハ
シ
ハ
イ
ム
ノ
ム
ヲ
活
シ
テ
マ
ト
云
テ
ソ



ノ
〉
早
キ
処
ヲ
指
テ
ハ
ヤ
ミ
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ミ
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シ キ。 ノ

〔又
ソ
ノ
下

ヘ

〔一一一〕　
〈
一　一〉

考

フ
ベ

シ

，ヽ‐釧
判

′、ＩＪ
∃
ＴＩ

ノ、‐
引
別
Ｊ

〈下
へ
〉
′、‐
シ‐
ノ
車
ヲ
添
へ
又
ソ
ノ
下
へ

〔ク

重

ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ
イ
マ
ハ
シ
キ

イ
マ
ハ
シ
ク
ト
云
　
此
類
多

（一旦
）
　
４４
オ
」

（翻
刻
　
終
）



683 注

注

凡
例
の
第

一
巻

１
　
表
オ
　
一旦
長
書
入

「題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如
ク
被
成
候
而
ハ
イ
カ
ヾ
」

―
↓

第

一
章
第

一
節

一
②
、
第
五
章
第
二
節
二
０
。

２
　
１
オ
～
１
ウ
　
抹
消

・
挿
入
は
宣
長
。

３
　
１
オ
　
頭
書

「
△
将
語

二
云
ト
キ
ハ
ア
カ
ン

不
語
二
云
ト
キ
ハ

ア
カ
ズ
」
―
―

本
文
の

「あ
き

あ
く
と
い
ひ
△
所
語
に
い

ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
」
の

「
△
」
の
箇
所
に
挿
入
。

４
　
２
オ
　
頭
書

「古
事
記
伝
八
ノ
六
十
三
四
丁
　
ヱ
ラ
グ
ノ
コ
ト
有

ト
ゾ
」
―
↓

筑
摩
書
房

『本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
三
七
九

ぺ

（以
下
、
「全
集
九
巻
三
七
九
ぺ
」
の
よ
う
に
略
記
）
。

５
　
２
ウ

「古
事
記

ロ
ー‐
国

に
佐
和
佐
和
と
あ
る
も
…

こ

の

「
ロ
ーー
□

」
（空
白
）
―
―

巻
丁
数
を
書
き
入
れ
る
べ
き

一己

ｏ
各
巻
別
に
通
し
番
号

（注
記
番
号
）
と
原
本
の
丁
数
を
示
し
、
注
記
を
付
す
。

ｏ
各
項
の
末
尾
に
、
関
連
す
る
各
巻
の
注
記
番
号

。
「研
究
」
の
章
節
項

。
「翻
刻
」
の
各
巻
別
丁
数
を
示
す
。

空
白
。
―
↓

全
集
十
巻

一
三
五
ぺ
、
十
二
巻

一
一
一
ぺ
。

４
ウ
　

旦́
長
書
入

「此
事
ハ
ナ
ホ
ョ
ク
考
フ
ベ
キ
也
」
―
↓

全
集

五
巻
五
〇
四
ぺ

（「川
を
こ
す
し
。

６
オ
　
一旦
長
頭
書

「
オ
ヨ
ジ
ト
云
言
イ
マ
ダ
知
ラ
ズ

何

二
見
エ

タ
ル
ニ
カ

万
葉
ノ
オ
ョ
シ
ヲ
ハ
ハ
別
意
卜
思
ハ
ル
」
―
↓

全
集
十
二
巻

一
六

一
ぺ
。

７
ウ
　
一旦
長
頭
書

「体
ノ
先
キ
ナ
ル
語
モ
ア
ル
ベ
ク
用
ノ
先
キ
ナ

ル
語
モ
ア
ル
ベ
シ
　
一
ッ
ニ
ハ
定
メ
ガ
タ
ク
又
体
用
先
後
ノ

シ
レ
ガ
タ
キ
モ
多
シ
」
―
↓

第
五
章
第

一
節

一
０
。

１０
オ

「
ひ
が
む
」
「
よ
ど
む
」
―
１

１２
オ
に
同
じ
二
語
が
あ
っ
て

重
出
。

１０
オ
に
は
前
後
に
末
経
の
車
語
が
並
び
１１
オ
ま
で
。

１１
ウ
に
墨
付
き
な
く
１２
オ
か
ら
末
経
の
車
語
の
こ
の
二
語
だ
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け
が
重
複
し
引
き
続
き
也
経
の
車
の
項
が
始
ま
る
。
こ
の
二

語
の
解
説
は
１０
オ

・
１２
オ
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
先
に
挙

げ
ら
れ
る
１０
オ
の
解
説
の
抹
消
部
分
が
後
の
１２
オ
の
そ
れ
と

同
じ
で
あ
る
な
ど
、
不
審
な
点
が
あ
る
。

な
お
、
「水
の
た

ヽ

〔
へ
て
〕
宍

（不
明
）
テ
と

〈
へ
て
〉

流
れ
得
ぬ
処
を
」
（１０
オ
）
の
不
明
と
し
た
抹
消
箇
所
、
あ
る

い
は

「
ハ
リ
」
か
。

‐５
オ

「す
べ
て
活
用
語
の
」
―
―

貼
紙
上
の
文
字
。
下
に

「右

の
外
第
廿
六
巻
」
と
読
め
る
。
第
廿
六
巻
は
形
容
詞
ク
活
用

の
巻
で
、
こ
の

「
凡
例
の
第

一
巻
」
１６
オ
～
ウ

・
‐７
オ
～

ウ

・
‐８
オ
～
ウ

・
２０
ゥ
～
２２
オ

・
２３
ウ

・
２８
ウ
～
２９
ウ
に
形

容
詞
活
用
の
車
語
が
列
挙
さ
れ
る
。
活
用
語
の
語
構
成
論

（車
論
）
は
凡
例
の
第

一
巻
の
冒
頭
に
あ

っ
て
１５
オ
～
‐６
オ

の
車
論
は
初
め
の
構
想
に
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
―

↓

注
１４
ｏ
　
　
　
′

‐５
オ
　
「
（是
）
ら
も
あ
と
い
ふ
に

（く
き
と

―
―

右
横
、
虫
損
。

「あ
」
に
朱
点
か
。

‐５
ウ
　
一旦
長
頭
書

「右
ノ
車
語
ト
テ
挙
玉
ヘ
ル
中

ニ
マ
サ
シ
ク
車

ナ
ル
ア
リ

又
足
ガ
キ
カ
車
カ
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ

ソ
ノ

ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ハ
足
ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ヽ
ゾ
宜
シ
カ
ル
ベ

キ
」
―
↓

第
三
章
第

一
節
二
０
。

‐５
ウ

「
％
％
⑮

」
の
三
箇
所

―
―

そ
れ
ぞ
れ
黒
々
と
抹
消
。

‐６
オ

「…
…
あ
が
き
と
い
ふ
べ
し
」
―
―

「凡
例
の
巻
」
は

「凡

例
の
第

一
巻
」
の

「
一
」
が
示
す
よ
う
に
も
と
二
巻
で
あ
っ

た
か
或
い
は
二
巻
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
か
と
推
定

さ
れ
、
こ
こ
ま
で
が
そ
の
「第

一
巻
」
の
内
容
に
当
た
る

（初

め
の
構
想
で
は
お
そ
ら
く
１５
オ

「和
経
の
車
例
見
あ
た
ら

ず
」
ま
で
。
―
↓

注
１０
）。
「細
注
」
の
初
め
の
印
が
あ

っ
て

結
び
の
印
が
な
い
こ
と
、
丁
数
１５
ウ
ま
で
が
十
四
行
罫
、

１６

オ
か
ら
九
行
罫
の
料
紙
で
あ
る
こ
と
な
ど
考
え
る
べ
き
点
が

あ
る
。

形
容
詞
の
巻

「第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
中
の

「第
二
巻
」

「第
二
の
巻
」
と
あ
る

「
一
ご
は
す
べ
て
こ
の
巻
の
１６
オ
以
降

の
内
容
に
対
応
す
る
。
―
↓

「第
廿
六
巻
」
の
注
５

ｏ
８

・

‐０

・
‐１

・
‐７
ヽ
「第
廿
七
巻
」
の
注
４

・
８

・
１４
ヽ
第
二
章
第

二
節
二
０
。

‐６
ウ

「
ｏ
フ
イ
タ
シ
タ
ル
分
ハ
…
…
」
―
―

「
ｏ
」
は
１６
オ
～
ウ

の
例
語
直
上
欄
外
の
ｏ
の
こ
と
。

‐６
ウ
　
頭
書

「
ガ
リ

ガ
ル
ハ
第
廿
六
ノ
詞
と
廿
七
ノ
語
ニ
ノ
ミ

ミ
ユ
　
猶
可
考
」
―
―

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
に
特
に
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記
述
す
る
箇
所
は
な
い
。

‐７
ウ

「
そ
の
ひ
を
は
に
よ
び
転
し
て
劇
刻
洲
―まｌ
ｕ
と
い
ひ
司
引

か
は
し
も
な
げ
き
を
の
べ
て
な
げ
か
ひ
と
い
へ
ば
上
に
い
へ

る
格
に
等
し
」
―
―

「
そ
の
ひ
を
は
に
よ
び
転
し
て
い
そ
が
」

の
左
、
虫
損
。
「
な
げ
き
を
の
べ
て
な
げ
か
ひ
と
い
へ
ば
」
の

左
傍
線

（宣
長
）
、
抹
消
の
意
か
。

‐８
ウ

「を
こ
が
ま
し
」
―
―

他
の
例
語
に
比
べ
て
墨
色
い
さ
さ

か
薄
く
大
き
い
。
前
に
並
ぶ

「
か
し
か
ま
し
、
か
こ
と
か
ま

し
」
の
「
か
」
に
濁
点
な
く
、
「ま
」
の
仮
名
は
前
者
が

「末
」

の
く
ず
し
、
こ
れ
は

「満
」
の
く
ず
し
。
筆
跡
は
常
昭
で
も

な
く
春
房
で
も
な
い
。
宣
長
か
と
疑
わ
れ
る
が
断
定
は
で
き

な
い
。

２‐
ォ
　
「清
紫
　
（繋
と
線
で
結
ん
で
）
い
か
ゞ
　
潔
欺
」
―
↓

「第
廿
六
巻
」
注
６
。

２２
ウ
　
「
甲
…
・Ａ
中
古
の
文
に

［‐‐
‐‐
□
〕
】
」
の

［‐‐
‐‐
□

―
―

墨
線
に
よ
る
抹
消
の
た
め
辛
う
じ
て

「中
古
の
文
に
」
と
読

め
、
以
下
読
み
難
い
が

「
ま
め
」
か
。

２２
ウ
　
ル旦
長
頭
書

「川
劇
引
列
，

ノ‐
劇
列
刊

ハ
本

ニ
テ
ノ‐
劇
川

ノ、‐

末
也

‥
…
・
ヲ
サ
／
ヽ
見

エ
ス
」
―
↓

全
集
十
二
巻

一
三

二
ぺ
、
第
五
章
第

一
節

一
０
。

２３
ウ
　
頭
書

「
…
‥
神
武
の
□
歌
ナ
ル
…
…
」
―
―

□
と
し
た
文

字
、
不
明
。

２４
ウ
　
頭
書

「□
追
考
云

猶
い
と
多
し
」
―
―

翻
字
と
し
て
空

白
と
し
た

「□
」
に
続
く

「追
考
云

猶
い
と
多
し
」
な
ど
は

他
の
常
昭
筆
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
る
。
□
と
し
た
字
形
と
同

じ
字
形
は
他
に
も
多
い
。
次
の
十
五
箇
所
。
（□
内
の
数
字
は

本
書
末
尾
７０５
ぺ
の

「難
読
文
字
」
の
番
号
に
対
応
）。

凡
例
の
第

一
巻
　
２４
ウ
頭
書

「□
追
考
云

猶
い
と
多
し

う
す
や
う
だ

つ

【梅
が
え
十
四
丁
オ
】

・・・・。」

２６
オ
本
文

「□
云

続
紀
廿

一
ノ
三
丁

相
穴

【奈
比
ピ

２６
ウ
本
文

「□
云

続
紀
宣
命
　
相
宇
豆

奈
比
」

第
一
あ

巻

３８
オ
頭
書

「□
追
考

源
氏

二
男
女
ノ
中

ノ
コ
ト
ヲ
ナ
カ
ラ
ヒ
ト
云
り
」

４５
ウ
頭
書

「□
追
考

に
ご
や
か
　
梅
か

え
十
三
丁
ウ
」

４
ウ
頭
書

「固
云

梅
か
え
十

一
丁
ウ
」

‐２
ウ
頭
書

「日
云

も
ら
し

も
ら
す
」
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‐３
オ
頭
書

「□
云

藤
ノ
ゥ
ラ
バ
十
丁
ウ

い
か
ゞ
も
ら
し
ゝ
関
ノ
あ
ら
が
き
」

‐３
ウ
頭
書

「団
よ
し

よ
す
　
書
紀
神
代

巻
歌
…
…
」

第
五
巻
　
　
　
　
６
オ
頭
書

「国
云

梅
が
え
十
六
丁
　
落

窪

冬
の
夜
な
れ
が

…

直

第
廿
七
巻
　
　
　
７
オ
本
文

「□
補

お
も
だ
ゝ
し
　
若
菜

上
ノ
廿
四
丁
」

７
オ
本
文

「□
補

お
も
ほ
し
き
　
万
葉

十
七
ノ
廿
三
丁
」

‐５
ウ
本
文

［□
追
考

な
み
た
ぐ
ま
し

万
葉
ノ
旧
グ
マ
シ
モ
也
」

‐８
オ
本
文

「□
補

人
々
し
　
藤
の
う
ら

葉
十
二
丁
」

３３
ウ
本
文

「な
ほ
／
ヽ
し
　
□
云

梅
か

え
廿
丁
オ
」

右
の
十
五
箇
所
の
文
字
は

「常
」
（常
昭
）
か

「春
」
（春

一房
）
か
、
そ
の
他
か
判
読
し
が
た
い
。
こ
の
文
字
が
確
か
に

「常
」
な
ら
問
題
は
な
い
。
「春
」
な
ら
、
筆
跡
は
他
の
文
字

と
同

一
な
の
で
、
春
房
の
指
摘
に
よ
っ
て
常
昭
が
そ
れ
を
書

入
れ
た
こ
と
に
な
り
、
春
房
の

『詞
つ
か
ひ
』
へ
の
参
加
は

常
昭
存
命
中
と
な
る
。
「常
」
「春
」
以
外
な
ら

『詞
つ
か
ひ
』

に
関
与
し
た
第
二
の
人
物
を
他
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
三
０
。

な
お
参
考
の
た
め
、
末
尾
に
難
読
文
字
と
し
て
右
の
う
ち

幾

つ
か
を
挙
げ
て
お
く
。
―
↓

「第
壱
の
巻
」
注
７
。

２５
ウ

「
さ
に
つ
ら
ふ
」
―
―

枕
詞
。

２７
オ
　
頭
書

「常
追
云
　
新
字
…
…
」
―
―

「新
字
」
は

「新
撰

字
鏡
」
の
こ
と
。
―
↓

臨
川
書
店

『新
撰
字
鏡
』
増
訂
版
七

〇
ぺ
。

２８
オ
～
２８
ウ
　
「
ｏ
是
レ
ハ
俗
に
お
そ
き
事
を
お
そ
な
は
る
な
ど

い
ふ
な
は
る
也
…
‥
そ
こ
な
ふ
な
ど
は
そ
こ
な
は
り

そ
こ

な
は
る
と
も
い
ひ
そ
こ
な
は
れ

そ
こ
な
は
る

そ
こ
な
は

る
ゝ
と
も
い
ふ
な
り
」
―
―

自
他
に
関
す
る
記
述
。
他
に

「第
九
の
巻
」
５
オ
、
「十

一
の
ま
き
」
７
オ
、
「第
十
三
巻
」

表
ウ
、
「第
十
七
巻
」
２
オ
頭
書
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
三

Ｄ

。

２９
オ
　
「き
た
な
け
な
し
」
の
傍
線

―
―
‐
２９
ウ
に
関
連
す
る
記

述
の
あ
る
こ
と
を
示
す
印
。

２９
ウ

「
コ
レ
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
ト
云
ベ
キ
ヲ
カ
ク
モ
云
り
　
先
説

25  24



687 注

34 33

43  42

非
也
」
―
―

「先
説
」
が
何
を
さ
す
か
、
未
詳
。
あ
る
い
は

「
キ
タ
ナ
ケ
ナ
キ
ハ
ウ
ツ
ク
シ
キ
コ
ト
ヲ
云
ニ
ヤ
」
（２９
ウ
）

か
。
宣
長
は

「
キ
タ
ナ
ゲ
ナ
キ
ハ
キ
タ
ナ
ゲ
ノ
無
キ
ニ
テ
手

顔
ノ
ア
シ
ク
モ
ナ
キ
ヲ
云
リ
　
ツ
レ
ナ
シ
ハ
無
レ
連

ニ
テ
万

葉

ニ
ョ
メ
ル
ハ
ミ
ナ
縁
ノ
無
キ
意
也
」

（２９
ウ
頭
書
）

と
い

う

。

３‐
ゥ
　
「
む
し
ば
む
」
の
傍
線

‐
―
１
３２
オ
に
関
連
す
る
記
述
の

あ
る
印
。

３３
オ
　
「
口
旧
旧
一　
落
窪
談
云
は
か
ま
の
わ
ろ
ひ
れ
た
る
を

云
々
」
の
右
傍

「
ス
キ

イ
」
の

「
イ
」
―
―

異
文
の
意
。

こ
の
異
文
に
よ
れ
ば

「
は
か
ま
の
わ
ろ
す
き
た
る
を
」
。
大
系

本

「袴
の
わ
ろ
び
過
ぎ
た
る
も
」
。

３３
ウ
　
頭
書

「
フ
レ
バ
フ
　
〔チ
リ
バ
フ
ご
―
―

翻
刻
に
宣
長
と

し
た
が
存
疑
。

３４
ウ
　
頭
書

「
ツ
ヽ
メ
ク
　
土
佐
日
記
下
ノ
十
四
丁
　
サ
ヽ
メ
ク

コ
ト
也
卜
注
ニ
ミ
ユ
」
―
―
‐
「注
」
と
は
北
村
季
吟

『土
佐

日
記
抄
』
の

「注
」。
―
↓

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
宣
長
校
合

『土
左
日
記
抄
』
（和
泉
書
院
）
下
１７
オ
ｏ

３６
オ
　
「
そ
び
や
ぐ
」
の

「び
」
の
濁
点

―
―

朱
。

３７
オ
　
「も
こ
よ
ふ
」
右
肩
の

「疑
」
―
―

何
が

「疑
」
か
、
不

明
。

３８
オ
　
「
よ
こ
さ
ら
ふ
」
の
傍
線

―
―

宣
長
書
入

「
コ
レ
ハ
横
去

ノ
サ
ル
ヲ
延
テ
云
ル
也
」
に
対
す
る
傍
線
、
宣
長
。

３８
オ

「常
追
考
　
新
撰
字
鏡
　
一百
ノ
部
　
訂
　
古
志
良
不
ト
ヨ

メ
リ
」
―
―

左
の
文
中

フ
に
し
ら
ひ
と
か
け
る
は
見
あ
た
ら

す

さ
れ
と
な
き
詞
に
は
あ
ら
さ
る
べ
し
」
か
ら
線
で
結
ぶ
。

３８
オ

「
こ
し
ら
ふ
は
地
語
の
格
に
こ
し
ら
へ
と
の
み
い
へ
り
」

―
↓

「第
三
巻
」
注
４
、
第
二
章
第
二
節

一
・
三
。

３８
オ
　
頭
書

「若
菜
上
廿
二
丁
オ
　
お
の
づ
か
ら
人
の
な
か
ら
ひ

な
ど
云
々
」
の

「
お
」
―
―

初
め

「
を
」
と
書
き

「お
」
と

書
き
直
す
。

３９
ウ

「此
ラ
シ
キ
ハ
日
本
紀
歌
ニ
モ
ア
リ
」
―
―

「虚
螺
毛
嬬
乎

相
格
良
思
吉
」
の

「良
思
吉
」
に
対
す
る
宣
長
書
入
。

４‐
ォ
　
頭
書

「
オ
チ
ク
ボ
物
語
…
…
お
び
ゆ
る
ゝ
か
に
…
…
」
左

ユ

傍
の

「
ユ
」
―
―

「
ゆ
」
が
不
明
瞭
の
た
め
書
き
添
え
た
。

４‐
ォ
～
４２
オ
　
例
語

「
お
も
り
か
」
な
ど
の
右
傍
の
「
ｏ
ｏ
」
―
―

宣
長
。

４‐
ォ
～
ゥ
宣
長
頭
書

「
り
か
、
び
か
、　
つ
か
」
に
対

応
。

４６
ウ

「
に
ご
よ
か
」
の

「ご
」
の
濁
点
に

「非
欺
」
と
す
る
。

４６
ウ

「
や
か
卜
よ
か
ト
ハ
本
同
言
ノ
通
音
也
」
の

「
や
か
卜
」
と



記  688

第
1壱

の
表 巻
オ

「
口
旧
四
］
あ
さ
ら
か

あ

つ
ら
か
」
は
貼
紙
上
の
文
字
。
下

に
「
口
国
圏
□
ｏ
い
こ
よ
か

ｏ
す
ぐ
よ
か

ｏ
な
ご
よ
か

ｏ
な
よ
よ
か

ｏ
に
ご
よ
か
」
が
見
え
る
。

４９
オ
　
「右
の
外
古
キ
歌
ど
も
に
…
…
」
―
―

一
行
前
に
貼
紙
が

あ
っ
て
下
に
「
口
園
□
」
が
見
え
る
。

４９
オ
　
一旦
長
頭
書

「
国
園
田
□

゛ヽ
ゾ
カ
ラ

身
　
テ
ゾ
カ
ラ

手

…
…
」
―
↓

全
集
九
巻
二
五
四
ぺ
。

４９
ウ

「
た
ふ
と
き
ろ
か
も
」
左
傍
に
見
せ
消
ち

「
ヽ
く
」
に
重
ね

て
墨
線
を
引
く
。
抹
消
の
抹
消
で

「
た
ふ
と
き
ろ
か
も
」
を

用
例
と
し
て
認
め
る
意
。

５０
ォ
　
易
圏
協
留

―
―
黒
々
と
抹
消
。

「右
輪
　
第

一
」
を
囲
む
‥
…
…
…
線
は
貼
紙
の
意
、
以
下

の
巻
々
も
同
じ
。
―
↓

第
二
章
第
二
節

一
。

表
オ
　
「伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の
を
右
輪
語
と
い
ふ

七
の

巻
ま
で
皆
し
か
也
」
―
―

芝
原
春
房
筆
。
「第
二
の
巻
」
の

表
紙
に
も
春
房
筆

「春
云
　
伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の

を
右
輪
語
と
い
ふ

七
巻
ま
で
皆
右
輪
語
也
」。
―
↓

「七
の

巻
」
注
１
、
「第
廿
三
巻
」
注
１
、
第
二
章
第
二
節

一
。

こ
の

「七
の
巻
」
と

「第
二
の
巻
」
表
紙
の

「七
巻
」
の

「七
」
は

「六
」
が
正
し
い
。
「凡
例
の
巻
」
を

一
巻
と
し
て

そ
れ
に
加
え
て

「七
」
と
し
た
か
、
「第
六
の
巻
」
末
尾
に

一

括
す
る
ラ
変
活
語
を
別
に
一
巻
と
見
倣
し
て
の
こ
と
か
、
不

明
。

表
オ

「左
　
キ

ク
」
の

「左
」
―
―

「憤

（慣
と

と
対
に
な
っ

て
動
詞
の
活
用
型
を
三
分
す
る
名
目
。
―
↓

「第
二
の
巻
」

注
１８
、
「第
八
の
巻
」
注
１
、
第
二
章
第
二
節
五
。

１
オ
　
例
語
上
部
の
漢
字

「明
、
飽
」
な
ど

―
―

『活
用
言
の
冊

子
』
の
例
語
に
付
さ
れ
る
漢
字
と

一
致
す
る
。
極
く
少
数
の

例
外
を
含
む
が
第
六
巻
ま
で
は
こ
の
こ
と
が
言
え
る
。

２
オ
　
頭
書

「源
氏
若
菜
上
ノ
廿
二
丁
　
イ
キ
マ
キ
玉
ヒ
シ
カ
ド

ト
ア
リ
ｏ
イ
キ
ホ
ヒ
ヲ
フ
ル
フ
也
卜
注
セ
リ
」
―
―

北
村

季
吟

『源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
注
に

「
い
き
ほ
ひ
を
ふ
る
ひ

た
る
な
ど
い
ふ
よ
し
也
」
。
―
↓

名
著
普
及
会

『増
註
源
氏

物
語
湖
月
抄
』
中
巻
七
〇
五
ぺ
。

３
ウ

「か
な
し
き

か
な
し
く
　
廿
ノ
三
十
三
丁

可ヵ
奈ナ
之シ
久夕
波′、
」

―
―

春
房
書
入
。
形
容
詞
の
連
体
形

「
き
」
（イ
韻
）
・
連
用

形

「く
」
（ウ
韻
）
を
も
っ
て

「
カ
キ
ク
ケ
」
（四
段
活
）
と

活
用
す
る
語
と
す
る
考
え
は
宣
長
に
も
あ

っ
た
。
―
↓

全
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集
九
巻

一
五
〇
ぺ
、
第
四
章
第

一
節

一
０

・
第
二
節

一
０
。

４
オ
　
「□
心
　
日
ゴ
ト
ニ
カ
ヽ
ズ
云
々
今
ハ
カ
ヽ
サ
ズ
ト
云

い

か
ゞ
」
―
―

こ
の

□

と
し
た
文
字
、
末
尾

「難
読
文
字
」

番
号
１６
ｏ

４
ウ
　
頭
書

「
ク
ギ

ク
ヾ

ク
ヾ
ル
ト
云
ヘ
ハ
此
集
ニ
ハ
入
マ
ジ

漏

キ
欺
」
―
―

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

「
ク
ヽ
」
に
対
し

て
田
中
道
麿
の
書
入

「
漏
ノ
注
ア
レ
バ
、
コ
ノ
部

二
入
ベ
キ

詞
ナ
ラ
ズ
、
ク
ギ

ク
ヾ

ク
ヾ
ル
也
」
（付
箋
）
が
付
く
。
―

↓

第
四
章
第

一
節
二
。

５
ウ
　
頭
書

「
さ
き
く

さ
き
ゝ
　
幸
」
―
―

形
容
詞
の
連
用
形

と
連
体
形
。
―
↓

注
６
。

８
ウ

「
と
ぎ

と
ぐ
」
の

「磨
」
に
傍
線
が
あ
る
。
抹
消
の
意
か
。

９
オ
　
例
語

「と
ヽ
ろ
き

と
ゝ
ろ
く
」
―
―
重
出
。
『活
用
言
の

冊
子
』
の
こ
の
位
置
の
例
語
は

「
ト
ロ
ヽ
グ
」。

‐２
　
９
オ
　
頭
書

「な
ご
う
な

つ
か
し
き
　
ナ
ゴ
ク
ナ
ル
ベ
シ
」
の

「な
ご
う
」
―
―

形
容
詞
連
用
形
の
ウ
音
便
。
―
↓

注
６
。

‐３
　
９
オ
　
頭
書

「な
め
く

な
め
き
」
―
↓

注
６
。

第
二
の
巻

１
　
表
オ
　
「春
云
　
伊
緯
よ
り
発
て
宇
緯
に
行
も
の
を
右
輪
語
と
い

ふ

七
巻
ま
で
皆
右
輪
語
也
」
―
―

春
房
筆
。
―
↓

「第
壱

の
巻
」
注
２
。

表
ウ
　
「兼
盛
集
…
…
君
か
杖
に
そ
…
…
」
の

「
そ
」
―
―

『国
歌

大
観
』
は

「
と
」
。

１
ウ
　
例
語

「か
ら
し

か
ら
す
　
枯
」
―
―

『活
用
言
の
冊
子
』

の
こ
の
位
置
の
例
語
は

「
ア
ラ
ス
」。
『活
用
言
の
冊
子
』
例

語
を
書
き
写
す
と
き
片
仮
名

「
ア
」
を

「
力
」
と
見
誤
り

「
か

ら
す
」
と
し

「枯
」
を
当
て
た
。
―
↓

第
四
章
第

一
節

一
０
。

１
ウ
　
「訳
文
セ
ン
テ
イ
」
―
―

荻
生
組
篠

『詳
文
笙
蹄
』
に
「顕

ア
ラ
ハ
ル

　ヽ
ア
ラ
ハ
ス
ト
ヨ
ム
　
隠
倣
ノ
反
対
ナ
リ
」。

―
↓

名
著
普
及
会

『詳
文
笙
蹄
』
覆
刻
版

一
九
ぺ
。

２
ウ
　
頭
書

「仮
字
両
説
ア
リ
」
―
―

「お
か
し
　
犯
」
の

「
お
」

の
右
肩

「
ｏ
」
に
対
す
る
頭
書
。

３
オ

「劫
」
の
振
り
仮
名

「
チ
ョ
ウ
」
―
―

「
キ
ョ
ウ
」
の
誤
か
。

４
ウ
　
頭
書

「□
云

梅
か
え
十

一
丁
ウ
」
―
１

１２
ウ
頭
書

。
１３

オ
頭
書

・
１３
ウ
頭
書
に
も

□

と
し
た
用
例
が
あ
る
。
―
↓

「凡
例
の
第

一
巻
」
注
２３
ｏ

７
ウ
　
朱
書

「耕
　
和
名
カ
ヘ
ス
ト
ア
リ

カ
ヤ
ス
ハ
い
か
ゞ
也
」

―
―

「和
名
」
は

『新
撰
字
鏡
』
の
和
訓

（『新
撰
字
鏡
』
増

訂
版
四
六
七
ぺ
）
。
『諸
本
集
成

倭
名
類
衆
抄

本
文
篇
』
（臨

1110

7   6
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川
書
店
）
に
は
な
い
。
―
↓

「第
八
の
巻
」
注
３
、
「廿
五
の

巻
」
注
３
。

９
オ
　
頭
書

「朱
書
云
　
な
か
ゝ
す
　
万
七
十
二
」
―
―

「朱
書
」

は

『活
用
言
の
冊
子
』
田
中
道
麿
朱
筆
書
入
の
こ
と
。
「万
七

十
二
」
は
道
麿
書
入
の
証
例

「
万
ヒ
ナ
ニ
ナ
カ
ゝ
ス
」
の
「
ヒ

ナ
ニ
」
を

「七
十
二
」
と
誤

っ
た
も
の
。
『詞

つ
か
ひ
』
が

「朱
書
」
と
す
る
注
記
は
他
に
「朱
書
　
さ
ね

ざ
ぬ

ざ
ぬ
る

寝

ニ
サ
ヲ
添
テ
云
ル
欺
」
（第
十
巻
）
の

一
個
所
。
―
↓

「第

十
巻
」
注
３
、
第
四
章
第

一
節

一
０
。

る

イ

ー０
オ
　
頭
書

「落
窪
物
語
云

此
殿
ふ
□
き
御
願
は
た
し
に
云
々
」

―
―

初
め
書
い
た
文
字
□
盆

字
、
不
明
）
を
見
せ
消
ち
に

し
て

「
か
」
と
し
、
さ
ら
に
右
に

「
る
」
を
書
き
、
「
イ
」
を

添
え
る
。
「
イ
」
は
異
文
の
意
。
大
系
本

「
ふ
る
き
御
願
は
た

し
に
」
。

１１
オ

「
ほ
だ
し

ほ
だ
す

絆
欺

釈
名
」
の

「釈
名
」
は
中
国
辞

書

『釈
名
』
の
こ
と
。
『倭
名
類
衆
抄
』
に

「釈
名
云
絆

【
音

半

和
名
保
太
之
】
…

こ

０
九
和
古
活
字
本
）。
―
↓

『諸
本

集
成

倭
名
類
衆
抄

本
文
篇
』
七
二

一
ペ

Ｈ
ウ
　
例
語

「
ま
を
し
」
「
ま
う
し
」
に
当
て
た
漢
字
の

「申
」
を

丸
で
囲
む
意
、
不
明
。
―
↓

「十
四
の
巻
」
注
４

・
７
。

１１
ウ
　
頭
書

「高
光
集
　
に
し
の
ふ
み
た
て
ま
た
し
け
る
一ム
々
」

―
―

「
に
し
の
み
や
に
ふ
み
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
…
…
」

と
す
る
本
文
が
あ
る
。
―
↓

『新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
歌

集

一
三
二
ぺ
。

１１
ウ
　
頭
書

「同
集
　
た
ゝ
き
よ
の
衛
門
督
こ
せ
ち
た
て
ま
た
し

た
ま
ふ
聾
ム
々
」
―
―

「
た
だ
き
よ
の
衛
門
守
御
せ
ち
た
て
ま

つ
り
た
ま
ふ
に
…
…
」
と
す
る
本
文
が
あ
る
。
―
↓

『新
編

国
歌
大
観
』
第
二
巻
歌
集

一
三
二
ぺ
。

‐２
ウ
　
「伊
勢
談
百
四
条
メ
　
陶
ヲ
ョ
メ
リ
…
…
史
記
…
…
文
選

…
…
与
レ余
目
成
」
―
―

賀
茂
真
淵

『伊
勢
物
語
古
意
』
に

よ
る
証
例
。
―
↓

続
群
書
類
従
完
成
会

『賀
茂
真
淵
全
集
』

第
十
六
巻

一
九
九
ぺ
。

‐３
ウ
　
頭
書

「
又
万
葉
十
四
十
九
丁
　
つ
ま
よ
し
に
こ
せ
ね
」
の

「
に
」
―
―

こ
の

「
に
」
を
有
す
る
諸
本
は
見
当
ら
な
い

合
校
本
万
葉
集
』
に
よ
る
）。

‐３
ウ
　
「伝
四
ノ
七
丁
二
依
ノ
意
也
卜
云
り
」
―
↓

全
集
九
巻

一

エハ
一　
ぺ
。

‐３
ウ
　
「但
し
右
輪
欺
又

ハ
債
語
に
て
よ
し

よ
す

よ
す
る
欺

不
詳
」
―
―

「右
輪

（語
と

は

「左
輪

（語
）
、
牛

（語
と

17
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な
ど
表
紙
貼
紙
上
の
活
用
型
を
示
す
名
目
の
系
列
に
属
し
、

「慣
」
は

「左
」
と
対
に
な
っ
て
活
用
型
を
三
分
す
る
名
目
。

「右
輪
」
と

「慣
語
」
は
系
列
が
異
な
る
。
―
↓

「第
壱
の
巻
」

注
３
、
「第
八
の
巻
」
注
１
。

第
二
巻

１
　
２
ウ
　
頭
書

「
コ
ノ
語
モ
コ
ヽ
ノ
格

ニ
モ
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
第
十
七

巻
ノ
頭
書

二
委
ヱ
ム
リ
」
―
―

「第
十
七
巻
」
の
１
ウ
～
２
オ

の
頭
書
に
「
ひ
ち

ひ
つ
」
の
四
段
活
と
下
三
段
活
と
に
つ
い

て
証
例
を
挙
げ
て
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

２
　
３
オ
　
頭
書

「
み
ち

み
つ
」
―
―

「第
九
の
巻
」
４
オ
頭
書
に
下

三
段
活
の
例
語
と
し
て
も
載
る
。
―
↓

「第
九
の
巻
」
注
３
。

３
　
３
オ
　
「
ウ
ツ
ホ
菊
の
宴
」
～

「続
後
拾
イ
」
の
証
例

―
―
―
頭
書

「
み
ち
」
か
ら
線
で
結
ん
で

「
み
ち

み
つ
」
の
証
例
。

４
　
３
ウ

「右
の
詞
と
も
春
語
な
れ
ば
所
語
ハ
あ
か
た
れ

あ
や
ま
た

れ
と
や
う
に
い
ふ

十
七
の
巻
の
語
お
ち

お
つ

お
つ
る
な

ど

［こ
れ
に
］
は
う
ち
み
て
は
同
し
き

格
　
ノ
語
な
れ
ど
も

秋
語
の
格
な
れ
は
ら
を
そ
へ
て
何
ら
れ

く
れ
ら
れ
と
ぞ
い

ふ

有
語
は
あ
が
て
り

あ
や
ま
て
り
と
い
ふ
べ
し

【十
七
巻

の
こ
と
き
は
お
ち
た
り

く
ち
た
り
と
い
ふ
】
令
語
は
半
令

は
も
と
よ
り
あ
が
て

あ
や
ま
て
と
い
ひ

本
令
は
あ
が
た
し

む

あ
や
ま
た
し
む
と
い
ふ
」
―
―

「凡
例
の
第

一
巻
」
を
除

い
て
、
名
目

「春
語
、
秋
語
、
所
語
、
有
語
、
令
語
、
半
令
、

本
令
」
の
初
出
。
「凡
例
の
第

一
巻
」
は
１
オ
が

「所
語
、
有

語
、
令
語
」
の
、

２８
ウ
が

「天
語
、
地
語
」
の
初
出
。
―
↓

第
二
章
第
二
節

一
０
。

５
　
３
ウ

「万
葉
十
九
ノ
十
丁
　
夜
具
多
知
ト
ア
ル

サ
ラ
バ
ク
ハ
濁

也
」
―
―

本
文
の

「
く
た
ち
」
の

「く
」
と
結
ん
で
右
行
間

に
書
く
。

第
四
ノ
巻

１
　
１
オ
　
頭
書

「字
鏡

二
…
…
」
―
―

『新
撰
字
鏡
』
の
こ
と

（『新

撰
字
鏡
』
増
訂
版
五
九
九
ぺ
）。
『新
撰
字
鏡
』
を

「字
鏡
」

と
呼
ぶ
こ
と
は
他
に
も
多
い
。

２
　
１
ウ
　
「あ
と
も
ふ
」
の

「
モ
フ
」
―
―

「も
ふ
」
の
文
字
不
明
瞭

の
た
め
に
書
い
た

「
モ
フ
」。

３
　
２
オ

「又
喝
ヲ
新
撰

二
…
…
」
―
―

こ
の

「新
撰
」
は

『新
撰

字
鏡
』。
―
↓

『新
撰
字
鏡
』
増
訂
版
二
九
ぺ
。

４
　
４
オ
　
頭
書

「
う
れ
ひ

う
れ
ふ
　
愁
」
―
―

四
段
活
の
語
と
し

て
載
る
。
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５
　
８
オ

「き
た
ひ

き
た
ふ
　
鉢

ｏ
冶

ｏ
鍛

‐―
―
是
宜
シ
カ
ル
ベ

シ
」
の

「冶
」
と

「鍛
」
の
右
下
の
小
文
字
は

「節
」
と
読

め
る
。
『節
用
集
』
の
こ
と
。
「易
林
本
」
に

「冶
」
「鍛
」
と

も
に
載
る
。
―
↓

亀
井
考

『
五
本
対
照

改
編
節
用
集
』
四

九
〇
ぺ
。

６
　
１０
ウ

「玉

ニ
モ
シ
ツ
ラ
イ
ト
ヨ
メ
リ
」
の

「玉
」
は

『倭
玉
篇
』

の
こ
と
。
―
↓

風
間
董
房

『倭
玉
篇

研
究
並
び
に
索
引
』

七
八
ぺ
。

７
　
１１
オ

「
コ
レ
ハ
イ
セ
物
語
古
本

二
撲

カ
ナ
シ
ナ
ド
ノ
ス
マ
フ
ナ

ル
ベ
シ
」
―
―

『伊
勢
物
語
古
意
』
に
よ
る
証
例
。
―
↓

『賀

茂
真
淵
全
集
』
第
十
六
巻
九
七
ぺ
。

８
　
‐７
オ
　
頭
書

「
…
…
此
ハ
ヘ
ハ
い
か
ヾ
ノ
ニ
欺
」
の
「
ノ
一こ
、
未

詳
。

９
　
２３
オ

「
わ
た
ら
ひ

わ
た
ら
ふ
　
活

ｏ
書
紀
　
イ
セ
談
古
本
」

―
―

『伊
勢
物
語
古
意
』
に

「
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
て
ふ
事
は
、

日
本
紀
に
活
を
わ
た
ら
ひ
と
よ
み
、
此
古
本
も
し
か
り
」。

―
↓

『賀
茂
真
淵
全
集
』
第
十
六
巻
七

一
ぺ
。

第
五
巻

１
　
２
ウ
　
頭
書

「
う
れ
た
み

う
れ
た
む
　
慨

書
紀
神
武
ノ
段

二
慨

哉
ヲ
ウ
レ
タ
キ
カ
ヤ
ト
訓
注
ア
リ
」
の

「訓
注
」
―
―

「慨

哉
、
大
丈
夫

【慨
哉
、
此
云
二宇
黎
多
棄
伽
夜

】
」
（大
系
本

『
日
本
書
紀

上
』

一
九
二
ぺ
）

２
　
４
オ
　
頭
書

「何
く
み

〃
く
む
　
ｏ
メ
ク
ミ
　
ｏ
涙
ク
ミ
　
ｏ
角

ク
ミ
ノ
類
也
」
―
↓

全
集
九
巻

一
四
五
ぺ
。

３
　
４
ウ

「
こ
み

こ
む
　
込
　
東
鑑
　
韻
書
ニ
ハ
不
見
」
―
―

「韻

書
」、
未
詳
。

４
　
５
オ

「
さ
い
な
み

さ
い
な
む
　
詰
　
新
撰
字
鏡
」
―
―

『新
撰

字
鏡
』
享
和
本
に

「詰
」
、
天
治
本
に

「誰
」
が
あ
る
。
「凡

例
の
第

一
巻
」
２９
オ
に

「字
鏡
二
謝
ヲ
佐
支
奈
牟
ト
ヨ
メ
リ

サ
イ
ナ
ム
ハ
音
便
ニ
ヤ
」
と
あ
る
。
―
↓

『新
撰
字
鏡
』
増

訂
版

一
七
四
ぺ
。

５
　
６
オ
　
頭
書

「□
云

梅
が
え
十
六
丁
　
落
窪

冬
の
夜
な
れ
バ

‥
…
。」
―
↓

「凡
例
の
第

一
巻
」
注
２３
ｏ

６
　
１２
オ

「詞
づ
か
ひ
　
第
五
の
巻
　
体

あ
み
　
切
用

あ
む
　
続

口
□

（空
白
と

―
―

例
語
の
各
語
形
に

「体
、
切

。
用
、

続
」
を
付
す
の
は
こ
こ
が
最
初
。
こ
の
巻
の
末
尾
に
料
紙
を

改
め
て
書
い
た
も
の
。

第
一ハ
の
巻
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２
オ
　
頭
書

「
イ
ブ
リ

イ
ブ
ル
　
片
通
ひ
ノ
内
欺
　
書
紀
二
出
」

の

「片
通
ひ
」
―
―

未
詳
。
―
↓

「第
十
九
巻
」
注
１
。

４
オ
　
頭
書

「常
云
土
左
日
記
上
ノ
十
八
丁
ニ
ア
リ
　
物
ヲ
カ
ヒ

テ
代
ヲ
カ
ラ
デ
カ
リ
テ
置
事
卜
…
…
コ
レ
ラ
ノ
字
ヲ
ョ
ム
ト

季
吟
ノ
注

ニ
ミ
ユ
」
―
↓

北
村
季
吟

『土
佐
日
記
抄
』
（宣

長
校
合

『土
左
日
記
抄
』
上
３５
オ
）０

「代
ヲ
カ
ラ
デ
」

の

「
力
」
は

「
ヤ
」
の
誤
。

５
オ

「誘
ナ
ル
ヨ
シ
栞
ノ
大
綱
廿

一
丁
ニ
ミ
ユ
」
―
―

「栞
」
は

『和
訓
栞
』
の
こ
と
。
―
↓

『和
訓
栞

大
綱
』
（勉
誠
社
文
庫
）

三
十
丁
ウ
。

５
オ
　
例
語

「
か
り

か
る
　
猟
」
の
上
部
の

習
置

は
朱
線
で
抹

消
、
頭
書
に

「か
り

か
る
　
曰置

（朱
）
。

６
オ
　
例
語

「
か
じ
り

か
し
る
」
の

「じ
」
の
濁
点

（朱
）
に

「欺
」
（朱
）
を
付
す
。

６
オ
　
「兜
ヲ
ョ
ム
欺
　
イ
セ
談
古

［本
］
〈意
〉
ニ
ノ
廿
九
丁
メ
」

―
―

『伊
勢
物
語
古
意
』
に

「科
な
き
人
を
兄

咀
れ
ば
、

…
…
さ
て
兇
は
か
じ
り
、　
咀
は
と
こ
ひ
と
よ
め
り
」
。
―
↓

『賀
茂
真
淵
全
集
』
第
十
六
巻
八
六
ぺ
。

７
オ
　
頭
書

「厚
ガ
ン
」
―
―

『厚
顔
抄
』
の
こ
と
。
９
オ
に
も
。

７
オ
　
「オ
欺
木
欺
」
―
―

「極
」
の
偏
が
手
偏
か
木
偏
か
の
意
。

―
↓

「第
十
弐
巻
」
注
４
。

９
ウ
　
頭
書

「懸
有
　
反
云
佐
家
礼
流
」
―
―

反
、
「
さ
が
り
＋

あ
る
↓
さ
が
れ
る
」。

‐２
ウ

「
た
ゝ
り

た
ゝ
る
　
出
こ

の

「崇
」、
正
し
く
は

「祟
」。

‐３
オ
　
頭
書

「宇
治
大
納
物
語
　
い
と
も
た
ま
は
り
た
ま
は
ざ
り

け
り
」
の

「宇
治
大
納
物
語
」
―
―

コ
一一こ

を
欠
く
が

『宇

治
大
納
言
物
語
』
―
↓

『続
群
書
類
従
』
三
二
輯
下

『世
継

物
語
』

一
六
八
ぺ
上
。

‐７
ウ
　
頭
書

「課
役
徴
者
」
の

「課
役
」
―
―

大
系
本

『万
葉
集
』

は

「
え
つ
き
」、
『校
本
万
葉
集
』
は

「
え
た
す
」。

２０
ォ
　
例
語

「
ほ
ワ
リ

ほ
ワ
る
」
―
―

『活
用
言
の
冊
子
』
で
は

例
語
の
排
列
上

「
ホ
フ
ル
」
と
対
応
。
「
ホ
フ
ル
」
の

「
フ
」

が

「
フ
」
か

「
ワ
」
か
迷

っ
て

「
ワ
」
と
書
い
た
も
の
。
『活

用
言
の
冊
子
』
原
本
の
書
き
方
に
よ
れ
ば
、
迷
う
可
能
性
が

あ
る
。
―
↓

第
四
章
第

一
節

一
０
。

２０
ゥ
　
頭
書

「常
云
土
左
日
記
上
十
丁
　
ま
だ
る
心
地
す
卜
云
詞

有
」
の

「ま
だ
る
」
―
―

官
一長
校
合

『土
左
日
記
抄
』
。
大

系
本
な
ど
、
「ま
く
る
」。

２０
ゥ
　
例
語

「
ま
さ
ｏ
り

ま
さ
ｏ
る
」
―
―

『活
用
言
の
冊
子
』

で
は
例
語
の
排
列
上

「
マ
サ
グ
ル
」
と
対
応
。
頭
書
に

「常

11  10
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一ム
　
ま
さ
く
り

ま
さ
く
る
　
書
紀
　
戯
　
弄
」
。
―
↓

第

四
章
第

一
節

一
０
。

‐６
　
２‐
ゥ
　
「風
雅
集
七
ノ
三
丁

吹
み
た
し
野
分
に
あ
る
ゝ
朝
あ
け
の

色
こ
き
雲
に
雨
こ
ほ
る
也
」
―
―

頭
書

「
み
だ
り
」
か
ら
線

で
結
び
本
文
余
白
に
書
く
。
「松
風
十
丁
　
山
が
つ
の
…
…
」

以
下
は
頭
書
。

‐７
　
２３
ウ
　
頭
書

「常
云
　
よ
ば
り
」
―
―

見
せ
消
ち
。

２４
オ
の
例
語

「
よ
ば
り

よ
ば
る
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
な
い
。

‐８
　
２３
ウ

「
よ
こ
な
は
り
」
「
よ
こ
ほ
り
」
に
当
て
た
漢
字
は
オ
偏
。

‐９
　
２４
オ
　
例
語

「わ
な
が
り

わ
な
が
る
」
―
―

例
語
の
排
列
上
、

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ワ
ガ
ナ
ル
」
に
対
応
。
―
↓

第
四

章
第

一
節

一
０
。

七
の
巻

１
　
表
オ
　
「此
巻
左
輪
の
首
巻
也

十
五
巻
ま
で
左
輪
也

衣
緯
よ
り

発
て
宇
緯
に
旋
り

る
の
詞
そ
ふ
」
―
―

春
房
筆
。
―
↓

「第
壱
の
巻
」
注
２
、
「第
廿
三
巻
」
注
１
。

２
　
１
オ
　
頭
書
と
し
た
落
窪

・
う
つ
ほ

・
公
忠
集
の
証
例

―
―

本

文
中
の
余
白
に
か
け
て
書
く
。

３
　
３
ウ

「
し
え
た
げ
」
の

フ
え
」
の
右
に
朱
丸
が
あ
っ
て
、
お
そ
ら

く

「
へ
」
か
２
思
。

４
　
３
ウ
　
追
加
例
語

「
ｏ
す
げ

ｏ
す
ぐ

ｏ
す
ぐ
る
　
波
ノ
緒
ス
ゲ

テ
ノ
類
」
―
―
別
に
５
オ
に
抹
消

「
す
げ

す
ぐ

す
ぐ
る
」

が
あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
で
は

「
シ
リ
ゾ
ク
」
と

「
ソ
ク
」

の
間
に

「
ス
グ
」
が
あ
り
宣
長
書
入

「
ス
ゲ
テ
」
と
筆
者
不

明
の
付
箋

「
ス
ゲ
　
波
の
フ
ス
ゲ
テ
ノ
類
也
」
が
付
く
。

―
↓

第
四
章
第

一
節

一
０
。

５
　
５
オ
　
「す
げ

す
ぐ

す
ぐ
る
」
―
三
行
を

一
括
×
に
よ
っ
て
抹

消
。
―
↓

注
４
。

第
八
の
巻

１
　
表
オ
　
「憤
」
―
―
第

一
巻
～
第
六
巻
に
は

「左
」
（第
二
巻
、
第

五
巻
に
は
記
入
が
な
い
）、　
第
七
巻
～
第
廿
五
巻
に
は

「慣

（慣
と

（第
七
巻
、
第
十
二
巻
、
第
十
三
巻
、
常
補
巻
に
は
記

入
が
な
い
）。
↓

「第
壱
の
巻
」
注
３
、
「第
二
の
巻
」
注
１８
ｏ

２
　
１
オ
　
「体
　
切

用
　
続
」
「所
　
有
　
令
」
―
―

こ
こ
が

一
つ

の
表
に

「所

（五
じ
　
有

（語
）

令

（語
と

を
縦
に
、
「体

切

用
　
続
」
を
横
に
書
く
最
初
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
三
、

第
二
節

一
。
四
。

３
　
１
オ
　
頭
書

「和
名
　
阿
波
世
乃
岐
奴
」
―
―

「和
名
」
は

『倭
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名
類
衆
抄
』
の
こ
と

（『諸
本
集
成

倭
名
類
衆
抄

本
文
篇
』

六
九
五
ぺ

「元
和
古
活
字
本
し
。
―
↓

「第
二
の
巻
」
注
８
、

「廿
五
の
巻
」
注
３
、
「第
壱
の
巻
」
５
オ
。

頭
書

「
ふ
て

ぶ
つ
　
ぶ
つ
る
　
捨
」
―
―

例
語
最
末
尾

（４
オ
）
に
も
載
り
証
例

「大
和
物
語
　
御
湯
フ
テ
ツ
」
（頭

書
）
が
あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
は
俗
語
に

「
フ
ツ
」
が
あ

り
証
例

「大
和
物
語

二
湯
フ
テ
ツ
」
が
付
く

（全
集
五
巻
翻

刻
の

「他
筆
３
し
。

４
オ
　
頭
書

「通
後
集
ノ
歌

二
　
今
日
マ
テ
ニ
物
置
ミ
テ
ヌ
大
蔵

ハ
モ
ト
ノ
修
理

ニ
ゾ
タ
ガ

ハ
ザ
リ
ケ
ル
」
―
―

こ
の
歌
、

『大
蔵
卿
行
宗
卿
集
』
翁
群
書
類
従
し

に
載
る
。

４
オ
　
頭
書

「
み
て

み
つ

み
つ
る
」
―
―

「第
二
巻
」
に
四
段

活
の
例
語
と
し
て
も
載
る

（３
オ
頭
書
）
。
―
↓

「第
三
巻
」

注
２
。

５
オ

「自
故
」
―
―

「第
十
七
巻
」
に
も

「自
語
、
故
語
」
の
用

例

（２
オ
）
。
―
↓

「凡
例
の
第

一
巻
」
注
２６
ｏ

５

　
５

オ
　

「
蜃
赳
蜃
〓

―

―

黒

々
と
丁
寧

に

一
行

の
三
分

の
二
ほ

ど
抹
消

。

第
十
巻

１
　
１
オ
　
頭
書

「常
云
　
カ
サ
ネ
ノ
所
語
ヲ
カ
サ
ナ
ル
ト
モ
‥
…
・師

ノ
所
備
ヲ
ソ
ナ
ハ
ル
ト
コ
マ
レ
シ
モ
イ
カ
ー
…
こ

の
「師
」

は
宣
長
の
こ
と
。
「
凡
例
の
第

一
巻
」

に
宣
長
頭
書

「雅
言

夕
ヾ
ナ
ハ
ル

ウ
ゴ
ナ
ハ
ル

所
備

所

行
」
（２８
オ
）０

２
　
１
オ
～
１
ウ
　
頭
書

「実
の
所
語
」
―
↓

第
一二
早
第
二
節
二
０
。

３
　
１
ウ
　
例
語

「
さ
ね

ざ
ぬ

ざ
ぬ
る
」
右
肩
の
「朱
書
∵
―
―

『活

用
言
の
冊
子
』
第
十
会
、
田
中
道
麿
朱
筆
書
入

「
サ
ヌ
」
の

こ
と
。
『詞
つ
か
ひ
』
中
に

「朱
書
」
と
記
す
個
所
、
他
に
一

個
所
。
「第
二
の
巻
」
の
「朱
書
云
　
な
か
ゝ
す

万
七
十
二
」

（９
オ
）
。
―
↓

「第
二
の
巻
」
注
９
。

４
　
１
ウ
　
例
語

「
さ
ね

ざ
ぬ

ざ
ぬ
る
」
の
濁
点

―
―

朱
。

「あ
ぢ
は
へ

あ
ぢ
は
ふ

あ
ぢ
は
ふ
る
」
―
―

『活
用
言
の

冊
子
』
は
、
『本
居
宣
長
全
集
』
（第
五
巻
）
の
翻
刻
で
は

「
ア

ナ
ハ
フ
」、
原
本
で
は

「
ア
チ
ハ
フ
」
と
読
め
る
。
―
↓

第

四
章
第

一
節

一
０
。

２
　
１
ウ

「対
に
て
も
よ
ろ
し
」
―
―

読
み
難
い
が
お
そ
ら
く

「対

に
て
も
よ
ろ
し
」
。

第
1 九

の
3巻
ウ

十
1 -

の
1 ま
オ き
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3
第

1+
弐

表 巻
オ

６
オ
　
証
例

「常
云
万
葉
十
七
ノ
五
十

一
丁
　
ナ
カ
ト
ミ
ノ
フ
ト

ノ
リ
コ
ト
ヽ
伊
比
波
良
倍
」
の

「
ナ
カ
ト
ミ
ノ
フ
ト
ノ
リ
コ

ト
ヽ
」
―
―

「
…
…
ノ
リ
ト
コ
ト
」
が
正
し
い
。

７
オ
　
「
ウ
カ
ヒ

ウ
カ
フ
ハ
　
モ
ト
ウ
キ

ウ
ク
ヨ
リ
出
ツ

夫
レ

ヲ
ウ
カ
ヘ　
ウ
カ
フ
ル
ト
云
ハ　
ウ
キ

ウ
ク
ョ
リ
第
二
転
也

オ
ト
ロ
ヘ
モ
オ
ト
リ
ガ
元
ナ
レ
バ
第
二
転
也
」
の
「第
三
転
」

と
は
ウ
キ

ウ
ク
↓
ウ
カ
ヒ

ウ
カ
フ
↓
ウ
カ
ヘ
　
ウ
カ
フ
ル

と
転
じ
た
活
用
を
い
う
。
「お
と
り
、
お
と
ろ
へ
」
の
場
合
は

オ
ト
リ

オ
ト
ル
↓
オ
ト
ロ
ヒ

オ
ト
ロ
フ
↓
オ
ト
ロ
ヘ

オ

ト
ロ
フ
ル
と
な
り
、
下
三
段
活
が
第
三
転
と
な
る
。

７
オ

「
み
な
第
四
会
ノ
語
ヲ
」
の

「第
四
会
」
―
―

『活
用
言
の

冊
子
』
の

「第
四
会
」
。
「―
―
会
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
。

７
オ
　
「
そ
ひ

そ
ふ
ハ
物
ノ
物

二
自
ラ
添
フ
コ
ト
　
そ
へ

そ
ふ

る
は
物
ヲ
シ
テ
物

二
添
ハ
シ
ム
ル
意
ナ
リ
」
―
―

「第
九
の

巻
」
５
オ
に
も
類
似
の
記
事
。
―
↓

「凡
例
の
第

一
巻
」
注

２６

０

「第
メ馬
メ等

　
口
円
〓
Ｈ
凶

□
日
□

」
―
―
貼
紙
上
の
文

字
。
下
に

「
口
開
Ш

口
日
□

口
開
田
□

」
と
見
え
る
。

初
め
十
四
巻
と
し
て
書
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
―
↓

注

２
、
注
３
。

表
オ
　
「第
十

〔四
〕
〈弐
〉
巻
」
―
―

『詞

つ
か
ひ
』
の
表
紙
巻

序
数
訂
正
三
巻
の
う
ち
の
一
つ
。
他
の

一
巻
は

「第
廿

〔三
〕

四
巻
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
二
②
。

１
オ
　
「語
遣
　
第

〔十
四
〕
〈十
二
と

―
―
内
題
の
巻
序
数
訂
正

は
他
に
第
十
七
巻
に

「第
十

〔七
〕
〈八
〉
巻
」
と
あ
る
。
―

↓

第
二
章
第

一
節
二
②
。

３
オ
　
頭
書

「
〔極
〕
〈極
と

―
↓

「第
六
の
巻
」
注
８
。

５
ウ

「但
し
任
レ
ル
ヲ
タ
ム
ル
ナ
ラ
バ
」
の
「任
」
は
正
し
く
は

「柾
」
か
。
た
だ
し

「狂
」
に
も

「
み
だ
れ
る
さ
ま
」
の
意
が

あ
る

（諸
橋
轍
次

『漢
和
大
辞
典
５
。

６
オ

「
つ
め

つ
む

つ
む
る
」
の
当
て
漢
字

「詰
」
―
―

「
つ
む

（
つ
め
る
）
」
な
ら

「一
巴
、
「詰
」
な
ら
意
は

「
つ
ぐ

（生
口げ

る
と
。

６
ウ
　
頭
書

「花
チ
レ
ル
水
ノ
マ
ニ
ノて
ヽ
ト
モ
ク
レ
バ
」
は

「花

チ
レ
ル
水
ノ
マ
ニ
，イ
ヽ
ト
メ
ク
レ
バ
」
が
正
し
い
。

１０
オ
　
欄
外
右

翁
の
ど
」
の
部
分
）
に

「
オ
ト
ヅ
レ
ノ
ヅ
レ
モ
車

欺
」
が
あ
る
。
翻
刻
は
し
な
い
が
、
こ
れ
と
こ
の
右

翁
綴
代
」

の
部
分
）
に
三
行
ほ
ど
の
書
入
れ
が
あ
る
。
現
十
冊
本

へ
の

5   4
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改
装
の
際
の
綴
じ
糸
の
た
め
今
は
辛
う
じ
て

「所
語

ニ
モ

‥
…

」
が
読
め
る
。

第
十
三
巻

１
　
表
オ

「
か
た
お
ひ
　
ｏ
そ
し

か
し
つ
き
そ
し

ゑ
ひ
そ
し

の

類
」
―
―

「か
た
お
ひ
」
、
未
詳
。
「か
し
つ
き
そ
し
」
「
ゑ
ひ

そ
し
」
は
こ
の
巻
の
例
語
で
は
な
い
。

２
　
表
ウ

「
ミ
ラ
レ
ハ
為
格
ノ
所
語
也
　
ヽヽヽ
エ
ハ
然
格
也
」
―
―

「為

格
」
「然
格
」、
自
他
に
関
わ
る
用
語
。
―
↓

「凡
例
の
第

一

巻
」
注
２６
ヽ
第
二
章
第
二
節
三
０
。

３
　
１
オ
　
「俗
　
あ
ま
や
か
し

あ
ま
や
か
す
」
―
―

表
中
の
他
動

詞
の
令
語
、
こ
こ
が
初
出
。

４
　
２
オ
　
頭
書

「消
ノ
所
語
か
」
―
―

「る
こ
う
る
」
下
接
の
意
を

担
う
単
純
形
を
所
語
と
す
る
例
。
た
だ
し

「か
」
を
伴
い
断

定
は
し
て
い
な
い
。
他
に

「越
ノ
所
語
か
」
（２
ウ
）、
「断
ノ

所
語
か
」
（３
オ
）
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
二
０
。

５
　
３
オ
　
頭
書

「是
ハ
費
ナ
ル
ベ
シ
　
又
別
二
源
氏
蓬
生
十
三
丁
オ

年
比
い
た
う
つ
ひ
え
た
れ
ど
云
々
　
憔
悴
ノ
義
卜
注
セ
リ
」

の

「注
」
は

『源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
注
。
―
↓

『増
註
源

氏
物
語
湖
月
抄
』
中
巻
六
四
ぺ
。

十
四
の
巻

１
　
表
オ

「荒
　
一日
開
Ш
口
日
□
口
開
日
□
　
等
」
―
―
ラ
行
下

二
段
活
の
活
用
型
例
示
と
し
て
は

「れ

る

る
ゝ
」
と
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
。
こ
こ
だ
け
が
他
の
巻
の
表
紙
の
活
用
型
例
示

と
異
な
る
。

２
　
１
オ

「あ
き
れ

あ
き
る

あ
き
る
ゝ
　
咳
　
韻
」
―
―

「韻
」
、

未
詳
。

３
　
２
ウ

「お
そ
れ
　
恐
」
の

「魔
ヲ
於
曽
波
留
　
古
言
梯
ニ
モ
出
」

―
―

『古
言
梯
　
再
考
』
七
十
三
丁
オ
に

「お
そ
は
る
　
於

曽
波
留
　
魔
」
、
同
七
十

一
丁
オ
に
「
お
そ
る
　
於
曽
留
　
恐

又
燿
」。

４
　
４
ウ
　
例
語

「
し
を
れ
」
の
当
て
漢
字

「萎
」
の
囲
み
の
理
由
、

不
明
。
―
↓

注
７
。

７
オ

「韻
ニ
モ
ヨ
メ
リ
　
不
富
ノ
意
」
―
―

「韻
」、
未
詳
。

８
オ
　
「も
つ
れ

も

つ
る

も
つ
る
ゝ
　
純
　
玉
云

綾
不
鮮
」
の

「玉
」
は
中
国
辞
書

『玉
篇
』
の
こ
と
。
『康
熙
字
典
』
「縫
」

の
項
に

「玉
篇
　
綾
不
・解
ヶ」。
―
↓

『標
註
訂
正

康
熙
字

典
』
復
刻
版
二

一
二
五
ぺ
。

８
ウ
　
頭
書

「経
」
の
囲
み
の
理
由
、
不
明
。
―
↓

注
４
、
「第

二
の
巻
」
注
１２

6   5
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第
十
五
巻

１
　
１
オ
　
例
語

「く
ゑ

く
う

く
う
る
　
電
」
―
―

「廿
五
の
巻
」

１
オ
に
頭
書

「常
云
　
蹴

ケ

ケ
ル
　
此
格
ナ
ル
ベ
シ
」。

は
ん
は
捨
例
と
す
【捨
例
の
事
は
凡
例
に
い
へ
り
】
（第
十

六
巻
２
ウ
）

②
令
語
は
用
例
捨
例
多
し

落
の
令
語
を
お
と
し

お
と
す
と

い
ふ
に
朽
は
く
た
し

く
た
す
と
い
ふ

同
じ
き
ち
ノ
音
於

緯
と
阿
緯
と
に
ゆ
く
け
ぢ
め
あ
り

ま
づ
落
は
お
ち
さ
せ

お
ち
さ
す
と
も
い
ふ
め
れ
ど
常
に
お
と
し

お
と
す
と
い

ふ
は
第
十
六
巻
起
の
令
語
お
く
し
と
も
い
ふ
べ
き
を
お
こ

し
と
い
ふ
か
ご
と
く

【此
事

ハ
十
六
巻
ヲ
披
テ
委
ク
見
ベ

シ
】
お
と
り

【劣
也
】
お
と
る
と
い
ふ
語
の
令
を
こ
ゝ
に

呼
な
り
て
お
と
し
と
は
い
ふ
な
り

（第
十
七
巻
３
オ
）

③
き
た
る
と
い
ふ
を
今
け
る
と
も
い
へ
と
に
は
あ
ら
す

も

と
よ
り
捨
例
と
す
べ
し

（第
廿
四
巻
２
ウ
）

３
オ

「く
き

く
ゝ
と
は
た
ら
く
も
の
は
第

一
巻
の
語

く
ゝ
り

く
ゝ
る
と
は
た
ら
く
も
の
は
別
に
て
第

□

巻
の
語
也
」
の

空
所

―
―

翌
金

が
入
る
。
―
↓

注
３
。

３
ウ

「
つ
ぎ

つ
ぐ
と
い
ふ
も

つ
ゞ
り

つ
ゞ
る
と
い
ふ
も
そ
の

本
卜
同
じ
き
を
す
ひ

す
ふ
は
第

□

巻
の
語
に
て
す
ゝ
り

す
ゝ
る
と
は
別
也
」

の
空
所

―
―

「
四
」
が
入
る
。
―
↓

注
３
。

第
十
六
巻

１
　
表
オ

２
　
表
オ

３

　

２

オ

４

　

２

ウ

「令
ハ
オ
コ
シ
　
ス
コ
シ
　
ツ
ク
シ
」
―
―

こ
の
巻
の
例
語

「起
く
、
過
ぐ
、
尽
く
」
の
令
語
。
２
オ
以
下
に
詳
説
。

「乗
語
　
春
云

此
巻
よ
り
廿
三
巻
ま
で
乗
語
也

右
輪
左

輪
の
旋
ざ
ま
に
か
は
り
て
又

一
つ
の
旋
也
」
―
―

付
箋
に

よ
る
春
房
筆
。
「乗
語
」
は
春
房
の
名
目
で
、
多
音
節
上
二
段

活
語
の
こ
と
。
―
↓

第
二
章
第
二
節

一
。

「あ
き

あ
く
を
地
語
に
よ
ぶ
時
は
第

［］
巻
に
て
あ
け
と

い
ふ
」
の
空
所

（□
で
示
す
）
―
―

「七
」
が
入
る
。
―
↓

第
三
章
第
二
節
二
０
。

「捨
例
の
事
は
凡
例
に
い
へ
り
」
―
―

「凡
例
の
第

一
巻
」

に

「捨
例
」
の
記
事
は
な
い
。
「捨
例
」
の
用
例
、
こ
こ
２
ウ

に
二
箇
所
、
「第
十
七
巻
」
３
オ
に

一
箇
所
、
「第
廿
四
巻
」

２
ウ
に
一
箇
所
。
「捨
例
」
と
は
不
適
切
な
用
例
の
こ
と
。
次

ぎ
の
四
箇
所

（―
～
～
部
）
。

①
お
こ
し

お
こ
す
と
は
い
ふ
な
り

お
く
し

お
く
す
と
い



第
十
六
巻
の
下

１
　
表
オ
　
「第
十
六
巻
の
下
」
の
傍
線

‐―
‐
巻
序
数
に
付
す
傍
線

の
最
初
。
第
十
六
巻
の
下

。
第
十
七
巻

・
十
八
の
巷

・
第
十

九
巻

。
第
廿
巻

。
第
廿

一
巷

・
第
廿
二
巻

・
第
廿
三
巻

。
廿

五
の
巻
に
も
傍
線
。
常
補
巻

。
第
廿

〔三
〕
四
巻

。
第
廿
六

巻

・
第
廿
七
巻
に
は
な
い
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
三
。

第
十
七
巻

１
　
１
オ
　
「第
十

〔七
〕
〈八
〉
巻
」
―
―

「第
十
六
巻
の
下
」
挿
入

の
た
め
の
訂
正
か
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
二
②
。

２
　
１
ウ
　
頭
書

「土
佐
日
記
ノ
歌

二

手
ヲ
ヒ
テ
ー
ム
々
　
コ
レ
ハ
ヒ

テ

ヒ
ツ

ヒ
ツ
ル
ヨ
リ
云
ル
也
…
…
」
（１
ウ
～
２
オ
Ｙ
Ｉ
↓

「第
二
巻
」
注
１
。

３
　
１
ウ
　
頭
書

「
ヒ
ヅ
一ム
々
ト
ヨ
ヽ
ク
ニ
テ
語
格
叶
ヘ
リ
」
の
「
ヨ
ヽ

ク
」
―
―

未
詳
。
「
ツ
ゾ
ク
」
の
意
か
。

４
　
２
オ
　
「
い
ざ
ち
　
い
ざ
つ
」
の
も
う

一
つ
の
語
形

「
い
ざ
つ
る
」

―
―

脱
落
。

５
　
２
オ
　
頭
書

「
ヒ
チ

ヒ
ツ
ハ
自
語
也
　
ヒ
テ

ヒ
ツ
ル
ハ
故
語

也
」
―
↓

「凡
例
の
第

一
巻
」
注
２６
、
第
一二
早
第
二
節
三
０
。

６
　
３
オ
　
「用
例
捨
例
多
し
」
―
↓

「第
十
六
巻
」
注
４
。

７
　
４
オ
～
４
ウ
　
抹
消

・
挿
入
に
よ
っ
て

「
た
つ
る
と
い
ふ
は
た
て

と
い
ふ
よ
り
こ
そ
た

つ
る
と
は
い
ふ
な
れ
春
な
と
の
た
つ
は

お
の
つ
か
ら
な
る
物
な
れ
ば
た
ち
た

つ
と
い
ふ
語
格
な
れ
バ

ふ
る
く
春
タ
テ
バ
ト
ハ
ヨ
ミ
タ
リ
塩
ミ
テ
ハ
モ
コ
ノ
格

二
同

じ
よ
く
／
ヽ
わ
き
ま
ふ
べ
し
或
人

の
歌
と
て
…
…
」
と
な

Ｚ
υ
。

十
八
の
巻

１
　
１
オ
　
ナ
変
活
の

「
い
ぬ

（去
）、
し
ぬ

（死
こ

の
二
語
を
例
語

と
す
る
。
ナ
変
活
を
別
巻
と
す
る
考
え
は
見
当
ら
な
い
。
―

↓

第
二
章
第

一
節
二
０
。

第
十
九
巻

１
　
表
オ
　
書
入

「万
十
七
ノ
四
十
三
丁
　
歎
ヲ
ナ
ケ
カ
ク
ト
云
リ

聞
ヲ
キ
カ
ク
ニ
同
じ
　
〔片
輪
ノ
〕
片
通
ひ
ノ
言
也
」
の
「片

通
ひ
」
―
―

こ
の
名
目
の
内
容
、
未
詳
。
他
に

一
例

「
イ
ブ

リ

イ
ブ
ル
　
片
通
ひ
の
内
欺
　
書
紀

二
出
」
（第
六
の
巻
）
。

↓

「第
六
の
巻
」
注
１
。

第
廿
巻
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１
　
１
オ
　
頭
書

「既
二
見
モ
ミ

ヽヽヽ
ル
ト
雀
否
で
ミ

ム
ト
ハ
云
ズ
」

―
―

「既
」
と
翻
字
し
た
文
字
、
「
凡
例
の
第

一
巻
」
の

「爪

む
の
義
也
　
〔又
つ
か
む
は
東
む
の
意
な
る
べ
し
〕
既
二
云

り
」
（９
ウ
）
に
同
じ
字
体
の
文
字
が
あ
り
、
他
に
も
前
後
の

関
係
で

「既
二
」
と
読
み
う
る
例
が
あ
る
。

第
廿
二
巻

１
　
１
ウ
　
「弐
巻
の
詞
に
も
き
り

き
る
切
な
ど
は
き
る
ゝ
と
も
つ
か

ふ
な
れ
ば
」
―
―

「弐

（巻
の
詞
と

は
、
お
そ
ら
く

「此

（巻
の
詞
と
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
三
０
。

表
オ
　
「輻
語
」
―
―

春
房
書
入
。
「輻
語
」
は
常
昭
に
よ
っ
て
ク

活
用
形
容
詞

「第
廿
六
巻
」
に
も
使
わ
れ
る
。
―
↓

第
二
章

第
二
節

一
。

表
オ
　
「春
云
　
万
十
巻
十
五
丁
」
∩
居
」
の
活
用
形

「
ウ
」
と
線

で
結
ぶ
）
―
―

春
房
書
入
。
「
ゐ

・
う
」
と
活
用
す
る
語
の

所
在
を
い
う
。
「雖
立
雖
座
」

翁
国
歌
大
観
」
番
号

一
九

一

二
）
の
こ
と
。

表
オ
　
「常
補
巻
」
―
―

常
昭
が
補

っ
た
巻
の
意
。
傍
線
は
付
か

な
い
。
―
↓

「第
十
六
巻
の
下
」
注
１
、
第
二
章
第
二
節
二
。

４
　
表
オ
　
貼
紙
上
の

「戟
語
　
第
二
十
四
」
―
↓

第
二
章
第
二
節

一

。

常
1補

巻

第
廿
三
巻

１
　
表
オ

２
　
表

オ

4   3
第

1廿
四

表 巻
オ

「穀
　
衣
緯
に
発
り
て
宇
緯
に
転
り
又
る
も
じ
そ
は
る
ハ

全
く
左
輪
に
ひ
と
し
け
れ
ど
も
是
ハ
語
の
首
う
つ
る
故
に
穀

と
名
つ
く
」
―
―

付
箋
。
春
房
筆
。
「穀
語
」
は
常
昭
に
よ
っ

て
シ
ク
活
用
形
容
詞

「第
廿
七
巻
」
に
も
使
わ
れ
る
。
―
↓

「第
壱
の
巻
」
注
２
、
「七
の
巻
」
注
１
、
第
二
章
第
二
節

一
。

貼
紙
上
の

「轄
語
」
―
↓

第
二
章
第
二
節

一
。

「第
廿

曇
こ

四
巻
」
―
―

コ
置

を
朱
で
消
し
朱
で
「
四
」

に
訂
正
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
二
０
。

表
オ
　
貼
紙
上
の

「轄
語
　
第
廿
六
」
―
―

貼
紙
上
の
巻
序
数

「
二
〇
」
に
「廿
」
を
使
う
唯

一
の
例
。
他
は
す
べ
て
コ
一十
」

と
書
く
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
三

。
第
二
節
三
。

２
ウ
　
「捨
例
と
す
べ
し
」
―
↓

「第
十
六
巻
」
注
４
。

３
オ
　
「
日
本
霊
異
記
」
の
中
央
に
縦
に
朱
線
が
あ
る
が

（翻
刻
で



は
省
略
）
、
お
そ
ら
く
抹
消
の
意
で
は
な
い
。

廿
五
の
巻

１
　
表
オ
　
貼
紙
上
の

「轍
語
　
第
二
十

霊
０

七
」
―
―

貼
紙
上
の

巻
序
数
の
訂
正
は
こ
の
巻
か
ら
最
終
巻
ま
で
の
三
巻
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
二
②
。

２
　
１
オ
　
頭
書

「鋳
」
「射
」
の
上
部
の
貼
紙
に
よ
っ
て

「
ｏ
沃
　
イ

イ
ル
」
が
抹
消
。

３
　
１
ウ
　
頭
書

「常
追
考
　
般
　
和
名
…
…
」
―
―

「和
名
」
は

『倭

名
類
衆
抄
』
翁
諸
本
集
成

倭
名
類
衆
抄

本
文
篇
』
六
七
五

ぺ
）。
―
↓

「第
二
の
巻
」
注
８
、
「第
八
の
巻
」
注
３
。

４
　
１
ウ
　
例
語

「
こ
ゝ
ろ
み

，ｃ
ゝ
ろ
み
る
」
―
―

貼
紙
に
書
く
。

「率
　
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
」
が
こ
の
貼
紙
に
よ
っ
て
抹
消
さ

れ

「
こ
ゝ
ろ
み

こ
ゝ
ろ
み
る
」

の
次
に
移
さ
れ
る
。
―
↓

第
二
章
第

一
節
二
同
。

３
オ

「第
二
巻
車
語
ノ
部
二
出
セ
ル
赤
ミ
赤
ム
な
ど
の
…
…
」

の

「第
二
巻
」
―
↓

第
二
章
第
二
節
三
０
。

注
　

第
廿
六
巻

７０
　
　
‐
　
表
オ
　
貼
紙
上
の

「輻
語
　
第
二
十

〔七
〕
〈八
と

―
―

「輻
語
」

は
別
に

「常
補
巻
」
に
春
房
書
入
の

「輻
語
」
が
あ
る
。
―

↓

「第
廿
七
巻
」
注
１
、
第
二
章
第
二
節

一
。

表
オ
　
書
入

「万
葉
十
八
ノ
廿
丁

末
為
之
和
我
世
乎

マ
ヰ
マ
ウ

ト
云
詞
也

コ
レ
又

一
巻
ノ
語
ト
ス
ベ
シ
　
書
紀
五
ノ
四
丁

参
来
　
廿
ノ
十

一
丁

安
礼
婆
麻
為
許
牟
　
廿
ノ
廿
二
丁

麻

参
　
来

為
三
棟
麻
之
乎
　
居

ゐ
う

此
又

一
巻
ト
ス
ベ
キ
か
」
―
―

貼
紙
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
二
０
。

表
オ

「居

ゐ
う

此
又

一
巻
ト
ス
ベ
キ
か
」
の
囲
み
は
墨
線
。

表
オ

「某
廿

一
丁
　
ゾ
第
二
音

コ
ソ
第
四
音
」
―
―

「栞
」
は

『和
訓
栞
』
―
↓

『和
訓
栞

大
綱
』
（勉
誠
社
文
庫
）
三
十

一

丁
オ
。

２
ウ
～
３
オ

「す
べ
て
け
し
と
い
ふ
語
ど
も
は
第
二
巻
に
此
類

を
集
メ
て
彼
処
に
く
は
し
く
い
へ
り

下
に
も
処
々
け
し
の

類
を
載
た
れ
ど
も
く
は
し
く
は
か
の
第
二
巻
を
見
て
意
得
べ

し
」
の

「第
二
巻
」
―
―

「
凡
例
の
第

一
巻
」
２０
ゥ
に

「―
―

け
し
」
の
例
語
。
一九
「凡
例
の
第
二
巻
」
の
こ
と
。
―
↓

「
凡

例
の
第

一
巻
」
注
１４
、
「第
廿
七
巻
」
注
４
、
第
二
章
第
三
節

二
０
。

３
ウ

「紫
」
―
↓

「凡
例
の
第

一
巻
」
注
１９
ｏ

４
オ
　
頭
書

「別
様

菅
万
」
の

「菅
万
」
―
―

『菅
家
万
葉
集
』
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「
新
撰
万
葉
集
５
。
―
↓

『新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
歌
集

一
七
九
ぺ
番
号
三
。

４
ウ

「す
べ
て
某
た
し
と
い
ふ
辞
は
第
二
の
巻
に
部
を
立
て
あ

つ
む
」
の

「第
二
の
巻
」
―
―

「
凡
例
の
第

一
巻
」
１６
オ
～

ウ
に

「―
―
た
し
」
の
例
語
。
―
↓

注
５
。

９
ウ
　
例
語

「
し
げ
こ
し
」
の
直
上
に
付
く
△

（宣
長
か
）
は

「凡
例
の
第

一
巻
」
２３
ウ
の
宣
長
頭
書

「此
語
ハ
何

二
見
エ
タ

ル
ニ
カ
…
…
」
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
す
印
か
。
―
↓

「第
廿
七
巻
」
注
６
。

９
ウ

「す
べ
て
こ
し
と
い
ふ
類
の
語
は
第
二
巻
に
あ

つ
め
て
出

せ
り
」

の

「第
二
巻
」
―
―

「
凡
例
の
第

一
巻
」
２３
ウ
に

「―
―
こ
し
」
の
例
語
。
―
↓

注
５
。

‐４
オ
　
「右
の
類
な
り

是
も
第
二
巻
に
あ

つ
め
て
か
し
こ
に
あ

り
」
の

「第
二
巻
」
―
―

「凡
例
の
第

一
巻
」
２８
ウ
～
２９
ウ

に

「某
な
し
」
の
例
語
。
―
↓

注
５
。

２‐
ゥ
　
頭
書

「此
コ
ト
ハ
第

一
巻
所
語
弁

二
委
ヱ
ム
ヘ
リ
」
の
「第

一
巻
」
―
―

「凡
例
の
第

一
巻
」
１
オ

。
２５
オ

・
２８
オ
に
所

語
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
三
０
。

２３
オ

・
２４
オ
　
「
み
」
―
↓

「第
廿
六
巻
」
１７
オ
、
『詞
玉
緒
』
（全

集
五
巻
二
〇
六
ぺ
）、
第
二
章
第
四
節
三
０
。

‐４
　
２４
オ
　
″何
間
挿
入

「
コ
レ
ラ
ハ
又
別
二
一
ツ
ノ
ミ
也
」
は

「
に
が

み
」
の

「
み
」
に
対
す
る
宣
長
書
入
。

‐５
　
２４
ウ

・
２６
ウ

「
て
」
「
で
」
―
↓

『詞
玉
緒
』
（全
集
五
巻
二
〇
〇

ぺ
。
一
宍０
ニ
ペ
）

‐６
　
２６
ウ
　
「す
べ
て
此
ノ
来
の
言
の
事
は
い
た
く
例
あ
る
事
也

く
は

し
く
は
第

□

巻
来
語
の
処
に
い
へ
り
」
の
空
所

―
―

「廿

四
」
が
入
る
。
―
↓

第
二
章
第
三
節
二
０
。

‐７
　
２７
ウ
　
「猶
此
事
は
第
二
巻
け
く
と
い
ふ
語
を
あ
つ
め
た
る
処
に

委
ク
い
へ
り

考

へ
合
ス
ベ
し
」
の

「第
二
巻
」
―
↓

注
５
。

第
廿
七
巻

１
　
表
オ
　
貼
紙
上
の

「穀
語
　
第
二
十

〔八
〕
〈九
と

―
―

「穀
語
」

は
別
に

「第
廿
三
巻
」
に
春
房
書
入
の

「穀
」
が
あ
る
。

―
↓

「第
廿
六
巻
」
注
１
、
第
二
章
第
二
節

一
。

２
　
１
オ

・
２
オ
　
抹
消

・
挿
入
は
宣
長
。

３
　
２
オ
　
「Ｔ
…

な
り

い
ひ

お
も
ひ

し
と
い
ふ
は
体
語
な
リ
ビ

の
「な
り
」
か
ら

「な
り
」
ま
で
の
傍
線

（お
そ
ら
く
宣
長
）、

抹
消
の
意
。

４
　
３
オ
　
「す
べ
て
某
か
は
じ
と
い
ふ
語
の
事
は
第
二
巻
に
あ

つ
め

て
彼
処
に
く
は
し
く
い
へ
り
」
の

「第
二
巻
」
―
―

「
凡
例
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10

の
第

一
巻
」
１７
オ
に

「某
か
は
し
」
の
例
語
。
―
↓

「第
廿

六
巻
」
注
５
、
「凡
例
の
第

一
巻
」
注
１４
、
第
二
章
第
三
節
二

幼

。

４
オ
　
一旦
長
書
入

「
ガ
ハ
シ
ト
云
例
別
・一挙
ク
」
―
１

８
ウ
の

「某
が
は
じ
」
を
指
す
か
、
「凡
例
の
第

一
巻
」
１７
オ
に
「―
―

か
は
し
」
の
語
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
を

「別
二
挙
ク
」
と
言

っ

た
か
、
お
そ
ら
く
前
者
。

６
ウ
　
例
語

「
お
や
し
、
お
な
し
」
の
直
上
に
付
く
△

（宣
長
か
）

は
４‐
ォ
～
ゥ
の
宣
長
頭
書

「同

【
オ
ヤ
ジ

オ
ナ
ジ
】
…
…
」

に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
す
印
か
。
―
↓

「第
廿
六
巻
」
注

７
オ

「□
補

お
も
だ
ゝ
し
　
若
菜
上
ノ
廿
四
丁
」
―
１

７

オ

・
‐５
ウ

。
・８
オ

・
３３
ウ
に
も
□
と
し
た
用
例
が
あ
る
。
―

↓

「
凡
例
の
第

一
巻
」
注
２３
ｏ

８
オ

「某
が
ま
し
と
い
ふ
類
は
第
二
巻
に
部
を
建
て
委
∠
ム
ヘ

リ
」
の

「第
二
巻
」
―
―

「凡
例
の
第

一
巻
」
１８
オ
～
ウ
に

「―
―
か
ま
し
」
の
例
語
。
―
↓

注
４
。

８
ウ

「上
に
こ
と
わ
れ
る
か
如
し
」
―
１

８
オ

「某
が
ま
し
と

い
ふ
類
は
第
二
巻
に
部
を
建
て
委
∠
ム
ヘ
リ
」
を
指
す
。

９
ウ
　
一旦
長
書
入

「
ラ
ハ
シ
ノ
例
別
二
挙
」
―
―

「第
廿
七
巻
」
に

も

「
凡
例
の
第

一
巻
」
に
も

「別
二
挙
」
げ
た

「
ラ
ハ
シ
ノ

例
」
を
集
め
た
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。

‐５
ウ
　
ル旦
長
書
入

「
カ
ハ
シ
ノ
例
ニ
ア
グ
」
―
↓

注
５
。

・９
オ

「常
追
考
　
土
佐
日
記
　
ほ
と
／
ヽ
し
」
の
傍
線

―
―

抹
消
の
意
。
重
出
。
―
↓

３６
オ

「
ほ
と
／
ヽ
し
　
常
追
考

大
和
物
語
」。

２‐
ゥ

「第

□

巻
に
も
某
め
か
し
と
い
ふ
語
あ
れ
ど
も
…
…
な

や
ま
し

な
や
ま
す
と
活
て
第

□

巻
の
語
格
也
…
…
」
の

二
つ
の
空
白
―
―

コ
ご
が
入
る
。
―
↓

第
二
章
第
二
節
二

Ｄ

ｏ

２４
オ

「此
辞
の
事
は
第
二
巻
に
く
は
し
く
い
へ
り
」

の

「第
二

巻
」
―
―

「凡
例
の
第

一
巻
」
３９
ウ
に

「ら
し
」
に
つ
い
て

説
く
記
述
が
あ
る
。
―
↓

注
４
。

２７
ウ

「常
追
加
　
お
も
だ
ゝ
し
　
若
菜
上
ノ
廿
四
丁
」
の
傍
線

―
―

抹
消
の
意
。
重
出
。
―
↓

７
オ

「お
も
だ
ゝ
し
　
若

菜
上
ノ
廿
四
丁
」。

４０
ォ

「
ぁ
経
」
―
―

正
し
く
は

「
あ
緯
」
。

４０
ォ
～
４４
オ
　
抹
消

。
挿
入
は
宣
長
。

４‐
ゥ
～
４２
オ
　
「れ
ど
も
し
か
心
得
る
は
わ
ろ
し
」
か
ら

「
そ
の
あ

は
じ
と
い
ふ
に
例
の
」
ま
で
の
傍
線

（宣
長
）
、
抹
消
の
意
。
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抹
消

・
挿
入
に
よ
っ
て

「○
此
巻
の
語
ど
も
十

二
八
九
ハ
あ

は
し
は
淡
と
い
ふ
に
し
を
加
へ
て
あ
は
し
な
る
事
も
と
よ
り

論
な
き
事
な
ル
ヲ
又
ソ
ノ
シ
ノ
下
へ
車
の
く

き
を
添
て
あ

は
し
く

あ
は
し
き
と
は
い
ふ
ナ
レ
バ
此
巻

ニ
テ
ハ
ア
ハ
シ

ト
云
ガ
又
本
語
也

廿
六
巻
の
ご
と
き
は
…
…
」
と
な
る
。

‐９
　
４３
ウ
　
行
間
挿
入

「是
モ
ム
ノ
活
キ
ニ
テ
用
也
」
―
―

「う
ら
め

し
み
お
も
へ
」
の

「
み
」
に
対
す
る
宣
長
書
入
。

追
注
１
　
朱
筆
の
傍
線
と
圏
点

（↓

が
集
中
す
る
箇
所
は
次
の
通
り
。

「凡
例
の
第

一
巻
」

１
オ
～
ウ
、

１５
オ
～
ウ
ｏ

「第
廿
巻
」
　

　

　

１
ウ
～
２
オ
。

「第
廿
二
巻
」
　

　

１
ウ
～
２
オ
。

「第
廿
三
巻
」
　

　

１
ウ
～
３
オ
。

「第
廿
四
巻
」
　

　

１
ウ
～
３
オ
。

「第
廿
六
巻
」
　

　

１
オ
～
２８
オ
ｏ

「第
廿
七
巻
」
　

　

１
オ
～
４４
オ
ｏ

（注
記
　
終
）
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707 お わ り に

お

わ

り

に

前
著

『春
庭
の
語
学
研
究
』
に
続
い
て

「近
世
日
本
文
法
研
究
史
」
の

「続
」
と
し
て

『
常
昭
の
語
学
研
究
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。
今
回
も
極
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
こ
と
で

「
近
世
日
本
文
法
研
究
史
」
の
書
名
に
恥
じ
る
が
、
こ
れ
で

一
応
終
り
と
す
る
。
こ

れ
か
ら
は
多
く
の
残
さ
れ
た
草
稿
に
よ
っ
て
宣
長
の

『
詞
玉
緒
』
の
成
立
過
程
を
辿
る
こ
と
に
な
る
が
、
や

っ
と
宣
長
か
、
の
思
い
が

す
る
。
い
ま
不
遜
に
も
宣
長
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
年
来
心
が
け
候

へ
共
い
と
ま
な
く
」
今
後
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
で
き
る
か
、
は
な

は
だ
覚
東
な
い
。

前
著
も
本
書
も
、
き

っ
か
け
は
亡
き
足
立
巻

一
さ
ん
の

『
天
枠
』
連
載
の

「
や
ち
ま
た
」
と

『本
居
宣
長
全
集
』
月
報
の

「
『
活
用

言
の
冊
子
』
か
ら

『
詞
八
衝
』

へ
」
で
あ
っ
た
。
お
目
に
か
か

っ
た
の
は

一
度
限
り
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
何
度
も
な
ん
ど
も
直
接
お
教

え
を
得
た
よ
う
な
思
い
が
強
い
。

こ
の
仕
事
に
取
り
掛

っ
た
の
は
大
学

含
昌
山
大
学
教
育
学
部
）
に
勤
め
る
よ
う
に
な

っ
た
頃
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
同
じ
教
室
の

増
田
欣
先
生
に
は
懇
切
詳
細
に
研
究
の
方
法
、

写
本
の
解
読
な
ど
を
教
え
て
戴
い
た
。

「翻
刻
と
注
記
」
を
紀
要
に
載
せ
た
と
き
山
田

俊
雄
先
生

（成
城
大
学
）
に
は
書
簡
の
解
読
で
お
世
話
に
な

っ
た
。
こ
の
度
は
、
上
越
教
育
大
学
の
野
村
員
木
夫
先
生
に
は
前
者
の
書

評
と
と
も
に
誤
り
を
ご
指
摘
戴
き
、
富
山
大
学
の
小
助
川
貞
次
先
生
、
上
越
教
育
大
学
の
高
本
條
治
先
生
に
は
証
例
の
出
典
に
つ
い
て

貴
重
な
お
知
恵
を
拝
借
し
、
本
居
宣
長
記
念
館
研
究
員
の
吉
田
悦
之
さ
ん
、
鈴
木
香
織
さ
ん
に
は
資
料
の
確
認
で
お
手
を
煩
わ
せ
た
。

ほ
か
に
も
多
く
の
方
々
に
直
接
間
接
に
お
世
話
に
な

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。



お わ りに

甲
南
女
子
大
学
の
西
田
直
敏
先
生
に
は
今
回
も

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な

っ
た
。
も
う
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
、
ど
こ
で
ど
う
い

う
時
だ

っ
た
か
、
話
題
が
何

で
あ

っ
た
か
、
「
そ
れ
で
は

〃近
世
日
本
文
法
研
究
史
″
と
名
付
け
て
は
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が

あ

っ
た
。
本
書
副
題
の
由
来
で
あ
る
。
想
い
出
と
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
多
い
。

本
書
の
原
稿
は
、

十
数
年
前
に

一
応
で
き
て
い
た
が
発
行
書
店
の
思
い
が
け
ぬ
不
幸
で
中
止
、　
そ
の
後
四
、
五
年
前
に
前
著
の
原
稿

と
殆
ど
同
時
に
全
面
的
に
書
き
直
し
が
終

っ
て
、
こ
こ
し
ば
ら
く
幾

つ
か
思
い
付
く
こ
と
も
あ

っ
て
加
筆
訂
正
し
て
成

っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
間
、
『
詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
は
さ
ほ
ど
進
展
が
な
く
、
幸
か
不
幸
か
、
か
く
し
て
本
書
の
刊
行
と
な

っ
た
。

難
読
文
字
を
末
尾
に

一
覧
と
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
写
真
及
び
電
子
コ
ピ
ー
か
ら
の
写
真
な
の
で
い
さ
さ
か
鮮
明
を
欠

く
が
、
お
教
え
を
得
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

『
詞

つ
か
ひ
』

は
、

そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
す
る
と
手
元
に
メ
モ
に
類
す
る
も
の
は
置
い
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
何

度
に
も
わ
た
る
書
入
れ
の
多
い
未
定
稿
本
で
、
頭
書
も
あ

っ
て
、
活
字
化
の
困
難
な
仕
事
で
あ

っ
た
。
前
著
に
続
い
て
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
和
泉
書
院
の
廣
橋
研
三
さ
ん
、
社
員
の
皆
さ
ん
、
印
刷
所
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

本
書
が

『
詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
に
今
後
幾
ら
か
で
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
と
切
に
願
う
。

平
成
九
年

一
月
七
日

渡

辺
　
英

一
一

本
書
は
科
学
研
究
費
補
助
金

「
研
究
成
果
公
開
促
進
費
」
（平
成
八
年
度

文
部
省
）
の
交
付
を
受
け
て
の
出
版
で
あ
る
。
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関
係
既
発
表
著
書
論
文

Ｉ
　
著

書

平
成
　
　
七
年
二
月

Ⅱ
　
塾調
　
文

［１
］
昭
和
五
十

一
年
二
月

［２
］
昭
和
五
十

一
年
四
月

［３
］
昭
和
五
十

一
年
八
月

［４
］
昭
和
五
十
二
年
八
月

［５
］
昭
和
五
十
四
年
二
月

［６
］
昭
和
五
十
四
年
八
月

［７
］
平
成
　
　
八
年
二
月

Ⅲ
　
翻
刻
と
注
記

『春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―
』

和
泉
書
院

『活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『詞
つ
か
ひ
』『野

田
教
授
退
官
記
念
　
日
本
文
学
新
見

『
詞
つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
研
究
と
資
料
』

笠
間
書
院

―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―

『国
語
と
国
文
学
』
第
六
二
六
号

『詞
つ
か
ひ
』
成
立
試
論
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

主
と
し
て

「常
補
巻
」
後
期
挿
入
の
問
題
―

『国
語
国
文
研
究
』
第
五
六
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

活
用
研
究
史
に
お
け
る

『
詞
つ
か
ひ
』
―
所
属
例
語
を
中
心
に
―

『国
語
国
文
研
究
』
第
五
八
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

『
詞
つ
か
ひ
』
の
天
語

。
地
語
、
春
語

・
秋
語

『国
語
国
文
研
究
』
第
六

一
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

所
語

。
有
語

・
令
語
の
論
‐‐
『詞

つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
―

『文
莫
』
第
四
号
　
鈴
木
膿
学
会

玉
緒
草
稿
―
玉
椿
稿
紙
背
と
仮
字
の
林
稿
紙
背
―

『上
越
教
育
大
学

国
語
研
究
』
第

一
〇
号
　
ト
一越
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会
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［１
］
昭
和
五
十
二
年
二
月

［２
］
昭
和
五
十
三
年
二
月

［３
］
昭
和
五
十
四
年
二
月

［４
］
昭
和
五
十
五
年
二
月

［５
］
昭
和
五
十
六
年
三
月

［６
］
昭
和
五
十
七
年
二
月

［７
］
昭
和
五
十
八
年
二
月

［８
］
昭
和
五
十
九
年
二
月

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
廿
六
巻

。
第
廿
七
巻
、
形
容
詞
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
五
号

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
凡
例
の
第

一
巻
‐

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
六
号

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
壱
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
号

ゝ
廿
五
の
巻
―

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
十
六
巻
の
下
′

『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
八
号

詞

つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
十
二
巻
～
第
十
六
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
九
号

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
二
の
巻
～
第
四
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
五
巻
～
七
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二

一
号

一
の
ま
き
―

詞

つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
八
の
巻
～
十

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
二
号

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部

富
山
大
学
教
育
学
部
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『松の落葉』

*松村 明

『万葉集疑間』     17 110
『万葉集玉の小琴』

万葉集の証例 →『詞つかひ』

『万葉集問答』  110 127 273
『御国辞活用鏡』       56
『御国詞活用抄』岩崎文庫本  55
『御国詞活用抄』大平本  33 53
*水野 清        106
未然形           52

『美濃の家づと折添』

『美濃の家つと折そへ疑間』  14
『美濃の家つとの疑間』

『結びすてたる枕の草葉』   15
六つの空白 (天語 地語 春語 秋語)

有語 → 所語、令語

401

枚語 → 所語

轄語

有靡・無靡

有末・無末

用(用語)→

65  102  123

43

体(体語)、 続(続語)、

15

77

259

293

293

240

288

295

290

250

13

282

14

20

154

260

３

６

５

１

１

１

切

２

　

２

６

６

２

無末無靡

名目

命令形

245  284  291

131  134  250

*本居清造 →『活用言の冊子御国詞活

用抄の研究』

*本居宣長 → 宣長       286
『本居宣長記念館 名品図録』   25
「本居宣長年譜J(岩田隆)     25
『本居春庭』(山 田勘蔵)      25
*本居春庭 → 春庭       143
本・未          274 316
物をいひ定むる辞 (物 をいひ定むるし)

175 178 182 615

ヤ 行

『訳文笙蹄』        377 689
やすめ語        90 178 351

『やちまた』(足立巻一)   25 299
「やちまた不用」         251
*山田孝雄 →『国語学史』

116  130  286

94  98  193

「四種の活の図J(『詞八衝』)

143  288

『世継物語』

ヨヽク                  584

四段活と上二段活

ラ 行

「る、らるJ下接形 →「す、さす、しむ」

下接形       112 134 144
るれ(添加による)活用 → 母音(交替に

よる)活用    65 102 149 164
令 → 本令、半令   114 508 558
令語 → 所語、有語       103

114  184  309  507  513  558

579  581  585  594  613  635

例語の扱い           204
令ノじと為ノし         375
連用形      93 117 119 245

ワ 行

『不口訂‖〕慕』                    98
『倭玉篇』           692
*渡辺英二 →『春庭の語学研究』

285

『禾ロイ乙』

387  503  610  689  694

『倭名類衆抄』



轍語

『てにをは紐鏡』

所・有・令      119
分類

欄外注記   120 123 289
天語 → 地語

天(語)地 (語)→ 春(語)秋 (語 )

152

天語 地語 春語 秋語     149
東京教育博物館

東京図書館

*時枝誠記 →『国語学史』 283
憤(憤 )語 → 左・慣      61

『土佐日記抄』       256

ナ 行

*中根粛治

ナ変活

難読文字     77
二言三言の車(語 )

二重の車

年譜

*宣長

119  141  282

宣長書簡

川北夏蔭・芝原春房宛

川村正雄宛

柴田常昭宛   9 160
芝原春房宛

千家俊信宛

田中道麿宛    169
春庭宛     13 16
横井千秋宛

宣長日記

宣長の自他

宣長の体用

宣長の本語

宣長遺言書

常昭の語学研究 索引  712

ハ 行

*橋本進吉

派生形の活用形

派生形の所語・有語・令語 →

所語 。令語

はたらかぬ辞(言 )

はたらく辞(言)

*春庭

131 133 139 141

春庭眼病

春庭『古事記伝』版下筆稿

『春庭の語学研究』(渡辺英二)

59  147  227  242

春房書入        71
半令 → 令、本令

115 134 401

凡例の巻と形容詞の巻

凡例の巻と第十六巻

凡例の巻の成立

輻語

複語尾

不語 → 将語

*富士谷成章 →『あゆひ抄』

「文ノテニヲハJ

*古田東朔

母音(交替による)活用 → るれ(添加に

よる)活用    65 102 149 164
本語 → 体語

127  139  143  170  172

175  182  270  507  513  557

599  607  640  678  679  681

本語と体(語)       173 175
本令 → 令、半令      115 401

マ 行

実の所語         113 515

102

141

115

291

334

６５

５４

４

４

８６

９７

９３

147

99

単純形の

133  134

90  267

83  267

126

252  282

295

295

５

９８

８９

７３

７４

　

８

９４

558  594

155

163

159

62  64

116  130

104  250

167

280

287
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しの辞 うごきてきになる

176

*柴日常昭 9 13 17 63
*芝原春房 → 春房書入

『芝原春房が疑問評』

「借書簿」

『釈名』

秋語 → 春語

妹語 → 秋語

終止形

『重要文化財目録』(本居宣長記念館)

284

『授業門人姓名録』

朱書

春語 → 秋語

春(語)秋 (語)

春秋ノ語

将語 → 不語

乗語

常補巻

証例の採取

所語 → 牧語、有語、令語

112  183  309  331  333

549  557  581  585  612

所語・有語・令語の論

105  131  140  291

所・有・令        140 183
『続紀歴朝詔詞解』 265 270 273 275

『新古今美濃の家つとの疑問』→『美濃

580  585

続(続語)、 体(体語)、

制
剛
切↓

607  698

411  692

用 (用語)

95  98

121

549  697

257

用(用語)

96  98

続 (続語)、 切、

175  193  245

603  615  643

268  643  681

288

の家つとの疑問』

『新字』

『新撰』

「す、さす、しむ」下接形 →

下接形       114
*鈴木腹

『鈴屋歌集』

『鈴屋翁七十賀会集』

接尾語(辞 )

然格 → 為格     125
『増註源氏物語湖月抄』

続(続語)→ 切、体(体語)、

夕 行

『大漢和辞典』(諸橋轍次)78
体・車 (形容詞)

体語ヲウクルシ

体 切 用 続

体(体語)→ 用(用語)、

フト言雪         93  98

261  267  576

体・用      262
高橋広道「跛文」

*竹田純太郎

他動詞 → 自動詞

*田 中道麿

『玉あられ』

『玉勝間』

「玉くしげ草稿本紙背玉緒草稿J  280
「玉くしげ別巻草稿本紙背玉緒草稿」281

『月Fr可り中』 14

単音節語・多音節語

43  52  101  116  250

単純形の所語 。令語 → 派生形の所語・

有語・令語        134 136
地語 → 天語     334 342 579
貼紙巻序数 →『詞つかひ』

貼紙名目 →『詞つかひ』

陳述

*鶴峯戊申

帝国図書館

13  17  19  25

206  390  515

401

→ 天 (語)地 (語 )

123  152

104

62  64  72

60

166

584

250

577

75

255

103

401

634

13

333  686

404  691

「る、らるJ

134  144

142  296

16

21
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5   9

『国書総目録』

国立国会図書館

『古言梯』

語構成 118 138 181 238

故・故語(辞)→ 自・自語

125

『古事記伝』

249  255  266  273

『国歌大観』

『新編国歌大観』

*後藤一日 →『ことばの小車』

『詞つかひ』

各巻概要

巻序排列

巻序数訂正

巻序数傍線

巻序数表記

貼紙巻序数    56
貼紙名目

証例

証例 。万葉集    18
書誌

例語排夕1(動言司)

例語認定規準

第一次例語 (動詞)

第一次例語 (形容詞)

第一次例語成立の時期

第二次例語 (動詞)

第二次例語 (形容詞)

例語 (動詞)

例語 (形容詞)

常昭の語学研究 索引

『言葉の小車』→『詞つかひ』 8
『 ことばの小車』 (後藤一日)

『詞通路』         140
『詞玉緒』

８９

８９

３

９７

８４

714

293

290

145

186

284

143

242

254

251

例語 (動詞)常昭書入追加語

例語 (形容詞)常昭書入追加語

187  189  190  280

『詞八衝』→『原初稿本』

刊本

刊本例語排列

刊本証例

初稿本

初稿本例語排列

228  235  237

初稿本証例

語の基本形

語の下にそへていも、辞

語の本主     116 182
語をなす        79

サ 行

*阪倉篤義

左・憤

左輪 (左輪語)     63
『三代実録』

言司

辞

『栞』      454 614
就語

『字鏡』

自故

自・自語 → 故・故語(辞 )

自他        124
自他 (IIR)

自他 (春庭)

自他詞上下対置語 (『詞通路』)

自他詞六段図 (『詞通路』)

自動詞 → 他動詞   126
使然

自然

513  585

106  290

27

33

73

57

74

73

60

253

259

6

199

244

205

217

225

246

223

195

217

197

205

223

207

11
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春房書入語

『詞つかひ』(京都大学蔵)



715 常昭の語学研究 索引

活用形              97
『活用言の冊子』

巻序            33
巻序排列        32 118
巻序訂正         41 44
凡例           54 132
日寸金1                      90  240

証例            250
例語         195 217
例語排列     199 228 242
宣長書入語    215 220 224
道麿書入語    215 222 224
他筆書入語         216
末檎語           216
道麿朱書          206

『活用言の冊子御国詞活用抄の研究』(本

居清造)       48 68 211
活用語(動詞)分類        101
活用語尾 → 語幹  81 143 172 182
「活用抄目録J          245
活用表           107 292
甲型活用表           108
乙型活用表      109 124 134
活用(語)論            158

「仮字の林紙背玉緒草稿」     281
『漢字三音考』          272
巻序数訂正 → 席司つかひ』

巻序数表記 →『詞つかひ』

巻序数傍線 →『詞つかひ』

「寛政五年八月六十番歌合」    21
『菅万』          617 701
牛車と活用型名目         75
牛語            64 102

『玉』      414 573 692 697
『ヨE偏富』                      258  697

「金銀入帳」         19 21
車(車語 。車辞)→ 足掻、首

82  88  143

159  177  261  267  309  323

車語と初稿本『詞八衝』の例語排列

237  242

車と足掻      83 85 88 267
「ヨ匡」 滸含           106  242  266  284

「車」論と語末形式        237
形容詞

「同じ+体言Jと 「同じき十体言」

192

語尾「しし」      191 270
「さ」                 187
「しJの清濁         190
「て」「で」            188
「み」             186
「ク語法」          189
語幹     172 186 188 270
語幹用法          185
語構成         175 181

「 し」の機能      175 179
形容動詞語幹        90 275
下知           110 250

『言語四種論』       142 296
言語取調所            12

『源氏物語湖月抄』        257
『源氏物語玉の小櫛』    265 293
『原初稿本』 (『詞八衝』)     252
『厚顔抄』            693
『康熙字典』           258
首 → 車、足掻        80 82

88  143  261  267  309  323

首うつる        42 62 75
首と車の関係        88 238

『校本万葉集』       690 693
語幹 → 活用語尾  81 143 172 182
重受                   62  64  72  600

穀語               64
『国語学史』(時枝誠記)     289
『国語学史』(古田東朔・築島裕) 289
『国語学史』(山 田孝雄)     289
『国語学書目解題』(赤堀又次郎)



ア 行

足掻 → 首、車

96  159  261  267

『排慮小船』

*足立巻一 →『やちまた』

227  260  287

『あゆひ抄』「装図」   43
為格 → 然格     125
異巻同名

*石塚龍麻呂

『出雲国造神寿後釈』

『伊勢物語古意』

已然形

『石上稿』

『石上稿補遺』

『石上私淑言』

一字一音仮名表記

『宇比山踏』

『歌合評』

『歌合評補遺』

右輪 (右輪語)  62 102 352
『江戸の言語学者たち』(杉本つとむ)

*大久保正

常昭の語学研究 索引

凡 例

1 項目は原則として五十音順に並べる。

して掲出する。

2 関連する項目を → で示す。

3 項目中、書名には『 』、資料名には

ただし、特に関連する項目は連続

「 J、 人名には*を付す。

24  25  226  260  289  299

『大蔵卿行宗pll集』        695
*大野晋            299

『大祓詞後釈』       272 273
*岡田稔        12 25 287
*尾崎知光 (『国語学史の基礎的研究』)

77  147  148

194  242  260  290  297  298

オ トゾレノゾレモ車欺    548 696
「音信到来帳J        19 21

力 行

力行四段活と形容詞

重ね語

かたおひ

片通ひ      450
轄語

『活語活用格』

『活語断続図説』

『活語断続譜』

『活語断続譜』 (神宮文庫本)

「活語 トマリノモジノ説」

「活語 トマリノモシノ説」宣長添書

9  63

活用型            52
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